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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロセ
スの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを促
進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護お
よび維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Oracle Fusion Cloud EPMの投資を最大限に活用する
ことを支援します

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られます。
使用を開始する方法
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学習
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エク
セレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセレ
ンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上のメリッ
トおよび価値提案の確認。
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2
データ統合

データ統合は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでの統合プロセスの
実行の基礎となるメカニズムです。忙しい管理者やユーザー向けに設計されたものであり、フ
ァイルベース統合と直接統合のソースの定義、ソース・データを必要なターゲット・フォーマ
ットに変換するためのマッピング・ルールの作成、および定期的なデータ・ロード・プロセス
の実行と管理が可能になります。一般的な統合タスクは、作業方法をサポートし、それに準拠
する、ナビゲートしやすいインタフェースを使用して行います。

ノート:

データ統合は、従来のデータ管理に代わるものではありません。従来の機能のサブセ
ットで同じワークフローをサポートする追加機能です。データ統合は、データ管理と
100%同等になるまで強化が続けられます。

データ統合の使用について学習するには、次の概要ビデオを参照してください。

 概要: Planning and Budgeting Cloudでのデータ統合の使用.

前提条件
データ統合を使用するための前提条件は、次のとおりです。
データ統合は、次の役割が、Planning、Tax Reporting、Financial Consolidation and Close、
Account Reconciliation、 Profitability and Cost Managementおよび Enterprise Profitability and
Cost Managementのビジネス・プロセスで使用できます:

• サービス管理者
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• パワー・ユーザー—サービス管理者がデータ統合の「作成」、「ドリルスルー」および「実
行」役割をパワー・ユーザーに割り当てている場合、パワー・ユーザーは統合の作成、統
合の詳細の表示、統合定義の編集または変更、およびソースとターゲットの間の統合の実
行を行うことができます。パワー・ユーザーは、データのソース・システムにドリル・ス
ルーすることもできます。詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudの
アクセス制御の管理のデータ統合の役割を参照してください

• ユーザー—サービス管理者がデータ統合の「実行」および「ドリルスルー」役割をユーザ
ーに割り当てている場合、ユーザーはソースとターゲットの間の統合の実行、統合の詳細
の表示を行うことができますが、サービス管理者またはパワー・ユーザー役割が割り当て
られていないかぎり、統合定義の編集または変更はできません。ユーザーは、データのソ
ース・システムにドリル・スルーすることもできます。詳細は、Oracle Enterprise
Performance Management Cloudのアクセス制御の管理 のデータ統合の役割を参照してく
ださい

Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementユーザーにはデータ統合へのアクセス権は
ありません。

ノート:

Sales Planningは、データ統合のターゲット・アプリケーションとして使用可能で
す。

Account Reconciliationでは、データ統合へのアクセスは、事前定義済のサービス管理者の役割
を割り当てられたユーザーのみに制限されています。
データ管理は引き続き完全にサポートされ、「ナビゲータ」メニューの選択肢として使用可能で
す。データ統合とデータ管理の間で、統合関連のアクティビティは双方向的に行われ、同期さ
れます。たとえば、データ統合でディメンションをマッピングすると、保存されたマッピング
はすべて自動的にデータ管理に移入されます。
EPM統合エージェントを使用するお客様については、EPM統合エージェントを参照してくだ
さい。
データ統合を使用する際の特別な考慮事項は、次のとおりです。

機能 データ統合の特別な考慮事項/特筆事項
役割 データ統合は、次のビジネス・プロセスで使用できます:

• Planningおよび Planningモジュール
• Tax Reporting
• Financial Consolidation and Close
• フリーフォーム
• Account Reconciliation
• Enterprise Profitability and Cost Management
サービス管理者は、次のようなカスタム役割を設定することもできます:
• 管理者—フル・アクセスを持ち、すべてのタスクを実行できます。
• 統合の作成 - 統合および関連する設定を定義し、統合を実行します
• 統合の実行 - 統合を実行し、マッピングを表示します
Profitability and Cost Management、Oracle Hyperion Public Sector
Planning and Budgetingおよび Oracle Enterprise Data
Management Cloudでは、データ統合にアクセスできません。
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機能 データ統合の特別な考慮事項/特筆事項
サポートされているビジネ
ス・サービス

サポートされているビジネス・サービスは次のとおりです:
• Planning
• Tax Reporting
• Financial Consolidation and Close
• フリーフォーム
• Account Reconciliation
• Enterprise Profitability and Cost Management

接続 データ統合の接続の構成オプションを使用して、次のソースへの直接接
続情報を登録、管理および削除します:
• Oracle ERP Cloud
• Oracle Human Capital Management Cloud
• Netsuite

アプリケーション 「アプリケーション」は、データ管理の「ターゲット・アプリケーショ
ン」オプションの既存の機能を共有し、最新のルック・アンド・フィー
ルおよびレスポンシブ・デザインによってエクスペリエンスを強化しま
す。「アプリケーション」という名前が付いているのは、異なるソース・
システムとターゲット・アプリケーションの間でデータを統合するため
のプライマリ・ゲートウェイとして使用されるためです。

インポート・フォーマット 固定長のファイル(「固定幅 - 数値データ」および「固定幅 - すべてのデー
タ型」)はサポートされていません。

「マップ・メンバー」ページ • 「列のインデックス」(列名)は「処理順序」に変更されました。
• マッピング・スクリプトは使用できません。

オプション 複数期間ロードで列ヘッダーは使用できません。
統合の実行 「スケジュール」は使用できません。

ノート:

ビジネス・プロセスからビジネス・プロセスへの統合については、両方のビジネス・
プロセスが同じリリース・レベルである必要があります。

データ統合で作業する際には、次の用語変更に注意してください:

データ管理での名前 データ統合での名前
ターゲット・アプリケーション アプリケーション
インポート・フォーマット ディメンションのマッピング
データ・ロード・マッピング メンバーのマッピング
データ・ロード・ルール/データ・ロー
ド・ルール名

統合

データ統合での Cloud EPMビジネス・プロセスの使用
データ統合は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementの次のビジネス・プ
ロセスのための統合オプションとして使用できます:

• Planningモジュール
• Planning
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• フリーフォーム
• Financial Consolidation and Close

• Tax Reporting

• Strategic Workforce Planning

• Profitability and Cost Management

• Enterprise Profitability and Cost Management

Oracle Fusion Cloud EPMデプロイメント(ビジネス・プロセス)間でデータを変換およびロード
する場合、またはネイティブ・データ・ロード機能を超えるデータ統合機能が必要な場合、ア
プリケーションへのネイティブ・ロードに必要なフォーマットでないソース・データ・ファイ
ルを処理するためにデータ統合を使用できます。
次の各項では、お客様がデータ統合を使用して製品のオンプレミス・バージョンからクラウド・
バージョンに移行する際の顕著な相違について説明します。

Planningを使用されるお客様
Planningのお客様がデータ統合を使用する場合の重要な考慮事項は次のとおりです:

• 部分的なデータ・ロード - データをロードすると、有効なすべてのデータがロードされま
す。一部のデータがセル・レベルの検証ルールに合格しない場合、そのデータはロードさ
れませんが、その他の有効なデータはすべてロードされます。部分的なロードは失敗した
統合として反映されますが、有効なデータはすべてロードされます。ユーザーが管理者と
して定義されている場合、セル・レベルの検証は無視され、データがロードされます。

• すべてのデータ・タイプ・ロードというタイプのロードを使用する場合は、「システム設
定」の「ジョブを使用したすべてのデータ・タイプ・ロード」で「はい」を選択すると、
Planningでジョブを作成できます。詳細は、システム設定を参照してください。

• お客様がターゲット・オプションとして「セキュリティ保護されたすべてのデータ型」を
選択すると、数値データ、テキスト、スマートリストおよび日付データ型がロードされま
す。Planning管理者がデータをロードする場合、Planningデータ・セキュリティは適用さ
れません。Planningの管理者以外のユーザーがデータをロードする場合、Planningデー
タ・セキュリティは適用されます。Planningの管理者以外のユーザーがロードできるデー
タは、500,000セルのみです。

フリーフォーム  ・アプリケーションへのデータのロード
フリーフォーム・アプリケーション・タイプは、必要な分析をサポートするために、Planning
環境内にネイティブの Oracle Essbaseアプリケーションを再作成するビジネス・プロセスで
す。フリーフォームでは、任意のディメンションをキューブに関連付けることができます。
Planning固有の「通貨」、「エンティティ」、「シナリオ」および「バージョン」ディメンション
とそのメンバー階層は、フリーフォーム・ビジネス・プロセスでは必要ありません。フリーフ
ォームを使用して、プラットフォーム機能をそのまま活用しながら、独自のモデリングを実行
したり独自のキューブを作成します。サービス管理者は、Essbaseアウトライン(OTL)ファイ
ルを使用するか、ディメンショナリティを手動で定義して、フリーフォーム・アプリケーショ
ンを作成します。詳細は、フリーフォームの管理と作業のフリーフォーム・アプリケーション
の作成を参照してください。
フリーフォーム・アプリケーションは、なんらかの用途の Essbaseアプリケーションを作成す
るか、またはオンプレミス・アプリケーションを Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementに移行するお客様に適しています。これは、Planningのフリーフォーム・アプリ
ケーションにはディメンション要件がないためです。
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これらのフリーフォーム・アプリケーションをデータ統合でロードできますが、いくつかの考
慮事項があります:

ノート:

次のロード要件と考慮事項はフリーフォーム・アプリケーションのエクスポートにも
適用されます。これは、ユーザーがフリーフォーム・アプリケーションを作成して、
ネイティブ・ロード・プロセスでロードすることはできるが、データ統合で正しく分
類できないため、データのエクスポートで問題が発生するためです。

1. フリーフォーム・アプリケーションには、最小限、3つのディメンション(「勘定科目」、「期
間」および「シナリオ」)が必要です。データ管理およびデータ統合内のアプリケーション
定義には、ディメンション・タイプが「勘定科目」、「期間」および「シナリオ」の 3つの
ディメンションが必要です。

2. データのロード先をシステムが認識できるように、期間マッピングを設定する必要があり
ます。たとえば、フリーフォーム・アプリケーションで作成された期間メンバーである
Jan-20という期間で期間マッピングを設定できます。データ管理およびデータ統合で期
間マッピングを設定する場合、期間マッピングのユーザー・インタフェース検証に合格す
るように、フリーフォーム・アプリケーションで作成された期間および年のエントリを入
力します。これは、フリーフォーム・アプリケーションで年ディメンションを定義する必
要がない場合です。期間のみが必要です。

3. 「シナリオ」ディメンションを指定する必要がありますが、Planningでは、これはどのよう
なものでも構いません。必要なのは、そのディメンションがデータ管理およびデータ統合
で「シナリオ」ディメンションとして分類されることのみです。次に、プロセスが成功す
るようにカテゴリ・マッピングを設定する必要があります。
• ディメンションの 1つにディメンション分類「勘定科目」を割り当てます。
• ドリル・スルー機能を使用する場合は、「シナリオ」ディメンションが必要です。ディ
メンションの 1つにディメンション分類「シナリオ」を割り当てます。ディメンショ
ンが「シナリオ」として分類されると、カテゴリ・マッピングを使用してターゲット
値が割り当てられるため、データは 1つの値にのみロードできます。この要件を満た
すディメンションを選択し、カテゴリ・マッピングを定義します。

• 確認機能を使用する場合は、「エンティティ」ディメンションが必要です。ディメンシ
ョンの 1つにディメンション分類「エンティティ」を割り当てます。

ASOタイプのアプリケーションは、作成時に自動登録されません。データ管理のターゲッ
ト・アプリケーション・ページを使用して、「Essbase」アプリケーション・タイプを選択
し、アプリケーションを手動で登録します。

4. ASOキューブのみを使用するフリーフォーム・アプリケーションにメタデータをロードす
るには、ディメンション・アプリケーションを次のように登録します:

a. キューブをすべての入力キューブとして、新しい EPMローカル・アプリケーションを
追加します。
BSOアプリケーションがないため、このアプリケーションではディメンションは表示
されません。

b. 新しいディメンション・アプリケーションを追加します。
詳細は、アプリケーションの登録を参照してください。
ディメンション・アプリケーションをソースとして使用して適切なソースとの統合を
定義することによって、メタデータを ASOキューブにロードできます。
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Financial Consolidation and Closeを使用するお客様
Financial Consolidation and Closeに移行する Oracle Hyperion Financial Managementのお客
様は、2つの製品の主な違いに注意してください。
• Financial Consolidation and Closeでは、正の金額は借方として表示され、負の金額は貸方
として表示されます。

• プラン・タイプは、Financial Consolidation and Closeの概念ではありません。
• Financial Consolidation and Closeユーザーは、自分のアプリケーションに Oracle General

Ledgerデータをロードできます。
• ユーザーは、Financial Consolidation and Closeから Fusion GLにデータを実績としてエク
スポートできます。

• データ同期では、Planningまたは Financial Consolidation and Closeから Financial
Consolidation and Closeターゲット・アプリケーションにデータをプッシュできます。

• Financial Consolidation and Closeは、インポート・フォーマットでソース・システムとし
て使用できます。この方法では、Financial Consolidation and Closeをソース・システムと
して、別のクラウド・サービス(Planningモジュール、Account Reconciliation、Planning、
Profitability and Cost Managementなど)をターゲットとして使用し、Financial
Consolidation and Closeからこれらの他のクラウド・サービスへデータを移動できます。
また、Financial Consolidation and Closeからデータを抽出してファイルにプッシュし、別
のアプリケーションで使用できます。

• 連結ディメンションの場合は、ロケーションごとに、異なる上書き金額または上書きレー
トを異なるソース・メンバーにロードできます。これにより、連結プロセスの各ステージ
の実行に使用する詳細をレポートできます。

• Financial Consolidation and Closeの事前定義された上書きレート・フォームにデータを直
接入力してデータ統合から同じエンティティへのロードが実行された場合、"管理対象デー
タ"データ・ソースに手動で入力された上書きレート・データを保護できます。ただし、デ
ータ統合を使用して一般的なデータを Financial Consolidation and Closeのエンティティ
にロードし、同じユーザーがフォームに上書きレートを入力するアクセス権を必要とする
場合、入力された上書きレートがデータ統合からのロードによってクリアされます。

• システムで事前定義されたディメンションに加え、アプリケーションの必要性に基づいて
最大 4つの追加カスタム・ディメンションを作成できます。カスタム・ディメンションは
勘定科目ディメンションと関連付けられており、勘定科目に関する追加の詳細を提供しま
す。アプリケーションで拡張ディメンションが有効な場合、最大 4つのカスタム・ディメ
ンションを作成できます。アプリケーションで「複数 GAAPレポート」オプションが有効
化されている場合、3つのカスタム・ディメンションを作成できます。

• データ統合では、Financial Consolidation and Closeの期間はデータ・ファイルの列として
サポートされます。1つのファイルに複数期間のデータがある場合、各データ行に年と期
間を含めることができます。「ディメンションのマッピング」でソース期間行である年と期
間を選択すると、これらの列がファイル内にあることがシステムに示され、ターゲット・
システムの適切なディメンションにマップされます。Cloud EPMまたはファイルベース
のソース・システムの複数期間のロードを参照してください。

• データ統合では、Financial Consolidation and Closeに仕訳をロードする場合に明示的なロ
ード方法がサポートされます。仕訳は、「仕訳」タイプの統合を定義することでロードされ
ます。Excelとテキスト・ベース両方の仕訳のロードがサポートされます。Oracle
Enterprise Performance Management Cloudデータ管理の管理の Financial Consolidation
and Closeへの仕訳のロードを参照してください。
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• ドリル・スルー機能は、為替レート・データに対してはサポートされません。
• Financial Consolidation and Closeで使用可能なインポート・モードは、追加と置換です。
• DSOアプリケーションでない(密/疎最適化対応アプリケーションでない)場合は、Financial

Consolidation and Closeからデータをインポートして明示マッピング・セットを使用する
際、属性列 ATTR2および ATTR3はディメンション・マッピングで使用しないでください。
データ統合では、これらの列は行の正しい期間キーを判断するために使用されます。

• Financial Consolidation and Closeのお客様は、直接統合オプションの「すべてのデータ」
オプションを選択して、動的計算値を抽出できます(詳細は、 直接統合オプションの定義を
参照してください)。動的計算値を抽出するには、Financial Consolidation and Closeの
CONTROL TO-DATE VIEW STORAGE設定が有効になっているか、Financial
Consolidation and Closeアプリケーションが DSO (密/疎最適化対応アプリケーション)ベ
ースであることが、データ統合の前提条件です。詳細は、次を参照してください 累計ビュ
ーの管理オプションの使用

• Financial Consolidation and Closeのターゲット・アプリケーションで使用可能なエクスポ
ート・モードは次のとおりです:

– マージ - すでにアプリケーションにデータが存在する場合は、既存のデータにロード・
ファイルの値が追加されるのみです。既存のデータは削除されません。データがない
場合は、新しいデータが作成されます。

– 置換 - ロードの発行前に、シナリオ、年、期間、エンティティおよびデータ・ソースに
基づいて、すべての値が削除されます。

– 累計 - アプリケーション内のデータをロード・ファイル内のデータで累計します。
– ドライ・ラン - データをターゲット・アプリケーションにロードせずに、データ・ロー
ド・ファイルをスキャンして無効なレコードを探します。データ・ファイルの一意の
視点ごとに、ロード・ファイルの値がアプリケーションの値に加算されます。「ドラ
イ・ラン」はクイック・モード・ロードには適用されません。

• 通貨が固定されている場合に、エンティティ通貨ではなく実際の通貨に対してデータをロ
ードするには、「ロケーション」オプションの「機能通貨」フィールドで通貨を設定しま
す。インポート・フォーマットに「通貨」行を追加してマップすることもできます。

• 「符号の変更」オプションは、クイック・モード・ロードではサポートされていません。
• 部分的なデータ・ロード - データをロードすると、有効なすべてのデータがロードされま
す。たとえば、一部のデータがセル・レベルの検証ルールに合格しない場合、そのデータ
はロードされませんが、その他の有効なデータはすべてロードされます。部分的なロード
は失敗した統合として反映されますが、有効なデータはすべてロードされます。ユーザー
が管理者として定義されている場合、セル・レベルの検証は無視され、データがロードさ
れます。

• インスタンス間の統合をプッシュ・モードで実行すると、処理のために統合を送信したユ
ーザーではなく、接続詳細からの資格証明を使用してロード・ユーザーが判別されます。
逆の方法のプル・モードで統合を設定すると、統合を実行するユーザーが連結アプリケー
ションにロードするときにセキュリティが推進されます。

• 管理者としてロードすると、データ・ロードは検証ルールなどのセキュリティをバイパス
し、すべてのデータがロードされます。

• 検証ルールがオンに設定されていて、管理ユーザーがデータをロードする際に「管理ユー
ザーに対してデータ・セキュリティを使用可能にする」オプションが有効になっている場
合、または管理者以外がロードする場合、検証が適用されるセルに対するデータのロード
はブロックされますが、残りのデータはロードされます。セキュリティがオンに設定され
ている場合の動作は、部分的なロードが実行され、統合ルールは失敗として表示されます。
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• インスタンス間のデータ・ロードでは、接続に定義されているユーザーが使用され、デー
タをロードするモードについても、ルールを実行しているユーザーではなく、接続に定義
されているユーザーを使用して決定されます。

Tax Reportingを使用されるお客様
Oracle Hyperion Tax Provisionから Tax Reportingに移行するお客様は、主に次のような違いが
ありますのでご注意ください。
• 残高データや為替レートは、ファイルを使用して Tax Reportingアプリケーションにロード
します。(同じファイルを使用して、データや為替レートをロードすることはできません。)
また、Oracle Financials Cloudの残高データも、Tax Reportingアプリケーションに直接統
合できます。現時点では、Oracle ERP Cloudからの為替レートのロードはサポートされて
いません。

• データは、サマリー勘定科目レベルで Tax Reportingにロードされます。Tax Reportingで
は、ライン・アイテムの詳細はサポートされていません。

• 現時点では、Tax Reportingでは仕訳はサポートされていません。データ統合において、Tax
Reportingアプリケーションでサポートされているのは、データのロード・タイプのみで
す。

• Tax Reporting Webフォームまたは(Tax Reportingに動的にリンクされている) Oracle
Smart View for Officeからデータ統合へのドリル・スルーがサポートされています。

• データ統合から Tax Reporting Webフォームへのドリル・スルーは、Tax Reportingに、デ
ータ統合から呼び出せる URLが含まれる場合のみ使用可能です。

• ドリル・スルー機能は、為替レート・データに対してはサポートされません。
• データ統合から Tax Reportingにロードされるデータは、データ統合のディメンショナリテ
ィに基づいて要約され、このサマリー・データが Tax Reportingにロードされます。計算ま
たは連結ロジックは、Tax Reporting内でのみ実行されます。

• Tax Reportingでサポートされているのは YTDデータのみであるため、ロードされてもデ
ータは変更されません。

• Tax Reportingのお客様は、直接統合オプションの「すべてのデータ」オプションを選択し
て、動的計算値を抽出できます(詳細は、直接統合オプションの定義を参照してください)。
動的計算値を抽出するには、Tax Reportingの CONTROL TO-DATE VIEW STORAGE設定
が有効になっているか、Tax Reportingアプリケーションが DSO (密/疎最適化対応アプリケ
ーション)ベースであることが、データ統合の前提条件です。詳細は、 累計ビューの管理オ
プションの使用を参照してください。

• 「符号の変更」オプションは、クイック・モード・ロードではサポートされていません。
• Tax Reportingターゲット・アプリケーションで使用できるエクスポート・モードには次の
ものがあります:

– マージ - すでにアプリケーションにデータが存在する場合は、既存のデータにロード・
ファイルの値が追加されるのみです。既存のデータは削除されません。データがない
場合は、新しいデータが作成されます。

– 置換 - ロードの発行前に、シナリオ、年、期間、エンティティおよびデータ・ソースに
基づいて、すべての値が削除されます。

– 累計 - アプリケーション内のデータをロード・ファイル内のデータで累計します。
– ドライ・ラン - データをターゲット・アプリケーションにロードせずに、データ・ロー
ド・ファイルをスキャンして無効なレコードを探します。データ・ファイルの一意の
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視点ごとに、ロード・ファイルの値がアプリケーションの値に加算されます。「ドラ
イ・ラン」はクイック・モード・ロードには適用されません。

ノート:

置換モードでは、特定のシナリオ/年/期間/エンティティ /マップ済データ・ソース
の最初のレコードが出現する前に、そのシナリオ、年、期間、エンティティおよ
びマップ済データ・ソースのデータの組合せ全体が、手動入力か以前のロードか
に関係なくクリアされます。Planningアプリケーションに 1年分のデータがあ
る場合に 1か月分のみをロードするとき、このオプションを使用すると、1年分
すべてがクリアされてからロードが実行されることに注意してください。

• データ・ロード・プロセスの一環として、すべてのエンティティを連結する必要がある場
合は、データ統合で、「確認エンティティ・グループ」オプションを使用してください(デ
ータ管理の管理の確認ルール・グループの作成を参照)。

• このリリースでは、Tax Reportingのデータの所有権機能はサポートされていません。
• EPM自動化ユーティリティの rundataruleコマンドは、開始期間および終了期間に基づい
てデータ統合を実行するもので、Tax Reportingアプリケーションに対して実行できます。

• データ統合を使用して、ビジネス・プロセス間でデータを移動できます。つまり、Tax
Reportingアプリケーション間でデータを移動することや、Tax Reportingのデータを別の
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementビジネス・プロセスに移動する
こと(あるいはその逆)が可能です。

• 通貨が固定されている場合に、エンティティ通貨ではなく実際の通貨に対してデータをロ
ードするには、統合を作成するときに「機能通貨」フィールドで通貨を設定します。直接
統合の作成を参照してください。

• インポート・フォーマットに「通貨」行を追加してマップできます。ディメンションのマ
ッピングを参照してください。

• Tax Reportingでデータ・ロード・サイクルが完了したら、カスタム・アプリケーションで
作成されたテキスト・ファイルにデータを書き出して、外部アプリケーションで使用する
ことや、(オンプレミスの)ロケーションに書き出すことが可能です。カスタム・アプリケー
ションが定義されている場合は、EPM自動化を使用して、ファイルのエクスポートとダウ
ンロードを実行できます。

• Tax Reportingユーザーが使用できるその他の機能については、このガイドの目次を参照し
てください。

Account Reconciliationを使用するお客様
Account Reconciliationに統合を実装するプロセスでは、まず、データ統合のインポートおよび
検証ステップをテストします。結果に問題がなければ、Account Reconciliation内で「データ・
ロード」オプションから残高をロードするための実際の統合を起動します。標準の Oracle
Fusion Cloud Enterprise Performance Managementプロセスに従って、トランザクション照合
または照合コンプライアンス・トランザクションがデータ統合からプッシュされます。
ロケーション・セキュリティは、Account Reconciliationユーザー・インタフェースでは使用で
きません。ロケーション・セキュリティは、データ統合ユーザー・インタフェースでのみ使用
できます。

第 2章
データ統合での Cloud EPMビジネス・プロセスの使用

2-9



データ統合のアプリケーション・ページの「POVのロック」/「POVのロック解除」は、管理
者のみが使用できます。データ管理ユーザー・インタフェースでは、POVページから非管理者
として個別のロケーションをロックできます。
Account Reconciliationに移行するオンプレミスの Accounts Reconciliation Managerのお客様
は、データ統合の次の点に注意してください:

• Account Reconciliationを Cloud EPMアプリケーション以外のソースとして使用すること
は、現在 Account Reconciliationではサポートされていません。

• Account Reconciliation環境にリモートでロードすることはできません。Account
Reconciliationで別のビジネス・プロセスからアプリケーション・データを統合する場合
は、Account Reconciliationの他のビジネス・プロセスからアプリケーションを登録する必
要があり、その逆ではありません。

• Account Reconciliationからデータ統合のドリルスルー・ランディング・ページへのドリル
スルーはサポートされています。Account Reconciliationでは、ハイブリッド統合機能を使
用してデータを先にデータ統合にインポートすると、オンプレミスの Financial Data
Quality Management, Enterprise Editionのデータ・ソースにもドリル・スルーできます。
ランディング・ページにドリルスルーするには、「ターゲット・アプリケーション」ページ
の「ターゲット・ディメンション・クラス」で Account Reconciliationプロフィル・セグメ
ントを参照ディメンションにマップする必要があります。

• Oracle NetSuiteからのデータの統合は、Account Reconciliationでサポートされています。
• Oracle Financials Cloudからのデータの統合は、Account Reconciliationでサポートされて
います。

• Account Reconciliation残高に「データ・ロード・マッピング」オプションで「ソース・タ
イプ」ディメンションをマッピングする場合、「ターゲット値」をソース・システムまたは
サブシステム(補助元帳)として使用します。これらのオプションは、データのソースを定義
する分類です。たとえば、ソース・システムを選択した場合、このオプションは必ずしも
ソース・データが同じソース・システムからのデータであるわけではなく、データのソー
スが売掛金(AR)や買掛金(AP)などの補助元帳ではないことを示しています。

• マッピング目的で追加する参照ディメンションの分類は「参照」である必要があります。
「汎用」分類のディメンションは追加しないでください。

• Account Reconciliation内の照合勘定科目 IDにマップする際には、空白のターゲット・セ
グメントに関する考慮事項があります。ターゲット照合で 2つの移入済セグメント間に空
白のセグメントがある場合、Account Reconciliationによって、照合勘定科目 IDの中にあ
る空白および nullのセグメント値はそれぞれ 3つの空白文字として処理されます。また、
Account Reconciliationによって、最後の移入済セグメントに続く NULLセグメントが切り
捨てられます。
たとえば、グループ化照合で照合 IDが"001-null-null-1925 XXX"の場合(照合/プロファイル
を表示すると、Account Reconciliation内の"null"は存在しません(文字の無効化)。)Account
Reconciliationの設計では、移入済セグメントの間の空白および nullのセグメントごとに、
データベース層の"null"が 3つの空白文字に置き換えられます。データ管理内のターゲッ
ト・マップ済プロファイルでは、Account Reconciliationに合せるために、"ACCOUNT ID
001- - -1925 XXX"となる必要があります。

• 銀行取引明細書ファイル(BAI (Bank Administration Institute)ファイル・フォーマットまたは
SWIFT MT940ファイル・フォーマットを使用)を Account Reconciliationのトランザクショ
ン照合モジュールにロードする必要がある Account Reconciliationのお客様は、データ統合
を統合メカニズムとして使用できます。データ統合では、ロード用に事前作成のアダプタ
がサポートされます:

– BAIフォーマットの銀行ファイル・トランザクション
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– BAIフォーマットの銀行ファイル残高
– SWIFT MT940フォーマットの銀行ファイル・トランザクション
– SWIFT MT940フォーマットの銀行ファイル残高
– CAMT.053フォーマットの銀行ファイル・トランザクション
– CAMT.053フォーマットの銀行ファイル残高

ノート:

また、データ統合でサポートされる他のファイル・フォーマットもトランザクシ
ョン照合モジュールへのインポート、マップおよびロードに使用できます。

• 統合メカニズムとしてデータ統合を使用すると、Account Reconciliationのお客様は照合コ
ンプライアンス・トランザクションを照合にロードできます。次のものを含むトランザク
ションを Oracle ERP Cloudから Cloud EPMに直接取り込むことができます:

– 残高の説明
– ソース・システムの調整
– サブシステムの調整
– 差異の説明

• 「トランザクション照合」では、調整またはトランザクションを、二面性を持つ仕訳として
エクスポートし、その後、ERPシステムにインポートできます。データ統合はエクスポー
トした仕訳をロードするためのメカニズムとして使用されます。

• Account Reconciliationのお客様は、トランザクションごとに最大 64個のフィールドを使
用して、データ統合を使用してトランザクション照合にデータをロードできます。

• Account Reconciliationユーザーが使用できるその他の機能については、このガイドの目次
を参照してください。

Strategic Workforce Planningを使用されるお客様
人事データを Oracle Fusion Human Capital Managementからロードして、Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Managementの Strategic Workforce Planningビジネス・プロセ
スで使用できます。
企業の長期的戦略を実行計画に転換する必要のある Strategic Workforce Planningのお客様は、
戦略データを調整して Human Capital Managementから取り込むことができます。データ管
理は統合メカニズムです。これにより提供される即時利用可能なソリューションによって、お
客様は Human Capital Managementデータ・モデルから Strategic Workforce Planning内のタ
ーゲット・ディメンションへの事前定義されたマッピングを適用できます。他のマッピングを
必要に応じてビジネス要件に合うように適用するなどして、これらの統合をカスタマイズおよ
び拡張もできます。

Enterprise Profitability and Cost Managementを使用するお客様
Enterprise Profitability and Cost Managementとの間でデータを統合し、Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementで使用できます。Enterprise Profitability and Cost
Managementは、製品、顧客、地域、支店などのビジネス・セグメントの収益性を計算するた
めに必要な、コストおよび収益の配賦を管理する分析ソフトウェア・ツールです。Enterprise
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Profitability and Cost Managementでは、費用分解、消費ベースの費用計算およびシナリオ再生
を使用して、有効な計画および意思決定支援の収益性を測定できます。
データ統合を使用する Enterprise Profitability and Cost Managementのお客様は、次の点に注
意してください:

• Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションは、ソースとターゲットの
両方として登録できます。

• データ統合を使用して、Enterprise Profitability and Cost Managementは次のものと統合さ
れます:

– Cloud EPM内のビジネス・プロセス
– Oracle ERP Cloudの一般会計および補助元帳の残高
Enterprise Profitability and Cost Managementは、EPM Planning,プロジェクト,および
Oracle Fusion Cloud Project Management (プロジェクト管理)とは統合されません

• Enterprise Profitability and Cost Managementインスタンスで統合を設定する場合は、ロー
カル・アプリケーションとして登録します。別のインスタンスから取得する場合は、アプ
リケーションを Cloud EPMアプリケーションとして登録します。

• Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションは、アプリケーションの作
成ウィザードを使用して作成されるときに自動的に登録されます。

• Enterprise Profitability and Cost Managementのお客様は、Cloud EPMおよび Oracle ERP
Cloudの他のインスタンスへのソース接続を構成する必要があります。

• ドリル・スルーを使用できます。
• Enterprise Profitability and Cost Managementから値をエクスポートする場合は、丸めメソ
ッドを使用して値を小数点第 2位に丸め処理できます。

• データ・マップおよびスマート・プッシュを使用できます。データ・マップでは、集約ス
トレージ(ASO)キューブがソース・キューブとしてサポートされます。

• EPM統合エージェントを使用できます。
• パイプラインを使用して呼び出すことができるのは、Calculation Managerベースのビジネ
ス・ルールのみです。Enterprise Profitability and Cost Managementベースのルールおよび
ルールセットはサポートされていません。

• パイプラインを使用して呼び出すことができるのは、Calculation Managerベースのビジネ
ス・ルールのみです。Enterprise Profitability and Cost Managementベースのルールおよび
ルールセットはサポートされていません。

• Enterprise Profitability and Cost Managementについてパイプラインでサポートされてい
るプラットフォーム・ジョブ・タイプは 4つのみです。詳細は、Enterprise Profitability and
Cost Managementに対する「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプの使用を
参照してください。

• Financial Consolidation and Closeから Enterprise Profitability and Cost Managementで何
かを実行する場合は、Financial Consolidation and Closeの Groovyベースのビジネス・ル
ールを使用して Enterprise Profitability and Cost Managementの REST APIを呼び出しま
す。詳細は、Enterprise Performance Management Cloudの REST API の Profitability and
Cost Managementの REST APIを参照してください。
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Profitability and Cost Managementを使用するお客様
Profitability and Cost Managementは、製品、顧客、地域、支店などのビジネス・セグメントの
収益性を計算するために必要な、コストおよび収益の配賦を管理する分析ソフトウェア・ツー
ルです。このため、Profitability and Cost Managementは、主な Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementビジネス・プロセスと統合するように設計されています。データ統
合を使用して、Cloud EPMで使用するデータを Profitability and Cost Managementとの間で統
合します。
統合メカニズムとして、データ統合は、Profitability and Cost Managementのお客様が Oracle
ERP Cloudなどの Enterprise Resource Planning (ERP)、連結プロセス、プランニングおよび
予測プロセスからおよびこれらのプロセスにデータをロードできるようにします。
データ統合を使用する Profitability and Cost Managementのお客様は、次の点に注意してくだ
さい:

• Profitability and Cost Managementアプリケーションは、ソースとターゲットの両方として
登録できます。

• データ統合を使用して、Profitability and Cost Managementは次のものと統合されます:

– Cloud EPM内のビジネス・プロセス
– Oracle ERP Cloudの一般会計および補助元帳の残高
Profitability and Cost Managementは、EPM Planning,プロジェクト,および Oracle Fusion
Cloud Project Management (プロジェクト管理)とは統合されません

• Profitability and Cost Managementインスタンスで統合を設定する場合は、ローカル・アプ
リケーションとして登録します。別のインスタンスから取得する場合は、アプリケーショ
ンを Cloud EPMアプリケーションとして登録します。
Profitability and Cost Managementでは、環境ごとに 1つのアプリケーションのみがサポー
トされます(単一 ASOデータベース)

• Profitability and Cost Managementアプリケーションは、アプリケーションの作成ウィザー
ドを使用して作成されるときに自動的に登録されます。

• Profitability and Cost Managementのお客様は、Cloud EPMおよび Oracle ERP Cloudの他
のインスタンスへのソース接続を構成する必要があります。

• ドリル・スルーを使用できます。
• Profitability and Cost Managementから値をエクスポートする場合は、丸めメソッドを使用
して値を小数点第 2位に丸め処理できます。

• データ・マップおよびスマート・プッシュを使用できます。データ・マップでは、集約ス
トレージ(ASO)キューブがソース・キューブとしてサポートされます。

• EPM統合エージェントは Profitability and Cost Managementのお客様が利用できます。
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3
データ統合の起動

データ統合を起動するには:

1. ホーム・ページで、 (「アプリケーション」クラスタ)をクリックします。

2.  (「データ交換」アイコン)をクリックし、「データ統合」タブを選択します。
オプションで、 をクリックして「データ統合」を起動し、「アプリケーション」から

を選択できます。

ホーム・ページ以外の場所からホーム・ページに戻るには、 をクリックします。

データ統合ホーム・ページの表示
サービス管理者は、データ統合のホーム・ページですべての統合およびパイプラインを表示で
きます。ロケーション・セキュリティが有効な場合、パワー・ユーザーには、許可されたロケ
ーションに割り当てられた統合およびパイプラインのみが表示されます。そうでない場合、パ
ワー・ユーザーはすべての統合およびパイプラインを表示できます。
機能は次のとおりです。

機能 説明
検索 いずれかのフィールドで選択したテキストに基づいて、統合のリストを

検索します。
たとえば、Fileと入力した場合、「名前」、「ロケーション」、「ソース」ま
たは「ターゲット」フィールドに"File"という名前が含まれるすべての統
合が返されます。

(ユーザー設定) ユーザーレベル設定を定義して、特定のユーザーに適用されるユーザー
レベル・プロファイルを更新またはクリアします。

(ソート) 条件に基づいて統合のリストをソートします。
使用可能な条件:
• 名前
• ロケーション
• ソース
• ターゲット
• 最終実行
• 結果
ソート結果は、昇順  (Aから Z)または降順  (Zから A)で表示で
きます。
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機能 説明
新しい統合または新しいパイプラインを追加できます。
統合の操作中で、サービス管理者によってユーザーにデータ統合の「実
行」役割が割り当てられている場合、ユーザーは統合の詳細を表示でき
ますが、統合定義を編集または変更することはできません。詳細は、
Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス制御の管理 のデータ統合の役割を参照してください
ロケーションのセキュリティが有効な場合、管理者以外はパイプライ
ン・ジョブを読取り専用モードで表示したり(パイプラインの編集または
作成はできません)、「ロケーションのセキュリティ」で割り当てられた
ロケーション別のユーザー・グループにのみ基づいて、パイプラインの
個々のジョブを実行できます。(サービス管理者は、パイプラインのどの
ジョブ・タイプでも作成、編集および実行できます。)
統合を削除します。
削除する統合を選択すると、削除確認ページが次のメッセージとともに
表示されます: 「統合<integration name>を削除すると、すべての関連
アーティファクト (ディメンション・マッピング、メンバー・マッピング
およびこの統合を使用してロードされたデータなど)が削除されます。
続行しますか。」
ホーム・ページをリフレッシュします。

次のような主要なデータ統合機能にすばやくアクセスできます:
• プロセスの詳細
プロセス詳細の表示を参照してください。

• アプリケーション: ソース・システムとターゲット・アプリケーショ
ンの間でデータを統合し、ビジネス・ルールを適用するためのゲー
トウェイ。アプリケーションの登録を参照してください。

• 期間マッピング: ビジネス要件および法的要件に基づき、各種のカレ
ンダ(たとえば、月、週、また日のカレンダ)を定義および管理しま
す。期間マッピングの管理を参照してください。

• カテゴリ・マッピング: ソース・システムのデータを分類してターゲ
ット・シナリオ・ディメンション・メンバーにマップできるように
する、カテゴリ・マッピングを定義および管理します。カテゴリ・
マッピングの管理を参照してください。

• システム設定: システム設定は、システム全体に適用されるシステ
ム・レベルのオプションを設定、更新またはクリアする場合に使用
します。システム設定を参照してください。

• ロケーション: 「ロケーション」を使用して、統合およびパイプライ
ンで使用されているすべてのロケーションを表示します。表示され
るロケーションをフィルタし、必要に応じて使用されているロケー
ションを削除できます。ロケーションの表示を参照してください

• 「エージェント」、「問合せ」および「エージェントのダウンロード」
オプション(EPM統合エージェント)。EPM統合エージェントを参
照してください。

• ファイル・ブラウザ: inbox、outbox,に移動してファイルを選択で
きるファイル・ブラウザを起動します。ファイル・ブラウザの使用
を参照してください。
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機能 説明
統合の実行時に使用される POV期間を選択して保存できます。POV期
間が選択されていない場合は、ブラウザのキャッシュに基づき、最後に
使用された期間にデフォルト設定されます。
別の期間の横にロック解除アイコン
(

)が表示されている場合、その期間を選択できます。

(データ統合の詳細) 次のような各統合の詳細を表示します:
• ステータス - 各統合のステータスを示します。統合のプロセス詳細
を表示するには、「ステータス」アイコンをクリックします。
–  - 統合は正常に実行されました。
–  - 統合の実行に失敗しました。
–  - 新規統合
–  - 統合は処理されましたが、警告があります。

• タイプ: 次のような機能のタイプを示します:

–  - 「統合」ジョブ・タイプ
–  - 「パイプライン」ジョブ・タイプ

• (データ統合)名前
• (データ統合)ロケーション
• ソース
• ターゲット
• 最終実行
• アクション(…) - 次のようなワークフロー・プロセスに移動します:

– 全般
– ディメンションのマッピング
– メンバーのマッピング
– オプション
– プロセスの詳細
– ワークベンチ

• (統合の実行/パイプラインの実行)

デフォルト POV期間の選択
統合の実行時に使用される POV期間を選択して保存すると、毎回 POV期間を選択する必要が
ありません。POV期間が選択されていない場合、ブラウザのキャッシュに基づいて最後に使用
された期間にデフォルト設定されます。
POV期間のオプションは、データ統合のホーム・ページで使用できます。
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「POV期間」ドロップダウンの横にロック解除アイコン
(

)が表示されている場合、別の期間を選択できます。
データ管理のシステム設定でグローバル POVモードが有効になっている場合、その期間はグ
ローバル POV期間にデフォルト設定され、別の期間を選択できません(Oracle Enterprise
Performance Management Cloudデータ管理の管理のシステムレベルのプロファイルの設定を
参照。)この場合、次に示すように、「POV期間」ドロップダウンの横にロック・アイコンが表
示されます。

POVのロックおよびロック解除の詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloud
データ管理の管理のすべてをロックおよびロック解除を参照してください。

データ統合ワークフローの操作
データ統合ワークフロー・バーは、次のタスクで構成されます。

ワークフロー・バーのタスクをクリックするだけで、異なるタスク間を移動できます。

タスク 説明 詳細情報
全般 ファイルベース統合および直接統合のソースの統

合を追加または編集します。
データ統合の定義

ディメンションの
マッピング

データ・ソースの列をターゲット・アプリケーショ
ンのディメンションにマッピングします。

ディメンションのマッピング
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タスク 説明 詳細情報
メンバーのマッピ
ング

ディメンションをマッピングして、ソース・フィー
ルドの値をターゲット・ディメンション・メンバー
に変換する方法を指定します。

メンバーのマッピング

オプション データをインポートおよびエクスポートするため
のオプションを定義します。また、ソース・フィル
タおよびビジネス・ルールを定義します。

データ統合オプションの設定

また、「データ統合」ホーム・ページのすべてのタスクには、統合またはパイプラインの右側に
ある をクリックしてタスクを選択することにより、アクセスできます。次に、統合ジョブ
に関連付けられているすべてのタスクを示します。

統合を実行してソースからデータを抽出し、全般およびフィルタ条件に基づいてターゲットに
ロードするには、統合を選択して

をクリックします。
パイプラインを実行し、パイプラインのステージで一連のジョブを実行し、統合プロセスを実
行し、電子メールを送信して、ログを添付するには、パイプラインを選択して

をクリックします。
詳細は、: 統合の実行を参照してください。
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4
統合タスク

この章のタスクを使用して、システムレベルのプロファイルを設定します。

システム設定
システム設定は、システム全体に適用されるシステムレベルのオプションを設定、更新または
クリアする場合に使用します。
システム設定を定義するには:

1. 「アクション」メニューで、「システム設定」を選択します。
2. システム設定ページで、追加または変更するオプションを選択し、「保存」をクリックしま
す。

使用可能なシステムレベルのオプション:

Table 4-1    システムレベルの設定

オプション 値
ロケーション・フォルダの作成 ロケーションの作成時に、inboxにロケーション・

フォルダを作成するようにシステムに指示します。
指定できる値は「はい」または「いいえ」です。こ
のオプションは一度設定したら変更しないでくだ
さい。この設定はオプションですが推奨します。
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Table 4-1    (Cont.) システムレベルの設定

オプション 値
アーカイブ・モード アーカイブされたファイルをアーカイブ・ロケーシ

ョンにコピーするか移動するかを指定します。「コ
ピー」,、「移動」または「なし」を設定します。
「コピー」を選択すると、ファイルは inboxに残さ
れます。
「移動」を選択すると、ファイルはアーカイブ・フ
ォルダにコピーされ、inboxから削除されます。
dataという名前のフォルダがアーカイブ・フォル
ダです。
ファイルがアーカイブ・ロケーションに移動される
と、ファイル名が次のように変更されます:
<Process
ID><Year><Month><Day>.<Original
Extension>
たとえば、ソース・ファイル名が BigFile.csvで
あり、このファイルが期間Mar-07に期間キー
03/01/2023でロードされ、プロセス IDが 983であ
った場合、結果のファイル名は 98320230301.csv
となります。
作成したファイルまたは環境にアップロードした
ファイルは、60日経過後に削除されます。
データ統合プロセス・ログ・ファイルの保存期間は
7日間のみです。保持する必要のあるファイルは
ローカル・マシンに定期的にダウンロードすること
をお薦めします。

ファイル・アップロードのワイルド・カードを除外 アップロードできないファイル拡張子を指定しま
す。
たとえば、*.jspまたは*.pyを指定できます。
*.*と入力すると、すべてのファイルをアップロード
できなくなります。

バッチ・サイズ ファイルからメモリーに一度に読み込まれる行数
を指定します。このパラメータは主にパフォーマ
ンスのために使用されます。データがロードされ
るとき、この設定により、キャッシュに格納される
レコード数が決まります。
たとえば、1000を指定した場合、1,000件のレコ
ードがキャッシュに格納されます。同様に、5000
を指定した場合、5,000件のレコードがキャッシュ
に格納されてコミットされます。この設定をサー
バー・メモリーによって決定し、必要に応じて調整
します。
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Table 4-1    (Cont.) システムレベルの設定

オプション 値
ファイルの文字セット テキストを作成、保管および表示するためにビット

組合せを文字にマッピングする方法をドロップダ
ウンから選択します。
各エンコード方式には UTF-8などの名前が付けら
れています。各エンコード方式では、それぞれの値
は特定のビット組合せにマッピングされています。
たとえば、UTF-8では大文字の Aは HEX41にマッ
ピングされています。
テキストを作成、保管および表示するためにビット
組合せを文字にマッピングする方法を指定します。
各エンコード方式には UTF-8などの名前が付けら
れています。各エンコード方式では、それぞれの値
は特定のビット組合せにマッピングされています。
たとえば、UTF-8では大文字の Aは HEX41にマッ
ピングされています。
エンコーディングとは、テキストの作成、保管、表
示のためにビット組合せを文字にマッピングする
ことです。
ソース・ファイルがサポートされている形式のいず
れでもない場合、エンコーディングを UNICODEに
変換します。

デフォルト POVロケーション デフォルト POVのロケーションをドロップダウン
から指定します。

デフォルト POV期間 デフォルト POV期間をドロップダウンから指定し
ます。
これらのプリファレンスが優先されるのは、「アプ
リケーション設定」または「ユーザー設定」で同等
の設定が定義されていない場合です(詳細は、
Oracle Enterprise Performance Management
Cloudデータ管理の管理のアプリケーションレベ
ルのプロファイルの設定およびユーザー・レベルの
プロファイルの設定を参照してください。)

デフォルト POVカテゴリ デフォルト POVカテゴリをドロップダウンから指
定します。
これらのプリファレンスが優先されるのは、「アプ
リケーション設定」または「ユーザー設定」に同等
の設定が定義されていない場合です。

グローバル POVモード この値が「はい」に設定されている場合、他の POV
(アプリケーション・レベルとユーザー・レベルの
POV設定)は無視されます。
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Table 4-1    (Cont.) システムレベルの設定

オプション 値
デフォルトの確認レポート デフォルトの確認レポートとして使用する確認レ

ポートのタイプをドロップダウンから指定します。
次にシード済確認レポートを示しますが、新しいレ
ポートを作成してここに指定できます:
• 確認レポート - 現在のロケーションに対する
検証ルールの結果(成功または失敗ステータス)
を表示します。

• 確認レポートの期間範囲(カテゴリ、開始期間、
終了期間) - カテゴリと選択した期間について
検証ルールの結果を表示します。

• 確認レポート検証エンティティ・シーケンス別
- 現在のロケーションについて検証ルールの結
果を表示します(成功または失敗ステータス)。
検証エンティティ・グループに定義されたシー
ケンスでソートされています。

• 確認レポート(警告) - 現在のロケーションにつ
いて検証ルールの結果を表示します。警告の
条件が一致する場合に、検証が検証ルールに記
録されて表示されます。このレポートには、検
証に合格したルールは表示されません。

バッチ・タイムアウト(分) バッチ・ジョブを同期モード(即時処理)で実行する
場合、ジョブの最大実行時間を指定します。同期モ
ードでは、データ管理はジョブの完了を待ってから
制御を戻します。

ログ・レベル ログに表示される詳細のレベルを指定します。ロ
グ・レベル 1を指定すると、詳細が最も少なく表示
されます。ログ・レベル 5を指定すると、詳細が最
も多く表示されます。
ログは、「ログ」リンクを選択すると「プロセスの
詳細」に表示されます。

レポート精度の確認 最も重要な数字が一番左の 0(ゼロ)以外の数字で、
最も重要でない数字が一番右の既知の数字の場合
の丸め処理に使用する 10進数の合計数を指定しま
す。

データ・エクスポート・オプション「すべてのデー
タを上書き」を表示します

「ルールの実行」画面にある「エクスポート・モー
ド」ドロップダウンに「すべてのデータを上書き」
オプションを表示する場合は、「はい」を指定しま
す。
すべてのデータの上書きを選択した場合は、次のメ
ッセージが表示されます: 警告: 「すべてのデータを
上書き」オプションでは、アプリケーション全体の
データがクリアされます。これは現在の視点に制
限されません。このアクションを実行しますか?

マップ監査を使用可能にする マップ・モニター・レポート(ロケーションのマッ
プ・モニターおよびユーザーのマップ・モニター)
の監査レポートを作成するには、「はい」に設定し
ます。この設定のデフォルト値は「いいえ」です。
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Table 4-1    (Cont.) システムレベルの設定

オプション 値
アクセスしてソース・ドキュメントを開く データ統合のランディング・ページにドリルダウン

すると、この設定によって「ソース・ドキュメント
を開く」リンク(データのロードに使用されたファ
イル全体を開きます)へのアクセス権が決定されま
す。
使用可能な値:
• 管理者 - 「アクセスしてソース・ドキュメント

を開く」リンクは管理者ユーザーに限定されま
す。

• すべてのユーザー  - 「アクセスしてソース・ド
キュメントを開く」リンクはすべてのユーザー
が使用できます。「すべてのユーザー」がデフ
ォルト設定です。

マップ・エクスポート区切り文字 メンバー・マッピングのエクスポート時に、列の区
切り記号の値を指定します。
使用可能な区切り記号は次のとおりです。
• ! (感嘆符)
• , (カンマ)
• ; (セミコロン)
• | (縦線)

マップ・エクスポートの Excelファイル形式 メンバー・マッピングをエクスポートするときに使
用する Excelファイル形式をドロップダウンから
選択します:
使用可能な値:
• Excel 97-2003ワークブック(*.xls)
• Excelマクロ対応ワークブック(*.xlsm)

マップ LCM形式 移行(ライフサイクル管理)へのデータ・ロード・マ
ッピングのエクスポート・オプションをドロップダ
ウンから選択します
使用可能な値:
• 個別データ・ロード・マッピング—マップは、
ロケーションごとに個別にエクスポートされ、
ロケーションごとに個別にインポートされま
す。各ロケーションにマップが多数ある場合、
ロケーションごとに小さい単位でマップをロ
ードできるため、この方法を使用します。この
方法は、特定のロケーションのマップを選択的
に移行する場合にも役立ちます。この方法で
は、既存のマップは削除され、スナップショッ
トの新しいマップで置き換えられます。

• すべてのロケーションの結合データ・ロード・
マッピング—マップは、すべてのロケーション
について、1つのアーティファクトでエクスポ
ートされます。この方法では、スナップショッ
トのマップがターゲット・システムの既存のマ
ップにマージされます。これがデフォルトの
設定です。
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Table 4-1    (Cont.) システムレベルの設定

オプション 値
LCMモード ライフサイクル管理スナップショットをエクスポ

ートするときに使用する LCMモードをドロップダ
ウンから選択します。
使用可能なオプション:
• 個々のアーティファクト  – 設定のみ—このモ
ードでは、ロケーションやマッピングなど、移
行する個々のアーティファクトを選択します。
スナップショットをターゲット・システムにイ
ンポートすると、データがターゲット・システ
ムの既存のデータとマージされます。このモ
ードには、ワークベンチ・データは含まれませ
ん。
これが、LCMプロセスで使用されるデフォル
ト・モードです。
個々のアーティファクトのスナップショット
は、XMLファイルとしてエクスポートされて
ZIPファイルに格納されます。スナップショ
ットの ZIPファイルは、移行の「スナップショ
ット」タブから入手できます。

• 単一スナップショット – 設定のみ—このモー
ドでは、スナップショットをターゲット・シス
テムにインポートすると、既存の設定データが
すべて削除され、スナップショットのデータが
インポートされます。
設定アーティファクトのリストは、Oracle
Enterprise Performance Management Cloudデータ管理の管理のスナップショット・エクス
ポートの設定アーティファクトを参照してく
ださい。
設定アーティファクトは、CSVファイルに表形
式でエクスポートされて ZIPファイルに格納
されます。スナップショットの ZIPファイル
は、移行の「スナップショット」タブから入手
できます。
単一スナップショット – 設定のみモードで実
行されるスナップショットは、個々のアーティ
ファクト – 設定のみモードで実行されるスナ
ップショットよりも高速であり、データベース
のタイムアウトの問題を回避できる可能性が
あります。

• 単一スナップショット – 設定とデータ—この
モードでは、ターゲット・システムのデータが
完全に削除され、スナップショットのデータが
インポートされます。ワークベンチ・データの
量に応じてインポート・プロセスに時間がかか
ることがあり、ステージング表内のデータのサ
イズに応じて LCMバックアップのパフォーマ
ンスに影響が生じる可能性があります。
設定アーティファクトとデータ・アーティファ
クトのリストは、Oracle Enterprise
Performance Management Cloudデータ管理の管理のスナップショット・エクスポートの設
定アーティファクトおよび Oracle Enterprise
Performance Management Cloudデータ管理
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Table 4-1    (Cont.) システムレベルの設定

オプション 値
の管理のスナップショット・エクスポートのデ
ータ・アーティファクトを参照してください。
このモードを使用する前に、個々のアーティフ
ァクトのベースライン・スナップショットを作
成してください。
設定およびすべてのデータ (ワークベンチを含
む)が CSVファイルに表形式で増分エクスポー
トされて ZIPファイルに格納されます。スナ
ップショットの ZIPファイルは、移行の「スナ
ップショット」タブから入手できます。

ジョブを使用したすべてのデータ・タイプ・ロード 統合がすべてのデータ・タイプ・ロードというタイ
プのロードである場合に Planningジョブを作成
するには、「はい」を指定します。

非管理ユーザーに対してパイプライン実行を使用
可能にする

管理者以外のユーザーがデータ統合ホーム・ページ
でパイプラインを表示できるようにするには、「は
い」を指定します。

ユーザー・レベルのプロファイルの設定
ユーザーレベル設定を使用すると、特定のユーザーに適用されるユーザーレベル・プロファイ
ルを更新またはクリアできます。

ノート:

グローバル・モードが定義されると、POVのユーザー・レベル・プロファイルは適
用できません。

ユーザーレベル・プロファイルを設定するには:

1. データ統合ホームページで、 をクリックします。
2. ユーザー設定ページで、追加または変更するオプションを選択します。
3. 「保存」をクリックします。

Chapter 4
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表 4-2 ユーザー・レベルの設定

オプション 説明
ファイルの文字セット テキストを作成、保管および表示するためにビット

組合せを文字にマッピングする方法を指定します。
各エンコード方式には UTF-8などの名前が付けら
れています。各エンコード方式では、それぞれ文字
は特定のビット組合せにマッピングされています。
たとえば、UTF-8では大文字の Aは HEX41にマッ
ピングされています。
エンコーディングとは、テキストの作成、保管、表
示のためにビット組合せを文字にマッピングする
ことです。
ソース・ファイルがサポートされている形式のいず
れでもない場合、エンコーディングを UNICODEに
変換する必要があります。

デフォルト POVロケーション デフォルト POVのロケーションを指定します。
デフォルト POV期間 デフォルト POV期間を指定します。
デフォルト POVカテゴリ デフォルト POVカテゴリを指定します。
デフォルトの確認レポート ユーザー・レベルでデフォルトの確認レポートとし

て使用する確認レポートのタイプを指定します。
次にシード済確認レポートを示しますが、新しいレ
ポートを作成してここに指定できます:
• 確認レポート - 現在のロケーションについて
検証ルールの結果を表示します(成功または失
敗ステータス)。

• 確認レポートの期間範囲(カテゴリ、開始期間、
終了期間) - カテゴリと選択した期間について
検証ルールの結果を表示します。

• 確認レポート検証エンティティ・シーケンス別
- 現在のロケーションについて検証ルールの結
果を表示します(成功または失敗ステータス)。
検証エンティティ・グループに定義されたシー
ケンスでソートされています。

• 確認レポート(警告) - 現在のロケーションにつ
いて検証ルールの結果を表示します。警告の
条件が一致する場合に、検証が検証ルールに記
録されて表示されます。これには、検証に合格
したルールは表示されません。

ログ・レベル ログに表示される詳細のレベルを指定します。ロ
グ・レベル 1を指定すると、詳細が最も少なく表示
されます。ログ・レベル 5を指定すると、詳細が最
も多く表示されます。
ログは、「ログ」リンクを選択すると「プロセスの
詳細」に表示されます。

マップ・エクスポート区切り文字 メンバー・マッピングのエクスポート時に、列の区
切り記号の値を設定します。
使用可能な区切り記号は次のとおりです。
• ! (感嘆符)
• , (カンマ)
• ; (セミコロン)
• | (縦線)

Chapter 4
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表 4-2 (続き) ユーザー・レベルの設定

オプション 説明
マップ・エクスポートの Excelファイル形式 メンバー・マッピングをエクスポートする際に使用

する Excelファイル形式を選択します。
• Excel 97-2003ワークブック(*.xls)
• Excelマクロ対応ワークブック(*.xlsm)

ドリル・エクスポート・ファイル形式 ドリル・ファイルをエクスポートする際に使用する
ファイル形式を指定します。
使用可能なオプション:
• カンマ区切り値(*.csv)
• Excelワークブック(*.xlsx)

ロケーションの表示
ロケーション・ページを使用して、統合およびパイプラインで使用されているすべてのロケー
ションを表示します。表示されるロケーションをフィルタし、必要に応じて使用されているロ
ケーションを削除できます。
ロケーションは、統合およびパイプラインがデータ統合で実行されるレベルです。ロケーショ
ンを定義することにより、データのロード先を指定できます。さらに、ロケーションによって、
ディメンショナリティが同じである複数のターゲット・アプリケーションに対して同一のイン
ポート・フォーマットを使用できます。
すべてのロケーションを表示するには、「アクション」メニューから「ロケーション」を選択し
ます。

選択した基準でロケーションの表示をフィルタするには、「フィルタ」でフィルタする文字列、
テキストまたは文字を指定します。
ロケーションを削除するには、ロケーションを選択して をクリックします。削除の確認を求
めるプロンプトが表示されます。ロケーションが削除されると、そのロケーションが含まれて
いる他のすべてのデータ統合ページから削除されます。統合で使用されているロケーションは
削除できません。

POVロック・ステータスの一括管理
POV (POVは年、期間、シナリオなどの指定されたスナップショット用の、アプリケーション
の特別なバージョンを表示します)のサブセットを選択し、それらを必要に応じてロックまたは
ロック解除できます。

Chapter 4
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ロック済/ロック解除済 POVのリストをフィルタし、フィルタされた POVのセットに対して、
選択したアクションまたは複数のアクションを同時に実行することもできます。
POVロケーションのロック
POVのロックでは、ターゲット・アプリケーション全体について現在の期間およびカテゴリに
関連したすべてのロケーションをロックし、選択した POVにデータがロードされるのを防ぎ
ます。ロケーションがロックされている場合、インポート、検証、エクスポートまたは検証の
再実行を行えません。
POVロケーションをロックするには:

1. 「アクション」メニューから、「ロケーション」を選択します。
2. ロケーション・ページで、「ロック」タブを選択します。
3. 「アプリケーション」ドロップダウンから、ロックする POVに関連付けられているアプリ
ケーションを選択します。

4. オプション: 「期間」ドロップダウンから、ロックする期間を選択します。
5. オプション: 「カテゴリ」ドロップダウンから、ロックするカテゴリを選択します。
たとえば、「実績」または「予算」を選択します。

6. をクリックし、ロックするアプリケーションを選択します。

Note:

POVを詳細セクションに表示するには、データがそこにロードされている必要が
あります。

7. をクリックし、POVをロックします。
確認メッセージに、正常にロックされたアプリケーション名が表示されます。

POVロケーションのロック解除
1. 「アクション」メニューから、「ロケーション」を選択します。
2. ロケーション・ページで、「ロック」タブを選択します。
3. 「アプリケーション」ドロップダウンから、ロック解除する POVに関連付けられているア
プリケーションを選択します。

Chapter 4
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Note:

POVを詳細セクションに表示するには、データがそこにロードされている必要が
あります。

4. オプション: 「期間」ドロップダウンから、ロック解除する期間を選択します。
5. オプション: 「カテゴリ」ドロップダウンから、ロック解除するカテゴリを選択します。
たとえば、「実績」または「予算」を選択します。

6. をクリックし、ロック解除するアプリケーションを選択します。

7. をクリックし、POVをロック解除します。
確認メッセージに、正常にロック解除されたアプリケーション名が表示されます。

統合のコピー
「統合のコピー」機能を使用すると、別の統合と同一の統合を別の名前で作成できます。既存の
ロケーションの再利用または新規ロケーションの作成、インポート・フォーマットの再利用ま
たは新規インポート・フォーマットの作成が可能で、オプションでローカルまたはリモート接
続の使用を選択できます。

Note:

「統合のコピー」機能は管理者のみが使用できます。

統合をコピーするには:

1. データ統合ホーム・ページから、コピーする統合の横にある「...」をクリックし、「タス
ク」メニューから「コピー」を選択します。

2. 統合のコピー・ページの「新規統合名」で、新規統合名を指定します。
デフォルトで、新規統合名がソース統合名に設定され、接尾辞"-1"が追加されます。たとえ
ば、ソース統合の名前が"Monthly Process"の場合、シードされた新しい名前は"Monthly
Process-1"になります。
新規統合名がすでに存在する場合は、新規統合を保存しようとするとエラーが発生します。
この場合、新規統合の名前を一意の名前に変更してください。

Chapter 4
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3. オプション: コピーされた統合に新規ロケーションを作成する「ロケーションの作成」を有
効にし、ソース・ロケーションから統合マッピングをコピーします。
デフォルトでは、ロケーション名に対して新規統合名がコピーされます。たとえば、新規
統合名が Acc-ASO_DL-1の場合、新規統合のロケーション名も Acc-ASO_DL-1になりま
す。
新規ロケーションの作成を選択しない場合、コピーされた統合定義で既存のロケーション
名が使用されます。

4. オプション: コピーされた統合に新規インポート・フォーマットを作成する「インポート・
フォーマットの作成」を有効にし、ソース・インポート・フォーマットから統合マッピン
グをコピーします。
デフォルトでは、インポート・フォーマット名に対して新規統合名がコピーされます。た
とえば、新規統合名が Acc-ASO_DL-1の場合、新規統合のインポート・フォーマット名も
Acc-ASO_DL-1になります。
コピーされたインポート・フォーマット名は 20文字以内にしてください。
新規インポート・フォーマットの作成を選択しない場合、コピーされた統合定義で既存の
インポート・フォーマット名が使用されます。
新規インポート・フォーマットが有効になると、新規ロケーションは自動的に有効になり
ます。

5. 「接続」から、統合のコピー時に使用する接続を選択します。
同じインスタンス内で統合をコピーするには、「ローカル」を選択します。別のインスタン
スの接続を選択して、統合を他のインスタンスにコピーすることもできます。接続は
Oracle Fusion Cloud EPM接続で定義される必要があります。詳細は、Planningの管理の
Cloud EPM環境の接続についておよび Planningの管理の他の Cloud EPM環境への接続の
作成、編集および削除を参照してください。
リモート環境に統合をコピーするには、「リモート」を選択します。リモート接続を選択す
る場合、リモート環境は次を含めて現在の環境と同一である必要があります: ソースおよび
ターゲット・アプリケーション、ターゲット・アプリケーション内のユーザー定義ディメ
ンション割当て、ロジック・グループおよび確認ルール。

6. 「保存」をクリックします。
次の例は、データ統合ホーム・ページ上のソース統合およびコピー済統合を示しています。

Chapter 4
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5
アプリケーションの登録

統合を定義する際にソースおよびターゲット・アプリケーションを登録するには、「アプリケー
ション」オプションを使用します。ローカルの Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementアプリケーション、ビジネス・プロセス間統合(Planningと Financial Reportingの
間など、クラウド・アプリケーション間)、ファイルへのデータ・エクスポート・アプリケーシ
ョンおよび汎用データ・ソース・エンティティを既存の EPMポートフォリオに登録できます。
アプリケーションを登録するプロセスにより、データの可視性、整合性および検証システムが
提供されます。「アプリケーション」オプションを選択すると、アプリケーション・ページが表
示され、新しいアプリケーションを登録できます。また、既存のアプリケーションを選択し、
アプリケーション・オプションの更新、アプリケーションの削除またはアプリケーション定義
のリフレッシュを行うこともできます。
データ統合で登録されたアプリケーションは、全般ページでソースおよびターゲットを選択す
るときにすぐに選択できるようになります。また、データ管理でも使用できるようになります。

ノート:

「アプリケーション」オプションは、「データ統合」ホーム・ページの「アクション」
ドロップダウンで管理者のみが使用できます。

アプリケーションの各行の横にある「アクション」ドロップダウンを使用して、アプリケーシ
ョン・タイプに関連付けられている、アプリケーション関連の次のような様々なタスクを選択
できます:

• ディメンションの表示
• アプリケーション・オプションの変更
• データ・ソース・アプリケーションの値の追加、更新または削除。
• Oracle NetSuiteおよび Oracle ERP Cloudアプリケーションの更新(再初期化)。

アプリケーション・オプションの起動
ノート:

管理者のみがアプリケーションを登録および変更できます。

アプリケーション・オプションを起動するには、「データ統合」ホーム・ページの「アクショ
ン」から、「アプリケーション」を選択します。
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アプリケーションのナビゲート
サービス管理者は、アプリケーション・ページで次の基準によって、すべての登録済アプリケ
ーションを表示できます:

• 名前
• カテゴリ
• タイプ
• システム名
表示アイテムの右側にある をクリックして、前述の各表示アイテムをアルファベット順に
並べ替えることができます。
機能は次のとおりです。

機能 説明
新規アプリケーションが作成されます。
アプリケーションを削除します。
「削除確認」メッセージが次のメッセージとともに
表示されます: このターゲット・アプリケーション
にはルールが関連付けられている可能性がありま
す。このアプリケーションを削除すると、そのルー
ルがすべて削除されます。それでも続行しますか?
ターゲット・アプリケーションを削除すると、その
アプリケーションには削除のマークが付き、インポ
ート・フォーマット・オプションやロケーション作
成オプションを含むメタデータや統合の処理に使
用できなくなります。また、そのアプリケーション
に関連する既存の統合もすべて削除されます。

第 5章
アプリケーションのナビゲート
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機能 説明
名前 Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance

Managementで、すべての入力キューブ・アプリ
ケーションを登録すると、このフィールドにはサー
ビス・アプリケーション名(Planningや Financial
Consolidation and Closeなど)が一意の接頭辞と
ともに表示されます。
Cloud EPMでは、個別のキューブを登録すると、
このフィールドにはアプリケーション名、キューブ
名および接頭辞が表示されます。
Oracle NetSuiteアプリケーションでは、このフィ
ールドにはユーザーにわかりやすい、アプリケーシ
ョンの検索名が表示されます。
その他のすべてのアプリケーションでは、このフィ
ールドにはアプリケーションの名前が接頭辞とと
もに表示されます。

カテゴリ アプリケーションが属するクラスまたは区分が表
示されます。
使用可能なアプリケーション・カテゴリ:
• EPMローカル。次のものが含まれます:

– 入力キューブ(BSO)
– レポート・キューブ(ASO/Essbase)

• Cloud EPM。次のものが含まれます:
– 入力キューブ
– レポート・キューブ

• データ・ソース。次のものが含まれます:
– データ・ソース
– Oracle Financials Cloud、Oracle Human

Capital Management Cloud、Oracle
NetSuiteおよび増分ファイル。

– SQL問合せのデータ・ソース
• データ・ターゲット。ファイルへのデータ・エ
クスポート・アプリケーション・タイプが含ま
れます

• ディメンション(メタデータのロード用)

第 5章
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機能 説明
タイプ 登録済アプリケーションのタイプを示します:

• EPMローカルおよび Cloud EPMアプリケー
ション

• Oracle ERP Cloud
• Oracle HCM Cloud
• Oracle Netsuite
• Oracle ERP Cloud (売掛/未収金トランザクシ
ョン)

• オンプレミス・データベース
• Peoplesoft GL残高
• Oracle ERP Cloud (試算表平均)
• 増分ファイル
• EBS GL残高
• Oracle ERP Cloud (カスタム)
• Oracle ERP Cloud (買掛/未払金トランザクシ

ョン)
• Oracle ERP Cloud (試算表)
• EPMディメンション
• ファイルへのデータ・エクスポート
• オンプレミス・データベースへのデータ・エク
スポート

システム名 Cloud EPMで、すべての入力キューブ・アプリケ
ーションを登録すると、このフィールドにはサービ
ス・アプリケーション名(Planningや Financial
Consolidation and Closeなど)が接頭辞なしで表
示されます。
EPMでは、個別のキューブを登録すると、このフ
ィールドには Planning、Financial Consolidation
and Closeなどのアプリケーションのアプリケー
ション名が表示されます。
Oracle NetSuiteアプリケーションでは、このフィ
ールドにはアプリケーションの内部名が表示され
ます。
その他のすべてのアプリケーションでは、このフィ
ールドにはアプリケーションの名前が接頭辞なし
で表示されます。

アクション アプリケーションの各行の横にある「アクション」
ドロップダウンによって、アプリケーションのカテ
ゴリおよびタイプに関連付けられた様々なアプリ
ケーション関連タスクを選択できます。
EPMローカル、Cloud EPMおよびディメンショ
ン・アプリケーションでは、「アプリケーション詳
細」オプションを使用できます。
データ・ソースおよびデータ・エクスポート・アプ
リケーションでは、「アプリケーション詳細」オプ
ション、「編集」オプションおよび「デフォルトの
設定」オプションを使用できます。

EPMローカル・アプリケーションの登録
Planningなどのプライマリ・サービス・アプリケーションから Oracle General Ledgerデータ
を統合する場合、「EPMローカル」カテゴリを使用してアプリケーションを登録します。EPM
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ローカル・アプリケーションは 1つのインスタンスで使用され、インスタンスごとに存在でき
るアプリケーションは 1つのみです。
EPMローカル・アプリケーションを使用すると、データまたはレポート・キューブ間で同期し
たり、異なる入力キューブ間でデータを移動できます。
たとえば、Financial Consolidation and Closeのお客様が Planningのデータを追加したり、
Planningのお客様が他の Planningアプリケーションを追加できます。また、この統合では、ク
ラウドからオンプレミス・アプリケーションまたは他の外部レポート・アプリケーションへの
ライトバックも可能です。
EPMローカル・アプリケーションを作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「EPMローカル」を選択します。

4. 「アプリケーション」から、プライマリ・サービス・アプリケーションのアプリケーション
を選択します。

5. 「キューブ」から、アプリケーションに関連付けるソース・プラン・タイプを選択します。
ソース・キューブによって、アプリケーションのモデルまたはプラン・タイプ間のデータ
のフローが定義されます。

6. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されます。たとえば、アプリケーションに既存のアプ
リケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞としてイニシャルを割り当てることがで
きます。

第 5章
EPMローカル・アプリケーションの登録

5-5



Cloud EPMアプリケーションの登録
リモート・サービスで Planningなどのビジネス・プロセス・インスタンスを使用して、Financial
Consolidation and Closeなどの別のビジネス・プロセス・インスタンスとデータを統合する場
合、Oracle Fusion Cloud EPMアプリケーションを作成して登録します。この場合、2つのビ
ジネス・プロセス・サービス・インスタンス間の接続情報を選択する必要があります。
この機能を使用して、EPMのお客様はクラウド・デプロイメントを次のような既存の EPMポ
ートフォリオに適用できます:

• Planning

• Oracle Essbase

• Financial Consolidation and Close

• Tax Reporting

• Account Reconciliation

Cloud EPMアプリケーションを作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「EPM Cloud」を選択します。
4. 「URL」で、サービスへのログオン時に使用するサービス URLを指定します。
5. 「ユーザー名」で、クラウド・サービス・アプリケーションのユーザー名を指定します。
ユーザー名は、接続を定義するためにアプリケーション・ページで定義されている管理者
ユーザーの名前です。詳細は、Oracle ERP Cloud接続の構成を参照してください。

6. 「パスワード」で、クラウド・サービス・アプリケーションのパスワードを指定します。
7. 「ドメイン」で、クラウド・サービス・アプリケーションに関連付けられたドメイン名を指
定します。
アイデンティティ・ドメインは、サービス・インスタンスへのアクセスを必要とするユー
ザーのアカウントを制御します。また、権限を持つユーザーがアクセスできる機能を制御
します。サービス・インスタンスはアイデンティティ・ドメインに属します。

ノート:

管理者はユーザーに表示されるドメイン名を更新できますが、データ統合は、お
客様がサービスの契約をした際に指定された元のドメイン名を必要とします。デ
ータ統合から Oracle Enterprise Performance Management Cloud接続を設定す
るときに、ドメイン別名を使用することはできません。

8. 「アプリケーション」から、アプリケーションのタイプを選択します。
9. 「OK」をクリックします。
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データ・ソース・ベースのアプリケーションの登録
データ・ソースは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementへのソース・デ
ータとして使用できるアプリケーション(Oracle NetSuiteや Oracle E-Business Suite (EBS)な
ど)の汎用フレームワークに適用されるアプリケーション・カテゴリです。
データ統合で使用可能なデータ・ソースベースのアプリケーションは次のとおりです:

• Oracle ERP Cloud - General Ledger。General Ledgerからの実績のロードと予算および実
績の修正仕訳のライトバック

• Oracle ERP Cloud - Budgetary Control。契約、債務および支出のロードと予算のライトバ
ック

• Oracle ERP Cloud - Sub-Ledgers。補助元帳トランザクション・データのロード
• Oracle NetSuite - Oracle NetSuiteからの実績およびメタデータのロード
• Oracle Human Capital Management Cloud - 従業員属性、給与およびその他の関連ジョブ情
報のロード

• E-Business Suite - EPM統合エージェントを使用して、一般会計から実績をロードします
• Oracle Peoplesoft - EPM統合エージェントを使用して、一般会計から実績をロードします
• 増分ファイル - ソース・データ・ファイルを前のバージョンのソース・データ・ファイル
と比較して、新しいレコードや変更されたレコードを特定し、そのデータ・セットのみを
ロードできます。

• オンプレミス・データベース
• オンプレミス・ファイル
• Oracle Autonomous Database

• Oracle ERP Cloud (勘定体系)

• Oracle ERP Cloud (カスタム)

• Oracle ERP Cloud (買掛/未払金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (売掛/未収金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (試算表 - 平均)

• Oracle ERP Cloud (試算表)

• Oracle Projects (アクティブ・プロジェクト)

• Oracle Projects (実績)

• Oracle Projects (予算)

• Oracle Projects (統合ステータス)

• Oracle Projects (組織)

• Oracle Projects (テンプレート)

• プランニング予算改訂
• Planningプロジェクト統合ステータス
• Planningプロジェクト・ステータス
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Oracle ERP Cloud General Ledgerアプリケーションの登録
Oracle ERP Cloudからの Oracle General Ledgerデータを Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementアプリケーションと統合する場合、「アプリケーション」を使用し
て Oracle ERP Cloud General Ledgerアプリケーションをデータ・ソース・アプリケーション・
タイプとして指定し、アプリケーションをインポートして、Cloud EPMターゲット・アプリケ
ーションでソースとして使用できるようにします。アプリケーションをインポートすると、ソ
ースの Oracle ERP Cloud General Ledgerデータが Cloud EPMシステムに Oracle Essbaseキ
ューブとして取り込まれます。それぞれの Essbaseアプリケーションは、ソースの Oracle
ERP Cloud General Ledgerの元帳定義を表します。

ノート:

データ統合では、Cloud EPMアプリケーションと同じ名前を持つ Oracle ERP Cloud
アプリケーションは登録できません。問題を回避するには、Cloud EPMの名前を変
更します。

Oracle ERP Cloudアプリケーションをデータ・ソースとして定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
4. 「タイプ」から、Oracle ERP Cloudを選択します。
5. 「接続」から、「Fusion」を選択します。
6. 「アプリケーション・フィルタ」で、ロードのフィルタを指定します。
アプリケーション・フィルタは、Oracle ERP Cloudからインポートするアプリケーション
の名前をフィルタ処理するために使用されます。たとえば、Vision USAやワイルド・カー
ド Vision%などの特定のアプリケーション名でフィルタ処理できます。

7. 「アプリケーションのインポート」をクリックしてアプリケーションを登録し、Oracle ERP
Cloudアプリケーションを初期化します。

ノート:

顧客が Fusion ERPのインスタンスをテスト用に 1つ、本番用に 1つなど、複数
持っている場合があります。これらのソースへの統合を設定するとき、元帳に同
じ名前が付けられており、両方のソースで同一の場合、単一の接続のみを使用で
きます。
たとえば、顧客が Ledger1および Ledger2という名前の元帳があるテスト・イン
スタンスへの統合を設定するとき、Ledger1および Ledger2がある本番インスタ
ンスからデータを取り込む必要がある場合は、接続の接続情報のみを変更でき、
統合では、選択された統合でそれらの接続詳細が使用されます。統合の実行時、
新規接続の追加は参照されません。更新された接続情報で元の接続のみが参照さ
れます。
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Oracle NetSuiteアプリケーションの登録
アプリケーション・タイプをデータ・ソースとして Oracle NetSuiteを登録し、Oracle NetSuite
の保存された検索をインポートします。インポート時に、Oracle NetSuiteの保存された検索結
果がロードされます。インポートの後、Oracle NetSuiteソース・システムで登録されたユーザ
ー名のもとで Oracle NetSuiteの保存された検索結果それぞれについてアプリケーション・レコ
ードが作成されます。
Oracle NetSuite接続を定義して Oracle NetSuiteアプリケーションをインポートするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
4. 「タイプ」から、「NetSuite」を選択します。

5. 「接続」から、「NetSuite」を選択します。
接続ステップで Oracle NetSuiteへの接続が提供され、Oracle NetSuiteアプリケーション
がインポートされます。後で、接頭辞付きのアプリケーションを追加する場合は、ドロッ
プダウンから選択して追加できます。

6. 「アプリケーション」から、NSPB Sync SuiteAppの保存された検索の名前を選択します。
メタデータの保存された検索には保存された検索名に「メタデータ」が含まれ、データの
保存された検索には保存された検索名に「データ」が含まれます。

7. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
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接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

8. 「アプリケーションのインポート」をクリックしてアプリケーションを登録し、Oracle
NetSuiteアプリケーションを初期化します。
Oracle NetSuiteの検索結果は、アプリケーション・タイプ「データ・ソース」に登録され
ます。初期化中に、Oracle NetSuiteソース・システムで登録されたユーザー名のもとで使
用可能な保存された検索の結果に基づき、データ・ソースが自動的に作成されます。
NSPB Sync SuiteAppの保存された検索は次のとおりです:

保存された検索名 ID タイプ
PBCS全転記トランザクショ
ン最終期間

サマリー

PBCS全転記トランザクショ
ン最終期間

詳細

PBCS全転記トランザクショ
ン最終期間 - 試算表

試算表

PBCS - トランザクションのサ
マリー

customsearch_nspbcs_all_transaction
s_sum

トランザクション

PBCS - トランザクションの詳
細

customsearch_nspbcs_all_transaction
s_det

トランザクション

PBCS - 試算表 customsearch_nspbcs_trial_balance トランザクション
PBCS同期(データ)損益計算書
トランザクション[.csv]

customsearch_pbcs_sync_is_csv トランザクション

PBCS同期(データ)貸借対照表
トランザクション[.csv]

customsearch_pbcs_sync_bs_csv トランザクション

PBCS同期(データ)期首残高
[.csv]

customsearch_pbcs_sync_begbal_csv トランザクション

PBCS同期(データ)損益計算書
トランザクション

customsearch_nspbcs_sync_is トランザクション

PBCS同期(データ)貸借対照表
トランザクション

customsearch_nspbcs_sync_bs トランザクション

PBCS同期(データ)期首残高 customsearch_nspbcs_sync_begbal トランザクション
PBCS同期(データ)連結為替レ
ート

customsearch_nspbcs_sync_fx 連結為替レート

PBCS同期(メタデータ)損益計
算書勘定科目

customsearch_nspbcs_sync_acct_inc_
stmt

勘定科目

PBCS同期(メタデータ)貸借対
照表勘定科目

customsearch_nspbcs_sync_acct_bs 勘定科目

PBCS同期(メタデータ)クラス customsearch_nspbcs_sync_class クラス
PBCS同期(メタデータ)カスタ
マ

customsearch_nspbcs_sync_cust カスタマ

PBCS同期(メタデータ)部門 customsearch_nspbcs_sync_dept 部門
PBCS同期(メタデータ)アイテ
ム

customsearch_nspbcs_sync_item アイテム

PBCS同期(メタデータ)ロケー
ション

customsearch_nspbcs_sync_loc ロケーション
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保存された検索名 ID タイプ
PBCS同期(メタデータ)プロジ
ェクト

customsearch_nspbcs_sync_prj プロジェクト

PBCS同期(メタデータ)カスタ
マ・プロジェクト

customsearch_nspbcs_sync_cprj プロジェクト

PBCS同期(メタデータ)子会社 customsearch_nspbcs_sync_sub 子会社
PBCS同期(メタデータ)ベンダ
ー

customsearch_nspbcs_sync_vend ベンダー

9. 「OK」をクリックします。

Oracle NetSuiteアプリケーションの更新
「アプリケーションの更新」オプションを使用して Oracle NetSuiteアプリケーションを再初期
化します。この方法で、最新の会計レポートを NSPB Sync SuiteAppまたは EPM Connector
SuiteAppの保存された検索から抽出し、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementビジネス・プロセスとの統合で使用できます。
Oracle NetSuiteアプリケーションを更新するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページの「アクション」メニューで、「アプリケーションの更新」を選
択します。

3. アプリケーションの更新ページの「タイプ」で、Oracle NetSuiteを選択します。
4. 「接続」ドロップダウンから、更新する Oracle NetSuiteアプリケーションに関連付けられ
る接続の名前を選択します。

5. 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

6. 「アプリケーションの更新」をクリックしてアプリケーションを再初期化します。

増分ファイル・アプリケーションの登録
増分ファイル・アダプタ機能を使用すると、ソース・データ・ファイルを前のバージョンのソ
ース・データ・ファイルと比較して、新しいレコードや変更されたレコードを特定し、そのデ
ータ・セットのみをロードできます。
増分ファイル・アダプタ機能を使用するには、初期ソース・データ・ファイルを増分ファイル・
アダプタのデータ・ソースとして登録します。この初期ソース・データ・ファイルは、テンプ
レートとして使用されます。実際の統合は、統合の実行プロセスで指定されたファイルから実
行され、初期ソース・データ・ファイルと後続のファイルの間でファイル比較が実行されます。
それ以降は、1回、2回または何回でもロードできます。最後に実行されたファイルが、後続
のロードの評価基準となります。このデータ・ソースでは差異のみがロードされるため、ファ
イル・インポート中のロードが高速になります。残りのデータ・インポート・プロセスは、フ
ァイルの標準データ・ロードの場合と同じです。
増分ファイル・データ・ソースを作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
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3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「データ・ソース」を選択します。

4. 「タイプ」から、増分ファイルを選択します。
5. 「ファイル」で、テンプレートとして使用する初期ソース・データ・ファイルを指定しま
す。
をクリックして、ファイル・ブラウザ・ページからファイルを検索します。

ファイルを選択するときには、次のことに注意してください:

• ソース・データ・ファイルは、区切りデータ・ファイルである必要があります。
• 使用されるデータ・ファイルには、区切り列を説明する 1行のヘッダーが含まれる必
要があります。

• 数値データと数値以外のデータの両方をロードできます。
6. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

7. 「OK」をクリックします。

オンプレミス・データ・ソース・アプリケーションの定義
EPM統合エージェントを使用して、オンプレミス・データ・ソースからデータを抽出し、その
データを Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに直接ロードする必要が
ある場合、オンプレミス・データ・ソース・アプリケーションを作成します。EPM統合エージ
ェントでは、オンプレミス・リレーショナル・データベースに対して問合せを実行し、データ
を Cloud EPMにロードします。
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抽出用に作成されたオンプレミス・データ・ソース・アプリケーションを作成して登録するに
は、サンプル・データおよび 1つのヘッダー・レコードのみが含まれたファイルを作成する必
要があります。このファイルにアプリケーション名や SQL問合せなどを含めることはできま
せん。ファイル名はアプリケーション名である必要があります。

ノート:

詳細は、オンプレミス・データ・ソースからのデータの抽出を参照してください。

オンプレミス・データ・ソース・アプリケーションを作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「データ・ソース」を選択します。

4. 「タイプ」から、オンプレミス・データベースを選択します。
5. 「ファイル」で、オンプレミス・アプリケーションに使用する、サンプル・データおよび 1
つのヘッダー・レコードのみが含まれたファイルを指定します。
ヘッダー行は、ターゲット・ディメンションのディメンション名と完全に一致する必要が
あります。ディメンション名への SQL問合せに列名の別名を使用できます。
をクリックして、ファイル・ブラウザ・ページからファイルを検索します。

6. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
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接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

7. 「OK」をクリックします。

Oracle ERP Cloudアプリケーションの登録
Oracle ERP Cloudデータ・ソースから一般会計以外のデータを抽出して、Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementにロードできます。このようなタイプのデータ・ソース
を使用すると、データ統合で参照される Oracle Business Intelligence Publisherデータ抽出を
定義して、Oracle ERP Cloudソースから、買掛/未払金、売掛/未収金、固定資産、サプライ・
チェーンなどのデータを直接抽出できます。
データ統合には、次のように、Oracle ERP Cloudソースに対する事前パッケージ化済問合せが
用意されています:

• Oracle ERP Cloud (買掛/未払金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (売掛/未収金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (試算表 - 平均)

• Oracle ERP Cloud (試算表)

また、BI Publisherデータ抽出に対するカスタム問合せを作成して実行できます。この場合、
データ統合で Oracle ERP Cloud (カスタム)データ・ソース・アダプタを使用して、BI Publisher
からソース CSVファイルをインポートし、使用するレポート・パラメータを設定します。

ノート:

Oracle ERP Cloud統合には、権限またはユーザー役割およびすべての ERP元帳への
データ・アクセス権が必要です。
システム・タイプ「Oracle ERP Cloud」を使用して Oracle ERP Cloudデータ・ソー
スのソース・システムを登録し、ユーザー資格証明を指定する必要があります。この
ステップには、接続の詳細の指定および接続のテストが含まれます。詳細は、Oracle
ERP Cloud接続の構成を参照してください。

ノート:

Oracle Fusion Cloud EPMおよび Oracle ERP Cloudの接続を構成する場合、接続に
指定される URLでセキュア HTTPプロトコル(例: "https://server")を使用する必要が
あります。

Oracle ERP Cloudアプリケーションを登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
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4. 「タイプ」から、Oracle ERP Cloudの事前パッケージ化済問合せのタイプを選択します。
使用可能な Oracle ERP Cloudタイプは次のとおりです:

• Oracle ERP Cloud (買掛/未払金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (売掛/未収金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (試算表 - 平均)

• Oracle ERP Cloud (試算表)

「アプリケーション」に表示される事前パッケージ化済アプリケーションの名前は、このフ
ィールドで選択した Oracle ERP Cloudの事前パッケージ化済問合せのタイプによって異
なります。

5. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

6. 「OK」をクリックします。

Oracle ERP Cloudアプリケーションの更新
「アプリケーションの更新」オプションを使用して Oracle ERP Cloudアプリケーションを再初
期化します。アプリケーションを再初期化すると、ソース・システムによって、元帳や勘定体
系など、すべての新規追加がフェッチされます。
アプリケーションを更新するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
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2. アプリケーション・ページで、再初期化する Oracle ERP Cloudアプリケーションを選択し
ます。

3. 「アクション」メニューから、「アプリケーションの更新」を選択します。
4. アプリケーションの更新ページの「タイプ」で、「Oracle ERP Cloud」を選択します。
5. 「接続」ドロップダウンから、データ・ソースに関連付けられる接続の名前を選択します。
6. 「アプリケーション・フィルタ」から、アプリケーションのアプリケーション・フィルタを
指定します。
アプリケーション・フィルタの詳細は、Oracle ERP Cloudデータ・ソースへのアプリケー
ション・フィルタの適用を参照してください。

7. 「予算管理」を有効にして、アプリケーションを予算管理データ・ソースとして登録しま
す。

8. 「アプリケーションの更新」をクリックしてアプリケーションを再初期化します。

Oracle ERP Cloudカスタム・アプリケーションの登録
カスタム問合せを使用して Oracle ERP Cloudからデータをインポートして、Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Managementにロードできます。カスタム問合せは、CSVフォ
ーマット済データ・ファイルを作成する Oracle Business Intelligence Publisherのレポートに
対して実行されます。そのデータが Cloud EPMにロードされます。この場合、データ統合では
レポートを実行してデータを抽出し、そのデータを Cloud EPMにロードします。データ統合で
Oracle ERP Cloud (カスタム)データ・ソース・アダプタを使用して、Oracle Business
Intelligence Publisherからソース CSVファイルをインポートし、使用するレポート・パラメー
タを設定します。

ノート:

Oracle ERP Cloud統合では、Oracle ERP Cloudからのデータを統合するには権限ま
たはユーザー役割およびすべての ERP元帳へのデータ・アクセス権を持っている必
要があります。詳細は、Oracle ERP Cloud統合のセキュリティ役割の要件を参照し
てください。
システム・タイプ「Oracle Financials Cloud」を使用して Oracle ERP Cloudデー
タ・ソースのソース・システムを登録し、ユーザー資格証明を指定する必要がありま
す。このステップには、接続の詳細の指定および接続のテストが含まれます。詳細
は、Oracle ERP Cloud接続の構成を参照してください。
カスタム問合せを使用した Oracle ERP Cloudデータの統合の詳細は、カスタム問合
せを使用した Oracle ERP Cloudデータの統合プロセスの説明を参照してください。

カスタム Oracle ERP Cloudアプリケーションを登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
4. 「タイプ」から、Oracle ERP Cloud (カスタム)を選択します。
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5. 「ファイル」で、データのロード元の Oracle Business Intelligence Publisherレポートに関
連付けられた CSVファイルの名前を指定します。
をクリックして、ファイル・ブラウザ・ページからファイルを検索します。

6. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

7. 「OK」をクリックします。

Peoplesoft GL残高アプリケーションの登録
EPM統合エージェントを使用すると、事前シード済の問合せを使用して Peoplesoftソースか
ら一般会計残高をインポートし、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementタ
ーゲット・アプリケーションにロードできるアプリケーションを作成して登録できます。
Peoplesoft General Ledgerの GLデータ・ソースには、選択したチャートフィールドの組合せ
に基づいて元帳要約および詳細な元帳情報が含まれます。
これにより、Cloud EPMからオンプレミスの Peoplesoftデータへの直接接続が可能になりま
す。
EPM統合エージェントを使用した Peoplesoft GL残高アプリケーションの登録の詳細は、事前
パッケージ化済オンプレミス・アダプタの使用を参照してください。
Peoplesoft GL残高アプリケーションを登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
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2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
4. 「タイプ」から、Peoplesoft GL残高を選択します。
5. このページで「OK」をクリックすると、「アプリケーション」に表示されているアプリケ
ーションが作成され、登録されます。
「アプリケーション詳細」の「オプション」タブで Peoplesoftデータ・ソース・アプリケー
ションの接続情報を指定します。

6. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

7. 「OK」をクリックします。

E-Business Suiteアプリケーションの登録
EPM統合エージェントを使用すると、事前シード済の問合せを使用して Oracle E-Business
Suiteソースから一般会計残高をインポートし、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementターゲット・アプリケーションにロードできるアプリケーションを作成して登録
できます(EPM統合エージェントのインストールと構成を参照)。
これにより、Cloud EPMからオンプレミスの E-Business Suiteデータへの直接接続が可能にな
ります。詳細は、事前パッケージ化済オンプレミス・アダプタの使用を参照してください。
E-Business Suiteアプリケーションを登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
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2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
4. 「タイプ」から、EBS GL残高を選択します。
5. 「OK」をクリックすると、「アプリケーション」に表示されているアプリケーションが作成
され、登録されます。
「アプリケーション詳細」の「オプション」タブで E-Business Suiteデータ・ソース・アプ
リケーションの接続情報を指定します。

6. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

7. 「OK」をクリックします。

E-Business Suiteおよび Peoplesoftデータ・ソースへの接続
事前パッケージ化済オンプレミス・アダプタを使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementからオンプレミス・データ・ソースへの直接接続が可能です。これ
らのアダプタを使用すると、次からデータをインポートできます:

• EBS GL残高
• Peoplesoft GL残高
事前パッケージ化済オンプレミス・アダプタを使用してデータをロードするには:

1. Oracle E-Business Suiteまたは Peoplesoftデータ・ソース・アプリケーションを登録しま
す。
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E-Business Suiteデータ・ソース・アプリケーションの登録の詳細は、E-Business Suiteア
プリケーションの登録を参照してください。
Peoplesoftデータ・ソース・アプリケーションの登録の詳細は、Peoplesoft GL残高アプリ
ケーションの登録を参照してください。

2. アプリケーション・ページで、E-Business Suiteまたは Peoplesoftデータ・ソース・アプ
リケーションの右側にある をクリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

3. 「アプリケーション・フィルタ」タブを選択します。
4. 「オプション」タブをクリックします。
5. 「区切り文字」で、ファイルで使用する区切り文字のタイプを選択します。
使用可能な区切り記号:

• カンマ(,)

• 感嘆符(!)

• 該当なし(NA)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• 垂直棒(|)

6. 資格証明ストアで、接続に使用する資格証明ストアのタイプを指定します。
資格証明ストアの使用可能なタイプ:

• クラウド
• ファイル
「クラウド」資格証明ストア・タイプの場合は、アプリケーションにユーザー名/パスワー
ド/接続文字列を格納します。
「ファイル」資格証明ストア・タイプの場合は、JDBC URL、ユーザー名およびパスワード
を格納するためにオンプレミス環境にファイルを作成します。ファイル名は
appname.credという名前で、configディレクトリに格納する必要があります。
ファイルには、次の行が含まれる必要があります:

driver=oracle.jdbc.driver.OracleDriver
jdbcurl=jdbc:oracle:thin:@slc04aye.us.oracle.com:1523:fzer1213
username=apps
password=w+Sz+WjKpL8[
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ノート:

両方の資格証明ストア・タイプで使用するパスワードは暗号化されている必要が
あります。
タイプが「クラウド」ストアの場合は、ユーザー・インタフェースにパスワード
を通常の方法で入力します。システムによってパスワードが暗号化され格納され
ます。
タイプが「ファイル」ストアの場合は、encryptpasswordユーティリティを使用
してパスワードを暗号化し、ファイルにパスワードを格納する必要があります。
パスワードの暗号化の詳細は、Cloud EPMユーザー・パスワードの暗号化を参照
してください。

7. Peoplesoftのみ: 「JDBCドライバ」で、データベース管理システム(DBMS)への接続時に
使用する JDBCドライバのタイプを選択します。
JDBCドライバの使用可能なタイプは次のとおりです:

• Microsoft SQL Server

• Oracle

JDBCドライバは、Javaアプリケーションとデータベースの通信を可能にするソフトウェ
アです。JDBCドライバは、データベースへの接続情報を通信し、クライアントとデータ
ベース間で問合せや結果を転送するのに使用されるプロトコルを送信します。

8. JDBC URLで、JDBCドライバ URL接続文字列を指定します。
JDBCドライバ URL接続文字列により、Javaを使用してリレーショナル・データベースに
接続できます。
Oracle Thin JDBCドライバの場合、JDBCドライバ URLには次が含まれます:

jdbc:oracle:thin:@host:port:sid
jdbc:oracle:thin:@host:port/service
SQL Serverの場合、JDBCドライバ URLには次が含まれます:

jdbc:sqlserver://server:port;DatabaseName=dbname
9. 「ユーザー名」で、オンプレミス・データベースのユーザー名を指定します。
10.「パスワード」で、オンプレミス・データベースのパスワードを指定します。
11.「フェッチ・サイズ」で、問合せに対する各データベースのラウンド・トリップでフェッチ
される(ドライバで処理される)行数を指定します。
次に、「オプション」タブの PeopleSoft接続オプションを示します。
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次に、「オプション」タブの E-Business Suite接続オプションを示します。

12.「保存」をクリックします。

Oracle HCM Cloudアプリケーションの登録
Oracle Human Capital Management Cloudアプリケーションの登録の詳細は、Oracle HCM
Cloudとの統合を参照してください。

オンプレミス・ファイルの登録
EPM統合エージェントを使用したファイルのロードにクイック・モードを使用する場合、オン
プレミス・ファイル・アプリケーションを登録します。このタイプのアダプタを使用すると、
非常に大きいファイルをオンプレミス・ファイル・データ・ソースから Oracle Fusion Cloud
EPMにロードできます。これにより、クイック・モード方法が拡張され、ステージングおよび
処理、パフォーマンス・ボトルネックの除去、およびロード・プロセスのパフォーマンスとス
ケーラビリティの向上のために、Cloud EPMデータベースがバイパスされます。
オンプレミス・ファイル・アダプタには、接続パラメータや問合せは必要ありません。ただし、
ロードには、インポート・フォーマットで使用されるヘッダーを含む区切りファイルが必要で
す。
オンプレミス・ファイル・データ・ソースの使用の詳細は、エージェント・ファイル・アダプ
タの使用を参照してください。
1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
4. 「タイプ」からオンプレミス・ファイルを選択します。
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5. 「ファイル」で、テンプレートとして使用するソース・データ・ファイルを指定します。
をクリックして、ファイル・ブラウザ・ページからファイルを検索します。

ファイルを選択するときには、次のことに注意してください:

• ソース・データ・ファイルは、区切りデータ・ファイルである必要があります。
• 使用されるデータ・ファイルには、区切り列を説明する 1行のヘッダーが含まれる必
要があります。

• 数値データと数値以外のデータの両方をロードできます。
6. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

7. 「OK」をクリックします。

ファイル・アプリケーションの登録
ファイルをデータ・ソースとして登録できます。ファイル・データ・ソースを使用すると、ビ
ジネス・ユーザーは、固定幅ファイルであっても区切りファイルであってもファイルベースの
ソースからデータをファイル形式で簡単にインポートして登録でき、Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementアプリケーションにロードする際に技術的な支援がほと
んど必要ありません。また、様々なファイル・ソースを指定して、コンテンツに基づいてファ
イルを論理的にグループ化することもできます。
ファイルをデータ・ソース・アプリケーションとして登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
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2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「データ・ソース」を選択します。
4. 「タイプ」から「ファイル」を選択します。
5. 「名前」に、ファイル・アプリケーションのユーザー定義名を指定します。
6. 「説明」に、ファイル・アプリケーションの説明を指定します。
7. 「ドリル URL」に、カスタム・ドリルのカスタム URLを指定します。
ドリル URLには、サーバー、ポートおよび URLパラメータが含まれている必要がありま
す(例: https://server:port/<URL Parameters>)。

8. 「OK」をクリックします。

ファイル・ブラウザから統合を作成するときに、ファイル・アプリケーションに使用する
実際のファイルを選択します。詳細は、ファイル・ブラウザの使用を参照してください。

ディメンション・クラスまたはディメンション・タイ
プのアプリケーションの登録

1つのディメンション・クラスまたはディメンション・タイプのみを含むタイプのアプリケー
ションを登録できます。このようなタイプのアプリケーションは、メタデータをロードするた
めに使用され、システムによって自動的に作成される次のアプリケーションを含みます:

• 勘定科目
• エンティティ
• カスタム
• シナリオ
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• バージョン
• スマートリスト
ディメンション・クラスまたはディメンション・タイプのアプリケーションをメタデータ・ロ
ードに使用する方法の詳細は、メタデータの統合を参照してください。

ノート:

ターゲット・アプリケーションのメタデータ/ディメンションには、「汎用」タイプの
ディメンションのみが許可されます。ただし、ソース抽出のフィールドは、ディメン
ションのマッピング・ページの「属性」列にマップできます。つまり、LOOKUPデ
ィメンションの場合のように「属性」列にはマッピングを適用できませんが、この方
法は、属性にさらなるマッピングの必要がなく、他のフィールドのマッピングを導出
するためにのみ使用される場合に役立ちます。

ノート:

複数のカスタム・ディメンションをインポートする場合は、各ディメンションの統合
を作成し、「アプリケーション」オプションではなく、統合の「オプション」( ファイ
ルベース・オプションの定義を参照)でディメンション名を必要なディメンションに
設定します。

ノート:

アプリケーションを登録した後は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementアプリケーションの「ディメンションの分類」/「データ表列」名を変
更しないようにしてください。Oracle ERP Cloud General Ledgerアプリケーション
など、場合によっては、ディメンション分類名への変更が制限されています。

ディメンション・クラスまたはディメンション・タイプのアプリケーションを登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「ディメンション」を選択します。
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4. 「アプリケーション」から、プライマリ・サービス・アプリケーションのアプリケーション
を選択します。

5. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

6. 「OK」をクリックします。
次の例では、KS_Visionアプリケーションのアプリケーション(KS_Vision - Account、
KS_Vision - Custom、KS_Vision - Entity、KS_Vision - Scenario、KS_Vision - Smartlistお
よび KS_Vision - Version)が自動的に作成されています。
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データ・エクスポート・ファイル・アプリケーション
の登録

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementからデータをエクスポートする必
要がある場合、データ・エクスポート・ファイルのアプリケーションを作成します。

ノート:

オンプレミス・データベースへのデータ・エクスポート・アプリケーション・タイプ
の詳細は、オンプレミスへのデータ・エクスポート・アプリケーションの登録を参照
してください。

データ・エクスポート・ファイルのアプリケーションを登録するには:

1. データ統合ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「データ・エクスポート」を選択しま
す。

4. 「タイプ」から、ファイルへのデータ・エクスポートを選択します。
5. 「ファイル」から、アプリケーションの作成元のソース・ファイルの名前を選択します。
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をクリックして、ファイル・ブラウザ・ページからファイルを検索することもできま
す。

6. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はファイル名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。たとえば、
アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞としてイ
ニシャルを割り当てることができます。

7. 「OK」をクリックします。

ノート:

データ・エクスポート・ファイル統合の作成の詳細は、データ・エクスポート・ファ
イル統合の作成を参照してください。

データ・エクスポート・ファイルの登録
クイック・モードを使用してデータが書き込まれるデータ・エクスポート・ファイル・アプリ
ケーションを作成して登録できます。

ノート:

クイック・モードの詳細は、データをエクスポートするためのクイック・モードを参
照してください

ノート:

オンプレミス・データベースへのデータ・エクスポート・アプリケーション・タイプ
の詳細は、オンプレミスへのデータ・エクスポート・アプリケーションの登録を参照
してください。

データ・エクスポート・ファイル・アプリケーションを登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「データ・エクスポート」を選択しま
す。

4. 「タイプ」から、登録するデータ・エクスポート・ファイルのタイプを選択します。
データ・エクスポート・ファイル・アプリケーションの使用可能なタイプ:

• ファイルへのデータ・エクスポート
• オンプレミス・データベースへのデータ・エクスポート
• Oracle Autonomous Databaseへのデータ・エクスポート
• EPMデータ・ファイル

5. 「ファイル」から、アプリケーションの作成元のソース・ファイルの名前を選択します。
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をクリックして、ファイル・ブラウザ・ページからファイルを検索します。
EPMデータ・ファイル・タイプではファイルは選択できません。

6. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はファイル名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。たとえば、
アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞としてイ
ニシャルを割り当てることができます。

7. 「OK」をクリックします。

データ・エクスポート・ファイルの EPMデータ・ファイル・
タイプ・アプリケーションとしての登録

クイック・モードを使用して Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプ
リケーションから EPMデータ・ファイルにテキスト、スマート・リストおよび日付をエクス
ポートする必要がある場合、EPMデータ・ファイル・タイプ・アプリケーションを登録できま
す。
データ・ファイルを EPMデータ・ファイル・タイプ・アプリケーションとして登録するには:

1. データ統合ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「データ・エクスポート」を選択しま
す。

4. 「タイプ」から、EPMデータ・ファイルを選択します。
「アプリケーション」フィールドに名前 EPMデータ・ファイルが表示されます
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5. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はファイル名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。たとえば、
アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞としてイ
ニシャルを割り当てることができます。

アプリケーション詳細
アプリケーション詳細ページを使用して、アプリケーションに関連付けられている詳細を表示、
編集または選択します。
アプリケーション詳細には次のものがあります:

• ディメンション—選択したアプリケーションのディメンションをリストします。選択した
アプリケーション・タイプに対して、必要に応じてディメンションを再分類し、ディメン
ション・クラスを変更できます。
詳細は、アプリケーションのディメンションの詳細の定義を参照してください。

• オプション—ロード方法、日付フォーマット、バッチ、パージ・オプションなど、日付の
ロード方法をサポートするオプションを選択できます。
アプリケーション詳細オプションの定義.

アプリケーションのディメンションの詳細の定義
アプリケーション・ディメンション・ページには、選択したアプリケーションのディメンショ
ンがリストされます。ディメンションは、ユーザーが業務上の質問に回答できるようにするた
めにデータを分類する構造です。通常、それぞれのディメンションには関連するメンバーをグ
ループ化した階層が含まれます。よく使用されるディメンションは、顧客、製品および時間で
す。
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たとえば、Planningには、7つの標準ディメンション(勘定科目、エンティティ、シナリオ、バ
ージョン、期間、年、通貨)があります。さらに、汎用 Planningアプリケーションには、最大
25個のカスタム・ディメンションを含めることができます。
ディメンションの詳細は、アプリケーション・タイプごとに異なります。選択したアプリケー
ション・タイプに対して、必要に応じてディメンションを再分類し、ディメンション・クラス
を変更できます。
ディメンションの詳細を定義するには:

1. アプリケーション・ページで、アプリケーションの右側にある をクリックし、「アプリ
ケーション詳細」を選択します。

2. 「ディメンション」タブを選択します。
3. 「ドリル領域の作成」オプションを選択して、ドリル領域のデータ・スライス定義にディメ
ンションを含めます。データ・ロード・プロセス中にディメンションを選択すると、ディ
メンションごとに一意の値リストを含めることによって、データ・スライスが作成されま
す。

ノート:

ドリル領域では、単に、データ・フォームおよび SmartViewでドリル・アイコン
が有効になるセルが定義されます。ドリル領域は最小限の一連のディメンション
を使用して定義することをお薦めします。多数のディメンションをドリル領域に
含めると、ドリル領域のサイズが大きくなり、フォームがレンダリングされるた
びにシステム・リソースが消費されます。Planningアプリケーションについて
は、シナリオ、年、期間、バージョンなど、メンバー数が少ないディメンション
を使用してドリル領域を定義します。Financial Consolidation and Closeアプリ
ケーションについては、データ・ソースのみをドリル領域の定義に使用します。

複数のディメンションを含む、より粒度の高いドリル領域を定義する場合は、「ドリル詳細
の定義」の「ドリル領域」タブを使用して、領域の定義を編集します。たとえば、「子孫(含
む)」などのメンバー関数を使用して、個々のメンバーではなく、領域を定義できます。
ドリル領域を手動で編集する場合は、「アプリケーション・オプション」で「ドリル領域」
オプションを「いいえ」に設定します。

4. アプリケーションで定義されていないそれぞれのディメンション名について、 をクリッ
クし、「ターゲット・ディメンション・クラス」ドロップダウンからターゲット・ディメン
ション・クラス名を選択します。
ディメンション・クラスは、ディメンション・タイプによって定義されるプロパティです。
たとえば、期間(Period)ディメンションがある場合、そのディメンションのクラスも Period
となります。Oracle Essbaseアプリケーションの場合は、勘定科目、シナリオおよび期間
の各ディメンションに対して適切なディメンション・クラスを指定する必要があります。
Oracle Hyperion Public Sector Planning and Budgetingアプリケーションの場合は、従業
員、職階、ジョブ・コード、予算アイテムおよび要素の各ディメンションに対してディメ
ンション・クラスを指定する必要があります。

5. 「データ表列名」には、ディメンション値が格納されるステージング表(TDATASEG)の列の
表列名が表示されます。
「データ表列名」は情報フィールドであり、変更できません。

6. 「マッピング・シーケンス」で、マップが処理される順序を指定します。
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たとえば、「勘定科目」が 1、「製品」が 2、「エンティティ」が 3に設定されているとき、
データ統合では、まず「勘定科目」ディメンションのマッピングが処理された後、「製品」、
「エンティティ」の順に処理されます。

7. データ・エクスポート・アプリケーションのみ: 「シーケンスの表示」で、データ・エクス
ポート・ファイル内の各列の順序を指定します。
たとえば、「勘定科目」が 1、「製品」が 2、「エンティティ」が 3に設定されているとき、
データ統合では、「勘定科目」が最初に表示され、「製品」が 2番目に表示され、「エンティ
ティ」が 3番目に表示されます。
データ統合では、順序の最初の列として「勘定科目」ディメンションがデフォルトで割り
当てられます。

8. 「保存」をクリックします。
アプリケーションがデータ統合で使用できるようになります。

ヒント:

ディメンションの詳細を編集するには、アプリケーションを選択し、必要に応じてア
プリケーションまたはディメンションの詳細を編集します。

参照ディメンションの追加
参照ディメンションは、ターゲット・アプリケーションに対して作成し、データ列を割り当て
ることができます。マッピングおよび参照に使用されます。
ターゲット・アプリケーション内に対応するディメンションを持たない参照ディメンションを
データ統合で追加できます。このようなタイプのディメンションは、別の列を変換する方法を
決定するコンテンツを追加する必要がある場合に便利です。メンバー・マッピング機能ととも
に使用して、複数のソース・セグメントやチャートフィールドをクロス参照し、ターゲット値
を割り当てることができます。
参照ディメンションを追加するには:

1. アプリケーション・ページで、Oracle Workforce Planningアプリケーションの右側にある
をクリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。
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2. 「ディメンション」タブを選択します。
3. 「追加」( (「追加」アイコン))をクリックし、「ターゲット・ディメンション・クラス」ド
ロップダウンからターゲット・ディメンション・クラス名を選択します。
「参照」ディメンション・エントリが「ターゲット・ディメンション・クラス」ドロップダ
ウンに追加されます。

4. 「ディメンション名」に参照ディメンションの名前を入力して、「保存」をクリックします。
参照ディメンションが、ターゲット・ディメンション・クラス名「参照」で、ディメンシ
ョン詳細リストに追加されます。参照ディメンションをソース・ディメンションとして使
用するには、参照ディメンションをインポート・フォーマットでマッピングします。

アプリケーション詳細オプションの定義
ソース・アプリケーションをターゲット・アプリケーションに統合するとき、ロード方法、日
付フォーマット、バッチ、パージ・オプションを含めて、日付をロードする方法をサポートす
るオプションを選択できます。

ノート:

Oracle ERP Cloudデータ・ソースのアプリケーション詳細の詳細は、Oracle ERP
Cloudデータ・ソースのアプリケーション詳細の定義を参照してください。

ターゲット・オプションを定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、アプリケーションの右側にある をクリックし、「アプリ
ケーション詳細」を選択します。

3. 「オプション」タブを選択します。
4. オプションを選択し、必要なアクションを選択します。
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オプション 説明
ロード方法 データをターゲット・アプリケーションにロード

するための方法を選択します。
使用可能な方法:
• 数値 - 数値データのみをロードします。こ
の方法では、Planningデータ・セキュリテ
ィは適用されません。

• ライン・アイテムの自動増分を含むすべての
データ型 - この方法では、データとドライバ
のディメンション、および Planningアプリ
ケーションの一意の識別子を定義する必要
があります。下の「自動増分のライン・アイ
テムのデータ・ディメンション」フィールド
と「自動増分のライン・アイテムのドライ
バ・ディメンション」フィールドで、デー
タ・ロードとドライバ・ディメンションを定
義します。
置換モードは、ロード方法「ライン・アイテ
ムの自動増分を含むすべてのデータ型」では
サポートされていません。

• セキュリティ保護されたすべてのデータ型 -
数値、テキスト、スマートリスト、日付のデ
ータ型をロードします。Planning管理者が
データをロードする場合、Planningデータ・
セキュリティは適用されません。Planning
の管理者以外のユーザーがデータをロード
する場合、Planningデータ・セキュリティ
は適用されます。Planningの管理者以外の
ユーザーがロードできるデータは、500,000
セルのみです。

バッチ・サイズ ファイルからメモリーに一度に読み込まれる行
数を指定します。
このパラメータは主にパフォーマンスのために
使用されます。データがロードされるとき、この
設定により、キャッシュに格納されるレコード数
が決まります。たとえば、1000を指定すると、
1,000件のレコードがキャッシュに格納されま
す。同様に、5000を指定すると、5,000件のレコ
ードがキャッシュに格納されてコミットされま
す。
この設定をサーバー・メモリーによって決定し、
必要に応じて調整します。
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オプション 説明
ドリル領域 スライダをタップしてオンにし、ドリル領域を有

効にします。
このオプションが有効になっている場合、ドリ
ル・スルー機能を使用するためのドリル可能領域
が作成されます。
データのロード時に、ドリル領域が Planningデ
ータにロードされます。
シナリオごとのドリル領域が作成されます。ど
のキューブ(Planningキューブまたは Planning
データベース)でも、ドリル領域の名前は、
FDMEE_<シナリオ・メンバーの名前>になりま
す。ドリル領域を作成する場合、ディメンション
がドリルに対して有効かどうかが確認されます。
データ・ロードで選択された有効なディメンショ
ンのメンバーは、ドリル領域フィルタに含まれま
す。ディメンションが有効になっていない場合、
シナリオ、バージョン、年および期間のディメン
ションがデフォルトで有効になります。追加の
ディメンションを有効にでき、後続のデータ・ロ
ードでは新規に有効化されたディメンションの
メンバーが考慮されます。ドリルの作成に使用
されたドリル領域に以前に含まれていたディメ
ンションを無効化する場合、それらのディメンシ
ョンのメンバーは後続のデータ・ロード時に削除
されません。必要に応じて、古いメンバーを手動
で削除できます。

第 5章
アプリケーション詳細

5-35



オプション 説明
サマリーからのドリルを有効にします 「はい」を選択すると、Planningデータ・フォー

ムまたはレポートでサマリー・メンバーからドリ
ルダウンし、数字を構成する詳細ソース・データ
を表示できます。
このオプションを有効にし、「ドリル領域の作成」
オプションを「はい」に設定した状態でデータを
ロードすると、「ドリル」アイコンがサマリー・
レベルで有効になります。1つのディメンション
に対して、ドリルできる下位メンバーの数は
1000に制限されています。

ノート:

サマリー・ドリルが有効な場合、ドリ
ル領域定義で親メンバーからドリルす
るディメンションは含めないでくださ
い。このディメンションを含める必要
がある場合、自動ドリル領域の作成を
無効にし、Calculation Managerユー
ザー・インタフェースを使用してドリ
ル領域を手動で保持します。
Descendantsなどの Essbaseメンバ
ー関数を使用して、ドリル領域に含め
るメンバーを列挙します。
サマリー・ドリルは、ローカル・サー
ビス・インスタンスでのみ使用可能で
す。異なるサービス・インスタンス間
またはハイブリッド・デプロイメント
では使用できません。

ノート:

サマリー・ドリルをサポートするには、
ドリルの問合せで SQLのWHERE句
に演算子を含めないでください。たと
えば、問合せを次のようにする必要が
あります: WHERE COMPANY
~ENTITY~。子孫の数に基づいて、適
切な条件(IN、LIKE)が決定されます。

データ・ファイルのパージ ファイルベースのデータ・ロードが成功した場
合、スライダをタップしてオンにし、データ・フ
ァイルをアプリケーションの outboxディレク
トリから削除します。
ファイルを削除する場合はスライダをタップし
てオンにし、ファイルを保持する場合はスライダ
をタップしてオフにします。

日付データの日付フォーマット 日付データのロードに使用するフォーマットを
選択します。
ロケールのロケール設定に基づいた日付形式を
使用します。たとえば、米国の場合、MM/DD/YY
という形式を使用して日付を入力します。
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オプション 説明
自動増分のライン・アイテムのデータ・ディメン
ション

Planningで指定したデータ・ディメンションに
一致するデータ・ディメンションを選択します
このオプションは、LINEITEMフラグを使用して
増分データをロードする場合に使用します。
LINEITEMフラグを使用した増分データのロー
ドを参照してください。

自動増分のライン・アイテムのドライバ・ディメ
ンション

Planningで指定したドライバ・ディメンション
に一致するドライバ・ディメンションを選択しま
す
この設定は、LINEITEMフラグを使用して増分デ
ータをロードする場合に使用します。LINEITEM
フラグを使用した増分データのロードを参照し
てください。

メンバー名にはカンマを使用できます メンバー名にカンマが含まれており、次のいずれ
かのサービスにデータをロードしている場合は、
このオプションを「はい」に設定してデータをロ
ードします。
• Planningモジュール
• Planning
• Financial Consolidation and Close
• Tax Reporting

ワークフロー・モード データ・ワークフロー・メソッドを選択します。
使用可能なオプション:
• 完全 — データは TDATASEG_T表で処理さ
れてから、TDATASEG表にコピーされます。
4つのワークベンチ・プロセスがすべてサポ
ートされています(インポート、検証、エク
スポートおよび確認)。データはワークベン
チに表示できます。
ドリルダウンがサポートされています。
「完全」ワークフロー・モードがデフォルト・
モードです。

• 完全、アーカイブなし — データは
TDATASEG_T表で処理されてから、
TDATASEG表にコピーされます。
4つのワークベンチ・プロセス(インポート、
検証、エクスポートおよび確認)がすべてサ
ポートされています。データはワークベン
チに表示できますが、表示できるのはインポ
ート・ステップが完了した後のみです。デー
タはワークフロー・プロセスの終了時に
TDATASEGから削除されます。
ドリルダウンはサポートされていません。

• 単純 — データは TDATASEG_Tで処理され
た後、TDATASEG_T表から直接エクスポー
トされます。
すべてのデータ・ロードに、インポートとエ
クスポート両方のステップが含まれます。
データは検証されず、マップされていないデ
ータはロード失敗の原因となります。
マップは TDATAMAPSEGにアーカイブさ
れません。
データはワークベンチに表示できません。
ドリルダウンはサポートされていません。
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オプション 説明
管理ユーザーに対してデータ・セキュリティを使
用可能にする

管理ユーザーがデータをロードする際に、データ
検証を有効にします。この場合、データのロード
中にデータ入力フォーム内のすべてのデータ検
証が実施されます。強化された検証のために、デ
ータ・ロードのパフォーマンスは低下します。
「管理ユーザーに対してデータ・セキュリティを
使用可能にする」が「いいえ」(デフォルト値)に
設定されていると、管理者によるデータ・ロード
はアウトライン・ロード・ユーティリティ (OLU)
を使用して実行されます。この場合、パフォーマ
ンスは向上しますが、なんらかの理由で無視され
た行の詳細なエラー・レポートは取得できませ
ん。
このオプションが「はい」に設定されると、管理
者および非管理者のデータ・ロードに対して同じ
方法でデータが検証されます。検証には、セキュ
リティ・チェック、交差検証、読取り専用セル、
動的計算セルなどが含まれます。
また、拒否または無視された行の詳細なエラー・
リストを使用でき、追加の Planning権限は必要
ありません。ただし、管理者の場合であってもパ
フォーマンスが低下することがあります。

検証失敗の理由を表示 データ検証レポートで、データをロードする際に
拒否されたデータ・セルおよび拒否理由をレポー
トできるようにします。
拒否されたデータ・セルおよび拒否理由をレポー
トするには、「はい」を選択します。
レポートされる拒否数の制限は 100です。
データ検証レポートは、プロセスの詳細ページか
ら、「出力」リンクをクリックしてダウンロード
できます。また、エラー・ファイルのコピーが
Outboxフォルダに格納されます。
拒否されたデータ・セルおよび拒否理由をレポー
トしない場合は、「いいえ」を選択します。

Smart Viewからのビューのドリル Oracle Smart View for Officeのドリルスルー・
レポートでカスタマイズされた属性ディメンシ
ョン・メンバー名を表示するときに、ワークベン
チから列のカスタム・ビューを指定します。
カスタム・ビューは、データ統合のワークベン
チ・オプションで作成および定義します。カスタ
ム・ビューが定義され、Smart Viewからのビュ
ーのドリル・フィールドで指定されている場合、
Smart Viewでドリルスルー・セルをクリックし
て「新規シートとして開く」を選択すると、ワー
クベンチで定義されているビューに基づいてド
リルスルー・レポートが開きます。
アプリケーション・オプション・ページでビュー
が定義されていない場合は、デフォルト・ビュー
が使用されます。つまり、属性ディメンションで
はカスタマイズされたメンバー名が Smart View
に表示されません。
詳細は、次を参照してください ワークベンチのカ
スタム・ビューの定義
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オプション 説明
非管理者用ロード方法の場合は「置換」 管理者以外のユーザーが Planningアプリケーシ

ョンにデータをロードするときの置換方法を選
択します。
使用可能な方法:
• なし - 置換を実行しません。
• 数値データのみ - ロード方法が数値データのみ
の場合に置換を実行します。
• すべてのロード方法 - すべてのロード方法につ
いて置換を実行します。

子孫が 1000を超える場合のサマリー・ドリル動
作

子孫が 1,000を超える場合にサマリー・ドリルが
どのように機能するかを選択します。
使用可能なオプション:
• 無視
• 制限
サマリー・ドリルの子孫数が 1,000を超え、「子
孫が 1000を超える場合のサマリー・ドリル動作」
オプションが「無視」の場合、システムはフィル
タのディメンションを無視し、他のディメンショ
ンのフィルタに基づいてドリルされたデータを
返します。最大 3つのディメンションを無視で
きます。
サマリー・ドリルの子孫数が 1,000を超え、「子
孫が 1000を超える場合のサマリー・ドリル動作」
オプションが「制限」の場合、システムはデータ
行を返すときにディメンションの最初の 1,000
メンバーのみを考慮します。
1,000を超える子孫に対してサマリー・ドリルを
実行し、最上位レベルのディメンションのみを含
めることを選択したが、結果が基本レベルのディ
メンションと同じである場合は、少なくとも 3つ
のディメンションについて基本レベルの交差も
選択します。

5. 「保存」をクリックします。

Oracle ERP Cloudデータ・ソースのアプリケーション詳細の定義
Oracle ERP Cloudデータ・ソース・アプリケーションを登録した後、アプリケーションに関連
付けられている選択した詳細を管理できます。
Oracle ERP Cloudのアプリケーション詳細を定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、Oracle ERP Cloudデータ・ソース・アプリケーションの右
側にある をクリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

3. アプリケーション詳細ページから、「オプション」タブをクリックします。
4. アプリケーションの変更する設定を選択し、「保存」をクリックします。
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Oracle ERP Cloud のアプリケーション詳細 説明
期間トークンを大文字に変換 結果の期間名が Janや Febのように大/小文字混在

の場合、$START_PERIODKEY$などのレポートの期
間トークンを大文字に変換できます。この設定を
有効にすると、大/小文字混在の期間が JANや FEB
のように大文字のみに変換されます。
期間トークンの変換を有効にする場合は、「Y」を選
択します。
期間トークンを有効にしない場合は、「N」を選択し
ます。

通知タイプ Oracle Business Intelligence Publisher レポート
が Oracle ERP Cloudで実行されたときに送信する
通知のタイプを選択します。
• 電子メール通知
• ベル通知
• 電子メールおよびベル通知

通知イベント BI Publisherレポートが Oracle ERP Cloudで実
行されたときに通知の送信をトリガーするイベン
トを選択します:
• 常時
• 成功時
• 失敗時

COAアプリケーション名 統合に使用する勘定体系アプリケーション名を
Oracle ERP Cloudから選択します。

セグメント名 統合に使用するセグメント名をセグメント・グルー
プから選択します。

階層最上位名 統合に使用するソース・ビューポイントの一部をフ
ィルタするために使用される階層最上位ノードを
選択します。

Oracle ERP Cloudソースのリフレッシュ
Oracle ERP Cloudデータ・ソース・アプリケーションを登録し、新しい COAソースを選択し
ている場合、COAデータをソースから直接自動的にリフレッシュできます:

ソースから自動的に COAデータをリフレッシュするには
1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、Oracle ERP Cloudデータ・ソース・アプリケーションの右
側にある をクリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

3. アプリケーション詳細ページから、「デフォルトの設定」タブをクリックします。
4. ソースからリフレッシュドロップダウンから、リフレッシュ・オプションを選択します。
使用可能なオプション:

• はい—データをソースから直接自動的にリフレッシュします。
• いいえ—データをソースから自動的にリフレッシュしません。

5. アプリケーションの変更する設定を選択し、「保存」をクリックします。
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オプションの編集
ユーザーが統合オプションを選択したときにデータ・ソース・アプリケーションまたはファイ
ルへのデータ・エクスポート・アプリケーションに関連付けられるアプリケーション・フィル
タを追加および編集できます。フィルタ条件は 1つのみでも、複数でも指定でき、さらに戻す
値も厳密に指定できます。
次の例では、フィルタ入力条件がオプションの編集ページで「事業部門」、「元帳」、「年」およ
び「期間」について定義されています。

次に、フィルタがデータ・ソース・アプリケーションについてどのように定義されているかを
示します:

アプリケーション・フィルタがデータ値について明示的に定義されることもあります。たとえ
ば、Oracle Human Capital Management Cloudデータ・ソースを操作する場合、Oracle HCM
Cloudとの事前定義された統合を使用する場合はフィルタ定義を変更しないことをお薦めしま
す。
データ・ソース・アプリケーションまたはファイルへのデータ・エクスポート・アプリケーシ
ョンのフィルタを定義するには:
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1. アプリケーション・ページで、データ・ソース・アプリケーションまたはファイルへのデ
ータ・エクスポート・アプリケーションの右側にある をクリックし、「オプションの編
集」を選択します。

2. 「オプションの編集」で、「追加」( )をクリックします
空白のエントリ行が表示されます。

3. 「名前」で、ユーザー・インタフェースにおける表示プロンプトの名前を指定します。

ノート:

Oracle E-Business Suite、Peoplesoftまたはカスタムのインポート・データベー
ス・ソース・アプリケーションを登録すると、即時利用可能な設定によって、「期
間」のフィルタが表示名「期間」として自動的に追加されます。この場合、エラ
ー EPMAT-1:EPMFDM-ERROR: 'periodName'パラメータ・フォーマットが無効で
すがスローされます。対処方法として、アプリケーションを選択し、オプション
の編集ページで「期間」の表示名を別の名前に変更します。さらに、新しい名前
を EPM自動化コマンドで使用して、フィルタとして渡すことができます。

4. 「表示順」で、「アプリケーション・フィルタ」タブのフィルタの表示順を指定します。こ
のフィールドが空白の場合、カスタム・フィルタを表示できず、デフォルト値がフィルタ
値として使用されます。
たとえば、フィルタ・リストの 99番目にフィルタを表示するには 99と入力します。表示
順は低い順にリストされます。

5. 「プロパティ・レベル」で、フィルタを表示する場所を選択します。使用可能なオプション
は次のとおりです:

• アプリケーションのみ
• アプリケーションおよび統合
• 統合のみ

6. 参照タイプを使用してリストされる値のドロップダウンを提供するには、「検証タイプ」で
次のいずれかを選択します:

• なし
• 数値
• 参照の検証
• 参照の検証なし
• はい/いいえ
• 日付
• 問合せ
• 選択リスト - 「検証オブジェクト」フィールドに値リストを入力できます。それぞれの
値を新しい行に入力します。オプション・ページの値リスト(LOV)には、値がリストと
して表示されます。

7. 「検証オブジェクト」に、タイプによって検証される参照オブジェクトのリストを入力しま
す。
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前の手順で選択リスト検証タイプを選択した場合に値リストを入力するには、 をクリ
ックし、検証オブジェクト・ページで値リストを入力して、「OK」をクリックします。

8. 「条件リスト」で、次のいずれかまたはすべてに基づいて条件リストを提供します:

• EQ (等しい)

• 含む
• 類似
条件値としては「等しい」、「類似」または「含む」が可能です。条件値はドロップダウン・リ
ストとして CONDITION_LISTフィールドに格納されます。値が EQ,INの場合、「条件」ド
ロップダウンには Equalと Inのみが表示されます。値が EQ LIKEの場合、ドロップダウン
には Equal、Likeのみが表示されます。EQ、IN、LIKEの任意の組合せがフィールドに格納
されます。1つのみの値が条件リストで提供される場合、条件は変更できません。デフォ
ルト値は EQです。複数の条件を指定する場合は、条件の前にカンマを付けてください。た
とえば、IN条件と LIKE条件を使用するには、,IN,LIKEを入力します

9. 「保存」をクリックします。

デフォルト・オプションの設定
「デフォルトの設定」オプションを使用して、統合オプション・ページでアプリケーション・フ
ィルタとして使用するデフォルト値を定義します。
次の例では、「デフォルトの設定」オプションを使用して、QECustomAgent_2アプリケーショ
ンの「ロケーション」、「カテゴリ」および「期間」フィルタについてデフォルト値が定義され
ています。
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ユーザーが QECustomAgent_2に基づく統合を選択すると、「ロケーション」、「カテゴリ」お
よび「期間」フィルタについてデフォルト値が表示されます。

デフォルト・オプションを設定するには:

1. アプリケーション・ページで、データ・ソース・アプリケーションまたはファイルへのデ
ータ・エクスポート・アプリケーションの右側にある をクリックし、「デフォルトの設
定」を選択します。

2. 「デフォルトの設定」から、「プロパティ名」に移動し、「プロパティ値」を指定します。
たとえば、プロパティ名「期間」について、プロパティ値として「Jan-10」を指定します。
プロパティに下矢印ボタンがある場合は、デフォルト値として使用する値を値リストから
選択できます。

3. 「保存」をクリックします。

メンバーのリフレッシュ
ターゲット・アプリケーションでディメンションおよびメンバーなどのアーティファクトが変
更された場合、各ディメンションのメンバーを手動で更新できます。
選択したターゲット・アプリケーションのメンバーをリフレッシュするには:
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1. アプリケーション・ページで、ターゲット・アプリケーションの右側にある をクリッ
クします。

2. 「アクション」ドロップダウンから「メンバーのリフレッシュ」を選択します。

リフレッシュが完了すると確認メッセージが表示されます。
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6
ソース接続の構成

接続の構成を使用して、次のソースへの直接接続情報を登録、管理および削除します:

• Oracle ERP Cloud接続の構成
• Oracle HCM Cloud接続の構成
• Oracle NetSuite接続の構成

Oracle ERP Cloud接続の構成
Oracle ERP Cloudソース接続を使用して、次のデータ・ソースを登録および管理できます:

• Oracle ERP Cloud

• Oracle ERP Cloud (売掛/未収金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (試算表平均)

• Oracle ERP Cloud (カスタム)

• Oracle ERP Cloud (買掛/未払金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (試算表)

• プロジェクト管理
• Budgetary Controlの契約、債務、支出およびデータ・ソースのライトバック。予算レビュ
ーのデータ・ソース

Oracle ERP Cloud接続を作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (接続の構成アイコン)をクリックします。
3. 接続ページで、 (「追加」ドロップダウン・アイコン)ドロップダウンから「Oracle ERP

Cloud」を選択します。

6-1



4. 「名前」に、ソース・システム名を入力します。
5. 「説明」に、ソース・システムの説明を入力します。
6. サービス URLに、Webサービスのサービス情報を入力します。

ノート:

Oracle Fusion Cloud EPMおよび Oracle ERP Cloudの接続を構成する場合、接続
に指定される URLでセキュア HTTPプロトコル(例: "https://server")を使用する
必要があります。

7. 「ユーザー名」に、Oracle ERP Cloudのユーザー名を入力します。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementと Oracle ERP Cloudの間で情
報を送信するためのプロセス要求を開始する Oracle ERP Cloudユーザーの名前を入力し
ます。このユーザーには、"Financial Analyst"、"General Accountant"、"General Accounting
Manager"などの Oracle General Ledgerのジョブ役割が割り当てられている必要がありま
す。

8. 「パスワード」に、Oracle ERP Cloudのパスワードを入力します。
このパスワードは、Oracle ERP Cloudのパスワードを変更するたびに更新する必要があり
ます。

9. 「接続のテスト」をクリックします。
接続が正しくテストされると、[ソース・システム名]の接続に成功しましたという情報メッ
セージが表示されます。

10.「OK」をクリックします。
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Oracle HCM Cloud接続の構成
Oracle Human Capital Management Cloudと Planningモジュールの要員ビジネス・プロセスま
たは Strategic Workforce Planningとの統合を開始するには、最初にソース・システムを「Oracle
HCM Cloud」タイプで作成して登録します。
ソース・システムと接続情報を指定した後、ソース・システムを初期化します。このプロセス
で、各 Oracle HCM Cloud抽出に対するターゲット・アプリケーションが作成されます。
Oracle HCM Cloud接続を構成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (接続の構成アイコン)をクリックします。
3. 接続ページで、 (「追加」ドロップダウン・アイコン)ドロップダウンから「Oracle HCM

Cloud」を選択します。

4. 「名前」に、ソース・システム名を入力します。
5. 「説明」に、ソース・システムの説明を入力します。
6. サービス URLに、Webサービスのサービス情報を入力します。
7. 「ユーザー名」に、Oracle HCM Cloudのユーザー名を入力します。
8. 「パスワード」に、Oracle HCM Cloudのパスワードを入力します。
このパスワードは、Oracle HCM Cloudのパスワードを変更するたびに更新する必要があり
ます。

9. 「接続のテスト」をクリックします。
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接続が正しくテストされると、[ソース・システム名]の接続に成功しましたという情報メッ
セージが表示されます。

10.「OK」をクリックします。

Oracle NetSuite接続の構成
Oracle NetSuite 接続の構成の詳細は、次を参照してください:

Table 6-1    Netsuite SuiteAppのインストールおよび設定についての参照先。

SuiteApp 参照先
Oracle EPM Connector Oracle EPM Connectorのインストールと設定
NSPB Sync NSPB Sync設定ガイド
NetSuite Planning and Budgeting 統合ガイドライン
Account Reconciliation Sync Account Reconciliation Sync SuiteAppのインスト

ールおよび設定
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7
期間マッピングの管理

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーションでは、アプリケー
ションの要件(異なるレベルの期間など)に応じて異なるカレンダ(月、週または日など)を使用す
ることもできます。データ統合では ERPソース・システムのデータがターゲットの Cloud
EPMアプリケーションへ抽出されるため、ソース・システムの期間とターゲットである Cloud
EPMアプリケーションの期間の間の期間マッピングを定義することにより、マッピング関係を
確立します。
データ統合は、2つのタイプの期間処理をサポートします:

1. デフォルトの期間処理
2. 明示期間処理
ソース・アプリケーションとターゲット・アプリケーションで一貫した期間定義および期間命
名を使用する場合は、デフォルトの期間処理を使用します。つまり、統合では、データ統合で
定義されている期間キーおよび前期間キーを使用して、統合の実行時、各データ統合期間にマ
ップされたソース一般会計期間を判断します。たとえば、両方のシステムで月次カレンダ使用
され、Jan-20のような期間の名前が両方のシステムで一致する場合、統合ではデフォルトの期
間マッピング・タイプを使用します。追加のマッピングは必要ありません。
ソース・アプリケーションとターゲット・アプリケーションで期間定義または期間命名規則が
異なる場合は、明示期間処理を使用します。明示期間マッピングにより、期間が開始日および
終了日で定義されていない追加の Oracle General Ledgerデータ・ソースをサポートすること
もできます。明示マッピングは、ソース・システム・オプションのカレンダ期間を使用して設
定されます。「カレンダ」ドロップダウンから、統合に使用する実際のカレンダを選択します。
この場合、アプリケーション期間とソース期間のマッピングを定義する必要があります。
次の 3つの方法で期間マッピングを定義できます:

• グローバル・マッピング - 様々なタイプのソース・カレンダのある複数のソース・システ
ムからデータを取得するターゲット・アプリケーションが多くない場合は、グローバル・
マッピングを定義します。グローバル・マッピングを使用すると、個々のマッピングにお
いて、様々な期間を使用できます。最初のステップとして、グローバル・マッピングを定
義します。

• アプリケーション・マッピング - 複雑な期間のタイプがある様々なソース・システムから
データを取得しているターゲット・アプリケーションが多数存在する場合は、グローバル・
マッピングの他にアプリケーション・マッピングを作成できます。アプリケーション・マ
ッピングを定義すると、ターゲット期間の月を必要に応じて変更できます

• ソース・マッピング - ファイルおよびアダプタに基づく統合のソース期間マッピングを指
定します。

グローバル・マッピング - サンプル月期間マッピング
次の表に、ソースの 1か月ごとのカレンダと、ターゲット・アプリケーションの月ごとの期間
とのマッピングを示します。
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ノート:

グローバル・マッピングは、最も小さな粒度で定義する必要があります。たとえば、
1か月ごとのカレンダと 1週間ごとのカレンダがある場合は、最も小さい粒度レベル
でグローバル・マッピングを定義します。この場合、期間キーは週レベルとなり、週
を月にマッピングすることになります。粒度レベルがより大きな期間に対してはア
プリケーション・マッピングを作成できます。

表 7-1 サンプル月期間マッピング

期間キー 前期間キー 期間名 ターゲット期
間の月

ターゲット期
間の四半期

ターゲット期
間の年

ターゲット期
間の日

ターゲット年
度

Jan 1 2021 Dec 1 2020 2021年 1月 1
日

1月 Q1 FY21

Feb 1 2021 Jan 1 2021 2021年 2月 1
日

2月 Q1 FY21

Mar 1 2021 Feb 1 2021 2021年 3月 1
日

3月 Q1 FY21

April 1 2021 March 1
2021

2021年 4月 1
日

4月 Q2 FY21

May 1 2021 April 1 2021 2021年 5月 1
日

5月 Q2 FY21

グローバル・マッピング - サンプル週期間マッピング
次の表に、Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムの週次カレンダが Cloud EPM
アプリケーションの月次の期間にマッピングされる方法を示します。

表 7-2 サンプル週期間マッピング

期間キー 前期間キー 期間名 ターゲット期
間の月

ターゲット期
間の四半期

ターゲット期
間の年

ターゲット期
間の日

ターゲット年
度

Jan 26 2020 Jan 19 2020 2021年 1月
26日

1月 Q1 FY20

Feb 2 2020 Jan 26 2020 2021年 2月 2
日

2月 Q1 FY20

Feb 9 2020 Feb 2 2020 2021年 2月 9
日

2月 Q1 FY20

Feb 16 2020 Feb 9 2020 2021年 2月
16日

2月 Q1 FY20

アプリケーション・マッピング - 1か月ごとのカレンダ・ソースをソースとするターゲット・
アプリケーションの例
次の表に、1か月ごとのカレンダをソースとするターゲット・アプリケーションの例を示しま
す。このマッピングは、「アプリケーション・マッピング」タブで実行します。

第 7章

7-2



表 7-3 アプリケーション・マッピングの例 - 1か月ごとのカレンダ・ソースを使用したターゲット・アプリケー
ション#1

期間キー ターゲット期間の
月

ターゲット期間の
四半期

ターゲット期間の
年

ターゲット期間の
日

ターゲット年度

Jan 1 2020 1月 Q1 FY20
Feb 1 2020 2月 Q1 FY20
Mar 1 2020 3月 Q1 FY20

アプリケーション・マッピング - 1週間ごとのカレンダ・ソースをソースとするターゲット・
アプリケーション#2の例
次の表に、1週間ごとのカレンダから導出されるターゲット・アプリケーションの例を示しま
す。このマッピングは、「アプリケーション・マッピング」タブで実行します。

表 7-4 アプリケーション・マッピングの例 - 1週間ごとのカレンダ・ソースを使用したターゲット・アプリケー
ション#2

期間キー ターゲット期間の
月

ターゲット期間の
四半期

ターゲット期間の
年

ターゲット期間の
日

ターゲット年度

Jan 26 2020 1月 Q1 FY20
Feb 2 2020 2月 Q1 FY20
Feb 9 2020 2月 Q1 FY20
Feb 16 2020 2月 Q1 FY20

グローバル・マッピング
1つのグローバル・マッピングを定義して、個々のマッピングに対する様々な期間をマッピン
グできます。
グローバル・マッピングを定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「期間マッピング」を選択
します。

2. 「グローバル・マッピング」タブを選択します。
3.
をクリックします。

4. 「期間キー」で、ソースからマップする、現在の会計年度の月の最終日を指定します。これ
は、試算表ロード・プロセス中にデータベースに格納され、試算表レコードのセットを識
別するキーの一部となる日付値です。
MM/dd/yyyy形式で日付を指定します。

をクリックし、日付を選択して、期間キーを選択することもできます。
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ノート:

統合では、データ統合で定義されている期間キーおよび前期間キーを使用して、
統合の実行時、各データ統合期間にマップされたソース一般会計期間を判断しま
す。

5. 「前期間キー」を、現在の期間キーの 1か月前の期間キーとして指定し、期間キーと同じ形
式を指定する必要があり、たとえば、MM/dd/yyyy形式で日付を指定します。
この機能は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementの単一期間にソー
スの複数期間を取り込むときに、Fusion GLからの取込みに使用される場合もあることに
注意してください。たとえば、Fusionから YTDデータを取り込む場合、最後の会計期間の
期間キーとして前期間キーを指定します。現在 5月であり、会計年度が 12月に終了する場
合で、Fusionの 5月の YTDが必要なときは、12月の日付に前期間キーを設定できます。

6. 「期間名」で、期間の現在の会計期間キーを指定します。
7. 「ターゲット年」で、期間キーをマッピングするターゲット・アプリケーションの年の値を
指定します。
期間キーをマッピングするターゲット・アプリケーションの年の値。

8. 次のターゲット期間で、データをロードするターゲット期間値を指定します。
ターゲット期間値のオプションには、次のものがあります:

a. ターゲット期間の月; 8月など。
b. ターゲット期間の四半期
c. ターゲット期間の年
d. ターゲット期間の日
ターゲット期間オプションでは、「カテゴリ・マッピング」で定義されている「頻度」の値
を使用します。
統合を実行する際、システムでは、「カテゴリ・マッピング」の「頻度」の値を確認し、そ
の値を使用して、ターゲット期間値の期間マッピングを問い合せます。
たとえば、「カテゴリ・マッピング」で「頻度」の値として「月次」を選択した場合、シス
テムではデータをロードする場所を決定する際に「ターゲット期間 - 月」に入力されてい
る値を使用します。同様に、「頻度」の値として「四半期ごと」が選択されている場合は、
システムは「ターゲット期間 - 四半期」に入力されている値を使用します。

9. 「保存」をクリックします。

アプリケーション・マッピング
特定のターゲット・アプリケーションに対して特別な期間マッピングを定義する場合には、ア
プリケーション・マッピングを定義できます。ここで作成するマッピングは個別のターゲッ
ト・アプリケーションに適用されます。エクスポート・ターゲット・アプリケーションにアプ
リケーション・マッピングが選択されていない場合は、グローバル・マッピングで期間に対し
て定義されたグローバル・マッピングが使用されます。
アプリケーションに対して期間マッピングを作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「期間マッピング」を選択
します。

2. 「アプリケーション・マッピング」タブを選択します。
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3.
をクリックします。

4. 「ターゲット・アプリケーション」で、アプリケーション期間マッピングを追加または変更
するターゲット・アプリケーションを選択します。

5. 「期間キー」で、ソース・システムからマップする、現在の会計年度の月の最終日を指定し
ます。
MM/dd/yyyy形式で日付を指定します。

をクリックし、日付を選択して、期間キーを選択することもできます。

ノート:

「前期間キー」は、Account Reconciliationの統合には適用されません。

ノート:

統合では、データ統合で定義されている期間キーおよび前期間キーを使用して、
統合の実行時、各データ統合期間にマップされたソース一般会計期間を判断しま
す。

6. 「前期間キー」で、ソース・システムからマップする、現在の会計の月の最終日の前日付を
指定します。
MM/dd/yyyy形式で日付を指定します。

をクリックし、日付を選択して、前期間キーを選択することもできます。

7. 「ターゲット年」で、期間キーをマッピングするターゲット・アプリケーションの年の値を
指定します。

8. 次のターゲット期間で、データをロードするターゲット期間値を指定します。
ターゲット期間値のオプションには、次のものがあります:

a. ターゲット期間の月; 8月など。
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b. ターゲット期間の四半期
c. ターゲット期間の年
d. ターゲット期間の日
ターゲット期間オプションでは、「カテゴリ・マッピング」で定義されている「頻度」の値
を使用します。
統合を実行する際、システムでは、「カテゴリ・マッピング」の「頻度」の値を確認し、そ
の値を使用して、ターゲット期間値の期間マッピングを問い合せます。
たとえば、「カテゴリ・マッピング」で「頻度」の値として「月次」を選択した場合、シス
テムではデータをロードする場所を決定する際に「ターゲット期間 - 月」に入力されてい
る値を使用します。同様に、「頻度」の値として「四半期ごと」が選択されている場合は、
システムは「ターゲット期間 - 四半期」に入力されている値を使用します。

9. 「保存」をクリックします。

ソース・マッピング
ソース・マッピングには、明示期間マッピングと調整期間マッピングがあります。明示期間マ
ッピングを作成して、データ統合の期間がソース・システムのカレンダ期間に正しくマップさ
れるようにできます。調整期間マッピングは、統合を作成するときに「調整期間を含む」オプ
ションを選択する場合にのみ使用されます。
ソース期間マッピングは、ソース・システム・タイプによって変わります。ソース・システム・
タイプに基づくソース期間マッピングの詳細は、次を参照してください:

• ファイル・ソース・タイプのソース・マッピング
• データ・ソースのソース・タイプのソース・マッピング
• Oracle EPM Cloudソース・タイプのソース・マッピング
• Oracle ERP Cloudソース・タイプのソース・マッピング
• Oracle HCM Cloudソース・タイプのソース・マッピング

ファイル・ソース・タイプのソース・マッピング
ファイルベースのソース・システムとターゲット・アプリケーションの間のソース期間マッピ
ングを追加する必要がある場合は、ソース・マッピングをファイルベース統合に追加できます。

ファイル・ソース・タイプのソース・マッピングを作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「期間マッピング」を選択します。
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Note:

ファイルベースの統合で明示期間マッピングを使用するには、統合定義の「ディ
メンションのマッピング」タブに期間ディメンションを含める必要があります。
明示期間マッピングは期間マッピングの「ソース・マッピング」タブで定義され
ます。「ディメンションのマッピング」タブは"インポート・フォーマット"とも呼
ばれます。

2. 「ソース・マッピング」タブを選択します。
3. 「ソース・タイプ」から、「ファイル」を選択します。
4. 「ソース」で、ファイルの名前を選択します。
5. 「カレンダ」から、ソース期間マッピング・カレンダの名前を選択します。
6.
をクリックします。

7. 「ソース期間」に、ファイルベースのソース期間の日付値を入力します。
たとえば、「Jan-20」を選択します。

Note:

バッチ・スクリプトで使用する場合、期間名にスペースを含めることはできませ
ん。

8. 「ソース期間の年」に、ファイルベースのソース期間の日付値に関連付けられた年を指定し
ます。

9. 「ソース期間番号」に、会計年度内の期間の番号を入力します。
10.「ターゲット期間キー」に、ターゲット・システムにマップする現在の会計年の月の最終日
を入力します。
をクリックし、検索して選択: 期間キー・ページで期間キーを選択することで、別のター

ゲット期間キーを選択できます。
11.「ターゲット期間名」は、「ターゲット期間キー」の選択時に自動的に移入されます。

をクリックし、検索して選択: 期間キー・ページで別の(ターゲット)期間キーを選択する
ことで、別のターゲット期間名を選択できます。このページには、ソースのソース・マッ
ピングで使用されないすべてのグローバル・マッピング期間がリストされます。

12.「説明」に、期間マッピングの説明を入力します。
13.「保存」をクリックします。

データ・ソース・タイプのソース・マッピング
データ・ソース・アプリケーションと Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementアプリケーションの間の期間を追加する必要がある場合は、データ・ソース・タ
イプのソース期間マッピングを作成できます。
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データ・ソースのソース・タイプのソース・マッピングを作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「期間マッピング」を選択
します。

2. 「ソース・マッピング」タブを選択します。
3. 「ソース・タイプ」ドロップダウンから、「データ・ソース」を選択します。
4. 「カレンダ」から、ソース期間マッピング・カレンダの名前を選択します。
5.
をクリックします。

6. 「ソース期間」に、ソース期間名を入力します。
通常、ソース期間名は、Jan-20などの日付値を参照します。

Note:

バッチ・スクリプトで使用する場合、期間名にスペースを含めることはできませ
ん。

7. 「ソース期間の年」に、ソース期間の日付値に関連付けられた年を指定します。
8. 「ソース期間番号」に、会計年度内の期間の番号を入力します。
9. 「ターゲット期間キー」に、ターゲット・システムにマップされる現在の会計年の月の最終
日を入力します。
をクリックし、検索して選択: 期間キー・ページで期間キーを選択することで、別のター

ゲット期間キーを選択できます。
10.「ターゲット期間名」は、「ターゲット期間キー」の選択時に自動的に移入されます。

をクリックし、検索して選択: 期間キー・ページで別の(ターゲット)期間キーを選択する
ことで、別のターゲット期間名を選択できます。このページには、ソースのソース・マッ
ピングで使用されないすべてのグローバル・マッピング期間がリストされます。

11.「説明」に、ソース期間マッピングの説明を入力します。
12.「保存」をクリックします。
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Cloud EPMソース・タイプのソース・マッピング
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのビジネス・プロセス間の期間マッ
ピングを追加する必要がある場合は、ソース・マッピングを定義できます。

Cloud EPMソース・タイプのソース・マッピングを作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「期間マッピング」を選択
します。

2. 「ソース・マッピング」タブを選択します。
3. 「ソース・タイプ」ドロップダウンから、「Enterprise Performance Management」を選択
します。

4. 「ソース・アプリケーション」から、期間マッピングの追加元のソース・アプリケーション
の名前を選択します。

5. 「ターゲット・アプリケーション」から、ソース期間マッピングの追加先のターゲット・ア
プリケーションの名前を選択します。

6.
をクリックします。

7. 「ソース期間キー」から、ソース・システムからマップされる現在の会計年の月の最終日を
指定します。

Note:

バッチ・スクリプトで使用する場合、期間名にスペースを含めることはできませ
ん。

8. 「ソース期間名」に、ソース期間の名前を指定します。
9. 「ソース期間の年」に、ソース期間の日付値に関連付けられた年を指定します。
10.「ターゲット期間キー」に、ターゲット・システムにマップされる現在の会計年の月の最終
日を入力します。
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をクリックし、検索して選択: 期間キー・ページで期間キーを選択することで、別のター
ゲット期間キーを選択できます。

11.「ターゲット期間名」は、「ターゲット期間キー」の選択時に自動的に移入されます。
をクリックし、検索して選択: 期間キー・ページで別の(ターゲット)期間キーを選択する

ことで、別のターゲット期間名を選択できます。このページには、ソースのソース・マッ
ピングで使用されないすべてのグローバル・マッピング期間がリストされます。

12.「ターゲット期間 - 月」に、ターゲット期間の期間の月を指定します。
13.「ターゲット年」に、会計年度が終了する年を指定します。
たとえば、会計年度が 2020年に開始して 2021年に終了する場合は、会計年度のすべての
期間に 2021を入力します。

14.「説明」に、ソース期間マッピングの説明を入力します。
15.「保存」をクリックします。

Oracle ERP Cloudソース・タイプのソース・マッピング
Oracle ERP Cloudと Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのアプリケー
ション間のソース期間マッピングを定義するときは、Oracle ERP Cloudソース・タイプを使用
します。
たとえば、EPM Planningプロジェクト・モジュール(プロジェクト)と Oracle Fusion Cloud
Project Management (プロジェクト管理)の間の明示期間マッピングを定義する必要がある場
合があります。
Oracle ERP Cloudソース・タイプのソース・マッピングを作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「期間マッピング」を選択
します。

2. 「ソース・マッピング」タブを選択します。
3. 「ソース・タイプ」ドロップダウンから、「Oracle ERP Cloud」を選択します。

4. 「接続」から、ソース期間マッピングで使用する Oracle ERP Cloud統合に関連付けられた
接続名を選択します。

5. 「ソース・アプリケーション」から、期間マッピングの追加元のソース・アプリケーション
の名前を選択します。

6. 「ターゲット・アプリケーション」から、ソース期間マッピングの追加先のターゲット・ア
プリケーションの名前を選択します。

7. 「マッピング・タイプ」から、「明示」または「調整」を選択します。
明示 - 統合では、データ統合で定義されている明示期間マッピングを使用して、統合の実
行時に含まれる各データ統合期間にマップされたソース一般会計期間を判断します。明示
期間マッピングにより、期間が開始日および終了日で定義されていない追加の General
Ledgerデータ・ソースをサポートできます。

第 7章
ソース・マッピング

7-10



調整 - 統合では、通常期間と調整期間が使用されます。調整期間が存在しない場合は、通
常期間のみが処理されます。詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloud
データ管理の管理の Oracle General Ledgerの調整期間の処理を参照してください。

8.
をクリックします。

9. 「ソース期間キー」から、ソース・システムからマップされる現在の会計年の月の最終日を
指定します。

10.「ソース期間名」に、ソース期間の名前を指定します。

Note:

バッチ・スクリプトで使用する場合、期間名にスペースを含めることはできませ
ん。

11.「ソース期間の年」に、ソース期間の日付値に関連付けられた年を指定します。
12.「ソース期間」に、ソース期間を作成する(GL)期間を指定します。
13.「ターゲット期間名」に、ターゲット期間の期間名を指定します。
14.「ターゲット期間 - 月」に、ターゲット期間の期間の月を指定します。
15.「ターゲット年」に、会計年度が終了する年を指定します。
たとえば、会計年度が 2020年に開始して 2021年に終了する場合は、会計年度のすべての
期間に 2021を入力します。

16.「説明」に、ソース期間マッピングの説明を入力します。
17.「保存」をクリックします。

Oracle HCM Cloudソース・タイプのソース・マッピング
Oracle HCM Cloudと Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのアプリケ
ーション間のソース期間マッピングを定義するときは、Oracle Human Capital Management
Cloudソース・タイプを使用します。
Oracle HCM Cloudソース・タイプのソース・マッピングを作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「期間マッピング」を選択
します。

2. 「ソース・マッピング」タブを選択します。
3. 「ソース・タイプ」ドロップダウンから、「Oracle HCM Cloud」を選択します。
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4. 「接続」から、ソース期間マッピングで使用する Oracle HCM Cloud統合に関連付けられた
接続名を選択します。

5. 「カレンダ」から、データの統合に使用されるソース期間マッピング・カレンダの名前を選
択します。

6.
をクリックします。

7. 「ソース期間」に、ソース期間を作成する(GL)期間を指定します。
8. 「ソース期間の年」から、ソース・システムからマップされる現在の会計年の月の最終日を
指定します。

9. 「ソース期間名」に、ソース期間の名前を指定します。

Note:

バッチ・スクリプトで使用する場合、期間名にスペースを含めることはできませ
ん。

10.「ソース期間番号」に、会計年度内の期間の番号を指定します。
11.「ターゲット期間キー」に、ターゲット・システムにマップされる現在の会計年の月の最終
日を入力します。
をクリックし、検索して選択: 期間キー・ページで期間キーを選択することで、別のター

ゲット期間キーを選択できます。
12.「ターゲット期間名」は、「ターゲット期間キー」の選択時に自動的に移入されます。

をクリックし、検索して選択: 期間キー・ページで別の(ターゲット)期間キーを選択する
ことで、別のターゲット期間名を選択できます。このページには、ソースのソース・マッ
ピングで使用されないすべてのグローバル・マッピング期間がリストされます。

13.「説明」に、ソース期間マッピングの説明を入力します。
14.「保存」をクリックします。

Oracle NetSuiteソース・タイプのソース・マッピング
Oracle NetSuiteと Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのアプリケーシ
ョン間のソース期間マッピングを定義するときは、Oracle NetSuiteソース・タイプを使用しま
す。
Oracle NetSuiteソース・タイプのソース・マッピングを作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「期間マッピング」を選択
します。

2. 「ソース・マッピング」タブを選択します。
3. 「ソース・タイプ」ドロップダウンから、「NetSuite」を選択します。
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4. 「接続」から、ソース期間マッピングで使用する Oracle NetSuite統合に関連付けられた接
続名を選択します。

5. 「カレンダ」から、データの統合に使用されるソース期間マッピング・カレンダの名前を選
択します。

6.
をクリックします。

7. 「ソース期間」に、ソース期間を作成する(GL)期間を指定します。
8. 「ソース期間の年」から、ソース・システムからマップされる現在の会計年の月の最終日を
指定します。

9. 「ソース期間名」に、ソース期間の名前を指定します。

Note:

バッチ・スクリプトで使用する場合、期間名にスペースを含めることはできませ
ん。

10.「ソース期間番号」に、会計年度内の期間の番号を指定します。
11.「ターゲット期間キー」に、ターゲット・システムにマップされる現在の会計年の月の最終
日を入力します。
をクリックし、検索して選択: 期間キー・ページで期間キーを選択することで、別のター

ゲット期間キーを選択できます。
12.「ターゲット期間名」は、「ターゲット期間キー」の選択時に自動的に移入されます。

をクリックし、検索して選択: 期間キー・ページで別の(ターゲット)期間キーを選択する
ことで、別のターゲット期間名を選択できます。このページには、ソースのソース・マッ
ピングで使用されないすべてのグローバル・マッピング期間がリストされます。

13.「説明」に、ソース期間マッピングの説明を入力します。
14.「保存」をクリックします。

期間マッピング・オプション
期間マッピングでは、「アクション」で使用できる期間オプションを使用して、次のことを実行
できます:

• Excelからインポート - Excelスプレッドシートから期間マッピングをインポートします
• Excelにエクスポート - 期間マッピングを Excelスプレッドシートにエクスポートします。
• インポート・テンプレートのダウンロード - 期間マッピングの詳細を入力してアップロー
ドできるテンプレートを提供します。
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• 期間の削除 - すべて、または一定範囲の期間を削除します。

Excelからの期間マッピングのインポート
期間マッピングを Excelスプレッドシートからインポートできます。インポートされた期間マ
ッピングは、期間マッピング・ページで自動的に移入されます。
Excelから期間マッピングをインポートするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「期間マッピング」を選択します。
2. 「アクション」メニューから、「Excelからインポート」を選択します。
3. インポートするファイルの選択ページの「ファイル」で、期間マッピングのインポート元
の Excelファイルの名前を指定します。
ファイル・ブラウザ・ページで をクリックして、Excelファイルに移動することもでき
ます。
Excelスプレッドシートがローカルに保管されているか、別のドライブにある場合は、ファ
イルに移動して「アップロード」をクリックします。
オプション: Excelスプレッドシートからインポートされた期間マッピングをダウンロード
するには、ファイル・ブラウザ・ページでスプレッドシート(xlsまたは xlsx拡張子)を選択
し、 をクリックします。スプレッドシートを開くか保存するように要求されます。

4. 「OK」をクリックします。

Excelへの期間マッピングのエクスポート
期間マッピングを Excelスプレッドシートにエクスポートできます。
期間マッピングを Excelにエクスポートするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「期間マッピング」を選択します。
2. 「アクション」メニューから、「Excelにエクスポート」を選択します。
別のウィンドウが起動され、そこからエクスポートされた期間マッピングを開くか保存で
きます。

3. ワークシートを開くか保存して、「OK」をクリックします。
次に、Excelスプレッドシート内のエクスポートされた期間マッピングを示します。
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期間マッピング・インポート・テンプレートのダウンロード
期間マッピングの詳細を入力してアップロードできる期間マッピング・インポート・テンプレ
ートをダウンロードできます。
Excelから期間マッピングをインポートするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「期間マッピング」を選択します。
2. 「アクション」メニューから、「インポート・テンプレートのダウンロード」を選択します。
別のウィンドウが起動され、そこから Excelワークシートでインポート・テンプレートを
開くか保存できます。

3. インポート・テンプレートを開くか保存して、「OK」をクリックします。
ダウンロードされたインポート・テンプレートを次に示します:

4. オプション: 期間マッピングの詳細をインポート・テンプレートに追加したら、Excelから
の期間マッピングのインポートを使用して、Excelスプレッドシートを期間マッピングにア
ップロードできます。

期間マッピングの削除
このタスクについて
個々の期間マッピング、期間マッピングの範囲またはすべての期間マッピングを削除できます。
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個々の期間マッピングの削除
個々の期間マッピングを削除するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「期間マッピング」を選択します。
2. 「グローバル・マッピング」タブ、「アプリケーション・マッピング」タブまたは「ソース・
マッピング」タブから、削除する個々の期間マッピングを選択します。

3.
をクリックします。
期間マッピングの削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。

4. 「OK」をクリックします。
期間マッピングの範囲の削除
期間マッピングの範囲を削除するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「期間マッピング」を選択します。
2. 「グローバル・マッピング」タブ、「アプリケーション・マッピング」タブまたは「ソース・
マッピング」タブから、削除する期間マッピングの範囲を選択します。

3. 「アクション」メニューの「期間の削除」から、「範囲の選択」を選択します。
4. 範囲の選択ページの「開始日」フィールドで削除する範囲の開始日を選択し、「終了日」で
削除する範囲の終了日を選択します。
日付を入力する場合は、MM/dd/yyyyのフォーマットを使用します。たとえば、08/31/2021
と入力します。

をクリックし、カレンダから日付を選択して、日付を指定することもできます。
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5. 「OK」をクリックします。
すべての期間マッピングの削除
すべての期間マッピングを削除するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「期間マッピング」を選択します。
2. 「グローバル・マッピング」タブ、「アプリケーション・マッピング」タブまたは「ソース・
マッピング」タブから、削除する期間マッピングを選択します。

3. 「アクション」メニューの「期間の削除」から、「すべて」を選択します。
すべての期間の削除の確認ページが表示されます:

4. 「OK」をクリックします。

Cloud EPMまたはファイルベースのソース・システム
の複数期間のロード

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementまたはファイルベースのソース・シ
ステムの場合、データ統合では、データ・ファイルの列として期間がサポートされます。1つ
のファイルに複数期間のデータがある場合、各データ行に年と期間を含めることができます。
インポート・フォーマットでソース期間行である年と期間を選択すると、これらはファイル内

第 7章
Cloud EPMまたはファイルベースのソース・システムの複数期間のロード

7-17



の列として識別され、ターゲット・システムの適切なディメンションにマップされます。デー
タ・ロード・ルールを実行し、ロードする日付の範囲を選択します。日付の範囲は、デフォル
トまたは明示期間マッピング・タイプに基づきます。
たとえば、次のサンプル・ファイルには、1つのデータ・ファイル内に複数の期間のデータ
("Jan"および"Feb")があります。
E1,100,2022,Jan,USD,100
E2,100,2022,Jan,USD,200
E3,100,2022,Feb,USD,300
E4,100,2022,Feb,USD,400

別の例で、Jan-March期間範囲を選択し、ファイルに Jan、Feb、Marおよび Aprが含まれて
いる場合、データ統合は Jan、Febおよび Marのみロードします。
E1,100,2022,Jan,USD,100
E2,100,2022,Jan,USD,200
E3,100,2022,Feb,USD,300
E4,100,2022,Feb,USD,400
E4,100,2022,Mar,USD,400
E4,100,2022,Mar,USD,400
E4,100,2016,Apr,USD,400
E4,100,2016,Apr,USD,400

データ統合は、統合の実行ページで指定された期間をロードし、ロードするよう選択した期間
と一致しないファイル内の行は無視します。
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8
カテゴリ・マッピングの管理

カテゴリ・マッピングを定義して、ソース・システムのデータを分類し、ターゲット・シナリ
オ・ディメンション・メンバーにマッピングします。たとえば、Planningアプリケーションで
は、同じソース・システム・データは、シナリオ・ディメンション・メンバー「現在」を使用
して格納されます。データ統合で、シナリオ・ディメンション・メンバーに対するカテゴリ・
マッピングを作成できます。指定されたターゲット・カテゴリ値が Planningのシナリオ・ディ
メンション下に存在することを確認します。
すべての統合は、カテゴリ(POVカテゴリ)への参照を使用して作成されます。ソース・アプリ
ケーションとは異なるシナリオにデータをエクスポートする場合、カテゴリ・マッピング(アプ
リケーション・マッピングまたはグローバル・マッピング)を適宜使用できます。(カテゴリ・
マッピングは、抽出ステップ中には何の影響もありません。抽出は、ソース・フィルタ(提供さ
れている場合)に依存します。)

グローバル・マッピング
1つのグローバル・マッピングを定義すると、個々のマッピングに対して様々なシナリオ・デ
ィメンションをマッピングできます。
グローバル・カテゴリ・マッピングでは、複数のアプリケーションにわたってマッピングを定
義できます。たとえば、ほとんどの場合、実績のソース・カテゴリを実績のターゲットにマッ
プするケースです。しかし、実績を現在にマップするターゲット・アプリケーションがある場
合もあります。この場合、アプリケーションごとにグローバル・マッピングを上書きできます。

ノート:

バッチ・スクリプトを使用する場合、特殊文字を含む名前、およびスペースを使用し
ないでください。コマンドラインから実行する場合、一部の文字は問題を発生させる
可能性があります。

グローバル・データ種別マッピングを定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「カテゴリ・マッピング」
を選択します。

2. 「グローバル・マッピング」タブをクリックします。
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3.
(「追加」アイコン)をクリックします。
空白のエントリ行が表示されます。

4. 「カテゴリ」ドロップダウンで、カテゴリ・マッピングに使用するディメンションを選択し
ます。

5. 「説明」に、カテゴリの説明を入力します。
6. 「頻度」で、各マッピングのカテゴリの頻度を選択します。
「頻度」オプションには次のものがあります:

• 月次
• 日次
• 四半期ごと
• 年次
カテゴリは、期間マッピングで使用される頻度(「ターゲット期間 - 月」、「ターゲット期間 -
四半期」、「ターゲット期間 - 年」および「ターゲット期間 - 日」)を示します。統合を実行す
る際、システムでは、「カテゴリ・マッピング」の「頻度」の値を確認し、その値を使用し
て、ターゲット期間値の期間マッピングを問い合せます。
たとえば、期間マッピングのカテゴリ・マッピングで「月次」を選択した場合、システム
ではデータをロードする場所を決定する際に「ターゲット期間 - 月」に入力されている値
を使用します。同様に、カテゴリ・マッピングで「四半期ごと」が選択されている場合は、
システムは「ターゲット期間 - 四半期」に入力されている値を使用します。

7. 「ターゲット・カテゴリ」で、ターゲット・カテゴリを指定します。
8. オプション: 「カテゴリ・キー」で、カテゴリの内部キーを指定します。このキーは、ドリ
ルダウンまたはデータ・ロードの問題のデバッグに使用できます。

9. ターゲット・カテゴリを入力します。
たとえば、ターゲット・カテゴリは、 Planningアプリケーションのシナリオ・ディメンシ
ョンです。

10.「保存」をクリックします。
11. オプション: 次のタスクを実行します:

• マッピングを編集するには、マッピングを選択し、必要に応じて変更した後、「保存」
をクリックします。

• マッピングを削除するには、 をクリックします。

アプリケーション・マッピング
アプリケーション・マッピングは、グローバル・マッピングとは異なり、ターゲット・アプリ
ケーションに対して定義できます。
アプリケーション・カテゴリのマッピングを定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「カテゴリ・マッピング」
を選択します。

2. 「カテゴリ・マッピング」で、「アプリケーション・マッピング」タブを選択します。
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3. 「ターゲット・アプリケーション」から、ターゲット・アプリケーションを選択します。
4. 「追加」をクリックします。
空白のエントリ行が表示されます。

5. 「カテゴリ」で、カテゴリを選択します。
6. 「ターゲット・カテゴリ」で、ターゲット・カテゴリを指定するか、 をクリックしてデ
ィメンションまたはディメンション・メンバーを選択します。
たとえば、Planningのシナリオ・ディメンションを指定します。
詳細は、ターゲット・カテゴリのメンバーの選択を参照してください。

7. 「保存」をクリックします。
8. オプション: 次のタスクを実行します:

• マッピングを編集するには、マッピングを選択し、必要に応じて変更します。次に、
「保存」をクリックします。

• マッピングを削除するには、「削除」をクリックします。

ターゲット・カテゴリのメンバーの選択
ディメンション内の特定のメンバーを含めて、ターゲット・カテゴリに含めることができます。
ターゲット・カテゴリのメンバーを選択するには:

1. アプリケーション・マッピング・ページで、「ターゲット・アプリケーション」からターゲ
ット・アプリケーションを選択します。

2. をクリックします
3. 「カテゴリ」ドロップダウンから、メンバーを選択するディメンションを選択します。

4. 「ターゲット・カテゴリ」で、ディメンションまたはディメンション・メンバーを指定する
か、 をクリックしてディメンションまたはディメンション・メンバーで検索するか選択
します。

5. メンバーの選択ページで、次のことを実行します:

a. 「キューブ」から、ターゲット・システムのプラン・タイプを選択します。
キューブによって、使用可能なディメンションの構造が決まります。

第 8章
アプリケーション・マッピング

8-3



b. オプション: 「メンバーの検索」に、基準(メンバー名または別名のみ)を入力し、
「[Enter]」をクリックします。
検索では大文字と小文字は区別されません。検索できるのは、1つの単語、複数の単語
またはワイルドカード文字です。

c. 左から 2番目のペインには、使用可能な第 1レベルの親ディメンションが表示されま
す。選択するには、ペイン内のマッピングする各メンバーの横にあるチェック・ボッ
クスをクリックします。
選択したディメンションのメンバーにドリルダウンし、3番目のペインに結果を表示す
るには、 をクリックします。

d. 左から 3番目のペインには、ステップ bで選択したディメンションのメンバーまたは
兄弟が示されます。選択するには、マッピングする各メンバーの横にあるチェック・
ボックスをクリックします。
選択したディメンションのメンバーにドリルダウンし、4番目のペインに結果を表示す
るには、 をクリックします。

e. 左から 4番目のペインには、ステップ dで選択したメンバー/兄弟からのメンバー(リー
フ・レベル)結果が示されます。選択するには、マッピングする各メンバーの横にある
チェック・ボックスをクリックします。
チェック・マークが表示された選択済のディメンション/メンバーが、「選択」ペインに
移動されます。

f. 「OK」をクリックします。

選択した内容をクリアするには、「選択」ペインからディメンション/メンバーを選択し、
ドロップダウンから「削除」または「すべて削除」を選択します。
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9
データ統合の定義

データ統合を定義するには、Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・システムからメタデ
ータとデータを抽出する(直接統合)か、ファイルからデータを抽出し、それを Enterprise
Performance Management (EPM)ターゲット・アプリケーションにプッシュします。

ファイルベースのインポートは、Enterprise Resource Planning (ERP)ソース・データに直接接
続できないが、テキスト・ファイルでソースのデータを使用できるユーザーのためにサポート
されています。すべてのファイル (区切りファイルなど)は、ターゲット EPMアプリケーション
に容易にインポートできます。勘定科目、エンティティ、データ値をファイルのどこに置くか、
およびデータ・インポート時にどの行をスキップするかを選択できます。この機能を利用する
と、ビジネス・ユーザーが任意のソースのデータを容易にインポートでき、ターゲット・アプ
リケーションにロードする際に技術的な支援がほとんど必要ありません。
ファイルベース統合の詳細は、ファイルベース統合の作成を参照してください。
他の Oracle Cloudサービス(即時利用可能な統合またはパッケージされた統合)に直接接続でき
るお客様は、ソース・データを定義し、データを必要なターゲット・フォーマットに変換する
ためのマッピング・ルールを作成し、定期的なデータ・ロード・プロセスを実行および管理し
ます。
直接統合ベースのソースの場合、データのインポートおよびエクスポートのソースは次のいず
れかです。
• Oracle ERP Cloud - General Ledger。General Ledgerからの実績のロードと予算および実
績の修正仕訳のライトバック

• Oracle ERP Cloud - Budgetary Control。契約、債務および支出のロードと予算のライトバ
ック

• Oracle ERP Cloud - Sub-Ledgers。補助元帳トランザクション・データのロード
• Oracle NetSuite - Oracle NetSuiteからの実績およびメタデータのロード
• Oracle Human Capital Management Cloud - 従業員属性、給与およびその他の関連ジョブ情
報のロード。

• Oracle E-Business Suite - General Ledgerからの実績のロード。
• Oracle Peoplesoft - General Ledgerからの実績のロード。
• カスタム・オンプレミス・データ・ソース - オンプレミス・データベース・アダプタおよ
び EPM統合エージェントの使用。
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• Oracle Autonomous Database - Oracle Autonomous Databaseで実行されているステージ
ング・アプリケーションまたはその他のアプリケーションからのソース・データの抽出。
Oracle Fusion Cloud EPMから、Oracle Autonomous Databaseの選択したレポート用デー
タ・ウェアハウスにデータをエクスポートすることもできます。

• ローカル Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーション -
異なる入力キューブ間でデータを移動する、入力キューブとレポート・キューブの間のデ
ータ同期。

• 別のサービス・インスタンスからの Cloud EPMアプリケーション - 個別のビジネス・プロ
セスでのアプリケーション間のデータ同期。

ノート:

ビジネス・プロセスからビジネス・プロセスへの統合については、両方のビジネス・
プロセスが同じリリース・レベルである必要があります。

チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
データ統合でファイルベースのデータをロードす
るために不可欠なタスクの理解。

 
Oracle Enterprise Performance Management
Cloudのデータ統合でのファイルベース・データの
ロード

アプリケーションの登録、期間マッピングの定義、
カテゴリ・マッピングの定義およびファイルベース
のデータ統合の作成と実行。各項は互いの上に構
築され、順番に完了する必要があります。 データ統合を使用したデータのロード
ビデオ

目的 視聴するビデオ
Planningのデータ統合を使用したデータのロード

 
Planning and Budgeting Cloudでのデータ統合の使
用.

Cloud EPMでの Oracle ERP Cloudの統合
概要: Oracle Cloud ERPの Oracle Cloud EPMとの
統合

Cloud EPMでのファイルベース・データ統合オプ
ションの設定および統合の実行

ファイルベース・データ統合オプションの設定およ
び統合の実行
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目的 視聴するビデオ
Oracle Financial Consolidation and Closeでのデ
ータ統合を使用したデータの抽出

Oracle Financial Consolidation and Closeでのデー
タ統合を使用したデータの抽出

ファイルベース統合の作成
ファイルベース統合を作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページで、  (作成)をクリックし、「統合」を選択します。
「統合の作成」ビューに、全般ページが表示されます。

2. 「名前」および「説明」に、新しい統合の名前および説明を入力します。
3. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択し
て、データのロード先を指定します。
ロケーションは、ソースおよびターゲットを関連するメンバー・マッピングとともにリン
クするために使用されます。異なるオプションおよびフィルタ条件を使用して、複数の統
合を同じロケーション内で定義できます。
新しいロケーションを入力する場合は、ソースおよびターゲットを指定する必要がありま
す。統合を保存すると、ロケーションは自動的に作成されます。
既存のロケーションを選択した場合、ソースおよびターゲットは自動的に入力され、変更
できません。

4. 統合をクイック・モード方法に関連付けるには、「クイック・モード」スライダをタップし
てオンにします。
クイック・モード方法では、標準ワークフロー方法よりもパフォーマンスが大幅に向上し
ます。インポート式を使用した簡単な変換がサポートされており、メンバー・マッピング
はサポートされていません。データはステージング表にロードされないため、ワークベン
チでデータを表示できません。たとえば、レベル 0抽出方法では、フィルタを適用して出
力ファイルに含める列を選択できます。この方法は、問合せの処理制限に到達せずにシス
テムから大きなデータ・スライスを抽出する場合に理想的です。
統合ジョブをクイック・モード方法に関連付けてからジョブを保存した場合、クイック・
モードの関連付けを元に戻すことはできません。ただし、統合ジョブを削除することは可
能です。
クイック・モードに関する考慮事項は、データをエクスポートするためのクイック・モー
ドを参照してください。

5.  (ソースの選択)をクリックします。
6. 「ソースの選択」ページから、「ファイル」をクリックします。
7. 「ファイル・ブラウザ」からファイルを選択し、「OK」をクリックします。
「受信ボックス」または「送信ボックス」フォルダ、あるいは他の任意のフォルダをダブル
クリックすると、フォルダ内のファイルのリストが表示されます。
また、「アップロード」をクリックし、ファイルに移動してアップロードすることもできま
す。

第 9章
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オプションで、ファイルベース・ロードを作成し、実行時にロードされるファイルを指定
することもできます。ただし、列番号と列名は、ディメンションをマッピングするときに
のみ指定します。ディメンションのマッピングを参照してください。

8. 「キューブ」から、ターゲット・システムのプラン・タイプを選択します。
カスタム・キューブを個別のアプリケーションとして登録でき、登録できるカスタム・キ
ューブ・アプリケーションの数に制限はありません。

9. 「カテゴリ」から、統合のカテゴリを選択します。
リストされているカテゴリは、設定時に作成したカテゴリ(「実績」など)です。カテゴリ・
マッピングの管理を参照してください。

10. オプション: 統合に適したロケーション属性を選択します。詳細は、ロケーションの属性の
選択を参照してください。

11. ファイルをマッピングする場合や、ファイルに関連付けられたヘッダー列を変更する場合
は、「ファイル・オプション」をクリックします。

12.「ファイルのインポート - ファイル・タイプのエンコード」ページで、「タイプ」、「エンコ
ード」、「区切り文字」および「ドリル URL」フィールドに値を入力します。次に、「列名
にヘッダーを使用します。」で、矢印キーを使用してヘッダー行を選択するか、いずれのヘ
ッダー行も選択せずに、「次」をクリックします。
「ファイルのインポート - ファイル・タイプのエンコード」ページの詳細は、ファイル・オ
プションの指定を参照してください。

13.「ファイルのインポート - ファイル列マッピング」ページで、必要に応じて列ヘッダーを変
更し、「終了」をクリックします。
詳細は、ファイル列ヘッダーの編集を参照してください。

14. 新しいロケーションの場合のみ、  (ターゲットの選択)をクリックします。
15.「ターゲットの選択」ページから、ターゲット・アプリケーションを選択します。
16.「保存」をクリックします。

ロケーションの属性の選択
一般的な統合オプションを選択する際、ロケーションに割り当てる属性またはプロパティを追
加または編集できます。
ロケーションの属性には次のものがあります。

ロケーションの属性 説明
機能通貨 ロケーションの通貨を選択します。

Financial Consolidation and Closeおよび Tax
Reportingのユーザーの場合: 通貨が固定されてい
る場合に、エンティティ通貨ではなく実際の通貨に
対してデータをロードするには、「ロケーション」
オプションの「機能通貨」フィールドで通貨を設定
します。インポート・フォーマットに「通貨」行を
追加してマップすることもできます。
Financial Consolidation and Closeでは、親入力、
コントリビューション入力および換算通貨入力を
このフィールドで指定し、仕訳を作成してエンティ
ティ通貨以外の異なる通貨に転記することもでき
ます。

第 9章
ファイルベース統合の作成

9-4



ロケーションの属性 説明
親グループ ロケーションに割り当てる親を選択します。

親マッピングは他のロケーションとのマッピング
の共有に使用されます。親ロケーションにマッピ
ングを入力します。関連するロケーションが同じ
マッピングを使用できます。複数のロケーション
が親を共有できます。この属性は、複数のロケーシ
ョンが 1つの勘定科目表を使用する場合に役立ち
ます。子または親のマッピング表を変更すると、子
と親のすべてのロケーションに適用されます。

ロジック勘定科目グループ ロケーションに割り当てるロジック勘定科目グル
ープを選択します。
ロジック・グループには、ソース・ファイルがロー
ドされた後に生成される 1つ以上のロジック勘定
科目が含まれます。論理勘定はソース・データから
導き出される計算済勘定です。

確認ルール・グループ ロケーションに割り当てる確認ルール・グループを
選択します。
システム管理者は、確認ルールを使用してデータの
整合性を強化します。確認ルールのセットが確認
ルール・グループ内に作成され、確認ルール・グル
ープがロケーションに割り当てられます。続いて、
データがターゲット・システムにロードされた後、
確認レポートが生成されます。

確認エンティティ・グループ ロケーションに割り当てる確認エンティティ・グル
ープを選択します。
確認エンティティ・グループをロケーションに割り
当てた場合、確認レポートは、グループで定義され
ているすべてのエンティティについて実行されま
す。確認エンティティ・グループをロケーションに
割り当てない場合、確認レポートは、ターゲット・
システムにロードされたエンティティごとに実行
されます。確認レポートは、ターゲット・システ
ム、ソース・データまたはデータ統合の変換済デー
タから直接値を取得します。

ファイル・オプションの指定
ファイルをマッピングして、マッピング・タイプ、ドリル URL、区切り文字およびヘッダー行
を指定します。
ファイルをマッピングするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、ファイルベース統合の右側にある をクリックし、
「全般」を選択します。
「統合の編集」ビューに、「全般」ページが表示されます。

2. 「ファイル・オプション」をクリックします。
3. ファイル・オプション・ページの「タイプ」から、ロードするファイルのデータ型を選択
します。
使用可能なタイプ:

• 区切り - 区切りファイル・フォーマットから数値データをロードします。
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• 複数列の数値 - 選択したディメンションの複数のディメンション・メンバーの数値デー
タを、1行のデータでロードします。ロードするメンバーの定義は、ロード・ファイル
のヘッダー・レコードまたはインポート・フォーマット定義に含めることが可能です。

• 区切り - すべてのデータ型 - 区切りファイル・フォーマットからすべてのデータ型をロ
ードします。

• 複数列 - すべてのデータ型 - 選択したディメンションの複数のディメンション・メンバ
ーのすべてのデータ型を、1行のデータでロードします。ロードするメンバーの定義
は、ロード・ファイルのヘッダー・レコードまたはインポート・フォーマット定義に
含めることが可能です。

次のデータ型をサポートするデータ・ファイルをロードできます:

• 数値
• テキスト
• スマートリスト
• 日付

4. 「エンコード」で、テキストを作成、保管および表示するためにビット組合せを文字にマッ
ピングする方法を指定します。
各エンコード方式には UTF-8などの名前が付けられています。各エンコード方式では、そ
れぞれの値は特定のビット組合せにマッピングされています。たとえば、UTF-8では大文
字の Aは HEX41にマッピングされています。

ノート:

UTF-8エンコードおよびパイプ区切り文字を使用することをお薦めします。
5. 「区切り文字」から、出力ファイルの列の区切りに使用する文字を選択します。
区切りファイルには 1つ以上のレコードが含まれ、指定した区切り文字で各レコードの間
隔が設定されます。
使用可能なオプション:

• カンマ(,)

• パイプ(|)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• タブ
• チルダ(~)

ノート:

ファイル・エンコーディングのオプションは、データ管理の「システム設定」/
「ユーザー設定」オプションで定義します。詳細は、データ管理の管理のファイル
文字の設定を参照してください。
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6. 「ドリル URL」で、ドリルスルーに使用する URLを指定します。
7. 「列名にヘッダーを使用します。」で、矢印キーを使用してヘッダー行を選択するか、いず
れのヘッダー行も選択せずに、「次」をクリックします。
ヘッダーを指定しない場合は、列名にヘッダーを使用で「0」を選択します。

8. 「次」をクリックします。

ファイル・オプションのプレビュー
ファイル・プレビュー・ページを使用して、ロードされるファイルの内容を表示します。

ファイル列ヘッダーの編集
区切りファイルの列名が定義されていない場合、またはターゲット・アプリケーションにマッ
ピングする列の名前を変更する必要がある場合は、「ファイル列マッピング」ページを使用して
列名を変更します。
ファイル内の列ヘッダーを編集するには:

1. ファイル・オプション・ページでファイルベース統合のファイル・マッピング詳細を入力
した後、「次」をクリックします。
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2. ファイルのインポート - プレビュー・ページの「プレビュー表」で、列ヘッダー・フィー
ルドを選択し、必要に応じて値を編集します。

3. 「終了」をクリックします。

ファイル・ブラウザの使用
ファイル・ブラウザを使用すると、ローカル・サーバーおよびホスティング・サーバーのデー
タ・ファイルに直接アクセスできます。ファイル・ブラウザから、データ統合のデフォルトの
inboxおよび outboxに保存されているファイルに移動できます。ファイルを削除したり、ロー
カル・フォルダにファイルをダウンロードしたり、ローカル・フォルダからファイルをアップ
ロードすることもできます。
inboxは、ソース・ファイルのインポート元のデフォルト・ディレクトリであり、すべての元
帳抽出ファイルの中央リポジトリとして機能します。ソース・ファイルは、アクセス可能なす
べてのディレクトリから取得できるため、インポート・ファイルをこのディレクトリに配置す
る必要はありません。
inboxには、batchesディレクトリおよび archivestoreディレクトリがあります。
outboxフォルダには、データ統合によって作成されるエクスポート・ファイル、ターゲット・
アプリケーションのエラー・ログ・ファイル、ドリル領域ロード・ファイルおよびターゲット
のドリル・ロード・ログが格納されます。
outboxには次のサブフォルダがあります:

• archivestore—将来の使用のために予約されています。
• logs—ロード処理で生成された EPM-APPLICATION-NAME_PROCESS-ID.log形式のログ
が格納されます。これらのログは、データ統合のプロセスの詳細ページで「ログの表示」
リンクを使用すると表示できます。

• reports—reportsフォルダには、バッチ・レポート・プロセスによって生成されたレポー
ト出力(PDF、HTMLまたは XLS)が格納されます。オフライン・モードで実行したレポー
トの出力も含まれます。

ファイル・ブラウザの起動
「アクション」メニューで、「ファイル・ブラウザ」をクリックします。
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ファイルの検索
ファイル・ブラウザ・ページの「検索」に、検索するファイルを入力します。
ファイルのアップロード
ファイル・ブラウザ・ページから、ファイルをアップロードするフォルダに移動し、「アップロ
ード」をクリックします。次に、ローカル・フォルダから、アップロードするファイルを選択
し、「開く」をクリックします。
ファイルの削除
ファイル・ブラウザ・ページから、ファイルを削除するフォルダに移動します。次に、ファイ
ルを選択し、「アクション」の をクリックします
ファイルのダウンロード
ファイル・ブラウザ・ページから、ダウンロードするファイルに移動します。次に、「アクショ
ン」の をクリックします。ローカル・フォルダから、ダウンロードするファイルのファイ
ル名を指定し、「保存」をクリックします。

ファイルベースのロードでのクイック・モードの使用
クイック・モードを使用すると、大容量のデータ・ロードを処理できるため、複雑な変換が不
要な場合は標準ワークフロー方法よりもパフォーマンスが大幅に向上します。クイック・モー
ドでは、ワークフロー・プロセスのほとんどのステップおよびデータベース表がバイパスされ
ます。ファイルベース・ロードのクイック・モードでは、単純な変換および明示的に表示、「類
似」および「正規表現」のマッピング・タイプのソース式およびターゲット式がサポートされ
ます。

ファイルベース・ロードのクイック・モードに関する考慮事項
ファイルベース・ロードのクイック・モードを使用する際には、次の考慮事項に注意してくだ
さい:

• ファイルベース・ソースのクイック・モードでは、数値および数値以外のデータ型がサポ
ートされます。

• ファイルベース・ロードのクイック・モードでは、データをロードするために EPM統合エ
ージェントを使用する必要はありません。クイック・モードを使用してオンプレミスのリ
レーショナル・データベースからデータを抽出するには、データを抽出するためのクイッ
ク・モード・プロセスの説明を参照してください。

• ProcessMapターゲット式タイプは、ファイルベース・ロードのクイック・モードでのみ使
用されます。このターゲット式を使用すると、マップ・メンバーで指定されたマッピング
を使用して変換を実行できます。
ターゲット式として ProcessMapを選択すると、ウィザードの次のステップでメンバー・マ
ッピング機能を使用することがシステムに通知されます。ProcessMapオプションを選択
した場合にマッピングで実行できることには例外があります。例外は次のとおりです:

1. ターゲット式で ProcessMapオプションを選択している場合、BETWEEN、MULTIDIM
および#SQLマッピングはクイック・モードではサポートされません。

2. クイック・モードでは、ワイルドカード・マッピングは通常のマッピングと同じよう
には機能しません。クイック・モード以外の処理では、* -> FA_*のようにマッピング
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を入力できます。この場合、マッピングはソース値を取得して FA_*の接頭辞を追加し
ます。クイック・モードでは、ターゲットのワイルドカードはサポートされないため、
ターゲットは FA_*として設定されます。

• SQLターゲット式タイプを、ファイルベース・ロードのクイック・モードでディメンショ
ンに適用することはできません。

• クイック・モードを使用して、メンバー・マッピングを定義できます。ディメンションの
メンバー・マッピングを使用するには、ディメンションのターゲット式タイプ
processMap()を指定する必要があります。標準モードのように、メンバー・マッピングを
定義するのみでは不十分です。processMap()式を明示的に定義する必要があります。

• メンバーのマッピングでは、この機能は「明示」および「類似」マッピング・タイプ、お
よび検索および検索/置換アルゴリズム用のセットの各文字列に共通する特徴に基づいて、
文字列のセットをマップするために使用される「正規表現」マッピング・タイプを使用し
たメンバーのマッピングをサポートします。

• クイック・モードのロードを実行する場合、有効なエクスポート・モードは次のとおりで
す:

– Planningの場合は、「置換」、「マージ」および「累計」
– Financial Consolidation and Closeの場合は、「置換」、「マージ」および「累計」

Note:

「ドライ・ラン」はクイック・モード・ロードには適用されません。
「置換」がデフォルトのモードです。
インポート・モードは使用できません

• 「置換」エクスポート・モードを使用した複数年のロードは、現時点ではサポートされてい
ません。

• クイック・モード方法を使用してデータがロードされる場合、ソースへの直接ドリル・ス
ルーが必要です。詳細は、直接ドリルの使用を参照してください。

• クイック・モードで非数値データを EPMデータ・ファイル・ターゲット・アプリケーショ
ンに抽出できます。抽出プロセスは、進行中、アプリケーションを読取り専用にするため、
アプリケーションが使用されていないときに抽出を実行してください。

ファイルベースのロードでクイック・モードを使用する場合のプロセ
スの説明

ファイルベース・ロードのクイック・モードの統合を作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページで、  (作成)をクリックし、「統合」を選択します。
「統合の作成」ビューに、全般ページが表示されます。

2. 「名前」および「説明」に、新しい統合の名前および説明を入力します。
3. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択し
て、データのロード先を指定します。
ロケーションは、ソースおよびターゲットを関連するメンバー・マッピングとともにリン
クするために使用されます。異なるオプションおよびフィルタ条件を使用して、複数の統
合を同じロケーション内で定義できます。ロケーションは、主に統合へのアクセスを制御
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するために使用されます。「ロケーションのセキュリティ」を使用して、エンド・ユーザー
へのアクセスを制御できます。
新しいロケーションを入力する場合は、ソースおよびターゲットを指定する必要がありま
す。統合を保存すると、ロケーションは自動的に作成されます。
既存のロケーションを選択した場合、ソースおよびターゲットは自動的に入力され、変更
できません。
ロケーション属性の詳細は、ロケーションの属性の選択を参照してください。

4. 「クイック・モード」スライダをタップしてオンにします。
統合ジョブをクイック・モード方法に関連付けてからジョブを保存した場合、クイック・
モードの関連付けを元に戻すことはできません。ただし、統合ジョブを削除することは可
能です。

5.  (ソースの選択)をクリックします。
6. ソースの選択ページで、「ファイル」を選択します。

7. 「ファイル・ブラウザ」からファイルを選択し、「OK」をクリックします。
ファイルベース・ロードのクイック・モードでは、数値および数値以外のデータ型がサポ
ートされます。
「受信ボックス」または「送信ボックス」フォルダ、あるいは他の任意のフォルダをダブル
クリックすると、フォルダ内のファイルのリストが表示されます。

また、「アップロード」をクリックし、ファイルに移動してアップロードすることもできま
す。

8. 「キューブ」から、ターゲット・システムのプラン・タイプを選択します。
カスタム・キューブを個別のアプリケーションとして登録でき、登録できるカスタム・キ
ューブ・アプリケーションの数に制限はありません。

9. 「カテゴリ」から、統合のカテゴリを選択します。
リストされているカテゴリは、設定時に作成したカテゴリ(「実績」など)です。カテゴリ・
マッピングの管理を参照してください。

10. オプション: ファイルをマッピングする場合や、ファイルに関連付けられたヘッダー列を変
更する場合は、統合の作成ページで、「ファイル・オプション」をクリックします。
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a. 「ファイルのインポート - ファイル・タイプのエンコード」ページで、「タイプ」、「エン
コード」、「区切り文字」および「ドリル URL」フィールドに値を入力します。次に、
「列名にヘッダーを使用します。」で、矢印キーを使用してヘッダー行を選択するか、
いずれのヘッダー行も選択せずに、「次」をクリックします。

「ファイルのインポート - ファイル・タイプのエンコード」ページの詳細は、ファイル・
オプションの指定を参照してください。

b. 「ファイルのインポート - ファイル列マッピング」ページで、必要に応じて列ヘッダー
を変更し、「終了」をクリックします。
詳細は、次を参照してください ファイル列ヘッダーの編集

11. 新しいロケーションの場合のみ、  (ターゲットの選択)をクリックします。
12.「ターゲットの選択」ページから、ターゲット・アプリケーションを選択します。
13.「保存」をクリックします。

14.「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

15.「インポート・フォーマット」から、統合で使用するインポート・フォーマットの名前を選
択します。

16.「タイプ」でファイルのフォーマットを選択します。
使用可能なオプション:

• 区切り - 区切りファイル・フォーマットから数値データをロードします。
• 複数列の数値 - 選択したディメンションの複数のディメンション・メンバーの数値デー
タを、1行のデータでロードします。ロードするメンバーの定義は、ロード・ファイル
のヘッダー・レコードまたはインポート・フォーマット定義に含めることが可能です。

• 区切り - すべてのデータ型 - 区切りファイル・フォーマットからすべてのデータ型をロ
ードします。
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• 複数列 - すべてのデータ型 - 選択したディメンションの複数のディメンション・メンバ
ーのすべてのデータ型を、1行のデータでロードします。ロードするメンバーの定義
は、ロード・ファイルのヘッダー・レコードまたはインポート・フォーマット定義に
含めることが可能です。

17.「区切り文字」から、出力ファイルの列の区切りに使用する文字を選択します。
区切りファイルには 1つ以上のレコードが含まれ、指定した区切り文字で各レコードの間
隔が設定されます。
• カンマ(,)

• パイプ(|)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• タブ
• チルダ(~)

18. マッピング・グリッドで、ソース・データロード・ファイルのソース列をターゲット・ア
プリケーションのディメンションにマッピングします。
ターゲット・アプリケーションのディメンションが自動的に移入されます。
既存のインポート・フォーマットを選択すると、ソースとターゲットが自動的にマップさ
れます。
新規のインポート・フォーマットを追加する場合や、既存のインポート・フォーマットを
編集する場合は、次の手順を実行します:

• 「列」で、ファイルからインポートするフィールド番号を指定します。
• 「ソース・ディメンションの選択」で、ターゲット・アプリケーションに割り当てるソ
ース・ディメンションの名前を指定します。
同じディメンションの複数のソース列をターゲット・ディメンションにマッピングで
きます。たとえば、4つの"Account"ソース列をマッピングできます。

19. (オプション): ソースまたはターゲットから直接値を操作する式を割り当てて、ソースまた
はターゲットの式を追加します。
ターゲット式タイプの詳細は、ターゲット式の使用を参照してください。

Note:

ProcessMapターゲット式は、ファイルベース・ロードのクイック・モードでのみ
使用されます。このターゲット式を使用すると、マップ・メンバーで指定された
マッピングを使用して変換を実行できます。

ソース式タイプの詳細は、ソース式の使用を参照してください
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Note:

SQLターゲット式タイプは、ファイルベース・ロードのクイック・モードで使用
されるディメンションでは使用できません。

20. ディメンションのメンバー・マッピングを使用するには、ディメンションのターゲット式
processMapを明示的に指定する必要があります。
たとえば、「エンティティ」ディメンションのメンバーをマップする場合は、「エンティテ
ィ」ディメンションの processMap式を定義する必要があります。
a. マッピング・グリッドで、ディメンションの右にある をクリックし、「ターゲット
式の編集」を選択して、ターゲット式の追加先のターゲット値を選択します。

b. ターゲット式の編集ページで、「式タイプ」をクリックし、プロセス・マップを選択し
て、「OK」をクリックします。

21.「保存」をクリックします。
22.「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。
メンバーをマップして、ソース値をそれぞれのターゲット・ディメンションの有効なメン
バーに変換します。特定のディメンションのターゲット・メンバーを導出するターゲット
式を定義している場合、メンバー・マッピングを定義する必要はありません。

Note:

ターゲット式を使用してデータ変換を実行できる場合は、メンバーをマップする
のではなく、それを使用することを強くお薦めします。データ・セットが大きい
場合、ターゲット式を使用した変換ではメンバー・マッピングと比べてパフォー
マンスが大幅に向上します。

23.「ディメンション」ドロップダウンから、メンバー・マッピングを編集または追加する先の
ディメンションを選択します。
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Note:

ディメンションのメンバー・マッピングを使用するには、ディメンションをマッ
プするときに、ディメンションにターゲット式 processMapが明示的に指定され
ている必要があります。

24. をクリックして、新しいメンバー・マッピングを追加します。

また、マッピングを選択して「編集」アイコン をクリックすると、新しいマッピング
を追加せずに、必要に応じて既存のマッピングを編集することもできます。

25. メンバー・マッピングの追加ページの「ソース」で、「マッピング・タイプ」ドロップダウ
ンからメンバー・マッピング・タイプを選択し、ソース値を指定します。
メンバー・マッピングのタイプ:

マッピングのタイプ 説明 関連項目

ソース値をターゲット値と照合
して、完全一致したターゲット
値で置換します。
明示マッピングは、1対 1のマ
ッピングです。たとえば、ソー
ス値"ABC"はターゲット値"123"
に置換されます。

「明示」マッピングの使用

特殊文字を使用して、ソース値
の文字列を照合し、それをター
ゲット値にマッピングします。
類似マッピングでは、ソース・
レコードでのみ、単一のアスタ
リスク(*)および疑問符(?)のワ
イルドカード文字を使用できま
す。アスタリスクは、任意の数
の文字を表すプレースホルダで
す。
たとえば、1190*と指定すると、
勘定科目 1190、1190100および
1190-200が現金ターゲット勘
定科目にマッピングされます。
疑問符は、1文字を表すプレース
ホルダです。たとえば、119?と
いうソース勘定科目は、119で
始まる 4文字を含むソース勘定
科目のみにマッピングされま
す。

「類似」マッピングの使用
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マッピングのタイプ 説明 関連項目
テキストの一致パターンを指定
する文字列を使用する正規表
現。
このマッピング・タイプはソー
ス・レコードでのみ使用可能で
す。
Java対応の正規表現のみを使用
できます。
たとえば、ソース・レコードで
5桁が含まれる行を無視する正
規表現を適用する場合は、.*
\d{5}と指定し、ターゲットで
IGNOREと指定します。
その他の例:
110[1-9]{3}999 -先頭が 110で、
任意の 3つの数字が続き、末尾
が 999
^[A-Z][1-5]{5} -先頭がアルファ
ベットの大文字、その後に 1か
ら 5までの 5つの数字が続く
^1[1-5]{5}9{3} -先頭が 1で、1
から 5までの任意の 5つの数字
が続き、末尾が 999

参照:
• 演習: 正規表現
• 正規表現

Note:

変換用のソース値を処理する場合、特定のソース値に複数のマッピングが適用さ
れる場合があります。優先順位は、「明示」、「類似」、「正規表現」の順です。

26.「ターゲット」に、ディメンション・メンバー名のターゲット値を入力します。
個々のメンバーをターゲットとして入力することも、 をクリックし、メンバー・セレク
タを使用して値を選択することもできます。

Note:

ターゲット値ではワイルドカードを使用できません。
27.「処理順序」で、マッピングの順序を指定します。
マッピング・タイプ内の優先度レベルは、処理順序により決定されます。マッピングは、
マッピング・タイプ内の名前のアルファベット順に処理されます。「数字」も順序付けに使
用できます。たとえば、十単位または百単位で採番する場合は、既存の値の間に新しい値
を挿入できます。マッピングに 10、20および 30の番号が付いている場合は、25から開始
するマッピングを追加でき、他のマッピングの名前を変更する必要はありません。

28.「説明」にマッピングの説明を入力します。
29.「OK」をクリックします。
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30. オプションで、マッピングを選択して をクリックすると、メンバー・マッピングを編
集できます。

マッピングを選択して をクリックすると、メンバー・マッピングを削除できます。
31. 統合を実行します:

a. 「データ統合」ホーム・ページから、ファイルベース・ロードのクイック・モードに関
連する統合ジョブを選択し、 をクリックします。

b. 統合の実行ページで、「モード」のデフォルト値は「置換」です。
c. オプション・ページで期間が定義されなかった場合、「期間」ドロップダウンから、デ
ータのロード元のソース・ファイルの単一期間を選択します。
統合のディメンションのマッピング・ページで期間ディメンションをマップし、期間
のターゲット式を指定している場合、「期間」ドロップダウンは選択に使用できませ
ん。期間がマッピングから導出されるためです。

ファイルベース・ロードのクイック・モードでの期間の定義
ファイルベース・ロードのクイック・モードにおける期間処理では、「期間マッピング」オプシ
ョンで定義された期間は使用されません。かわりに、期間はその他のディメンションと同様に
処理され、ソース・ファイルのヘッダー・レコードから導出できます。ソース・ファイルに期
間および年ヘッダー・レコードがない場合は、ロードを実行するときに開始期間と終了期間を
指定するように求められます。その場合、すべてのデータが単一の期間にロードされます。も
う一つの選択肢は、特定の形式の toPeriodおよび toYearターゲット式タイプを使用して、ヘ
ッダー・レコードからソース・システム期間に基づいて期間ディメンションを導出することで
す。「期間」ディメンションで使用できるその他のターゲット式には、substring()、split()
および map()があります。

ファイルのパージ
データ統合を使用してデータをロードする場合は常に、次の 3つのタイプのファイルが保管さ
れます:

1. アップロードしたファイル。これは inboxディレクトリに保管されます
2. エクスポート・ファイル。これは outboxディレクトリに保管されます
3. データ・ファイル。これは dataディレクトリに保管されます。
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これらのファイルはすべてサーバーで保持され、時間の経過とともに、ディスク・ストレージ・
スペースがいっぱいになる可能性があります。その場合、管理者はデータ管理で「アプリケー
ション・フォルダの保持」オプションを使用して、これらのファイルの一部を削除できます。
このオプションを使用すると、inbox、outboxおよび dataフォルダのディレクトリからファイ
ルをパージできます。データ管理では、フォルダごとに別々の保持日数パラメータを受け入れ
ます。特定のフォルダに値を指定しないと、 データ管理はそのフォルダをスキップします。
また、データ管理では、それぞれのフォルダの下にある inboxおよび outboxサブディレクト
リを確認して、ファイルがある場合は削除します。dataサブディレクトリでは、scriptsディ
レクトリにはカスタマ・スクリプトが保持されているため、データ管理でこのディレクトリは
スキップされます。
詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ管理の管理のアプリケーシ
ョン・フォルダの保守を参照してください。

直接統合の作成
他の Oracle Cloudサービス(即時利用可能な統合またはパッケージされた統合)に直接接続でき
るお客様は、ソース・データを定義し、データを必要なターゲット・フォーマットに変換する
ためのマッピング・ルールを作成し、定期的なデータ・ロード・プロセスを実行および管理し
ます。
直接統合を作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページで、  (作成)をクリックし、「統合」を選択します。
「統合の作成」ビューに、全般ページが表示されます。

2. 「名前」および「説明」に、新しい直接統合の名前および説明を入力します。
3. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択し
て、データのロード先を指定します。
ロケーションは、ソースおよびターゲットを関連するメンバー・マッピングとともにリン
クするために使用されます。異なるオプションおよびフィルタ条件を使用して、複数の統
合を同じロケーション内で定義できます。ロケーションは主に、統合へのアクセスを制御
するために使用されます。「ロケーションのセキュリティ」を使用して、エンド・ユーザー
へのアクセスを制御できます。
新しいロケーションを入力する場合は、ソースおよびターゲットを指定する必要がありま
す。統合を保存すると、データ統合によってロケーションが自動的に作成されます。
既存のロケーションを選択した場合は、データ統合によって「ソース」と「ターゲット」
の値が自動的に移入され、それらを変更することはできません。

4.  (ソースの選択)をクリックします。
5. 「ソースの選択」ページから、直接統合ソース・システムを選択します。
6.  (ターゲットの選択)をクリックします。
7. 「ターゲットの選択」ページから、ターゲット・アプリケーションを選択します。
8. 「ロケーション属性」から、ロケーション別にロードされるデータのタイプを指定します。
たとえば、USドルなどの機能通貨を選択できます。
詳細は、ロケーション属性の定義を参照してください。
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9. 「カテゴリ」で、ソース・システムのデータを分類し、ターゲット Oracle Fusion Cloud EPM
シナリオ・ディメンション・メンバーにマップするためのカテゴリを選択します。
詳細は、カテゴリ・マッピングの使用を参照してください。

10.「保存」をクリックします。

ディメンションのマッピング
ソース・データをアプリケーションのターゲット・ディメンションにマップします。また、式
を使用して簡単な変換ルールを定義できます。
ファイルベース統合についてディメンションをマップする際、ソース・ファイルにヘッダー・
レコードがある場合またはプレビュー・セクションで列見出しを定義した場合は、それぞれの
ディメンションのソース列を選択します。データ統合によって自動的に列番号が決定され、列
番号が移入されます。列番号を手動で入力することもできます。
直接統合については、ソース・アプリケーションからディメンションを選択し、ターゲット・
アプリケーションのディメンションにマップできます。
ファイルベース統合と直接統合のソースについてはどちらも、ソースおよびターゲット・ディ
メンションを操作するソースおよびターゲット式も適用できます。
ディメンションおよびメンバーのマッピングの詳細は、次のチュートリアルを視聴してくださ
い: Enterprise Planning Cloudでのファイルベース・データ統合用のディメンションおよびメン
バーのマッピング

ディメンション・マップの作成
ディメンションをマッピングするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

2. 「インポート・フォーマット」から、統合で使用するインポート・フォーマットの名前を選
択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

3. ファイルベース・ソースのみ: 「タイプ」から、ファイルのフォーマットを選択します。
使用可能なオプション:

• 区切り - 区切りファイル・フォーマットから数値データをロードします。
• 複数列の数値 - 選択したディメンションの複数のディメンション・メンバーの数値デー
タを、1行のデータでロードします。ロードするメンバーの定義は、ロード・ファイル
のヘッダー・レコードまたはインポート・フォーマット定義に含めることが可能です。

ノート:

複数列フォーマット・タイプは、EPM統合エージェントを使用して、オンプ
レミス・データ・ソースからデータまたはメタデータのサブセットをインポ
ートして Oracle Enterprise Performance Management Cloudに直接ロード
する場合は使用できません。かわりに、各金額を単一行にピボットする必要
があります。ディメンションのピボットの詳細は、データ・エクスポートの
ターゲット・アプリケーション・オプションを参照してください。
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• 区切り - すべてのデータ型 - 区切りファイル・フォーマットからすべてのデータ型をロ
ードします。

• 複数列 - すべてのデータ型 - 選択したディメンションの複数のディメンション・メンバ
ーのすべてのデータ型を、1行のデータでロードします。ロードするメンバーの定義
は、ロード・ファイルのヘッダー・レコードまたはインポート・フォーマット定義に
含めることが可能です。

ノート:

現時点では、「固定幅 - 数値データ」および「固定幅 - すべてのデータ型」は
サポートされていません。

4. 「ドリル URL」で、ドリルスルーに使用する URLを指定します。

ノート:

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementおよび Oracle ERP
Cloud GLのデータ・ソースには該当しません。

5. ファイルベース・ソースのみ: 「区切り文字」から、出力ファイルの列の区切りに使用する
文字を選択します。
区切りファイルには 1つ以上のレコードが含まれ、指定した区切り文字で各レコードの間
隔が設定されます。
使用可能なオプション:

• カンマ(,)

• パイプ(|)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• タブ
• チルダ(~)

ノート:

ソース・アプリケーションにカンマ付きのメンバーが含まれている場合、インポ
ート・フォーマット定義で別の区切り文字(TAB区切り文字を除く)を使用し、エ
クスポートを処理できます。出力ファイルは、データ交換ターゲット・アプリケ
ーション・オプションで定義された列の区切り文字オプション値を使用して作成
されることに注意してください。

6. マッピング・グリッドで、ソース・データロード・ファイルのソース列をターゲット・ア
プリケーションのディメンションにマッピングします。
ターゲット・アプリケーションのディメンションが自動的に移入されます。
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ファイルに対してインポート・フォーマットがすでに定義されている場合、ソース列とタ
ーゲット列が自動的にマッピングされます。
新規のインポート・フォーマットを追加する場合や、既存のインポート・フォーマットを
編集する場合は、次の手順を実行します:

• 「列」で、ファイルからインポートするフィールド番号を指定します。
• 「ソース・ディメンションの選択」で、ターゲット・アプリケーションに割り当てるソ
ース・ディメンションの名前を指定します。
同じディメンションの複数のソース列をターゲット・ディメンションにマッピングで
きます。たとえば、4つの"Account"ソース列をマッピングできます。

• ソースまたはターゲットの式を追加します。ソースまたはターゲットから直接値を操
作する式を割り当てます。
ソース式の使用およびターゲット式の使用を参照してください。

7. オプション: カンマ区切りファイルの場合、行の右側にある をクリックし、追加する行
をドロップダウンから選択することにより、インポート・フォーマットにマッピングする
追加行を選択します。
使用可能な行:

• ソース期間
– 年
– 期間
– 期間番号

• 通貨
• 属性
• 説明
• ディメンション行

– 勘定科目
– バージョン
– エンティティ
– 表示
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インポート定義のオプション 説明
スキップ 「スキップ」オプションは、スキップする入力フ

ァイル内の行を指定する場合に使用します。た
とえば、データがない行や負の数の行、あるいは
特定の勘定科目の行です。スキップ行の指定は、
データ行と同じ方法で定義されます。システム
は、入力ファイル内の指定されたロケーション
で、「式」フィールドに入力されたテキストと完
全に一致するテキストを検索します。
データ統合は、金額のロケーションにスペースや
数値以外の文字がある入力ファイルの行を自動
的にスキップします。このため、スキップの指定
が必要になるのは、入力ファイルの行の金額と同
じロケーションに金額以外のデータが存在する
場合のみです。たとえば、入力ファイルに"date"
という名前のラベルが含まれる場合があります。
エントリをスキップ行に追加して、テキスト
"date"の開始列、テキスト長、照合のための正確
なテキストを指定します。
「スキップ」行オプションは、固定と区切りのど
ちらのファイル・タイプでも使用できます。

属性 ファイルまたはその他のデータ・ソースから最大
40個の属性フィールドをインポートできます。
ファイルについては、入力フィールドのロケーシ
ョンを指定し、その他のデータ・ソースについて
は、ソース・アプリケーションからソース・ディ
メンションを指定できます。式を使用して固定
値を代入することもできます。
属性フィールドは、通常はドリルスルー URLの
作成や、履歴またはドキュメントのニーズのため
に使用されます。

ノート:

Financial Consolidation and Close
または Tax Reportingのソースを明
示期間マッピング・タイプと統合する
場合、マッピング年(SRCYEAR)および
マッピング期間(SRCPERIOD)が
ATTR2列に、年が ATTR3列に格納さ
れます。このため、Financial
Consolidation and Closeまたは Tax
Reportingからデータをインポートす
るときは、属性列 ATTR2および
ATTR3を他のディメンション・マッピ
ングに使用しないでください。
同様に、増減のソース属性をターゲッ
ト・ディメンションにマップするとき
は、増減を ATTR1列にマップするた
めの別のマップが自動的に作成されま
す。
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インポート定義のオプション 説明
説明 2つの説明列をインポートし、これらの列を属性

列と同じ方法でロードできます。説明を含む入
力行にロケーションを指定するか、明示的な値を
指定できます(マッピング表の「式」フィールド
に値を入力)。

通貨 データ統合では、選択したロケーションのデフォ
ルト通貨と異なる通貨のデータをロードできま
す。このオプションを使用すると、入力行に、関
連する金額フィールドの通貨を指定するロケー
ションを指定できます。ファイル・インポート・
フォーマットでは、データの各行に通貨を指定す
るか、選択したインポート・フォーマットを使用
するロケーションに通貨を指定します。

ノート:

通貨が正しく指定されない場合は、デ
ータをロードするときに問題が発生す
ることがあります。

ソース期間 期間ディメンションは、データ・ファイルの列と
してサポートされます。1つのファイルに複数期
間のデータがある場合、ターゲット・アプリケー
ションにロードされるデータ・ファイルの各デー
タ行に年と期間を含めることができます。イン
ポート・フォーマットからロード定義を定義し、
統合の実行時にソース期間を選択することによ
って、データ・ファイルから期間を列としてロー
ドします。

ディメンション行 データ統合では、ディメンション指定が同じ行の
複数のロケーションに渡るときに、インポート・
フォーマットで 1つのディメンションに複数の
エントリを指定できます。この機能を使用する
と、ファイルベースのデータのフィールドを連結
できます。このオプションを使用するには、ディ
メンションを選択して、開始位置と終了位置およ
び式を選択します。

8. オプション: インポート・フォーマットの行を複製するには、複製する行の右側にある
をクリックし、ドロップダウンから「複製」をクリックします。

9. オプション: インポート・フォーマットから行を削除するには、削除する行の右側にある
をクリックし、ドロップダウンから「削除」をクリックします。

10.「保存」をクリックします。

ターゲット式の使用
データをインポートする際、マップされたディメンションにターゲット式を適用できます。タ
ーゲット式を使用して、ソースから読み取ったソース値をターゲット・アプリケーションにロ
ードするターゲット・ディメンション値に変換できます。これらの式をメンバー・マッピング
のかわりに使用して、単純なデータ変換を実行できます。インポート式を使用する大規模なデ
ータ・セットの場合、変換によってデータ・ロードのパフォーマンスが向上します。
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サポートされるターゲット式タイプは次のとおりです。
• ソース値のコピー
• 接頭辞
• 接尾辞
• マップ
• 部分文字列
• 置換
• デフォルト
• Rtrim

• Ltrim

• Rpad

• Lpad

• 定数
• 丸め
丸め式は、金額ディメンションにのみ使用できます。

• 条件
• 分割
• SQL

• 大文字
• 小文字
• プロセス・マップ

ノート:

丸め式タイプを除き、ターゲット式タイプは金額ディメンションや属性、通貨、スキ
ップ行に適用できません。

ターゲット式を割り当てるには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

2. マッピング・グリッドで、ディメンションの右にある をクリックし、「ターゲット式の
編集」を選択して、ターゲット式の追加先のターゲット値を選択します。

3. ターゲット式の編集ページで、「式タイプ」をクリックし、ターゲット式を選択します。
4. 「ターゲット式の編集」画面で「式タイプ」をクリックし、ターゲット式を選択します。
5. ターゲット式に関連付けるすべてのパラメータを選択し、「OK」をクリックします。
ページに表示されるパラメータは、式タイプによって異なります。
ターゲット式タイプを削除するには、 をクリックします。
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ソース値のコピー
ソースの値をターゲットにコピーするには、ソースのコピー式タイプを使用します。
パラメータは、copysource()です。

接頭辞
固定の接頭辞を文字列に追加するには、「接頭辞」式タイプを使用します。
パラメータは、prefixです。
たとえば、接頭辞文字列 LE01をパラメータで指定するには、式 prefix("LE01")を使用しま
す。

マップ
「マップ」式は、ソース値をターゲット値にマップするために使用します。

Note:

「マップ」式タイプは、ファイルベースのクイック・モードのターゲット式でのみ使
用できます。

パラメータは(null,)です。
たとえば、ソース期間 Jan、Feb、Marをターゲット期間 P1、P2、P3にマップする場合の式
は map(PERIOD,Jan:P1|Feb:P2|Mar:P3)です。最初のパラメータとして、ディメンション名ま
たは式の 1つを使用できます。

接尾辞
固定の接尾辞を文字列に追加するには、「接尾辞」式タイプを使用します。
パラメータは、suffix("")です。たとえば、接尾辞"East"をカスタマ・コード・ディメンショ
ンに追加するには、式として suffix("East")と指定します。

部分文字列
文字位置(開始位置)と部分文字列長(抽出する文字数)に基づいて文字列から文字を抽出して返
すには、部分文字列式タイプを使用します。
substr(Dimension, position, length)という形式に従ってパラメータを使用します。たと
えば、ソース・エンティティ番号が"031010"の場合、2番目の文字位置から始まり、長さが 5
の部分文字列を返すには、式として substr(Entity, 2, 5)を指定します。この例では、結果
は 31010です。

置換
文字列を検索して特定の置換値と置き換えるには、「置換」式タイプを使用します。(置換値は、
文字列内の文字にできます。)
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replace(Dimension, "x","0")という形式に従ってパラメータを使用します。たとえば、勘定
科目番号が"123x456x"で、"x"を"0"に置き換える場合、式として replace(ACCOUNT , "x","0")
と指定します。この例では、結果は 12304560です。

デフォルト
ソースが空白の場合にデフォルト値を割り当てるには、「デフォルト」式タイプを使用します。
そうでない場合は、ソース値を割り当てます。
default(Dimension, "Default Value")という形式に従ってパラメータを使用します。たと
えば、デフォルト値"Working"をユーザー定義の"Version"ディメンションに割り当てるには、
default(UD1, "Working")を式として指定します。この例では、結果はWorkingです。

Rtrim

文字列の末尾(右側)の文字を削除するには、Rtrim式タイプを使用します。
rtrim(Dimension,"0")という形式に従ってパラメータを使用し、ディメンションと削除する文
字の両方を指定します。たとえば、ソースが"123000"で、末尾の"0"をすべて削除するには、式
として rtrim(Dimension, "0")と指定します。この例では、結果は 123です。

Ltrim

文字列の先頭(左側)の文字を削除するには、Ltrim式タイプを使用します。
ltrim(Dimension,"0")という形式に従ってパラメータを使用し、ディメンションと削除する文
字の両方を指定します。たとえば、ソースが"000123"で、先頭の"0"をすべて削除するには、式
として ltrim(Dimension, "0")と指定します。この例では、結果は 123です。

Rpad

文字列の右側を指定した長さまで特定の文字で埋めるには、Rpad式タイプを使用します。式
の長さより短い長さの値を指定すると、Rpadによって式が指定した長さに切り捨てられます。
埋め込む文字が指定されていない場合、スペースがデフォルトの埋込み文字です。
rpad(Dimension, length, "characters to pad")という形式に従ってパラメータを使用しま
す。たとえば、勘定科目値 1234の右側をゼロで埋めて 6文字の長さにするには、式として
rpad(Dimension, 6, "0")と指定します。この例では、結果は 123400です。

Lpad

文字列の左側を指定した長さまで特定の文字で埋めるには、Lpad式タイプを使用します。式の
長さより短い長さの値を指定すると、Lpadによって式が指定した長さに切り捨てられます。埋
め込む文字が指定されていない場合、スペースがデフォルトの埋込み文字です。
lpad(Dimension, length, "characters to pad")という形式に従ってパラメータを使用しま
す。たとえば、勘定科目値 1234の左側をゼロで埋めて 5文字の長さにするには、式として
lpad(Dimension, 5, "0")と指定します。この例では、結果は 01234です。

定数
定数値を列に割り当てるには、定数式タイプを使用します。ターゲット列の場合、ソース列に
関係なく定数が適用されます。
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パラメータは、constant("")です。たとえば、値"P_001"を Product列の各行に割り当てるに
は、constant("P_001")と指定します。この例では、結果は P_001です。

丸め
丸め式タイプを使用して、金額ディメンションのターゲット式で、指定した小数の長さ(精度
値)で数字を丸めます。
丸め式では、-12から 12までの精度値を指定できます。
round(AMOUNT,<decimal_precision>)という形式のパラメータを使用します
この例では、丸め式 round(AMOUNT,1)により、小数点以下 1桁で丸められます:

金額値の例: 結果
10.18 10.2
10.14 10.1
10.15 10.2

この例では、丸め式 round(AMOUNT,1)により、1の位で丸められます:

金額値の例: 結果
10.18 10
10.5 11
10.491 10

丸めの精度値は負にできます(-2など)。丸めの精度が負の場合、丸めは小数の右ではなく左で
行われます。
たとえば、金額が 574.194の場合に-2の丸め式を使用すると、結果は 600です。
(round(574.193,-2)。

条件
if-then-else文を指定して、条件が真と評価された場合はある値を返し、偽と評価された場合は
別の値を返すようにするには、条件式タイプを使用します。
パラメータは、condition=()です。たとえば、勘定科目値が"1100"の場合は"Cash"を返し、
1300-101の場合は"ShortTermRec"を返し、1300-102の場合は"AccruedTax"を返し、nullまた
は""の場合は"No Member"を返すには、次の式を使用します。
if (ACCOUNT == "1100") return "Cash"
else if (ACCOUNT == "1300-1else return Liability 01") return "ShortTermRec"
else if (ACCOUNT == "1300-102") return "AccruedTax"
// if then with or/and
if (ACCOUNT == null or ACCOUNT == "") return "No Member"

条件ソース式で、ユーザーは RECORDという用語を使用して、選択したディメンションだけ
でなく、式の入力行全体を参照できます。例:

例:
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サンプル入力ファイルが次の場合:

account,entity,icp,100

サンプル式は次のとおりです:

if (split(RECORD,",",3)=="icp") return "icp 2022"

結果のソース値は次に設定されます "icp 2022"。ソースが式を使用して設定されると、必要に
応じてソースを変換するためにターゲット式またはマッピングを使用できます。

分割
区切り文字に基づいてソースの値を分割し、値を分割した後の n値を返すには、分割式タイプ
を使用します。この式タイプは、文字列を区切って分割する場合に便利です
split(Dimension, "delimiter", component number)という形式に従ってパラメータを使用
し、文字列を区切る区切り文字と返す構成要素を選択します。たとえば、ソースの勘定科目番
号が 110-20-312300-500で、文字列の 3番目の構成要素が必要な場合、split(ACCOUNT, "-",
3)と指定します。この例では、結果は 312300です。

SQL

SQL INSERT文で値に使用できる任意の SQL式を割り当てるには、「SQL」式タイプを使用し
ます。ソース値を使用するには、値を$ $で囲みます。たとえば、UD1を参照する場
合、$UD1$と指定します。ソース式には 1つのソース値のみを使用します。

ノート:

$MyAccount$などのようにディメンション名は使用することはできません。インポ
ート・フォーマットで使用されているディメンションのみを参照できます。
TDATASEG表のどの列も参照できません。(ディメンションの列の名前は、アプリケ
ーション詳細ページの「データ表列名」フィールドでわかります。)

パラメータは、sql("")です。たとえば、UD4ソース値が"031010"の場合は値"S1"を返し、そ
れ以外の場合は値"S2"を返すには、sql("CASE WHEN $UD4$ = ’031010’ THEN ‘S1’ ELSE ‘S2’
END")という SQL式を指定します。

toPeriod

ソース・システムの期間名に基づいて期間ディメンション・メンバーを導出するには、toPeriod
ターゲット式タイプを使用します。
単純な Java日付形式を使用して、ソース期間名の形式を提供します。たとえば、ソース期間
が Jan-20の場合、期間ディメンション名を導出するには、式 toPeriod(PERIOD, "MMM-yy",
"Mon")を使用します。

toYear

ソース・システムの期間名に基づいて年ディメンション・メンバーを導出するには、toYearタ
ーゲット式を使用します。
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単純な Java日付形式を使用して、ソース期間名の形式を提供します。たとえば、ソース期間
が Jan-20の場合、年ディメンション名を導出するには、式 toYear(YEAR, "MMM-yy", "FY+YY")
を使用します

大文字
大文字式タイプは、列を大文字に変換するために使用します。
パラメータは()です(たとえば、upper())。

小文字
小文字式タイプは、列を小文字に変換するために使用します。
パラメータは()です(たとえば、lower())。

プロセス・マップ
プロセス・マップ式は、マップするメンバーとしてディメンションを明示的に指定するために
使用します。
パラメータは processMap()です。

Note:

プロセス・マップ式タイプは、ファイルベースのクイック・モードのターゲット式で
のみ使用できます。

ソース式の使用
データをインポートする際、ソース・ディメンションにソース式を適用できます。ソース式を
使用して、ファイルから読み取られたソース値を拡張および変換できます。たとえば、Rpad式
タイプを使用してソース・ディメンション値の右側にパディング(文字を追加)し、特定の長さ
になるようにします。
金額ソース・ディメンションの場合、次のソース式タイプを使用できます。
• Fill: ヨーロッパ式表記から米国式表記への変換(Fill)を参照してください。
• DRCRSplit: 借方と貸方の列の表示(DRCRSplit)を参照してください。
• Sign: 標準以外の数値符号規則の使用(Sign)を参照してください。
• Factor: 整数係数および小数係数による乗算(Factor)を参照してください。
• NZP: ゼロの抑制の使用不可(NZP)を参照してください。
• ドライバ
金額ディメンションに対するソース式の適用の詳細は、金額ディメンションに対するソース式
の使用を参照してください。
金額以外のソース・ディメンションには、次のソース式タイプを使用できます。
• 接頭辞
• 接尾辞

第 9章
ディメンションのマッピング

9-29



• 連結
• 部分文字列
• 置換
• デフォルト
• Rtrim

• Ltrim

• Rpad

• Lpad

• 定数
• 条件
• 分割

ノート:

ソースには SQLを除くすべてのターゲット式を使用できます。

ソース式を割り当てるには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

2. 「インポート・フォーマット」から、統合で使用するインポート・フォーマットの名前を選
択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

3. ファイルベースのソースのみ。オプション: 「タイプ」でファイルのフォーマットを選択し
ます。
ファイル・フォーマットの詳細は、ディメンション・マップの作成を参照してください。

4. マッピング・グリッドで、ディメンションの右にある をクリックし、「ソース式の編集」
を選択して、ソース式の追加先のソース値を選択します。

5. 「ソース式の編集」画面で「式タイプ」をクリックし、ソース式を選択します。

ノート:

金額ディメンションに適用できるソース式タイプは、Fill、DRCRSplit、Sign、
Factorおよび NZPです。複数のソース式を金額ディメンションに適用すること
もできます。金額ディメンションには、定数、Lpadおよび Rpadの式タイプは使
用できません。

6. 「ソース式の編集」画面から、ソース式に関連付けるすべてのパラメータを選択し、「OK」
をクリックします。
ページに表示されるパラメータは、式タイプによって異なります。
ソース式タイプを削除するには、 をクリックします。
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金額ディメンションに対するソース式の使用
金額ソース・ディメンションの場合、次のソース式タイプを使用できます。
• Fill - ヨーロッパ式表記から米国式表記への変換(Fill)を参照してください。
• DRCRSplit - 借方と貸方の列の表示(DRCRSplit)を参照してください。
• Sign - 標準以外の数値符号規則の使用(Sign)を参照してください。
• Factor - 整数係数および小数係数による乗算(Factor)を参照してください。
• NZP - ゼロの抑制の使用不可(NZP)を参照してください。
• Driver - ドライバを参照してください。
ソース式タイプの適用の詳細は、ソース式の使用を参照してください。

ヨーロッパ式表記から米国式表記への変換(Fill)

数値フォーマットを変換するキーワードを使用して金額ディメンションに入力するには、Fill式
タイプを使用します。通常、Fillは、パラメータ fill=EuroToUSとして使用し、(.,)から(,.)への
数値フォーマットの変換をトリガーします。
パラメータは、fill=です。たとえば、fill=EuroToUSと指定すると、10.000,00が 10,000.00
に変換されます。

標準以外の数値符号規則の使用(Sign)

標準以外の数値符号規則を管理するには、Sign式タイプを使用します。前後にマイナス記号の
付いた数値、およびカッコで囲まれた数値は、負数と解釈されます。他の先行文字や後続文字
を使用して負数を表すこともできます。
<>の間の数も負数として扱われます。たとえば、(100.00)および<100.00>を指定した場合、両
方とも負数として扱われます。
正数が符号なしの(1,000.00)で、負数の後に CR (1,000.00CR)が続く場合、式は Sign=,CRにな
ります。
Sign=[Positive String],[Negative String]という形式に従ってパラメータを使用します。
たとえば、正数の後に DR (1,000.00DR)、負数の後に CR (1,000.00CR)が続く場合、Sign=DR,CR
と指定します。

整数係数および小数係数による乗算(Factor)

ソース・ファイルの金額にユーザー定義の値を掛けるには、Factor式タイプを使用します。こ
のタイプの式を使用すると、数値因子によりファイル内のデータを拡張できます。この式を使
用すると、データを 2倍または半分にできます。
Factor=という形式に従ってパラメータを使用し、データを乗算するためのユーザー定義の整
数または小数を指定します。たとえば、金額を 12500から 12500000に変換するには、
Factor=1000を使用します。

借方と貸方の列の表示(DRCRSplit)

固定フォーマットのテキスト・ファイルの分割数値列を解析するには、DRCRSplit式タイプを
使用します。デフォルトでは、「金額」フィールドの数値が借方であるとみなされます。ただ
し、借方値を左側、貸方値を右側に各自配置できます。
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この式を使用するには、借方の開始(たとえば、列 56)と、貸方列の終わりまでの列の長さ(たと
えば、40文字)を指定します。中間点は 20で、20の左側の数字は借方、右側の数字は貸方で
す。
drcrsplit=Mid Point of the DR and CR columnsという形式に従ってパラメータを使用しま
す。たとえば、式 drcrsplit=16を使用して、中間点(16)の左側の数字が借方で、中間点(16)の
右側の金額が貸方であることを指定します。
ファイルのインポート時は、貸方金額には負の符号が割り当てられ(したがって、正数として解
釈されます)、借方金額は変更されないままです(したがって、負数として解釈されます)。

ゼロの抑制の使用不可(NZP)

データ・ロード・プロセス時にゼロの抑制を無効にする場合、NZP式を使用します。デフォル
トでは、ゼロ・バランスのある試算表の勘定科目はバイパスされます。環境によっては、勘定
科目をすべてロードして、ゼロである必要がある値を確実に置換する必要があります。「勘定科
目」フィールドの「式」列に NZPと入力すると、ゼロの抑制を使用不可にできます。
パラメータは、NZPです。

ノート:

空白行は、データ統合で処理できません。ソース・ファイルの空白を"0"で置換し、「金
額」列のインポート・フォーマットで NZP式を使用して、ターゲットに 0をロード
します。

ドライバ
ファイルベースのソースのみの統合では、「ディメンションのマッピング」で「タイプ」が「複
数列 - すべてのデータ型」として選択されている場合、Driverソース式を使用して、選択した
ディメンションの複数のディメンション・メンバーのすべてのデータ型を、1行のデータでロ
ードします。ロードするメンバーの定義は、ロード・ファイルのヘッダー・レコードまたはイ
ンポート・フォーマット定義に含めることが可能です。サポートされているデータ型は、数値、
テキスト、スマートリスト、日付です。ドライバ・ディメンション・メンバーは統合(およびヘ
ッダー・レコードまたはインポート・フォーマット(メンバー式))で割り当てることができます。
このソース式は、インポート・フォーマットにメンバーが指定されていない場合、またはイン
ポート・フォーマットにヘッダー行が指定されていない場合にのみ統合に表示されます。
パラメータは null,"", "",""です。たとえば、列ディメンションを"勘定科目"として定義し、
列 3および 5から 8までをインポートし、ヘッダー行 2を使用して勘定科目の値を決定するに
は、Driver=Account;HeaderRow=2;Column=3|5,8;を指定します。
別の例として、Driver=Account;Member="OWP_Employee
Type","OWP_FTE","OWP_Applicable Union Code", "OWP_Merit Month";Column=3|4|7|5;
を指定できます。この場合、列ディメンションは"勘定科目"でインポート列は 3、4、5、7で
す。勘定科目のターゲット値がメンバーの後にリストされます。
列の範囲を指定するには, (カンマ)を使用します。たとえば、3,8は列 3から 8を示します。個
別の列を指定するには、| (パイプ)を使用します。3|6|8は、列 3、6、8を示します。
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連結
連結式タイプでは、異なる列のテキストを組み合せて、区切り文字で列名を区切った新しい列
を作成できます。たとえば、連結式タイプのパラメータ("1-5", "*")を使用すると、列 1-5のテキ
ストを組み合せ、アスタリスク(*)区切り文字で列名を区切った新しい列が作成されます。
連結式タイプのパラメータは、("", "")パラメータです。
連結式タイプは、ファイルベースのクイック・モードのソース式でのみ使用できます。

メンバーのマッピング
メンバーのマッピングによって、ソース値をそれぞれのターゲット・ディメンションの有効な
メンバーに変換できます。特定のディメンションのターゲット・メンバーを導出するターゲッ
ト式を定義している場合、メンバー・マッピングを定義する必要はありません。条件付きター
ゲット式を使用すると、条件の対象とならない残りのソース値についてメンバー・マッピング
を定義できます。ターゲット式を使用してデータ変換を実行できる場合は、メンバーをマップ
するのではなく、それを使用することを強くお薦めします。データ・セットが大きい場合、タ
ーゲット式を使用した変換ではメンバー・マッピングと比べてパフォーマンスが大幅に向上し
ます。
マッピングは、親ロケーションを使用して複数の統合で共有できます。マッピングは、勘定科
目、エンティティ、ICP、UD1、UD2などというデフォルトの順序で各ディメンションについ
て処理されます。アプリケーション定義で計算シーケンスを変更することによって、マッピン
グ順序を上書きできます。

メンバー・マッピングの追加
変換用のソース値を処理する場合、特定のソース値に複数のマッピングが適用される場合があ
ります。優先度の順位は、「明示」、「範囲」、「含む」、マルチディメンショナル、「類似」の順で
す。
メンバー・マッピングを追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. 別の統合からマップを共有する場合は、「ロケーション参照」を選択します。
現在の統合のマップを定義する場合にロケーション参照を指定する必要があります。

3. 「ディメンション」ドロップダウンから、メンバー・マッピングを編集または追加する先の
ディメンションを選択します。

4. (「追加」アイコン)をクリックして、新しいメンバー・マッピングを追加します。

また、マッピングを選択して「編集」アイコン をクリックすると、新しいマッピング
を追加せずに、必要に応じて既存のマッピングを編集することもできます。

5. メンバー・マッピングの追加ページの「ソース」で、「マッピング・タイプ」ドロップダウ
ンからメンバー・マッピング・タイプを選択し、ソース値を指定します。
メンバー・マッピングのタイプ:
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マッピングのタイプ 説明 関連項目

ソース値をターゲット値と照合
して、完全一致したターゲット
値で置換します。
明示マッピングは、1対 1のマ
ッピングです。たとえば、ソー
ス値"ABC"はターゲット値"123"
に置換されます。

「明示」マッピングの使用

連続したソース値範囲を 1つの
ターゲット値で置換します。
たとえば、「001」から「010」ま
での範囲が 1つの値に置換され
ます。
別の例として、300000から
3001999までの勘定科目を利益
剰余金にマッピングするが、勘
定科目 310000を資本拠出また
は配当にする必要があるとしま
す。

「範囲」マッピングの使用

1つのターゲット値にマッピン
グする非シーケンシャルな(連続
しない)ソース値をリストしま
す。
この場合、1つのマッピング内で
複数の値が 1つの値にマッピン
グされるため、(明示マップでは
必要な)複数のルールを作成する
必要がなくなります。
たとえば、ソース勘定科目
1503、1510および 1515をター
ゲット勘定科目 15000010にマ
ッピングできます。

「含む」マッピングの使用

特殊文字を使用して、ソース値
の文字列を照合し、それをター
ゲット値にマッピングします。
類似マッピングでは、アスタリ
スク(*)および疑問符(?)のワイ
ルドカード文字を使用します。
アスタリスクは、任意の数の文
字を表すプレースホルダです。
たとえば、1190*と指定すると、
勘定科目 1190、1190100および
1190-200が現金ターゲット勘
定科目にマッピングされます。
疑問符は、1文字を表すプレース
ホルダです。たとえば、119?と
いうソース勘定科目は、119で
始まる 4文字を含むソース勘定
科目のみにマッピングされま
す。

「類似」マッピングの使用
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マッピングのタイプ 説明 関連項目
マルチディメンション・マッピ
ングを使用すると、ソース列値
の特定の組合せに対してターゲ
ット値を割り当てることができ
ます。
この機能を使用すると、ターゲ
ット・アプリケーションで使用
可能でないディメンションにデ
ータをロードできます。
たとえば、勘定科目ディメンシ
ョンのマッピングは、エンティ
ティ、製品およびプロジェクト
のソース値に基づいて定義でき
ます。
さらに、ターゲット・アプリケ
ーション登録に追加された参照
ディメンションを選択できま
す。これらのディメンション
は、ターゲット・アプリケーシ
ョンに存在しないソース・ディ
メンションを含みます。これら
により、マルチディメンション・
フィルタの作成の柔軟性が増し
ます。これで、条件付きのデー
タ・ロードが容易になります。

マルチディメンショナル・マッ
ピングの使用
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マッピングのタイプ 説明 関連項目

ノート:

「正規表現」マッピン
グ・タイプは、クイッ
ク・モード-ファイル・
ベース・ロードで使用
できます。
詳細は、ファイルベー
スのロードでのクイ
ック・モードの使用を
参照してください。

テキストの一致パターンを指定
する文字列を使用する正規表
現。
このマッピング・タイプはソー
ス・レコードでのみ使用可能で
す。
Java対応の正規表現のみを使用
できます。
たとえば、ソース・レコードで
5桁が含まれる行を無視する正
規表現を適用する場合は、.*
\d{5}と指定し、ターゲットで
IGNOREと指定します。
その他の例:
110[1-9]{3}999 -先頭が 110で、
任意の 3つの数字が続き、末尾
が 999
^[A-Z][1-5]{5} -先頭がアルファ
ベットの大文字、その後に 1か
ら 5までの 5つの数字が続く
^1[1-5]{5}9{3} -先頭が 1で、1
から 5までの任意の 5つの数字
が続き、末尾が 999
正規表現は、個々のフィールド
に加えてレコード全体にも定義
できます。これにより、レコー
ド文字列全体の複数のフィール
ドに対して正規表現を定義でき
ます。式は、$RECORD$regexの
フォーマットで指定します。
たとえば、次の内容から値
3121,14020を持つレコードを
フィルタするには、
"USD","0000","0000","00
00","0000","Ending 
Balance","Vision Foods 
- USA IFRS 
SecLed","3099","31010",
"000","Actual","YTD","0
000","Total",0.0
"USD","0000","0000","00
00","0000","Ending 
Balance","Vision Foods 
- USA IFRS 
SecLed","3111","11010",
"000","Actual","YTD","0
000","Total",-70346.2
"USD","0000","0000","00
00","0000","Ending 
Balance","Vision Foods 
- USA 
Ledger","3121","14020",
"000","Actual","YTD","0

参照:
• 演習: 正規表現
• 正規表現
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マッピングのタイプ 説明 関連項目
000","Total",4.22847502
2E7

次の式を使用します
$RECORD$[a-z,A-Z]{3},
[0-9]{4},[0-9]{4},[0-9]
{4},[0-9]{4},[a-z,A-
Z,\s]*,[a-z,A-
Z,\s,-]*,3121,14020,
[0-9]*,[a-zA-Z]*,[A-
Z]*,[0-9]*,[A-Z,a-z]*,
[0-9]*.[0-9]*

ノート:

変換用のソース値を処理する場合、特定のソース値に複数のマッピングが適用さ
れる場合があります。優先度の順位は、「明示」、「範囲」、「含む」、マルチディメ
ンショナル、「類似」の順です。「範囲」タイプと「類似」タイプ間ではマッピン
グが重複する場合があります。

6. 「ターゲット」に、ディメンション・メンバー名のターゲット値を入力します。
個々のメンバーをターゲットとして入力することも、 をクリックし、メンバー・セレク
タを使用して値を選択することもできます。

7. 「処理順序」で、マッピングの順序を指定します。
マッピング・タイプ内の優先度レベルは、処理順序により決定されます。マッピングは、
マッピング・タイプ内の名前のアルファベット順に処理されます。「数字」も順序付けに使
用できます。たとえば、十単位または百単位で採番する場合は、既存の値の間に新しい値
を挿入できます。マッピングに 10、20および 30の番号が付いている場合は、25から開始
するマッピングを追加でき、他のマッピングの名前を変更する必要はありません。

8. 「説明」にマッピングの説明を入力します。
9. 指定したターゲット勘定科目の符号を反転させる場合は、「符号の変更」を選択します。
このオプションは、多くの場合、収益および負債/資本ソース勘定科目の試算表の符号が負
数の場合に一般会計ソース・データで使用します。アプリケーションでは、多くの場合、
数値は正の値として格納されるため、符号の変更オプションを使用して貸方残高を正にす
ることができます。

ノート:

「符号の変更」オプションは、クイック・モード・ロードではサポートされていま
せん。

10.「OK」をクリックします。
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オプションで、マッピングを選択して をクリックすると、メンバー・マッピングを編
集できます。

マッピングを選択して をクリックすると、メンバー・マッピングを削除できます。

「明示」マッピングの使用
「明示」メンバー・マッピングを使用するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. 「編集」をクリックします。
3. 「ディメンション」ドロップダウンから、メンバー・マッピングを編集または追加する先の
ディメンションを選択します。

4. (「追加」アイコン)をクリックして、新しいメンバー・マッピングを追加します。
また、新しいマッピングを追加せずに、必要に応じて既存のマッピングを編集することも
できます。

5. 「ソース」で、「マッピング・タイプ」ドロップダウンから をクリックし、ソース値を
指定します。

ノート:

変換用のソース値を処理する場合、特定のソース値に複数のマッピングが適用さ
れる場合があります。優先度の順位は、「明示」、「範囲」、「含む」、マルチディメ
ンショナル、「類似」の順です。

6. 「ターゲット」に、ディメンション・メンバー名のターゲット値を入力します。
7. 「説明」にマッピングの説明を入力します。
8. 指定したターゲット勘定科目の符号を反転させる場合は、「符号の変更」を選択します。
このオプションは、多くの場合、収益および負債/資本ソース勘定科目の試算表の符号が負
数の場合に一般会計ソース・データで使用します。Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementアプリケーションでは、正数は貸方としてロードされることが
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多く、負数はすべて借方としてロードされます。その結果、符号を反転させることができ
ます。

ノート:

「符号の変更」オプションは、クイック・モード・ロードではサポートされていま
せん。

9. 「保存」をクリックします。

「範囲」マッピングの使用
「範囲」メンバー・マッピングを使用するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. 「編集」をクリックします。
3. 「ディメンション」ドロップダウンから、メンバー・マッピングを編集または追加する先の
ディメンションを選択します。

4. (「追加」アイコン)をクリックして、新しいメンバー・マッピングを追加します。
また、新しいマッピングを追加せずに、必要に応じて既存のマッピングを編集することも
できます。

5. 「ソース」で、「マッピング・タイプ」ドロップダウンから をクリックし、ソース値を
指定します。
ソース値はカンマで区切り、100,199のように指定します。「範囲」マッピングでは、アス
タリスクなどの特殊文字はサポートされていません。

ノート:

変換用のソース値を処理する場合、特定のソース値に複数のマッピングが適用さ
れる場合があります。優先度の順位は、「明示」、「範囲」、「含む」、マルチディメ
ンショナル、「類似」の順です。

6. 「ターゲット」に、ディメンション・メンバー名のターゲット値を入力します。
7. 「処理順序」で、マッピングの順序を指定します。
マッピング・タイプ内の優先度レベルは、処理順序により決定されます。マッピングは、
マッピング・タイプ内の名前のアルファベット順に処理されます。「数字」も順序付けに使
用できます。たとえば、「数値」を処理に使用する場合、処理順序は英数字のソート順で
す。10、20、30、100が順序としてある場合、処理順序は 10、100、20、30になります。
処理順序に数値を使用する場合は、すべてのマップについて同じ桁数を使用してください。

8. 「説明」にマッピングの説明を入力します。
9. 指定したターゲット勘定科目の符号を反転させる場合は、「符号の変更」を選択します。
「符号の変更」オプションは、多くの場合、収益および負債/資本ソース勘定科目の試算表
の符号が負数の場合に一般会計ソース・データで使用します。EPMアプリケーションで
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は、正数は貸方としてロードされることが多く、負数はすべて借方としてロードされます。
その結果、符号を反転させることができます。

ノート:

「符号の変更」オプションは、クイック・モード・ロードではサポートされていま
せん。

10.「保存」をクリックします。

「含む」マッピングの使用
「含む」メンバー・マッピングを使用するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. 「編集」をクリックします。
3. 「ディメンション」ドロップダウンから、メンバー・マッピングを編集または追加する先の
ディメンションを選択します。

4. (「追加」アイコン)をクリックして、新しいメンバー・マッピングを追加します。
また、新しいマッピングを追加せずに、必要に応じて既存のマッピングを編集することも
できます。

5. 「ソース」で、「マッピング・タイプ」ドロップダウンから をクリックし、ソース値を
指定します。
ソース値はカンマで区切り、100,199のように指定します。「範囲」マッピングでは、アス
タリスクなどの特殊文字はサポートされていません。

ノート:

変換用のソース値を処理する場合、特定のソース値に複数のマッピングが適用さ
れる場合があります。優先度の順位は、「明示」、「範囲」、「含む」、マルチディメ
ンショナル、「類似」の順です。

6. 「ターゲット」に、ディメンション・メンバー名のターゲット値を入力します。
7. 「処理順序」で、マッピングの順序を指定します。
マッピング・タイプ内の優先度レベルは、処理順序により決定されます。マッピングは、
マッピング・タイプ内の名前のアルファベット順に処理されます。「数字」も順序付けに使
用できます。たとえば、「数値」を処理に使用する場合、処理順序は英数字のソート順で
す。10、20、30、100が順序としてある場合、処理順序は 10、100、20、30になります。
処理順序に数値を使用する場合は、すべてのマップについて同じ桁数を使用してください。

8. 「説明」にマッピングの説明を入力します。
9. 指定したターゲット勘定科目の符号を反転させる場合は、「符号の変更」を選択します。
「符号の変更」オプションは、多くの場合、収益および負債/資本ソース勘定科目の試算表
の符号が負数の場合に一般会計ソース・データで使用します。Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementアプリケーションでは、正数は貸方としてロードさ
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れることが多く、負数はすべて借方としてロードされます。その結果、符号を反転させる
ことができます。

ノート:

「符号の変更」オプションは、クイック・モード・ロードではサポートされていま
せん。

10.「保存」をクリックします。

「類似」マッピングの使用
「類似」メンバー・マッピングを使用するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. 「編集」をクリックします。
3. (「追加」アイコン)をクリックして、新しいメンバー・マッピングを追加します。
また、新しいマッピングを追加せずに、必要に応じて既存のマッピングを編集することも
できます。

4. 「ソース」で、「マッピング・タイプ」ドロップダウンから をクリックし、ソース値を
指定します。
「類似」マッピングのソース値を指定する場合、パラメータとして特殊文字を使用できま
す。「類似」マッピングのソース値式での特殊文字の使用を参照してください。

ノート:

変換用のソース値を処理する場合、特定のソース値に複数のマッピングが適用さ
れる場合があります。優先度の順位は、「明示」、「範囲」、「含む」、マルチディメ
ンショナル、「類似」の順です。

5. 「ターゲット」に、ディメンション・メンバー名のターゲット値を入力します。
6. 「処理順序」で、マッピングの順序を指定します。
マッピング・タイプ内の優先度レベルは、処理順序により決定されます。マッピングは、
マッピング・タイプ内の名前のアルファベット順に処理されます。「数字」も順序付けに使
用できます。たとえば、「数値」を処理に使用する場合、処理順序は英数字のソート順で
す。10、20、30、100が順序としてある場合、処理順序は 10、100、20、30になります。
処理順序に数値を使用する場合は、すべてのマップについて同じ桁数を使用してください。

7. 「説明」にマッピングの説明を入力します。
8. 指定したターゲット勘定科目の符号を反転させる場合は、「符号の変更」を選択します。
「符号の変更」オプションは、多くの場合、収益および負債/資本ソース勘定科目の試算表
の符号が負数の場合に一般会計ソース・データで使用します。EPMアプリケーションで
は、正数は貸方としてロードされることが多く、負数はすべて借方としてロードされます。
その結果、符号を反転させることができます。
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ノート:

「符号の変更」オプションは、クイック・モード・ロードではサポートされていま
せん。

9. 「保存」をクリックします。

「類似」マッピングのソース値式での特殊文字の使用
ソース値およびターゲット値の式には、1つ以上の特殊文字を指定できます。特殊文字は、「類
似」マッピングでのみサポートされています。
• アスタリスク(*)

アスタリスク(*)は、ソース値を表します。アスタリスク(*)には、1文字以上の接頭辞また
は接尾辞を追加でき、その接頭辞または接尾辞でソース値がフィルタ処理されます。ワイ
ルド・カードは、ソース内に存在するものは何でも取得し、それをターゲット列に、通常
は接頭辞を追加して入れます。

• 疑問符(?)

疑問符(?)は、ソース値から 1文字を削除します。1つ以上の疑問符(?)を式で使用できま
す。また、疑問符と他の式を組み合せて使用することもできますたとえば、A??は、Aで始
まり、その後に 2文字が続くメンバーを検索し、そのメンバーを選択するか、2文字を取
り除きます。

• <1>、<2>、<3>、<4>、<5>

連結された値を含む行を処理し、対応する値を抽出します。ソース・メンバーでは、区切
り文字としてアンダースコア (_)記号を使用する必要があります。

ノート:

<1>、<2>、<3>、<4>、<5>は疑問符(?)とは併用できますが、アスタリスク(*)と
は併用できません。

• <空白>

空白文字(スペース )を含む行のみを処理します。
ソース・メンバーが' 'である場合にのみ式が<BLANK>として読み込まれます。この場合、
一重引用符が単一のスペース文字を囲みます。ソースに NULLがあり、,,のように、また
は" "で囲まれるスペースとして表示される場合は、<BLANK>としての NULLは解釈されま
せん。'<space char>式のみ解釈されます。

ノート:

<BLANK>表記はソースとターゲットの両方の式で使用できます。ターゲット式
で使用する場合は、ターゲットに空白が書き込まれます。
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表 9-1 特殊文字を使用した式の例

使用する特殊文字 マッピング・タイプ ソース値 ターゲット値 結果 ノート
* データのロード * 1000 1000の戻り値は

1000
WXYZの戻り値は
1000

この例では、すべて
の行が処理され、ソ
ース値がデフォル
ト値 1000で上書
きされます。
この式では、WXYZ
も 1000を返しま
す。ソース値にア
スタリスクを 1つ
入力したため、すべ
てのソース値がタ
ーゲット値 1000
に置き換わります。

* データのロード * * 1000の戻り値は
1000
WXYZの戻り値は
WXYZ

この例では、すべて
の行が処理され、ソ
ース値は同じ値に
置き換わります。

* ストリップ * A* 101の戻り値は
A101

すべてのソース・メ
ンバーを処理し、前
に「A」を追加しま
す。

* ストリップ *_DUP * 1000_DUPの戻り
値は 1000

「_DUP」で終わるソ
ース値のみを処理
して、それを除去し
ます。

? ストリップ ?* * A1000の戻り値は
1000
B2000の戻り値は
2000

この結果、1文字以
上のソース値のみ
が処理されます。
最初の文字を取り
除きます。

? ストリップ *???? * 1000_DUPの戻り
値は 1000
A1000の戻り値は
A

この結果、4文字以
上のソース値のみ
が処理されます。
末尾の 4文字を取
り除きます。

<1>, <2>, <3>, <4>,
<5>

データのロード <1> * 01_420の戻り値
は 01

<1>, <2>, <3>, <4>,
<5>

データのロード <2> * 01_420の戻り値
は 420

<1>, <2>, <3>, <4>,
<5>

データのロード <3> * 01_420_AB_CC1_0
01の戻り値は AB

<1>, <2>, <3>, <4>,
<5>

ストリップ ?<1> * A01_420の戻り値
は 01

<BLANK> データのロード <BLANK> [None] ' 'の戻り値は
[None]
'01_ 'の戻り値は
[None]

一重引用符は説明
用です。
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ターゲット値式での特殊文字の使用
アスタリスク(*)はターゲット式でのみ使用でき、アスタリスク(*)文字には任意の数の接頭辞ま
たは接尾辞を追加できます。統合を実行すると、アスタリスク(*)は結果のソース値に置き換え
られます(独自のソース式がある場合とない場合があります)。ターゲット・アプリケーション
で指定した接頭辞または接尾辞に連結されます。
例:

ターゲット値:

A*

結果:

1000 = A1000

ターゲット値:

*_DUP

結果:

1000 = 1000_DUP

マルチディメンショナル・マッピングの使用
マルチディメンショナル・マッピングを使用する場合、ソースは 75文字以下である必要があ
ります。
マルチディメンショナル・マッピングを追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. をクリックします。
3. メンバー・マッピングの追加ページの「ソース」で、「複数ディメンション」を選択しま
す。

4. 「ディメンション」をクリックし、ソース列値のディメンションを選択します。
5. メンバー・マッピング・タイプ・アイコンをクリックし、ソース列値のマッピングに使用
する方法を選択します。
使用可能なタイプは次のとおりです。
• 明示
• 範囲
• 類似
• 含む
• 複数ディメンション
これらのタイプの詳細は、メンバー・マッピングの追加を参照してください。

6. 入力ボックスで、ソース値文字列を指定します。

第 9章
メンバーのマッピング

9-44



7. (「追加」アイコン)をクリックして、マルチディメンショナル条件に新規のメンバー・マ
ッピング・タイプを追加します。

8. 「ターゲット」に、マップを定義するターゲット・ディメンション・メンバーを入力しま
す。
メンバーの選択ページの

をクリックすることもできます。
マルチディメンショナル・マッピングのターゲット値は、明示的なメンバー名である必要
があります。ワイルドカードまたは特殊文字はサポートされません

9. 「処理順序」で、マップの処理が発生する順序を指定します。
順序は、アルファベットまたは数値で指定できます。アルファベット順を指定した場合、
マッピングは、マッピング・タイプ内の名前のアルファベット順に処理されます。
アルファベット順を使用した場合、統合名を使用してマップを処理できるため、マップは
マッピング・タイプ内の名前のアルファベット順に処理されます。「数字」も順序付けに使
用できます。たとえば、十単位または百単位で採番する場合は、既存の統合の間に新しい
統合を挿入できます。たとえば、統合に 10、20、30の番号が付いている場合は、25から
開始する統合を追加すると、他の統合の名前を変更する必要がありません。

ノート:

変換用のソース値を処理する場合、特定のソース値に複数のマッピングが適用さ
れる場合があります。優先度の順位は、「明示」、「範囲」、「含む」、マルチディメ
ンショナル、「類似」の順です。「範囲」タイプと「類似」タイプ間ではマッピン
グが重複する場合があります。

10.「説明」にマッピングの説明を入力します。
11. 選択したターゲット勘定科目の符号を反転させる場合は、「符号の変更」を選択します。
「符号の変更」オプションは、多くの場合、収益および負債/資本ソース勘定科目の試算表
の符号が負数の場合に一般会計ソース・データで使用します。EPMアプリケーションで
は、正数は貸方としてロードされることが多く、負数はすべて借方としてロードされます。
その結果、符号を反転させることができます。

ノート:

「符号の変更」オプションは、クイック・モード・ロードではサポートされていま
せん。

12.「適用先」で、選択したマッピングを適用する統合を選択します。
デフォルトでは、あるロケーションで指定されたマッピングは、そのロケーションに関連
付けられたすべての統合に適用可能です。
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13.「保存」をクリックします。

マルチディメンショナル・マッピングでの特殊文字の使用
ソース値とターゲット値の式では、特殊文字を使用できます。これらの文字(通常は?および*)
には、1文字以上の接頭辞または接尾辞を追加でき、その接頭辞または接尾辞でソース値がフ
ィルタ処理されます。
特殊文字は次のとおりです。
• アスタリスク(*) - アスタリスク(*)は、ソース値を表します。アスタリスク(*)には、1文字
以上の接頭辞または接尾辞を追加でき、その接頭辞または接尾辞でソース値がフィルタ処
理されます。ワイルド・カードまたはストリップ(ライトバックに対するデータ・ロード)
は、ソース内に存在するものは何でも取得し、それをターゲット列に、通常は接頭辞を追
加して入れます。アスタリスク(*)は、ソース値を表します。アスタリスク(*)には、1文字
以上の接頭辞または接尾辞を追加でき、その接頭辞または接尾辞でソース値がフィルタ処
理されます。ワイルド・カードは、ソース内に存在するものは何でも取得し、それをター
ゲット列に、通常は接頭辞を追加して入れます。

• 疑問符(?) - 疑問符(?)は、ソース値から 1文字を削除します。1つ以上の疑問符(?)を式で使
用できます。また、疑問符と他の式を組み合せて使用することもできますたとえば、A??
は、Aで始まり、その後に 2文字が続くメンバーを検索し、そのメンバーを選択するか、2
文字を取り除きます。

複数のディメンションの場合、ソース・ディメンションは引き渡される値であり、ワイルド・
カードはその値にのみ適用されます。ディメンションは複数ディメンション・ルールに存在で
き、ワイルド・カードを使用できます。接頭辞/接尾辞は、ターゲット・ディメンション(ルー
ルが置かれているディメンション )に等しいソースにのみ適用されます。

ターゲット値のフォーマット・マスク・マッピング
フォーマット・マスクを使用して、ソース・メンバー詳細とオプションのユーザー定義テキス
トの組合せに基づいてターゲット・メンバーを定義します。たとえば、フォーマット・マスク
を使用して、ソース・メンバーの一部、追加の接頭辞、接尾辞、またはターゲットの置換テキ
ストに基づいてターゲット・メンバーを指定します。
フォーマット・マスクは、明示以外のすべてのマッピング・タイプのターゲット・メンバー指
定で使用できます。このマッピング・タイプの一般的な用法は、ソースからのセグメントの置
換、文字列操作でのセグメントの置換、接頭辞または接尾辞を使用した文字列演算でのセグメ
ントの置換の 3つのカテゴリに分けられます。
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#FORMATマッピング・タイプのコンポーネント
#FORMATタイプ・マッピングは、次のコンポーネントで構成されます:

表 9-2 #Formatマッピング・タイプのコンポーネント

コンポーネント 説明
#FORMAT FORMATマッピング・タイプがターゲット・メン

バーに指定されたことを示します。
<format mask> ユーザー定義のフォーマット・マスク。フォーマッ

トの定義には次の文字が使用されます:
• ? — ソース・メンバーまたはメンバー内のセグ
メントで特定位置にある文字を含みます。

• # — ターゲット・メンバーを作成するときにソ
ースの 1文字をスキップ(削除)します。

• 文字 - ユーザー定義の文字をターゲットにそ
のまま含めます。接頭辞、接尾辞、固定文字列
または必要な文字のために使用されます。こ
れは、特別なフォーマット・マスク文字と組み
合せて使用できます。

• * — ソース・セグメントまたはソースのすべて
の文字を含めます。セグメントの唯一のフォ
ーマット・マスク文字として*を使用すると、
セグメント全体の値がソースからコピーされ
ます。
#または?記号と組み合せて*を使用すると、残
りの未使用の文字すべてが引き継がれます。
*は、ワイルドカード文字で、?または#で指定
されていない残りの文字を採用します。たと
えば、ソースが abcdの場合に*を使用すると、
ターゲットは abcdになります。ターゲット
が?#*の場合、結果は acdになります。
セグメント内に*が検出されると、フォーマッ
トに指定された文字を除き、*の後の指定はす
べて無視されます。

<segment delimiter> オプションのセグメント区切り記号は、ソース・メ
ンバーとターゲット・メンバーのセグメントを区切
るために使用される文字を定義します。この統合
タイプでは、ソースとターゲットの区切り文字を同
じにする必要があります。セグメント区切り文字
が指定されていない場合、フォーマット・マスクは
セグメント指定またはデリミタに依存せずにメン
バー全体に適用されます。

#FORMATマッピングの例
次に、#FORMATのすべてのオプションを使用する例を示します:
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表 9-3 #Formatマッピング・タイプの例

ソース ターゲット 結果
12345-6789-012-3456ABC-001 #FORMAT("???-*-GROUP-AA##?#*X-

GROUP","-")
説明: 最初のセグメントの最初の 3文字
を採用し、2番目のセグメント全体を採
用し、3番目のセグメントをテキスト
「GROUP」で置換し、4番目のセグメン
トに接頭辞として AAを付けて、3番目
と 4番目の文字を削除し、5番目の文字
は保持し、6番目の文字を削除し、ABC
は保持して接頭辞「X」を付けて、5番
目のセグメントをテキスト「GROUP」
で置換します。

123-6789-GROUP-5ABCX-GROUP

セグメントの置換
ソース・メンバーのフォーマットをターゲット・メンバーの定義として使用する際に、ソース
の値を再利用するかわりに、ソース・セグメントの一部を置換できます。たとえば、ソースを
4番目のセグメントでフィルタリングし、7番目のセグメントを明示的な値で置換して、その
他のセグメントの値を次のように保持する必要があるとします:

ソース:

    ??????-??????-?-012000000-??????-???-???????-??????-??????-??????-???

ターゲット:

    ??????-??????-?-012000000-??????-???-GROUP-??????-??????-??????-???

文字列演算を伴うセグメントの置換
置換するセグメントに文字列演算を適用できます。たとえば、値 11002293があり、セグメン
トを書き込むときに、下 4桁または上 6桁だけを使用する必要があるとします。メンバー
11002293を使用する例:

• 最初の 2文字を無視すると、結果は 002293になります。#FORMAT("##*")を使用します。
• 最後の 3文字を切り捨てると、結果は 11002になります。#FORMAT("?????")を使用しま
す。

• 最初の 2文字を無視し、最後の 3文字を切り捨てると、結果は 002になります。
#FORMAT("##???")を使用します。

文字列演算と接頭辞および接尾辞を使用するセグメントの置換
ソースのセグメント値をターゲットの対応セグメントでそのまま使用できます。たとえば、ソ
ースが A100の場合、この値をターゲットの値としてマッピングできます。この場合、ソース
に対してワイルドカードを使用し、ターゲットの該当セグメントにソースに基づいて明示的な
値を指定します。
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メンバーの選択
「メンバーの選択」ページを使用して、ディメンションのメンバーを表示および選択します。
メンバーを選択するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. 「編集」をクリックします。
3. 「ターゲット」で、 をクリックします。
4. 「メンバーの選択」ページで、次のタスクを実行します:

a. 「キューブ」から、ターゲット・システムのプラン・タイプを選択します。
キューブによって、使用可能なディメンションの構造が決まります。

b. オプション: 「メンバーの検索」に、基準(メンバー名または別名のみ)を入力し、
「[Enter]」をクリックします。
検索では大文字と小文字は区別されません。検索できるのは、1つの単語、複数の単語
またはワイルドカード文字です。

c. 左から 2番目のペインには、使用可能な第 1レベルの親ディメンションが表示されま
す。選択するには、ペイン内のマッピングする各メンバーの横にあるチェック・ボッ
クスをクリックします。
選択したディメンションのメンバーにドリルダウンし、3番目のペインに結果を表示す
るには、 をクリックします。

d. 左から 3番目のペインには、ステップ bで選択したディメンションのメンバーまたは
兄弟が示されます。選択するには、マッピングする各メンバーの横にあるチェック・
ボックスをクリックします。
選択したディメンションのメンバーにドリルダウンし、4番目のペインに結果を表示す
るには、 をクリックします。

e. 左から 4番目のペインには、ステップ cで選択したメンバー/兄弟からのメンバー(リー
フ・レベル)結果が示されます。選択するには、マッピングする各メンバーの横にある
チェック・ボックスをクリックします。

チェック・マークが表示された選択済のディメンション/メンバーが、「選択」ペインに移
動されます。
選択した内容をクリアするには、「選択」ペインからディメンション/メンバーを選択し、

ドロップダウンから「削除」または「すべて削除」を選択します。
5. 「OK」をクリックします。
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メンバーのフィルタ処理
フィルタを適用して、特定のメンバーを表示できます。「含む」または「等しい」オペランドと
特定の値を使用して、1つ以上のディメンションに基づくフィルタ条件を作成します。
メンバー・フィルタを適用するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. 「フィルタの追加」をクリックします。
3. フィルタの適用先として、「ソース」、「ターゲット」または「処理順序」のいずれかの値を
選択します。

4. 「オペランド」ドロップダウンから、フィルタのオペランドと値を選択します。
使用可能なオペランドは次のとおりです。
• 含む — 「値」フィールドに文字列文字を含む値を返します。
• 等しい — 「値」フィールドに文字列文字に等しい値を返します。

5. 「値」で、フィルタに使用する特定の値を指定します。

メンバー・マッピングのインポート
選択した CSVファイルおよび TXTファイルから現在のディメンションまたはすべてのメンバ
ー・マッピングをインポートし、マッピングを作成できます。メンバー・マッピングのインポ
ートでは、ターゲット・メンバーに対する検証または検証なしオプションとともに、マージ・
モードまたは置換モードもサポートします。
メンバー・マッピングをインポートするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、ファイルベース統合の右側にある をクリックし、
「マップ・メンバー」を選択します。

2. 「編集」をクリックします。
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3. 「ディメンション」ドロップダウンから、メンバー・マッピングを編集または追加する先の
ディメンションを選択します。

4. 「アクション」ドロップダウンから、「インポート」、「現在のディメンション」の順に選択
します。
すべてのディメンションをインポートするには、「すべてのディメンション」を選択しま
す。

5. 「メンバー・マッピングのインポート」の「ファイル名」で、メンバー・マッピングのイン
ポート元のファイルの名前を指定します。

6. 「インポート・モード」から、インポート・モードを選択します:

• マージ - 既存のマップを更新します。既存のマップは、「ソース値」、「処理順序」およ
び「統合名」(指定されている場合)に基づいて識別されます。マップが存在しない場合
は、新しいマップが作成されます。

• 置換 - 既存のマップを削除し、ファイルから新しいマップを作成します。
7. 「検証」から、メンバー・マッピングを検証することを選択します。
検証では、インポートされた一般会計におけるすべてのデータに対応するマッピングがあ
ることが確認されます。

8. 「実行モード」で、インポートを実行するモードを選択します:

• オンライン - インポートを即時に処理します。
• オフライン - インポートをバックグラウンドで実行します。

9. 「OK」をクリックします。

Excelマッピングのインポート
インポート・オプションを選択し、Excelマッピングを選択して、Excelマッピングをインポー
トできます。
Excelマッピングをインポートするには:
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1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. 「アクション」ドロップダウンから、「インポート」を選択した後、「Excelからインポー
ト」を選択します。

3. 「メンバー・マッピングのインポート」の「ファイル名」で、メンバー・マッピングのイン
ポート元の Excel.XLSファイルの名前を指定します。

をクリックして、.XLSファイルに移動することもできます。

4. 「メンバー・マッピングのインポート」の「ファイル名」で、メンバー・マッピングのイン
ポート元のファイルの名前を指定します。

5. 「OK」をクリックします。
6. 「インポート・モード」から、インポート・モードを選択します:
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• マージ - アプリケーション内のデータをデータ・ロード・ファイル内のデータで上書き
します。

• 置換 - データ・ロード・ファイルのディメンションの値をクリアし、既存ファイルの値
で置換します。

7. 「検証」から、メンバー・マッピングを検証することを選択します。
検証では、インポートされた一般会計におけるすべてのデータに対応するマッピングがあ
ることが確認されます。

8. 「実行モード」で、インポートを実行するモードを選択します:

• オンライン - インポートを即時に処理します。
• オフライン - インポートをバックグラウンドで実行します。

9. 「OK」をクリックします。

Excelテンプレート(マッピング・テンプレート)のダウンロード
Maploaderテンプレートをダウンロードし、データ統合によって入力するのではなく、これを
使用して Excelからマッピング表をアップロードします。この機能を使用すると、Excelマッ
ピングからメンバーを選択してインポートすることにより、それらをマップできます。マッピ
ングをマージまたは置換できます。これにより、マップが更新されるわけではありません。単
に新しいエントリがデータベースに追加されます。適切にフォーマットされた Excelマッピン
グ・テンプレートは、EPM_ORACLE_HOME/products/FinancialDataQuality/templatesディレ
クトリに保存されます。
マッピング・テンプレートには、接続するターゲット・アプリケーションから Oracle Hyperion
Financial Managementディメンションを直接取り出すマクロ・スクリプトも含まれます。
Excelテンプレートを データ統合サーバーにアップロードし、統合を実行するとき、またはフ
ァイル名が空白のままの場合にシステムによって要求されたときに、ロードするファイルとし
て Excelファイルを選択する必要があります。処理されるファイルが Excelファイルかどうか
はシステムによって判断され、ファイルのロードに必要なフォーマットが読み取られます。
Excelでマッピング・テンプレートを使用する場合:

• マップ・テンプレートに空白行を含めないでください。
• テンプレートに行を挿入することは可能ですが、新しい行は指定された領域に保持する必
要があります。

• 各テンプレートでサポートされうのは、1つのディメンションです。
Excelテンプレートをダウンロードするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. マップ・メンバー・ページのドロップダウンから、「アクション」、「インポート」、「Excel
テンプレートのダウンロード」の順に選択します。
Maploader.xlsを開いていますページが表示されます。

3. MaploaderTemplate.xlsを開くか、ハード・ドライブに保存します。
4. MaploaderTemplate.xlsを開きます。
5. 「マップ」タブを選択します。
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6. セル B1に「ロケーション」、セル B2に「ロケーション ID」と入力し、セル B3の「ディ
メンション」ドロップダウンからディメンションを選択します。

7. 次の各フィールドに入力します:

a. 「ソース」に、ソース・ディメンション値を入力します。
ソース・ディメンションを入力するときにワイルドカードと範囲を指定できます。
• 無制限の文字に対応するワイルドカード — 無制限の文字を示すためにアスタリス
ク(*)を使用します。たとえば、「548*」または「*87.8」と入力します。

• 1文字プレースホルダーに対応するワイルドカード — 1文字のプレースホルダー
を示すために疑問符(?)を使用します。たとえば、
– 548??98

– ??82???

– ??81*

• 範囲 — カンマ(,)を使用して範囲を示します(ワイルドカード文字は使用できませ
ん)。たとえば、「10000,19999」のように範囲を指定します。
(この範囲では、10000から 19999までのすべての値が評価されます。)
この場合、データ統合で 10000から 19999までのすべての値が対象になります。

• 「含む」マップ — カンマ(,)を使用してエントリを区切ります(ワイルドカード文字
は使用できません)。少なくとも 3つのエントリを指定する必要があります。そう
しないと、マップが「範囲」マップを示します。たとえば、「10,20,30」のように
「含む」マップを指定します。

• マルチディメンション・マッピング — #MULTIDIMを使用して、マルチディメンシ
ョン・マッピングを指定します。DIMENSION NAME=[VALUE]と値を入力します。値
は、ワイルドカード、範囲および「含む」マップと同様に指定します。次の例の検
索基準は、77で開始し UD1が 240のすべての勘定科目です。たとえば、
#MULTIDIM ACCOUNT=[77*] AND UD1=[240]です。

b. ソースの説明に、ソース値の説明を入力します。
c. 「ターゲット」に、ターゲット・ディメンション値を入力します。
d. 「符号の変更」に Trueを入力して、「勘定科目」ディメンションの符号を変更します。
「勘定科目」ディメンションの符号を保持する場合は、「False」を入力します。この設
定を使用できるのは「勘定科目」ディメンションをマッピングするときだけです。

e. マッピングを特定のデータ・ルール名に適用する際は、「ルール名」に統合名を入力し
ます。

ノート:

明示マッピングを追加する場合、ルール名はソース値と同じにする必要があ
ります。
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8. 「保存」をクリックします。

メンバー・マッピングの復元
メンバー・マッピングの復元では、現在のセッションで行われたマッピングが削除され、視点
に基づいてマッピングが復元されます。
メンバー・マッピングは、POVの最後のデータ・ロードからのみ復元できます。
メンバー・マッピングを復元するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. マップ・メンバー・ページのドロップダウンから、「アクション」、「マッピングの復元」の
順に選択します。

3. マッピングの復元の確認ページで、「OK」をクリックします。

メンバー・マッピングのエクスポート
メンバー・マッピングを、選択したファイル(Excelファイル)にエクスポートできます。

現在のディメンションまたはすべてのディメンションのマップのエク
スポート

現在のディメンションまたはすべてのディメンションのメンバー・マッピングをエクスポート
するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. 「編集」をクリックします。
3. 「ディメンション」ドロップダウンから、メンバー・マッピングを編集または追加する先の
ディメンションを選択します。
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4. 「エクスポート」ドロップダウンから、「現在のディメンション」または「すべてのディメ
ンション」を選択します。

5. 「ファイル・ロケーションの指定」から、マッピングをエクスポートするファイル名を指定
します。

6. 「エクスポート」をクリックします。
7. オプション: 「アップロード」をクリックし、エクスポートするファイルに移動して、「OK」
をクリックします。

Excelへのマップのエクスポート
Excelにエクスポートすると、その形式で再インポートすることはできません。
Excelにメンバー・マッピングをエクスポートするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. 「ディメンション」ドロップダウンから、メンバー・マッピングを編集または追加する先の
ディメンションを選択します。

3. 「アクション」ドロップダウンの「エクスポート」ドロップダウンから、「Excelにエクス
ポート」を選択します。
「Excelにエクスポート」方法の場合、マッピングは Microsoft Excelスプレッドシートにエ
クスポートされます。スプレッドシートでは、スプレッドシートの名前にロケーション名
が使用されます。

4. XLSファイルを開くか、ハード・ドライブに保存します。
5. スプレッドシートを開きます。
6. 「マップ」タブを選択します。
7. セル B1に「ロケーション」、セル B2に「ロケーション ID」と入力し、セル B3の「ディ
メンション」ドロップダウンからディメンションを選択します。

8. 次の各フィールドに入力します:

a. 「ソース」に、ソース・ディメンション値を入力します。
ソース・ディメンションを入力するときにワイルドカードと範囲を指定できます。
• 無制限の文字に対応するワイルドカード — 無制限の文字を示すためにアスタリス
ク(*)を使用します。たとえば、「548*」または「*87.8」と入力します。

• 1文字プレースホルダーに対応するワイルドカード — 1文字のプレースホルダー
を示すために疑問符(?)を使用します。たとえば、
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– 548??98

– ??82???

– ??81*

• 範囲 — カンマ(,)を使用して範囲を示します(ワイルドカード文字は使用できませ
ん)。たとえば、「10000,19999」のように範囲を指定します。
(この範囲では、10000から 19999までのすべての値が評価されます。)
この場合、データ管理で 10000から 19999までのすべての値が対象になります。

• 「含む」マップ — カンマ(,)を使用してエントリを区切ります(ワイルドカード文字
は使用できません)。少なくとも 3つのエントリを指定する必要があります。そう
しないと、マップが「範囲」マップを示します。たとえば、「10,20,30」のように
「含む」マップを指定します。

• マルチディメンション・マッピング — #MULTIDIMを使用して、マルチディメンシ
ョン・マッピングを指定します。DIMENSION NAME=[VALUE]と値を入力します。値
は、ワイルドカード、範囲および「含む」マップと同様に指定します。次の例の検
索基準は、77で開始し UD1が 240のすべての勘定科目です。たとえば、
#MULTIDIM ACCOUNT=[77*] AND UD1=[240]です。

b. ソースの説明に、ソース値の説明を入力します。
c. 「ターゲット」に、ターゲット・ディメンション値を入力します。
d. 「符号の変更」に Trueを入力して、「勘定科目」ディメンションの符号を変更します。
「勘定科目」ディメンションの符号を保持する場合は、「False」を入力します。この設
定を使用できるのは「勘定科目」ディメンションをマッピングするときだけです。

e. マッピングを特定のデータ・ルール名に適用する際は、「ルール名」に統合名を入力し
ます。

ノート:

明示マッピングを追加する場合、ルール名はソース値と同じにする必要があ
ります。

9. 「エクスポート」をクリックします。
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データ統合オプションの設定
「オプション」を使用して、期間処理の全般オプション、データをインポートするためのフィル
タ、およびターゲット・アプリケーションにロードするときのデータの処理方法に関するオプ
ションを定義します。
全般オプション・セクションでは、データをロードするカテゴリと、ソース期間を決定するた
めに使用される期間マッピング・タイプを指定します。ファイルベース統合については、オプ
ションを使用してデフォルトのフォルダおよびファイル名を指定することもできます。
ターゲット・オプション・セクションでは、特定の方法を選択して、データをターゲットにロ
ードする方法や処理のバッチ・サイズを定義したり、アプリケーション・タイプに応じてドリ
ル領域の作成やその他の処理オプションを有効にすることができます。
直接統合については、ソースからデータを抽出するためのフィルタを指定できます。Oracle
Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーションと一般会計アプリケー
ションのフィルタは、ディメンションおよびメンバー・フィルタを使用してデータ・スライス
に関して指定されます。他のデータ・ソースについては、それぞれのフィルタ・パラメータの
ソース・フィルタを指定できます。

ファイルベース・オプションの定義
ファイルベース統合については、ファイル名とファイルを格納するために使用する受信ボック
ス・フォルダを指定できます。ファイルを使用して、1つの期間または複数の期間にデータを
ロードできます。複数の期間にデータをロードするには、いくつかの方法があります。1つの
方法は、複数の列がある 1つのファイルを使用する方法で、ヘッダー・レコードまたは期間マ
ッピングを使用して各列を期間にマップできます。オプションは、期間ごとに 1つのファイル
を使用することです。期間ごとに 1つのファイルを使用するには、特定のファイル名形式を使
用して期間を識別できます。
ファイルに関連付けるカテゴリおよび期間の設定では、事前定義された値を使用できます。こ
の設定によって、選択内容の編集時に使用可能なオプションが制限されることがあります。

ノート:

期間および年が(ディメンションのマッピング・ページで)インポート・フォーマット
にマップされている場合、「期間マッピング・タイプ」および「カレンダ」がオプシ
ョン・ページに表示されます。期間および年がインポート・フォーマットにマップさ
れていない場合、「期間マッピング・タイプ」および「カレンダ」フィールドはオプ
ション・ページに表示されません。
ファイルベースの統合で明示期間マッピングを使用するには、統合定義の「ディメン
ションのマッピング」タブに期間ディメンションを含める必要があります(「ディメン
ションのマッピング」タブはインポート・フォーマットとも呼ばれます)。明示期間
マッピングは期間マッピングの「ソース・マッピング」タブで定義されます。

ファイルベース・データ統合オプションの設定の詳細は、次のチュートリアルを視聴してくだ
さい: Enterprise Planning Cloudでのファイルベース・データ統合オプションおよび統合の実行
の設定。
ファイルベース・オプションを選択するには:

第 9章
データ統合オプションの設定

9-58

https://www.youtube.com/embed/Vb5KTsk3smg?rel=0&autoplay=1
https://www.youtube.com/embed/Vb5KTsk3smg?rel=0&autoplay=1


1. 「データ統合」ホーム・ページから、ファイルベースの統合の右側にある をクリック
し、「オプション」を選択します。

2. 「オプション」タブを選択します。
3. 「ファイル名」から、ソース・システム・ファイルの名前を選択します。
ディレクトリ名を指定しない場合、データ・ファイルはデータ統合ホーム・ディレクトリ
からインポートされます。この場合、「アプリケーション」の「受信ボックス/送信ボック
ス・エクスプローラ」で、「ファイル名」フィールドに epminbox/<filename>の形式を使用
してファイルを参照します。epminbox/<filename>は、「ディレクトリ」フィールドに指定
しないでください。
ファイル名のみを指定した場合、統合の実行ページで単一の期間に対してデータを入力す
る必要があります。
複数の期間をロードするには、各期間用のファイルを作成し、期間名または期間キーをフ
ァイル名に追加します。複数の期間に対して統合を実行する場合、各期間のファイル名が
作成され、適切な POVにアップロードされます。

4. 「ディレクトリ」で、ファイルを配置するフォルダを指定します。

ノート:

ファイルのディレクトリ名を指定しない場合、データ・ファイルはデータ統合ホ
ーム・ディレクトリからインポートされます。この場合、「アプリケーション」の
「受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラ」で、「ファイル名」フィールドに
epminbox/<filename>の形式を使用してファイルを参照しますが、このフィール
ドに epminbox/<filename>を指定しないでください。

5. データを複数の期間にロードするには、「ファイル名の接尾辞タイプ」から、「期間名」 か
「期間キー」のどちらかを選択します。
接尾辞がファイル名に追加され、接尾辞の追加後にファイル拡張子が追加されます。ファ
イル名を空白にすると、接尾辞付きのファイルが検索されます。ファイル名の接尾辞タイ
プを指定すると、ファイル名はオプションになり、統合の実行ページでは必要ありません。
ファイル名の接尾辞タイプが期間キーの場合、接尾辞インジケータと期間の日付フォーマ
ットがファイル名で(接尾辞セットとして)必要となり、有効な日付フォーマットとして検証
される必要があります。
たとえば、次のように指定します:

a. 1_Jan-2024.txt

b. 1_Feb-2024.txt

c. 1_Mar-2024.txt

この場合、統合を実行するときに、「ファイル名フィールドに 1_.txtを入力し、接尾辞イン
ジケータとして「期間名」を選択します。次に、1月から 3月の期間について統合を実行
します。

6. 「期間キーの日付フォーマット」で、JAVA日付フォーマット(SimpleDateFormat)でファイ
ル名に追加する期間キーのデータ・フォーマットを指定します。

7. 「カテゴリ」から、カテゴリを選択します。
リストされているカテゴリは、データ統合の設定時に作成したカテゴリ(実績など)です。カ
テゴリ・マッピングの管理を参照してください。
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8. 「キューブ」から、データをロードするプラン・タイプを指定します
9. 「保存」をクリックします。

直接統合オプションの定義
直接統合を操作するとき、直接統合のソースおよびターゲット・システムに固有のパラメータ
を指定できます。たとえば、Planningソース・システムの場合、キューブと期間マッピング・
タイプを選択できます。
直接統合オプションを選択するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、直接統合の右側にある をクリックし、「オプショ
ン」を選択します。

2. 「全般オプション」の「カテゴリ」から、カテゴリを選択します。
リストされているカテゴリは、データ統合の設定時に作成したカテゴリ(実績など)です。カ
テゴリ・マッピングの管理を参照してください。

3. 「キューブ」から、ターゲット・システムのプラン・タイプを選択します。
データ統合でキューブが割り当てられます。カスタム・キューブを個別のアプリケーショ
ンとして登録でき、登録できるカスタム・キューブ・アプリケーションの数に制限はあり
ません。

ノート:

ASOキューブに対して置換モードで統合を実行する際に、シナリオ・メンバーが
共有メンバーである場合、数値データ・ロードのみが実行されます。階層が完全
に含まれた完全修飾名でメンバー名を指定してください。シナリオ・メンバーが
共有メンバーである場合、すべてのデータ型のロード方法は機能しません。

4. 「期間マッピング・タイプ」から、期間のマッピング・タイプを選択します。
使用可能なオプション:

• デフォルト—統合では、データ統合で定義されている期間キーおよび前期間キーを使
用して、統合の実行時、各データ統合期間にマップされたソース一般会計期間を判断
します。

• 明示—統合では、データ統合で定義されている明示期間マッピングを使用して、各期
間にマップされたソース一般会計期間を判断します。明示期間マッピングでは、期間
が開始日および終了日で定義されていない場合、追加の一般会計データ・ソースがサ
ポートされます。

5. 「カレンダ」から、ソース・システム・カレンダを選択します。
6. 「統合オプション 1」-「統合オプション 4」にフリー・フォーム・テキストまたは値を指定
します。
「統合オプション 1」-「統合オプション 4」に指定した値は、ビジネス・ルールでランタイ
ム・パラメータを指定するときに使用できます。詳細は、ビジネス・ルールの使用を参照
してください。

7. 「データの抽出オプション」で、抽出するメンバー・データのタイプを選択します。
メンバーは、計算に対してどのようなフラグが設定されているかに応じて、抽出できます。
メンバーに「保管済」のフラグが設定されている場合、計算後、計算されたデータ値はそ
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のメンバーと一緒にデータベースに保管されます。メンバーに「動的計算」のタグが付い
ている場合、そのメンバーのデータ値は取得時に計算されます。
使用可能なオプション:

• すべてのデータ  - 保管されている値と、密ディメンションと疎ディメンションの両方に
ついて動的に計算された値が抽出されます。
「すべてのデータ」抽出オプションは、ビジネス・プロセスからビジネス・プロセスへ
のデータの同期ではサポートされておらず、ターゲット・ビジネス・プロセスで統合
を設定し、リモート・ビジネスからデータを抽出することはできません。ビジネス・
プロセスからビジネス・プロセスへのデータの同期では、データが抽出されるソース
環境で「すべてのデータ」オプションを使用して統合を設定し、リモート・ターゲッ
ト・システムにプッシュします。
Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingのお客様は、「すべてのデー
タ」オプションを選択して、動的計算値を抽出できます。動的計算値を抽出するには、
Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingの CONTROL TO-DATE
VIEW STORAGE設定が有効になっているか、Financial Consolidation and Closeおよ
び Tax Reportingアプリケーションが DSO (密/疎最適化対応アプリケーション)ベース
であることが、データ統合の前提条件です。詳細は、 累計ビューの管理オプションの
使用を参照してください。

ノート:

Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingから YTDを取得す
る場合、最適な方法は、アプリケーションを DSOアプリケーションに変換す
るか、または DSO対応アプリケーションを使用し、抽出データ・タイプとし
て「すべてのデータ」を選択して、ビュー・ディメンションのフィルタとし
て「FCCS_YTD」を使用します。

• 保管された動的算出データ - 疎ディメンションは除き、密ディメンションについての
み、保管されている動的に計算された値が抽出されます。

• 保管済データのみ - 保管されているデータのみを抽出します。動的に計算された値は、
このタイプの抽出には含まれません。

8. 「データの精度」で、エクスポートされる数値で表示される小数点以下の桁数を指定しま
す。
データ精度とは、精度(正確さ)を重視した数値データのことです。データ値のサイズおよび
小数点以下の桁数に応じて、数値フィールドによっては指数形式(678123e+008など)で書
き込まれることがあります。非常に大きい値から非常に小さい値までデータに幅がある場
合、データ精度の使用もあり得ます。通常、出力ファイルは小さめであり、データ値の正
確さは高めです。
このオプションのデフォルト値は 16です。

9. 「データの小数点以下の桁数」で、エクスポートする小数点以下の最大桁数を指定します。
0から 16の値を指定します。値を指定しないと、エクスポートするデータの小数点以下の
桁数(最大 16桁)が使用されるか、「データの精度」オプションに値が指定されている場合
はそれによって決まる値が使用されます。
このパラメータは、読みやすさを重視して使用します。出力データはストレート・テキス
ト形式です。データの小数点以下の桁数に関係なく、指定した数値が出力されます。特に
データの範囲が非常に大きい値から非常に小さい値に及ぶ場合、データが(整数部および小
数部で)正確さを失う可能性があります。
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デフォルトでは、数値データには 16桁がサポートされています(小数部の桁を含む)。「デ
ータの精度」と「データの小数点以下の桁数」オプションをどちらも指定すると、「データ
の精度」オプションが無視されます。
「データの精度」オプションは、BSOキューブにのみ使用できます(ASOキューブには使用
できません)。

10. (一般会計のみ): 「調整期間を含む」から、調整期間を処理するための次のいずれかのオプ
ションを選択します。
• いいえ - 調整期間は処理されません。システムでは通常期間マッピング(「デフォルト」
および「明示的」として設定されたマッピング)のみが処理されます。「いいえ」は調整
処理のデフォルト・オプションです。

• はい - 「はい」を選択すると、通常期間と調整期間が含まれます。調整期間が存在しな
い場合は、通常期間のみが処理されます。

• はい(調整のみ) - 「はい(調整のみ)」を選択すると、調整期間のみが処理されます。た
だし、調整期間が存在しない場合は、かわりに通常期間が取得されます。

11. (Planningおよび Oracle General Ledgerの非管理者のみ)「非管理者用ロード方法の場合は
「置換」」から、管理者以外のユーザーの Planningアプリケーションにデータをロードする
ときの置換方法を選択します。
使用可能な方法:

• なし—置換を実行しません。
• 数値データのみ—ロード方法が数値データのみの場合に置換を実行します。
• すべてのロード方法—すべてのロード方法について置換を実行します。

12.「保存」をクリックします。

ターゲット・オプションの定義
ソース・アプリケーションをターゲット・アプリケーションに統合するとき、ロード方法、日
付フォーマット、バッチ、パージ・オプションを含めて、日付をロードする方法をサポートす
るオプションを選択できます。
ターゲット・オプションを定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「オプション」
を選択します。

2. アプリケーション・オプションを選択します。
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ターゲット・オプション 説明
ロード方法 データをターゲット・アプリケーションにロード

するための方法を選択します。
使用可能な方法:
• 数値 - 数値データのみをロードします。こ
の方法では、Planningデータ・セキュリテ
ィは適用されません。

• ライン・アイテムの自動増分を含むすべての
データ型 - この方法では、データとドライバ
のディメンション、および Planningアプリ
ケーションの一意の識別子を定義する必要
があります。下の「自動増分のライン・アイ
テムのデータ・ディメンション」フィールド
と「自動増分のライン・アイテムのドライ
バ・ディメンション」フィールドで、デー
タ・ロードとドライバ・ディメンションを定
義します。
置換モードは、ロード方法「ライン・アイテ
ムの自動増分を含むすべてのデータ型」では
サポートされていません。

• セキュリティ保護されたすべてのデータ型 -
数値、テキスト、スマートリスト、日付のデ
ータ型をロードします。Planning管理者が
データをロードする場合、Planningデータ・
セキュリティは適用されません。Planning
の管理者以外のユーザーがデータをロード
する場合、Planningデータ・セキュリティ
は適用されます。Planningの管理者以外の
ユーザーがロードできるデータは、500,000
セルのみです。

バッチ・サイズ ファイルからメモリーに一度に読み込まれる行
数を指定します。
このパラメータは主にパフォーマンスのために
使用されます。データがロードされるとき、この
設定により、キャッシュに格納されるレコード数
が決まります。たとえば、1000を指定すると、
1,000件のレコードがキャッシュに格納されま
す。同様に、5000を指定すると、5,000件のレコ
ードがキャッシュに格納されてコミットされま
す。
この設定をサーバー・メモリーによって決定し、
必要に応じて調整します。
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ターゲット・オプション 説明
ドリル領域 スライダをタップしてオンにし、ドリル領域を有

効にします。
このオプションが有効になっている場合、ドリ
ル・スルー機能を使用するためのドリル可能領域
が作成されます。
データのロード時に、ドリル領域が Planningデ
ータにロードされます。
シナリオごとのドリル領域が作成されます。ど
のキューブ(Planningキューブまたは Planning
データベース)でも、ドリル領域の名前は、
FDMEE_<シナリオ・メンバーの名前>になりま
す。ドリル領域を作成する場合、ディメンション
がドリルに対して有効かどうかが確認されます。
データ・ロードで選択された有効なディメンショ
ンのメンバーは、ドリル領域フィルタに含まれま
す。ディメンションが有効になっていない場合、
シナリオ、バージョン、年および期間のディメン
ションがデフォルトで有効になります。追加の
ディメンションを有効にでき、後続のデータ・ロ
ードでは新規に有効化されたディメンションの
メンバーが考慮されます。ドリルの作成に使用
されたドリル領域に以前に含まれていたディメ
ンションを無効化する場合、それらのディメンシ
ョンのメンバーは後続のデータ・ロード時に削除
されません。必要に応じて、古いメンバーを手動
で削除できます。

データ・ファイルのパージ ファイルベースのデータ・ロードが成功した場
合、スライダをタップしてオンにし、データ・フ
ァイルをアプリケーションの outboxディレク
トリから削除します。
ファイルを削除する場合はスライダをタップし
てオンにし、ファイルを保持する場合はスライダ
をタップしてオフにします。

日付データの日付フォーマット 日付データのロードに使用するフォーマットを
選択します。
ロケールのロケール設定に基づいた日付形式を
使用します。たとえば、米国の場合、MM/DD/YY
という形式を使用して日付を入力します。

自動増分のライン・アイテムのデータ・ディメン
ション

Planningで指定したデータ・ディメンションに
一致するデータ・ディメンションを選択します
このオプションは、LINEITEMフラグを使用して
増分データをロードする場合に使用します。
LINEITEMフラグを使用した増分データのロー
ドを参照してください。

自動増分のライン・アイテムのドライバ・ディメ
ンション

Planningで指定したドライバ・ディメンション
に一致するドライバ・ディメンションを選択しま
す
この設定は、LINEITEMフラグを使用して増分デ
ータをロードする場合に使用します。LINEITEM
フラグを使用した増分データのロードを参照し
てください。

メンバー名にはカンマを使用できます メンバー名にカンマが含まれている場合にデー
タをロードするには、「はい」を選択します。
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ターゲット・オプション 説明
子孫が 1000を超える場合のサマリー・ドリル動
作

子孫が 1,000を超える場合にサマリー・ドリルが
どのように機能するかを選択します。
使用可能なオプション:
• 無視
• 制限
サマリー・ドリルの子孫数が 1,000を超え、「子
孫が 1000を超える場合のサマリー・ドリル動作」
オプションが「無視」の場合、システムはフィル
タのディメンションを無視し、他のディメンショ
ンのフィルタに基づいてドリルされたデータを
返します。最大 3つのディメンションを無視で
きます。
サマリー・ドリルの子孫数が 1,000を超え、「子
孫が 1000を超える場合のサマリー・ドリル動作」
オプションが「制限」の場合、システムはデータ
行を返すときにディメンションの最初の 1,000
メンバーのみを考慮します。

デフォルトのインポート・モード データ管理でデータ・ロード・ルールを実行する
ときまたはデータ統合で統合を実行するときの
デフォルトのインポート・モードを設定します。
使用可能なオプション:
• 追加
• 置換

デフォルトのエクスポート・モード データ管理でデータ・ロード・ルールを実行する
ときまたはデータ統合で統合を実行するときの
デフォルトのエクスポート・モードを設定しま
す。
使用可能なオプション:
• 累計(データの追加)
• 置換
• データのマージ(データの保管)
• 減算

3. 「ロード方法」から、データをターゲット・アプリケーションにロードする方法を選択しま
す。
使用可能な方法:

• 数値 - 数値データのみをロードします。この方法では、Planningデータ・セキュリテ
ィは適用されません。

• ライン・アイテムの自動増分を含むすべてのデータ型 - この方法では、データとドライ
バのディメンション、および Planningアプリケーションの一意の識別子を定義する必
要があります。下の「自動増分のライン・アイテムのデータ・ディメンション」フィ
ールドと「自動増分のライン・アイテムのドライバ・ディメンション」フィールドで、
データ・ロードとドライバ・ディメンションを定義します。

ノート:

置換モードは、ロード方法「ライン・アイテムの自動増分を含むすべてのデ
ータ型」ではサポートされていません。

• セキュリティ保護されたすべてのデータ型 - 数値、テキスト、スマートリスト、日付の
データ型をロードします。Planning管理者がデータをロードする場合、Planningデー
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タ・セキュリティは適用されません。Planningの管理者以外のユーザーがデータをロ
ードする場合、Planningデータ・セキュリティは適用されます。Planningの管理者以
外のユーザーがロードできるデータは、500,000セルのみです。

4. 「バッチ・サイズ」で、ファイルからメモリーに一度に読み込まれる行数を指定します。
このパラメータは主にパフォーマンスのために使用されます。データがロードされると
き、この設定により、キャッシュに格納されるレコード数が決まります。たとえば、1000
を指定すると、1,000件のレコードがキャッシュに格納されます。同様に、5000を指定す
ると、5,000件のレコードがキャッシュに格納されてコミットされます。
この設定をサーバー・メモリーによって決定し、必要に応じて調整します。

5. 「ドリル領域」で、スライダをタップしてオンにし、ドリル領域を有効にします。
このオプションが有効になっている場合、ドリル・スルー機能を使用するためのドリル可
能領域が作成されます。
データのロード時に、ドリル領域が Planningデータにロードされます。
シナリオごとのドリル領域が作成されます。どのキューブ(Planningキューブまたは
Planningデータベース)でも、ドリル領域の名前は、FDMEE_<シナリオ・メンバーの名前
>になります。ドリル領域を作成する場合、ディメンションがドリルに対して有効かどうか
が確認されます。
データ・ロードで選択された有効なディメンションのメンバーは、ドリル領域フィルタに
含まれます。ディメンションが有効になっていない場合、シナリオ、バージョン、年およ
び期間のディメンションがデフォルトで有効になります。追加のディメンションを有効に
でき、後続のデータ・ロードでは新規に有効化されたディメンションのメンバーが考慮さ
れます。ドリルの作成に使用されたドリル領域に以前に含まれていたディメンションを無
効化する場合、それらのディメンションのメンバーは後続のデータ・ロード時に削除され
ません。必要に応じて、古いメンバーを手動で削除できます。

6. ファイルベースのデータロードが成功した場合、「データ・ファイルのパージ」で、スライ
ダをタップしてオンにし、データ・ファイルをアプリケーションの outboxディレクトリか
ら削除します。
ファイルを保持するにはスライダをタップしてオフにします。

7. 「日付データの日付フォーマット」で、日付データのロードに使用するフォーマットを選択
します。
ロケールのロケール設定に基づいた日付形式を使用します。たとえば、米国の場合、
MM/DD/YYという形式を使用して日付を入力します。

8. 「自動増分のライン・アイテムのデータ・ディメンション」から、Planningで指定したデー
タ・ディメンションに一致するデータ・ディメンションを選択します。
このオプションは、LINEITEMフラグを使用して増分データをロードする場合に使用しま
す。LINEITEMフラグを使用した増分データのロードを参照してください。

9. 「自動増分のライン・アイテムのドライバ・ディメンション」から、Planningで指定したド
ライバ・ディメンションに一致するドライバ・ディメンションを選択します。
この設定は、LINEITEMフラグを使用して増分データをロードする場合に使用します。
LINEITEMフラグを使用した増分データのロードを参照してください。

10.「メンバー名にはカンマを使用できます」から、「はい」を選択すると、メンバー名にカン
マが含まれているときにデータをロードします。

11.「ワークフロー・モード」から、データ・ワークフロー・モードを選択します。
使用可能なモード:
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• 完全 — データは TDATASEG_T表で処理されてから、TDATASEG表にコピーされま
す。
4つのワークベンチ・プロセス(インポート、検証、エクスポートおよび確認)がすべて
サポートされており、データはワークベンチに表示できます。
ドリルダウンがサポートされています。

• 完全、アーカイブなし — データは TDATASEG_T表で処理されてから、TDATASEG表
にコピーされます。
4つのワークベンチ・プロセス(インポート、検証、エクスポートおよび確認)がすべて
サポートされています。データはワークベンチに表示できますが、表示できるのはイ
ンポート・ステップが完了した後のみです。データはワークフロー・プロセスの終了
時に TDATASEGから削除されます。
ドリルダウンはサポートされていません。

• 単純 — データは TDATASEG_T表で処理された後、TDATASEG_T表から直接エクス
ポートされます。
すべてのデータ・ロードに、インポートとエクスポート両方のステップが含まれます。
データは検証されず、マップされていないデータはロード失敗の原因となります。
マップは TDATAMAPSEGにアーカイブされません。
データはワークベンチに表示できません。
ドリルダウンはサポートされていません。
「単純」ワークフロー・モードがデフォルト・モードです。

12.「管理ユーザーに対してデータ・セキュリティを使用可能にする」で、選択して管理ユーザ
ーに対してデータ・セキュリティを使用可能にします。
管理ユーザーがデータをロードする際に、データ検証を有効にします。この場合、データ
のロード中にデータ入力フォーム内のすべてのデータ検証が実施されます。強化された検
証のために、データ・ロードのパフォーマンスは低下します。

ノート:

要員増分ルール(OWP_INCREMENTAL PROCESS DATA WITH SYNCHRONIZE
DEFAULTSなど)を実行するときには、ターゲット・オプション「管理ユーザー
に対してデータ・セキュリティを使用可能にする」が「いいえ」に設定されてい
ることを確認してください。このオプションは、管理者のみが設定できます。

このオプションが「はい」に設定されると、管理者および非管理者のデータ・ロードに対
して同じ方法でデータが検証されます。検証には、セキュリティ・チェック、交差検証、
読取り専用セル、動的計算セルなどが含まれます。
また、拒否または無視された行の詳細なエラー・リストを使用でき、追加の Planning権限
は必要ありません。ただし、管理者の場合であってもパフォーマンスが低下することがあ
ります。

13.「検証失敗のメッセージを表示」から、データをロードしたときに拒否されたデータ・セ
ル、交差および拒否理由を示す出力ファイルを作成します。
レポートされる拒否数の制限は 100です。データ検証レポートは、プロセスの詳細ページ
から、「出力」リンクをクリックしてダウンロードできます。また、エラー・ファイルのコ
ピーが Outboxフォルダに格納されます。
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詳細は、プロセス詳細の表示を参照してください
14. (Planningおよび Oracle General Ledgerの非管理者のみ)「非管理者用ロード方法の場合は
「置換」」から、管理者以外のユーザーの Planningアプリケーションにデータをロードする
ときの置換方法を選択します。
使用可能な方法:

• なし—置換を実行しません。
• 数値データのみ—ロード方法が数値データのみの場合に置換を実行します。
• すべてのロード方法—すべてのロード方法について置換を実行します。

ノート:

ASOキューブに対して置換モードで統合を実行する際に、シナリオ・メンバーが
共有メンバーである場合、数値データ・ロードのみが実行されます。階層が完全
に含まれた完全修飾名でメンバー名を指定してください。シナリオ・メンバーが
共有メンバーである場合、すべてのデータ型のロード方法は機能しません。

15. Oracle Smart View for Officeのドリルスルー・レポートでカスタマイズされた属性ディメ
ンション・メンバー名を表示するときに、Smart Viewからのビューのドリルで、ワークベ
ンチの列のカスタム・ビューを指定します。
カスタム・ビューが定義されている場合、Smart Viewのドリル・スルー・セルをクリック
して「新規シートとして開く」を選択すると、ワークベンチで定義されているビューに基
づいてドリル・スルー・レポートが開きます。
アプリケーション詳細ページでビューが定義されていない場合は、デフォルト・ビューが
使用されます。つまり、属性ディメンションではカスタマイズされたメンバー名が Smart
Viewに表示されません。
カスタム・ビューの定義の詳細は、ワークベンチのカスタム・ビューの定義を参照してく
ださい。

16.「保存」をクリックします。

データ・エクスポートのターゲット・アプリケーション・オプション
ファイルへのデータ・エクスポート・アプリケーションのターゲット・アプリケーション・オ
プションを定義するときに、次のオプションを使用できます:
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オプション 説明
ダウンロード・ファイル名 ファイルへのデータ・エクスポート統合定義の一部

として、データ・エクスポート出力ファイルの生成
時に独自のファイル名を指定できます(例:
ddmexport.csv)。
ユーザー定義名が指定されると、システムによって
2つの出力ファイルが作成されます:
• 最初の出力ファイルにはターゲット・アプリケ

ーション名およびジョブ IDが割り当てられ、
データ統合送信ボックスに保存されます
(例: /u03/inbox/outbox)。

• 2番目の出力ファイルにはユーザー定義ファイ
ル名が割り当てられ、プラットフォーム受信ボ
ックス/送信ボックスに保存されます
(例: /u03/lcm)。(受信ボックスと送信ボック
スの場所は、Oracle Fusion Cloud EPMビジネ
ス・プロセス間で異なる場合があります。)
設計上、ユーザー定義名の出力ファイルを使用
すると、EPM Automateにより出力ファイル
をダウンロードできます。詳細は、メタデータ
およびデータのエクスポートおよびダウンロ
ードを参照してください。
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オプション 説明
列の区切り 出力ファイルの列を区切るために使用する文字を

選択します。
使用可能な列の区切り記号:
• ,
• |
• !
• ;
• :
デフォルトの区切り文字はカンマ(,)です。
ファイルへのデータ・エクスポート・ターゲット・
アプリケーションでは列のタブ区切りは使用でき
ません。

ノート:

ソース・アプリケーシ
ョンにカンマ付きの
メンバーが含まれて
いる場合、インポー
ト・フォーマット定義
で別の区切り文字
(TAB区切り文字を除
く)を使用し、エクス
ポートを処理できま
す。詳細は、ディメン
ション・マップの作成
を参照してください。
出力ファイルは、デー
タ交換ターゲット・ア
プリケーション・オプ
ションで定義された
列の区切り文字オプ
ション値を使用して
作成されます。

小数点 整数と小数の小数点以下の境界をマークするため
に使用される記号を指定します。
使用可能なオプション:
• 小数点のカンマ
• 小数点
小数点(.)は通常、米国および他の英語圏の国で使用
されます。小数点のカンマ(,)は通常、欧州大陸およ
びいくつかのアラビア語圏の国で使用されます。

ファイルの文字セット ファイルの文字セットを指定します。
ファイルの文字セットによって、テキストを作成、
保管および表示するためにビット組合せを文字に
マッピングする方法が決まります。各エンコード
方式には UTF-8などの名前が付けられています。
UTF-8がデフォルトのファイルの文字セットです。
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オプション 説明
行末文字 行末(EOL)文字に関連するサーバーのオペレーティ

ング・システムを選択します。
有効なオプションは、次のとおりです
• Windows
• Linux
EOLは行の末尾を示します。Notepadなど一部の
テキスト・エディタでは、Linuxの EOLを使用し
てファイルが正しく表示されません。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementの場合、データ統合では、Linuxの
EOL文字がデフォルトとして使用されます。
お客様がWindowsでエクスポート・ファイルを表
示すると、EOLは 1行で表示されます。

ヘッダーを含める 出力ファイルにヘッダー・レコードを含めるか/含め
ないかを決定します。
ヘッダー・レコードにディメンション名を含めるに
は、「はい」を選択します。デフォルトは「はい」
です。
ヘッダー・レコードを除外するには、「いいえ」を
選択します。

属性列のエクスポート 含める静的値がエクスポートまたはファイルにあ
る場合は、属性列を含めます。属性列は、ソース値
のマップが不要な場合も使用できます。この設定
によって、データ・ロード・マッピングを定義する
必要性が最小限に抑えられます。
属性列を含めるには、「はい」を選択します。
属性列を除外するには、「いいえ」を選択します。

データの累計 勘定科目データをエクスポート前に要約し、結果を
1つ以上の列にグループ化します。
結果を 1つ以上の列にグループ化するには、「はい」
を選択します。
結果を 1つ以上の列にグループ化しない場合は、
「いいえ」 を選択します。
デフォルト値は「はい」です。

データのソート データを列の順序に基づいてソートするかどうか
を決定します。
列を含めるには、「はい」を選択します。
列を除外するには、「いいえ」を選択します。
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オプション 説明
ディメンションのピボット ピボットではエクスポート・ファイル内のデータの

方向が変更されるため、結果を集約して行から列に
回転できます。行と列の間でピボットすると、選択
したディメンションが反対の軸の最も外側の行ま
たは列に移動します。
この機能を使用するには、エクスポート・ファイル
からディメンション名を 1つ指定します。
数値インポート・フォーマットにのみ適用可能で
す。数値以外のインポート・フォーマット・タイプ
ではサポートされていません。
ディメンションのピボットを指定した場合、データ
の累計は強制的に「はい」になります。
ピボット・ディメンションに含まれる値のピボット
列は、SQL Insert文内で~~で囲む必要があります。
ピボット機能は、カスタム SQL Insert文を使用す
る場合にのみ機能し、SQL Insert文がないと機能し
ません。
データ・エクスポート・アプリケーションに
ACCOUNT、PERIODおよび AMOUNTがディメン
ション名として含まれている場合、ディメンション
のピボットで PERIODを指定すると、PERIODディ
メンションに含まれるすべての期間が個別の列
Jan、Feb、Marなどにピボットされます。
たとえば、SQL INSERT文は次のようになります:
INSERT INTO TABLE (ACCOUNT,JAN,FEB,MAR,
……,DEC) VALUES
(~ACCOUNT~,~Jan~,~Feb~,~Mar~,,,,,,,,~Dec~)

Oracle General Ledgerターゲット・オプションの定義
ソース・アプリケーションをターゲット・アプリケーションに統合するとき、ロード方法、日
付フォーマット、バッチ、パージ・オプションを含めて、日付をロードする方法をサポートす
るオプションを選択できます。
ターゲット・オプションを定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「オプション」
を選択します。

2. ファイルベースのデータ・ロードが成功した場合、「ターゲット・オプション」の「デー
タ・ファイルのパージ」で、スライダをタップしてオンにし、データ・ファイルをアプリ
ケーションの outboxディレクトリから削除します。
ファイルを保持するにはスライダをタップしてオフにします。

3. 「残高タイプ」で、データのロード先の残高のタイプを選択します。
使用可能な残高タイプ:

• 実績
• 予算

4. 「仕訳ソース」で、Oracle ERP Cloudで定義された仕訳ソースと一致する仕訳ソースの説
明を入力します。
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5. 「仕訳カテゴリ」で、Oracle ERP Cloudの仕訳カテゴリと一致する仕訳カテゴリの説明を
入力します。

6. 「保存」をクリックします。

Budgetary Controlアプリケーションのターゲット・オプションの定義
ソース・アプリケーションと Budgetary Controlターゲット・アプリケーションを統合する場
合、データのロード方法に関するオプションを選択できます。
ターゲット・オプションを定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、Budgetary Control統合の右側にある をクリック
し、「オプション」を選択します。

2. アプリケーション・オプションを選択します。

ターゲット・オプション 説明
データ・ファイルのパージ ファイルベースのデータ・ロードが成功した場

合、スライダをタップしてオンにし、データ・フ
ァイルをアプリケーションの outboxディレク
トリから削除します。
ファイルを削除する場合はスライダをタップし
てオンにし、ファイルを保持する場合はスライダ
をタップしてオフにします。

予算タイプ 予算のタイプを選択します。
使用可能なオプション:
• 実績
• 予算

仕訳ソース Oracle ERP Cloudの仕訳ソースと一致する仕訳
ソースの説明を入力します。

仕訳カテゴリ Oracle ERP Cloudの仕訳カテゴリと一致する仕
訳カテゴリの説明を入力します。

ソース予算タイプ 予算管理アプリケーションのソース予算名のデ
ィメンションに基づいて予算タイプを選択しま
す。
使用可能なオプション:
• EPM Financialsモジュール
• Planning

3. 「保存」をクリックします。

Financial Consolidation and Closeのアプリケーション・オプションの定義
Financial Consolidation and Closeターゲット・アプリケーションに仕訳またはデータをロード
する場合、仕訳情報のレベルなど、ロードするデータの多くの側面を制御できます:

Financial Consolidation and Closeのアプリケーション・ターゲット・オプションを定義するに
は:

1. データ統合ホーム・ページで、Financial Consolidation and Closeターゲット・アプリケー
ションとの統合の右側にある をクリックし、「オプション」をクリックします。
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2. 「オプション」の「ターゲット・オプション」から、ターゲット・アプリケーション設定を
選択し、「保存」をクリックします。
使用可能な Financial Consolidation and Closeターゲット・アプリケーション・オプション
を次の表に示します。

表 9-4 Financial Consolidation and Closeアプリケーション・オプションと説明

オプション 説明
ロード・タイプ Financial Consolidation and Closeアプリケーシ

ョンにプッシュするロードのタイプを選択します。
使用可能なオプション:
• データ - 数値データのみをロードします。こ

れはデフォルトのロード・オプションです。
• 仕訳 - 仕訳をロードします。

仕訳ステータス 仕訳ステータスは、仕訳の現在の状態を示します。
仕訳ステータスは、仕訳を作成、送信、承認、却
下、転記すると変わります。
使用可能なオプション:
• 作業中 - 仕訳が作成されています。保存はさ
れていますが、完了していない場合がありま
す。たとえば、状況によっては他のライン・ア
イテムを追加する必要があります。

• 転記済 - 仕訳の調整がデータベースに転記さ
れました。

仕訳の種類 ロードする仕訳のタイプを選択します。
使用可能なオプション:
• 自動逆仕訳 - 次の期間に逆仕訳する必要のあ
る調整が含まれている自動逆仕訳をロードし
ます。つまり、借方と貸方を逆仕訳して、次の
期間に仕訳を転記します。

• 通常 - 置換モードで仕訳をロードし、これによ
り、新しい仕訳データがロードされる前に、仕
訳ラベルのデータすべてがクリアされます。
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表 9-4 (続き) Financial Consolidation and Closeアプリケーション・オプションと説明

オプション 説明
次として仕訳転記 仕訳を転記する方法を選択します:

使用可能なオプション:
• 仕訳累計 - 仕訳累計仕訳は、介在する年度末間
の繰越しを含めて、仕訳の最初のインスタンス
から期間から期間へ繰り越します。仕訳累計
仕訳と年次累計仕訳の唯一の違いは、各年の最
初の期間に、前年の最後の期間の仕訳累計仕訳
のデータが逆仕訳されることです。年次累計
仕訳の場合、年の最初の期間での逆仕訳はあり
ません。

• 期別 - ビュー・メンバー FCCS_Periodicを選択
し、仕訳が転記されると、行詳細に入力された
データが要約され、行詳細 POVに基づいて
Consolキューブに転記されます。転記された
仕訳のデータは、他の転記された仕訳から書き
込まれたデータを上書きしません。

• 年次累計 - ビュー・メンバー FCCS_YTD_Input
を選択すると、行詳細の借方/貸方フィールドに
年次累計額を入力できます。年次累計仕訳に
は、すべての詳細行の年次累計仕訳が含まれる
必要があります。
年次累計仕訳が転記されると、仕訳間の POV
に対する適切な期間の影響が計算され、転記さ
れた期別仕訳からの累計に累計されます。年
度の最初の期間、年次累計ビュー・データは期
別データと同じです。
年度の最初の期間、年次累計ビュー・データは
期別データと同じです。
後続の期間では、一意の POVごとに期別ビュ
ー・メンバーに転記された期別計算済データ
は、すべての年次累計仕訳から累計された現在
の期間の年次累計仕訳から、すべての年次累計
仕訳から累計された前期間の年次累計仕訳を
差し引いたデータと等しくなります。
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表 9-4 (続き) Financial Consolidation and Closeアプリケーション・オプションと説明

オプション 説明
ドリル領域の作成 スライダをタップしてオンにし、ドリル領域を有効

にします。
このオプションが有効になっている場合、ドリル・
スルー機能を使用するためのドリル可能領域が作
成されます。
データをロードすると、ドリル領域が Financial
Consolidation and Closeデータにロードされま
す。
シナリオごとのドリル領域が作成されます。どの
キューブ(Planningキューブまたは Planningデー
タベース)でも、ドリル領域の名前は、FDMEE_<シ
ナリオ・メンバーの名前>になります。ドリル領域
を作成する場合、ディメンションがドリルに対して
有効かどうかが確認されます。
データ・ロードで選択された有効なディメンション
のメンバーは、ドリル領域フィルタに含まれます。
ディメンションが有効になっていない場合、シナリ
オ、バージョン、年および期間のディメンションが
デフォルトで有効になります。追加のディメンシ
ョンを有効にでき、後続のデータ・ロードでは新規
に有効化されたディメンションのメンバーが考慮
されます。ドリルの作成に使用されたドリル領域
に以前に含まれていたディメンションを無効化す
る場合、それらのディメンションのメンバーは後続
のデータ・ロード時に削除されません。必要に応じ
て、古いメンバーを手動で削除できます。

ゼロのロードを使用可能にする 「はい」を選択すると、複数期間ロード中に 0値が
ロードされます。

管理ユーザーに対してデータ・セキュリティを使用
可能にする

管理ユーザーがデータをロードする際に、データ検
証を有効にします。この場合、データのロード中に
データ入力フォーム内のすべてのデータ検証が実
施されます。強化された検証のために、データ・ロ
ードのパフォーマンスは低下します。
「管理ユーザーに対してデータ・セキュリティを使
用可能にする」が「いいえ」(デフォルト値)に設定
されていると、管理者によるデータ・ロードはアウ
トライン・ロード・ユーティリティ (OLU)を使用し
て実行されます。この場合、パフォーマンスは向上
しますが、なんらかの理由で無視された行の詳細な
エラー・レポートは取得できません。
このオプションが「はい」に設定されると、管理者
および非管理者のデータ・ロードに対して同じ方法
でデータが検証されます。検証には、セキュリテ
ィ・チェック、交差検証、読取り専用セル、動的計
算セルなどが含まれます。
また、拒否または無視された行の詳細なエラー・リ
ストを使用でき、追加の Planning権限は必要あり
ません。ただし、管理者の場合であってもパフォー
マンスが低下することがあります。
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表 9-4 (続き) Financial Consolidation and Closeアプリケーション・オプションと説明

オプション 説明
サマリーからのドリルを有効にします 「はい」を選択すると、Planningデータ・フォーム

またはレポートでサマリー・メンバーからドリルダ
ウンし、数字を構成する詳細ソース・データを表示
できます。
このオプションを有効にし、「ドリル領域の作成」
オプションを「はい」に設定した状態でデータをロ
ードすると、「ドリル」アイコンがサマリー・レベ
ルで有効になります。1つのディメンションに対し
て、ドリルできる下位メンバーの数は 1000に制限
されています。
シナリオ・ディメンション、年ディメンションおよ
び期間ディメンションでは、サマリー・レベルのド
リルダウンは使用できません。これらのディメン
ションでは、リーフ・メンバーに対してドリル・ス
ルーを実行する必要があります。
サマリー・ドリルは、ローカル・サービス・インス
タンスでのみ使用可能です。異なるサービス・イン
スタンス間またはハイブリッド・デプロイメントで
は使用できません。

増減 階層およびシステム計算を介して使用される、自動
化されたキャッシュ・フロー・レポート・ディメン
ションを示す増減ディメンションを指定します。
デフォルトでは、システムは増減ディメンションの
メンバーを使用して様々なタイプのキャッシュ・フ
ロー・データおよび FXから CTAの計算を保持しま
す。
増減がない場合は、FCCS_No Movementとして指
定します。そうでない場合は、必要な増減メンバー
を選択します。
増減ディメンション・メンバーの例:
• FCCS_No Movement
• FCCS_Movements
• FCCS_OpeningBalance
• FCCS_ClosingBalance

複数 GAAP ローカル GAAPと IFRSの両方、または他の GAAP
での財務諸表のレポートに使用する複数 GAAPデ
ィメンションを指定します。
このディメンションは、ローカル GAAPデータ入力
と他の GAAP調整を追跡します。

データ・ソース データ・ソース・ディメンションを指定します。
デフォルト値は"FCCS_Managed Data"です。
必要に応じて、データ・ソース・メンバーをカスタ
ム・データ・ソース・メンバーに変更できます。

データ・ファイルのパージ Essbaseへのファイルベースのデータ・ロードが正
常に終了したときに、データ・ファイルをアプリケ
ーションの outboxディレクトリから削除するかど
うかを指定します。「はい」を選択するとファイル
が削除され、「いいえ」を選択するとファイルが保
存されます。
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表 9-4 (続き) Financial Consolidation and Closeアプリケーション・オプションと説明

オプション 説明
メンバー名にはカンマを使用できます メンバー名にカンマが含まれており、次のいずれか

のサービスにデータをロードしている場合は、この
オプションを「はい」に設定してデータをロードし
ます。
• Planningモジュール
• Planning
• Financial Consolidation and Close
• Tax Reporting

ワークフロー データ・ワークフロー・メソッドを選択します。
使用可能なオプション:
• 完全 — データは TDATASEG_T表で処理され
てから、TDATASEG表にコピーされます。
4つのワークベンチ・プロセス(インポート、検
証、エクスポートおよび確認)がすべてサポー
トされており、データはワークベンチに表示で
きます。
ドリルダウンがサポートされています。
「完全」ワークフロー・モードがデフォルト・
モードです。

• 完全、アーカイブなし — データは
TDATASEG_T表で処理されてから、
TDATASEG表にコピーされます。
4つのワークベンチ・プロセスがすべてサポー
トされています(インポート、検証、エクスポ
ートおよび確認)。データはワークベンチに表
示できますが、表示できるのはインポート・ス
テップが完了した後のみです。データはワー
クフロー・プロセスの終了時に TDATASEGか
ら削除されます。
ドリルダウンはサポートされていません。

• 単純 — データは TDATASEG_Tで処理された
後、TDATASEG_T表から直接エクスポートさ
れます。
すべてのデータ・ロードに、インポートとエク
スポート両方のステップが含まれます。
データは検証されず、マップされていないデー
タはロード失敗の原因となります。
マップは TDATAMAPSEGにアーカイブされ
ません。
データはワークベンチに表示できません。
ドリルダウンはサポートされていません。
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表 9-4 (続き) Financial Consolidation and Closeアプリケーション・オプションと説明

オプション 説明
Smart Viewからのビューのドリル Oracle Smart View for Officeのドリルスルー・レ

ポートでカスタマイズされた属性ディメンション・
メンバー名を表示するときに、ワークベンチから列
のカスタム・ビューを指定します。

ノート:

Smart Viewにドリ
ルするときに、データ
統合ではドリルのラ
ンディング・ページで
最後に使用されたビ
ューが使用されます。
最後に使用されたビ
ューが見つからない
場合は、データ統合で
は、この設定のデフォ
ルトのビュー選択が
使用されます

カスタム・ビューは、データ統合のワークベンチ・
オプションで作成および定義します。カスタム・ビ
ューが定義され、Smart Viewからのビューのドリ
ル・フィールドで指定されている場合、Smart View
でドリルスルー・セルをクリックして「新規シート
として開く」を選択すると、ワークベンチで定義さ
れているビューに基づいてドリルスルー・レポート
が開きます。
アプリケーション・オプション・ページでビューが
定義されていない場合は、デフォルト・ビューが使
用されます。つまり、属性ディメンションではカス
タマイズされたメンバー名が Smart Viewに表示
されません。
カスタム・ビューの定義の詳細は、ワークベンチの
カスタム・ビューの定義を参照してください。

フィルタの定義
フィルタを使用すると、ソース・システムからの結果を絞り込むことができます。たとえば、
Planningソース・システムに対してフィルタを指定する場合、ディメンションを選択してか
ら、各ディメンションのフィルタ条件を入力します。

ノート:

フォームおよびレポートで表示される動的時系列(DTS)メンバー(たとえば、Y-T-D、
H-T-D、Q-T-Dなど)は、クイック・モードを使用する際、または期間ディメンション
のメンバー・セレクタがサポートされる場所では、ソース・フィルタでサポートされ
ません。
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Planningフィルタの定義
フィルタ・オプションを定義して、Planningアプリケーションから抽出するデータのサブセッ
トを指定できます。
Planningフィルタを追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、Planning統合の右側にある をクリックし、「オプ
ション」を選択します。

2. 「フィルタ」タブをクリックします。
3. をクリックします。
オプションで、フィルタにすでに割り当てられている別のディメンションを選択し、「ディ
メンション名」ドロップダウンから別のディメンションを割り当てるか、フィルタ条件を
変更します。

4. 「ディメンション名」ドロップダウンから、フィルタの追加先のディメンションの名前を指
定します。

5. 「保存」をクリックします。

Oracle NetSuiteフィルタの定義
NSPB Sync SuiteAppの保存された検索で定義される検索基準は、アプリケーション・フィル
タとして自動的に登録されます。必要に応じて、これらのフィルタを編集します。たとえば、
デフォルト値を割り当てたり、エンド・ユーザーに対してフィルタを非表示にします。
選択した条件を満たすレコードのみが返されるように、NSPB Sync SuiteAppの保存された検
索結果にフィルタ条件を適用します。フィルタ条件は 1つのみ、または複数選択でき、完全な
値を指定することもできます。
NSPB Sync SuiteAppの保存された検索で定義される検索基準は、アプリケーション・フィル
タとして自動的に登録されます。必要に応じて、これらのフィルタを編集します。たとえば、
デフォルト値を割り当てたり、エンド・ユーザーに対してフィルタを非表示にできます。
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ノート:

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementで Oracle NetSuiteフィ
ルタの値および演算子を指定すると、Oracle NetSuiteでは Cloud EPMの値が使用さ
れますが、Oracle NetSuiteで定義されているそのフィルタの演算子が適用されます。
Cloud EPMでフィルタに定義されている演算子は、Oracle NetSuiteでは無視されま
す。そのため、Oracle NetSuiteのフィルタの演算子が「次以後」で Cloud EPMの演
算子が「等しい」である場合、Oracle NetSuiteでは Cloud EPMの値が使用されます
が、演算子は Oracle NetSuiteで定義されている「次以後」が使用されます。

NSPB Sync SuiteAppフィルタを適用するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、Oracle NetSuite統合の右側にある をクリックし、
「オプション」を選択します。

2. 「フィルタ」タブをクリックします。
3. フィルタ条件の名前を選択します。
使用可能なフィルタは次のとおりです:

• Postingperiod

ノート:

特定の期間(特定の月など)に基づいてデータをロードする必要がある場合、期
間 IDを含む NSPB Sync SuiteApp転記期間フィルタを使用します。期間 ID
は転記期間フィルタ内に作成され、データのフィルタ処理に使用される
NSPB Sync SuiteAppの保存された検索によって戻されます。
Oracle NetSuiteでは、いくつかのタイプのデータ・フィルタが用意されてい
ます。名前付き期間(前会計年度など)、特定の開始日と終了日で定義されたカ
スタム日付範囲、および数日前、数週間前、数か月前、数四半期前、数年前
または現在から数日後、数週間後、数か月前、数四半期後または数年後まで
として定義された相対的な日付範囲です。フィルタの設定の詳細は、
NetSuiteの検索ガイドを参照してください。

• Mainline

• Posting

4. 「条件」ドロップダウンから、適用可能な条件を選択します。
フィルタによる適用可能条件は、NSPB Sync SuiteAppの保存された検索から導出されま
す。

5. 「値」ドロップダウンから、フィルタを適用する値を選択します。
6. 「保存」をクリックします。
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Budgetary Controlフィルタの定義
Budgetary Controlデータ・ソースからの統合が作成されると、フィルタが自動的に定義されま
す。必要に応じてフィルタを変更できますが、削除はできません。(フィルタが削除されると、
デフォルト値が再作成されます。)
Budgetary Controlからのデータのインポートに使用するデータ統合については、フィルタを使
用して結果を制限します。
Budgetary Controlデータ・ソースからの統合が作成されると、フィルタが自動的に定義されま
す。必要に応じてフィルタを変更できますが、削除はできません。(フィルタが削除されると、
デフォルト値が再作成されます。)
Budgetary Controlのデータ・ロード・フィルタを使用して操作する場合は、次のことに注意し
てください。
• 管理予算 - このディメンションを追加し、消費平衡のロード元の管理予算を選択します。
• 金額タイプ予算管理ディメンション - Budgetary Controlからロードされる明細アイテムの
勘定科目は通常、損益計算書タイプであると想定して、PTDを選択します。

• 残高金額予算管理ディメンション - Planningアプリケーションにロードする消費金額タイ
プに対するビジネス要件に応じて、契約、債務、その他の見込支出、支出などの残高金額
を選択します。

• その他の予算管理ディメンションについては、Planningアプリケーションでデータをロー
ドする適切なレベルからメンバーを選択します。

Budgetary Controlフィルタを追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、Budgetary Control統合の右側にある をクリック
し、「オプション」を選択します。

2. 「フィルタ」タブをクリックします。
3. をクリックします。
オプションで、フィルタにすでに割り当てられている別のディメンションを選択し、「ディ
メンション名」ドロップダウンから別のディメンションを割り当てるか、フィルタ条件を
変更します。

4. 「ディメンション名」ドロップダウンから、フィルタの追加先のディメンションの名前を指
定します。

5. 「フィルタ条件」で、フィルタを指定します。
6. 「保存」をクリックします。

Oracle HCM Cloudフィルタの定義
データ・ソースに関連付けられる Oracle Human Capital Management Cloudソース・フィルタ
はいずれも、統合中に自動的に作成されます。「統合の編集」ページで、結果をフィルタ処理す
るための特定の基準を選択できます。
Oracle HCM Cloudから Planningモジュールまたは要員へのデータのインポートに使用するデ
ータ統合については、フィルタを使用して結果を制限します。
データ・ソースに関連付けられるソース・フィルタはいずれも、統合中に自動的に作成されま
す。「統合の編集」ページで、結果をフィルタ処理するための特定の基準を選択できます。
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Oracle HCM Cloudメタデータ・カテゴリに応じて、次のソース・フィルタが自動的に移入さ
れます:

• 発効日 - ツリーを有効にする日付を選択します。
• 国別仕様データ・グループ - 国別仕様データ・グループは、給与および関連データをパー
ティション化する手段の 1つです。企業が営業する国ごとに、少なくとも 1つの法規制デ
ータ・グループが必要です。各法規制データ・グループには、1つ以上の給与法定単位が
関連付けられます。

• ツリー・コード - Oracle HCM Cloud内の階層のツリー・コード(組織や職階のように階層
を持つオブジェクトの場合)

• ツリー・バージョン - Oracle HCM Cloud内の階層のツリー・バージョン
• 変更のみ - 抽出モードを制御します。有効なオプションは、「N」または「Y」です。
次の表に、各種の抽出モードとその参照値、および説明を示します:

モード 参照値 説明
N すべての属性 抽出にはすべての値が含められ

ます。完全な抽出が実行され、
その時点での完全なデータ出力
が生成されます。アーカイブさ
れたデータは、ベースラインと
して利用されます。

Y 変更された属性 この抽出実行が以前の抽出実行
と比較され、ベースラインと比
較(それにより増分データを特
定)することにより、変更された
データのみが表示されます。

Oracle HCM Cloudフィルタを編集するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、Oracle HCM Cloud統合の右側にある をクリック
し、「オプション」を選択します。

2. 「フィルタ」タブをクリックします。
3. 編集するフィルタの名前を選択します。
4. 「値」で、フィルタ条件を指定します。

5. 「保存」をクリックします。

MDX問合せに対するカスタム・フィルタの定義
「ソース・オプション」の「フィルタ」タブで、有効な MDXメンバーの選択を制限するカスタ
ム・フィルタを指定できます。カスタム・フィルタを使用すると、メンバー選択ページで使用
できないメンバーを選択できます。
MDX問合せにカスタム・フィルタを追加するには:

第 9章
データ統合オプションの設定

9-83



1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「オプション」
を選択します。

2. 「フィルタ」タブをクリックします。
3. カスタム・フィルタを適用するディメンションを選択します。
4. 「フィルタ条件」で、MDX構文を使用して、メンバーを中カッコ({および})文字で囲んでカ
スタム・フィルタを定義し、「保存」をクリックします。
カスタム・フィルタの構文は"#Custom{<Valid MDX Member Selection Function>}"です。
次の例は、「勘定科目」、「通貨」および「エンティティ」ディメンションに適用されるカス
タム・フィルタを示しています:

「プロセスの詳細」で、MDX問合せに適用されたカスタム・フィルタの詳細を表示できま
す:

領域のクリアの定義
データ統合の「領域のクリア」オプションを使用すると、Planningモジュール・アプリケーシ
ョンに置換モードでデータをロードする前にクリアするデータ・スライスを選択できます。ま
た、Oracle General Ledgerに予算をロードする場合、新しい予算をロードする前に、オプショ
ンで前予算をクリアできます。この機能は、Oracle Financials Cloud 20C以上でのみ使用でき
ます。
領域のクリアを定義するには、ディメンションのメンバー選択基準(メンバーの静的リスト、メ
ンバー関数の選択、データから派生したメンバーなど)を指定します。デフォルトでは、デー
タ・ロードに含まれるエンティティ、シナリオ、バージョン、年、期間の値に基づいて、デフ
ォルトのクリア・スクリプトが定義されます。Oracle Financials Cloudの場合、メンバー関数
は指定できません。親メンバーを選択でき、最下位レベルのすべての子のデータが自動的にク
リアされます。統合またはデータ・ロード・ルールが実行されると、「領域のクリア」で定義さ
れたディメンションの組合せがデータのロード前にクリアされます。
Planningの場合、期間、年およびシナリオ・ディメンションがデータに基づいて自動的に派生
し、これらのディメンションに対してフィルタを指定する必要はありません。これらのディメ
ンションに対してメンバーを指定した場合、それらは無視されます。
Oracle General Ledgerの場合、元帳、シナリオおよび会計期間ディメンションがデータに基づ
いて自動的に派生し、これらのディメンションに対してフィルタを指定する必要はありません。
これらのディメンションに対してメンバーを指定した場合、それらは無視されます。
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ノート:

「アプリケーション・オプション」の非管理の置換設定によって、管理者以外のユー
ザーが使用できる置換方法が決まります。これらの方法には、「なし」、「数値データ
のみ」および「すべてのロード方法」があります。詳細は、直接統合オプションの定
義を参照してください。

ノート:

「領域のクリア」機能は、Financial Consolidation and Close、Tax Reporting、Account
Reconciliationおよび Profitability and Cost Managementビジネス・プロセスには使用
できません。また、次のものにも使用できません
Budgetary Control (接頭辞が XCCのアプリケーション。)

ノート:

ASOキューブに対して置換モードで統合を実行する際に、シナリオ・メンバーが共
有メンバーである場合、数値データ・ロードのみが実行されます。階層が完全に含ま
れた完全修飾名でメンバー名を指定してください。シナリオ・メンバーが共有メンバ
ーである場合、すべてのデータ型のロード方法は機能しません。

「領域のクリア」を定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、Planningアプリケーションの右側にある をクリッ
クし、「オプション」を選択します。

2. オプション・ページで、「領域のクリア」タブをクリックします。

3. 「ディメンション名」から、 をクリックして、領域のクリアの追加元のディメンション
を追加します。
ディメンションの右側にある をクリックして、ドロップダウンからディメンションを選
択することもできます。

4. 領域をクリアする方法を選択します。
ターゲット・アプリケーションにエクスポートできるデータに基づいてメンバー・リスト
を作成することで領域をクリアするには、手順 5に進みます。
メンバー(収益の子孫など)を選択することで領域をクリアするには、手順 6に進みます。
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5. ディメンションを選択し、「データからの派生」をクリックして選択したディメンションの
データをクリアし、ターゲットへのエクスポートに使用できるデータに基づいてメンバー・
リストを作成します。
領域のクリアに対して「データからの派生」方法を選択する場合は、「フィルタ条件」フィ
ールドでフィルタを指定しないでください。
このオプションは、データの転記先の会社またはコスト・センターのデータをクリアする
が、実行ごとに値を変更しない場合に便利です。

6. フィルタに基づいてデータをクリアするか、メンバー・セレクタを使用するには、「フィル
タ条件」フィールドでフィルタまたはメンバー・セレクタを指定します。

ノート:

General Ledgerには関数は使用できません。親メンバーを選択でき、すべての子
の値がクリアされます。

7. データ・ロード・ルールの統合を実行した後、「領域のクリア」機能の詳細を表示するに
は、ジョブの「プロセスの詳細」に移動し、ログを開きます。

ビジネス・ルールの使用
ビジネス・ルールを使用すると、Planningアプリケーションにデータをロードする際に高度な
ルールを起動および管理できます。この機能により、プログラマの支援や EPM自動化などの
追加ツールを必要とせずに、ルール・ロジックを呼び出すことができます。数値データのみお
よびすべてのデータ型のロード方法のビジネス・ルールを実行できます。また、個々のビジネ
ス・ルールまたはルール・セットを実行できます。ルール・セットを使用すると、複数のルー
ルを組み合せて、同時または順次に実行できます。
ビジネス・ルールの例には次のものがあります:

• データをロードする前にデータをクリアする
• 計算を実行する
• データを集約する
• キューブの 1つのスライスにデータをコピーする
アプリケーションまたは統合レベルでビジネス・ルールを登録します。アプリケーション・レ
ベルで登録されたビジネス・ルールは、アプリケーションにデータをロードするすべての統合
に対して実行できます。統合レベルでは、選択した統合に対して実行するビジネス・ルールを
「オプション」タブで登録します。
ビジネス・ルールの使用を開始するには、「アプリケーション」の新しいビジネス・ルール・ペ
ージに移動し、独立または埋込みモードでビジネス・ルールを登録します。
独立モードは、データ統合ワークフローのシステム・イベントに応答して実行できるルールを
登録する場合に使用します。登録には、システム・イベント、ルールまたはルール・セット名、
ランタイム・パラメータおよび実行シーケンスが含まれます。
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埋込みモードは、データ・ロード・プロセスの後に実行されるビジネス・ルールを登録するた
めに使用します。このモードはデータ・ロード・プロセスの一部として組み込まれ、ロードさ
れたデータ交差へのアクセスを提供します。このモードは、すべてのデータ型ロード方法を使
用している場合にのみ使用できます。埋込みルールはイベントによってトリガーされず、ラン
タイム・パラメータをサポートしていません。
計算スクリプトを実行するビジネス・ルールを実行できます。計算スクリプトを使用したビジ
ネス・ルールの設計および作成の詳細は、ビジネス・ルールの設計を参照してください。
Groovyスクリプトを実行するビジネス・ルールを実行できます。Groovyスクリプトを使用し
たビジネス・ルールの設計および作成の詳細は、Groovyビジネス・ルールの作成を参照してく
ださい。

独立モードでのビジネス・ルールの登録
システム・イベントに応答してルールを実行する場合は、ビジネス・ルールを独立モードで登
録します。
ビジネス・ルールを独立モードで登録するには:

1. アプリケーションにロードするすべての統合のビジネス・ルールを登録するには、アプリ
ケーションページで、アプリケーションの右側にある をクリックし、「ビジネス・ルー
ル」を選択します。
または
特定の統合のビジネス・ルールを登録するには、全般ページで、統合の右側にある を
クリックして「オプション」を選択し、統合の編集ページで「ビジネス・ルール」タブを
選択します。

ノート:

特定のイベントに統合およびアプリケーション・レベルで登録されたビジネス・
ルールがある場合、統合レベルのビジネス・ルールのみがトリガーされます。

2. ビジネス・ルール・ページで、「独立」モードをクリックします。
3. • 抽出前

• インポート前
• インポート後
• ロード前
• ロード後
• 確認前
• 確認後
データ統合でビジネス・ルールをトリガーするために使用できるシステム・イベントの説
明は、ビジネス・ルールでサポートされるイベントを参照してください。

4. 「タイプ」から、実行するビジネス・ルールが個別のルールであるか、特定のイベントのル
ールセットに属しているかを選択します。
使用可能なタイプ:
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• ルール - 特定のイベントに対して実行できる特定のビジネス・ルールを指定します。
• ルール・セット - ルールセットに属するビジネス・ルールを指定します。ルールセット
は、実行するルールのセットに複数のルールが含まれている場合に実行の単位となり
ます。ルールセットでは、ルールの優先度は、ルールセット内のルールの起動順序を
指定するために適用されます。ルールセットは、ロジック要件に応じてルールを順次
または同時に起動するために使用されます。

5. 「名前」から、実行するビジネス・ルールを選択します。
このフィールドで使用できるビジネス・ルールは、Calculation Managerで事前作成され、
Planningターゲット・アプリケーションにデータをロードするときにデータ統合で使用で
きるようになります。
Planningでビジネス・ルール名が変更された場合、ビジネス・ルール名およびロジックを
検証しないデータ統合では、新しいビジネス・ルール名が自動的に変更されることはあり
ません。

6. 「実行時プロンプト」で、 をクリックして実行時プロンプトを追加または編集します。
実行時プロンプトの操作の詳細は、ビジネス・ルールへの実行時プロンプトの追加を参照
してください。

7. 「シーケンス」で、複数のルールまたはルールセットが 1つのイベントに関連付けられてい
る場合にルールを実行する順序を指定します。
複数のスクリプトを 1つのイベントで実行できるため、このシーケンス値によって各ビジ
ネス・ルールを実行する順番を指定します。任意の数を入力できますが、数がイベント内
で一意である必要があります。

ビジネス・ルールでサポートされるイベント
次のシステム・イベントでは、独立モードでビジネス・ルールをトリガーできます。システム・
イベントは bin/scripts/eventフォルダに格納されます。

イベント 説明
抽出前 このイベントは、データがソース・アプリケーショ

ンから抽出される前にトリガーされます。たとえ
ば、このイベントを使用してデータの集約や BSO
キューブから ASOキューブへのコピーなどの計算
を実行でき、データの同期またはデータ・エクスポ
ート用のデータを抽出する前に「抽出前」イベント
を使用します。

インポート前 このイベントは、データがステージング表にインポ
ートされる前にトリガーされます。たとえば、この
イベントを使用してビジネス・ルールを実行し、処
理用のデータ・ファイルを生成できます。

インポート後 このイベントは、データがステージング表にインポ
ートされた後にトリガーされます。

ロード前 このイベントは、データが Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementアプリケ
ーションにロードされる前にトリガーされます。
たとえば、このイベントを使用してカスタム・クリ
ア・スクリプトを実行し、新しいデータをロードす
る前にデータをクリアできます。
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イベント 説明
ロード後 このイベントは、データが Cloud EPMアプリケー

ションにロードされた後にトリガーされます。た
とえば、このイベントを使用して、データがロード
された後に計算を実行できます。

確認前 確認ルールの前に呼び出されます。
確認後 これは、確認ステップの後で呼び出されるイベント

であり、最後のイベントです。たとえば、このイベ
ントを使用して、データを別のバージョンにコピー
するビジネス・ルールをトリガーしたり、別のビジ
ネス・ルールをトリガーして他のダウンストリー
ム・タスクを実行できます。

ビジネス・ルールへの実行時プロンプトの追加
ビジネス・ルールをデプロイするときに、実行時プロンプト変数の値を入力または編集できま
す。実行時プロンプトを使用すると、ルールで使用される値リストを識別および定義すること
により、ルールをパラメータ化できます。ビジネス・ルールに実行時プロンプトが含まれてい
る場合、ユーザーはビジネス・ルールを起動する前に必要な情報を入力します。ビジネス・ル
ールは、メンバー、テキスト、日付または数字としての変数についてユーザーにプロンプト表
示します。プロンプトは特定である必要があり、どのようなタイプのデータが予期されるかを
ユーザーに示します。たとえば、ユーザーがルールの実行時に特定のエンティティを選択でき
るようにする実行時プロンプトを追加できます。
実行時プロンプトの値は、POV期間などの事前定義済の値リストから選択できます。
カスタム・パラメータを指定することもできます。その場合、変数を明示的に指定するか、任
意の Oracle Essbaseフィルタ構文を入力できます。
さらに、オプション・ページの「統合オプション 1」 - 「統合オプション 4」フィールドに保管
されている値を参照して、計算ロジックを推進します。

ノート:

実行時プロンプトは、データ統合によって検証されません。

ビジネス・ルールに実行時プロンプトを追加するには:

1. ビジネス・ルール・ページで、「独立」をクリックします。
2. をクリックします。
3. 実行時プロンプトを追加するビジネス・ルールを選択します。
4. 「実行時プロンプト」で、 をクリックして実行時プロンプトを追加または編集します。
5. 実行時プロンプト・ページで、 をクリックします。
6. 「名前」に、(Planningの)ビジネス・ルールで定義されている実行時プロンプトの名前を入
力します。
たとえば、実行時プロンプトの名前として「Entity」と入力します。
この時点では、LOV (値リスト)は使用できません。
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7. 「値のタイプ」から、実行時プロンプトに期待される値のタイプを選択します:

実行時プロンプトを作成するために使用できる値タイプは次に基づきます:

• カスタム - 「カスタム値」フィールドで指定されたカスタム・パラメータ。Essbase
フィルタ構文に基づいてカスタム値を使用することもできます。詳細は、Essbase計
算スクリプトの操作を参照してください。

• POV期間 - 統合が実行されている期間に基づく事前定義済の POV期間値
• POV年 - 統合が実行されている期間に基づく事前定義済の POV年値
• POVカテゴリ - 統合(データ・ルール)定義の POVカテゴリに基づく事前定義済のシナ
リオ値。

• すべてのデータ・ロード・エンティティ  - データ・ロードのエンティティ・リスト
• すべてのデータ・ロード勘定科目 - データ・ロードの勘定科目リスト
• 統合オプション 1 - 統合オプション 4 - 「全般オプション」の「統合オプション 1」か
ら「統合オプション 4」のフィールドに保存された自由形式のテキストまたは値。詳細
は、直接統合オプションの定義を参照してください。

ノート:

デフォルトでは、ビジネス・ルールは統合で指定されたターゲット・プラン・タ
イプに対して実行されます。異なるプラン・タイプのビジネス・ルールを実行す
る場合は、「プラン・タイプ」という名前の実行時プロンプトを指定し、カスタム
値タイプを指定してから、目的のプラン・タイプの名前をカスタム値として指定
します。
次の例は、データのクリア・ビジネス・ルールの統合に関連付けられたデフォル
トのプラン・タイプ以外のプラン・タイプを指定する方法を示しています。

8. 実行時プロンプトにカスタム値タイプを選択した場合は、「カスタム値」フィールドに実際
の値を指定します。

9. 「OK」をクリックします。
この例では、エンティティを求めるデータのクリア・ビジネス・ルールに対してカスタム
実行時プロンプトが定義されています。
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ビジネス・ルールの詳細は、「プロセスの詳細」で確認できます。

埋込みモードでのビジネス・ルールの登録
埋込みモードは、データ・ロード・プロセスの後に実行されるビジネス・ルールを登録するた
めに使用します。このモードはデータ・ロード・プロセスの一部として組み込まれ、ロードさ
れたデータ交差へのアクセスを提供します。このモードは、すべてのデータ型ロード方法を使
用している場合にのみ使用できます。埋込みルールはイベントによってトリガーされず、ラン
タイム・パラメータをサポートしていません。
ビジネス・ルールを埋込みモードで登録するには:

1. アプリケーションにロードするすべての統合のビジネス・ルールを登録するには、アプリ
ケーションページで、アプリケーションの右側にある をクリックし、「ビジネス・ルー
ル」を選択します。
または
特定の統合のビジネス・ルールを登録するには、全般ページで、統合の右側にある を
クリックして「オプション」を選択し、統合の編集ページで「ビジネス・ルール」タブを
選択します。

ノート:

特定のイベントに統合およびアプリケーション・レベルで登録されたビジネス・
ルールがある場合、統合レベルのビジネス・ルールのみがトリガーされます。

2. ビジネス・ルール・ページで、「埋込み」モードをクリックします。
3. をクリックします。
4. 「名前」から、実行するビジネス・ルールを指定します。
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このフィールドで使用できるビジネス・ルールは、Calculation Managerで事前作成され、
Planningターゲット・アプリケーションにデータをロードするときにデータ統合で使用で
きるようになります。
Planningでビジネス・ルール名が変更された場合、ビジネス・ルールを検証しないデータ
統合では、新しいビジネス・ルール名が自動的に変更されることはありません。

5. 「シーケンス」で、複数のルールまたはルールセットが統合またはアプリケーションに関連
付けられている場合にルールを実行する順序を指定します。

6. 「保存」をクリックします。
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10
データ・マップの定義

ソース・アプリケーションとターゲット・レポート・アプリケーション間のデータ・マッピン
グを作成します。
次も参照:

• データ・マップの理解
• データ・マップの作成
• データ・マップのリフレッシュ
• データ・マップの管理
• データの移動
• データ・マップおよびスマート・プッシュのリアルタイム進捗ステータスのチェック

データ・マップの理解
データ・マップを使用して、データ、コメント、添付およびサポート詳細を、ソース・キュー
ブとスマート・リストからターゲット・アプリケーションに移動します。ソース・キューブと
ターゲット・キューブの間でディメンションをマップし、次のようなデータのプッシュを可能
にすることができます:

• Planningまたはフリーフォーム・アプリケーション内
• Planningアプリケーション間
• Planningから Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingへ

ノート:

Planningから Enterprise Profitability and Cost Management、Financial
Consolidation and Closeおよび Tax Reportingにプッシュする場合、スマート・
リストはサポートされません。

• 戦略モデリングと Planningの間
• 同じ環境内の Enterprise Profitability and Cost Managementソースと Enterprise

Profitability and Cost Managementターゲットの間。

ノート:

データ・マップでは、集約ストレージ・キューブ(ASOキューブ)がソースとしてサポ
ートされます。レコード全体がゼロ、欠落した値、または欠落した値とゼロ値の組合
せで構成されている場合、データ・マップおよびスマート・プッシュで行は無視され
ます。
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ノート:

クロス・アプリケーション・データ・マップは、スマート・プッシュでのみサポート
されます。クロス・アプリケーションのデータ・マップ・プッシュは、今後の更新で
サポートされるようになります。
詳細なメンバー・レベルのマッピングを含む Planningデータ・マップは、スマート・
プッシュでのみサポートされます。これらのデータ・マップのデータ・マップ・プッ
シュは、今後の更新でサポートされるようになります。

ビデオ

目的 視聴するビデオ
データ・マップを使用してデータを移動
する方法を学習します。

 
Oracle Planning and Budgeting Cloudでのレポートのデータ
の即時プッシュ

関連トピック
• アプリケーションについて
• レポート・キューブについて
• データ・マップでサポートされていない機能

アプリケーションについて
アプリケーションは、プランニングのニーズを満たすために使用される、関連する一連のディ
メンションとディメンション・メンバーです。各アプリケーションにはそれ自体の勘定科目、
エンティティ、シナリオおよび他のデータ要素があります。
Planningアプリケーションの詳細は、Planningの管理のアプリケーションの管理を参照してく
ださい。
Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションの詳細は、Enterprise
Profitability and Cost Managementの管理と作業の Enterprise Profitability and Cost
Managementアプリケーションの作成を参照してください。

レポート・キューブについて
レポート・キューブは、Planningデータを集約してレポートできるキューブです。主なユー
ス・ケース:

• レポート・キューブに、データ・ウェアハウスなどの任意のソースからのデータが含まれ
ています。新しい Planningデータをそこに移動し、そのデータに関してレポートする必要
があります。

• Planningのスマート・リストに関してレポートする必要がありますが、Planningではでき
ません。
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データ・マップでサポートされていない機能
レポート・アプリケーションへの Planningアプリケーションのマッピングでは、次はサポート
されません。
• 重複メンバー使用可能オプションが選択された集約ストレージ・データベース・アウトラ
イン

• 属性ディメンション
• 属性メンバー選択

データ・マップの作成
アプリケーションをレポート・アプリケーションにマップするデータ・マップを作成するには:

1. 「アプリケーション」、「データ交換」、「データ・マップ」の順にクリックします。
2. ホーム・ページで、「作成」をクリックします。
3. データ・マップの名前および説明を入力します。
4. 「ソース」と「ターゲット」の選択内容を次のようにします。

• 「ソース」で、使用可能なキューブから現在のアプリケーションのキューブを選択しま
す。

• 「ターゲット」で、使用可能なアプリケーションとキューブからターゲット・レポー
ト・アプリケーションのアプリケーションとキューブを選択します。

選択したソースおよびターゲット・キューブの現在のマッピングが「ソース」と「ターゲ
ット」に表示され、マップされていないディメンションは「マップされていないディメン
ション」に表示されます。

ノート:

戦略モデリングと Planningの間でデータをプッシュするためのデータ・マップを
作成している場合は、「ソース」と「ターゲット」の追加オプションが表示されま
す:

• 「ソース」のオプションは、「モデルの選択」および「シナリオ・ロールアッ
プの選択」です。モデルまたは連結を選択し、「選択」をクリックします。

• 「ターゲット」では、モデルが「ソース」の場合、ターゲット Planningキュ
ーブまたはターゲット「モデル」を選択します。シナリオ・ロールアップが
「ソース」である場合は、ターゲット Planningキューブまたはシナリオ・ロ
ールアップを選択します。

リストに「戦略モデリング」モデルがない場合、「アクション」メニューから「同
期」を選択します。

5. オプション。現在のマッピングを変更し、任意のマップされていないディメンションをマ
ップします。
現在のマッピングを変更するには、ディメンションのマッピング情報の変更を参照してく
ださい。
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マップされていないディメンションをマップするには、マップされていないディメンショ
ンの移動を参照してください。

6. データ・マップ・オプションを定義します。
データ・マップ・オプションの定義を参照してください。

7. 「保存して閉じる」をクリックします。
新しいデータ・マップがデータ・マップ・リストの最後に追加されます。

データ・マップのリフレッシュ
データ・マップをリフレッシュするには:

1. 「アプリケーション」、「データ交換」、「データ・マップ」の順にクリックします。
2. 「リフレッシュ」をクリックします。

データ・マップの管理
次も参照:

• データ・マップの表示
• ディメンションのマッピング情報の変更
• 詳細なメンバー・レベルのマッピングの使用
• マップされていないディメンションの移動
• 詳細マッピングの移入
• データ・マップからのメンバーの除去
• データ・マップ・オプションの定義
• データ・マップの詳細の編集
• データ・マップの複製
• Excelへのデータ・マップのエクスポート
• データ・マップのインポート
• データ・マップの削除
• データ・オプションの設定
• デフォルト・メンバーの検証ルール

データ・マップの表示
データ・マップを表示するには:

1. 「アプリケーション」、「データ交換」、「データ・マップ」の順にクリックします。
2. 次のタスクを実行してリストを検索、フィルタまたはソートします。

• 名前でマップを検索するには、「検索」にテキストを入力し、それから をクリック
します。
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• ソースまたはターゲットによりマップをフィルタするには、「すべてのソース」および
「すべてのターゲット」をクリックしてフィルタ条件を選択します。

• 各列のアイテムを昇順または降順にソートするには、カーソルを列見出しに置き、「昇
順ソート」または「降順ソート」 を選択します。

3. 次のタスクを実行します:

• データ・マップを作成します。データ・マップの作成を参照してください。
• データ・マップ・リストをリフレッシュします。データ・マップのリフレッシュを参照し
てください。

• マッピング情報を変更します。ディメンションのマッピング情報の変更を参照してくださ
い。

• マップされていないディメンションをマップします。マップされていないディメンション
の移動を参照してください。

• データ・マップ・オプションを定義します。データ・マップ・オプションの定義を参照し
てください。

• データ・マップの詳細を編集します。データ・マップの詳細の編集を参照してください。
• データ・マップを複製します。データ・マップの複製を参照してください。
• データ・マップを削除します。データ・マップの削除を参照してください。
• レポート・アプリケーションでスマート・リストを同期します。Planningの管理のレポー
ト・アプリケーションでのスマート・リストの同期を参照してください。

• リレーショナル・データ・マージ・オプションを設定します。データ・オプションの設定
を参照してください。

• デフォルト・メンバーの検証ルールをレビューします。デフォルト・メンバーの検証ルー
ルを参照してください。

ディメンションのマッピング情報の変更
データ・マップ内のディメンションのマッピング情報を変更するには:

1. 「データ・マップ」リスト・ページを表示します。
データ・マップの表示を参照してください。

2. 既存のデータ・マップをクリックします。
3. 「ソース」でディメンションを選択し、 をクリックして、マッピングに使用する新しい
ソース・ディメンションまたはスマート・リストを選択します。
すべてのディメンションがマップされている場合、既存のソース・ディメンションをスマ
ート・リスト( をクリックすると、「スマート・リスト」のみが表示されます)にマップす
るだけで済みます。別のディメンションにマップできるようにディメンションのマップを
解除するには、「ソース」でディメンションを選択し、 をクリックします。ディメンシ
ョンは「マップされていないディメンション」に移動されます。

詳細なメンバー・レベルのマッピングの使用
詳細なメンバー・レベルのマッピングを使用して、例外を操作するときに、あるキューブから
別のキューブにデータを移動する間にディメンションの選択したメンバーを含めます。つま
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り、ソース・メンバーとターゲット・メンバーが同じであるか、ロールアップ・メンバー・マ
ッピングまたは変換を必要としない場合、メンバー・レベルのマッピングを定義する必要はあ
りません。データを移動する間に詳細なメンバー・レベルのマッピングを含めることは、複数
のディメンションとの間で、または単一のディメンションから名前が異なるメンバー間で複雑
なマッピングを定義する必要がある場合に役立ちます。マッピングは、ソース・キューブのメ
ンバーがターゲット・キューブのメンバーと一致しない場合に必要です
詳細なメンバー・レベルのマッピングには、次のものがあります:

• 単純なマッピング: ソース・メンバーとターゲット・メンバー間の 1対 1のマッピング
• ロールアップ・マッピング: ソースの複数のメンバーを単一のターゲット・メンバーへ。
• マルチディメンション・マッピング: 複数のディメンションのマッピングを使用すると、2
つのソース・ディメンションを 1つのターゲット・ディメンションに、または 1つのソー
ス・ディメンションを 2つのターゲット・ディメンションにマップできます。

• 代替変数マッピング: ソースのディメンション・メンバーを明示的にマップするかわりに、
データ・プッシュ/スマート・プッシュ中に参照されて取得されるように、代替変数を選択
します。

単純なメンバー・レベルのマッピングの定義
単純なメンバー・レベルのマッピングを定義するには:

1. 「データ交換」を開き、「データ・マップ」をクリックします。
2. 「作成」をクリックします。
3. データ・マップの名前および説明を入力します。
4. 「ソース」と「ターゲット」の選択内容を次のようにします。

• 「ソース」で、使用可能なキューブから現在のアプリケーションのキューブを選択しま
す。

• 「ターゲット」で、ターゲットの使用可能なキューブからキューブを選択します。
異なるアプリケーション(クロス・アプリケーション)を使用している場合は、「ターゲ
ット」で、「キューブ」ドロップダウンから「リモート・キューブの選択」を選択しま
す。詳細は、クロス・アプリケーション・スマート・プッシュの使用を参照してくだ
さい。

選択したソースおよびターゲット・キューブの現在のマッピングが「ソース」と「ターゲ
ット」に表示され、マップされていないディメンションは「マップされていないディメン
ション」に表示されます。

5. オプション。現在のマッピングを変更し、任意のマップされていないディメンションをマ
ップします。
現在のマッピングを変更するには、ディメンションのマッピング情報の変更を参照してく
ださい。
マップされていないディメンションをマップするには、マップされていないディメンショ
ンの移動を参照してください。

6. データ・マップ・オプションを定義します。
データ・マップ・オプションの定義を参照してください。

7. オプション: 詳細マッピングの移入機能を使用して、詳細マッピングを編集します。詳細
は、次を参照してください 詳細マッピングの移入

8. 「保存して閉じる」をクリックします。
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新しいデータ・マップがデータ・マップ・リストの最後に追加されます。

ロールアップ・マッピングの定義
複数のソース・メンバーを単一のターゲット・メンバーにマップする必要がある場合は、ロー
ルアップ・マッピングを使用して、選択したソース・メンバーをターゲット・メンバーに集約
します。たとえば、ソースの複数の勘定科目を集約し、ターゲット内の単一の勘定科目にマッ
プするには、ソース内のメンバーごとに行を追加し、それぞれを同じターゲット・メンバーに
マップします。
ロールアップ・マッピングを使用するには:

1. 「データ・マップ」ホーム・ページで、ロールアップの詳細マッピングを定義するデータ・
マップの名前をクリックします。

2. 詳細ページで、ロールアップ・マッピングを追加するディメンションを選択します。
3. マッピングを追加するディメンションの「マップ」をクリックします。
4. データ・マップの編集ページで、ターゲット・メンバーにロールアップするソース・メン
バーを選択します。
ソース・メンバーがターゲット・メンバーと異なる場合、ソース・メンバーが表示される
場合があります。表示されない場合は、「詳細マッピングの移入」機能を使用するか、「ソ
ース」の矢印ドロップダウンをクリックして各メンバーを選択することでマップする各メ
ンバーを選択します。
a. ソース・メンバーを追加するには、「ソース」の選択矢印( )をダブルクリックし、
マップするソース・メンバーを選択します。

b. ターゲット・メンバーを追加するには、「ターゲット」の選択矢印( )をダブルクリ
ックし、マップするターゲット・メンバーを選択します。

その他のオプションは、次のとおりです:

• ソース・メンバーとターゲット・メンバー間のマッピング定義(行)を追加するには、
をクリックします。

• マッピング行を削除するには、行を選択して をクリックします。

• マッピング行をコピーするには、コピーされる行を選択して をクリックします。

• マッピング行を貼り付けるには、 をクリックします。

• 無効なエントリを削除するには、 をクリックします。

• 詳細マッピングを移入するには、 をクリックします。
詳細は、詳細マッピングの移入を参照してください。

5. オプション: 必要に応じて演算子を指定します。
行の演算子により、現在の行に対して使用する操作が定義されます。
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メンバーの一部を減らす場合は、演算子を-に変更します。
デフォルトでは、各行の+演算子によって集約が定義されます。

6. 「完了」をクリックします。
次の例では、ソース・メンバー 110および 111は、ターゲット・メンバー 120へのロール
アップ・マッピングです。

マルチディメンション・マッピングの定義
マルチディメンション・マッピングを使用すると、2つのソース・ディメンションを 1つのタ
ーゲット・ディメンションに、または 1つのソース・ディメンションを 2つのターゲット・デ
ィメンションにマップできます。たとえば、ソース・ディメンションの年をターゲットの年お
よび期間ディメンションの組合せにマップします。または、ソースの"年"および"期間"ディメン
ションの組合せを単一のターゲット・ディメンションの"年"にマップできます。
マルチディメンション・マッピングを使用するには:

1. 「データ・マップ」ホーム・ページで、マルチディメンション・マッピングを定義するデー
タ・マップの名前をクリックします。

2. 詳細ページで、マルチディメンション・マッピングを定義するディメンションを選択し、
次のいずれかを選択します:

ターゲット・マッピングを追加するには、ディメンションの右側にある をクリックし、
「ターゲット・マッピングの追加」を選択します。1つのソース・ディメンションを 2つの
マップされていないターゲット・ディメンションに追加できます。
ソース・マッピングを追加するには、ディメンションの右側にある をクリックし、「ソ
ース・マッピングの追加」を選択します。2つのマップされていないソース・ディメンシ
ョンを 1つのターゲット・ディメンションに追加できます

3. 「ソース・マッピングの追加」または「ターゲット・マッピングの追加」を選択したディメ
ンションから「選択」をクリックし、ディメンションを選択します
「ソース・マッピングの追加」を選択した場合は、このディメンションのメンバーを選択し
ます。
「ターゲット・マッピングの追加」を選択した場合は、メンバーをデフォルトのままにする
か、マッピングで使用するターゲット・メンバーを選択します。
メンバーをデフォルトのままにする場合は、ディメンションの任意のメンバーを選択でき
ます。
メンバーを選択した場合は、選択したメンバーのみをマッピングで使用できます。
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4. メンバーをマップするディメンションで「マップ」をクリックします。
5. データ・マップの編集ページで、次のいずれかを実行します:

2つのソース・ディメンションを 1つのターゲット・ディメンションにマップする場合は、
2つのソース・メンバーを選択してターゲット・メンバーにマップします。
1つのソース・メンバーを 2つのターゲット・メンバーにマップする場合は、ソース・メ
ンバーを選択して 2つのターゲット・メンバーにマップします。

6. オプション: 必要に応じて演算子を選択します。デフォルトの演算子は+です。
行の演算子により、現在の行に対して使用する操作が定義されます。
次の例では、2つのターゲット・ディメンションが 1つのソース・ディメンションにマッ
プされています。

7. 「完了」をクリックします。

代替変数マッピングの定義
代替変数マッピングを使用して、ソースの明示的にマップされたディメンションを使用するか
わりに、データ・プッシュ/スマート・プッシュ中に代替変数を取得します。
代替変数マッピングを使用するときは、次の点に注意してください:

• 代替変数は、データの移動時に確認されます。
• メンバー・セレクタには、Planningアプリケーションに対して定義された代替変数が表示
されます。

• ディメンション間マッピングの場合、代替変数はソース・アプリケーションに存在し、代
替変数の値はターゲット・アプリケーションにプッシュするために使用されます。

• マップされていないディメンションの場合、メンバー・セレクタには、このアプリケーシ
ョンに対してのみ定義された代替変数が表示されます。

• 代替変数は、クロス・アプリケーション・データ・マップのターゲットではサポートされ
ません

1. 「データ・マップ」ホーム・ページで、代替変数マッピングを定義するデータ・マップの名
前をクリックします。

2. 詳細ページで、代替変数があるディメンションをクリックします。
3. メンバーの選択ページの「メンバー」ドロップダウンから、「代替変数」を選択します。
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4. マップする代替変数を選択します。

5. オプション: 代替変数に対して関数を使用するには、  (「関数セレクタ」アイコン)を
クリックして、リストから関数を選択します。
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6. 詳細ページで、ソースの代替変数をターゲットにマップするディメンションの「マップ」
をクリックします。

7. データ・マップの編集ページで、ソースの代替変数をターゲットのメンバーにマップしま
す。

Note:

データ・マップで代替変数が使用されるときに、この代替変数に対して詳細マッ
ピングを実行する必要がある場合は、代替変数の値が更新された後でデータ・マ
ップの変更を避けるために、マッピングで代替変数に対して使用可能なすべての
値を指定することをお薦めします。これは、そのディメンションに対して詳細マ
ッピングを定義する必要がある場合にのみ適用されます。

8. 「完了」をクリックします。

マップされていないディメンションの移動
データ・マップでマップされていないディメンションを移動するには:

1. 「データ・マップ」リスト・ページを表示します。
データ・マップの表示を参照してください。

2. 次のいずれかを行います:

• 新しいデータ・マップを作成するには、「作成」をクリックします。
• 既存のデータ・マップのマッピングを編集するには、既存のデータ・マップをクリッ
クします。

3. 「マップされていないディメンション」の「ターゲット」で、ディメンションの横にある
をクリックします。

これにより、「マップされていないディメンション」から前述の「ターゲット」ディメンシ
ョンの下にディメンションが移動されます。

4. 「ターゲット」の下に移動したディメンションを見つけます。
「ソース」の下の対応するディメンションに「選択」が表示されます。

5. 「ソース」の下で「選択」の横にある をクリックし、マップされていないターゲット・
ディメンションにマップするソース・ディメンションまたはスマート・リストを選択しま
す。
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6. 「保存して閉じる」をクリックします。

詳細マッピングの移入
「詳細マッピングの移入」機能を使用して、ターゲットに存在しないソースのすべてのディメン
ションのすべてのメンバーに移入します。この機能を使用して詳細に移入することもできま
す。
ターゲットに存在しないソースのすべてのディメンションの詳細マッピングに移入するには:

1. 「データ・マップ」ホーム・ページで、データ・マップの名前をクリックします。
2. 詳細ページで、詳細マッピングに移入するディメンションを選択し、「マップ」をクリック
します。

3. マッピングの編集ページで、 をクリックし、次に「詳細マッピングの移入」をクリ
ックします。

4. 確認ページで、「移入」をクリックします。

次に示すように、ソースのすべてのディメンションに移入されます:
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単一ディメンションの詳細マッピングに移入するには:

1. 「データ・マップ」ホーム・ページで、詳細マッピングについて編集するデータ・マップの
名前を選択します。

2. 詳細ページで、編集用に選択されたメンバーをクリックし、「マップ」をクリックします。

3. メンバーの選択ページから、データ・マップに使用するメンバーを選択して「OK」をクリ
ックします。

4. 既存のマッピングがあり、それを保持する場合は、警告ページで「いいえ」を選択します。
このディメンションのすべてのマッピングを削除する場合は、「はい」をクリックします。

5. 詳細ページで、マッピングを編集するディメンションのマップ済をクリックします。

6. マッピングの編集ページで、 をクリックして「完了」をクリックします。

データ・マップからのメンバーの除去
データ・マップ内の除外の定義を使用すると、キューブ間でのデータの移動中にディメンショ
ンのメンバーを除外できます。データ移動時のメンバー除外は、ターゲットのロケーションの
特定データを上書きしたくない場合や、ターゲットのロケーションにデータが存在しないとき
に警告を受け取りたくない場合に役立ちます。また、除外では、他のすべてのソース・メンバ
ーにデータが必要な状況で、特定のソース・メンバー・データを無視できます。除外は、ソー
スのマップされたディメンションとマップされていないディメンションに対して定義でき、1
つのディメンションに対して複数の除外を定義できます。
各ディメンションで除外されたメンバーは、データ・マップ操作またはスマート・プッシュ操
作のジョブの詳細に記録されます。
例:

勘定科目ディメンションでは、現預金勘定/銀行口座を除くすべての勘定科目に対してデータを
取り込みます。そのためには、ソース・マッピングにすべての勘定科目を含め、現預金勘定/銀
行口座に対して除外を作成します。スマート・プッシュでは、定義された除外が考慮され、現
預金勘定/銀行口座が無視され、他のすべての勘定科目にデータがロードされます。
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ノート:

• 戦略モデリングのデータ・マップ除外も考慮されます。
• 基本メンバーを除外すると、共有メンバーもすべて除外されます。共有メンバー
を除外した場合も同様に、基本メンバーも除外されます。

• 除外メンバーはソース・メンバーのサブセットである必要があります。
• ディメンションからメンバーを除外する場合、データ・マップを正常に保存およ
び実行するには、そのディメンションのメンバー・リストに、除外メンバー・リ
ストにないメンバーが少なくとも 1つ含まれている必要があります。たとえば、
マッピングに定義されている唯一の勘定科目メンバーが現預金勘定/銀行口座の
場合、現預金勘定/銀行口座はそのマッピングから除外できません。マップ結果に
少なくとも 1つのメンバーが含まれるように選択内容を修正する必要がありま
す。スマート・プッシュの定義についても同じことが言えます。

データ・マップからメンバーを除去するには:

1. 「データ・マップ」リスト・ページを表示します。
データ・マップの表示を参照してください。

2. 既存のデータ・マップをクリックします。
3. 「ソース」の下で、除外するメンバーが含まれたディメンション行の上にカーソルを置き、

をクリックし、次に「除外の追加」を選択します。

ノート:

マップされていないディメンションのメンバーも除外できます。

4. 除外する 1つ以上のメンバーを選択し、「OK」をクリックします。
5. 後から考えが変わって除外を削除する場合は、ディメンション行の上にカーソルを置き、

をクリックし、次に「除外の削除」を選択します。

ノート:

「除外の削除」では、1つのメンバーのみでなく、除外全体が削除されます。
除外リストからメンバーを削除するには、メンバー・セレクタを起動し、「選択」
の下で削除するメンバーをハイライト表示して、

をクリックし、次に「削除」をクリックします。

6. 「保存して閉じる」をクリックします。
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ノート:

除外メンバーは、ディメンションに対する除外リストのメンバー・セレクタを開くこ
とで、いつでも追加または削除できます。

ヒント:

あるメンバーをフォームの 1つのセグメントから除外した場合、スマート・プッシ
ュ・プロセスによって、そのメンバーはすべてのフォーム・セグメントから除外され
ます。この動作が不要な場合は、スマート・プッシュの「選択内容の上書き」オプシ
ョンを使用して、スマート・プッシュ・プロセスのディメンション・メンバー選択を
調整します。フォームのスマート・プッシュの構成を参照してください。

データ・マップ・オプションの定義
データ・マップ・オプションを定義するには:

1. 「データ・マップ」リスト・ページを表示します。
データ・マップの表示を参照してください。

2. 既存のデータ・マップをクリックします。
3. 「オプション」をクリックします。
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表 10-1 データ・マップ・オプション

データ・マップ・オプション 説明
コピーするアイテムを選択 対応するリレーショナル・データをコピーするア

イテムを選択します。次をコピーできます:
• コメントと添付
「照合順序」を選択した場合、次のようにな
ります:
– ソース・セルとターゲット・セル間に 1

対 1のマッピングが存在する場合、コメ
ントと添付がソース・セルからターゲッ
ト・セルにコピーされます。

– ソース・セルとターゲット・セル間に 1
対 1のマッピングが存在しない場合、ソ
ース・セルのコメントと添付が結合さ
れ、対応するターゲット・セルに保存さ
れます。

「照合順序」を選択しない場合、次のように
なります:
– ソース・セルとターゲット・セル間に 1
対 1のマッピングが存在する場合、コメ
ントと添付がソース・セルからターゲッ
ト・セルにコピーされます。

– ソース・セルとターゲット・セル間に 1
対 1のマッピングが存在しない場合、最
後のソース・セルのコメントと添付が対
応するーゲット・セルにコピーされま
す。最後のソース・セルとは、空でない
リレーショナル・データが含まれる複数
のソース・セルの中の最後のソース・セ
ルのことです。

• サポート詳細
– ソース・セルとターゲット・セル間に 1
対 1のマッピングが存在する場合、サポ
ート詳細がソース・セルからターゲッ
ト・セルにコピーされます。

– ソース・セルとターゲット・セル間に 1
対 1のマッピングが存在しない場合、サ
ポート詳細はターゲット・セルにコピー
されません。

「データ・マップ・オプション」ダイアログ・ボ
ックスでコピーするように選択したリレーショ
ナル・データ(「コメントと添付」と「サポート詳
細」)は、スマート・プッシュを使用したデータの
移動のみに適用されます。データの移動を参照
してください。
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表 10-1 (続き) データ・マップ・オプション

データ・マップ・オプション 説明
スマート・リスト/ピボット・ディメンション スマート・リスト・ディメンションまたはピボッ

ト・ディメンションを選択します。
スマート・リスト・ディメンションの選択には密
ディメンションのみが許可されています。
ディメンションをピボットすると、グリッド上の
データの向きが変わるため、別の角度からデータ
を見る、つまり情報をスライス・アンド・ダイス
することができます。Enterprise Profitability
and Cost Managementでは、スマート・リス
ト/ピボット・ディメンション・ドロップダウン・
リストに表示されたディメンションのみを選択
できます。Enterprise Profitability and Cost
Managementでのディメンションのピボットの
詳細は、Enterprise Profitability and Cost
Managementの管理と作業のディメンションの
ピボットを参照してください。

動的計算メンバーを除外 動的に計算されるメンバーのデータをデータ・マ
ップ・プロセス中に移動しない場合に選択しま
す。
「動的計算メンバーを除外」は、データ・マップ
のプッシュのみでサポートされ、スマート・プッ
シュではサポートされません。

同時スマート・プッシュの許可 データ・マップ・プロセスとスマート・プッシ
ュ・プロセスの同時実行を許可します。「はい」
をクリックして、このオプションを有効にしま
す。
データ・マップ・プロセスとスマート・プッシ
ュ・プロセスの同時実行を参照してください。
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表 10-1 (続き) データ・マップ・オプション

データ・マップ・オプション 説明
データの移動時にスマート・リスト・エントリ名
の優先度を設定

重複する別名がターゲット・キューブにある場
合、データ・マップ操作またはスマート・プッシ
ュ操作でメンバーの別名ではなく、スマート・リ
スト・エントリ名を使用するように要求します。
スマート・リスト・エントリ名にはスペースや特
殊文字を使用できません。関数を使用してスマ
ート・リストが定義されている場合、かつメンバ
ーにスペースが含まれている場合、それらのスペ
ースはアンダースコアに変換されます。この制
限により、スマート・リスト・エントリ名が使用
されない場合があります。このオプションを選
択すると、エントリ名に基づいてメンバーがチェ
ックされ、エントリ名と一致するメンバーがない
場合は、スマート・リスト・エントリ・ラベルを
使用してメンバーがフェッチされます。
スマート・リスト値が定義されていない交差につ
いては、スマート・プッシュ操作およびデータ・
マップ操作では、スマート・リストに定義されて
いる欠落しているラベルを使用してデータがプ
ッシュされます。
このオプションが有効になっていない場合、デー
タ・プッシュ操作またはスマート・プッシュ操作
によって重複する別名がターゲット・キューブで
検出されると、操作は警告ありで完了し、ジョブ
の詳細で、重複する別名を削除するか(重複する
別名はメッセージに示されている)、このデータ・
マップ・オプションを選択するように求められま
す。

#missing値を次の形式でインポート
(Planningがソースであり、戦略モデリングがタ
ーゲットであるデータ・マップに対してのみ)

• 無視 - インポートした#missing値を無視し、
ターゲット・セルの既存の値を保持します。

• 出力としてゼロを設定(デフォルト) -
#missing値をインポートし、ターゲット・
セルで出力値を 0に設定します。

• 数値以外 - #missing値をインポートし、ター
ゲット・セルで出力値を NaN (数値以外)に設
定します。

• 入力としてゼロを設定 - 入力セルを 0に設
定し、逆算は不要です。

数値以外の値を次の形式でインポート
(戦略モデリングがソースであり、Planningがタ
ーゲットであるデータ・マップに対してのみ)

• 無視 - インポートした数値以外の値を無視
し、ターゲット・セルの既存の値を保持しま
す。

• 出力としてゼロを設定(デフォルト) - 数値以
外の値をインポートし、ターゲット・セルで
出力値を 0に設定します。

• 数値以外 - 数値以外の値をインポートし、タ
ーゲット・セルで出力値を数値以外に設定し
ます。

• 入力としてゼロを設定 - 入力セルを 0に設
定し、逆算は不要です。

インポート中でないセルの場合(戦略モデリング
のみ)

• 入力値の保持(デフォルト) - データ・インポ
ート時に、モデル内の既存の入力データ値を
保持します

• 出力値の保持 - データ・インポート時に、モ
デル内の既存の出力データ値を保持します
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表 10-1 (続き) データ・マップ・オプション

データ・マップ・オプション 説明
スマート・プッシュの欠落した列の抑制 このオプションを有効にすると、スマート・プッ

シュの実行中にソース・グリッドから欠落してい
る列が抑制されます。
欠落している列をスマート・プッシュに含めるに
は、このオプションを無効にします。

データ・マップの詳細の編集
データ・マップの詳細を編集する場合、データ・マッピングを変更し、マップされていないデ
ィメンションをマップできます。
データ・マップの詳細を編集するには:

1. 「データ・マップ」リスト・ページを表示します。
データ・マップの表示を参照してください。

2. 次のいずれかを行います:

• データ・マップをクリックします。
• 編集するデータ・マップの右側にある をクリックし、「編集」を選択します。

– ディメンション間のマッピングを編集するには、ディメンションのマッピング情報
の変更を参照してください。

– マップされていないディメンションをマップするには、マップされていないディメ
ンションの移動を参照してください。

– データ・マップ・オプションを定義するには、データ・マップ・オプションの定義
を参照してください。

– データ・マップを削除するには、ソースおよびターゲット・ディメンションの右側
にある をクリックします。

3. 「保存して閉じる」をクリックします。

データ・マップの複製
データ・マップを複製するには:

1. 「データ・マップ」リスト・ページを表示します。
データ・マップの表示を参照してください。

2. 複製するデータ・マップの右側にある をクリックし、「複製」を選択します。
3. 「名前を付けて保存」ダイアログ・ボックスで、データ・マップの名前を入力し、「OK」を
クリックします。
複製されたデータ・マップはデータ・マップ・リストに追加されます。元のデータ・マッ
プの詳細はすべて含まれていますが、新しい名前で保存されます。
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Excelへのデータ・マップのエクスポート
データ・マップを Excelの動的なワークブックにエクスポートでき、データ・マップ定義の詳
細を Excel形式で表示できます。エクスポートされたデータ・マップには、要約された基本情
報、データ・オプション、マップされたソースおよびターゲット・ディメンションごとの詳細
が含まれています。
データ・マップを Excelにエクスポートするには:

1. 「アプリケーション」、「データ交換」、「データ・マップ」の順にクリックします。
2. 「データ・マップ」ホーム・ページから、Excelにエクスポートするデータ・マップを選択
し、「アクション」ドロップダウンから「編集」を選択します。

3. 詳細ページの「アクション」メニューから、「データ・マップのエクスポート」を選択しま
す。

4. 要求されたら、<datamap_name>.xlsxを開くか保存します。

Note:

Excelのそれぞれのタブで更新を行い、保存できます。更新した Excelは、既存
のデータ・マップを更新するため、または(新しいデータ・マップ名を指定して)
新しいデータ・マップを作成するためにインポートできます。

5. 必要に応じて「ソース」および「ターゲット」タブ、および Excelワークシートの各タブ
内の詳細なマッピングを更新し、保存します。
Excelのそれぞれのタブで更新を行い、保存できます。たとえば、お客様は Excelのドラッ
グ・アンド・ドロップによるセルのグループのコピーを利用して、必要に応じてマップに
移入できます。更新した Excelは、既存のデータ・マップを更新するため、または(新しい
データ・マップ名を指定して)新しいデータ・マップを作成するためにインポートできま
す。
次に、Excelワークブックにエクスポートされたデータ・マップの例を示します。
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データ・マップのインポート
Excel形式の外部データ・マップをデータ・マップにインポートできます。データ・マップが
インポートされると、基本的なマップ情報、オプション、ソースおよびターゲットの選択、マ
ップされたディメンションとマップされていないディメンションを表示および更新できます。
この機能を使用する前に、ソースおよびターゲット・キューブをデータ・マップに必要なスマ
ート・リスト・ディメンションとともにユーザー・インタフェースから、データ・マップをエ
クスポートする前に選択することをお薦めします。
データ・マップのインポート時に、インポート操作の実行に使用されるデータ・マップからオ
プションが導出されるため、エクスポート・ファイルの生成に使用された同じデータ・マップ
を使用してデータ・マップをインポートすることをお薦めします。インポートで新しいデー
タ・マップを作成する必要がある場合は、Excelデータ・マップをインポートする前に、ソー
スおよびターゲット・キューブをスマート・リスト・ディメンションとともにユーザー・イン
タフェースで選択します。

Note:

データ・マップをインポートする前に、それが Excelファイル形式(XLSX)であること
を確認します。CSVファイル形式のデータ・マップはインポートできません。

データ・マップのインポートの考慮事項:
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データ・マップをインポートする場合は、次の考慮事項に留意してください:

1. Planningデータ・マップから Planningデータ・マップは、Planningデータ・マップから戦
略モデリング・データ・マップへのインポート、および戦略モデリング・データ・マップ
から戦略モデリング・データ・マップとは異なります。
Planningデータ・マップへの新しい Planningデータ・マップのインポートのオプション
は、インポートの実行に使用されるデータ・マップから導出されます。オプションが初期
のデータ・マップで選択されていない場合は、デフォルト設定から導出されます。

2. Planningデータ・マップから Planningデータ・マップは、メンバーがソースにあってター
ゲットにない場合に失敗する可能性があります。戦略モデリング・データ・マップの場合、
ソースにあってターゲットにないメンバーは無視されます。

データ・マップをインポートするには:

1. 「アプリケーション」、「データ交換」、「データ・マップ」の順にクリックします。
2. 「データ・マップ」ホーム・ページで、「作成」をクリックします。
3. 詳細ページで、ソースおよびターゲット・キューブを選択します。
4. 「アクション」を選択し、次に「オプション」を選択します。
5. データ・マップ・オプション・ページで、スマート・リスト・ディメンションを選択して
「OK」をクリックします。

6. 詳細ページの「アクション」メニューから、「データ・マップのインポート」を選択しま
す。

7. データ・マップのインポート選択ページで、「参照」をクリックしてデータ・マップ・ソー
ス・ファイルに移動し、「OK」をクリックします。

8. インポートされたデータ・マップが表示されたら、「完了」をクリックします。
次の例は、インポートされた Planningデータ・マップを示しています:

次の例は、インポートされた戦略モデリング・データ・マップを示しています:
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データ・マップの削除
データ・マップを削除するには:

1. 「データ・マップ」リスト・ページを表示します。
データ・マップの表示を参照してください。

2. 削除するデータ・マップの右側にある をクリックし、「削除」を選択します。

データ・オプションの設定
データを移動する際には、「オプション」を起動して、コメント、添付、サポート詳細などのリ
レーショナル・データをマージする方法を定義します。
データ・オプションを設定するには:

1. 「データ・マップ」リスト・ページを表示します。
データ・マップの表示を参照してください。

2. 編集するデータ・マップの右側で をクリックし、「編集」を選択します
3. 「オプション」をクリックし、コピーするアイテムを選択して、スマート・リストのディメ
ンションを選択します。

4. データ・マップ・プロセスで動的に計算されるメンバー・データを移動したくない場合は、
「動的計算メンバーを除外」を選択します。

デフォルト・メンバーの検証ルール
レポート・キューブのデフォルト・メンバーには、ソースの Planningアプリケーションから移
動されたデータが格納されます。次のいずれかの制約が該当する場合、またはどちらかのアプ
リケーションのディメンションがマップされないために有効なデフォルト・メンバーがない場
合、マッピングは無効となりエラー・メッセージが表示されます。
ルール:

• レポート・キューブが集約ストレージ・データベースの場合、デフォルト・メンバーはレ
ベル 0である必要があります。

• レポート・キューブがブロック・ストレージ・データベースの場合、デフォルト・メンバ
ーはデータの格納プロパティを持つ任意のメンバーにできます。

• Planningアプリケーションにディメンションからディメンションへのマッピングしかない
場合、デフォルト・メンバーは任意のレベルまたはデータ・ストレージ・タイプにできま
す。
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• Planningアプリケーションにスマート・リストからディメンションへのマッピングがある
場合、デフォルト・メンバーはレベル 0でなければなりません。また、ソース・キューブ
に勘定科目の密ディメンションが含まれている必要があり、スマート・リストに少なくと
も 1つのメンバーが関連付けられている必要があります。

• マッピングで子孫(Acct_Default)が選択されている場合、レポート・キューブ内に
Acct_Defaultメンバーが存在する必要があります。

ノート:

有効だったマッピングでも、ディメンション、メンバーまたはスマート・リストが名
前変更、削除、追加された場合には無効になることがあります。ターゲット・キュー
ブのディメンションに変更がある場合は、「レポート・アプリケーションのマップ」
画面で対応するアプリケーション・マッピングを選択し、 をクリックしてデータ
をリフレッシュする必要があります。

データの移動
データ・マップの設定後、次のことを実行できます:

• レポート・キューブへのデータの移動
• スマート・プッシュを使用したあるキューブから別のキューブへのデータの移動
• データ・マップ・プロセスとスマート・プッシュ・プロセスの同時実行

レポート・キューブへのデータの移動
データ・マップを設定した後、データをレポート・キューブに移動できます。選択したデータ・
マップは Planningで検証され、マップされた Planningディメンション・データはレポート・
キューブのディメンションに移動されます。「ジョブ」でジョブのステータスを確認することも
できます。

ノート:

ブロック・ストレージ・キューブと集約ストレージ・キューブの両方で親メンバーを
動的な子に対して使用可能にし、動的メンバーを追加した場合、「データのプッシュ」
を使用すると、データベースをリフレッシュせずにブロック・ストレージ・キューブ
から集約ストレージ・キューブにデータを移動できます。Planningの管理のレポー
ト・アプリケーションでのスマート・リストの同期を参照してください。

データをレポート・キューブに移動するには:

1. レポート・キューブを作成します。
2. データ・マップを作成します。
3. 「アプリケーション」、「データ交換」、「データ・マップ」の順にクリックします。
4. データ・マップの右側にある をクリックし、「データのプッシュ」を選択します。
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データをクリアしてから移動するかどうかを確認します。
• 「いいえ」をクリックすると、レポート・キューブの既存のデータに新しいデータが追
加されます。このオプションを使用した場合、ターゲット・キューブ内のデータはク
リアされません。
スマート・リストをディメンションにマップする場合、スマート・リストのラベルは
レポート・キューブのメンバー名または別名に一致する必要があります。「データのプ
ッシュ」は、スマート・リスト・エントリ名には使用できません。

• 「はい」をクリックすると、ターゲット・キューブにデータを移動する前に、ターゲッ
ト・キューブ内のデータがクリアされます。
ターゲットが集約ストレージ・レポート・キューブである場合は、データをクリアお
よび移動する際に次の点に留意してください。
– ターゲット・レポート・キューブで一致する名前のないメンバーは無視されます。
– このオプションはメンバー名にのみ機能し、メンバーの別名には機能しません。
– このオプションを使用すると、計算スクリプトの長さ制限を超える可能性があるた
め、データ・マップのメンバーを選択する場合は、(子などの)メンバー関係を使用
する際に注意してください。

– メンバー関係を使用する場合、このオプションによりソース Planningキューブの
レベル 0メンバーのリストが展開されます。ソース・キューブの少なくとも 1つの
メンバー名がレポート・キューブのメンバーに一致すれば、このオプションはエラ
ーなしで続行されます。メンバーが 1つも一致しない場合は、オプションを続行で
きません。

ターゲットがブロック・ストレージ・レポート・キューブである場合は、正常に続行
するには、次の条件を満たしたうえでデータをクリアおよび移動する必要があります。
– メンバー関係を使用する場合、ソース・キューブのすべてのメンバー名がレポー
ト・キューブのすべてのメンバー名に一致する必要があります。

– スマート・リストをディメンションにマップする場合、ソース・キューブのすべて
のスマート・リスト・エントリがレポート・キューブのすべてのメンバー名に一致
する必要があります。

– スマート・リストをディメンションにマップする場合、ソース Planningキューブ
のスマート・リスト・エントリ・ラベルがレポート・キューブのメンバー名に一致
する必要があります。スマート・リスト・エントリ・ラベルがレポート・キューブ
のメンバー名に一致しない場合は、スマート・リスト・エントリ名がレポート・キ
ューブのメンバー名に一致する必要があります。

これらの条件を満たさないかぎり、データのクリアおよび移動操作を続行できません。

スマート・プッシュを使用したあるキューブから別のキューブ
へのデータの移動

この項では、スマート・プッシュを使用して、あるキューブから別のキューブへデータを移動
する方法を説明します。

スマート・プッシュについて
有意義で包括的なレポートを作成するために、ユーザーはフォームでの操作中にコメント、添
付ファイルおよびサポート詳細をソース・キューブからレポート・キューブに即時に移動でき
ます。ユーザーは、別のキューブから取得されるプランニング・データに関する詳細な分析を
実行できます。
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たとえば、1つのキューブに費用プランニングがあり、別のキューブに収益プランニングがあ
るとします。さらに、レポート・キューブを使用してレポート作成ニーズを統合するとします。
スマート・プッシュを使用しない場合、キューブのデータはサービス管理者が設定したスケジ
ュール済ジョブによってレポート・キューブに移動されます。スマート・プッシュを使用する
と、ユーザーはレポート・キューブにデータを即時に移動できます。
アプリケーション・データは次から移動できます:

• ブロック・ストレージ・キューブから集約ストレージ・キューブへ
• ブロック・ストレージ・キューブからブロック・ストレージ・キューブへ
ビデオ

目的 視聴するビデオ
スマート・プッシュを使用してレポートのデータを
即時にプッシュする方法を学習します。

Planningでのレポートのデータの即時プッシュ

スマート・プッシュを使用する場合の考慮事項
スマート・プッシュを使用する場合は、次の考慮事項に留意してください。
• スマート・プッシュはメタデータと承認のセキュリティを考慮します。
• スマート・プッシュでは、少なくとも 1つの密ディメンション、アカウントまたは期間が
データ・マップ定義のディメンション間マッピングとして設定されている必要があります。

• データ・マップでソース・キューブのマップされていないセクションにリストされている
ディメンションについて選択されたすべてのメンバーの数値データは、スマート・プッシ
ュの定義にリストされません。

• スマート・プッシュが次のように定義されている場合、データ・マップには除外がありま
す:

1. フォーム・コンテキストを使用している
2. フォーム定義に除外がない
この場合、スマート・プッシュによって除外が取得されないため、Webフォームでスマー
ト・プッシュを「保存後に実行」として定義することをお薦めします。
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Groovyによってスマート・プッシュが定義されている場合は、データ・マップからスマー
ト・プッシュによって除外が取得されます。

フォームのスマート・プッシュの構成
スマート・プッシュを使用すると、アプリケーションで定義されているデータ・マップを使用
して、フォームのデータを変更したときにデータを自動的に同期できます。こうすることで、
スマート・プッシュにより、リアルタイムのデータ移動に対するデータ・マップの機能を利用
できます。
複数のセグメントがあるフォームでスマート・プッシュを構成する場合は、フォーム・コンテ
キストを使用するかわりに「選択内容の上書き」を使用し、選択内容の上書きの適切な選択項
目を提供することを推奨します。こうすると、転送されるデータが移動する必要があるデータ
のみに限定されるため、パフォーマンスが向上します。
フォーム・コンテキスト・オプションを選択した場合、最終的な選択内容は、選択項目のすべ
てのセグメントおよびすべての除外された選択項目が累積されたものになります。
たとえば、次のような選択項目のある 3つのセグメントを選択したとします:

Segment-1 --> ILvl0Descendants(Q1)

Segment-2 --> ILvl0Descendants(Q2) Exclude Selection: Feb

Segment-3 --> ILvl0Descendants(Q2) Exclude Selection: Mar

フォーム・コンテキストを使用した場合の最終的な選択は次のようになります:

ILvl0Descendants(Q1) , ILvl0Descendants(Q2) Exclude Selection: Feb,Mar

フォームでセグメントが非表示になっており、フォーム・コンテキストを使用するようにスマ
ート・プッシュが構成されている場合は、スマート・プッシュによって非表示のセグメントか
らターゲット・キューブにへのデータ転送も行われます。
最終的な選択がデータを移動するための望ましい選択でない場合は、「選択内容の上書き」を使
用するようにスマート・プッシュを構成します。
フォームでスマート・プッシュを構成するには:

1. ホーム・ページで「ナビゲータ」 をクリックし、「作成および管理」で、「フォーム」を
クリックします。

2. 「フォーム」を展開し、フォームを選択します。
フォームのランタイム・ビューがナビゲーション・フローまたはデータ・カードから起動
された後で、フォームを編集することもできます。

3. フォームを選択した状態で、 を選択します。
4. 「スマート・プッシュ」をクリックします。
フォームに定義されているマッピングが表示されます。必要に応じて、 をクリックして
新しいマッピングを追加します。

5. 各マッピングを展開します。
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6. マッピングの下に表示される各ディメンションについて、ディメンションのスマート・プ
ッシュ領域を指定します。

ノート:

行と列のディメンションの場合、「フォーム・コンテキストの使用」では、フォー
ム上のメンバーではなく、フォームの設計メンバーを使用してプッシュします。
POVディメンションとページ・ディメンションの場合、「フォーム・コンテキス
トの使用」では、実行時にフォームに表示されるメンバーを使用します。

• 「フォーム・コンテキストの使用」を選択して、「レイアウト」でディメンションにつ
いて選択した(および除外した)すべてのメンバーのデータを移動します。
「ページ・ディメンション」では、フォームで選択されたメンバーを使用します。

• 「フォーム・コンテキストの使用」をクリアし、「選択内容の上書き」の横にあるをク
リックします:

– 「編集」を選択してメンバー・セレクタを使用し、操作するディメンション・メン
バーを選択します。

– 「除外の追加」を選択してメンバー・セレクタを使用し、スマート・プッシュ・プ
ロセスから除外するディメンション・メンバーを定義します。「除外の削除」では、
1つのメンバーのみでなく、除外全体が削除されます。

ノート:

* スマート・プッシュ除外では、スマート・プッシュに対して「フォー
ム・コンテキストの使用」オプションが選択されている場合、フォー
ムに定義されているすべての除外が考慮されます。

* ディメンションからメンバーを除外する場合、スマート・プッシュ・
プロセスが正常に完了するには、そのディメンションのメンバー・リ
ストに、除外メンバー・リストにないメンバーが少なくとも 1つ含ま
れている必要があります。たとえば、スマート・プッシュに対して定
義されている唯一の勘定科目メンバーが現預金勘定/銀行口座の場
合、現預金勘定/銀行口座はそのスマート・プッシュ・プロセスから
除外できません。スマート・プッシュ結果に少なくとも 1つのメンバ
ーが含まれるように選択内容を修正する必要があります。

除外リストからメンバーを削除するには、メンバーの除外リストの横にある

をクリックします。メンバーをメンバー・セレクタから削除するには、右ペインで
そのメンバーを選択してから
または
をクリックします。
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データ・マップからのメンバーの除去を参照してください
– 「クリア」を選択して選択内容を削除します。

ノート:

マッピングの定義は、ソース・キューブ・ディメンションでのみ上書きでき
ます。「フォーム・コンテキストの使用」を選択することでフォームからコン
テキストを取得する場合は、ディメンション・メンバーを上書きできます。
ディメンション・メンバーは、「メンバー選択」ダイアログ・ボックスでメン
バーを指定した場合、または「選択内容の上書き」を空白のままにした場合
にも上書きできます。

ヒント:

スマート・プッシュでは、レポート・キューブの増分更新が行われます。こ
れを行うには、「フォーム・コンテキストの使用」または「選択内容の上書
き」オプションを選択して、現在のコンテキストに移動するデータの量を制
限するか、更新または計算するセクションへのデータの移動を制限します。

スマート・プッシュ領域が指定されていない場合、前述のいずれかのオプションを使用す
ると、メンバー選択がデータ・マップから取得されます。

7. 各マッピングについて、スマート・プッシュを自動と手動のどちらにするかを定義します。
• フォームの保存時にデータを自動的に移動するには、「保存後に実行」を選択します。
• データを手動で移動するには、「保存後に実行」をクリアしたままにします。
データを手動で移動する方法の詳細は、スマート・プッシュ構成後のデータの移動を
参照してください。

8. 次の追加のスマート・プッシュのオプションから選択します。
• スマート・プッシュのバックグラウンドでの実行: スマート・プッシュがバックグラウ
ンドで実行されている間もアプリケーションの使用を続行できます。

• データベース抑制の使用: アプリケーション・レベルではなくデータベース・レベルで
行抑制を適用できます。これにより、問合せしきい値への影響がなくなり、スマート・
プッシュの待機時間が改善されます。
スマート・プッシュを使用してブロック・ストレージ・キューブから大量のデータを
ロードしている場合、および不足しているブロックと行の抑制オプションを使用して
いる場合は、「データベース抑制の使用」オプションをお薦めします。
Groovyルールを使用して、「データベース抑制の使用」オプションを指定してスマー
ト・プッシュを構成する場合、スマート・プッシュの実行に対してこのオプションを
指定する追加のパラメータがあります。
public void execute(Map<String, String> overrideMembersMap, boolean 
suppressMissingRowsNative)

9. 「保存」をクリックして、フォームのスマート・プッシュ構成を保存します。
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クロス・アプリケーション・スマート・プッシュの使用
クロス・アプリケーション・スマート・プッシュ機能を使用すると、複数の環境を持つお客様
は、フォームでの作業中に、ソース環境内の Planningキューブからリモート環境内のレポート
または他の Planningキューブに、データ、セル・コメントおよびサポート詳細を即時に転送で
きます。

Note:

クロス・アプリケーション・データ・マップは、スマート・プッシュでのみサポート
されます。クロス・アプリケーションのデータ・マップ・プッシュは、今後の更新で
サポートされるようになります。

Note:

クロス・アプリケーション・スマート・プッシュ機能は、戦略モデリングには使用で
きません。

Note:

スマート・プッシュを使用した添付の転送は、同じ環境のデータ・マップでのみサポ
ートされます。

ソース・キューブからリモートのレポート・キューブにデータ、セル・コメントおよびサポー
トを転送するには:

1. データを移動する必要があるクロス・アプリケーションで接続を使用できない場合は、新
しい Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management接続を作成します。
詳細は、Planningの管理の他の Cloud EPM環境への接続の作成、編集および削除を参照し
てください。

2. レポート・アプリケーションを作成します。
キューブの詳細は、Planningの管理の キューブの管理を参照してください。メンバーの追
加の詳細は、Planningの管理の簡易ディメンション・エディタでのディメンション・プロ
パティの編集を参照してください。

3. 「アプリケーション」、「データ交換」、「データ・マップ」の順にクリックします。
4. 「作成」をクリックします。
5. 「ソース」で、使用可能なキューブから現在のアプリケーションのキューブを選択します。
6. 「ターゲット」で、「キューブ」ドロップダウンから「リモート・キューブの選択」を選択
します。

7. リモート・キューブの選択ページから、ターゲット・アプリケーションの接続およびキュ
ーブを選択して「OK」をクリックします。
• 「接続」で、ターゲット・キューブに接続するために使用する接続を選択します。
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• 「キューブ」で、リモート・アプリケーションからキューブを選択します。
ソース・アプリケーションの使用可能なすべての接続が表示されます。リモート・ア
プリケーションのキューブは、選択した接続に基づいて表示されます。

8. 「OK」をクリックします。
9. ソース・アプリケーションとターゲット・アプリケーションでメンバー名が異なる場合は、
ソース・メンバーを対応するターゲット・メンバーとマップします。詳細は、を参照して
ください ディメンションのマッピング情報の変更

10. 詳細ページで、「保存して閉じる」をクリックします。
11. フォームを開き、スマート・プッシュをフォームに追加します。
詳細は、次を参照してください フォームのスマート・プッシュの構成

マージ・オプションの構成
コメント、添付およびサポート詳細のマージ・オプションは、レポート作成のキューブをマッ
プする際に使用できる「データ・オプション」タブで構成します。データ・マップ・オプショ
ンの定義を参照してください。

ノート:

スマート・プッシュを使用する場合、「サポート詳細」、「日付」、「スマート・リスト」、
「テキスト」などのリレーショナル・データはマージできません。「スマート・リス
ト」、「日付」および「テキスト」は、ソース・セルとターゲット・セル間に 1対 1の
マッピングがある場合にのみ移動されます。空のセルはリレーショナル・データの移
動で考慮されません。

スマート・プッシュ構成後のデータの移動
データの移動方法については、データの移動を参照してください。
データを移動する方法は、フォームに対してスマート・プッシュを構成したときに「保存後に
実行」を選択したかどうかによって異なります。
• フォームに対してスマート・プッシュを構成したときに「保存後に実行」を選択した場合
は、フォームを保存する際にデータが移動されます。

• 「保存後に実行」を選択しない場合:

1. 「データ」をクリックします。
2. フォームをクリックして開きます。
3. 開いたフォームで、「アクション」を選択し、「スマート・プッシュの詳細」をクリッ
クします。

4. 「スマート・プッシュ」ダイアログ・ボックスでリンクをクリックして、データを移動
します。
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ノート:

• スマート・プッシュは、新しいデータを移動する前に、常にターゲット・リージ
ョンのデータをクリアします。

• ユーザーがスマート・プッシュの実行でエラーを確認した場合、サービス管理者
はスマート・プッシュ・ジョブの詳細情報にリストされたエラーを使用して、ス
マート・プッシュの設定方法を確認し修正する必要があります。スマート・プッ
シュのステータスの表示を参照してください。

データ・マップおよびスマート・プッシュのパフォーマンス
データ・マップ・プッシュまたはスマート・プッシュで、予測よりも長い時間が処理にかかっ
ている場合は、選択の一部として動的計算メンバーが存在しているかどうかを確認します。こ
れらの動的計算メンバーからのデータをターゲットに移動する必要がない場合は、選択を除外
する動的計算メンバーを追加します。
動的計算メンバーのデータをプッシュする必要がある場合は、式にディメンション間メンバー
があり、@ISMBR関数に含まれているかどうかを確認します。パフォーマンスを改善するに
は、@ISMBR関数を回避することでこれらの式を書き換える必要があります。

スマート・プッシュのステータスの表示
データの移動のステータスを表示するには:

1. 「アプリケーション」をクリックします。
2. 「ジョブ」をクリックします。
スマート・プッシュ・ジョブが「ジョブ」コンソールに表示されます。エラーがある場合
は、エラー・リンクをクリックして問題をトラブルシューティングします。データが移動
されると、「実行ステータス」は「完了」または「警告付きで完了」と表示されます。さら
に詳細を表示するには、ジョブ名をクリックしてログを確認してください。

認識されていないスマート・リスト値を含むスマート・プッシュ交差の特定
スマート・プッシュに失敗してスマート・リスト値が認識されませんというメッセージが表示
されている場合、データ・フォームを作成することで、無効なスマート・リスト値を含む交差
を特定できます。
認識されていないスマート・リスト値を含む交差を特定するには:

1. スマート・リスト/ピボット・ディメンションを除くすべてのディメンションのスマート・
プッシュ定義と同じ定義で、データ・フォームを作成します。

2. スマート・リスト・ディメンションについてのみ、スマート・リストを定義するためにデ
ータ・マップで使用されるスマート・リスト・メンバーをディメンション・マッピングに
追加します。

3. スマート・リスト・ディメンションを列ディメンションとしてデータ・フォームに含めま
す。

4. スマート・リスト定義どおりに 1人のメンバーのみを持つディメンションはすべて、POV
またはページ・ディメンションの一部である必要があります。
他のディメンションはすべて行に含めます。
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5. フォーム定義を保存します。
6. データ・フォームを開き、値がスマート・リスト値ではなく数値として定義されているセ
ルを探します。これらが、認識されていないスマート・リスト値を含む交差です。

データ・マップ・プロセスとスマート・プッシュ・プロセスの同時実
行

データをレポート・キューブに移動する際、ユーザーがシステムを使用できない時間を最小限
に抑えることができます。そのためには、Groovyルール・ベースのデータ・マップ・プッシュ
で実行時プロンプトを使用して、必要なデータのみをレポート・キューブに移動します。EPM
自動化を使用するデータ・マップ・プッシュの場合は、代替変数の使用が可能で、データ・マ
ップを使用してデータを移動する前に代替変数の値を設定できます。詳細は、次のトピックを
参照してください。
• Groovyビジネス・ルールのドキュメントや例の入手については、 Oracle Enterprise

Performance Management Cloud、Groovyルール Java APIリファレンスを参照してく
ださい

• EPM自動化の詳細は、EPM自動化の操作を参照してください
「データ・マップ・オプション」で「同時スマート・プッシュの許可」オプションを有効にし、
ユーザーがスマート・プッシュ・プロセスとデータ・マップ・プロセスを同時に実行できるよ
うにすることで、ダウンタイムをさらに最小化することもできます。
データ・マップとスマート・プッシュを同時に実行する際は、次のことを考慮してください。
• スマート・プッシュでは、データをプッシュする前に、レポート・キューブのデータがク
リアされるのを待機します。

• 同時に処理できるデータ量には制限があります。ジョブ出力を確認し、それに合せて設計
してください。

データ・マップ・オプションの詳細は、データ・マップ・オプションの定義を参照してくださ
い。

データ・マップおよびスマート・プッシュのリアルタ
イム進捗ステータスのチェック

データ・マップおよびスマート・プッシュを使用してデータをプッシュするときには、ジョブ
の完了ステータスおよび期間を含む、各ジョブの操作に関する包括的な情報を表示できます。
サブステータス・フィールドには、データのクリアやデータのエクスポートなど、送信された
ジョブの一部として実行された特定の操作の詳細が示されます。親子ジョブ関係の場合は、親
ジョブに現在進行中の子ジョブが表示され、各子ジョブには実行の一部として行われている特
定の操作が示されます。サブステータス・フィールドは、ジョブが正常に完了するとクリアさ
れます。ジョブでエラーが発生した場合は、サブステータス・フィールドはそのままの状態に
なり、クリアされません。
プッシュされたデータ・マップとスマート・プッシュのジョブ・ステータスを使用すると、単
にステータスが処理されるのみでなく、個別のジョブの詳細を開かなくても有用な詳細を確認
できるようになり、お客様がジョブをモニターできるようになるという利点があります。お客
様は、ジョブがブロックされた場合に簡単に識別できます。たとえば、ターゲット ASOキュ
ーブに対し、あるプロセスを通じて「データのクリア」のような排他的な操作が実行されてい
る場合に、お客様が同じキューブに対し、データ・マップを使用してクリア操作を実行しよう
とした場合、サブステータスにはキューブが待機中であることが示されます。

第 10章
データ・マップおよびスマート・プッシュのリアルタイム進捗ステータスのチェック

10-33

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/groov/index.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/groov/index.html


Note:

Enterprise Profitability and Cost Managementのお客様には、サブステータスの詳細
はジョブの詳細ページにのみ示され、ジョブ・リスト・ページには示されません。

データ・マップ・ジョブの実行中、「データのクリア」オプションが「はい」に設定されている
場合は、次のサブステータスが表示されます:

1. データ・マップの前処理および検証中。
2. データのエクスポート中。
3. データのクリア中。
4. 変換およびインポート中[ファイルの変換中[File_Getting_Executed] /

[Total_Number_Of_Files]]/変換およびインポート中[ファイルのインポート中
[File_Getting_Executed] / [Total_Number_Of_Files]](ステップ 4で、これらのメッセージの
いずれかが表示されます。)

「データのクリア」で「いいえ」が選択されている場合は、データ・マップ・ジョブの実行中に
次のサブステータスが表示されます:

1. データ・マップの前処理および検証中。
2. データのエクスポート中。
3. 変換およびインポート中[ファイルの変換中[File_Getting_Executed] /

[Total_Number_Of_Files]]/変換およびインポート中[ファイルのインポート中
[File_Getting_Executed] / [Total_Number_Of_Files]](ステップ 3で、これらのメッセージの
いずれかが表示されます)

「データのクリア」オプションが「はい」に設定されている場合にジョブの詳細ページに表示さ
れるメッセージには、次のものがあります:

このジョブに対して実行できるステップは、次のとおりです:

1. データ・マップの前処理および検証中。
2. データのエクスポート中。
3. データのクリア中。
4. ファイルの変換およびインポート。
「データのクリア」オプションが「いいえ」に設定されている場合にジョブの詳細ページに表示
されるメッセージには、次のものがあります:

このジョブに対して実行できるステップは、次のとおりです:

1. データ・マップの前処理および検証中。
2. データのエクスポート中。
3. ファイルの変換およびインポート。
スマート・プッシュ・ジョブの実行中、親および子ジョブに対し、次のサブステータスが表示
されます:

1. Run_Status: [子ジョブの実行中 1 / 5: Child_Job_Name] → 親ジョブ・サブ・ステータス(1
と 5は静的値ではなく、子ジョブの合計数のうち、実行されている子ジョブを示す動的値
です)。
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2. Run_Satus: [ Sub_Status ] →子ジョブのサブ・ステータスの例=処理中: [ステップ 1/5: 検証
中](1と 5は静的値ではなく、合計ステップ数のうち、実行されているステップを示す動的
値です)。

子ジョブには次のサブステータスが表示されます:

1. 検証中。
2. ターゲット・データのフェッチ中。
3. ソース・データのフェッチ中。
4. 変換中。
5. データのクリアおよびターゲットへのプッシュ中。
6. (ステップに「待機中」メッセージを追加)例: キューブがビジー状態である場合のデータの
クリアでは、結果は処理中: [ステップ 5/5: データのクリアおよびターゲットへのプッシュ
中[待機中]。]のようになります。

ジョブの詳細に表示されるメッセージ:

このジョブに対して実行できるステップは、次のとおりです:

1. 検証中。
2. ターゲット・データのフェッチ中。
3. ソース・データのフェッチ中。
4. 変換中。
5. データのクリアおよびターゲットへのプッシュ中。
戦略モデリング関連ジョブの実行中、親ジョブには次のサブステータスが示されます:

1. 現在実行されているジョブ名を示します。例: Run_Status: [子ジョブの実行中 1 / 5:
Child_Job_Name] (1と 5は静的値ではなく、子ジョブの合計数のうち、実行されている子
ジョブを示す動的値です)。

2. 子ジョブのサブ・ステータス: Run_Status: [ステップ 1/5: 検証中。] (1と 5は静的値ではな
く、合計ステップ数のうち、実行されているステップを示す動的値です)。

戦略モデリング関連ジョブの実行中、子ジョブには次のサブステータスが示されます:

1. 検証中。
2. ターゲット・データのフェッチ中。
3. ソース・データのフェッチ中。
4. 変換中。
5. データのクリアおよびターゲットへのプッシュ中。
ジョブの詳細に表示されるメッセージ:

このジョブに対して実行できるステップは、次のとおりです:

1. 検証中。
2. ターゲット・データのフェッチ中。
3. ソース・データのフェッチ中。
4. 変換中。
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5. データのクリアおよびターゲットへのプッシュ中。
戦略モデリング・タイプ・データ・マップに対する戦略モデリングの場合、子ジョブはターゲ
ット・モデル名に基づいて作成されます。子ジョブは、シナリオ、値、期間、セル・テキスト
の組合せで実行されます。ターゲットの一部として選択されたモデルの組合せがそれぞれ呼び
出されます。親ジョブのサブステータスは「モデルの処理中」と表示され、子ジョブのサブス
テータスは次のようになります:

1. ソース・データのフェッチ中。
2. データのクリアおよびターゲットへのプッシュ中。
ジョブの詳細には次のメッセージが表示されます:

1. ソース・データのフェッチ中。
2. データのクリアおよびターゲットへのプッシュ中。
戦略モデリングからジョブをトリガーしているが、親ジョブがデータ・マップ・レイヤーによ
って作成されていない場合は、親ジョブのサブステータスは使用できません。子ジョブのサブ
ステータスが表示され、ジョブ・リスト・ページに表示されます
データ・マップとスマート・プッシュのリアルタイムの進捗ステータスをチェックするには:

1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「ジョブ」の順にクリックします。

2. オプション: 次のタスクを実行します:

• 日付やジョブ・タイプなどの条件でジョブおよびアクティビティをフィルタするには、
をクリックします

• ジョブを名前で検索するには、「検索」にテキストを入力し、 をクリックします。
3. オプション: ジョブの詳細を表示するには、ジョブ名をクリックします。
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ジョブのサブステータスは、「リフレッシュ」をクリックした場合にのみ更新されます。
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11
統合の実行

統合を実行して、ソース・システムからデータを抽出し、結果を表示して検証します。データ
が正しく変換された場合は、データをターゲット・システムにプッシュできます。
統合の実行ページは、「オプション」と「フィルタ」の 2つのタブで構成されています。
「オプション」タブでは、変換ステージにおける選択した統合に関する全般オプションとターゲ
ット・オプションを選択できます。このページの期間選択は、ターゲット・システムに依存し
ます。
「フィルタ」タブでは、統合定義を毎回変更するのではなく、実行時にフィルタをすばやく追加
または変更し、それらを実行できます。フィルタは、データ・ソースからデータを問い合せる
ために使用します。フィルタに対する変更は保存されず、その実行のみに使用されます。
統合の実行の詳細は、次のチュートリアルを視聴してください: Enterprise Planning Cloudでの
ファイルベース・データ統合オプションおよび統合の実行の設定。
統合を実行するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合を選択し、 をクリックします。
2. 「オプション」タブを選択します。
3. 「ソースからインポート」を選択して、ソース・システムからデータをインポートし、デー
タのインポート、マップおよび検証など、必要な変換を実行します。
このオプションは次の場合にのみ選択します:

• 統合を初めて実行する。
• ソース・システムのデータが変更された。たとえば、エクスポート後にワークベンチ
でデータをレビューし、ソース・システムのデータを変更する必要があった場合など
です。

ソースからデータを初めてインポートした後では、ソース・システムのデータは変更され
ない場合がほとんどです。このとき、データが変更されなかった場合は、データをインポ
ートし続ける必要はありません。

4. 「再計算」を選択して、データのインポートをスキップし、更新されたマッピングを使用し
てデータを再処理します。

5. 「インポート・モード」から、データをインポートする方法を選択します。
使用可能なインポート・モード:

• 追加 - POVの既存の行は変更されず、新しい行が POVに追加されます。たとえば、最
初のロードに 100行、次のロードに 50行が含まれるとします。この場合、50行が追
加されます。このロードの後で、POVの行の合計は 150です。

• 置換 - ターゲットのすべての POVデータをクリアしてから、ソースまたはファイルか
らロードします。たとえば、最初のロードに 100行、次のロードに 70行が含まれると
します。この場合、100行が削除され、70行が TDATASSEGにロードされます。この
ロードの後、行の総数は 70です。
Planningアプリケーションの場合、置換でロードする年、期間、シナリオ、バージョ
ンおよびエンティティのデータをクリアし、ソースまたはファイルからデータをロー
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ドします。Planningアプリケーションに 1年分のデータがある場合に 1か月分のみを
ロードするとき、このオプションを使用すると、1年分すべてがクリアされてからロー
ドが実行されることに注意してください。

ノート:

ASOキューブに対して置換モードで統合を実行する際に、シナリオ・メンバ
ーが共有メンバーである場合、数値データ・ロードのみが実行されます。階
層が完全に含まれた完全修飾名でメンバー名を指定してください。シナリ
オ・メンバーが共有メンバーである場合、すべてのデータ型のロード方法は
機能しません。

ノート:

置換モードは、ロード方法「ライン・アイテムの自動増分を含むすべてのデ
ータ型」ではサポートされていません。

• マージ - (Account Reconciliationのみ)。変更された残高を同じロケーションの既存の
データとマージします。
マージ・モードにより、データが Account Reconciliationに最後にロードされたとき以
降に変更された残高が少数である場合に、データ・ファイル全体をロードする必要が
なくなります。2つのロード間でマッピングが変更された場合、お客様は完全なデー
タ・セットをリロードする必要があります。
たとえば、あるお客様では、1つの番号の勘定科目 IDに対して 100行の既存の残高が
あり、それぞれの金額は$100.00です。このお客様がマージ・モードで統合を実行し、
ソースには 1つの勘定科目 IDに対する金額が$80の 1行がある場合、統合の実行後
は、100行の残高があり、そのうちの 99それぞれの残高は$100.00、1つの残高
は$80.00です。

• インポートしない - データのインポートを全部スキップします。
• マップして検証 - データのインポートをスキップし、更新されたマッピングを使用して
データを再処理します。

6. 「開始期間」から、データをロードする最初の期間を選択します。
フィルタする文字を入力すると、期間をフィルタできます。たとえば、Jと入力すると、J
で始まる月(June、Julyなど)がフィルタされます。また、ドロップダウンをクリックして、
追加の結果があるため、さらにフィルタしてください。の下に表示される編集ボックスに
追加のフィルタ条件を指定できます
この期間名は、期間マッピングに定義されている必要があります。
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ノート:

単一会計年度に属する開始期間と終了期間を使用します。期間範囲が会計年度を
またがる場合は、次の問題が発生します:

• データを置換モードでロードすると、両方の年度のデータがクリアされます
• データをエクスポートすると、重複したデータが取得されます
前述の内容は、標準モードおよびクイック・モードを含むすべてのデータ・ロー
ド・モードに適用されます。

7. 「終了期間」から、データをロードする最後の期間を選択します。
この期間名は、期間マッピングに定義されている必要があります。

8. 「期間」から、データをロードする期間を選択します。
ホーム・ページで POV期間が選択されている場合は、選択された期間がここでデフォルト
設定されます。POV期間が選択されていない場合は、ブラウザのキャッシュに基づき、最
後に使用された期間にデフォルト設定されます。
別の期間の横にロック解除アイコン
(

)が表示されている場合、その期間を選択できます。
データ管理のシステム設定でグローバル POVモードが有効になっている場合、その期間は
グローバル POV期間にデフォルト設定され、お客様は別の期間を選択できません。この場
合、「期間」ドロップダウンの横にロック・アイコン
(

)が表示されます。
9. 「ターゲットにエクスポート」を選択して、データをターゲット・アプリケーションにエク
スポートします。

10.「確認の実行」を選択してデータを生成し、「確認レポート」を実行します。
11.「エクスポート・モード」から、データをターゲット・アプリケーションにエクスポートす
る方法を選択します。
使用可能なオプション:

• マージ - 既存の日付をロード・ファイルからの新しいデータで上書きします。(デフォ
ルトでは、すべてのデータ・ロードが「マージ」モードで処理されます。)データが存在
しない場合は、新しいデータを作成します。

• 置換 - ターゲットのすべての POVデータをクリアしてから、ソースまたはファイルか
らロードします。たとえば、最初のロードに 100行、次のロードに 70行が含まれると
します。この場合、100行が削除され、70行がステージング表にロードされます。こ
のロードの後、行の総数は 70です。
Planningアプリケーションの場合、置換でロードする年、期間、シナリオ、バージョ
ンおよびエンティティのデータをクリアし、ソースまたはファイルからデータをロー
ドします。Planningアプリケーションに 1年分のデータがある場合に 1か月分のみを
ロードするとき、このオプションを使用すると、1年分すべてがクリアされてからロー
ドが実行されることに注意してください。
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• 累計 - アプリケーション内のデータをロード・ファイル内のデータで累計します。デー
タ・ファイルの一意の視点ごとに、ロード・ファイルの値がアプリケーションの値に
加算されます。

• 減算 - ソースまたはファイルの値を、ターゲット・アプリケーションの値から引きま
す。たとえば、ターゲットに 300があり、ソースに 100がある場合、結果は 200にな
ります。

• ドライ・ラン - (Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingのみ)ターゲッ
ト・アプリケーションにデータをロードせずに、データ・ロード・ファイルで無効な
レコードをスキャンします。データ・ロード・ファイルが検証され、無効なレコード
がログにリストされます(ログには 100個以下のエラーがリストされます)。エラーご
とに、エラーのある各レコードが対応するエラー・メッセージとともにログに示され
ます。ログの詳細は、「プロセスの詳細」で入手できます。

ノート:

「ドライ・ラン」では「管理ユーザーに対してデータ・セキュリティを使用可
能にする」ターゲット・オプションは無視され、管理者ユーザーに対して常
に REST APIが使用されます。

• エクスポートしない - データのエクスポートを全部スキップします。
• 確認 - データをターゲット・システムにエクスポートした後、現在の POVの確認レポ
ートを表示します。確認レポート・データが現在の POVに対して存在しない場合は、
空白のページが表示されます。

12.「フィルタ」をクリックします
13. 実行時に実行するフィルタを追加または変更します。
フィルタは、データ・ソースからデータを問い合せるために使用します。統合の実行ペー
ジで指定したフィルタは保存されず、その実行のみに使用されます。
詳細は、を参照してください フィルタの定義

14. ファイルベース統合のみ: 統合用にファイル・プロファイルが選択されていない場合は、「フ
ァイル」で、実行時に使用するファイルを指定します。
全般ページで統合を作成したときにファイルが選択されている場合は、選択されたファイ
ル・プロファイルがこのフィールドに表示され、実行時に別のファイル・プロファイルを
使用して別のファイルをアップロードすることはできません。

15.「実行」をクリックします。
インスタンスを再起動せずに統合ジョブの誤った実行を停止する必要がある場合、統合の
ステータスを「失敗」ステータスにリセットできます。これを行うには、ジョブの「プロ
セスの詳細」に移動し、「ステータスのリセット」をクリックします。プロンプトが表示さ
れたら、ステータスのリセット・ページで「OK」をクリックします。

「プロセスの詳細」の詳細は、プロセス詳細の表示を参照してください。
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統合ジョブの表示
統合の実行ページで統合ジョブが送信されると、統合の実行の実行ポップアップに、4つの主
な統合操作(データのインポート、検証、エクスポートおよび確認)のプロセス・フローが表示
されます。これらのアイコンによって、送信された各プロセスのステータスに関する視覚的な
フィードバックが提供されます。ポップアップには、送信されたプロセスのステータスも表示
されます。
統合をオフラインで実行することを選択できます。その場合、統合がすぐに処理されるのでは
なく、データがバックグラウンドで処理されます。
統合が正常に実行されたら、ワークベンチに移動するか、ログ・ファイルをダウンロードする
ことを選択できます。
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12
パイプラインの使用

パイプライン機能を使用すると、一連のジョブを単一のプロセスとして編成できます。さらに、
複数のインスタンスにまたがる Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementジ
ョブを 1箇所から編成できます。パイプラインを使用することで、前処理、データ・ロードお
よび後処理ジョブの広範なデータ統合プロセス全体の管理と可視性が強化されます。
パイプラインでサポートされているジョブ・タイプは、次のとおりです:

• ビジネス・ルール
• ビジネス・ルールセット
• キューブのクリア
• オブジェクト・ストレージからコピー
• オブジェクト・ストレージにコピー
• Planningの EPMプラットフォーム・ジョブ
• Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingの EPMプラットフォーム・ジョブ
• Enterprise Profitability and Cost Managementの EPMプラットフォーム・ジョブ
• 名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)

• 名前別のディメンション・マッピングのエクスポート(EDMCS)

• マッピングのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• 抽出ディメンション・ビューポイント(EDMCS)

• 抽出パッケージ(EDMCS)

• ファイル操作
• マッピングのインポート
• メタデータのインポート
• 統合
• オープン・バッチ - ファイル
• オープン・バッチ - ロケーション
• オープン・バッチ - 名前
• プラン・タイプ・マップ
• 代替変数の設定

パイプラインに関する考慮事項
パイプラインに関する次の考慮事項に注意してください:
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• パイプライン定義は管理者のみが作成および実行できます。
• 管理者以外は、パイプライン定義を実行するためのプロキシ・ユーザーとして設定できま
す。

• パイプラインはデータ管理のバッチ機能に置き換わるものであり、データ統合のパイプラ
イン機能に自動的に移行できます。

• パイプラインでのリモート・サーバーへのファイルベース統合では、パイプライン・ジョ
ブ・パラメータでファイル名を指定すると、ローカル・ホストからリモート・サーバーの
同じディレクトリに自動的にファイルがコピーされます。

• Note:

サブディレクトリ文字列名の文字数の上限は 2,000文字です。

パイプライン・プロセスの説明
パイプライン・プロセスを作成して実行するためのワークフローは次のとおりです:

1. データ統合ホーム・ページから、 (「作成」)をクリックし、「パイプライン」を選択しま
す。

2. オプション: 管理者以外がデータ統合ホーム・ページでパイプラインを表示できるようにす
るには、次の手順を実行します:

a. データ統合ページの「アクション」メニューから、「システム設定」を選択します。
b. 管理者以外のユーザーがデータ統合ホーム・ページでパイプラインを表示できるよう
にするには、システム設定ページの非管理に対してパイプライン実行を可能にするで、
「はい」を選択します。

c. 「保存」をクリックします。
3. パイプラインの作成ページの「詳細」から、「パイプライン名」でパイプラインの名前を指
定します。

4. 「パイプライン・コード」で、パイプライン・コードを指定します。
コードには 30文字までの英数字を使用でき、最小文字数は 3文字、最大文字数は 30文字
です。パイプラインが作成された後はこのコードを更新できません。REST APIを使用し
てパイプラインを実行するには、パイプライン・コードを使用します。

5. ジョブがパラレル・モードで実行される場合、「最大パラレル・ジョブ数」でそれぞれのス
テージについてパラレル・モードで実行するジョブの最大数を指定します。
ジョブがパラレル・モードで実行される場合は、実行時に、ジョブが(順次ではなく)同時に
まとめて実行されます。パラレル・モードで実行するジョブの数を 1から 25までの間で入
力できます。
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ジョブがシリアル・モードで実行される場合は、実行時に、ジョブが特定の順序で 1つず
つ実行されます。

6. 「ロケーション」で、パイプラインに関連付けるロケーションを指定または選択します。

Note:

パイプライン用に選択するロケーションの名前は、統合で使用されている名前と
同じにはできません。

7. (オプション): 管理者以外がパイプライン・ジョブを実行できるようにするには、次の手順
を実行します:

a. 「プロキシ・ユーザー」に、サービス管理者役割に関連するユーザー名を入力します。
ユーザー名が現在のユーザー名と異なる場合、ユーザーはパスワードを入力するよう
求められます。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでの役割の定義方法の詳細
は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス制御の管理のアク
セス制御の概要を参照してください。
「プロキシ・ユーザー」の名前がサービス管理者の名前と同じである場合、パスワード
は求められません。

b. 「プロキシ・パスワード」に、プロキシ・ユーザーのパスワードを入力します。
プロキシ管理者ユーザーの使用方法の詳細は、管理者以外によるパイプラインのジョブの
実行の許可を参照してください。

8. 「保存して続行」をクリックします。

新しいパイプラインがデータ統合ホームページに追加されます。それぞれのパイプライン
は、「タイプ」ヘッダーの下の で識別されます。
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Note:

ロケーションのセキュリティが有効な場合、管理者以外はパイプライン・ジョブ
を読取り専用モードで表示したり(パイプラインの編集または作成はできませ
ん)、「ロケーションのセキュリティ」で割り当てられたロケーション別のユーザ
ー・グループにのみ基づいて、パイプラインの個々のジョブを実行できます。(サ
ービス管理者は、パイプラインのどのジョブ・タイプでも作成、編集および実行
できます。)

パイプライン・ジョブを検索するには、「検索」から"パイプライン"という単語または単語
の一部を検索します。
既存のパイプラインを表示または編集するには、パイプラインの右側にある をクリッ
クし、「パイプライン詳細」を選択します。

9. 変数ページには、実行時にパラメータを設定できる、パイプラインの即時利用可能な一連
の変数(グローバル値)が用意されています。変数は、「期間」、「インポート・モード」、「エ
クスポート・モード」などのような事前定義済のタイプにすることも、ジョブ・パラメー
タとして使用されるカスタム値にすることもできます。
たとえば、開始期間について代替変数(先頭にアンパサンド(&)が 1つまたは 2つ付いたユ
ーザー変数名)を設定できます。

ランタイム変数の詳細は、ランタイム変数の編集を参照してください。
10.「保存」をクリックします。
11. パイプライン・ページで、 をクリックします。
新しいステージ・カードが作成されます。
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ステージは、パイプラインで実行するジョブのコンテナであり、任意のタイプのジョブや
複数のターゲット・アプリケーションのジョブを含めることができます。ステージ・カー
ドをエントリ・ポイントとして使用して、各ステージに含まれるジョブを追加、管理およ
び削除します。それぞれのステージでは、シリアルまたはパラレル・モードでジョブを実
行できます。ステージはシリアルでのみ実行され、複数のステージがある場合、それぞれ
のステージが完了してから、次のステージのジョブが実行されます。
パイプラインのサンプルに次のようなステージを含めることができます:

ステージ 1: メタデータのロード(ジョブはシリアル・モードで実行されます)

• 勘定科目ディメンションのロード。
• エンティティ・ディメンションのロード。
ステージ 2: (ジョブはパラレル・モードで実行されます)

• ソース 1からのデータのロード
• ソース 2からのデータのロード
ステージ 3: (ジョブはシリアル・モードで実行されます)

• 計算を行うビジネス・ルールの実行。
• 代替変数の実行。

12. ステージ・エディタで、ステージ定義を指定します:

• ステージ名—ステージの名前を指定します。
• タイトル—ステージ・カードに表示されるステージの名前を指定します。
• シーケンス—ステージが実行される時系列順序を定義する数値を指定します。
• パラレル—ジョブを同時に実行するには、「パラレル」をオンにします。
実行されるパラレル・ジョブの数は、パイプラインの作成ページの「最大パラレル・
ジョブ数」フィールドで指定した最大パラレル・ジョブ数によって決まります。
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Note:

30分経過しても現在のジョブがまだ実行中の場合、パイプラインは自動的に
次のジョブに移行します。この場合、現在のジョブと次のジョブが同時に実
行されます。
「バッチ・タイムアウト(分)」オプションで最大時間を設定してある場合(シス
テム設定を参照)、パイプラインでは最大時間値を使用してジョブの実行時間
が決定されます。この設定は、同期モード(即時処理)選択に基づきます。同期
モードでは、データ統合はジョブの完了を待ってから制御を戻します。

• Note:

次の「成功時」および「失敗時」オプションは、パイプラインの後続ステー
ジの処理を制御します。つまり、ステージが成功または失敗した場合に、パ
イプライン・プロセスを停止するか、続行するか、別のステージへスキップ
するかを制御します。ステージ内のすべてのジョブは、他のジョブの成功ま
たは失敗にかかわらず、常に実行されます。したがって、ステージが 1つの
みの場合は、このオプションは意味がありません。
このため、お客様はステージ内で論理ジョブ・タイプを管理する必要があり
ます。たとえば、1つのステージにすべてのメタデータのロードを含めた場
合、そのステージが失敗すると、データはロードされません。または、デー
タ・ロード・ステージが失敗した場合、ステージで計算ジョブは実行されま
せん。
成功時—パイプライン定義内のステップが正常に実行された場合のステージ
の処理方法を選択します。
ドロップダウンのオプションは次のとおりです:

– 続行—パイプライン定義のステージ内のステップが正常に実行された場
合、ステージの処理を続行します。

– 停止—失敗時にのみ実行されるステージをバイパスする場合はステージ
をスキップし、パイプライン定義内の次のステージに進みます。

失敗時—ステージ内のステップが失敗した場合のステージの処理方法を指定
します。
ドロップダウンのオプションは次のとおりです:

– 続行—ステージ内のステップが失敗した場合、パイプライン定義のステ
ージ内の後続ステップの処理を続行します。

– 停止—ステップの処理に失敗した場合、パイプライン定義の現在のステ
ージの処理を停止し、クリーンアップ・ステップにスキップして実行し
ます。

13. ステージ・カードで、「>」をクリックして新しいジョブをステージに追加します。

14. ステージ・カードで、 (「ジョブの作成」アイコン)をクリックします。
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新しいジョブ・カードがステージ・カードに表示されます。

15. ジョブ・エディタで、「タイプ」ドロップダウンから、ステージ・カードに追加するジョブ
のタイプを選択します。
ジョブ・タイプは次のとおりです:

• ビジネス・ルール
• ビジネス・ルールセット
• キューブのクリア
• オブジェクト・ストレージからコピー
• オブジェクト・ストレージにコピー
• Planningの EPMプラットフォーム・ジョブ
• Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingの EPMプラットフォーム・ジ
ョブ

• Enterprise Profitability and Cost Managementの EPMプラットフォーム・ジョブ
• 名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)

• 名前別のディメンション・マッピングのエクスポート(EDMCS)

• マッピングのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• ファイル操作
• マッピングのインポート
• メタデータのインポート
• 統合
• オープン・バッチ - ファイル
• オープン・バッチ - ロケーション
• オープン・バッチ - 名前
• プラン・タイプ・マップ
• 代替変数の設定

16.「接続」ドロップダウンから、ジョブ・タイプに関連付ける接続名を選択します。
接続は、"ローカル"接続(接続がホスト・サーバー上にある)または"リモート" (接続が別のサ
ーバー上にある)にすることができます。デフォルトでは、接続の値は「ローカル」です。
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ジョブ・タイプでリモート操作がサポートされている場合は(リモート・ビジネス・プロセ
スにデータを移動する統合など)、接続名を求められます。
次の例外に注意してください。

ジョブ・
タイプ

説明

オブジェ
クト・ス
トレージ
にコピー

オブジェクト・ストレージを使用するには、「その他のWebサービス・プロバイダ」接
続タイプが必要です。接続先のWebサービスへのアクセス権が必要です。場合によっ
てはWebサービスの URLおよびログイン詳細も必要です。詳細は、Planningの管理の
外部Webサービスへの接続を参照してください。
また、「その他のWebサービス・プロバイダ」接続タイプのユーザー・パスワードとし
て使用する認証トークンを生成する必要があります。認証トークンの作成の詳細は、認
証トークンを作成するにはを参照してください。

オブジェ
クト・ス
トレージ
からコピ
ー

オブジェクト・ストレージを使用するには、「その他のWebサービス・プロバイダ」接
続タイプが必要です。接続するWebサービスへのアクセス権があることを確認する必
要があります。場合によっては Webサービスの URLおよびログイン詳細も必要です。
詳細は、Planningの管理の外部Webサービスへの接続を参照してください。
また、「その他のWebサービス・プロバイダ」接続タイプのユーザー・パスワードとし
て使用する認証トークンを生成する必要があります。認証トークンの作成の詳細は、認
証トークンを作成するにはを参照してください。

17.「名前」から、ジョブの名前を選択します。
「名前」ジョブ・パラメータは、次のものには適用されません:

• 「代替変数の設定」ジョブ・タイプ
• オブジェクト・ストレージにコピーおよびオブジェクト・ストレージからコピー・ジ
ョブ・タイプ

• オープン・バッチ(ファイル、ロケーションおよび名前に基づく)ジョブ・タイプ
18.「タイトル」で、ジョブ・カードに表示されるジョブ名のタイトルを指定します。
19.「シーケンス」で、ステージに複数のジョブがある場合にジョブを実行する順序を選択しま
す。

20.「ジョブ・パラメータ」から、ジョブに関連するジョブ・パラメータを選択します。
ジョブ・パラメータは、ジョブに割り当てられた静的値にすることも、パイプライン変数
から割り当てることもできます。
ジョブ・パラメータはジョブ・タイプに基づきます。ジョブ・タイプ別の関連するパラメ
ータについては、次を参照してください:

• 「ビジネス・ルール」ジョブ・タイプの使用
• 「ビジネス・ルールセット」ジョブ・タイプの使用
• 「キューブのクリア」ジョブ・タイプの使用
• オブジェクト・ストレージからコピー・ジョブ・タイプの使用
• オブジェクト・ストレージにコピー・ジョブ・タイプの使用
• Planningジョブに対する「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプの使用
• Enterprise Profitability and Cost Managementに対する「EPMプラットフォーム・ジョ
ブ」ジョブ・タイプの使用

• Financial Consolidation and Closeジョブおよび Tax Reportingジョブに対する「EPM
プラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプの使用
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• 名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)ジョブ・タイプの使用
• 名前別のディメンション・マッピングのエクスポート(EDMCS)ジョブ・タイプの使用
• 「マッピングのエクスポート」ジョブ・タイプの使用
• 「メタデータのエクスポート」ジョブ・タイプの使用
• 「抽出ディメンション・ビューポイント(EDMCS)」ジョブ・タイプの使用
• 「抽出パッケージ(EDMCS)」ジョブ・タイプの使用
• ファイル操作ジョブ・タイプの使用
• 「マッピングのインポート」ジョブ・タイプの使用
• 「メタデータのインポート」ジョブ・タイプの使用
• 「統合」ジョブ・タイプの使用
• 「オープン・バッチ - ファイル」ジョブ・タイプの使用
• 「オープン・バッチ - ロケーション」ジョブ・タイプの使用
• 「オープン・バッチ - 名前」ジョブ・タイプの使用
• 「プラン・タイプ・マップ」ジョブ・タイプの使用
• 「代替変数の設定」ジョブ・タイプの使用

21. をクリックしてパイプラインを実行します。
22. パイプラインの実行ページで、実行時プロンプトを完成させ、「実行」をクリックします。
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パイプラインが実行中のときには、ステータスが として表示されます。
ステータス・アイコンをクリックして、ログをダウンロードできます。また、パイプライ
ンのステータスを「プロセスの詳細」で確認することもできます。パイプライン内の個々
のジョブは別々に送信され、個別のジョブ・ログが「プロセスの詳細」に作成されます(詳
細は、プロセス詳細の表示を参照)。

23. オプションで、データ統合ユーザー・インタフェースでパイプラインに定義されたパラメ
ータおよび変数に基づいて実行するようにパイプライン定義をスケジュールできます。詳
細は、Planningの管理のジョブのスケジュールを参照してください

24.
をクリックします。
パイプラインに未保存の変更がある場合、

の横に未保存というメッセージが表示され、パイプラインが保存されると、未保存メッセ
ージが「保存済」に変更されます。
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Note:

変更を保存せずにパイプラインに加えた変更を取り消す、または元に戻すには、
「取消」または (「リセット」アイコン)をクリックします。

パイプラインのコマンド・リファレンス
次の表に、パイプラインで使用されるコマンド・アイコンを示します:

Table 12-1    パイプラインのコマンド・リファレンス

コマンド・アイコン 説明
パイプラインの編集

パイプラインの削除

新しいパイプラインを作成するには、グリッド・ビ
ューおよびコンテナ・ビューで

をクリックします。
表ビューで、次のものを新規作成するには「追加」
ドロップダウンを使用します:
• ステージ
• ジョブ
• パイプライン
パイプラインの実行
パイプラインのリフレッシュ

コンテナ・ビューおよび表ビューでの「すべてのス
テージの展開/縮小」。
グリッド・ビューでは「すべてのステージの展開/
縮小」オプションは使用できません。
グリッド・ビュー

コンテナ・ビュー

表ビュー

エディタの切替え

保存
パイプラインに未保存の変更がある場合、「保存」
アイコンの横に未保存というメッセージが表示さ
れます。パイプラインが保存されると、未保存メッ
セージが「保存済」に変更されます。
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Table 12-1    (Cont.) パイプラインのコマンド・リファレンス

コマンド・アイコン 説明
取消
表ビューで、パイプライン内のステージを選択して
展開/縮小するために使用します。
ステージの作成
このコマンドは、グリッド・ビューおよびコンテ
ナ・ビューでのみ使用できます。表ビューでは使用
できません。
ジョブの作成
このコマンドは、グリッド・ビューおよびコンテ
ナ・ビューでのみ使用できます。表ビューでは使用
できません。
成功(パイプラインの実行時)

表ビューの使用
パイプライン表ビューを使用して、パイプライン内のステージおよびジョブを列および行フォ
ーマットでレンダリングできます。表ビューに表示されるパイプラインは、コンパクトで理解
しやすい表形式で多数のステージとジョブのセットを表す優れた方法です。
パイプライン表ビューを使用するには:

1. 表ビューに移動するには、

をクリックします。

2. (オプション): すべてのステージおよびジョブを展開するには、

をクリックします。
すべてのステージおよびジョブを縮小するには、

を再度クリックします。
3. 新しいパイプラインを追加するか、既存のパイプラインを選択します。
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4. 新しいステージを追加するには、

ドロップダウンから「ステージ」を選択し、ステージ定義を追加します。
5. 新しいジョブを追加するには、ジョブを追加するステージの横にある

をクリックし、

ドロップダウンから「ジョブ」を選択し、ジョブ定義を追加します。

6.
をクリックします。

Note:

変更を保存せずにパイプラインに加えた変更を取り消す、または元に戻すには、
「取消」または (「リフレッシュ」アイコン)をクリックします。

パイプラインのジョブ・タイプ
次のジョブ・タイプをパイプラインに追加できます:

• 「ビジネス・ルール」ジョブ・タイプの使用
• 「ビジネス・ルールセット」ジョブ・タイプの使用
• 「キューブのクリア」ジョブ・タイプの使用
• オブジェクト・ストレージからコピー・ジョブ・タイプの使用
• オブジェクト・ストレージにコピー・ジョブ・タイプの使用
• Planningジョブに対する「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプの使用
• Enterprise Profitability and Cost Managementに対する「EPMプラットフォーム・ジョブ」
ジョブ・タイプの使用

• Financial Consolidation and Closeジョブおよび Tax Reportingジョブに対する「EPMプラ
ットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプの使用

• 名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)ジョブ・タイプの使用
• 名前別のディメンション・マッピングのエクスポート(EDMCS)ジョブ・タイプの使用
• 「マッピングのエクスポート」ジョブ・タイプの使用
• 「メタデータのエクスポート」ジョブ・タイプの使用
• 「抽出ディメンション・ビューポイント(EDMCS)」ジョブ・タイプの使用
• 「抽出パッケージ(EDMCS)」ジョブ・タイプの使用
• ファイル操作ジョブ・タイプの使用
• 「マッピングのインポート」ジョブ・タイプの使用
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• 「メタデータのインポート」ジョブ・タイプの使用
• 「統合」ジョブ・タイプの使用
• 「オープン・バッチ - ファイル」ジョブ・タイプの使用
• 「オープン・バッチ - ロケーション」ジョブ・タイプの使用
• 「オープン・バッチ - 名前」ジョブ・タイプの使用
• 「プラン・タイプ・マップ」ジョブ・タイプの使用
• 「代替変数の設定」ジョブ・タイプの使用

「ビジネス・ルール」ジョブ・タイプの使用
「ビジネス・ルール」ジョブ・タイプを使用して、Calculation Managerで作成されたビジネス・
ルールを追加し、パイプラインから実行します。ビジネス・ルールを使用すると、Planningア
プリケーションにデータをロードする際に高度なルールを起動および管理できます。
ビジネス・ルールの詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloud Calculation
Managerでの設計のビジネス・ルールについてを参照してください。
「ビジネス・ルール」ジョブ・タイプのパラメータには、次のものが含まれます:

Table 12-2    「ビジネス・ルール」ジョブ・タイプのパラメータ

「ビジネス・ルール」ジョブ・タイ
プのパラメータ

説明

ラベル Planningビジネス・ルールで定義されている実行時プロンプトの
名前を入力します。

値 実行時プロンプトにカスタム値タイプを選択した場合は、実際の値
を指定します。

「ビジネス・ルール」ジョブ・タイプのジョブ・パラメータのサンプルを次に示します:
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「ビジネス・ルールセット」ジョブ・タイプの使用
「ビジネス・ルールセット」ジョブ・タイプを使用して、Calculation Managerで作成されたビ
ジネス・ルールセットを追加し、パイプラインから実行します。ビジネス・ルールセットを使
用すると、データを Planningアプリケーションにロードするときに、ビジネス・ルールのコレ
クションを同時または順次に起動および管理できます。
ビジネス・ルールセットの詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloud
Calculation Managerでの設計のビジネス・ルールセットについてを参照してください。
「ビジネス・ルールセット」ジョブ・タイプのパラメータには、次のものが含まれます:

Table 12-3    「ビジネス・ルール」ジョブ・タイプのパラメータ

「ビジネス・ルールセット」ジョブ・
タイプのパラメータ

説明

ラベル Planningビジネス・ルールで定義されている実行時プロンプトの
名前を入力します。

値 実行時プロンプトにカスタム値タイプを選択した場合は、実際の値
を指定します。

「ビジネス・ルールセット」ジョブ・タイプのジョブ・パラメータのサンプルを次に示します:
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「キューブのクリア」ジョブ・タイプの使用
「キューブのクリア」ジョブ・タイプを使用して、入力キューブおよびレポート・キューブ内の
特定のデータをクリアします。
メンバー選択を使用してデータをクリアしたり、メンバー選択を使用して有効な MDX問合せ
をクリアできます。オプションで、関連するサポート詳細、コメントおよび添付をクリアでき
ます。データの物理的クリアを行うか、論理的クリアを行うかを選択することもできます。
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このジョブ・タイプを実行しても、アプリケーションのリレーショナル表内のアプリケーショ
ン定義は削除されません。Planningの管理のキューブのクリアを参照してください。
オプションのランタイム・パラメータが「ラベル」と「値」のペア(キー値のペア)として追加
されます(「ラベル」は属性の名前であり、「値」は、この属性に割り当てられた値です)。
「キューブのクリア」ジョブ・タイプのパラメータには、次のものが含まれます:

Table 12-4    「キューブのクリア」ジョブ・タイプのパラメータ

「キューブのクリア」ジョブ・タイプのパラメータ 説明
名前 「名前」ドロップダウンから、データをクリアする

キューブの名前を選択します。
使用可能なすべてのクリア・キューブのリストは、
選択した接続に基づきます。

ラベル/値 オプションのランタイム・ラベルとその値を指定し
ます。
オプションのラベルには、次のものを含めることが
できます:
• cube
• members
• mdxQuery
• clearSupportingDetails
• clearComments
• clearAttachments
• clearPhysicalOnEssbase
新しい「ラベル」/「値」のペアを追加するには、
をクリックします。

「ラベル」/「値」のペアを削除するには、

をクリックします。
cube クリアする有効なキューブ名を指定します。
mdxQuery 有効なMDX問合せ。MDX問合せのサポート付き

で定義された、ASOキューブの部分クリア・ジョ
ブにのみ適用可能です。
例: "Crossjoin({[Apr],[May],[Jun]},
{[Expense1]})"

clearSupportingDetails サポート詳細をクリアする必要があるかどうかを
指定します。指定可能な値: trueまたは false。
メンバー選択を使用して定義された、ASOキュー
ブの部分クリア・ジョブにのみ適用可能です。

clearComments コメントをクリアする必要があるかどうかを指定
します。指定可能な値: trueまたは false。メン
バー選択を使用して定義された、ASOキューブの
部分クリア・ジョブにのみ適用可能です。

clearPhysicalOnEssbase 添付をクリアする必要があるかどうかを指定しま
す。指定可能な値: trueまたは false。メンバー
選択を使用して定義された、ASOキューブの部分
クリア・ジョブにのみ適用可能です。

BSOキューブのジョブ・タイプ・パラメータのサンプルを次に示します:
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コメントのクリア・パラメータが指定された「キューブのクリア」ジョブ・タイプのジョブ・
タイプ・パラメータのサンプルを次に示します:

MDX問合せパラメータの「キューブのクリア」ジョブ・タイプのジョブ・タイプ・パラメータ
のサンプルを次に示します:

Chapter 12
パイプラインのジョブ・タイプ

12-18



MDX問合せパラメータの「キューブのクリア」ジョブ・タイプのジョブ・タイプ・パラメータ
のサンプルを次に示します:

オブジェクト・ストレージからコピー・ジョブ・タイプの使用
オブジェクト・ストレージから inboxにファイルをコピーできます。これらのファイルを統合
ジョブの入力データ・ソースにすることができます。オブジェクト・ストレージは、完全にプ
ログラム可能でスケーラブルな耐久性に優れたクラウド・ストレージ・サービスです。
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Note:

オブジェクト・ストレージからファイルをコピーする前に、次の点に注意してくださ
い:

• オブジェクト・ストレージを使用するには、「その他のWebサービス・プロバイ
ダ」接続タイプが必要です。接続先のWebサービスへのアクセス権があること
を確認する必要があります。場合によっては Webサービスの URLおよびログ
イン詳細も必要です。詳細は、Planningの管理の外部Webサービスへの接続を
参照してください。

Note:

「その他のWebサービス・プロバイダ」接続タイプのユーザー・パスワ
ードとして使用する認証トークンを生成する必要があります。認証ト
ークンの作成の詳細は、認証トークンを作成するにはを参照してくださ
い。

• オブジェクト・ストレージからコピー・ジョブ・タイプでは、オブジェクト・ス
トレージからコピーするファイルに関連付けられた「ネームスペース」名と「バ
ケット」情報を指定する必要があります。

Oracle Storageの詳細は、Oracle Storage。を参照してください

オブジェクト・ストレージ・ルールからコピー・ジョブ・タイプのパラメータには、次のもの
が含まれます:

Table 12-5    オブジェクト・ストレージからコピー・ジョブ・タイプのパラメータ

オブジェクト・ストレージからコピー・ジョブ・タ
イプのパラメータ

説明

オブジェクト・ストア接続 オブジェクト・ストレージ接続の名前を指定しま
す。

ネームスペース すべてのバケットおよびオブジェクトの最上位コ
ンテナとして機能する名前を指定します。
namespaceは、すべてのバケットとオブジェクト
の最上位のコンテナです。各 Oracle Cloud
Infrastructureテナントには、アカウントの作成時
に、システムによって生成された一意の Object
Storage名前空間名が割り当てられます。テナン
シの名前空間名(axaxnpcrorw5など)は、すべての
リージョンで有効です。
リージョン内のすべてのコンパートメントがネー
ムスペースの対象となります。バケット名は自分
で管理しますが、それらのバケット名はネームスペ
ース内で一意である必要があります。ネームスペ
ースはリージョン固有ですが、ネームスペース名自
体はすべてのリージョンで同じです。
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Table 12-5    (Cont.) オブジェクト・ストレージからコピー・ジョブ・タイプのパラメータ

オブジェクト・ストレージからコピー・ジョブ・タ
イプのパラメータ

説明

バケット ネームスペース内のコンパートメントにオブジェ
クトを格納するためのコンテナであるバケットの
名前を指定します。
バケットは、データとファイルを保存する論理コン
テナの名前です。バケットはコンパートメントの
下に整理され、維持されます。システムで生成され
たバケット名(たとえば、bucket-20210301-1359)
は、現在の年、月、日、および時刻を反映します。
オブジェクト・ストレージ・サービスを使用するに
は、最初にバケットを作成してから、データ・ファ
イルの追加を開始します。

ファイル名 オブジェクト・ストレージからコピーするソース・
ファイル名を指定します。このファイル名は、
Object Storage Cloudのオブジェクトのフル・ネー
ムと正確に一致する必要があります。
ワイルド・カード文字* (アスタリスク)を使用して、
複数のファイルをコピーできます。たとえば、
GLDataで始まるすべてのファイルをコピーする
には、ファイル名 GLData*を指定します。

ターゲット・ディレクトリ ファイルのコピー先のターゲット・ディレクトリを
指定します。ターゲット・ディレクトリには、
inbox、openbatch、openbatchmlおよび
epminboxを指定できます

サブディレクトリ オプション: ファイルのコピー先のターゲット・デ
ィレクトリの下のサブディレクトリを指定します。
サブディレクトリ文字列名の文字数の上限は
2,000文字です。

オブジェクト・ストレージからコピー・ジョブ・タイプのジョブ・パラメータのサンプルを次
に示します:
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オブジェクト・ストレージにコピー・ジョブ・タイプの使用
完全にプログラム可能でスケーラブルかつ耐久性に優れたクラウド・ストレージ・サービスで
あるオブジェクト・ストレージに、入力データ・ソースとして使用されるファイルをコピーで
きます。
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Note:

オブジェクト・ストレージにファイルをコピーする前に、次の点に注意してくださ
い:

• オブジェクト・ストレージを使用するには、「その他のWebサービス・プロバイ
ダ」接続タイプが必要です。接続先のWebサービスへのアクセス権があること
を確認する必要があります。場合によっては Webサービスの URLおよびログ
イン詳細も必要です。詳細は、Planningの管理の外部Webサービスへの接続を
参照してください。

Note:

「その他のWebサービス・プロバイダ」接続タイプのユーザー・パスワ
ードとして使用する認証トークンを生成する必要があります。認証ト
ークンの作成の詳細は、認証トークンを作成するにはを参照してくださ
い。

• オブジェクト・ストレージからコピー・ジョブ・タイプでは、オブジェクト・ス
トレージからコピーするファイルに関連付けられた「ネームスペース」名と「バ
ケット」情報を指定する必要があります。

詳細は、Oracle Storage。を参照してください

オブジェクト・ストレージにコピー・ジョブ・タイプのパラメータには、次のものが含まれま
す:

Table 12-6    オブジェクト・ストレージにコピー・ジョブ・タイプのパラメータ

オブジェクト・ストレージにコピー・ジ
ョブ・タイプのパラメータ

説明

オブジェクト・ストレージ接続 オブジェクト・ストレージ接続の名前を指定します。
ネームスペース すべてのバケットおよびオブジェクトの最上位コンテナとし

て機能する名前を指定します。
namespaceは、すべてのバケットとオブジェクトの最上位の
コンテナです。各 Oracle Cloud Infrastructureテナントに
は、アカウントの作成時に、システムによって生成された一
意の Object Storage名前空間名が割り当てられます。テナン
シの名前空間名(axaxnpcrorw5など)は、すべてのリージョン
で有効です。
リージョン内のすべてのコンパートメントがネームスペース
の対象となります。バケット名は自分で管理しますが、それ
らのバケット名はネームスペース内で一意である必要があり
ます。ネームスペースはリージョン固有ですが、ネームスペ
ース名自体はすべてのリージョンで同じです。
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Table 12-6    (Cont.) オブジェクト・ストレージにコピー・ジョブ・タイプのパラメータ

オブジェクト・ストレージにコピー・ジ
ョブ・タイプのパラメータ

説明

バケット ネームスペース内のコンパートメントにオブジェクトを格納
するためのコンテナであるバケットの名前を指定します。
バケットは、データとファイルを保存する論理コンテナの名
前です。バケットはコンパートメントの下に整理され、維持
されます。システムで生成されたバケット名(たとえば、
bucket-20210301-1359)は、現在の年、月、日、および時刻
を反映します

ソース・ディレクトリ ファイルをオブジェクト・ストレージにコピーするソース・
ディレクトリを指定します

Note:

Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance
Managementスナップショッ
トをオブジェクト・ストレージ
に移動またはコピーするには、
スナップショットがアプリケー
ションの inbox/outboxにある
必要があります。

サブディレクトリ文字列名の文字数の上限は 2,000文字で
す。
100 MBを超えるファイルは、そのセグメントを識別するマニ
フェスト・ファイルとともに Oracle Object Storageの論理デ
ィレクトリ内に格納されます。

ファイル名 オブジェクト・ストレージにコピーするソース・ファイルの
名前を指定します。このファイル名は、Object Storage Cloud
のオブジェクトのフル・ネームと正確に一致する必要があり
ます。
をクリックしてファイル・ブラウザを起動し、コピーする

ソース・ファイルに移動できます。

Note:

受信ボックスに複数のロケーシ
ョンがある場合、ソース・ファ
イル名の前にロケーション名を
必ず追加してください。

ワイルド・カード文字* (アスタリスク)を使用して、複数のフ
ァイルをコピーできます。たとえば、GLDataで始まるすべて
のファイルをコピーするには、ファイル名 GLData*を指定し
ます。
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Table 12-6    (Cont.) オブジェクト・ストレージにコピー・ジョブ・タイプのパラメータ

オブジェクト・ストレージにコピー・ジ
ョブ・タイプのパラメータ

説明

ターゲット・ファイル名 オブジェクト・ストレージにコピーするターゲット・ファイ
ル名を指定します。
複数のソース・ファイルをコピーすると、ファイル接頭辞と
して指定した値が追加されます。

オブジェクト・ストレージにコピー・ジョブ・タイプのジョブ・パラメータのサンプルを次に
示します:

Planningジョブでの「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・
タイプの使用

「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプを使用して、ジョブ名、ジョブ・タイプお
よびパラメータを指定することによって Planningジョブを実行します。ジョブの中には、ジョ
ブ定義内に保存された一部またはすべての必須パラメータを使用して、対応する Planningアプ
リケーションで定義する必要があるものがあります。これらのジョブ・タイプについては、パ
ラメータをジョブ定義内で指定することも、実行時に上書きすることもできます。残りのジョ
ブは、保存されたジョブ定義を使用せずに実行時にトリガーできます。
Planningジョブについてサポートされている「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイ
プには、次のものが含まれます:
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• 管理モード
• 自動プレディクト
• キューブのクリア
• キューブの圧縮
• キューブのリフレッシュ
• バースト定義の実行
• 監査のエクスポート
• 連結仕訳のエクスポート
• データのエクスポート
• ジョブ・コンソールのエクスポート
• メタデータのエクスポート
• セキュリティのエクスポート
• 連結仕訳のインポート
• データのインポート
• 為替レートのインポート
• メタデータのインポート
• セキュリティのインポート
• データ・スライスのマージ
• 集約の最適化
• プラン・タイプ・マップ
• キューブの再構築
• ルール
• ルール・セット

Note:

Planningでジョブを定義する方法を理解するには、Planningの管理のジョブの管理を
参照してください。

ジョブ・タイプのパラメータが「ラベル」と「値」のペア(キー値のペア)として追加されます(「ラ
ベル」は属性の名前であり、「値」は、この属性に割り当てられた値です)。
次に示すジョブ・タイプ・パラメータの名前とパラメータは、対応する REST APIでサポート
されているものと一致している必要があります(Enterprise Performance Management Cloud
の REST APIのジョブの実行を参照してください)。
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Table 12-7    Planningの「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラメータ

Planningの「EPMプラットフォー
ム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラ
メータ

説明

ジョブ・タイプ 「ジョブ・タイプ」ドロップダウンから、EPMプラットフォーム・
ジョブで実行するジョブ・タイプの値または変数を選択します。
「ラベル」/「値」フィールドで個々のラベルおよび値パラメータを
指定することによって、ジョブ・タイプを絞り込むことができま
す。

ジョブ名 このジョブの実行で使用するジョブ名を指定します。
ラベル/値 ジョブ・タイプのパラメータが「ラベル」と「値」のペア(キー値

のペア)として追加されます(「ラベル」は属性の名前であり、「値」
は、この属性に割り当てられた値です)。
新しい「ラベル」/「値」のペアを追加するには、 をクリックし
ます。
「ラベル」/「値」のペアを削除するには、

をクリックします。
管理モード Planningアプリケーションに対するログイン・レベルを変更しま

す。ログイン・レベルを「管理者」に設定した場合、すべての対話
型ユーザーとプランナがジョブの完了時にアプリケーションから
ログオフされます。管理モードの詳細は、ジョブのスケジュールを
参照してください。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの管理
モードを参照してください。

自動プレディクト 「自動プレディクト」ジョブを使用してプレディクションをスケジ
ュールします。自動プレディクトを使用すると、管理者は、履歴デ
ータに基づいて将来のパフォーマンスをプレディクトするための
プレディクションを定義し、そのプレディクション定義を実行する
ためのジョブをスケジュールして、プレディクション・プロセスを
自動化できます。
自動プレディクトの詳細は、Planningの管理の自動的に実行する
プレディクションの設定を参照してください。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの自動
プレディクトを参照してください。

キューブのクリア 「キューブのクリア」ジョブ・タイプを使用して、入力キューブお
よびレポート・キューブ内の特定のデータをクリアします。
メンバー選択を使用してデータをクリアしたり、メンバー選択を使
用して有効なMDX問合せをクリアすることができ、オプション
で、関連するサポート詳細、コメントおよび添付をクリアすること
もできます。データの物理的クリアを行うか、論理的クリアを行う
かを選択することもできます。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、「キ
ューブのクリア」ジョブ・タイプの使用を参照してください。

キューブの圧縮 ASOキューブのアウトライン・ファイルを圧縮します。圧縮は、
アウトライン・ファイルを最適なサイズに保つのに役立ちます。ア
ウトラインを圧縮しても、データはクリアされません。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのキュ
ーブの圧縮を参照してください。
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Table 12-7    (Cont.) Planningの「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラメ
ータ

Planningの「EPMプラットフォー
ム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラ
メータ

説明

キューブのリフレッシュ Planningアプリケーション・キューブをリフレッシュします。通
常、アプリケーションにメタデータをインポートした後にキューブ
をリフレッシュします。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのキュ
ーブのリフレッシュを参照してください。

バースト定義の実行 単一ディメンションの複数のメンバーに対して単一のレポートま
たはブックのバーストを実行し、各メンバーの PDFまたは Excel
出力を公開します。
バースティングの詳細は、『Oracle Enterprise Performance
Management Cloudレポートの設計』のバースティングについて
を参照してください

Note:

burstingDefinitionNameパラメ
ータで指定したフォルダにバースト
定義が存在する必要があります。

渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのレポ
ートのバースティング定義の実行を参照してください。

監査のエクスポート 監査レコードをカンマ区切り値(CSV)ファイルにエクスポートしま
す。出力 CSVファイルの最初の文字として、バイト順マーク
(BOM)文字\ufeffが含められます。APIによって、BOM文字の
後に、暗号化されたアプリケーション識別子が書き込まれます。こ
のアプリケーション識別子は、二重引用符の間に書き込まれます。
CSVファイルのヘッダーは、アプリケーション識別子の後に続きま
す。詳細は、タスクおよびデータの監査を参照してください。
オプションの excludeApplicationIdパラメータを使用して、ア
プリケーション識別子をエクスポート・ファイルに書き込まないよ
うにすることができます。アプリケーション識別子なしでエクス
ポートされた監査レポートをアプリケーションにインポートして
戻すことはできません。
生成された CSVファイルは圧縮され、出力は ZIPファイルになり
ます。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの監査
のエクスポートを参照してください。

連結仕訳のエクスポート ジョブ名を使用して、連結仕訳のエクスポート・ジョブを実行しま
す。このジョブを実行する前に、Financial Consolidation and
Closeで連結仕訳のエクスポート・ジョブを作成する必要がありま
す。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの連結
仕訳のエクスポートを参照してください。
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Table 12-7    (Cont.) Planningの「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラメ
ータ

Planningの「EPMプラットフォー
ム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラ
メータ

説明

データのエクスポート export dataタイプの Planningジョブで指定されたデータのエク
スポート設定(ファイル名を含む)を使用して、アプリケーション・
データをファイルにエクスポートします。エクスポートされたデ
ータが含まれるファイルは、Planningリポジトリに格納されます。
REST APIを使用してこのジョブを実行するときには、ジョブ定義
の一部のパラメータを上書きすることもできます。
データのエクスポートでは、代替変数がサポートされています。
rowMembers、columnMembersおよび povMembersの定義を上書
きするときに代替変数を使用できます。Planningの管理の代替変
数の作成および値の割当てを参照してください。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのデー
タのエクスポートを参照してください。

ジョブ・コンソールのエクスポート ジョブ・コンソール・レコードをカンマ区切り値(CSV)ファイルに
エクスポートします。出力 CSVファイルの最初の文字として、バ
イト順マーク(BOM)文字\ufeffが含められます。APIによって、
BOM文字の後に、暗号化されたアプリケーション識別子が書き込
まれます。このアプリケーション識別子は、二重引用符の間に書き
込まれます。CSVファイルのヘッダーは、アプリケーション識別子
の後に続きます。
オプションの excludeApplicationIdパラメータを使用して、ア
プリケーション識別子をエクスポート・ファイルに書き込まないよ
うにすることができます。アプリケーション識別子なしでエクス
ポートされたジョブ・コンソール・データ・ファイルをアプリケー
ションにインポートして戻すことはできません。
生成された CSVファイルは圧縮され、出力は ZIPファイルになり
ます。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのジョ
ブ・コンソールのエクスポートを参照してください。

メタデータのエクスポート export metadataタイプの Planningジョブで指定された設定を
使用して、メタデータをファイルにエクスポートします。エクスポ
ートされたメタデータが含まれるファイルは、Planningリポジト
リに格納されます。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのメタ
データのエクスポートを参照してください。

セキュリティのエクスポート 指定されたユーザーまたはグループのセキュリティ・レコードまた
はアクセス制御リスト(ACL)レコードをカンマ区切り値(CSV)ファ
イルにエクスポートします。アプリケーション・アーティファクト
に対するアクセス権限の詳細は、アクセス権限の設定を参照してく
ださい。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのセキ
ュリティのエクスポートを参照してください。
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Table 12-7    (Cont.) Planningの「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラメ
ータ

Planningの「EPMプラットフォー
ム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラ
メータ

説明

連結仕訳のインポート ジョブ名を使用して、連結仕訳のインポート・ジョブを実行しま
す。このジョブを実行する前に、Financial Consolidation and
Closeで連結仕訳のインポート・ジョブを作成する必要がありま
す。
このタスクの詳細は、Financial Consolidation and Closeの操作の
連結仕訳のインポートを参照してください。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの連結
仕訳のインポートを参照してください。

データのインポート Import Dataタイプの Planningジョブで指定されたデータのイ
ンポート設定を使用して、Planningリポジトリ内のファイルから
アプリケーションにデータをインポートします。
Planning、Financial Consolidation and Closeおよび Tax
Reportingについては、エラーがある、却下されたデータ・レコー
ドを確認できます。これを行うには、それぞれのディメンションに
ついてインポートされなかったデータ・レコードを取得するエラ
ー・ファイルを指定します。エラー・ファイルを指定すると、ZIP
ファイルが送信ボックスに格納され、受信ボックス/送信ボックス・
エクスプローラまたは EPM自動化や REST APIのようなツール
(ダウンロード APIなど)を使用して、ファイルをダウンロードでき
ます。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのデー
タのインポートを参照してください。

為替レートのインポート Planningリポジトリ内の為替レート・テンプレートをインポート
し、必要に応じてレートを変更します。その後、為替レートのイン
ポート・タイプの Planningジョブで指定された為替レートのイン
ポート設定を使用して、レートをアプリケーションにインポートで
きます。詳細は、ジョブ・タイプを参照してください。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの為替
レートのインポートを参照してください。

メタデータのインポート import metadataタイプの Planningジョブで指定されたメタデ
ータのインポート設定を使用して、Planningリポジトリ内のファ
イルからアプリケーションにメタデータをインポートします。
Planning、Financial Consolidation and Closeおよび Tax
Reportingについては、エラーがある、却下されたデータ・レコー
ドを確認できます。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのメタ
データのインポートを参照してください。
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Table 12-7    (Cont.) Planningの「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラメ
ータ

Planningの「EPMプラットフォー
ム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラ
メータ

説明

セキュリティのインポート セキュリティ・レコードまたはアクセス制御リスト(ACL)レコード
をカンマ区切り値(CSV)ファイルからインポートします。アプリケ
ーション・アーティファクトに対するアクセス権限の詳細は、アク
セス権限の設定を参照してください。
Excelファイルの形式:
• Object Name: ACLが定義されているオブジェクトの名前
• Name: ACLが定義されているユーザーまたはグループの名前
• Parent: オブジェクトの親の名前
• Is User: ACLの定義がユーザーに対するものかグループに対
するものかを決定するフラグ(Yまたは N)

• Object Type: オブジェクトのタイプ(フォーム・フォルダなど)
• Access Type: 権限のタイプ(READや READWRITEなど)
• Access Mode: ACLが子孫に対して適用可能であるかどうか
などの追加情報

• Remove: 特定の ACLを削除するには、これを Yに設定します
使用可能なすべての値:
Object Type:
• SL_FORM - フォーム
• SL_COMPOSITE - 複合フォーム
• SL_TASKLIST - タスク・リスト
• SL_CALCRULE - ルール
• SL_FORMFOLDER - フォーム・フォルダ
• SL_CALCFOLDER - ルール・フォルダ
• SL_DIMENSION - ディメンション
• SL_CALCTEMPLATE - テンプレート
• SL_REPORT - 管理レポート
• SL_REPORTSSHOT - 管理レポートのスナップショット
Access Type:
• NONE - なし
• READ - 読取り
• WRITE - 書込み
• READWRITE - 読取り/書込み
• LAUNCH - 起動
Access Mode:
• MEMBER
• CHILDREN
• @ICHILDREN
• @DESCENDANTS
• @IDESCENDANTS
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Table 12-7    (Cont.) Planningの「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラメ
ータ

Planningの「EPMプラットフォー
ム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラ
メータ

説明

CSVファイルの例:

Object Name,Name,Parent,Is User,Object 
Type,Access Type,Access
          Mode,Remove

Object Name,Name,Parent,Is User,Object 
Type,Access Type,Access
          Mode,Remove

"Exchange Rates to
          
USD","ats_user3","Y","SL_FORM","READWRITE","MEMBE
R","N" 

"Exchange Rates to
          
USD","ats_user4","Y","SL_FORM","READWRITE","MEMBE
R","N" 

"Exchange Rates to
          
USD","ats_user15","Y","SL_FORM","READ","MEMBER","
N" 

"Exchange Rates to
          
USD","ats_user10","Y","SL_FORM","NONE","MEMBER","
N" 

"Calculate
          
Benefits","group_1","N","SL_COMPOSITE","READWRITE
","MEMBER","N"

渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのセキ
ュリティのインポートを参照してください。
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Table 12-7    (Cont.) Planningの「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラメ
ータ

Planningの「EPMプラットフォー
ム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラ
メータ

説明

データ・スライスのマージ ASOキューブの増分データ・スライスをマージします。スライス
が少なくなると、キューブのパフォーマンスは向上します。メイ
ン・データベース・スライスにすべての増分データ・スライスをマ
ージしたり、メイン・データベース・スライスを変更しないまま単
一のデータ・スライスにすべての増分データ・スライスをマージし
たりできます。オプションで、値がゼロのセルを削除することも可
能です。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのデー
タ・スライスのマージを参照してください。

集約の最適化 ASOキューブのパフォーマンスを改善します。このジョブには、
「問合せトラッキングの有効化」と「集約プロセスの実行」という
2つのアクションがあります。オプションで、生成されるファイル
の最大ディスク・スペースを指定し、オプションで、ユーザー問合
せパターンに基づいてビューの選択を行って、集約を実行します。
このジョブ・タイプは、集約ストレージ・データベースにのみ適用
できます。
このジョブ・タイプを使用する前に、まず、集約ストレージ・キュ
ーブのトラッキング統計を取得するために問合せトラッキングを
有効にする必要があります。問合せトラッキングを有効にしたら、
問合せデータを基準とする集約プロセスを実行する前に、十分な時
間をかけてユーザー・データ取得パターンを収集する必要がありま
す。集約プロセスを実行すると、集約された既存のビューが削除さ
れ、収集された問合せトラッキング・データに基づき最適化された
ビューが生成されます。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの集約
の最適化を参照してください。

プラン・タイプ・マップ plan type mapタイプの Planningジョブで指定された設定に基
づいて、ブロック・ストレージ・キューブから集約ストレージ・キ
ューブへ、または一方から他方へデータをコピーします。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのプラ
ン・タイプ・マップを参照してください。

キューブの再構築 BSOキューブの完全な再構築を実行して、断片化を解消または削減
します。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのキュ
ーブの再構築を参照してください。

ルール ビジネス・ルールを起動します。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのルー
ルを参照してください。
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Table 12-7    (Cont.) Planningの「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラメ
ータ

Planningの「EPMプラットフォー
ム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラ
メータ

説明

ルール・セット ビジネス・ルール・セットを起動します。
実行時プロンプトがないルール・セットまたはデフォルト値がある
実行時プロンプトがサポートされています。柔軟性を高めるため
に、ルール・セットにパラメータを追加できます。ルール・セット
の詳細は、ビジネス・ルール・セットの設計を参照してください。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIのルー
ル・セットを参照してください。

「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプの「データのエクスポート」のパラメータ
のサンプルを次に示します:

「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプの「キューブのリフレッシュ」のパラメー
タのサンプルを次に示します:
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「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプの「為替レートのインポート」ジョブのパ
ラメータのサンプルを次に示します:

「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプの「プラン・タイプ・マップ」ジョブのパ
ラメータのサンプルを次に示します:
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Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingジョブでの
「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプの使用

「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプを使用して、ジョブ名、ジョブ・タイプお
よびパラメータを指定することによって Financial Consolidation and Closeおよび Tax
Reportingジョブを実行します。ジョブの中には、ジョブ定義内に保存された一部またはすべ
ての必須パラメータを使用して、対応する Financial Consolidation and Closeおよび Tax
Reportingアプリケーションで定義する必要があるものがあります。これらのジョブ・タイプ
については、パラメータをジョブ定義内で指定することも、実行時に上書きすることもできま
す。残りのジョブは、保存されたジョブ定義を使用せずに実行時にトリガーできます。
Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingについてサポートされている「EPMプ
ラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプは、「データのクリア」および「データのコピー」で
す。

Note:

クリア・ジョブはパイプラインでのみ使用できますが、Financial Consolidation and
Closeのプラットフォームからは使用できません。

ジョブ・タイプのパラメータが「ラベル」と「値」のペア(キー値のペア)として追加されます(「ラ
ベル」は属性の名前であり、「値」は、この属性に割り当てられた値です)。
次に示すジョブ・タイプ・パラメータの名前とパラメータは、対応する REST APIでサポート
されているものと一致している必要があります:

• Financial Consolidation and Closeの REST APIについては、Enterprise Performance
Management Cloudの REST APIの Financial Consolidation and Closeの REST APIを参
照してください。
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• Tax Reportingの REST APIについては、Enterprise Performance Management Cloudの
REST APIの Tax Reportingの REST APIを参照してください。

Table 12-8    Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingの「EPMプラットフ
ォーム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラメータ
Financial Consolidation and
Closeおよび Tax Reportingの
「EPMプラットフォーム・ジョブ」
ジョブ・タイプのパラメータ

説明

ジョブ・タイプ 「ジョブ・タイプ」ドロップダウンから、EPMプラットフォーム・
ジョブで実行するジョブ・タイプの値または変数を選択します。
「ラベル」/「値」フィールドで個々のラベルおよび値パラメータを
指定することによって、ジョブ・タイプを絞り込むことができま
す。

ジョブ名 このジョブの実行で使用するジョブ名を指定します。
ラベル/値 ジョブ・タイプのパラメータが「ラベル」と「値」のペア(キー値

のペア)として追加されます(「ラベル」は属性の名前であり、「値」
は、この属性に割り当てられた値です)。
新しい「ラベル」/「値」のペアを追加するには、 をクリックし
ます。
「ラベル」/「値」のペアを削除するには、

をクリックします。
データのクリア プロファイル名を使用して、「データのクリア」ジョブを実行しま

す。このジョブを実行する前に、Financial Consolidation and
Closeまたは Tax Reportingで「データのクリア」プロファイルを
作成する必要があります。
このタスクの詳細は、Financial Consolidation and Closeの管理の
データのクリアを参照してください。
Financial Consolidation and Closeで渡すことができるジョブ・
タイプ・パラメータと値の詳細は、Enterprise Performance
Management Cloudの REST APIのデータのクリアを参照してく
ださい。
Tax Reportingで渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと
値の詳細は、Enterprise Performance Management Cloudの
REST APIのデータのクリアを参照してください。

データのコピー プロファイル名を使用して、「データのコピー」ジョブを実行しま
す。このジョブを実行する前に、Financial Consolidation and
Closeまたは Tax Reportingで「データのコピー」プロファイルを
作成する必要があります。
Financial Consolidation and Closeにおけるこのタスクの詳細
は、データのコピー・プロファイルの使用を参照してください。
Tax Reportingにおけるこのタスクの詳細は、Tax Reportingの管理のデータのコピー・ジョブの使用を参照してください。
Financial Consolidation and Closeで渡すことができるジョブ・
タイプ・パラメータと値の詳細は、Enterprise Performance
Management Cloudの REST APIのデータのコピーを参照してく
ださい。
Tax Reportingで渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと
値の詳細は、Enterprise Performance Management Cloudの
REST APIのデータのコピーを参照してください。
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Enterprise Profitability and Cost Managementでの「EPMプラットフォ
ーム・ジョブ」ジョブ・タイプの使用

「EPMプラットフォーム・ジョブ」ジョブ・タイプを使用して、ジョブ名、ジョブ・タイプお
よびパラメータを指定することによって Enterprise Profitability and Cost Managementジョブ
を実行します。ジョブの中には、ジョブ定義内に保存された一部またはすべての必須パラメー
タを使用して、対応する Enterprise Profitability and Cost Managementアプリケーションで定
義する必要があるものがあります。これらのジョブ・タイプについては、パラメータをジョブ
定義内で指定することも、実行時に上書きすることもできます。残りのジョブは、保存された
ジョブ定義を使用せずに実行時にトリガーできます。
Enterprise Profitability and Cost Managementについてサポートされている「EPMプラットフ
ォーム・ジョブ」ジョブ・タイプには、次のものが含まれます:

• 計算モデル
• 視点によるデータのクリア
• 視点によるデータのコピー
• POVの削除
ジョブ・タイプのパラメータが「ラベル」と「値」のペア(キー値のペア)として追加されます(「ラ
ベル」は属性の名前であり、「値」は、この属性に割り当てられた値です)。
Table 12-9    Enterprise Profitability and Cost Managementの「EPMプラットフォーム・ジ
ョブ」ジョブ・タイプのパラメータ
Enterprise Profitability and Cost
Managementの「EPMプラットフ
ォーム・ジョブ」ジョブ・タイプ

説明

ジョブ・タイプ 「ジョブ・タイプ」ドロップダウンから、EPMプラットフォーム・
ジョブで実行するジョブ・タイプの値または変数を選択します。
「ラベル」/「値」フィールドで個々のラベルおよび値パラメータを
指定することによって、ジョブ・タイプを絞り込むことができま
す。

ジョブ名 このジョブの実行で使用するジョブ名を指定します。
ラベル/値 ジョブ・タイプのパラメータが「ラベル」と「値」のペア(キー値

のペア)として追加されます(「ラベル」は属性の名前であり、「値」
は、この属性に割り当てられた値です)。
新しい「ラベル」/「値」のペアを追加するには、 をクリックし
ます。
「ラベル」/「値」のペアを削除するには、

をクリックします。
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Table 12-9    (Cont.) Enterprise Profitability and Cost Managementの「EPMプラットフォ
ーム・ジョブ」ジョブ・タイプのパラメータ
Enterprise Profitability and Cost
Managementの「EPMプラットフ
ォーム・ジョブ」ジョブ・タイプ

説明

計算モデル 選択したキューブで指定した視点に対して計算を実行します。こ
のジョブ・タイプでは、複数の POVを使用したバッチ計算がサポ
ートされています。
これは非同期呼出しであるため、ジョブ・ステータス URIを使用
して、操作が完了したかどうかを確認してください。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの計算
モデルを参照してください。
パイプラインを使用して呼び出すことができるのは、Calculation
Managerベースのビジネス・ルールのみです。Enterprise
Profitability and Cost Managementベースのルールおよびルー
ルセットはサポートされていません。

視点によるデータのクリア 選択したキューブで指定した視点のデータをクリアします。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの視点
によるデータのクリアを参照してください。

視点によるデータのコピー 選択したキューブでソース視点から宛先視点にデータをコピーし
ます。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの視点
によるデータのコピーを参照してください。

POVの削除 視点に関連付けられたデータを計算キューブから削除します。
渡すことができるジョブ・タイプ・パラメータと値の詳細は、
Enterprise Performance Management Cloudの REST APIの視点
の削除を参照してください。

名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)ジョブ・タイ
プの使用

名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)ジョブ・タイプを使用すると、Oracle Fusion
Cloud Enterprise Data Managementアプリケーションからステージング領域内のファイルま
たは接続で定義されたターゲット環境にディメンションをエクスポートできます。
名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)ジョブ・タイプは、Oracle Enterprise Data
Management Cloudディメンションにバインドされているビューポイントから、次のいずれか
のタイプの Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーションにエ
クスポートする必要がある場合に役立ちます:

• Planningおよび Planningモジュール
• フリーフォーム
• Financial Consolidation and Close

• Enterprise Profitability and Cost Management
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Note:

名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)ジョブ・タイプは、パイプラインで
Oracle Enterprise Data Management Cloudの他のアプリケーション・タイプをサポ
ートしますが、Cloud EPMのお客様が最もよく使用するのは前述したアプリケーシ
ョン・タイプです。他のアプリケーション・タイプの詳細は、Enterprise Data
Management Cloudの管理および操作のアプリケーション・タイプの理解を参照して
ください。

Note:

Oracle Enterprise Data Management Cloudディメンションをフリーフォームまたは
Planningビジネス・プロセスにエクスポートではなく抽出する必要がある場合は、説
明に従って、ディメンション・ビューポイントの抽出 - REST APIをビジネス・ルー
ル(Groovyスクリプト)として使用します。詳細は、ディメンション・ビューポイント
の抽出を参照してください。その後、内部 REST APIを呼び出して製品数量をロード
します。詳細は、内部 REST API呼出しによる製品数量のロードを参照してください

名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)ジョブ・タイプのパラメータには、次のもの
が含まれます:

Table 12-10    名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)ジョブ・タイプのパラメータ

名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)
ジョブ・タイプのパラメータ

説明

接続 パイプラインでこのジョブ・タイプに使用する
Oracle Enterprise Data Management Cloud接続
を選択します。
このジョブ・タイプは、リモート操作(非ローカル
接続)でのみサポートされます。接続は「その他の
Webサービス・プロバイダ」接続タイプとして定
義する必要があります。
接続内の URLの形式は、https://
hostname.com/epmである必要があります。
「epm」以外の接尾辞で終わる URLは正しく機能し
ません。
新しい Oracle Enterprise Data Management
Cloud接続を作成するには、Financial
Consolidation and Closeの管理の EPM Cloud内
での事前作成済の統合の追加を参照してください。
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Table 12-10    (Cont.) 名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)ジョブ・タイプのパラ
メータ

名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)
ジョブ・タイプのパラメータ

説明

名前 Oracle Enterprise Data Management Cloud接続
のアプリケーションを選択します。
ドロップダウンに移入されるアプリケーションの
リストは、使用可能な Oracle Enterprise Data
Management Cloudアプリケーションに基づきま
す(詳細は、Enterprise Data Management Cloudの管理および操作のアプリケーション接続の作成
を参照してください)。簡単に見つけられるよう
に、ドロップダウン・リストの各アプリケーション
にはアプリケーション・タイプが付加されていま
す。

ディメンション名 エクスポートする Oracle Enterprise Data
Management Cloudディメンションの名前を指定
します。
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Table 12-10    (Cont.) 名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)ジョブ・タイプのパラ
メータ

名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)
ジョブ・タイプのパラメータ

説明

ファイル名 Oracle Enterprise Data Management Cloudディ
メンションをエクスポートするターゲット・ファイ
ル名を指定します。
次のアプリケーション・タイプの各ディメンション
のアプリケーション接続に基づいて、ローカル CSV
ファイルまたはターゲット環境にディメンション
をエクスポートできます:
• Planning
• フリーフォーム
• Financial Consolidation and Close
• Enterprise Profitability and Cost

Management
EDMCSアプリケーション接続ページでアプリケ
ーション接続を指定した場合、ファイルはターゲッ
ト Cloud EPM環境の inbox/outboxフォルダにエ
クスポートされます。関連する Cloud EPMビジネ
ス・プロセスの inbox/outboxフォルダにエクスポ
ートされたファイルは、「メタデータのインポート」
ジョブ・タイプを使用してアプリケーションで使用
できるようになります。詳細は、「メタデータのイ
ンポート」ジョブ・タイプの使用を参照してくださ
い。
名前別のディメンションのエクスポート(EDMCS)
に対して指定するファイル名は、次の 2つの条件の
いずれかを満たしている必要があります:

1. 名前別のディメンションのエクスポート
(EDMCS)ジョブ・タイプに対して指定するファ
イル名は、Cloud EPMアプリケーションで保
存された「メタデータのインポート」ジョブで
指定したファイル名と一致している必要があ
ります(詳細は、「メタデータのインポート」ジ
ョブ・タイプの使用を参照してください)。こ
の場合、「メタデータのインポート」ジョブ・
タイプには空白のファイル名を指定します。

2. 名前別のディメンションのエクスポート
(EDMCS)ジョブで指定されたファイル名が、
Cloud EPMアプリケーションで保存された
「メタデータのインポート」ジョブで指定され
たファイル名と異なる場合でも、このファイル
名の末尾が<dimensionname>.csvであれば、
メタデータ・インポートは機能します。
同じファイル名をパイプラインの「メタデータ
のインポート」ジョブにも提供する必要があり
ます(たとえば、myprefix_Account.csvや
prefix2_Entity.csv)。ここで、
<dimensionname>は Cloud EPMアプリケー
ション・ディメンションではなく、Cloud EPM
アプリケーション・ディメンション名を指しま
す。
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Table 12-10    (Cont.) 名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)ジョブ・タイプのパラ
メータ

名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)
ジョブ・タイプのパラメータ

説明

EDMCSアプリケーション接続 オプション Oracle Enterprise Data Management
Cloudアプリケーションで定義されているアプリ
ケーション接続名を指定します。(これは、Oracle
Enterprise Data Management Cloudアプリケー
ション内に定義されている接続で、グローバル接続
ではありません。)
アプリケーション接続は、汎用アプリケーション・
タイプではサポートされておらず、使用できませ
ん。
指定された場合、エクスポート・ファイルはターゲ
ット環境にエクスポートされます(たとえば、
Oracle Enterprise Data Management Cloudアプ
リケーションの inbox/outbox)。
Oracle Enterprise Data Management Cloudアプ
リケーション接続が提供されない場合、エクスポー
ト・ファイルは Oracle Enterprise Data
Management Cloudアプリケーションのステージ
ング領域に書き込まれます。
ファイルは常に、汎用アプリケーション・タイプの
ステージング領域にエクスポートされます。ステ
ージング領域から、「ファイル操作」ジョブ・タイ
プを使用してファイルをダウンロードできます(詳
細は、ファイル操作ジョブ・タイプの使用を参照し
てください)。

EPBCSメタデータ・ディメンションが CSVファイルとして Corporate Planningアプリケーシ
ョンにエクスポートされる、名前別のディメンションのエクスポート (EDMCS)ジョブ・タイプ
のパラメータのサンプルを次に示します。
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名前別のディメンション・マッピングのエクスポート(EDMCS)
ジョブ・タイプの使用

名前別のディメンション・マッピングのエクスポート(EDMCS)ジョブ・タイプを使用すると、
特定の Oracle Fusion Cloud Enterprise Data Managementディメンションおよびロケーション
のマッピング・ルールをステージング領域のファイルまたは接続で定義されているターゲット
環境にエクスポートできます。
名前別のディメンション・マッピングは、カンマ区切りテキスト・ファイル(CSV)にのみエク
スポートできます。ディメンション・マッピングをエクスポートできるアプリケーション・タ
イプのリストは、アプリケーション・タイプの理解を参照してください。
ファイルはデータ交換の inboxフォルダにエクスポートされるため、Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementアプリケーションにエクスポートされたマッピングは、
データ統合内で「明示」マッピングとしてインポートできます。パイプラインで「マッピング
のインポート」ジョブ・タイプを使用して、インポートを実行できます。詳細は、「マッピング
のインポート」ジョブ・タイプの使用を参照してください。
名前別のディメンション・マッピングのエクスポート(EDMCS)ジョブ・タイプのパラメータに
は、次のものが含まれます:
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Table 12-11    名前別のディメンション・マッピングのエクスポート(EDMCS)ジョブ・タイプ
のパラメータ

名前別のディメンション・マッピングのエクスポー
ト(EDMCS)ジョブ・タイプのパラメータ

説明

接続 パイプラインでこのジョブ・タイプに使用する
Oracle Enterprise Data Management Cloud接続
を選択します。
このジョブ・タイプは、リモート操作(非ローカル
接続)でのみサポートされます。接続は「その他の
Webサービス・プロバイダ」接続タイプとして定
義する必要があります。
接続内の URLの形式は、https://
hostname.com/epmである必要があります。
「epm」以外の接尾辞で終わる URLは正しく機能し
ません。
新しい Oracle Enterprise Data Management
Cloud接続を作成するには、Financial
Consolidation and Closeの管理の Cloud EPM内
での事前作成済の統合の追加を参照してください。

名前 Oracle Enterprise Data Management Cloud接続
のアプリケーションを選択します。
ドロップダウンに移入されるアプリケーションの
リストは、使用可能な Oracle Enterprise Data
Management Cloudアプリケーションに基づきま
す(詳細は、Enterprise Data Management Cloudの管理および操作のアプリケーション接続の作成
を参照してください)。
簡単に見つけられるように、ドロップダウン・リス
トの各アプリケーションにはアプリケーション・タ
イプが付加されています。

ディメンション名 エクスポートする Oracle Enterprise Data
Management Cloudディメンション・マッピング
の名前を指定します。
ディメンションは、各ディメンションの CSVファ
イルにエクスポートできます。

ファイル名 ディメンション・マッピングをエクスポートするタ
ーゲット・ファイル名を CSV拡張子付きで指定し
ます(例: mappings.csv)。
この場合、「ファイルのダウンロード」操作を使用
して、Oracle Enterprise Data Management
Cloudステージング領域からローカルの inboxフ
ォルダにファイルをダウンロードできます。ファ
イル操作ジョブ・タイプの使用を参照してくださ
い。
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Table 12-11    (Cont.) 名前別のディメンション・マッピングのエクスポート(EDMCS)ジョブ・
タイプのパラメータ

名前別のディメンション・マッピングのエクスポー
ト(EDMCS)ジョブ・タイプのパラメータ

説明

EDMCSマッピング・ロケーション マッピング・ルールをエクスポートする Oracle
Enterprise Data Management Cloud内のアプリ
ケーション・ディメンション・バインドのマッピン
グ・ロケーションを指定します。
ロケーションを見つけるには、アプリケーションに
移動し、「検査」、「ディメンション」タブの順に選
択してディメンションを選択し、「バインド」タブ
を選択して特定のディメンションを選択してから
バインドを選択し、「マッピング」タブを選択しま
す。そこでロケーション名を確認できます。

EDMCSアプリケーション接続 オプション Oracle Enterprise Data Management
Cloudアプリケーションで定義されているアプリ
ケーション接続名を指定します。(これは、Oracle
Enterprise Data Management Cloudアプリケー
ション内に定義されている接続で、グローバル接続
ではありません。)
アプリケーション接続は、汎用アプリケーション・
タイプではサポートされておらず、使用できませ
ん。
指定された場合、エクスポート・ファイルはターゲ
ット環境にエクスポートされます(たとえば、Cloud
EPMアプリケーションの inbox)。
Oracle Enterprise Data Management Cloudアプ
リケーション接続が提供されない場合、エクスポー
ト・ファイルは Oracle Enterprise Data
Management Cloudアプリケーションのステージ
ング領域に書き込まれます。
ファイルは常に、汎用アプリケーション・タイプの
ステージング領域にエクスポートされます。この
場合、「ファイル操作」ジョブ・タイプを使用して、
ステージング領域からファイルをダウンロードで
きます(詳細は、ファイル操作ジョブ・タイプの使
用を参照してください。)

名前別のディメンション・マッピングのエクスポート(EDMCS)ジョブ・タイプのパラメータの
サンプルを次に示します。このサンプルでは、「勘定科目」ディメンション名が Account.csvフ
ァイルにエクスポートされ、Fusion US-Planロケーションにエクスポートされます。
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「マッピングのエクスポート」ジョブ・タイプの使用
パイプラインで「マッピングのエクスポート」ジョブ・タイプを使用すると、メンバー・マッ
ピングを.CSVまたは.TXTファイル形式にエクスポートできます。
「マッピングのエクスポート」ジョブ・タイプのパラメータには、次のものがあります:

Table 12-12    「マッピングのエクスポート」ジョブ・タイプのパラメータ

「マッピングのエクスポート」ジョブ・タイプのパ
ラメータ

説明

名前 データ統合でメンバー・マッピングがエクスポート
されるロケーションの名前を選択します。メンバ
ー・マッピングはデータ統合のロケーションに固有
で、選択された接続(「ローカル」または「リモー
ト」)に基づきます。

ディメンション名 エクスポートする特定のディメンションのディメ
ンション名(ACCOUNTなど)を指定するか、すべての
ディメンションをエクスポートする場合は ALLを
指定します。
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Table 12-12    (Cont.) 「マッピングのエクスポート」ジョブ・タイプのパラメータ

「マッピングのエクスポート」ジョブ・タイプのパ
ラメータ

説明

ファイル名 マッピングをエクスポートする対象のファイルお
よびパスを指定します。
ファイル形式は次のとおりです:
• .CSV
• .TXT
• Excel (.XLSまたは.XLSX)
ファイル名を指定する場合は、ファイル・パスに
outboxを含めます(たとえば、outbox/
BESSAPPJan-06.csv)

「マッピングのエクスポート」ジョブ・タイプ・パラメータのサンプルを次に示します。このサ
ンプルでは、FCCSAPPI_ImpExp_Mapsロケーションにある「エンティティ」ディメンション
が、テキスト・ファイルとして outboxにロードされます。

「メタデータのエクスポート」ジョブ・タイプの使用
「メタデータのエクスポート」ジョブ・タイプを使用して、.csv (カンマ区切り)または.txt (タブ
区切りまたは他の区切り文字)形式でメタデータをフラット・ファイルにエクスポートします。
アーティファクトごとにエクスポート・ファイル(ファイル・タイプに応じて.csvまたは.txt)が
作成され、すべてのエクスポート・ファイルが 1つの ZIPファイルに統合されます。
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Note:

ファイルをインポート・ファイルとして使用する場合(たとえば、別のアプリケーシ
ョンにメタデータをインポートする場合)は、ZIPファイルから.csvまたは.txtファイ
ルを抽出する必要があります。

「メタデータのエクスポート」ジョブ・タイプのパラメータには、次のものが含まれます:

Table 12-13    「メタデータのエクスポート」ジョブ・タイプのパラメータと説明

「メタデータのエクスポート」ジョブ・タイプのパ
ラメータ

説明

ファイル名 メタデータのエクスポート先のファイルの名前を
指定します。
ファイル名を指定しない場合、デフォルト名は、
Planningジョブ名に ZIP拡張子が付いたもので
す。
ファイル出力は、このパラメータで指定したファイ
ル名拡張子に関係なく常に ZIP形式となり、デフォ
ルトのダウンロード・ロケーションからローカル・
コンピュータにダウンロードできます。

「メタデータのエクスポート」ジョブ・タイプのジョブ・パラメータのサンプルを次に示しま
す:

「抽出ディメンション・ビューポイント(EDMCS)」ジョブ・タイ
プの使用

ディメンション・ビューポイントの抽出(EDMCS)ジョブ・タイプを使用して、Oracle Fusion
Cloud Enterprise Data Managementでビューポイント抽出プロセスを実行します。抽出出力
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ファイルは、Oracle Enterprise Data Management Cloudステージング領域に書き込むか、グロ
ーバル接続ターゲットに転送できます。
このジョブ・タイプは、リモート操作(非ローカル接続)でのみサポートされます。新しい Oracle
Enterprise Data Management Cloud接続を作成するには、Financial Consolidation and Close
の管理の Cloud EPM内での事前作成済の統合の追加を参照してください。接続は「その他の
Webサービス・プロバイダ」接続タイプとして定義する必要があります。接続内の URLの形
式は、https://hostname.com/epmである必要があります。「epm」以外の接尾辞で終わる URLは正
しく機能しません。
抽出の詳細は、Enterprise Data Management Cloudの管理および操作の抽出の操作を参照して
ください。
「抽出ディメンション・ビューポイント(EDMCS)」ジョブ・タイプのパラメータには、次のも
のが含まれます:

Table 12-14    「抽出ディメンション・ビューポイント(EDMCS)」ジョブ・タイプのパラメー
タと説明

「抽出ディメンション・ビューポイント(EDMCS)」
ジョブ・タイプのパラメータ

説明

名前 抽出が属する Oracle Enterprise Data
Management Cloud内のアプリケーションの名前
を選択します。
必須。

タイトル パイプラインのジョブのタイトルを指定します。
このパラメータは、デフォルトでアプリケーション
の名前に設定されます。

ディメンション名 エクスポートする Oracle Enterprise Data
Management Cloud内のディメンションの名前を
指定します。
必須。

抽出名 抽出の名前を選択します。
必須。

ファイル名 ディメンション・ビューポイントの抽出先のターゲ
ット・ファイル名。抽出プロファイルで「Zip抽
出」オプションが無効な場合、テキスト・ファイル
名を使用します。「Zip抽出」オプションが有効な
場合、Zipファイル名を使用します。
たとえば、次のように指定できます:
dimension.csv。

(EDMCS)グローバル接続 Oracle Enterprise Data Management Cloudステ
ージング領域ではなく、接続に抽出する場合に、抽
出先の Oracle Enterprise Data Management
Cloudグローバル接続の名前を指定します。
.

抽出するディメンションが「エンティティ」の場合の、「抽出ディメンション・ビューポイント
(EDMCS)」ジョブ・タイプのパラメータのサンプルを次に示します。
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「抽出パッケージ(EDMCS)」ジョブ・タイプの使用
「抽出パッケージ(EDMCS)」ジョブ・タイプを使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise Data
Managementで抽出パッケージを実行します。抽出パッケージの結果は、抽出パッケージのパ
ラメータに基づいて、個別のファイルまたは結合ファイルとして出力できます。抽出パッケー
ジ・ファイルは、Oracle Enterprise Data Management Cloudステージング領域に書き込むか、
グローバル接続ターゲットに転送できます。
このジョブ・タイプは、リモート操作(非ローカル接続)でのみサポートされます。新しい Oracle
Enterprise Data Management Cloud接続を作成するには、Financial Consolidation and Close
の管理の Cloud EPM内での事前作成済の統合の追加を参照してください。接続は「その他の
Webサービス・プロバイダ」接続タイプとして定義する必要があります。接続内の URLの形
式は、https://hostname.com/epmである必要があります。「epm」以外の接尾辞で終わる URLは正
しく機能しません。

Note:

抽出パッケージの詳細は、Enterprise Data Management Cloudの管理および操作の抽
出パッケージの操作を参照してください。

「抽出パッケージ(EDMCS)」ジョブ・タイプのパラメータには、次のものが含まれます:
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Table 12-15    「抽出パッケージ(EDMCS)」ジョブ・タイプのパラメータと説明

「抽出パッケージ(EDMCS)」ジョブ・タイプのパラ
メータ

説明

名前 抽出パッケージが属する Oracle Enterprise Data
Management Cloud内のアプリケーションの名前
を選択します。
必須。

タイトル パイプラインのジョブのタイトルを指定します。
このパラメータは、デフォルトでアプリケーション
の名前に設定されます。
必須。

抽出パッケージ名 抽出パッケージの名前を指定します。
必須。

ファイル名 抽出先のターゲット・ファイル名を指定します。フ
ァイル名には.zip拡張子を含める必要があります。
抽出パッケージが接続で構成されており、「Zip抽
出」パラメータが無効な場合、抽出パッケージ・フ
ァイルはグローバル接続ターゲットに個別に書き
込まれます。
必須。

EDMCSグローバル接続 Oracle Enterprise Data Management Cloudステ
ージング領域ではなく、接続に抽出する場合に、抽
出パッケージの結果を書き込む Oracle Enterprise
Data Management Cloudグローバル接続の名前
を指定します。
オプション。

「抽出パッケージ(EDMCS)」ジョブ・タイプのパラメータのサンプルを次に示します。

ファイル操作ジョブ・タイプの使用
ファイル操作ジョブ・タイプを使用して、実行時に次の操作を実行します:

Chapter 12
パイプラインのジョブ・タイプ

12-52



• ファイルのコピー(ローカル接続を使用)

• ファイルの削除(ローカル接続を使用)

• ファイルの移動(ローカル接続を使用)

• ファイルの解凍(ローカル接続を使用)

• ファイルのアップロード(リモート接続を使用)

• ファイルのダウンロード(リモート接続を使用)

ファイル操作ジョブ・タイプのパラメータには、次のものが含まれます:
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Table 12-16    ファイル操作ジョブ・タイプのパラメータ

ファイル操作ジョブ・タイプのパラメータ 説明
ファイル操作 実行時に実行するファイル操作のタイプを選択し

ます:
オプション・タイプ:
• コピー—「コピー」ファイル操作では、ソー
ス・ディレクトリからターゲット・ディレクト
リにファイルがコピーされ、元のファイルは、
ターゲット・ディレクトリへのコピー操作後に
ソース・ディレクトリに保持されます(つまり、
同じ環境内のローカル・ファイル操作に使用さ
れます)。ローカル接続が必要です。

• 削除—「削除」ファイル操作は、ソース・ディ
レクトリからファイルを削除します。ローカ
ル接続が必要です。

• 移動—「移動」ファイル操作では、ソース・デ
ィレクトリからターゲット・ディレクトリにフ
ァイルが移動されますが、移動されたファイル
は、ターゲット・ディレクトリへの移動操作後
にソース・ディレクトリに保持されません。
「移動」ファイル操作はローカル操作であり、
ローカル接続が必要です。

• ファイルの解凍。ローカル接続が必要です。
• アップロード—ローカル Oracle Fusion

Cloud Enterprise Performance
Managementサーバーから別の Cloud EPM
サーバーにファイルをコピーします(ローカル
Cloud EPMサーバーは、パイプライン・プロ
セスが実行されるサーバーです。)このファイ
ル操作では、ローカル・サーバーからリモート
でファイルをアップロードするために、リモー
ト・マシンのターゲット・ディレクトリおよび
ターゲット・ファイル名を指定する必要があり
ます。「アップロード」はリモート操作であり、
リモート接続が必要です。

• ダウンロード—リモート Cloud EPMサーバー
からローカル Cloud EPMにファイルをコピー
します(ローカル Cloud EPMサーバーは、パイ
プライン・プロセスが実行されるサーバーで
す。)このファイル操作では、リモート・マシン
からローカルにファイルをダウンロードする
ために、リモート・マシンのソース・ディレク
トリおよびソース・ファイル名を指定する必要
があります。リモート接続が必要です。
datファイルの場合、ファイルのダウンロード
は、統合出力の一部として生成された datファ
イルでのみ、または統合の「オプション」にタ
ーゲット・ファイル名がある場合にのみ機能す
ることに注意してください。

Chapter 12
パイプラインのジョブ・タイプ

12-54



Table 12-16    (Cont.) ファイル操作ジョブ・タイプのパラメータ

ファイル操作ジョブ・タイプのパラメータ 説明
ソース・ディレクトリ ファイルをコピー、移動、解凍、アップロードまた

はダウンロードする元のソース・ディレクトリを指
定します。
「削除」ファイル操作では、ソース・ディレクトリ
を指定する必要があります。
ファイルをダウンロードするときには、ソース・デ
ィレクトリとソース・ファイル名によって、リモー
ト・ソース・ディレクトリとファイル名が識別され
ます。
ファイルをアップロードするときには、ソース・デ
ィレクトリとファイルによって、ローカルにアップ
ロードするファイルのある場所が識別されます。

ソース・ファイル名 コピー、移動、解凍、アップロードまたはダウンロ
ードするファイルのソース・ファイル名を指定しま
す。

ターゲット・ディレクトリ ファイルのコピー先のターゲット・ディレクトリを
指定します。ターゲット・ディレクトリには、
inbox (データ統合の受信ボックス・フォルダ)、
openbatch、openbatchmlおよび epminbox
(Planningの受信ボックス・フォルダ)を指定でき
ます。
zipファイルには、サブディレクトリを 1レベルの
み含めることができます。
ファイルをダウンロードするときには、ターゲッ
ト・ディレクトリとファイル名によって、ファイル
をローカルでダウンロードする宛先の場所が識別
されます。
ファイルをアップロードするときには、ターゲッ
ト・ディレクトリとターゲット・ファイル名によっ
て、リモート・ターゲット・ディレクトリとファイ
ル名が識別されます。

ターゲット・ファイル名 コピー、移動、解凍、アップロードまたはダウンロ
ードされたファイルのターゲット・ファイル名を指
定します。
解凍ファイル操作には、ターゲット・ファイル名は
必要ありません。

inboxソース・ディレクトリから openbatchターゲット・ディレクトリにファイルを解凍する
ために使用されるファイル操作ジョブ・タイプのパラメータのサンプルを次に示します:
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inboxソース・ディレクトリから openbatchターゲット・ディレクトリに OBT/
MultDMMDExp.zipファイルをコピーするために使用されるファイル操作ジョブ・タイプのパ
ラメータのサンプルを次に示します。
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inboxソース・ディレクトリから openbatchターゲット・ディレクトリに ABC.zipファイルを
移動するために使用されるファイル操作ジョブ・タイプのパラメータのサンプルを次に示しま
す:
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ML11~MP_OB~OEP_Plan~Apr-17~Aug-17~RR.txtファイルを epminboxソース・ディレクト
リから epminboxターゲット・ディレクトリにダウンロードするために使用される「ファイル
操作」ジョブ・タイプ・パラメータのサンプルを次に示します:
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ML11~MP_OB~OEP_Plan~Apr-17~Aug-17~RR.txtファイルを epminboxソース・ディレクト
リから epminboxターゲット・ディレクトリにアップロードするために使用される「ファイル
操作」ジョブ・タイプ・パラメータのサンプルを次に示します:

「マッピングのインポート」ジョブ・タイプの使用
「マッピングのインポート」ジョブ・タイプを使用すると、メンバー・マッピングを.CSVまた
は.TXTファイル形式からインポートできます。
「マッピングのインポート」ジョブ・タイプでは、ターゲット・メンバーに対する検証または検
証なしオプションとともに、マージ・モードまたは置換モードもサポートします。
「マッピングのインポート」ジョブ・タイプのパラメータには、次のものがあります:

Table 12-17    「マッピングのインポート」ジョブ・タイプのパラメータ

「マッピングのインポート」ジョブ・タイプのパラ
メータ

説明

名前 データ統合でメンバー・マッピングがロードされる
先のロケーションの名前を選択します。メンバ
ー・マッピングはデータ統合のロケーションに固有
で、選択された接続(「ローカル」または「リモー
ト」)に基づきます。

ディメンション名 インポートする特定のディメンションのディメン
ション名(ACCOUNTなど)を指定するか、すべてのデ
ィメンションをインポートする場合は ALLを指定
します。
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Table 12-17    (Cont.) 「マッピングのインポート」ジョブ・タイプのパラメータ

「マッピングのインポート」ジョブ・タイプのパラ
メータ

説明

ファイル名 マッピングのインポート元のファイルおよびパス。
ファイル・フォーマットは、.CSV、.TXT、.XLSま
たは.XLSXです。
ファイルは、インポート前に、受信ボックスまたは
受信ボックスのサブディレクトリのいずれかにア
ップロードされている必要があります。ファイ
ル・パスに受信ボックス(inbox)を含めます
( inbox/BESSAPPJan-06.csvなど)

インポート・モード インポート・モードを指定します: 新規ルールを追
加する、または既存ルールを置換する場合は
MERGE、インポートする前に以前のマッピング・ル
ールをクリアする場合は REPLACE。
使用可能なオプション:
• MERGE—新規ルールを追加するか、既存のルー
ルを置換します。

• REPLACE—インポート前に以前のマッピン
グ・ルールをクリアします。

検証モード 検証モードを使用するかどうかを指定します。
ターゲット・アプリケーションに対してターゲッ
ト・メンバーを検証する場合は、「はい」を指定し
ます。
検証を行わずにマッピング・ファイルをロードする
場合は、「いいえ」を指定します。

Note:

検証モードが「はい」
の場合、検証プロセス
はリソースを大量に
消費し、時間がかかり
ます。

「マッピングのインポート」ジョブ・タイプ・パラメータのサンプルを次に示します。このサン
プルでは、FCCSAPPI_ImpExp_Mapsロケーションにある「エンティティ」ディメンション
が、テキスト・ファイルとして inboxにロードされます。
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「メタデータのインポート」ジョブ・タイプの使用
「メタデータのインポート」ジョブ・タイプを使用して、カンマ区切り、タブ区切りまたは ZIP
形式でメタデータをフラット・ファイルからインポートします。

Note:

サーバーへのファイルのアップロードまたはコンピュータへのファイルのダウンロ
ードの詳細は、Planningの管理の受信ボックス/送信ボックス・エクスプローラを使
用したファイルのアップロードおよびダウンロードを参照してください。
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Table 12-18    「メタデータのインポート」ジョブ・タイプのパラメータと説明

「メタデータのインポート」ジョブ・タイプのパラ
メータ

パラメータ

ファイル名のインポート メタデータのインポート元となる、カンマ区切り
(CSV)、タブ区切り(TXT)または ZIP形式のファイル
の名前を指定します。
指定した場合、ZIPファイルの内容はジョブで定義
されたファイル名よりも優先されます。ZIPファ
イルには 1つ以上の.csvファイルが含まれている
場合があります。ディメンションのメタデータが
含まれるファイル名は、ジョブで定義されたインポ
ート・ファイル名と一致するか、末尾が
_DIMENSIONNAME.csvである必要があります。た
とえば、metadata_Entity.csv、
metadata_HSP_Smart Lists.csv、
metadata_Exchange Rates.csvです。

キューブのリフレッシュ アプリケーション・キューブをリフレッシュするに
は、「はい」を選択します。通常、アプリケーショ
ンにメタデータをインポートした後にキューブを
リフレッシュします。
キューブのリフレッシュ操作を完了するまでにか
かる時間は、アプリケーション構造に対して行った
変更やその変更がキューブに及ぼす影響によって
変わります。たとえば、疎ブロック・ストレージ・
キューブ・メンバーを更新した後のリフレッシュに
はあまり時間がかかりませんが、密ブロック・スト
レージ・キューブ・メンバーすなわち集約ストレー
ジ・キューブ・メンバーを更新した後のキューブ・
リフレッシュには、かなりの時間がかかることがあ
ります。次回のメンテナンス・ウィンドウでアプリ
ケーションがバックアップされる前に、キューブ・
リフレッシュ操作を完了させる必要があります。

エラー・ファイル名 却下されたレコード(ある場合)をインポート操作中
に記録する ZIPファイルの名前を指定します。送
信ボックスに同じ名前の ZIPファイルがある場合
は上書きされます。

「メタデータのインポート」ジョブ・タイプのジョブ・パラメータのサンプルを次に示します:
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「統合」ジョブ・タイプの使用
「統合」ジョブ・タイプを使用して、パイプラインから統合を追加し、実行します。Enterprise
Resource Planning (ERP)ソース・システムからメタデータとデータを抽出するか(直接統合)、
ファイルからデータを抽出する、データ統合で作成された統合を追加した後、それを Oracle
Fusion Cloud Enterprise Performance Managementターゲット・アプリケーションにプッシュ
できます。
「統合」ジョブ・タイプのパラメータには、次のものが含まれます:

Table 12-19    「統合」ジョブ・タイプのパラメータ

「統合」ジョブ・タイプのパラメー
タ

説明

インポート・モード オプション: 「インポート・モード」ドロップダウンから、統合ジ
ョブのインポート・モードを選択します。
デフォルトでは、$IMPORTMODEパラメータは、インポート・モ
ードについてグローバル変数で定義された変数パラメータの値を
使用します(ランタイム変数の編集を参照)。ただし、ジョブごとに
異なるインポート・モードを選択できます。たとえば、一方の統合
でメタデータをロードし、別の統合でデータのみをロードするに
は、2つのジョブ間で異なるインポート・モードを指定します。
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Table 12-19    (Cont.) 「統合」ジョブ・タイプのパラメータ

「統合」ジョブ・タイプのパラメー
タ

説明

エクスポート・モード オプション: 「エクスポート・モード」ドロップダウンから、統合
ジョブのエクスポート・モードを選択します。
デフォルトでは、$EXPORTMODEパラメータは、エクスポート・
モードについてグローバル変数で定義された変数パラメータの値
を使用します(ランタイム変数の編集を参照)。ただし、ジョブごと
に異なるエクスポート・モードを選択できます。たとえば、一方の
統合でメタデータをロードし、別の統合でデータのみをロードする
には、2つのジョブ間で異なるエクスポート・モードを指定しま
す。

開始期間 オプション 「開始期間」ドロップダウンから、統合ジョブの開始
期間を選択します。
デフォルトでは、$STARTPERIODパラメータは、開始期間につい
てグローバル変数で定義された変数パラメータの値を使用します
(ランタイム変数の編集を参照)。ただし、ジョブごとに異なる開始
期間を選択できます。たとえば、パイプラインでメタデータをロー
ドする場合、ジョブで「開始期間」を BegBalanceに設定できま
す。

終了期間 オプション 「終了期間」ドロップダウンから、統合ジョブの終了
期間を選択します。
デフォルトでは、$ENDPERIODパラメータは、開始期間について
グローバル変数で定義された変数パラメータの値を使用します(ラ
ンタイム変数の編集を参照)。ただし、ジョブごとに異なる終了期
間を選択できます。たとえば、パイプラインでメタデータをロード
する場合、ジョブで「終了期間」を EndBalanceに設定できます。
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Table 12-19    (Cont.) 「統合」ジョブ・タイプのパラメータ

「統合」ジョブ・タイプのパラメー
タ

説明

ファイル名 統合についてファイル・プロファイルが選択されていない場合、「フ
ァイル名」で、実行時に使用するファイル名を指定します。
をクリックしてファイル・ブラウザを起動し、ターゲット・フ

ァイルに移動します。

Note:

ここで指定したディレクトリは、統合
定義のオプションのセクションで指
定したディレクトリに追加されます。
統合定義のディレクトリを基準にし
た相対ディレクトリのみを指定して
ください。
たとえば、統合定義で inboxを指定
した場合、ここには location/
filenameのみを含めます。ディレク
トリを指定していない場合は、
inbox/location/filenameを含め
ます。
パイプライン・ジョブでリモート・サ
ーバーでの統合が指定されている場
合は、ローカル・サーバーのパイプラ
イン・ジョブ・パラメータでファイル
を指定できます。このファイルがリ
モート・サーバーにコピーされ、リモ
ート・サーバーでの統合の入力ファイ
ルとして使用されます。
統合オプションの詳細は、ファイルベ
ース・オプションの定義を参照してく
ださい。

ファイルベース統合ジョブ・タイプのジョブ・パラメータのサンプルを次に示します:
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Fusionからのロード統合ジョブ・タイプのジョブ・パラメータのサンプルを次に示します:
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「オープン・バッチ」ジョブ・タイプの使用
「オープン・バッチ」ジョブ・タイプを使用して、次のタイプのオープン・バッチをパイプライ
ンに追加できます:

• 「オープン・バッチ - ファイル」ジョブ・タイプの使用
• 「オープン・バッチ - ロケーション」ジョブ・タイプの使用
• 「オープン・バッチ - 名前」ジョブ・タイプの使用
オープン・バッチを使用すると、次のことができます:

• バッチ内で 1つ以上のロード統合を組み合せて、一度に実行します。
• バッチ処理でのジョブ実行をシリアル・モードまたはパラレル・モードで行います。
• バッチのパラメータを定義します。

Chapter 12
パイプラインのジョブ・タイプ

12-67



Note:

パイプラインのバッチを処理する際に、バッチがタイムアウトまでに実行できる最大
時間を確認し、必要に応じてリセットすることをお薦めします。バッチ・ジョブがバ
ッチ実行可能な最大時間を超えた場合、パイプラインのジョブは次のジョブに移り、
ジョブ・コンソールに失敗として表示されているジョブがなくても、パイプラインが
失敗したことがパイプラインの電子メールによって示されます。最大時間は、「シス
テム設定」の 「バッチ・タイムアウト(分)」オプションでリセットできます。詳細
は、システム設定を参照してください。

Note:

データ管理の「システム・メンテナンス・タスク」の「バッチをパイプラインに移
行」を使用すると、データ管理のバッチをパイプラインに移行できます。

「オープン・バッチ - ファイル」ジョブ・タイプの使用
「オープン・バッチ - ファイル」ジョブ・タイプを使用して、複数のファイルをバッチで Oracle
Fusion Cloud Enterprise Performance Managementにロードし、実行します。ファイル名形式
によって、データをロードする POVが特定されます。
「オープン・バッチ - ファイル」ジョブ・タイプのパラメータには、次のものが含まれます:

Table 12-20    「オープン・バッチ - ファイル」ジョブのパラメータ

「オープン・バッチ - ファイル」ジ
ョブ・タイプのパラメータ

説明

オープン・バッチ・ディレクトリ インポートされるファイルのコピー先となる、
inbox\batches\openbatchサブディレクトリの下のフォルダを
指定します。
このフィールドが空白または nullの場合、
inbox\batches\openbatch内のすべてのファイルが処理されま
す。

ファイル名セパレータ バッチ・ファイル名の 5つのセグメントを区切るときに使用する文
字を選択します。
次のオプションがあります:
• ~
• @
• _
• ;

実行モード 「実行モード」で、次のものを選択します
• シリアル—シリアル実行モードでは、ファイルは順に処理さ

れ、1つのファイルのプロセスが完了するまで、次のファイル
のプロセスは開始されません。

• パラレル—パラレル実行モードでは、ファイルが同時に処理さ
れます。

パラレル・ジョブの数 パラレル実行モードで処理できる「オープン・バッチ - ファイル」
ジョブの最大数を指定します。
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Table 12-20    (Cont.) 「オープン・バッチ - ファイル」ジョブのパラメータ

「オープン・バッチ - ファイル」ジ
ョブ・タイプのパラメータ

説明

統合の自動作成 ファイルベース統合について統合を自動的に作成するには、「はい」
を選択します。
データ統合が統合名を割り当てるとき、"Location_Category"とい
う名前の統合が存在するかどうかを確認します。この名前が存在
しない場合、データ統合は、次のファイル命名規則を使用して統合
を作成します:
• 統合名—Location_Category
• 説明 - 自動的に作成されるデータ・ルール
• カテゴリ — カテゴリ
• ファイル名 — Null
• モード — 置換

プラン・タイプ ターゲット・システムのプラン・タイプを選択します。
カスタム・キューブを個別のアプリケーションとして登録すること
もでき、登録できるカスタム・キューブ・アプリケーションの数に
制限はありません。

複数期間 複数期間のファイルベースのデータ・ソースを読み取り、ファイル
名に応じて適切な POVにインポートするには、「はい」を選択しま
す。
複数期間バッチ・ファイルの名前は、次に示すセグメントで次の順
序で構成されます:
• ファイル ID - ロードの順序を制御するためのフリーフォーム
のフィールドです。バッチ・ファイルは、ファイル名のアルフ
ァベット順にロードされます。

• ロケーション
• カテゴリ
• 開始期間
• 終了期間
• ロード方法 - 2文字のアイテム(文字 1 = 追加または置換、文字

2 = ターゲットの追加または置換)。有効な値は Aと Rです。
複数期間のオープン・バッチのファイル名の例:
a_Texas_Actual_ Jan-2023_ Jun-2023_RR.txt (Loc,
Cat, Start Period, End Period)
および
b_TexasDR1_ Jan-2023_ Jun-2023_RR.txt (Data
Rule, Start Period, End Period)
複数期間のファイルベースのデータ・ソースを含めずに、ファ
イル名に応じて適切な POVにインポートするには、「いいえ」
を選択します。

「オープン・バッチ - ファイル」ジョブ・タイプのジョブ・パラメータのサンプルを次に示しま
す:
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「オープン・バッチ - ロケーション」ジョブ・タイプの使用
「オープン・バッチ - ロケーション」ジョブ・タイプを使用して、特定のロケーションに割り当
てられたすべての統合ジョブを追加し、実行します。

Note:

データ統合が統合名を割り当てるとき、"Location_Category"という名前の統合が存在
するかどうかを確認します。この名前が存在しない場合、データ統合は、次のファイ
ル命名規則を使用して統合を作成します:

• 統合名—Location_Category

• 説明—自動作成された統合
• カテゴリ — カテゴリ
• ファイル名 — Null

• モード — 置換
「オープン・バッチ - ロケーション」ジョブ・タイプのパラメータには、次のものが含まれま
す:
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Table 12-21    「オープン・バッチ - ロケーション」ジョブ・タイプのパラメータ

「オープン・バッチ - ロケーション」
ジョブ・タイプのパラメータ

説明

ロケーション名 「ロケーション名」ドロップダウンで、「オープン・バッチ - ロケー
ション」に含めるジョブのロケーションを選択します。

実行モード 「実行モード」で、次のものを選択します
• シリアル—シリアル実行モードでは、ファイルは順に処理さ
れ、1つのファイルのプロセスが完了するまで、次のファイル
のプロセスは開始されません。

• パラレル—パラレル実行モードでは、ファイルが同時に処理さ
れます。

パラレル・ジョブの数 パラレル実行モードで処理できる「オープン・バッチ - ロケーショ
ン」ジョブの最大数を指定します。

インポート・モード 「インポート・モード」ドロップダウンから、「オープン・バッチ -
ロケーション」ジョブのインポート・モードを選択します。

エクスポート・モード 「エクスポート・モード」ドロップダウンから、「オープン・バッチ
- ロケーション」ジョブのエクスポート・モードを選択します。

開始期間 「開始期間」ドロップダウンから、「オープン・バッチ - ロケーショ
ン」ジョブの開始期間を選択します。

終了期間 「終了期間」ドロップダウンから、「オープン・バッチ - ロケーショ
ン」ジョブの終了期間を選択します。

「オープン・バッチ - ロケーション」ジョブ・タイプのジョブ・パラメータのサンプルを次に示
します:

Chapter 12
パイプラインのジョブ・タイプ

12-71



「オープン・バッチ - 名前」ジョブ・タイプの使用
「オープン・バッチ - 名前」ジョブ・タイプを使用して、マスキング(ワイルドカード*および?)
文字を含む統合名と一致するすべての統合ジョブを追加し、実行します。
「オープン・バッチ - 名前」ジョブ・タイプのパラメータには、次のものが含まれます:

Table 12-22    「オープン・バッチ - 名前」ジョブ・タイプのパラメータ

「オープン・バッチ - 名前」ジョブ・
タイプのパラメータ

説明

統合名 実行する統合ジョブと一致する、マスキング文字を含む統合名を指
定します。
?ワイルドカードでは、任意の 1文字と一致する統合名が実行され
ます。*文字では、任意の一連の文字と一致する統合名が実行され
ます。たとえば、統合名 DL?ABC*を指定した場合、DL_ABC123、
DL-ABC456666などという名前のすべての統合が実行されます。

実行モード 「実行モード」で、次のものを選択します
• シリアル—シリアル実行モードでは、ファイルは順に処理さ
れ、1つのファイルのプロセスが完了するまで、次のファイル
のプロセスは開始されません。

• パラレル—パラレル実行モードでは、ファイルが同時に処理さ
れます。

パラレル・ジョブの数 パラレル実行モードで処理できる「オープン・バッチ - 名前」ジョ
ブの最大数を指定します。
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Table 12-22    (Cont.) 「オープン・バッチ - 名前」ジョブ・タイプのパラメータ

「オープン・バッチ - 名前」ジョブ・
タイプのパラメータ

説明

インポート・モード 「インポート・モード」ドロップダウンから、「オープン・バッチ -
名前」ジョブのインポート・モードを選択します。

エクスポート・モード 「エクスポート・モード」ドロップダウンから、「オープン・バッチ
- 名前」ジョブのエクスポート・モードを選択します。

開始期間 「開始期間」ドロップダウンから、「オープン・バッチ - 名前」ジョ
ブの開始期間を選択します。

終了期間 「終了期間」ドロップダウンから、「オープン・バッチ - 名前」ジョ
ブの終了期間を選択します。

「オープン・バッチ - 名前」ジョブ・タイプのジョブ・パラメータのサンプルを次に示します:

「プラン・タイプ・マップ」ジョブ・タイプの使用
「プラン・タイプ・マップ」ジョブ・タイプを使用して、プラン・タイプ・マップ・タイプの
Planningジョブで指定された設定に基づいて、ブロック/集約ストレージ・キューブから集約ス
トレージ・キューブへ、またはブロック/集約ストレージ・キューブから別のブロック/集約スト
レージ・キューブへデータをコピーします。
「プラン・タイプ・マップ」ジョブ・タイプのパラメータには、次のものが含まれます:
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Table 12-23    「プラン・タイプ・マップ」ジョブ・タイプのパラメータと説明

「プラン・タイプ・マッ
プ」ジョブ・タイプのパ
ラメータ

説明

名前 アプリケーションで定義された plan type mapタイプのジョブ名を選択し
ます。

データのクリア データをコピーする前にターゲット・データベース内のデータを削除する必
要があるかどうかを指定します。
データをコピーする前にデータを削除するには、「はい」を選択します。
データをコピーする前にデータを保持するには、「いいえ」を選択します

「プラン・タイプ・マップ」ジョブ・タイプのジョブ・パラメータのサンプルを次に示します:

「代替変数の設定」ジョブ・タイプの使用
代替変数は定期的に変化する情報のグローバルなプレースホルダとして機能します。たとえ
ば、月が変わったときに、ジョブで月の値を手動で更新しなくてもよいように、現在の月メン
バーを代替変数 CurMnthに設定できます。アプリケーション内で代替変数を作成し、値を割り
当てます。これらの代替変数は、フォームのメンバーを選択するときにアプリケーションで使
用できます。
詳細は、Planningの管理の代替変数についてを参照してください。
「代替変数の設定」ジョブ・タイプのパラメータには、次のものが含まれます:
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Table 12-24    「代替変数の設定」ジョブ・タイプのパラメータ

「代替変数の設定」ジョブ・タ
イプのパラメータ

説明

プラン・タイプ ターゲット・システムのプラン・タイプ(キューブ)を入力します。
「すべてのキューブ」をプラン・タイプとして使用する場合は、「プラン・
タイプ」(キューブ名)を空白のままにします。

代替変数名 代替変数の名前を入力します。
名前には 80文字まで入力できます。

代替変数値 代替変数の値(255文字まで)を入力します。
代替変数を定義する際に、FY16:FY18のように値の範囲を指定できま
す。
基本メンバーと親メンバーの代替変数範囲を定義できます。基本メンバ
ーの場合は、単一のコロン(:)または二重コロン(::)を区切り文字として
使用できます(例: SunEnT 110::111)。一方、親メンバーの場合は、単
一のコロン(:)のみ使用できます。
代替変数がブロック・ストレージ・キューブのデータ・エクスポート・
ジョブ定義で使用され、メンバー名が数字のみの場合、「値」フィールド
では、メンバー名を二重引用符で囲む必要があります(例: "1100"、
"000")。英数字のメンバー名に対する二重引用符は不要です(例：
a1110)。
ただし、この変数が集約ストレージ・キューブのデータ・エクスポート・
ジョブ定義で選択される場合、「値」フィールドでメンバー名を二重引用
符で囲むことはできません。
両方のタイプのキューブに対して定義されたデータ・エクスポート・ジ
ョブの代替変数で同じメンバー名を使用するには、2つの異なる代替変
数(引用符があるものとないもの)を定義します。

Note:

「代替変数値」でパラメータ値として使用
する代替変数は、すべてのキューブについ
て定義する必要があります。

「代替変数の設定」ジョブ・タイプのジョブ・パラメータのサンプルを次に示します:
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ランタイム変数の編集
変数ページでは、パイプライン・ジョブのランタイム・パラメータとして使用できる一連の変
数を選択できます。パイプラインを実行するとき、これらの変数の入力値が即時利用可能な一
連の値またはランタイム値として提供され、ここからのパラメータ値を個々のジョブに使用で
きます。変数は、「期間」、「インポート・モード」、「エクスポート・モード」などの事前定義済
のタイプにすることができます。
カスタム変数パラメータをジョブ・パラメータとして追加することもできます。たとえば、開
始期間について代替変数を使用して静的値を渡す場合、変数タイプを「テキスト」に変更し、
&ThisMonth#&ThisYearなど、代替変数をパラメータ(統合 RESI APIで受け入れられるもの)と
して指定します。(代替変数は、先頭にアンパサンド(&)が 1つまたは 2つ付いたユーザー変数
名です)。
デフォルトのランタイム変数には、次のものが含まれます:

• 開始期間
• 終了期間
• インポート・モード
• エクスポート・モード
• メールの送信
• 送信先
• ログの添付
パイプラインのランタイム変数を変更するには:

Chapter 12
ランタイム変数の編集

12-76



1. データ統合ホーム・ページから、パイプラインの右側にある をクリックし、「パイプラ
イン詳細」を選択します。

2. パイプライン・ページから、「変数」タブを選択します。
3. 変更する変数を選択します。
4. 「変数名」で、事前定義済の変数名を追加または変更するには、名前を指定します。
変数名は、ジョブ・パラメータとして参照できます。名前には 20文字まで使用でき、スペ
ースを含めることはできません。

5. 「表示名」で、変数の表示プロンプト名を指定します。
6. 「表示順」で、変数の表示順を指定します。
7. パイプラインを実行するために変数の値が必要である場合は、「必須」を選択します。
8. 「検証タイプ」ドロップダウンから、変数を検証するために使用する値のタイプを選択しま
す。
検証タイプには次のものが含まれます:

• リスト—LOV問合せを使用し、バインド値が必要です。
• テキスト—フリー・フォーム・テキスト・フィールド
• ファイル—ファイル名。ファイル・ブラウザ・ウィンドウを使用して、ファイルを選
択できます。

• カスタム・リスト—ユーザー定義の値リスト
この検証タイプを使用するには、「検証のパラメータ」ウィンドウで値リストを指定し
ます。次のように、値は Value,Label形式で指定する必要があり、それぞれの行は改
行文字で終了する必要があります
M,Month
Q,Quarter
Y,Year

• 参照—使用可能な参照値の使用。
9. 「検証のパラメータ」ドロップダウンから、検証タイプに基づいて変数の事前定義済パラメ
ータを選択します。
たとえば、リスト検証タイプに基づいて、次のような開始期間変数のパラメータを選択で
きます:

• パイプライン・ステータス
• パイプライン・エクスポート・モード LOV問合せ
• グローバル期間名 LOV問合せ
• ロケーション、セキュリティなし LOV問合せ
• 試算表の変換済のターゲット・エンティティ /勘定科目問合せ別
• プロセス・モニター問合せ

10.「デフォルト値」から、変数のデフォルト値を選択します。
デフォルト値は、静的値または Planning代替変数にすることができます。

11.「保存」をクリックします。
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カスタム変数のパラメータの追加
パイプラインのグローバル変数を操作するときに、ジョブの入力として使用するカスタム変数
を追加できます。

1. データ統合ホーム・ページから、パイプラインの右側にある をクリックし、「パイプラ
イン詳細」を選択します。

2. パイプライン・ページから、「変数」タブをクリックします。
3. カスタム・リストをパラメータとして追加する変数を選択します。
4. 「検証タイプ」から、ファイルやカスタム・リストなど、検証のタイプを選択します。
5. 「検証のパラメータ」から、ジョブ・カスタム変数に使用するパラメータを指定します。
たとえば、シナリオ名をビジネス・ルールに渡し、シナリオ名を変数として受け入れると
します。これを行うには、「検証タイプ」から「カスタム・リスト」を選択します。次に、
「検証のパラメータ」で、 をクリックし、「カスタム・リストの編集」でパラメータを
指定して、「OK」をクリックします。
Actual,Actual
Plan,Plan
Forecast,Forecast

代替変数を入力パラメータとして追加
パイプライン変数で代替変数を入力値として使用できます。既存の代替変数を使用すること
も、新しい代替変数を作成することもできます。代替変数は、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementまたは Oracle Essbaseデータ・ソースで定義され、定期的に変化
する特定のメンバーのプレースホルダとして機能する変数です。
代替変数を操作するときの考慮事項:

• 代替変数を入力値として使用するには、すべてのキューブについて定義する必要がありま
す。

• 既存の代替変数については、「検証タイプ」を「テキスト」に変更します。新しい代替変数
については、「検証タイプ」を「テキスト」として割り当てます。

• &Mon#&Year形式の代替変数の使用は、ターゲットが Cloud EPMアプリケーション(たとえ
ば、Planning、Financial Consolidation and Closeおよびフリーフォーム)の場合にのみ統合
ジョブでサポートされます。
&Mon#&Year形式の使用は、ファイルへのデータ・エクスポート・ターゲット・アプリケー
ションを使用する統合ジョブではサポートされません。&Mon#&Year形式を使用するかわ
りに変数(たとえば、開始期間に対して&StPeriod)を定義して、データ統合の期間名の値("1
月 24日"など)を設定します。この場合、パイプラインは代替変数を解決し、それを入力と
して統合ジョブに渡します。

新しいパイプライン変数を追加し、パイプライン変数の入力値を代替変数として設定するには:

1. データ統合ホーム・ページから、パイプラインの右側にある をクリックし、「パイプラ
イン詳細」を選択します。
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2. パイプライン・ページから、 をクリックします
3. 「変数」タブをクリックします。
4. 新しい代替変数を入力変数として追加するには、 をクリックします
変数エントリ・フィールドの空白行が表示されます。

5. 変数リストの最下部までスクロールし、代替変数について次の値を追加します:

• 「変数名」で、代替変数名を指定します。
変数名は、ジョブ・パラメータとして参照できます。名前には 20文字まで使用でき、
スペースを含めることはできません。

• 「表示名」で、パイプライン変数の表示プロンプト名を指定します。
• 「表示順」で、代替変数の表示順を指定します。
• パイプラインを実行するために代替変数の値が必要である場合は、「必須」を選択しま
す。

• 「検証タイプ」ドロップダウンから、「テキスト」を選択します。
6. 「デフォルト値」に、デフォルト値として&<Substitution Variable Name>を入力します

(255文字まで)。
現在の月(1月)を表す代替変数 CurrMonthを使用でき、それをメンバー選択としてレポート
に挿入できます。変数と文字列値を作成して、データ・ソースで変数を作成します。その
後、データ・ソースで変数の値をいつでも変更できます。
代替変数には、接頭辞として"&"が付きます(例: &CurrMonth)。
次の例では、代替変数"MYPER"は&CurMonthおよび&CurYr値を示します。

7. 「保存」をクリックします。

パイプラインの実行
パイプラインを実行して、パイプラインのステージ内の一連のジョブの実行、統合プロセスの
実行、電子メールの送信およびログの添付を行います。実行プロセス中に、ステージはシリア
ルに実行され、それぞれのステージに割り当てられたジョブは、ジョブがシリアルまたはパラ
レルに配置された順序で実行されます。
パイプラインが実行中のときには、それぞれのステージ・カードにステータスが表示されます。
また、実行中のパイプラインのステータスを「プロセスの詳細」で確認することもできます。
パイプラインに含まれているそれぞれのジョブは別々に送信され、個別のジョブ・ログが「プ
ロセスの詳細」に作成されます(詳細は、プロセス詳細の表示を参照)。
パイプラインを実行するには:
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1. 「データ統合」ホーム・ページから、パイプラインを選択し、 をクリックします。
それぞれのパイプラインは、「データ統合」ホーム・ページ上で で識別されます。パイプ
ラインを選択し、 をクリックすることによって、パイプラインを実行できます。
パイプライン・ページで をクリックすることもできます。

2. パイプラインの実行ページで、変数を選択し、「実行」をクリックします。
パイプライン・ジョブ・ステータスには、次のものがあります:

Table 12-25    パイプライン・ジョブ・ステータス

ジョブ・ステータス 説明
ジョブが正常に実行されると、ジョブ・カードに
チェック・マークが表示されます。

ジョブのログ・ファイルをダウンロードするに
は、ステージ・カードからジョブを選択し、
をクリックします。
「パイプライン」またはパイプライン・ページで
パイプラインのステータスを確認できます。「パ
イプライン」では、それぞれのジョブ・カードに
ステータスが表示されます。これにより、パイプ
ラインの実行ステータスの全体的なスナップシ
ョット・ビューが提供されます。ステータス・ア
イコンをクリックして、それぞれのジョブのロ
グ・ファイルをダウンロードできます。

Note:

ステージのログはありません。

ジョブが失敗した場合は、 が表示されます。
ジョブが警告ありで処理されると、 が表示さ
れます。

インスタンスを再起動せずにパイプライン・ジョブの誤った実行を停止する必要がある場
合、パイプラインのステータスを「失敗」ステータスにリセットできます。これを行うに
は、ジョブの「プロセスの詳細」に移動し、「ステータスのリセット」をクリックします。
プロンプトが表示されたら、ステータスのリセット・ページで「OK」をクリックします。

「プロセスの詳細」の詳細は、プロセス詳細の表示を参照してください。
パイプラインが実行されるたびに、次に示すような「プロセスの詳細」の個別のジョブ・
ログが生成されます。
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パイプラインの電子メール通知の送信
パイプラインを実行した後、ランタイム変数の定義に基づいて電子メール通知にログを添付し
て送信できます。
メールの送信変数により、パイプラインを実行したときにどのような場合に電子メールを送信
するかが決定されます。次のオプションがあります:

• 常時
• いいえ—デフォルト値
• 失敗時
• 成功時
送信先変数により、電子メール通知の受信者の電子メール IDが決定されます。複数の電子メー
ル IDは、カンマで区切ります。
ログの添付変数により、パイプラインのログを圧縮して添付ファイルとして電子メールに含め
るかどうかが決定されます。ログのダウンロード・リンクは、それぞれのジョブについて自動
的に追加されます。
使用可能なオプション:

• はい—ログが圧縮されて添付ファイルとして電子メールに含められ、後でダウンロードで
きます。

• いいえ—デフォルト値
デフォルトでは、ログ・ファイルを表示するためのリンクが電子メールに挿入されます。リン
クをクリックすると、システムにログインしてログ・ファイルをダウンロードするよう求めら
れます。すでにログインしている場合は、ログが自動的にダウンロードされます。
ランタイム変数の詳細は、ランタイム変数の編集を参照してください。
受信者に送信される電子メールには次のものが含まれます:

• ステージ名
• ジョブ・タイプ
• ジョブ名
• ジョブ ID

• ステータス

Chapter 12
パイプラインの実行

12-81



• 終了時間
• ログ・ファイル
• 出力ファイル
• 変数名
• 変数値

管理者以外によるパイプラインのジョブの実行の許可
サービス管理者は、管理者以外が、プロセス所有権を持つプロキシ管理者ユーザー資格証明を
使用して、個々のパイプライン・ジョブ・タイプを実行できるようにできます。オプションと
して、「ロケーションのセキュリティ」で割り当てられるロケーションによって、管理者以外が
データ統合ホーム・ページで参照できるパイプラインを管理できます。
ジョブを実行しているユーザーが管理者以外で、プロキシ管理者ユーザー資格証明が指定され
ていない場合、すべてのジョブが管理者以外のユーザーとして実行されます。この場合、サー
ビス管理者による実行を必要としないジョブのみが、パイプラインのジョブ実行に含まれます
(統合ジョブなど)。ジョブがサービス管理者による実行を必要としている場合、プロキシ管理
者ユーザー資格証明のない管理者以外がそのジョブを実行しようとすると、パイプライン・プ
ロセスは失敗します。
ロケーションのセキュリティは、サービス管理者がパイプラインへのアクセスを保護できる追
加のフレームワークです。ロケーションのセキュリティが有効な場合、データ統合は管理者以
外が割り当てられているロケーションでユーザー・グループを評価し、次の表示アクセスを決
定します:

• ロケーションのセキュリティが有効な場合、管理者以外はパイプライン・ジョブを読取り
専用モードで表示したり(パイプラインの編集または作成はできません)、「ロケーションの
セキュリティ」で割り当てられたロケーション別のユーザー・グループにのみ基づいて、
パイプラインの個々のジョブを実行できます。(サービス管理者は、パイプラインのどのジ
ョブ・タイプでも作成、編集および実行できます。)
ロケーションのセキュリティの詳細は、『Oracle Enterprise Performance Management
Cloudデータ管理の管理』のロケーションのセキュリティの定義を参照してください。

• ロケーションのセキュリティが無効な場合、管理者以外はすべてのパイプライン・ジョブ
を読取り専用モードで表示したり(パイプラインの編集または作成はできません)、パイプラ
インの個々のジョブを実行できます。(サービス管理者は、パイプラインのどのジョブ・タ
イプでも作成、編集および実行できます。)
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プロキシ・サーバー・ユーザー資格証明を作成するには:

1. データ統合ページの「アクション」メニューから、「システム設定」を選択します。
2. システム設定ページの非管理に対してパイプライン実行を可能にするで、「はい」を選択し
ます。
この設定を使用すると、管理者以外のユーザーはデータ統合ホーム・ページでパイプライ
ンを表示できます

3. 「保存」をクリックします。
4. データ統合ホーム・ページから、 (「作成」)をクリックし、「パイプライン」を選択しま
す。

5. パイプラインの作成ページから、次のように実行します:

• パイプライン・コード—パイプラインのユーザー割当コードを指定します。
コードには 30文字までの英数字を使用でき、最小文字数は 3文字、最大文字数は 30
文字です。パイプラインが作成された後はこのコードを更新できません。REST API
を使用してパイプラインを実行するには、パイプライン・コードを使用します。

• 最大パラレル・ジョブ数—ジョブがパラレル・モードで実行される場合、パラレル・
モードで実行するジョブの最大数を指定します。
ジョブがパラレル・モードで実行される場合は、実行時に、ジョブが(順次ではなく)同
時にまとめて実行されます。パラレル・モードで実行するジョブの数を 1から 25まで
の間で入力できます。

6. 「ロケーション」で、新規ロケーションを指定するか、パイプラインに関連付けるロケーシ
ョンを選択します。

Note:

パイプライン用に選択するロケーションの名前は、統合用に選択されているロケ
ーションの名前と同じにはできません。

7. 「プロキシ・ユーザー」に、サービス管理者役割を持つユーザー名を入力します。
ユーザー名が現在のユーザー名と異なる場合、ユーザーはパスワードを入力するよう求め
られます。
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでの役割の定義方法の詳細は、
Oracle Enterprise Performance Management Cloudのアクセス制御の管理のアクセス制御
の概要を参照してください。
「プロキシ・ユーザー」の名前がサービス管理者の名前と同じである場合、パスワードは求
められません。

8. 「プロキシ・パスワード」に、プロキシ・ユーザーのパスワードを入力します。
9. 「保存して続行」をクリックします。

Chapter 12
パイプラインの実行
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13
プロセス詳細の確認およびワークベンチでの結果の表示

ワークフロー・プロセス中はいつでも、ロード対象のデータのステータスや品質を評価するた
めに、統合をレビューおよび検証できます。「プロセスの詳細」およびワークベンチは、ソー
ス・システムのデータのインポート、表示、確認およびエクスポートを行うフレームワークを
提供します。

プロセス詳細の表示
「プロセスの詳細」を使用して、発行した統合またはパイプラインのステータスとログを表示し
ます。また、このページでは実行されたジョブのステータスをリセットできます。

プロセスの詳細を表示するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」ドロップダウンから、「プロセスの詳細」
を選択します。
特定の統合のプロセスの詳細を表示するには、データ統合またはパイプラインの右側にあ
る をクリックし、「プロセスの詳細」を選択します。

2. 統合またはパイプラインの「プロセス ID」を選択すると、発行したジョブのステータスが
表示されます。
プロセスの詳細ページに、ジョブで実行されたプロセスが表示されます。プロセスごとに
次の列が表示されます:

• プロセス ID - 発行したジョブごとにシステムにより生成される識別番号
• (ステータス) - プロセスのステータスを示すビジュアル・インディケータが表示されま
す。アイコンの上にカーソルを置くと、画面のヒントが表示されます。
使用可能なステータス:

– —ジョブは実行中です。
 - ジョブは正常に処理されました。

–  - ジョブは正常に完了しませんでした。
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–  - ジョブは処理されましたが、警告があります。
• ログ - をクリックすると、発行したジョブのログが表示されます。ジョブごとに、
ステータス、プロセス・ステップ、プロセス開始時間およびプロセス終了時間がログ
に表示されます。

• 出力ファイル - ジョブの出力ファイルが生成されると、このフィールドに が表示
されます。
データ・ファイルをエクスポートするためのオプションが有効になっている場合、出
力ファイルが生成されます。データ・ファイルの名前は<target application
name>_<process ID>.datで、<application root folder>/outboxディレクトリに書き込ま
れます。「プロセスの詳細」ページから出力ファイルを開くと、出力ファイルが pdf形
式で使用可能になります。出力ファイルを開く、または保存するには、 をクリッ
クします。

ノート:

プロセスは 7日間のみ保持され、その後パージされます
プロセス・ログをダウンロードする場合は、 をクリックしてログをダウ
ンロードするか、downloadfile EPM自動化コマンドを使用してログをローカ
ル・フォルダにダウンロードします。

出力ファイルには、データをロードしたときに拒否されたデータ・セル、交差および
拒否理由を示す検証エラー・レポートが含まれることもあります。検証エラー・レポ
ート・オプションは、検証失敗の理由を表示ターゲット・オプションが有効な場合に
のみ有効です。ターゲット・オプションの定義を参照してください。
実行ステップでロードが失敗すると、エラー・メッセージ出力ファイルが生成され、
このフィールドで使用できるようになります。詳細は、エラー・メッセージ出力ファ
イルの表示を参照してください。

• 処理者 - 統合を発行したユーザーの ID。
• ODIセッション番号 - Oracle Data Integrator内のセッション番号。これを使用して

Oracle Data Integrator内のセッションを検索できます。

ノート:

ODIセッション番号は、データがオフライン実行中に処理される場合のみ「プ
ロセスの詳細」に存在します。

• 出力
• エラー・メッセージ - 発行した統合が失敗した理由が表示されます。

第 13章
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• 最終実行 - 発行した統合の最終実行日が表示されます。

エラー・メッセージ出力ファイルの表示
データを Planningにエクスポートする際に、データのロード・ステップで発生したエラー・メ
ッセージは、別の出力ファイルに取得されます。このファイルには、エラー・メッセージのみ
が含まれています。この情報は、貴重なデバッグ・ツールです。エラーは、単に出力ファイル
を確認することで簡単に識別でき、ダウンロードして、電子メールによってユーザーが使用で
きるようにすることができます。

ノート:

エラー・メッセージはプロセス・ログにも表示されますが、ログ・レベルが 1に設定
されている場合は表示されないことがあります。また、プロセス・ログには、ステー
タス、プロセス・ステップおよびプロセス時間も表示されるため、エラー・メッセー
ジを見つけて識別することが難しい場合があります。

Planningにデータをロードするときに生成されるエラー・メッセージは、次の 3つの方法のい
ずれかが使用されている場合に発生します。
• Essbaseへのクイック・モード・ロード(「数値データのみ」がロード方法である場合に使
用されます)

• アウトライン・ロード・ユーティリティ (「セキュリティ保護されたすべてのデータ型」 - 管
理ユーザーがロード方法である場合に使用されます)

• REST API (「セキュリティ保護されたすべてのデータ型」の場合に使用されます) (管理者に
対してセキュリティが有効な場合)

次の例では、Oracle Essbaseに対するクイック・モード・ロードが失敗したときにエラー・メ
ッセージが生成されています:

この例では、エラー・メッセージによって、ロードがアウトライン・ロード・ユーティリティ
から行われたときに発生した無効なメンバー番号が識別されています。
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統合のエラー・メッセージ出力ファイルを表示するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」ドロップダウンから、「プロセスの詳細」
を選択します。
特定の統合のプロセスの詳細を表示するには、データ統合の右側にある をクリックし、
「プロセスの詳細」を選択します。

2. エラー・メッセージ出力ファイルが生成された統合の「プロセス ID」を選択します。
統合の実行が失敗した場合は、 が統合の「ステータス」列に表示されます。

3. 「出力」から、 をクリックします。
Planningアプリケーション_プロセス ID.outページが表示されます。

4. エラー・メッセージ出力ファイルを開くか保存します。
エラー・メッセージ出力ファイルがデフォルトのテキスト・エディタで開かれます。

統合またはパイプライン・ジョブのステータスのリセット
インスタンスを再起動せずに統合またはパイプライン・ジョブの誤った実行を停止する必要が
ある場合、実行されたジョブのステータスを「失敗」ステータスにリセットできます。これは、
名前またはパラメータが誤っているためにジョブがポーリングと実行を行い続けており、環境
を再起動する以外にジョブを停止または終了するオプションがない場合に、実行できます。
ジョブ・ステータスをリセットするには:

1. ジョブの右側にあるジョブの をクリックし、「プロセスの詳細」を選択して、特定の統
合またはパイプラインのプロセスの詳細を選択します。
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2. 「ステータスのリセット」をクリックします。
3. プロンプトが表示されたら、ステータスのリセット・ページで「OK」をクリックします。

ワークベンチの使用
ワークベンチは、ソース・システムのデータのインポート、表示と確認、およびエクスポート
を行う視点(POV)フレームワークを提供します。
ワークベンチは、ソース・システムのデータのインポート、表示と確認、およびエクスポート
を行う視点(POV)フレームワークを提供します。ワークベンチの主な機能は、次のとおりです:

• データのインポート( )、検証
(

)、エクスポート( )および確認( )のオプションのある対話型ロード・プロセス。
• 「ソース(すべて )」/「ソース(マップ済)」/「ターゲット」/「ソースとターゲット」の値を表
示するためのプロビジョニング

• 即時参照用の PTD/YTD値表示
さらに、ワークベンチの「アクション」メニューから、次のこともできます:

• データのエクスポート—データを.csvファイルにエクスポートします。
• ファイル・ブラウザ—ファイル・ブラウザを起動します
• ターゲット・ビュー—ワークベンチ・データのターゲット・ビューのみを表示します。
• インポートしたデータの削除—選択した期間に関連付けられているすべてのデータをステ
ージング表から削除しますか。

ワークベンチを表示するには:

第 13章
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1. 「データ統合」ホーム・ページから、データ統合の右側にある をクリックし、「ワーク
ベンチ」を選択します。

2. 「期間」をクリックし、「期間」ドロップダウンから期間の POVを選択し、「OK」をクリッ
クします。

3. オプション: ワークベンチで選択したデータのみを表示するには、「表示」ドロップダウン
から、表示するデータを選択します:

使用可能なオプション:

• すべてのデータ
• 有効なデータ
• 無効なデータ
• 無視されたデータ

4. オプション: ワークベンチでデータをフィルタするには、「フィルタの追加」をクリックし、
フィルタを適用する値(ディメンション)を選択します。
詳細は、ワークベンチ・データのフィルタ処理を参照してください。

ワークベンチ・ワークフローの使用
ワークベンチのワークフロー・バーは、次のタスクで構成されます:

タスクが正常に完了すると、アイコンが強調表示されます。タスクが完了しなかった場合、ま
たは実行されたが失敗した場合、アイコンはグレーになります。
ワークフロー・バーのタスクをクリックするだけで、異なるタスク間を移動できます。

タスク 説明 詳細情報
インポート ソース・システムからデータをイ

ンポートし、必要な変換を実行し
ます。

ソース・データのインポート

第 13章
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タスク 説明 詳細情報
検証 すべてのメンバーが有効なターゲ

ット・システム勘定科目にマッピ
ングされていることを確認しま
す。ソース・ファイル内にマップ
されていないディメンション・マ
ップがある場合、検証エラーが発
生します。

ソース・データの検証

エクスポート データをターゲット・アプリケー
ションにエクスポートします。

ターゲット・アプリケーションへ
のデータのエクスポート

確認 確認を実行して、現在の POVの確
認ログを表示します。

データの確認

ソース・データのインポート
ソース・ファイルをインポートするように指定すると、データ管理は現在の POVを使用して、
ロケーション、カテゴリおよび期間を判別し、次の処理を実行します。
• 「置換」オプションを選択した場合は、既存のファイルが削除されます。
• ソース・ファイルがロードされます。
• ソース・ディメンションがターゲット・ディメンションにマッピングされます。
ソース・データをインポートするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ワークベンチ」
を選択します。

2. オプション: 「期間」をクリックして、現在の POVから別の期間を選択します。
3. 「インポート」( )をクリックします。
4. 「インポート・モード」から、データをインポートする方法を選択します。
使用可能なインポート・モード:

• 追加 - POVの既存の行は変更されず(行内のデータはマージされない)、新しい行が
POVに追加されます。たとえば、最初のロードに 100行、次のロードに 50行が含ま
れるとします。この場合、50行が追加されます。このロードの後で、POVの行の合計
は 150です。

• 置換 - ターゲットのすべての POVデータをクリアしてから、ソースまたはファイルか
らロードします。たとえば、最初のロードに 100行、次のロードに 70行が含まれると
します。この場合、100行が削除され、70行が TDATASSEGにロードされます。この
ロードの後、行の総数は 70です。
Planningアプリケーションの場合、置換でロードする年、期間、シナリオ、バージョ
ンおよびエンティティのデータをクリアし、ソースまたはファイルからデータをロー
ドします。Planningアプリケーションに 1年分のデータがある場合に 1か月分のみを
ロードするとき、このオプションを使用すると、特定の月がクリアされてからロード
が実行されることに注意してください。

5. ファイルベース統合のみ: 「ファイル」から、データ・ファイルをアプリケーションの受信
ボックスからアップロードするか、別のロケーションからアップロードするかに応じて、
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をクリックして、「ファイル・ブラウザ」でファイルに移動し、「OK」をクリックしま
す。

6. 「実行」をクリックします。

ソース・データの検証
ソース・データの検証では、すべてのメンバーが有効なターゲット・システム勘定科目にマッ
ピングされていることが確認されます。また、ディメンション・マッピングがソース・ファイ
ルと比較され、マッピングされていないディメンションが特定されます。このワークフローは、
すべてのディメンションが適切にマッピングされ、検証エラーがすべて修正されていないと、
続行できません。
ソース・データを検証するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ワークベンチ」
を選択します。

2. オプション: 「期間」をクリックして、現在の POVから別の期間を選択します。
3. 「検証」

(

)をクリックします。
検証が実行のために発行されます。プロセスの実行が完了し、検証に失敗した場合、「ステ
ータス・メッセージ: 失敗」というメッセージが表示され、「検証」アイコンがグレーで表
示されます。検証に成功した場合は、「検証」が青色で表示されます。

ノート:

ワークベンチで検証を再実行する場合、式は選択されず、マッピング・ルールの
みが選択されます。

4. オプション: 検証をオフラインで実行するには、オフラインで続行をクリックします。
5. オプション: をクリックし、ログをダウンロードして開きます。

ターゲット・アプリケーションへのデータのエクスポート
ソース・データが検証プロセスに合格すると、ロード・ファイルが作成されます。データ・グ
リッド内のデータをレビューし、そのデータをターゲット・アプリケーションにエクスポート
する必要があることを確認した後、「エクスポート」オプションを選択します。
データをターゲット・アプリケーションにエクスポートするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ワークベンチ」
を選択します。

2. オプション: 「期間」をクリックして、現在の POVから別の期間を選択します。
3. 「エクスポート」( )をクリックします。
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4. 「エクスポート・モード」から、データをエクスポートする方法を選択します。
使用可能なエクスポート・モード:

• マージ - 既存のデータをロード・ファイルからの新しいデータで上書きします。(デフ
ォルトでは、すべてのデータ・ロードが「マージ」モードで処理されます。)データが存
在しない場合は、新しいデータを作成します。

• 置換 - ターゲットのすべての POVデータをクリアしてから、ソースまたはファイルか
らロードします。たとえば、最初のロードに 100行、次のロードに 70行が含まれると
します。この場合、100行が削除され、70行が TDATASSEGにロードされます。この
ロードの後、行の総数は 70です。
Planningアプリケーションの場合、置換でロードする年、期間、シナリオ、バージョ
ンおよびエンティティのデータをクリアし、ソースまたはファイルからデータをロー
ドします。Planningアプリケーションに 1年分のデータがある場合に 1か月分のみを
ロードするとき、このオプションを使用すると、必ず特定の月がクリアされてからロ
ードが実行されることに注意してください。

• 累計 - アプリケーション内のデータをロード・ファイル内のデータで累計します。デー
タ・ファイルの一意の視点ごとに、ロード・ファイルの値がアプリケーションの値に
加算されます。

• 減算 - ソースまたはファイルの値を、ターゲット・アプリケーションの値から引きま
す。たとえば、ターゲットに 300があり、ソースに 100がある場合、結果は 200にな
ります。

5. 「実行」をクリックします。

データの確認
データをターゲット・システムにエクスポートした後で、確認ステップを実行して、現在の
POVの確認ログを表示します。現在の POVに確認ログ・データが存在しない場合、空のログ・
ファイルが作成されます。
データを確認するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ワークベンチ」
を選択します。

2. オプション: 「期間」をクリックして、現在の POVから別の期間を選択します。
3. 「確認」( )をクリックします。
確認ログが実行のために発行されます。

4. オプション: 確認ログをオフラインで実行するには、オフラインで続行をクリックします。
5. オプション: をクリックし、ログをダウンロードして開きます。

ワークベンチでのデータの表示
ワークベンチのデータ・グリッドに表示するデータのタイプを選択できます。
データのタイプを選択するには、「表示」ドロップダウンから、次のオプションのいずれかを選
択します。
使用可能なオプション:
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• 有効なデータ - 正しくマップされ、ターゲット・アプリケーションにエクスポートされた
データ。

• 無効なデータ - 正しくマップされず、その結果、データがターゲットにエクスポートされ
ない 1つ以上のディメンション。

• 無視されたデータ - ターゲットへのエクスポート時にソース値を無視するユーザー定義の
明示的マップ。このタイプのマップは、メンバー・マッピングで特別なターゲット・メン
バーに値 ignoreを割り当てて定義します。

• すべてのデータ  - すべての有効、無効および無視されたデータを表示します。

ワークベンチでのデータのエクスポート
POVのすべてのデータを CSVファイルにエクスポートできます。エクスポート・プロセスは
オンラインまたはオフライン・モードで実行でき、任意のフィルタをエクスポートに適用でき
ます。データは、通常はカンマ文字(,)がテキストの各フィールドを区切る、CSV (カンマ区切
り値)のテキスト・ファイルにエクスポートされます。エクスポートされたデータには
WorkbenchData_<POV number>.csvという名前が付けられ、ブラウザのダウンロード・フォ
ルダにダウンロードされます。

Note:

CSVファイルを開くためのWindows設定に応じて、エクスポートされたデータ・フ
ァイルを自動的に Excelで開くことができます。

データをエクスポートするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ワークベンチ」
を選択します。

2. 「アクション」ドロップダウンから、「データのエクスポート」を選択します。
3. データのエクスポート・ページの「エクスポート・モード」から、データをエクスポート
するためのモードを選択します。
使用可能なオプション:

• オンライン - エクスポートを即時に処理します。
• オフライン - エクスポートをバックグラウンドで実行します。(多数の行がある場合に
お薦めします)。
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4. 「フィルタを含む」を選択して、統合で定義されているフィルタを適用します。
5. 「OK」をクリックします。
次に、Excel形式のエクスポートされたデータ・ファイルの例を示します:
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ターゲット・データの表示
データのロード先のディメンションなど、統合で使用されるターゲット・データに関連付けら
れた特定の詳細を表示できます。このビューでは、ターゲット行を選択し、そのアイテムに関
連付けられたソース・データを表示することもできます。

Note:

表示するデータが大量にある場合は、ターゲット・ビュー内で 5,000行を超えないよ
うにしてください。これを確実にするには、ワークベンチ・ページでデータをフィル
タ処理します。

Note:

ファイルへのデータ・エクスポート・アプリケーションで、テストのためにワークベ
ンチでデータを表示する場合は、「ワークフロー・モード」を「完全」に設定します
(デフォルトでは、ファイルへのデータ・エクスポート・アプリケーションの「ワー
クフロー・モード」は「単純」です)。Oracle Enterprise Performance Management
Cloudデータ管理の管理のワークフロー・モードの選択を参照してください。

ターゲット・ビューにデータを表示するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ワークベンチ」
を選択します。

2. 「アクション」ドロップダウンから、「ターゲット・ビュー」を選択します。
3. オプション: ターゲット行に関連付けられたソース・データを表示するには、ターゲット行
をクリックします。
ソース・データ情報が「ターゲット・データ」の行の下に表示されます。
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ワークベンチでのインポートされたデータの削除
すべてのインポート済データの削除オプションを使用して、POV期間についてデータ表からす
べてのインポート済データをクリアします。このオプションを使用してシステムからデータを
クリアすると、データをロードした時点からやり直すことができます。
実行すると、すべてのインポート済データの削除オプションによって次のものが削除されます。
• ロードに使用されたマッピング監査
• データ・ロードに関する監査情報
• プロセス・ロード・ステータス
• プロセス・パラメータ

Note:

削除されたインポート済データを復元するためのバックアップはありません。この
プロセスを実行する前に、十分に注意することをお薦めします。

削除後は、次の点に注意してください。
• その期間についてワークベンチでデータを表示できません。
• Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementからデータ統合にドリルダウ
ンできません。

Note:

プロセス時にドリル領域は削除されません。ドリル領域を削除する必要がある場
合は、手動で削除します。

• 指定の POV期間のマップは復元できません。

Note:

アプリケーション登録、インポート・フォーマット、マッピングなどの設定データは
すべて保持され、パージ・プロセスの影響は受けません。

すべてのインポート済データを削除するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ワークベンチ」
を選択します。

2. 「アクション」ドロップダウンから、「インポートしたデータの削除」を選択します。
削除確認ページが次のメッセージとともに表示されます: 「期間 Jan-22の関連付けられて
いるすべてのデータをステージング表から削除してもよろしいですか。」

3. 「OK」をクリックします。
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ワークベンチでのマッピングの表示
「マッピングの表示」を使用して、ソース値に基づいたターゲット・ディメンショナリティへの
ソース・ディメンショナリティの変換方法を表示します。データ・ロード時にメンバー・マッ
ピングが参照されることにより、データ統合では、ターゲット・アプリケーションにロードさ
れるときにデータがディメンション化される方法を決定できます。
マッピングを表示するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ワークベンチ」
を選択します。

2. マッピングを表示するソース金額をクリックして、「マッピングの表示」を選択します。
次の例では、135,000.00のソース金額について、マッピングの表示ページが起動されてい
ます。

ワークベンチでのソース・ドキュメントの表示
統合のソース・ファイルをワークベンチで表示できます。
ファイルのソース・ドキュメントを表示するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、ファイルベース統合の右側にある をクリックし、
「ワークベンチ」を選択します。

2. マッピングを表示するソース金額をクリックして、「ソース・ドキュメントの表示」を選択
します。

3. 要求されたら、テキスト・エディタでソース・ドキュメントを開くか保存します。
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ワークベンチ・データのフィルタ処理
フィルタを適用して、ワークベンチに特定の値を表示できます。「含む」または「等しい」オペ
ランドと特定の値を使用して、1つ以上のディメンションに基づくフィルタ条件を作成できま
す。
ワークベンチ・データをフィルタ処理するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ワークベンチ」
を選択します。

2. オプション: 「期間」をクリックして、現在の POVから別の期間を選択します。
3. 「フィルタの追加」をクリックします。
4. フィルタを適用する値(ディメンション)を選択します。
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5. 「オペランド」ドロップダウンから、フィルタのオペランドと値を選択します。
使用可能なオペランドは次のとおりです。
• 含む — 「値」フィールドに文字列文字を含む値を返します。
• 等しい — 「値」フィールドに文字列文字に等しい値を返します。

6. 「値」で、フィルタに使用する特定の値を指定します。

ワークベンチのカスタム・ビューの定義
ワークベンチで作業する際に、表示される列のビュー定義を作成できます。この機能を使用す
ると、ワークベンチでアクティブなデータ・セットのカスタム・ビューを適用できます。ビュ
ーではデータの表示を再配置できるため、ワークベンチの列を様々な方法で参照できます。た
とえば、ビューを作成して、特定の勘定科目列に焦点を当てたり、要件に基づいてエンティテ
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ィ列を非表示にすることができます。カスタム・ビュー定義では、列の名前変更、再ソート、
包含または除外が可能です。
管理者は、ビュー定義をパブリック・ビューとして関連付けて、すべてのユーザーが使用でき
るようにしたり、プライベートとして割り当てて、管理者のみが使用できるようにすることも
できます。

ノート:

Oracle Smart View for Officeにドリルするときに、データ統合ではドリルのランディ
ング・ページで最後に使用されたビューが使用されます。最後に使用されたビューが
見つからない場合は、データ統合では、この設定のデフォルトのビュー選択が使用さ
れます

ビュー定義を作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、データ統合の右側にある をクリックし、「ワーク
ベンチ」を選択します。

2. 「期間」をクリックし、「期間」ドロップダウンから期間の POVを選択し、「OK」をクリッ
クします。

3. 「ビュー」ドロップダウンから、カスタム・ビュー定義を作成する基礎となるデフォルト・
ビューを選択し、 をクリックします。

ノート:

POVに表示されるワークベンチ・ビューは、ターゲット・アプリケーションによ
ってのみフィルタされ、統合に対して選択されたターゲット・プラン・タイプで
はフィルタされません。このため、POVに対して機能しないビューがドロップダ
ウンに表示される場合があります。

4. ビュー定義の編集ページから、 をクリックします。
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5. ビュー定義の作成ウィンドウで、カスタム・ビュー定義の名前を入力します。
ビュー定義名には英数字を使用できます。ビュー定義名は 80文字以下です。

6. 「使用可能な列」左ペインから、「列の表示」ペインに追加する列を選択し、 をクリック
します。
[Shift]を押しながら をクリックして、使用可能な列すべてを「列の表示」ペインに追加
できます。
その他の移動オプションは、次のとおりです:

• —選択した列を「列の表示」ペインから「使用可能な列」ペインに移動します。
• —選択したすべての列を「列の表示」ペインから「使用可能な列」ペインに移動し
ます。

ビュー内の移入された値をクリアするには、 (「リセット」アイコン)をクリックします。
7. オプション: 「列の表示」ペインで列の名前を変更するには、列を選択し、「編集」をオン
にスライドして、新しい列名を入力します。
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8. オプション: ビュー定義をパブリックとして関連付けるには、「パブリック」をオンにスラ
イドします。
パブリック・ビューに関連付けられたビュー定義は、すべてのユーザーが使用できます。
ビュー定義をプライベートとして関連付けるには、「パブリック」をオフにスライドしま
す。
プライベート・ビューに関連付けられたビュー定義は、管理者のみが使用できます。

9. オプション: 「列の表示」ペインで列を並べ替えるには、列を選択し、次のいずれかを選択
します:

• —列を表示の最上部に移動します。

• —列を表示の 1つ上に移動します。

• —列を表示の 1つ下に移動します。

• —列を表示の最下部に移動します。
10. オプション: 「ソート」をクリックして、「列の表示」ペインで列を または の順序でソ
ートします。

11.「OK」または をクリックして、ビュー定義を保存および更新します。
12. オプション: ビューを削除するには、 をクリックします。

ソース・データの検証
ワークベンチを使用して、ソース・システムでデータのインポート、表示、確認およびエクス
ポートを実行すると、データ統合によって、自動的に統合されるデータが検証されます。
ソース・データの検証は、すべてのメンバーが有効なターゲット・システム勘定科目にマップ
されていることを確認します。ソース・ファイル内にマップされていないディメンション・マ
ップがある場合、検証エラーが発生します。検証では、ディメンション・マッピングとソース・
ファイルを比較し、マッピングされていないディメンションを特定します。すべてのディメン
ションが正しくマッピングされるまで、プロセス・フローを続行できません。検証プロセスの
一部として、マッピングの修正機能を使用できます。ユーザーは検証ページの右側でマッピン
グ・エラーを表示および修正できます。

Note:

ワークベンチで検証を再実行する場合、式は選択されず、マッピング・ルールのみが
選択されます。

マッピング・エラーのない検証
検証に成功すると、「検証」アイコンが青色になります。
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マッピング検証エラー
新たに追加されたディメンション・メンバーがマッピングされていないために、ディメンショ
ン・メンバーをソース・システムに追加すると検証エラーが生成されることがあります。ディ
メンション・メンバーがマッピングされていない場合、ロードを検証すると、検証エラー・ペ
ージがワークベンチで自動的に起動します。ここではマッピングされていない(未定義の)ディ
メンション・メンバーの数が示されます。検証を再度実行する前に、マッピングされていない
ディメンション・メンバーを修正する必要があります。
ソース・データを検証するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ワークベンチ」
を選択します。

2. 「検証」
(

)をクリックします。
検証をオフラインで実行するには、「オフラインで続行」をクリックします。

をクリックし、ログをダウンロードして開きます。
検証が実行のために発行されます。プロセスが実行され、検証に失敗すると、検証エラー・
ページが表示されます。

検証に成功した場合は、「検証」アイコンが青色になり(「検証」
(

)、検証エラー・ページは起動されません。

マッピング・エラーの修正
ワークベンチでは、マッピングのエラーが発生した場合にマッピング・エラーを表示し、即時
に修正できます。
ソース・データを検証するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ワークベンチ」
を選択します。

第 13章
ソース・データの検証

13-20



2. 「検証」
(

)をクリックします。
検証をオフラインで実行するには、「オフラインで続行」をクリックします。

をクリックし、ログをダウンロードして開きます。
検証が実行のために発行されます。プロセスが実行され、検証に失敗すると、検証エラー・
ページが表示されます。

3. 検証エラー・ページの「ディメンション名」で、マップまたは修正する必要があるディメ
ンション名またはメンバーを選択し、「マップの修正」をクリックします。

4. マップ・メンバー・ページから、次のいずれかのアクションを実行します。

 (「追加」) - メンバー・マッピングの追加ページでメンバー・マッピングを追加します。
詳細は、メンバーのマッピングを参照してください。

 (「編集」) - メンバー・マッピングを編集します。
 (「削除」) - メンバー・マッピングを削除します。
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14
データのエクスポート

データ統合には、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementビジネス・プロセ
スからファイル、オンプレミス・データベースまたは Oracle Autonomous Databaseにデータ
をエクスポートするためのツールがあります。
データをエクスポートするには、ソースを Cloud EPMビジネス・プロセスとし、ターゲットを
データ・エクスポート・アプリケーションのいずれかとして、統合を定義します。
データをエクスポートする場合、次のモードのいずれかを使用します:

• 標準ワークフロー・モード - Cloud EPMからデータを抽出し、メンバー・マッピングを使
用して必要な変換を実行し、データを適切なターゲット・アプリケーションにエクスポー
トします。詳細は、データのエクスポートを参照してください。

• クイック・モード - Cloud EPMからデータを抽出し、インポート式を使用して簡単な変換
を実行し、データを適切なターゲット・アプリケーションにエクスポートします。このモ
ードでは、データはステージング表にインポートされず、パフォーマンスが大幅に向上す
るようにデータは直接処理されます。このモードは、大量のデータのエクスポートにも理
想的です。詳細は、データをエクスポートするためのクイック・モードを参照してくださ
い。

標準とクイック・モードの両方の方法で、次の方法のいずれかを使用し、Essbaseストレー
ジ・オプションに基づいてデータをソースから抽出できます:

1. すべてのデータ  – ASOまたはハイブリッドが有効な BSO

2. 保管されたデータ - BSO

3. 動的計算を含む保管されたデータ - BSO

4. レベル 0データ – ASOおよび BSO (クイック・モードでのみ使用可能)

標準ワークフローの使用
標準モードを使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementからデータ
を抽出し、データをディメンション化するためのメンバー・マッピングを使用して必要な変換
を実行し、データを適切なターゲット・アプリケーションにエクスポートします。
• データ統合の定義
• 統合の実行

データ・エクスポート・ファイル統合の作成
ファイルへのデータ・エクスポートを使用すると、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementのアプリケーションからデータ・ファイルにデータをエクスポートできます。デ
ータ・ファイルを使用してデータを ERPアプリケーションや外部システムにロードできます。
ファイルへのデータ・エクスポート・アプリケーションを作成するときは、次の点に注意して
ください。
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• ディメンションの作成時には、データ・ファイル内の列の順序が列順序の割当に使用され
ます。ファイルの最初の列には ACCOUNTデータ列が割り当てられます。

• 一度に 1年のみエクスポートすることをお薦めします。日付範囲が年度をまたぐと、デー
タが重複する可能性があります。

• POVカテゴリは検証されません。
• ターゲット値はファイルへのデータ・エクスポート・アプリケーションに対して検証され
ません。

• データ・ファイルをエクスポートするオプションが有効な場合、データ統合では出力デー
タ・ファイルが作成されます。データ・ファイルの名前は<Target App Name>_<Process
ID>.datです。これは、<APPL ROOT FOLDER>/outboxディレクトリに書き込まれます。デ
ータ・ファイルには、「プロセスの詳細」ページの OUTPUT file列からアクセスできます。
日次でスケジュールされたデータ・エクスポート・ジョブがあり、出力ファイルを個人に
自動的に配布する必要がある場合、Enterprise Performance Management Cloudの REST
APIのアプリケーション・スナップショットのダウンロードを使用して特定のファイルを
ダウンロードし、applicationSnapshotNameの値としてそのファイルへのパスを指定しま
す。たとえば、受信ボックスの s112.csvというデータ統合ファイルをダウンロードするに
は、ファイルのパス・パラメータは"inbox\s112.csv"になります。
統合が実行されると、データ統合によってデータがエクスポートされます。

• 確認ルールはデータ・エクスポートファイルから作成できます。確認ルールをターゲット
値に基づいて作成することはできません。

• データ・エクスポート・ファイルからライトバックを適用することはできません。
• 数値データ型のみがサポートされています。テキスト、SmartListおよび日付をエクスポー
トする必要がある場合、タイプ: "EPMデータ・ファイル"およびデータの抽出オプション"
レベル 0データ"の EPMデータ・ファイル・アプリケーションを使用します。このアプリ
ケーションを、統合を作成する際のターゲットとして使用します。
Groovyパブリック・クラス DataExporterも使用できます。詳細は、クラス DataExporter
を参照してください。

• ファイルへのデータ・エクスポートのデフォルトのワークフロー・モード設定は「単純」
です。Cloud EPMからデータをエクスポートする際、ドリル・サポートがないため、デフ
ォルトのワークフロー・モードは「単純」に設定されます。
テスト目的でワークベンチにデータを表示する場合、ワークフロー・モードを「完全」に
設定します。詳細は、アプリケーション詳細オプションの定義を参照してください。

ファイルへのデータ・エクスポート・ターゲット・アプリケーションを定義するには:

1. エクスポートの順序を示す列のリストを含む CSVファイルを作成します。

ノート:

データ・ファイルには「金額」列を含めないでください。含まれている場合は、
アプリケーションの作成後に削除できます。

ファイルの名前はアプリケーションの名前のため、ファイルには適切な名前を指定します。
2. データ統合ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
3. アプリケーション・ページで、 をクリックします。
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4. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「データ・エクスポート」を選択しま
す。

5. 「タイプ」から、ファイルへのデータ・エクスポートを選択します。
6. 「ファイル」から、アプリケーションの作成元のソース・ファイルの名前を選択します。

をクリックして、ファイル・ブラウザ・ページからファイルを検索することもできま
す。

7. 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はファイル名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。たとえば、
アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞としてイ
ニシャルを割り当てることができます。

8. 「OK」をクリックします。
システムによってアプリケーションが登録されます。

9. アプリケーション・ページで、データ・ターゲット・アプリケーションの右側にある
をクリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

10.「ディメンション」タブを選択します。
11.「アプリケーション詳細」で、「ディメンションの詳細」タブを選択します。
12. 必要に応じて、「ディメンション名」およびデータ列名を編集します。
13.「シーケンス」に、マップが処理される順序を指定します。
たとえば、「勘定科目」が 1、「製品」が 2、「エンティティ」が 3に設定されているとき、
データ統合では、まず「勘定科目」ディメンションのマッピングが処理された後、「製品」、
「エンティティ」の順に処理されます。
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14.「列順序」で、データ・エクスポート・ファイル内の各列の順序を指定します。
データ統合では、順序の最初の列として「勘定科目」ディメンションがデフォルトで割り
当てられます。

15.「保存」をクリックします。
16.「アプリケーション・オプション」タブをクリックし、データ・エクスポート・ファイルに
適用可能なプロパティと値を選択します。
詳細は、データ・エクスポートのターゲット・アプリケーション・オプションを参照して
ください。

17.「保存」をクリックします。
18.「データ統合」ホーム・ページで、  (作成)をクリックし、「統合」を選択します。
「統合の作成」ビューに、全般ページが表示されます。

19.「名前」および「説明」に、新しい直接統合の名前および説明を入力します。
20.「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択し
て、データのロード先を指定します。
ロケーションは、ソースおよびターゲットを関連するメンバー・マッピングとともにリン
クするために使用されます。異なるオプションおよびフィルタ条件を使用して、複数の統
合を同じロケーション内で定義できます。ロケーションは主に、統合へのアクセスを制御
するために使用されます。「ロケーションのセキュリティ」を使用して、エンド・ユーザー
へのアクセスを制御できます。
新しいロケーションを入力する場合は、ソースおよびターゲットを指定する必要がありま
す。統合を保存すると、データ統合によってロケーションが自動的に作成されます。
既存のロケーションを選択した場合は、データ統合によって「ソース」と「ターゲット」
の値が自動的に移入され、それらを変更することはできません。

21.  (ソースの選択)をクリックします。
22.「ソースの選択」ページから、直接統合ソース・システムを選択します。
23.  (ターゲットの選択)をクリックします。
24. ターゲットの選択ページから、データ・エクスポート・ファイル・ターゲット・アプリケ
ーションを選択します。

25.「保存」をクリックします。
26.「ディメンションのマッピング」を選択し、ソース・ディメンション・メンバーを対応する
ターゲット・アプリケーションのディメンション・メンバーにマップします。
詳細は、次を参照してください ディメンションのマッピング

27. 統合を実行して、ソース・システムからデータを抽出し、データ・エクスポート・ファイ
ル・ターゲット・アプリケーションにロードします。
詳細は、統合の実行を参照してください。

データをエクスポートするためのクイック・モード
クイック・モード方法では、標準ワークフロー方法よりもパフォーマンスが大幅に向上します。
インポート式を使用した簡単な変換がサポートされており、メンバー・マッピングはサポート
されていません。データはステージング表にロードされないため、ワークベンチでデータを表
示できません。たとえば、レベル 0抽出方法では、フィルタを適用して出力ファイルに含める
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列を選択できます。この方法は、問合せの処理制限に到達せずにシステムから大きなデータ・
スライスを抽出する場合に理想的です。

Note:

EPM統合エージェントを使用したクイック・モード・ロードの詳細は、EPM統合エ
ージェントを使用したクイック・モード・ロードの実行を参照してください。

考慮事項:

クイック・モード方法に関連する次の点について検討します:

1. クイック・モード・ロード統合ジョブを作成して保存した場合、それを後で標準統合ジョ
ブに変更することはできません。ただし、データ・ロード統合ジョブを削除することは可
能です。

2. ディメンションのマッピング時に、ターゲット式タイプはサポートされます。ターゲット
式を使用すると、ソースから読み取ったソース値を、ターゲット・アプリケーションにロ
ードされるターゲット・ディメンション値に変換できます。
期間ディメンションで使用できるターゲット式には、substring()、split()、map()、toPeriod()
および toYear()があります。
SQLターゲット式タイプを除いて、残りのすべてのターゲット式がサポートされます。

3. ディメンションのマッピング時に、ソース式タイプはサポートされません。
4. メンバーのマッピングはサポートされません。
5. レベル 0データ抽出方法を選択した場合、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance

Managementからのデータ抽出を実行するために、ビジネス・ルール「DM BRデータ・エ
クスポート」が自動的に作成されます。

6. 「レベル 0データ」抽出方法を使用するとき、ソース・フィルタで共有メンバーを使用する
ことはできません。

7. クイック・モードを使用して複数列のロードを実行する場合、2つのヘッダー行はサポー
トされません。つまり、2,1という列フォーマットはサポートされません。

8. クイック・モードでの期間処理では、「期間マッピング」オプションで定義された期間は使
用されません。かわりに、期間は他のディメンションと同じように処理され、「ソース・フ
ィルタ」オプションでフィルタできます。実行時に単一の期間を指定することもでき、こ
の場合、すべてのデータが単一の期間にロードされます。もう 1つの選択肢として、
toPeriodおよび toYearターゲット式を使用して、ソース・システムの期間名を基に期間
ディメンションを導出します。

9. フォームおよびレポートで表示される動的時系列(DTS)メンバー(たとえば、Y-T-D、H-T-D、
Q-T-Dなど)は、クイック・モードを使用する際、または期間ディメンションのメンバー・
セレクタがサポートされる場所では、ソース・フィルタでサポートされません。

10. クイック・モードのロードを実行する場合、有効なエクスポート・モードは次のとおりで
す:

• Planningの場合は、「置換」、「マージ」および「累計」
• Financial Consolidation and Closeの場合は、「置換」、「マージ」、「累計」
「置換」がデフォルトのモードです。
インポート・モードは使用できません
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11.「置換」エクスポート・モードを使用した複数年のロードは、現時点ではサポートされてい
ません。

Note:

「符号の変更」オプションは、クイック・モード・ロードではサポートされていま
せん。

12. クイック・モード方法を使用してデータがロードされる場合、ソースへの直接ドリル・ス
ルーが必要です。詳細は、直接ドリルの使用を参照してください。

13. クイック・モードを使用してテキスト、スマート・リストおよび日付をアプリケーション
からエクスポートするには、カテゴリ: "データ・エクスポート"、タイプ: "EPMデータ・フ
ァイル"およびデータの抽出オプション"レベル 0データ"を使用してターゲット・アプリケ
ーションを作成する必要があります。このアプリケーションを、統合を作成する際のター
ゲットとして使用します。

データを抽出するためのクイック・モード・プロセスの説明
ここでは、クイック・モード方法を使用して、データ・ソースからデータを抽出し、そのデー
タをデータ・エクスポート・ファイルに直接ロードする方法について説明します。
1. 「アプリケーション」で、データのエクスポート先のデータ・エクスポート・ファイル・ア
プリケーションの次のタイプのいずれかで、「データ・エクスポート」ターゲット・アプリ
ケーションを作成および登録します:

• ファイルへのデータ・エクスポート
• オンプレミス・データへのデータ・エクスポート
• Oracle Autonomous Databaseへのデータ・エクスポート
• EPMデータ・ファイル

Note:

クイック・モードでは、データをファイルにネイティブ・フォーマットでエクス
ポートできます。このようなエクスポートを実行するには、アプリケーションの
EPMデータ・ファイルを登録してから統合を定義します(ディメンションのマッ
プやメンバーのマップはありません。単にシステムからファイルが提供されま
す)。

詳細は、データ・エクスポート・ファイル・アプリケーションの登録を参照してください。
2. データ・エクスポート・ファイルに対してソース・アプリケーションとターゲット・アプ
リケーション間の統合ジョブを作成します:

a. 「データ統合」ホーム・ページから、 (「追加」アイコン)をクリックします。
b. 統合の作成ページの「名前」および「説明」に、統合ジョブの名前および説明を入力
します。

c. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択
して、データのロード先を指定します。

d. 「クイック・モード」スライダをタップしてオンにします。
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統合ジョブをクイック・モード方法に関連付けてからジョブを保存した場合、クイッ
ク・モードの関連付けを元に戻すことはできません。ただし、統合ジョブを削除する
ことは可能です。

e. 「ソース」ドロップダウンから、ソース・アプリケーションを選択します。

f. 「ターゲット」ドロップダウンから、データ・エクスポート・ファイルのターゲ
ット・アプリケーションを選択します。

g. 「保存して続行」をクリックします。
3. ソース・アプリケーションとターゲット・アプリケーション間でディメンションをマップ
します:

a. ディメンションのマッピング・ページの「タイプ」から、データ・ロード方法のタイ
プを選択します。

b. 次を実行して、マッピング・グリッドで、ソース列のソースをデータ・エクスポート・
ファイルのターゲット・アプリケーションのディメンションにマップします :

i. 「ソース・ディメンションの選択」で、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementディメンションにマップするソース・ディメンションの名前を選択し
ます。

ii. オプション: Cloud EPMディメンションごとにターゲット式を追加します。
ターゲット式の使用の詳細は、ターゲット式の使用を参照してください。
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Note:

クイック・モード方法で SQLターゲット式タイプを使用することはでき
ません。
ソース式タイプは、クイック・モード方法では使用できません。

c. 「保存して続行」をクリックします。
4. クイック・モード方法を使用する場合、「マップ・メンバー」オプションは使用できませ
ん。

5. 「オプション」をクリックします。
オプション・ページには、「データ統合」ホーム・ページから、統合ジョブの右側にある
をクリックして「オプション」を選択することで移動することもできます。

6. クイック・モード期間の期間を選択するには、「フィルタ」タブをクリックします。
クイック・モード方法を使用する期間処理では、「期間マッピング」オプションで定義され
た期間は使用されません。かわりに、期間は他のディメンションと同じように処理され、
(ソースの)「フィルタ」オプションでフィルタできます。年および期間に対してフィルタし
ない場合、実行時に単一期間を指定します。

Note:

統合のディメンションのマッピング・ページで期間ディメンションをマップし、
期間のターゲット式を指定している場合、「期間」ドロップダウンは選択に使用で
きません。期間がマッピングから導出されるためです。
年および期間に対してフィルタを指定しない場合、統合の実行時に単一期間を指
定します。

7. をクリックします。
8. 「ディメンション名」ドロップダウンから、「期間」を選択し、データのロード元のソース・
ファイルの単一期間を「フィルタ条件」から選択します。

9. をクリックします。
10. (オプション): 「ディメンション名」ドロップダウンから、「年」を選択し、データのロード
元のソース・ファイルの年を「フィルタ条件」から選択します。
複数期間ロードの場合、年および期間ディメンションのフィルタを指定して、年のすべて
の期間を選択した場合にのみ複数年を抽出できます。複数の期間にわたる一部期間抽出は
サポートされていません。

11.「保存」をクリックします。
12.「データ統合」ホーム・ページから、直接統合の右側にある をクリックし、「オプショ
ン」を選択します

13.「オプション」タブをクリックします。
14.「カテゴリ」で、「シナリオ」ディメンションの明示的なソース・フィルタを指定します。
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カテゴリはソース・システムのデータを分類し、統合内のターゲット・シナリオ・ディメ
ンション・メンバーにマップするために使用されます。
カテゴリはクイック・モード処理のシナリオを決定するためには使用されません。

15.「データの抽出オプション」で、データを抽出するための方法を選択します:

使用可能なオプション:

• すべてのデータ  - 保管されている値と、密ディメンションと疎ディメンションの両方に
ついて動的に計算された値が抽出されます。
「すべてのデータ」データの抽出オプションでは、データを抽出するために MDX問合
せエクスポート方法が使用されます。

• 保管された動的算出データ - 疎ディメンションは除き、密ディメンションについての
み、保管されているメンバーおよび動的に計算されたメンバーついて抽出されます。
「保管された動的算出データ」データ・オプションでは、データを抽出するために
DATAEXPORTコマンド方法が使用されます。

• 保管済データのみ - 保管されているデータのみを抽出します。動的に計算された値は、
このタイプの抽出には含まれません。「保管されたデータのみ」オプションでは、デー
タを抽出するために DATAEXPORTコマンド方法が使用されます。

• レベル 0データ - ディメンションの最下部のメンバー全体(データベースに格納されて
いる RAWデータ)が抽出され、フィルタを適用して出力ファイルに含める列を選択で
きます。この抽出オプションでは、ターゲット・アプリケーションが EPMデータ・フ
ァイルである場合、数値以外のデータをエクスポートすることもできます。「レベル 0
データ」オプションでは、データを抽出するために MAXLエクスポート方法が使用さ
れます。この方法は、サービス管理者のみが使用できます。抽出ステップの実行中は、
アプリケーションは読取り専用です。
クイック・モード方法を選択した場合、次のターゲット・オプションは使用できませ
ん:

– 属性列のエクスポート
– データの累計
– データのソート
– ディメンションのピボット
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16. オプション・ページで、必要なターゲット・オプションを選択し、「保存」をクリックしま
す。

17.「保存」をクリックします。
18. 統合を実行します:

a. 「データ統合」ホーム・ページから、クイック・モード・ロードに関連する統合ジョブ
を選択し、 をクリックします。

b. 統合の実行ページで、「モード」のデフォルト値は「置換」です。
c. オプション・ページで期間が定義されなかった場合、「期間」ドロップダウンから、デ
ータのロード元のソース・ファイルの単一期間を選択します。
統合のディメンションのマッピング・ページで期間ディメンションをマップし、期間
のターゲット式を指定している場合、「期間」ドロップダウンは選択に使用できませ
ん。期間がマッピングから導出されるためです。

d. 統合に対してフィルタが定義されている場合、「フィルタ」タブをクリックして、必要
に応じて変更します。
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e. 「実行」をクリックします。

次の例は、エンティティおよび期間でフィルタされたデータ・エクスポートの結果を示し
ています。
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EPMデータ・ファイルの作成
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーションからテキスト、ス
マート・リストおよび日付をエクスポートし、EPMデータ・ファイルにプッシュできます。こ
のプロセスでは、クイック・モード方法を使用して、データ・ソースからデータを抽出し、そ
のデータをデータ・エクスポート・ファイルに直接ロードする必要があります。
データがプッシュされると、データ統合で出力データ・ファイルが作成されます。データ・フ
ァイルの名前は<Target App Name>_<Process ID>.datです。これは、<APPL ROOT FOLDER>/
outboxディレクトリに書き込まれます。データ・ファイルには、「プロセスの詳細」ページの
OUTPUT file列からアクセスできます。
EPMデータ・ファイル・タイプ・アプリケーションでデータ・エクスポート・ファイルを登録
するには:

1. データ統合ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「データ・エクスポート」を選択しま
す。

4. 「タイプ」から、EPMデータ・ファイルを選択します。
「アプリケーション」フィールドに名前 EPMデータ・ファイルが表示されます。

5. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はファイル名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。たとえば、
アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞としてイ
ニシャルを割り当てることができます。
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6. データ・エクスポート・ファイルに対してソース・アプリケーションとターゲット・アプ
リケーション間の統合ジョブを作成します:

a. 「データ統合」ホーム・ページから、 (「追加」アイコン)をクリックします。
b. 統合の作成ページの「名前」および「説明」に、統合ジョブの名前および説明を入力
します。

c. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択
して、データのロード先を指定します。

d. 「クイック・モード」スライダをタップしてオンにします。
統合ジョブをクイック・モード方法に関連付けてからジョブを保存した場合、クイッ
ク・モードの関連付けを元に戻すことはできません。ただし、統合ジョブを削除する
ことは可能です。

e. 「ソース」ドロップダウンから、ソース・アプリケーションを選択します。

f. ターゲット・ドロップダウンから、EPMデータ・ファイルを選択します。

g. 「保存して続行」をクリックします。
7. ソース・アプリケーションとターゲット・アプリケーション間でディメンションをマップ
します:

a. ディメンションのマッピング・ページで、「インポート・フォーマット」を選択します
b. 次を実行して、マッピング・グリッドで、ソース列のソースをデータ・エクスポート・
ファイルのターゲット・アプリケーションのディメンションにマップします :

i. 「ソース・ディメンションの選択」で、EPMデータ・ファイル・ディメンションに
マップするソース・ディメンションの名前を選択します。

ii. オプション: Cloud EPMディメンションごとにターゲット式を追加します。
ターゲット式の使用の詳細は、ターゲット式の使用を参照してください。

Note:

クイック・モード方法で SQLターゲット式タイプを使用することはでき
ません。
ソース式タイプは、クイック・モード方法では使用できません。

c. 「保存して続行」をクリックします。
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d. クイック・モード方法を使用する場合、「マップ・メンバー」オプションは使用できま
せん。

e. 「オプション」をクリックします。
オプション・ページには、「データ統合」ホーム・ページから、統合ジョブの右側にあ
る をクリックして「オプション」を選択することで移動することもできます。

f. クイック・モード期間の期間を選択するには、「フィルタ」タブを選択します。
クイック・モード方法を使用する期間処理では、「期間マッピング」オプションで定義
された期間は使用されません。かわりに、期間は他のディメンションと同じように処
理され、(ソースの)「フィルタ」オプションでフィルタできます。年および期間に対し
てフィルタしない場合、実行時に単一期間を指定します。

Note:

統合のディメンションのマッピング・ページで期間ディメンションをマップ
し、期間のターゲット式を指定している場合、「期間」ドロップダウンは選択
に使用できません。期間がマッピングから導出されるためです。
年および期間に対してフィルタを指定しない場合、統合の実行時に単一期間
を指定します。

g. をクリックします。
h. (オプション): 「ディメンション名」ドロップダウンから、「年」を選択し、データのロ
ード元のソース・ファイルの年を「フィルタ条件」から選択します。
複数期間ロードの場合、年および期間ディメンションのフィルタを指定して、年のす
べての期間を選択した場合にのみ複数年を抽出できます。複数の期間にわたる一部期
間抽出はサポートされていません。

i. 「保存」をクリックします。
j. 「オプション」タブを選択します。
k. 「カテゴリ」で、「シナリオ」ディメンションの明示的なソース・フィルタを指定しま
す。
カテゴリはソース・システムのデータを分類し、統合内のターゲット・シナリオ・デ
ィメンション・メンバーにマップするために使用されます。
カテゴリはクイック・モード処理のシナリオを決定するためには使用されません。

l. 「データの抽出オプション」から、「レベル 0データ」を選択します。
「レベル 0データ」抽出オプションを使用すると、ディメンションの最下部のメンバー
全体(データベースに格納されている RAWデータ)を抽出し、フィルタを適用して出力
ファイルに含める列を選択できます。この抽出オプションでは、ターゲット・アプリ
ケーションが EPMデータ・ファイルである場合、数値以外のデータをエクスポートす
ることもできます。「レベル 0データ」オプションでは、データを抽出するために MAXL
エクスポート方法が使用されます。この方法は、サービス管理者のみが使用できます。
抽出ステップの実行中は、アプリケーションは読取り専用です。
レベル 0データ抽出方法を選択した場合、Oracle Enterprise Performance Management
Cloudからのデータ抽出を実行するために、ビジネス・ルール「DM BRデータ・エク
スポート」が自動的に作成されます。
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Note:

「レベル 0データ」抽出方法を使用するとき、ソース・フィルタで共有メンバ
ーを使用することはできません。

m.「保存」をクリックします。
8. 統合を実行します:

a. データ統合ホーム・ページから、EPMデータ・ファイル統合に関連する統合ジョブを
選択し、 をクリックします。

b. 統合の実行ページで、「モード」のデフォルト値は「置換」です。
c. オプション・ページで期間が定義されなかった場合、「期間」ドロップダウンから、デ
ータのロード元のソース・ファイルの単一期間を選択します。
統合のディメンションのマッピング・ページで期間ディメンションをマップし、期間
のターゲット式を指定している場合、「期間」ドロップダウンは選択に使用できませ
ん。期間がマッピングから導出されるためです。

d. 統合に対してフィルタが定義されている場合、「フィルタ」タブをクリックして、必要
に応じて変更します。

e. 「実行」をクリックします。
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15
ドリル・スルー

データ統合には、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーション
から一般会計ソースに戻ってドリル・スルーするためのフレームワークが用意されています。
(人事データの場合、ドリル・スルーはサポートされません。)ユーザーは、次の製品からデータ
統合を介してソース・システム内の詳細にドリル・スルーできます:

• Planningモジュール
• Planning

• フリーフォーム
• Financial Consolidation and Close

• Tax Reporting

• Strategic Workforce Planning

• Profitability and Cost Management

• Enterprise Profitability and Cost Management

データ統合でドリル・スルーを使用すると、データにドリルして、値を構成する値など、質問
に回答できます。ドリル・スルーを使用すると、データ統合内のソース残高から、データが抽
出されたソース・システムに戻ることができます。これによって、ソース値を構成する詳細(ト
ランザクション)データを確認できます。たとえば、期間ディメンション・メンバー"Q4"をドリ
ルダウンすると、"Jan"、"Feb"および"Mar"を確認できます。
データ統合を使用してデータを Cloud EPMアプリケーションにロードする場合、オプションの
ドリル領域フラグを指定できます。「はい」に設定すると、実際のデータに加えてドリル領域定
義がターゲット・アプリケーションに渡され、セルが"ドリル可能"であることが示されます。
Cloud EPMアプリケーションからドリル・スルーすると、別のワークスペース・タブにランデ
ィング・ページが表示され、Cloud EPMアプリケーション内の選択したセルからの金額を構成
するすべての行が示されます。このランディング・ページから、ユーザーはソース・ドキュメ
ントを開いたり、定義されたソース・システムのランディング・ページへのドリル・スルーを
続行できます。
ドリル・スルーのタイプ
ドリル・スルーのタイプの詳細は、次を参照してください:

• ソースへのドリル・スルーの使用
• Oracle ERP Cloudへのドリル・スルー
• Oracle ERP Cloudでの BI Publisherレポートへのドリルダウン
• EPM統合エージェントのドリルダウンの作成
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ソースへのドリル・スルーの使用
データ統合には、ターゲット・アプリケーションからソース・アプリケーションにドリル・ス
ルーできるフレームワークが用意されています。データ値のソースを理解する場合、または値
の非常に細かい詳細が必要な場合に、ドリル・スルーを使用します。
データ統合でサポートされているドリル・スルーのフレーバは、次のとおりです:

1. 標準モード—このモードでは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
データ・フォームからランディング・ページにドリルした後、ソース・システム・データ
にドリルします。この方法を使用する場合、データ統合を使用してデータをロードする必
要があります。すべてのビジネス・サービス・タイプでサポートされている完全ワークフ
ロー・モードを使用する必要があります。このモードでは、自動作成されたドリル領域ま
たはカスタム・ドリル領域を使用できます。

2. カスタム URL— (またはディープ・リンク) ディープ・リンクは、Webサイトまたはモバ
イル・アプリ内の特定のコンテンツにユーザーを直接移動させる手法です。

3. 直接ドリル—このモードでは、任意のプラットフォームベースのフォームからソース・デ
ータに直接ドリル・スルーします。ソース・データは、外部 URLまたは EPM統合エージ
ェント問合せを使用して問い合せて起動できます。
この場合、完全ワークフロー・モード、クイック・モードを使用してデータをロードする
ことも、Cloud EPMビジネス・プロセスに直接ロードすることもできます。このモード
は、Account Reconciliationおよび Profitability and Cost Managementビジネス・プロセス
ではサポートされていません。このモードでは、カスタム・ドリル領域を定義する必要が
あります。
詳細は、直接ドリルの使用を参照してください。

ドリル・スルーでは 3つのタイプの URLがサポートされています
1. ランディング・ページ—ランディング・ページ URLタイプを使用すると、Cloud EPMデ
ータ・フォームからランディング・ページにドリルした後、ソース・システム・データに
ドリルできます。この方法を使用する場合、データ統合を使用してデータをロードする必
要があります。すべてのビジネス・サービス・タイプでサポートされている完全ワークフ
ロー・モードを使用する必要があります。このモードでは、自動作成されたドリル領域ま
たはカスタム・ドリル領域を使用できます。
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2. カスタム URLまたはディープ・リンク—カスタム直接ドリル領域定義に関連付けられた
URLを使用し、ドリル・スルーの結果を別のブラウザで表示します

3. エージェント—オンプレミス・データ・ソースに統合する場合、ソースにドリルダウンし
て、Cloud EPMにロードされた勘定科目残高データに関連する詳細を表示できます

ドリル・スルーの詳細は、Cloud EPMでのソース・システムへのドリル・スルーを参照してく
ださい。

ドリル詳細の定義
ドリル定義を定義するには:

1. データ統合ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、ローカル・アプリケーションの右側にある をクリック
してアプリケーションを選択し、「ドリル詳細」を選択します。

3. ドリル詳細ページで、 をクリックします。
4. ドリル詳細の定義・ページを選択し、「プラン・タイプ」から、統合を保持するソース・プ
ラン・タイプを選択します。

5. 「URL名」に、ドリルの名前を指定します。
これは、Calculation Managerで開くときの Oracle Essbaseのドリル URL名です。
Essbaseの名前の制限が直接ドリルの名前に適用され、次のものがあります:

• 非 Unicodeモード・アプリケーションの直接ドリルに名前を付けるときは、8文字以
内にします。

• Unicodeモード・アプリケーションの直接ドリルに名前を付けるときは、30文字以内
にします。
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• 名前ではスペースを使用しないでください。
• 次の文字を使用しないでください:

Table 15-1    Essbaseの命名の制限

文字 説明
* アスタリスク
[] 大カッコ
: コロン
; セミコロン
, カンマ
= 等号
> 大なり記号
< 小なり記号
. ピリオド
+ プラス記号
? 疑問符
" 二重引用符
' 一重引用符
/ スラッシュ
\ バックスラッシュ
| 垂直棒

タブ
6. 「URLタイプ」から、直接ドリルに使用する URLのタイプを選択します。
使用可能なタイプ:

• ランディング・ページ - ランディング・ページを自動的に起動します。このランディン
グ・ページから、ソース・ドキュメントを開いたり、次に示すように、定義されたソ
ース・システムのランディング・ページへのドリルスルーを続行できます。
次の例では、Planningのデータ・フォームからドリル・スルーを実行できます:

このランディング・ページから、ソース・ドキュメントを開いたり、定義されたソー
ス・システムのランディング・ページへのドリル・スルーを続行できます。
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Note:

ドリル・スルー機能は、Planningアプリケーションにロードされた為替レー
ト・データに対してはサポートされません。
Essbaseにデータをロードするときに別名にマップした場合、ランディン
グ・ページのフィルタでは Essbaseのメンバーが使用されるため、ドリル・
スルーが失敗することがあります。この場合は、別名のかわりにメンバー名
を使用してください。

• カスタム - カスタム直接ドリル領域定義に関連付けられた URLを使用し、ドリル・ス
ルーの結果を別のブラウザで表示します。
この設定をプラン・タイプに使用してカスタム・ドリルを定義すると、デフォルトの
ドリル作成でそのプラン・タイプのドリル領域は作成されません。カスタム・ドリル
が定義されている場合、ドリル領域の作成フラグは無視されます。

• エージェント - SQL問合せおよびサーバー情報に基づいてパラメータを使用します。
この場合、サーバー情報はエージェントから取得されますが、URLの残りの部分は
SQL問合せで指定されたパラメータから導出されます。この URLタイプを使用する
には、ドリル URLにデータ・ソース、問合せ、および渡すパラメータが含まれている
必要があります。

7. 「ドリル URL」で、カスタムおよびエージェント直接ドリル・スルー定義の URLアドレス
を指定します。
カスタム URLタイプの場合、ドリル URLにサーバー、ポートおよび URLパラメータが含
まれている必要があります(例: https://server:port/<URL Parameters>)。
カスタム・ドリル URLを次に示します。ランディング・ページをバイパスする場合、これ
は直接ドリル URLです。
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エージェント URLタイプの場合、ドリル URLにデータ・ソース・アプリケーション名、
SQL問合せおよび数値列が含まれている必要があります。
• DATASOURCE - データのロードに使用されるデータ・ソース・アプリケーションの名
前を指定します。ソース接続情報は、このアプリケーションから導出されます。

• QUERY - ドリルの実行に使用される SQL問合せを指定します。
• NUMERIC - 適切に調整されるように数値列を指定します。

EPM統合エージェントを使用したドリル・スルーの詳細は、EPM統合エージェントのド
リルダウンの作成を参照してください。

8. 「サマリー・ドリルを使用可能にする」オプションを選択して、データ・フォームまたはレ
ポートでサマリー・メンバーからドリルダウンし、数字を構成する詳細ソース・データを
表示します。
このオプションを有効にし、「ドリル領域の作成」オプションを「はい」に設定した状態で
データをロードすると、「ドリル」アイコンがサマリー・レベルで有効になります。1つの
ディメンションに対して、ドリルできる下位メンバーの数は 1000に制限されています。
サマリー・ドリルでは、それぞれのディメンションについて子孫の数が 1,000に制限され
ています。子孫の数が 1,000を超える場合は、「アプリケーション・オプション」の「子孫
が 1000を超える場合のサマリー・ドリル動作」設定によってシステムの動作が制御されま
す。このオプションが「無視」に設定されている場合、そのディメンションに対するフィ
ルタリングは完全に無視されます。「フィルタ」は、レベル 0のメンバーを持つか子孫の数
が 1,000未満の残りのディメンションにのみ適用されます。その結果、ドリルしている親
の下にないメンバーが取得される可能性があります。

Note:

1,000を超える子孫に対してサマリー・ドリルを実行し、最上位レベルのディメ
ンションのみを含めることを選択したが、結果が基本レベルのディメンションと
同じである場合は、少なくとも 3つのディメンションについて基本レベルの交差
も選択します。
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Note:

サマリー・ドリルをサポートするには、ドリルの問合せで SQLのWHERE句に
演算子を含めないでください。たとえば、問合せを次のようにする必要がありま
す: WHERE COMPANY ~ENTITY~。子孫の数に基づいて、適切な条件(IN、LIKE)
が決定されます。

ドリル領域の詳細は、ドリル領域の使用を参照してください。
9. 「保存」をクリックします。
ドリル定義を保存すると、Essbaseでドリル領域が自動的に作成または更新されます。ド
リル詳細を削除すると、Essbaseでも削除されます。

10. 必要に応じて、「ドリル領域」タブでカスタム・ドリル領域を指定します。
詳細は、カスタム・ドリル領域の定義 を参照してください。

11. オプション: 既存の直接ドリル定義を編集するには、ドリル詳細ページで、定義を選択して
をクリックします。

既存の直接ドリル定義を削除するには、ドリル詳細ページで、定義を選択して をクリ
ックします。

ドリル領域の使用
ドリル領域は、ドリルスルー機能を使用して表示できる、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementアプリケーションのデータ交差の名前付き領域です。ドリル領域
内のデータは、データ統合を使用して Cloud EPMアプリケーションにロードされます。ワーク
スペースで、アプリケーションのデータ・フォームにドリル領域を表示できます。
ドリル領域には、データ統合に戻るための Uniform Resource Locator (URL)と領域名が格納さ
れます。ドリル領域を有効にすると、データのロードと連結が完了した後、データ統合によっ
て有効化されたドリル領域がデータ統合ターゲット・アプリケーションに移入されます。ドリ
ル領域にセルが含まれている場合、そのセルはターゲット・アプリケーションでドリル可能と
みなされます。Oracle Enterprise Performance Management Systemアプリケーションでは、
ドリル領域には「エンティティ」、「勘定科目」、「シナリオ」、「年」および「期間」ディメンシ
ョンが含まれています。
データ統合はシナリオごとにドリル領域を作成します。どのキューブ(Planningプラン・タイプ
または Planningデータベース)でも、ドリル領域の名前は、FDMEE_<シナリオ・メンバーの名
前>になります。ドリル領域を作成する場合、データ統合はディメンションがドリルに対して
有効かどうかを確認します。
ソース・システムへのドリル領域は、データ統合によってロードされたデータ交差が同一の場
合にのみ機能します。たとえば、$5000を Entity2;Account2の交差にロードした場合、
Entity2;ParentAccount2の交差にはデータがロードされていないため、この交差からのドリル
スルーはできません。
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データ・ロードで選択された有効なディメンションのメンバーは、ドリル領域フィルタに含ま
れます。ディメンションが有効になっていない場合、シナリオ、バージョン、年および期間の
ディメンションがデフォルトで有効になります。追加のディメンションを有効にでき、後続の
データ・ロードでは新規に有効化されたディメンションのメンバーが考慮されます。ドリルの
作成に使用されたドリル領域に以前に含まれていたディメンションを無効化する場合、それら
のディメンションのメンバーは後続のデータ・ロード時に削除されません。必要に応じて、古
いメンバーを手動で削除できます。
ドリル領域は、Cloud EPMデータ・フォームでドリル可能なセルを識別するために定義されま
す。ドリル領域は、次の 2つの方法を使用して作成できます:

1. 自動作成—「アプリケーション・オプション」の「ドリル領域の作成」を有効にすると、
ドリル領域に参加するよう選択されたディメンションに基づいてドリル領域が作成されま
す。次のディメンションはドリル領域に自動的に含まれます: アプリケーション・レベルの
シナリオ、期間、年およびバージョン。「アプリケーション詳細」で、アプリケーション・
レベルでドリル領域を定義できます。「ターゲット・オプション」で、統合レベルでドリル
領域を有効にすることができます。

2. カスタム・ドリル領域—Oracle Essbaseメンバー関数を使用してカスタム・ドリル領域を
定義できます。これにより、ドリル領域をより細かく制御でき、メンテナンスが容易にな
ります。詳細は、ドリル詳細の定義を参照してください。

カスタム・ドリル領域の定義
メンバー名およびメンバー関数を使用して定義された Oracle Essbaseドリル・スライスを提供
するドリル領域を指定できます。
ドリル領域を定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、ローカル・アプリケーションを選択し、アプリケーション
の右側にある をクリックして、「ドリル詳細」を選択します。
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3. オプション: ドリル詳細ページで、 をクリックして新しいドリル定義を作成します。

4. 「ドリル領域」タブを選択します。
5. をクリックします。
6. 「ディメンション」ドロップダウンから、ドリル領域に追加するディメンションを選択しま
す。

7. 「フィルタ」で、選択したディメンションのメンバー関数を指定して、指定したメンバーの
みに結果を制限します。
引用符("")で囲んでメンバーを指定します。たとえば、メンバー Julyを"Jul"として指定しま
す。

をクリックしてメンバー・セレクタ・ページを表示し、選択するメンバーに移動しま
す。詳細は、Smart View for Officeユーザーズ・ガイド 22.100のメンバー・セレクタから
のメンバーの選択を参照してください。

8. 「保存」をクリックします。
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ランディング・ページへのドリル・スルー
ターゲット・アプリケーションからソースにドリル・スルーすると、別のランディング・ペー
ジが表示され、選択したセルからの金額を構成するすべての行が示されます。ランディング・
ページには、一般会計勘定科目と、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
アプリケーションのセルに移入するために使用されたハイパーリンク付きの残高が表示されま
す。ハイパーリンク付きデータ値をクリックすると、ソース・システムにドリル・スルーし、
選択した一般会計勘定科目に関連する仕訳帳入力を表示できます。
サポートされているソース・システムから直接統合するようにデータ統合が構成されている場
合は、データ統合によってドリル URLが自動的に構成されます。ファイルを使用してデータを
ロードする場合は、インポート・フォーマット定義で URLを手動で構成する必要があります。

Note:

Oracle Essbaseにデータをロードするときに別名にマップした場合、ランディング・
ページのフィルタでは Essbaseのメンバーが使用されるため、ドリル・スルーが失
敗することがあります。この場合は、別名のかわりにメンバー名を使用してくださ
い。

次の例では、Planningのデータ・フォームからドリル・スルーを実行できます:

このランディング・ページから、ソース・ドキュメントを開いたり、定義されたソース・シス
テムのランディング・ページへのドリル・スルーを続行できます。
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Note:

ドリル・スルー機能は、Planningアプリケーションにロードされた為替レート・デー
タに対してはサポートされません。

カスタム URLページへのドリル・スルー
カスタム直接ドリル領域定義に関連付けられた URLを使用し、ドリル・スルーの結果を別のブ
ラウザで表示します。カスタム URLタイプの場合、ドリル URLにサーバー、ポートおよび
URLパラメータが含まれている必要があります(例: https://server:port/<URL
Parameters>)。カスタム URLを使用するには、ソース・データに対するアクセス権が必要で
す。
この設定をプラン・タイプに使用してカスタム・ドリルを定義すると、デフォルトのドリル作
成でそのプラン・タイプのドリル領域は作成されません。カスタム・ドリルが定義されている
場合、ドリル領域の作成フラグは無視されます。
次の例では、カスタム URLを使用し、Fusionディープ・リンクを使用してソース・データに
ドリル・スルーする様子を示します。ディープ・リンクは、Fusion Applicationsの外部に配布
できる URLリンクであり、これを使用すると、ユーザーはメニュー構造内を移動しなくてもペ
ージを開くことができます:

ユーザーが Fusionディープ・リンクを選択すると、結果が別のタブに表示されます:
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直接ドリルの使用
直接ドリルを使用すると、任意のプラットフォームベースのフォームからソース・データに直
接ドリル・スルーできます。ソース・データは、外部 URLまたは EPM統合エージェント問合
せを使用して問い合せて起動できます。また、標準モードのデータ・ロードの場合、カスタム・
ドリル領域を定義して標準ランディング・ページの使用を継続できます。カスタム・ドリル領
域では、個々のメンバーではなく Oracle Essbaseメンバー関数を使用して、カスタム・ドリル
領域を定義できます。
直接ドリルを使用すると、データ統合でデータをステージングしないでソース・データにドリ
ルできます。また、ランディング・ページをバイパスしてドリルを簡素化する柔軟性もありま
す。さらに、Essbaseメンバー関数を使用してドリル領域のスコープをカスタマイズでき、こ
れによりメンテナンスが簡素化されパフォーマンスが向上します。

直接ドリル定義の定義
直接ドリル定義を定義するには:

1. データ統合ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、ローカル・アプリケーションの右側にある をクリック
してローカル・アプリケーションを選択し、「ドリル詳細」を選択します。

3. ドリル詳細ページで、 をクリックします。
4. 「定義」タブを選択し、「プラン・タイプ」から、統合を保持するソース・プラン・タイプ
を選択します。
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5. 「URL名」で、直接ドリルの名前を指定します。
これは、Calculation Managerで開くときの Oracle Essbaseのドリル URL名です。
Essbaseの名前の制限が直接ドリルの名前に適用され、次のものがあります:

• 非 Unicodeモード・アプリケーションの直接ドリルに名前を付けるときは、8文字以
内にします。

• Unicodeモード・アプリケーションの直接ドリルに名前を付けるときは、30文字以内
にします。

• 名前ではスペースを使用しないでください。
• 次の文字を使用しないでください:

Table 15-2    Essbaseの命名の制限

文字 説明
* アスタリスク
[] 大カッコ
: コロン
; セミコロン
, カンマ
= 等号
> 大なり記号
< 小なり記号
. ピリオド
+ プラス記号
? 疑問符
" 二重引用符
' 一重引用符
/ スラッシュ
\ バックスラッシュ
| 垂直棒

タブ
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6. 「URLタイプ」から、直接ドリルに使用する URLのタイプを選択します。
使用可能なタイプ:

• ランディング・ページ - ランディング・ページを自動的に起動します。このランディン
グ・ページから、ソース・ドキュメントを開いたり、次に示すように、定義されたソ
ース・システムのランディング・ページへのドリルスルーを続行できます。
次の例では、Planningのデータ・フォームからドリル・スルーを実行できます:

このランディング・ページから、ソース・ドキュメントを開いたり、定義されたソー
ス・システムのランディング・ページへのドリル・スルーを続行できます。

Note:

ドリル・スルー機能は、Planningアプリケーションにロードされた為替レー
ト・データに対してはサポートされません。
Essbaseにデータをロードするときに別名にマップした場合、ランディン
グ・ページのフィルタでは Essbaseのメンバーが使用されるため、ドリル・
スルーが失敗することがあります。この場合は、別名のかわりにメンバー名
を使用してください。

• カスタム - カスタム直接ドリル領域定義に関連付けられた URLを使用し、ドリル・ス
ルーの結果を別のブラウザで表示します。
この設定をプラン・タイプに使用してカスタム・ドリルを定義すると、デフォルトの
ドリル作成でそのプラン・タイプのドリル領域は作成されません。カスタム・ドリル
が定義されている場合、ドリル領域の作成フラグは無視されます。
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• エージェント - SQL問合せおよびサーバー情報に基づいてパラメータを使用します。
この場合、サーバー情報はエージェントから取得されますが、URLの残りの部分は
SQL問合せで指定されたパラメータから導出されます。この URLタイプを使用する
には、ドリル URLにデータ・ソース、問合せ、および渡すパラメータが含まれている
必要があります。

7. 「ドリル URL」で、カスタムおよびエージェント直接ドリル・スルー定義の URLアドレス
を指定します。
カスタム URLタイプの場合、ドリル URLにサーバー、ポートおよび URLパラメータが含
まれている必要があります(例: https://server:port/<URL Parameters>)。
カスタム・ドリル URLを次に示します。ランディング・ページをバイパスする場合、これ
は直接ドリル URLです。

エージェント URLタイプの場合、ドリル URLにデータ・ソース・アプリケーション名、
SQL問合せおよび数値列が含まれている必要があります。
• DATASOURCE - データのロードに使用されるデータ・ソース・アプリケーションの名
前を指定します。ソース接続情報は、このアプリケーションから導出されます。

• QUERY - ドリルの実行に使用される SQL問合せを指定します。
• NUMERIC - 適切に調整されるように数値列を指定します。

EPM統合エージェントを使用したドリル・スルーの詳細は、EPM統合エージェントのド
リルダウンの作成を参照してください。

8. 「アプリケーション詳細」で、「サマリー・ドリルを使用可能にする」オプションを選択し
て、データ・フォームまたはレポートでサマリー・メンバーからドリルダウンし、数字を
構成する詳細ソース・データを表示します。
このオプションを有効にし、「ドリル領域の作成」オプションを「はい」に設定した状態で
データをロードすると、「ドリル」アイコンがサマリー・レベルで有効になります。1つの
ディメンションに対して、ドリルできる下位メンバーの数は 1000に制限されています。
「アプリケーション詳細」の詳細は、アプリケーション詳細オプションの定義を参照してく
ださい。
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Note:

サマリー・ドリルをサポートするには、ドリルの問合せで SQLのWHERE句に
演算子を含めないでください。たとえば、問合せを次のようにする必要がありま
す: WHERE COMPANY ~ENTITY~。子孫の数に基づいて、適切な条件(IN、LIKE)
が決定されます。

9. 「保存」をクリックします。
直接ドリル定義を保存すると、Essbaseでドリル領域が自動的に作成または更新されます。
ドリル詳細を削除すると、Essbaseでも削除されます。

10.「ドリル領域」タブでドリル領域を指定します。
詳細は、カスタム・ドリル領域の定義を参照してください。

11. オプション: 既存の直接ドリル定義を編集するには、ドリル詳細ページで、定義を選択して
をクリックします。

既存の直接ドリル定義を削除するには、ドリル詳細ページで、定義を選択して をクリ
ックします。

ドリルスルー・ランディング・ページへのカスタム・
ビューの追加

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのランディング・ページでデータに
ドリル・スルーする場合、列のカスタム・ビューを作成して選択できます。この機能を使用す
ると、ランディング・ページの表示をカスタマイズできます。ソース列のリストをカスタマイ
ズし、列および列タイトルを順序付けることができます。カスタム・ビューの定義は保存でき
ます。後続のドリルでは、最後に使用したカスタム・ビューが使用されます。カスタム・ビュ
ーがない場合は、「ソース(すべて )」がデフォルト・ビューとして使用されます。

Note:

Oracle Smart View for Officeにドリルするときに、データ統合ではドリルのランディ
ング・ページで最後に使用されたビューが使用されます。最後に使用されたビューが
見つからない場合は、データ統合では、この設定のデフォルトのビュー選択が使用さ
れます

ドリルのカスタム・ビューを定義するには:

1. ホーム・ページから「ナビゲータ」をクリックし、タスクおよびレポートの「データ」
( )を選択します。

2. ロードされたソース・データを含むフォームを開きます。

セルの右上隅のアイコン は、ドリルスルー・データがあることを示しま
す。
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3. ドリルダウン・データを含んでいるセルで、セルを右クリックしてから「ソースにドリル・
スルー」を選択します。

4. カスタム・ビュー定義の作成元にするデフォルト・ビューを選択します。
5. をクリックします。
6. ビュー定義の編集ページから、 をクリックします。
7. 「ビュー定義の作成」ウィンドウで、カスタム・ビュー定義の名前を入力し、「OK」をクリ
ックします。
ビュー定義名には英数字を使用できます。ビュー定義名は 80文字以下です。

ビュー定義の編集ページが新規ビュー用に初めて表示されたとき、すべての列が(「列の表
示」)右ペインに表示されます。カスタム・ビューに含めない列はすべて (「使用可能な列」)左
ペインに移動します。

8. カスタム・ビューに列を含めるには、(「使用可能な列」)左ペインから列を選択し、 をク
リックして(「列の表示」)右ペインに移動します。
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ビュー内の移入された値をクリアするには、「リセット」をクリックします。
9. カスタム・ビューから列を除外するには、(「列の表示」)右ペインから列を選択し、 をク
リックして(「使用可能な列」)左ペインに移動します。
その他の移動オプションは、次のとおりです:

• すべての列を(「使用可能な列」)左ペインから(「列の表示」)右ペインに移動するには、
をクリックします。

• すべての列を(「列の表示」)右ペインから(「使用可能な列」)左ペインに移動するには、
をクリックします。

10. オプション: (「列の表示」)右ペインで列の名前を変更するには、列を選択し、「編集」スライ
ダをタップしてオンにしてから新しい列名を入力します。

11. オプション: (「列の表示」)右ペインで列を並べ替えるには、列を選択し、次のいずれかを選
択します:

• —列を表示の最上部に移動します。

• —列を表示の 1つ上に移動します。

• —列を表示の 1つ下に移動します。

• —列を表示の最下部に移動します。
12. オプション: 「ソート」をクリックして、「列の表示」ペインで列を昇順または降順でソー
トします。

13.「OK」または をクリックして、ビュー定義を保存および更新します。
14. オプション: ビューを削除するには、 をクリックします。

ドリル詳細の定義
ドリル定義を定義するには:

1. データ統合ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、ローカル・アプリケーションの右側にある をクリック
してアプリケーションを選択し、「ドリル詳細」を選択します。

3. ドリル詳細ページで、 をクリックします。
4. ドリル詳細の定義・ページを選択し、「プラン・タイプ」から、統合を保持するソース・プ
ラン・タイプを選択します。

Chapter 15
ドリルスルー・ランディング・ページへのカスタム・ビューの追加

15-18



5. 「URL名」に、ドリルの名前を指定します。
これは、Calculation Managerで開くときの Oracle Essbaseのドリル URL名です。
Essbaseの名前の制限が直接ドリルの名前に適用され、次のものがあります:

• 非 Unicodeモード・アプリケーションの直接ドリルに名前を付けるときは、8文字以
内にします。

• Unicodeモード・アプリケーションの直接ドリルに名前を付けるときは、30文字以内
にします。

• 名前ではスペースを使用しないでください。
• 次の文字を使用しないでください:

Table 15-3    Essbaseの命名の制限

文字 説明
* アスタリスク
[] 大カッコ
: コロン
; セミコロン
, カンマ
= 等号
> 大なり記号
< 小なり記号
. ピリオド
+ プラス記号
? 疑問符
" 二重引用符
' 一重引用符
/ スラッシュ
\ バックスラッシュ
| 垂直棒

タブ
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6. 「URLタイプ」から、直接ドリルに使用する URLのタイプを選択します。
使用可能なタイプ:

• ランディング・ページ - ランディング・ページを自動的に起動します。このランディン
グ・ページから、ソース・ドキュメントを開いたり、次に示すように、定義されたソ
ース・システムのランディング・ページへのドリルスルーを続行できます。
次の例では、Planningのデータ・フォームからドリル・スルーを実行できます:

このランディング・ページから、ソース・ドキュメントを開いたり、定義されたソー
ス・システムのランディング・ページへのドリル・スルーを続行できます。

Note:

ドリル・スルー機能は、Planningアプリケーションにロードされた為替レー
ト・データに対してはサポートされません。
Essbaseにデータをロードするときに別名にマップした場合、ランディン
グ・ページのフィルタでは Essbaseのメンバーが使用されるため、ドリル・
スルーが失敗することがあります。この場合は、別名のかわりにメンバー名
を使用してください。

• カスタム - カスタム直接ドリル領域定義に関連付けられた URLを使用し、ドリル・ス
ルーの結果を別のブラウザで表示します。
この設定をプラン・タイプに使用してカスタム・ドリルを定義すると、デフォルトの
ドリル作成でそのプラン・タイプのドリル領域は作成されません。カスタム・ドリル
が定義されている場合、ドリル領域の作成フラグは無視されます。
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• エージェント - SQL問合せおよびサーバー情報に基づいてパラメータを使用します。
この場合、サーバー情報はエージェントから取得されますが、URLの残りの部分は
SQL問合せで指定されたパラメータから導出されます。この URLタイプを使用する
には、ドリル URLにデータ・ソース、問合せ、および渡すパラメータが含まれている
必要があります。

7. 「ドリル URL」で、カスタムおよびエージェント直接ドリル・スルー定義の URLアドレス
を指定します。
カスタム URLタイプの場合、ドリル URLにサーバー、ポートおよび URLパラメータが含
まれている必要があります(例: https://server:port/<URL Parameters>)。
カスタム・ドリル URLを次に示します。ランディング・ページをバイパスする場合、これ
は直接ドリル URLです。

エージェント URLタイプの場合、ドリル URLにデータ・ソース・アプリケーション名、
SQL問合せおよび数値列が含まれている必要があります。
• DATASOURCE - データのロードに使用されるデータ・ソース・アプリケーションの名
前を指定します。ソース接続情報は、このアプリケーションから導出されます。

• QUERY - ドリルの実行に使用される SQL問合せを指定します。
• NUMERIC - 適切に調整されるように数値列を指定します。

EPM統合エージェントを使用したドリル・スルーの詳細は、EPM統合エージェントのド
リルダウンの作成を参照してください。

8. 「サマリー・ドリルを使用可能にする」オプションを選択して、データ・フォームまたはレ
ポートでサマリー・メンバーからドリルダウンし、数字を構成する詳細ソース・データを
表示します。
このオプションを有効にし、「ドリル領域の作成」オプションを「はい」に設定した状態で
データをロードすると、「ドリル」アイコンがサマリー・レベルで有効になります。1つの
ディメンションに対して、ドリルできる下位メンバーの数は 1000に制限されています。
サマリー・ドリルでは、それぞれのディメンションについて子孫の数が 1,000に制限され
ています。子孫の数が 1,000を超える場合は、「アプリケーション・オプション」の「子孫
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が 1000を超える場合のサマリー・ドリル動作」設定によってシステムの動作が制御されま
す。このオプションが「無視」に設定されている場合、そのディメンションに対するフィ
ルタリングは完全に無視されます。「フィルタ」は、レベル 0のメンバーを持つか子孫の数
が 1,000未満の残りのディメンションにのみ適用されます。その結果、ドリルしている親
の下にないメンバーが取得される可能性があります。

Note:

1,000を超える子孫に対してサマリー・ドリルを実行し、最上位レベルのディメ
ンションのみを含めることを選択したが、結果が基本レベルのディメンションと
同じである場合は、少なくとも 3つのディメンションについて基本レベルの交差
も選択します。

Note:

サマリー・ドリルをサポートするには、ドリルの問合せで SQLのWHERE句に
演算子を含めないでください。たとえば、問合せを次のようにする必要がありま
す: WHERE COMPANY ~ENTITY~。子孫の数に基づいて、適切な条件(IN、LIKE)
が決定されます。

ドリル領域の詳細は、ドリル領域の使用を参照してください。
9. 「保存」をクリックします。
ドリル定義を保存すると、Essbaseでドリル領域が自動的に作成または更新されます。ド
リル詳細を削除すると、Essbaseでも削除されます。

10. 必要に応じて、「ドリル領域」タブでカスタム・ドリル領域を指定します。
詳細は、カスタム・ドリル領域の定義 を参照してください。

11. オプション: 既存の直接ドリル定義を編集するには、ドリル詳細ページで、定義を選択して
をクリックします。

既存の直接ドリル定義を削除するには、ドリル詳細ページで、定義を選択して をクリ
ックします。

Oracle ERP Cloudへのドリル・スルー
ドリル・スルーにより、Oracle ERP Cloudの Oracle General Ledger勘定科目残高サマリー・
ページを表示できます。
Oracle ERP Cloudと統合する場合、データ統合では接続情報に基づいて、システムや固定情報
などのドリル URL定義が自動的に設定されます。Oracle ERP Cloudにドリル・スルーする場
合は設定する必要はありません。

ノート:

Oracle General Ledgerへのドリル・スルーでは、GLセグメント値、元帳名および期
間名でマルチバイト文字を使用できません。
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ノート:

Oracle Transactional Business Intelligence (OTBI)アド・ホック・レポートから Oracle
Fusion Applicationsのトランザクション詳細へのドリル・ダウンの詳細は、OTBI ERP
レポートから Fusion Financialアプリケーションへのドリル・ダウンを参照してくだ
さい。

Oracle ERP Cloudでの BI Publisherレポートへのドリル
ダウン

Oracle ERP Cloudで Oracle Business Intelligence Publisherレポートのデータを統合する場
合、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementにロードされた勘定科目残高デ
ータに関連付けられたソースにドリルダウンできます。

Oracle ERP Cloudでの BI Publisherレポートへのドリルダウン・プ
ロセスの説明

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementから Oracle Business Intelligence
Publisherレポートにドリルダウンする方法の概要を次に示します
1. ドリルのターゲットとして使用する BI Publisherレポートを定義します。これには、問合
せ抽出、データ・モデルおよび必須パラメータが含まれます。
詳細は、次を参照してください:

• データ抽出プロセスの定義
• BI Publisherレポート抽出のデータ・モデルの作成

2. 元の BI Publisherレポートに基づく必要なパラメータが含まれたドリルダウン BI
Publisherレポートを作成します。

たとえば、「通貨」や「請求書」を含める場合があります。

結果には、通貨および請求書詳細のパラメータを使用した Cloud EPMからのドリルスルー
で使用される「請求書詳細」レポートが示されます:
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3. データ統合で、BI Publisherレポート・データ・ソースを使用するアプリケーションを作成
します。
詳細は、Oracle ERP Cloudアプリケーションの登録を参照してください。

4. 新しい統合を作成し、ソースとしてのデータ・ソース・アプリケーションおよびターゲッ
ト・アプリケーションを選択します。次に、残りのステップを実行して統合を作成します。

a. インポート・フォーマット、ロケーションおよびディメンション・マッピングを作成
することにより、Oracle ERP Cloudデータ・ソースとターゲット・アプリケーション
間の統合マッピングを設定します。
ディメンションのマッピングを参照してください。

b. ディメンションのマッピング・ページの「ドリル URL」で、ドリルスルー・レポート
のパラメータを入力します。
これらのパラメータはワークベンチから参照され、ドリルスルーを動的にします。
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c. メンバーをソースからターゲットにマップします。
メンバーのマッピングを参照してください。

d. ソースおよびターゲットのオプションを選択します。
データ統合オプションの設定を参照してください。

e. 統合を実行します。
統合の実行を参照してください。
統合の実行後、ソース・データがワークベンチに表示されます。

5. ホーム・ページから「ナビゲータ」をクリックし、タスクおよびレポートの「データ」
( )を選択します。

6. データの入力 ページの「ライブラリ」の下から、ロードされたソース・データを含むフォ
ームを開きます。
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7. ドリルダウン・データを含むセルを選択します。

セルの右上隅のアイコン は、ドリルスルー・データがあることを示しま
す。

8. ドリルダウン・データを含むセルを右クリックし、「ドリル・スルー」を選択します。

「ドリル・スルー」を選択することによって、Cloud EPMのデータ・フォームから Oracle
ERP Cloudの BI Publisherレポートにドリルできます。

9. データ・ロード・ページで、「ソースにドリル・スルー」リンクをクリックします。

10. 金額詳細ページで、金額を右クリックして「ソースにドリル・スルー」を選択します。
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11. 詳細ページで、ドリルスルーの結果を確認します。

オプションで、詳細ページの下部までスクロールして、残高を構成する詳細を Cloud EPM
で確認できます。
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Cloud EPMでの SAP®一般会計へのドリル・スルー
データ統合を使用してソースの SAP一般会計から Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementにデータをロードした後、パラメータを指定した URLを使用して
ソース SAPシステムをドリル・スルーできます。ターゲット・アプリケーションにロードされ
ていない必須パラメータは、ドリル時に参照のためにワークベンチにロードできます。ドリル
詳細をどのように定義したかに基づいて、データ統合のランディング・ページ、またはディー
プ・リンクなどのカスタム URLにドリル・スルーすることも、EPM統合エージェントを使用
して直接ドリルすることもできます。
ドリル領域を定義すると、ドリル・スルーがアクティブ化されます。詳細は、: ドリル領域の使
用を参照してください。
次の例では、SAP GLのデータ統合データを使用して Singaporeエンティティにロードされた、
複数のエンティティの一般会計からの試算表データを持つフォームがあります:
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このフォームでソース・データにドリル・スルーするには、ドリル可能なセルを右クリックし、
「ソースにドリル・スルー」を選択します。

ランディング・ページには、ターゲットの Cloud EPMアプリケーションにロードされた詳細が
表示されます。

選択したセルの金額を構成するデータ行が表示されます。マッピングを表示して、勘定体系セ
グメント全体でソース GLからディメンションにデータがどのようにマップされたかを確認し
ます。
マッピングを表示して、勘定体系セグメント全体でソース GLからディメンションにデータが
どのようにマップされたかを確認できます。
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ここから、ドリル・スルーしてソース・システムを開くことができます。SAP一般会計ページ
で、勘定科目詳細を表示し、表示された数値を検証できます。

詳細は、次を参照してください: SAPへのドリル・スルー。

EPM統合エージェントのドリルダウンの作成
オンプレミス・データ・ソースに統合するとき、ソースにドリルダウンして、Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Managementにロードされた勘定科目残高データに関連する詳
細を表示できます。
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使用可能なランディング・ページに応じて、2タイプのドリルを実行できます:

1. ソース・システムに、詳細なソース・データを表示するランディング・ページがある場合
は、http URLを使用して、ランディング・ページにコンテキスト・パラメータを渡してペ
ージにアクセスします。この方法を使用するには、他のソース統合と同様に、「ディメンシ
ョンのマッピング」ページで httpドリル URLを定義し、代替変数を使用して URLパラメ
ータを渡します。

2. ソース・システムに、詳細なソース・データを表示するランディング・ページがない場合
は、EPM統合エージェントを使用して、ソース・データベースで SQL問合せを実行し、
その結果をデータ統合内のポップアップ・ウィンドウに表示します。この方法を使用する
には、httpsモードで稼働するWebサーバーが必要です。Webサーバーでは、ドリル要求
を受け入れて、エージェントにルーティングします。詳細は、ランディング・ページがな
いソース・システムへのドリル・ダウンの作成を参照してください。

その他の考慮事項:

• SYNCモードおよび ASYNCモードで使用できます
• HTTPSサーバーが必要です
• 内部ネットワークの場合、開かれたポートは必要ありません
• Oracle Smart View for Officeのネットワーク内ドリルには、HTTPSサーバーは必要ありま
せん。

• ネットワークの外部のパブリック・インターネットからのドリルには、パブリック対応の
HTTPSサーバー/ポートが必要です

• ドリル要求をエージェント URLにリダイレクトするようにリライト・ルールを構成しま
す。

• https://<server>/epmagent/rest/detailsでテストします

EPM統合エージェントを使用したソースへのドリル・スルー
EPM統合エージェントを使用したソースへのドリル・スルーは、EPM統合エージェントが非
同期または同期モード・オプションについてどのように構成されているかに関係なくサポート
されています。
Webフォームの使用時に、EPM統合エージェントを使用してソースにドリル・スルーすると、
ブラウザがエージェントを起動し、HTTPプロトコルを使用して問合せおよび他のパラメータ
を渡します。エージェントは問合せリクエストを処理し、ユーザーに表示されるデータをブラ
ウザに返します。Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementへのブラウザ・セ
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ッションでは HTTPSプロトコルが使用されるため、ブラウザからエージェントへの通信では
HTTPSが使用されます。
ブラウザでは、同じセッションにおける HTTP接続と HTTPS接続の混在は許可されません。
ドリルをサポートするには、次の構成ステップを実行します:

1. オンプレミス・ネットワーク内に HTTPS Webサーバーをインストールして構成します。
2. Webサーバーのリライト・ルールを、ドリルのリクエストをエージェント URLにリダイ
レクトするように構成します(同期エージェントの定義と同じです。同期モードの構成を
参照してください)。

3. HTTPS Webサーバーを指すようにエージェントのWeb URLを構成します。
4. オプション: エージェントのドリルスルー設定をテストするには、次の URLを使用して、

Webサーバーのリライト・ルールが正しく定義されていることを確認します: https://
server/epmagent/rest/details。
設定をテストするときは、serverをエージェント設定で定義されているWeb URLに置換
します。
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Note:

前述の構成では、ブラウザを実行するクライアント・コンピュータがオンプレミス・
ネットワーク内にある場合にのみ、ドリルがサポートされます。ブラウザが内部ネッ
トワーク内になくてもドリルを使用できるようにする場合は、HTTPS Webサーバー
をパブリック・アクセス可能として有効にしてください。

Note:

Smart Viewの使用時にソースへのドリル・スルーを実行する場合、HTTPS Webサー
バーの追加構成は必要ありません。Smart Viewで、新しいシートで開くようにドリ
ル・スルー起動を設定してください。

ランディング・ページがないソース・システムへのドリル・ダウンの
作成

ランディング・ページがないソース・システムにドリルダウンするときは、ソース・データベ
ースで SQL問合せを実行し、その結果をデータ統合内のポップアップ・ウィンドウに表示しま
す。
ドリル・スルーの問合せを作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、「アクション」をクリックし、「問合せ」を選択しま
す。

2. 「問合せ」画面で、 をクリックします。
3. 「問合せの作成」画面の「問合せ名」で、ソース・システムからデータを問い合せる問合せ
の名前を指定します。

4. 「問合せ文字列」で、ファイルのヘッダー行に基づいてデータを抽出するのに使用する SQL
文を指定します。
ディメンション名への SQL問合せに列名の別名を使用できます。
ヘッダー行の文字列を指定するとき、文字列が大/小文字混在の場合は、文字列を二重引用
符で囲みます。大/小文字混在の文字列が二重引用符で囲まれていない場合は、大文字とし
て解決されます。
問合せにはフィルタ条件を含めることができます。フィルタ条件のバインド変数は、~~文
字内に囲む必要があります。
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5. 「保存」をクリックします。
6. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にあり、ドリル・スルーを追加するための

をクリックし、「ディメンションのマッピング」を選択します。
7. 「ディメンションのマッピング」ページの「ドリル URL」で、ドリル・ペン・アイコンを
クリックします。
「ディメンションのマッピング」ページの詳細は、ディメンションのマッピングを参照して
ください。

8. 「ドリル URLの編集」ページで、#agentタグを指定し、ドリル・スルー URLのパラメー
タを指定します。
たとえば、ステップ 4に示す問合せを使用すると、#agent?QUERY=Source Drill
Query&SOURCE_ACCOUNT=$ACCOUNT$&SOURCE_PERIOD=$ATTR1$と入力しま
す。ここで:

• QUERYは、ステップ 3で定義した問合せの名前です。
• SOURCE_ACCOUNTは、ACCOUNT列から導出されます。
• SOURCE_PERIODは、ATTR1列から導出されます

9. ソース列の列をドリル・スルー先のターゲット・アプリケーションのディメンションにマ
ップし、「保存」をクリックします。

10.「データ統合」ホーム・ページから、「アクション」をクリックし、「エージェント」を選択
します。

11.「エージェント・クラスタ」画面から、ドリル・スルーで使用するエージェントの名前を選
択します。

12.「エージェント」タブの「Web URL」で、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementからのインバウンド通信を可能にするWebサーバー・ゲートウェイを選択し
ます。
同期モードを使用している場合は、データ・ロード操作を実行するために定義したWebサ
ーバー URLを使用してドリルを実行します。追加の設定は必要ありません。
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非同期モードでエージェントを使用している場合は、次のいずれかの方法を使用して URL
を定義します:

• 同期モードを構成した方法と同様に https Webサーバーを構成します。同期モードの
構成を参照してください。

• エージェント URLをWebサーバー URLとして割り当てます。httpsページから http
URLにアクセスした結果として、ブラウザのセキュリティ設定で例外を定義する必要
があります。
Chromeの場合は、「Settings」、「Privacy and security」、「Insecure content」の順
に選択し、「Allow」で、サイト*.oraclecloud.comを追加します。

ノート:

非同期モードで実行しているときにドリルするには、エージェントが実行されて
いるローカル・ネットワークにいる必要があります。
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16
データの同期

データの同期により、単一の Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementビジ
ネス・プロセス内のキューブ(プラン・タイプ)間でデータを移動したり、異なる環境の 2つの
Cloud EPMビジネス・プロセス間でデータを移動できます。
たとえば、データの同期を使用して次のようにデータを移動します:

• Planningの入力キューブからレポート・キューブへ
• 実績を Financial Consolidation and Closeから Planningのレポート・キューブへ(差異レポ
ートのため)。

データ同期プロセスの説明
単一の Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementビジネス・プロセスにデー
タを移動するためにデータを同期するおおまかなステップは次のとおりです:

1. 同じ Cloud EPMビジネス・プロセス内でレポート・キューブにデータを移動するには:

a. アプリケーション・ページから、「EPMローカル」アプリケーションを追加し、レポー
ト・キューブを選択します。

b. 「OK」をクリックしてアプリケーションを登録します。

詳細は、アプリケーションの登録を参照してください。
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2. 全般ページで、同期するソース・アプリケーションとターゲット・アプリケーション間の
統合を作成します。
データを ASOまたは BSOアプリケーションに同期し、ターゲットが入力キューブである
場合は、「キューブ」からターゲットの入力キューブを選択します。

詳細は、直接統合の作成を参照してください。
3. ディメンションのマッピング・ページで、ソースとターゲット間でディメンションをマッ
プします。
同期がすべての関連要素を認識できるように、各ソースおよびターゲットに対応するディ
メンションをマップします。
ソース・メンバーとターゲット・メンバーが同じ場合は、ターゲット式を定義し、式とし
て copySource()を選択します。詳細は、次を参照してください ソース値のコピー
さらに、データを変換するための他の式を定義できます。
ソース式の詳細は、ソース式の使用を参照してください。
ターゲット式の詳細は、ターゲット式の使用を参照してください。
期間別データを Financial Consolidation and Closeにロードする場合、FCCS_Periodicメン
バーをビュー・ディメンションにマップする必要があります。これは、次に示すように、
値として FCCS_Periodicを指定した定数ソース式を使用することで実行できます。

ディメンションのマッピングの詳細は、ディメンションのマッピングを参照してください。
4. マップ・メンバー・ページで、各ディメンションのメンバーをマップし、ソースからの既
存のソース値に基づいてターゲット・システムのメンバーを使用します。
詳細は、メンバーのマッピングを参照してください。
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5. オプション・ページで、ソース・フィルタ、全般オプション、ターゲット・オプションな
どの統合パラメータを定義します。
全般オプションの詳細は、直接統合オプションの定義を参照してください。
「フィルタ」タブでディメンションを選択し、そのフィルタ基準を入力します。たとえば、
予算データのサブセットを指定して Planningソースから抽出し、ターゲットにロードでき
ます。詳細は、Planningフィルタの定義を参照してください。

「オプション」タブの「全般オプション」の下で、ソース・キューブ、期間マッピング・タ
イプ(デフォルトまたは明示)およびデータの抽出オプションを選択します。

データの抽出オプションの詳細は、直接統合オプションの定義のステップ 7データの抽出
オプションを参照してください。
「ターゲット・オプション」の下で、ロード方法、日付フォーマット、バッチおよびパー
ジ・オプションを含むデータのロード方法など、ターゲットへのデータのロード方法を管
理するオプションを選択します
ターゲット・オプションの詳細は、ターゲット・オプションの定義を参照してください。

6. 統合の実行ページから統合を実行して、ソースとターゲットの同期を実行します。
詳細は、統合の実行を参照してください。

クイック・モード・データ同期
クイック・モード・データ同期機能を使用すると、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementのビジネス・プロセス内またはビジネス・プロセス間でデータを移動できます。

第 16章
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この方法により、Cloud EPMビジネス・プロセス内でのデータ移動のパフォーマンスが向上し
ます。

クイック・モード・データ同期プロセスの説明
クイック・モードでデータを同期して単一の Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementビジネス・プロセスにデータを移動するステップ、または異なる環境の 2つの
Cloud EPMビジネス・プロセス間でデータを移動するステップをおおまかに示します。
クイック・モードを使用してデータを同期するには:

1. 同じ Cloud EPMビジネス・プロセス内でレポート・キューブにデータを移動するには:

a. アプリケーション・ページから、「EPMローカル」アプリケーションを追加し、レポー
ト・キューブを選択します。

b. 「OK」をクリックしてアプリケーションを登録します。

詳細は、アプリケーションの登録を参照してください。
2. 全般ページで、同期するソース・アプリケーションとターゲット・アプリケーション間の
統合を作成します。
a. 統合を作成するときは、「クイック・モード」スライダをタップしてオンにします

( )。
統合ジョブをクイック・モード方法に関連付けてからジョブを保存した場合、クイッ
ク・モードの関連付けを元に戻すことはできません。ただし、統合ジョブを削除する
ことは可能です。

b. データを ASOまたは BSOアプリケーションに同期し、ターゲットが入力キューブで
ある場合は、「キューブ」からターゲットの入力キューブを選択します。

第 16章
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詳細は、次を参照してください 直接統合の作成
3. ディメンションのマッピング・ページで、ソースとターゲット間でディメンションをマッ
プします。
同期がすべての関連要素を認識できるように、各ソースおよびターゲットに対応するディ
メンションをマップします。

Note:

ユーザーが期間別データを Financial Consolidation and Closeにロードする場
合、FCCS_Periodicメンバーをビュー・ディメンションにマップする必要があり
ます。これは、値として FCCS_Periodicを指定した定数ソース式を使用すること
で実行できます。

「レベル 0データ」抽出方法を使用するとき、ソース・フィルタで共有メンバーを使用する
ことはできません。

Note:

「レベル 0データ」抽出方法を使用するとき、ソース・フィルタで共有メンバー
を使用することはできません。

ソース・メンバーとターゲット・メンバーが同じ場合は、ターゲット式を定義し、式とし
て copySource()を選択します。詳細は、ソース値のコピーを参照してください。
さらに、データを変換するための他の式を定義できます。
• ソース式の詳細は、ソース式の使用を参照してください。
• ターゲット式の詳細は、ターゲット式の使用を参照してください。

ディメンションのマッピングの詳細は、ディメンションのマッピングを参照してください。
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4. メンバー・マッピングはサポートされていません。
5. オプション・ページから、フィルタ、ソース・オプションを選択し、キューブ(プラン・タ
イプ)、期間マッピング・タイプ(デフォルトまたは明示)、ターゲット・オプションおよび
データの抽出オプションを選択します。
「フィルタ」タブでディメンションを選択し、そのフィルタ基準を入力します。たとえば、
予算データのサブセットを指定して Planningソースから抽出し、ターゲットにロードでき
ます。詳細は、Planningフィルタの定義を参照してください。

「オプション」タブで「全般オプション」の下のオプションを選択して、キューブ(プラン・
タイプ)、期間マッピング・タイプ(デフォルトまたは明示)、データの抽出方法などの全般
オプションを追加または変更します。

Note:

「データの抽出オプション」の方法をレベル 0エクスポートとして使用し、2つの
サービス間でデータを移動する場合、ソース・インスタンスで統合を定義し、デ
ータをターゲット・インスタンスにプッシュする必要があります。ターゲット・
インスタンスで統合を定義してデータ・プルを実行することはできません。デー
タ・プルを使用する場合は、保管されたデータまたは「すべてのデータ」抽出オ
プションを使用します。
データの抽出オプションの詳細は、直接統合オプションの定義のステップ 7デー
タの抽出オプションを参照してください。

ソース・オプションの詳細は、直接統合オプションの定義を参照してください。
「ターゲット・オプション」の下で、ロード方法、日付フォーマット、バッチおよびパー
ジ・オプションを含むデータのロード方法など、ターゲットへのデータのロード方法を管
理するオプションを選択します
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ターゲット・オプションの詳細は、ターゲット・オプションの定義を参照してください。
6. 「統合の実行」で、クイック・モードでデータ同期を実行します。
統合の実行の詳細は、統合の実行を参照してください。
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17
データの統合

データ統合には、任意のソースとターゲットの組合せを統合できる拡張統合オプションが用意
されています。

Oracle ERP Cloudからの Oracle General Ledger残高の統
合

Oracle ERP Cloudの Oracle General Ledger残高データを Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementアプリケーションと統合できます。この統合では、必要なソース元
帳を Oracle ERP Cloudから選択し、いくつかの単純なマッピングを設定してボタンを押すだ
けで、データが Cloud EPMアプリケーションに取り込まれます。この統合は、手動で実行する
ことも、特定の時間にスケジュールすることも可能です。

ノート:

平均日次残高(ADB)元帳は、現在の統合ではサポートされません。

ノート:

データ統合では Oracle General Ledgerとの統合の一部として、Financials
Accounting Hub (FAH)および Financial Accounting Hub Reporting Cloud Service
(FAHRCS)もサポートされます。

データ統合によって、Oracle General Ledgerアプリケーションへのドリル定義が自動的に設定
されます。
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データ統合では、データのロードのみでなく、Oracle ERP Cloudへのライトバックも簡単にな
ります。

統合プロセスの説明
次に、Oracle ERP Cloudの Oracle General Ledgerデータを Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementアプリケーションと統合する手順をおおまかに示します。
1. データ統合で、Oracle ERP Cloudの接続情報を構成し、Oracle ERP Cloudをデータ・ソ
ースとして登録します。
詳細は、ソース接続の構成を参照してください。

2. Oracle ERP Cloud (GL残高)からのデータを必要とする Cloud EPMアプリケーションを登
録します。
詳細は、Cloud EPMアプリケーションの登録を参照してください。

3. 1つ以上の Cloud EPMアプリケーションへのデータのロード元となる、Oracle ERP Cloud
の Oracle General Ledgerアプリケーションを登録し、Oracle General Ledgerアプリケー
ションをインポートします。
アプリケーションのインポート・プロセスによって、Oracle General Ledgerのデータが
Cloud EPMシステムに Oracle Essbaseキューブとして取り込まれます。それぞれの
Essbaseアプリケーションは、ソースの Oracle ERP Cloudの勘定体系定義を表します。
詳細は、Oracle ERP Cloudアプリケーションの登録を参照してください。

4. ソース・アプリケーションとターゲットの Cloud EPMアプリケーションの間の統合を作成
します。
詳細は、Oracle ERP Cloud (GL残高)との統合の作成を参照してください。

5. Cloud EPMアプリケーションと Oracle General Ledgerセグメント内のセグメントのディ
メンションの間でディメンションをマップします。
詳細は、次を参照してください ディメンションのマッピング

6. 転送中に Oracle General Ledgerの勘定体系値を Cloud EPMのディメンション・メンバー
に変換するためにメンバーをマップします。
詳細は、メンバーのマッピングを参照してください。

7. オプション・ページで、フィルタとアプリケーション・オプションを選択します。
Essbaseキューブのすべてのディメンションを含むデフォルト・フィルタが用意されてい
ます。キューブには重複するメンバーが含まれていることがあるため、完全修飾されたメ
ンバー名が必要です。Essbaseキューブにより Oracle General Ledgerセグメントが減り、
Oracle General Ledgerで勘定体系と元帳は 1対多の関係になります。
統合の作成時、データ統合でフィルタが作成されます。必要に応じてフィルタを変更でき
ますが、削除はできません。(フィルタが削除されると、データ統合でデフォルト値が再作
成されます)。これらのフィルタの詳細は、を参照してください Oracle General Ledgerフ
ィルタの定義

8. オプション: Cloud EPMアプリケーションに残高をロードするときのソースの Oracle
General Ledgerからの調整期間を定義します。

9. 任意のフィルタを使用して統合ジョブを実行します。
このプロセスによって、Oracle General Ledgerからデータが抽出されて Cloud EPMにロ
ードされます。
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10. オプション: Cloud EPMのデータを Oracle ERP Cloudの Oracle General Ledgerにライト
バックします。
Cloud EPMソース・システムから Oracle General Ledgerにデータをライトバックするに
は、統合を設定して実行します。この場合、Cloud EPMアプリケーションに対してフィル
タが適用されます。
オプションで、カスタム・ターゲット・アプリケーションを使用して、予算データを Cloud
EPMからフラット・ファイルにライトバックできます。この出力ファイルは、他のアプリ
ケーションにデータをロードするために使用できます。

ソース接続の構成
Oracle General Ledgerと Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementとの統合
を開始するには、まず Oracle ERP Cloudへの接続を作成します。
Oracle ERP Cloudへの接続を定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (接続の構成アイコン)をクリックします。
3. 接続ページで、 (「追加」ドロップダウン・アイコン)ドロップダウンから「Oracle ERP

Cloud」を選択します。

4. 「名前」に、ソース・システム名を入力します。
5. 「説明」に、ソース・システムの説明を入力します。
6. サービス URLに、Webサービスのサービス情報を入力します。
7. 「ユーザー名」に、Oracle ERP Cloudのユーザー名を入力します。

第 17章
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Cloud EPMと Oracle ERP Cloudの間で情報を送信するためのプロセス要求を開始する
Oracle ERP Cloudユーザーの名前を入力します。このユーザーには、"Financial Analyst"、
"General Accountant"、"General Accounting Manager"などの Oracle General Ledgerのジ
ョブ役割が割り当てられている必要があります。

8. 「パスワード」に、Oracle ERP Cloudのパスワードを入力します。
このパスワードは、Oracle ERP Cloudのパスワードを変更するたびに更新する必要があり
ます。

9. 「接続のテスト」をクリックします。
接続が正しくテストされると、[ソース・システム名]の接続に成功しましたという情報メッ
セージが表示されます。

10.「OK」をクリックします。

Oracle General Ledgerアプリケーションの登録
Oracle ERP Cloudからの Oracle General Ledgerデータを Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementアプリケーションと統合する場合、「アプリケーション」を使用し
て Oracle ERP Cloudをデータ・ソース・アプリケーション・タイプとして指定し、アプリケ
ーションをインポートして、Cloud EPMターゲット・アプリケーションと Oracle General
Ledger残高を統合するソースとして使用できるようにします。アプリケーションをインポー
トすると、ソースの Oracle General Ledgerデータが Cloud EPMシステムに Essbaseキュー
ブとして取り込まれます。それぞれの Essbaseアプリケーションは、ソースの Oracle General
Ledgerの勘定体系定義を表します。
Oracle ERP Cloudをデータ・ソースとして定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
4. 「タイプ」から、Oracle ERP Cloudを選択します。
5. 「接続」で、接続の名前を指定します。
たとえば、Fusionと指定します。

6. 「アプリケーション・フィルタ」で、ロードのフィルタを指定します。
アプリケーション・フィルタは、Oracle ERP Cloudからインポートするアプリケーション
の名前をフィルタするために使用されます。たとえば、Vision USAやワイルド・カード
Vision%などの特定のアプリケーション名でフィルタ処理できます。

7. 「アプリケーションのインポート」をクリックし、Oracle General Ledgerアプリケーショ
ンを登録して初期化します。

Oracle ERP Cloud (GL残高)との統合の作成
Oracle ERP Cloudから一般会計残高をロードするには、ソース Oracle General Ledgerアプリ
ケーションと Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーションの
間の統合を作成します。
Oracle General Ledgerアプリケーションと Cloud EPMターゲット・アプリケーションの間の
統合を作成するには:
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1. 「データ統合」ホーム・ページから、 (「追加」アイコン)をクリックして新しい統合を作
成します。

2. 統合の作成ページで、「名前」および「説明」に、新しい統合の名前および説明を入力しま
す。

3. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択し
て、データのロード先を指定します。

4. 「ソース」( )ドロップダウンから、Oracle ERP Cloudソースを選択します。

5. 「ターゲット」( )ドロップダウンから、Cloud EPMターゲット・アプリケーションを
選択します。

6. 「キューブ」から、ターゲット・アプリケーションのプラン・タイプを選択します。
7. 「カテゴリ」で、ソース・システムのデータを分類し、ターゲット・シナリオ・ディメンシ
ョン・メンバーにマップするためのカテゴリ・マッピングを選択します。
リストされているカテゴリは、設定時に作成したカテゴリ(「実績」など)です。詳細は、カ
テゴリ・マッピングの使用を参照してください。
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8. オプション: 統合に適したロケーション属性を選択します。詳細は、ロケーションの属性の
選択を参照してください。

9. 「保存」をクリックします。

ロケーション属性の定義
ロケーション属性を使用すると、ロードされるデータのタイプをロケーションによって絞り込
むことができます。たとえば、USドルなどの機能通貨を選択できます。
ロケーション属性を編集するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページで、ロケーション属性を定義する統合の右側にある をク
リックし、ドロップダウンから「全般」を選択します。

2. 統合の編集ページで、「ロケーション属性」をクリックします。
3. 「機能通貨」で、そのロケーションの機能通貨を指定します。
4. 「親のロケーション」に、ロケーションに割り当てられた親を入力します。
親マッピングは他のロケーションとのマッピングの共有に使用されます。親ロケーション
にマッピングを入力します。関連するロケーションが同じマッピングを使用できます。複
数のロケーションが親を共有できます。この機能は、複数のロケーションが勘定科目の 1
つのチャートを使用している場合に役立ちます。子または親のマッピング表を変更する
と、子と親のすべてのロケーションに適用されます。

ノート:

ロケーションに親がある場合、子にマッピングが引き継がれます。ただし、マッ
ピングに対する変更は、親ロケーションについてのみ実行できます。

5. 「ロジック勘定科目グループ」で、ロケーションに割り当てるロジック勘定科目グループを
指定します。
ロジック・グループには、ソース・ファイルがロードされた後に生成される 1つ以上のロ
ジック勘定科目が含まれます。論理勘定はソース・データから導き出される計算済勘定で
す。
ロジック・グループの値のリストは、作成先のターゲット・アプリケーションに基づいて
自動的にフィルタされます。

6. 「確認エンティティ・グループ」で、ロケーションに割り当てる確認エンティティ・グルー
プを指定します。
確認エンティティ・グループをロケーションに割り当てた場合、確認レポートは、グルー
プで定義されているすべてのエンティティについて実行されます。確認エンティティ・グ
ループをロケーションに割り当てない場合、確認レポートは、ターゲット・システムにロ
ードされたエンティティごとに実行されます。データ管理の確認レポートは、ターゲット・
システム、データ統合ソース・データまたはデータ統合の変換済データから直接値を取得
します。
確認エンティティ・グループの値のリストは、作成先のターゲット・アプリケーションに
基づいて自動的にフィルタされます。

7. 「確認ルール・グループ」で、ロケーションに割り当てる確認ルール・グループを指定しま
す。
システム管理者は、確認ルールを使用してデータの整合性を強化します。確認ルールのセ
ットが確認ルール・グループ内に作成され、確認ルール・グループがロケーションに割り
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当てられます。続いて、データがターゲット・システムにロードされた後、確認レポート
が生成されます。
確認ルール・グループの値のリストは、作成先のターゲット・アプリケーションに基づい
て自動的にフィルタされます。

8. 「保存」をクリックします。

カテゴリ・マッピングの使用
Oracle ERP Cloudのデータを統合する際、ソース・システム・データを分類し、ターゲットの
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementシナリオ・ディメンション・メンバ
ーにマップするカテゴリ・マッピングを選択できます。たとえば、Oracle ERP Cloudアプリケ
ーションの実際の残高を格納するための「実績」と呼ばれるシナリオ・ディメンション・メン
バーを持つことができます。Planningアプリケーションでは、同じソース・システム・データ
は、シナリオ・ディメンション・メンバー「現在」を使用して格納されます。データ統合では、
1つのカテゴリ・マッピングを作成して、それぞれのシナリオを表す 1つの名前をどちらにも
付与できます。これを行うには、「カテゴリ・マッピング」オプションを使用します。カテゴリ
の定義の詳細は、カテゴリ・マッピングの管理を参照してください

ディメンションのマッピング
ディメンションをマッピングすることにより、 Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementアプリケーションと Oracle General Ledgerアプリケーションのディメンション
の間でソース・ディメンショナリティをターゲット・ディメンショナリティに変換する方法を
定義できます。

ノート:

Oracle General Ledgerで、勘定体系とカレンダの組合せごとに 1つの Essbaseキュ
ーブが作成されます。この場合、同じインポート・フォーマットを使用して、この勘
定体系を共有する元帳からデータをインポートできます。元帳は、データ・ロード・
ルールでフィルタとして指定できます。

ソース Oracle General Ledgerアプリケーションと Cloud EPMターゲット・アプリケーション
の間でディメンションをマッピングするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

2. ディメンションのマッピング・ページの「インポート・フォーマット」で、統合で使用す
るインポート・フォーマットの名前を選択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

3. マッピング・グリッドで、ソースのソース列をターゲット・アプリケーションのディメン
ションにマッピングします。
ターゲット・アプリケーションのディメンションが自動的に移入されます。
統合に対してインポート・フォーマットがすでに定義されている場合、ソース列とターゲ
ット列が自動的にマッピングされます。
新規のインポート・フォーマットを追加する場合や、既存のインポート・フォーマットを
編集する場合は、次の手順を実行します:
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• 「列」で、ファイルからインポートするフィールド番号を指定します。
• 「ソース・ディメンションの選択」で、ターゲット・アプリケーションに割り当てるソ
ース・ディメンションの名前を指定します。
同じディメンションの複数のソース列をターゲット・ディメンションにマッピングで
きます。たとえば、4つの"Account"ソース列をマッピングできます。

• ソースまたはターゲットから直接値を操作する式を割り当てて、ソースまたはターゲ
ットの式を追加します。
ソース式の使用およびターゲット式の使用を参照してください。
オプション: カンマ区切りファイルの場合、行の右側にある をクリックし、追加す
る行をドロップダウンから選択することにより、インポート・フォーマットにマッピ
ングする追加行を選択します。
使用可能な行:

– ソース期間
* 年
* 期間
* 期間番号

– 通貨
– 属性
– 説明
– ディメンション行

* 勘定科目
* バージョン
* エンティティ
* 表示

行をスキップすることもできます。
4. 「保存」をクリックします。

メンバーのマッピング
メンバーをマップすると、転送中に Oracle General Ledgerの勘定体系値が Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Managementのディメンション・メンバーに変換されます。こ
れによってデータ統合で Oracle General Ledgerの残高を分類できます。
次の例では、勘定体系セグメントに基づいて Oracle General Ledgerで管理費用が 4001-4003
の範囲の勘定科目に分けられます。
Planningでは、管理費用の予算はディメンション値 410の管理費用とされます。
この例は、Oracle General Ledgerの 4001-4003の範囲の勘定科目の実績金額が Planningの
410管理費用にどのようにマップされるかを示しています。
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Planningのディメンション値と Oracle General Ledgerの勘定体系値の間に差異が生じること
があります。また、予算策定時に勘定科目表のセグメントが使用されないことがあります。
たとえば、予算策定に使用されない勘定体系セグメントに対してゼロの値(サブ勘定科目の値と
して"0000"など)をマップできます。

ノート:

ロードの前に Oracle General Ledgerの値に更新がない場合でも、ディメンションに
対するメンバー・マッピングを作成してデータ統合にターゲット値を作成するよう示
す必要があります。

マップ・メンバーを定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. マップ・メンバー・ページで、「ディメンション」ドロップダウンから、マップするディメ
ンションを選択します。
勘定科目ディメンションとエンティティ・ディメンションは Oracle General Ledgerから転
送されたものであるため、少なくとも、これらのディメンションの値はマップします。
その他の体系セグメントを転送する場合、各宛先ディメンションに対するマッピングを用
意する必要があります。

3. 「マッピング・タイプ」ドロップダウンからメンバー・マッピング・タイプを選択し、ソー
ス値を指定します。
メンバー・マッピングのタイプ:

マッピングのタイプ 説明 関連項目

ソース値をターゲット値と照合
して、完全一致したターゲット
値で置換します。
明示マッピングは、1対 1のマ
ッピングです。たとえば、ソー
ス値"ABC"はターゲット値"123"
に置換されます。

「明示」マッピングの使用
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マッピングのタイプ 説明 関連項目
連続したソース値範囲を 1つの
ターゲット値で置換します。
たとえば、「001」から「010」ま
での範囲が 1つの値に置換され
ます。
別の例として、300000から
3001999までの勘定科目を利益
剰余金にマッピングするが、勘
定科目 310000を資本拠出また
は配当にする必要があるとしま
す。

「範囲」マッピングの使用

1つのターゲット値にマッピン
グする非シーケンシャルな(連続
しない)ソース値をリストしま
す。
この場合、1つのマッピング内で
複数の値が 1つの値にマッピン
グされるため、(明示マップでは
必要な)複数のルールを作成する
必要がなくなります。
たとえば、ソース勘定科目
1503、1510および 1515をター
ゲット勘定科目 15000010にマ
ッピングできます。

「含む」マッピングの使用

特殊文字を使用して、ソース値
の文字列を照合し、それをター
ゲット値にマッピングします。
類似マッピングでは、アスタリ
スク(*)および疑問符(?)のワイ
ルドカード文字を使用します。
アスタリスクは、任意の数の文
字を表すプレースホルダです。
たとえば、1190*と指定すると、
勘定科目 1190、1190100および
1190-200が現金ターゲット勘
定科目にマッピングされます。
疑問符は、1文字を表すプレース
ホルダです。たとえば、119?と
いうソース勘定科目は、119で
始まる 4文字を含むソース勘定
科目のみにマッピングされま
す。

「類似」マッピングの使用
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マッピングのタイプ 説明 関連項目
マルチディメンション・マッピ
ングを使用すると、ソース列値
の特定の組合せに対してターゲ
ット値を割り当てることができ
ます。
この機能を使用すると、ターゲ
ット・アプリケーションで使用
可能でないディメンションにデ
ータをロードできます。
たとえば、勘定科目ディメンシ
ョンのマッピングは、エンティ
ティ、製品およびプロジェクト
のソース値に基づいて定義でき
ます。
さらに、ターゲット・アプリケ
ーション登録に追加された参照
ディメンションを選択できま
す。これらのディメンション
は、ターゲット・アプリケーシ
ョンに存在しないソース・ディ
メンションを含みます。これら
により、マルチディメンション・
フィルタの作成の柔軟性が増し
ます。これで、条件付きのデー
タ・ロードが容易になります。

マルチディメンショナル・マッ
ピングの使用

ノート:

変換用のソース値を処理する場合、特定のソース値に複数のマッピングが適用さ
れる場合があります。優先度の順位は、「明示」、「範囲」、「含む」、マルチディメ
ンショナル、「類似」の順です。「範囲」タイプと「類似」タイプ間ではマッピン
グが重複する場合があります。

4. をクリックして、新しいメンバー・マッピングを追加します。

また、マッピングを選択して「編集」アイコン をクリックすると、新しいマッピング
を追加せずに、必要に応じて既存のマッピングを編集することもできます。

5. メンバー・マッピングの追加ページの「ソース」から、ターゲット・ディメンション・メ
ンバーにマップするソース・ディメンション・メンバーを選択します。
Oracle General Ledgerからの値を入力します。値を直接入力します。
すべてのメンバーを変更せずにそのまま Cloud EPMビジネス・プロセスにマップするに
は、「ソース」に*を入力し、「ターゲット」に*を入力します。

6. 「ターゲット」に、予算情報のロードに使用する会計シナリオの値を入力します。
転送される Oracle General Ledgerの実際の残高を保管するために Cloud EPMビジネス・
プロセスで使用される値を入力します。

7. 「処理順序」で、マッピングの順序を指定します。
マッピング・タイプ内の優先度レベルは、処理順序により決定されます。マッピングは、
マッピング・タイプ内の名前のアルファベット順に処理されます。「数字」も順序付けに使
用できます。たとえば、「数値」を処理に使用する場合、処理順序は英数字のソート順で
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す。10、20、30、100が順序としてある場合、処理順序は 10、100、20、30になります。
処理順序に数値を使用する場合は、すべてのマップについて同じ桁数を使用してください。

8. 「説明」に、メンバー・マッピングの説明を入力します。
たとえば、「General Ledgerにマップ」といった説明を入力します。

9. 「符号の変更」で、指定したターゲット勘定科目の符号を反転させることを選択します。
「符号の変更」オプションは、多くの場合、収益および負債/資本ソース勘定科目の試算表
の符号がマイナスの場合に Oracle General Ledgerソース・データで使用します。Cloud
EPMアプリケーションでは、正数は貸方としてロードされることが多く、負数はすべて借
方としてロードされます。その結果、符号を反転させることができます。

ノート:

「符号の変更」オプションは、クイック・モード・ロードではサポートされていま
せん。

10. オプション: 「適用先」ドロップダウンから、メンバー・マッピングの適用先の統合の名前
を選択します。

11. メンバー・マッピングの追加ページで、「OK」をクリックします。
12. メンバー・マッピング・ページで、「保存」をクリックします。

Oracle General Ledgerフィルタの定義
Oracle General Ledgerからのデータのインポートに使用するデータ統合については、フィルタ
を使用して結果を制限します。
統合が作成されると、フィルタが自動的に定義されます。必要に応じてフィルタを変更できま
すが、削除はできません。(フィルタが削除されると、デフォルト値が再作成されます。)

Oracle General Ledgerディメンション フィルタ
シナリオ 実績
残高 期末残高
金額タイプ YTD
通貨タイプ 合計
その他のすべてのディメンション '@ILvl0Descendants("All '||

TARGET_DIMENSION_NAME||' Values")'

Oracle General Ledgerフィルタを追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、Oracle General Ledger統合の右側にある をクリ
ックし、「オプション」を選択します。

2. 「フィルタ」タブをクリックします。
3. をクリックします。
オプションで、フィルタにすでに割り当てられている別のディメンションを選択し、「ディ
メンション名」ドロップダウンから別のディメンションを選択するか、フィルタ条件を変
更します。
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4. 「ディメンション名」ドロップダウンから、フィルタの追加先のディメンションの名前を指
定します。

5. 「フィルタ条件」で、フィルタを指定します。
6. 「保存」をクリックします。

Oracle General Ledgerの調整期間の処理
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーションに残高をロード
する際、Oracle ERP Cloudの Oracle General Ledgerソース・システムからの調整期間を含め
ることができます。
Cloud EPMアプリケーションに残高をロードする際、Oracle ERP Cloudの Oracle General
Ledgerソース・システムからの調整期間を含めることができます。
調整期間は、ソースからの通常期間に関連する追加の期間です。「調整期間」は、その年の決算
期間より前に残高を調整するために設定される会計期間を表します。これらの期間は「per12」
に調整されるため、「per13」と表されます。通常、調整期間内の日付は通常の会計期間と重複
します。お客様は、会計カレンダの最初の期間を参照する「年始期間」を使用して、前年の繰
越残高額を調整できます。また、お客様は会計カレンダの最後の期間を「年末期間」として設
定して、現在の会計カレンダのトランザクション・モードを調整できます。
データ統合では、期間マッピングで調整期間をターゲット・アプリケーションの期間にマップ
する方法を指定して、調整が処理されます。調整の処理方法は、統合で指定されます。この機
能により、Oracle General Ledgerアプリケーションからのカレンダおよび期間を Oracle ERP
Cloudアプリケーションの期間にポイントするのみで、データ統合で Oracle General Ledgerソ
ース期間をマップできます。
統合を設定する際、調整期間マッピングが存在する場合に通常期間と調整期間をロードするこ
とも、調整期間マッピングが存在する場合は調整期間のみをロードすることもできます。
たとえば、期間 13を 12月/期間 12にマップし、「調整期間を含む」オプションを選択すると、
次のようになります。
• YTD残高について、期間 13が期末残高になります。
• PTD残高について、期間 13と 12月/期間 12が追加されます。
Oracle General Ledgerソース・システムからの調整期間を含めるには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「期間マッピング」を選択
します。

2. 「ソース・マッピング」タブを選択します。
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3. 「ソース・タイプ」ドロップダウンから、「Oracle ERP Cloud」を選択します。
4. 「接続」ドロップダウンから、Oracle ERP Cloudへの接続に使用する接続の名前を選択し
ます。

5. 「ソース・アプリケーション」ドロップダウンから、調整の元になる Oracle ERP Cloudソ
ース・アプリケーションを選択します。

6. 「ターゲット・アプリケーション」から、調整を適用する Cloud EPMアプリケーションを
選択します。

7. 「マッピング・タイプ」から、「調整」を選択します。
8. 「追加」をクリックします。
9. 「ソース期間キー」で、Oracle General Ledgerソース・システムからマップする月の最終
日を指定します。
ロケールのロケール設定に基づいた日付形式を使用します。たとえば、米国の場合、
MM/DD/YYという形式を使用して日付を入力します。
をクリックして、ソース期間キーを参照して選択することもできます。

「ソース期間キー」を選択すると、データ統合によって「ソース期間」および「ソース期間
の年」の各フィールドに自動的に移入されます。

10.「調整期間」で、Oracle General Ledgerソースからの調整期間の名前を指定します。
たとえば、Oracle General Ledgerからの調整期間が Adj-Dec-16である場合は、このフィ
ールドに「Adj-Dec-16」と入力します。

11.「ターゲット期間キー」で、ターゲット・システムからマップする月の最終日を指定しま
す。
ロケールのロケール設定に基づいた日付形式を使用します。たとえば、米国の場合、
MM/DD/YYという形式を使用して日付を入力します。
をクリックして、ターゲット期間キーを参照して選択することもできます。

「ターゲット期間キー」を選択すると、データ管理によって「ターゲット期間名」、「ターゲ
ット期間の月」,および「ターゲット期間の年」フィールドに自動的に移入されます。

12.「保存」をクリックします。
13.「データ統合」ホーム・ページから、直接統合の右側にある をクリックし、「オプショ
ン」を選択します

14.「カテゴリ」で、デフォルトのカテゴリ値を指定します。
リストされているカテゴリは、データ統合の設定時に作成したカテゴリです。

15.「カレンダ」から、ソース期間マッピング・カレンダの名前を選択します。
16.「期間マッピング・タイプ」で、データ・ルールごとに期間マッピング・タイプを選択しま
す。
有効なオプション:

• デフォルト—データ・ルールでは、データ統合で定義されている期間キーおよび前期
間キーを使用して、データ・ルール実行に含まれる各データ統合期間にマップされた
ソース一般会計期間を判断します。

• 明示—データ・ルールでは、データ統合で定義されている明示期間マッピングを使用
して、データ・ロード・ルール実行に含まれる各データ統合期間にマップされたソー
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ス一般会計期間を判断します。明示期間マッピングにより、期間が開始日および終了
日で定義されていない追加の Oracle General Ledgerデータ・ソースをサポートできま
す。

17.「調整期間を含む」から、調整期間を処理するための次のいずれかのオプションを選択しま
す。
• いいえ - 調整期間は処理されません。システムでは通常期間マッピング(「デフォルト」
および「明示的」として設定されたマッピング)のみが処理されます。「いいえ」は調整
処理のデフォルト・オプションです。

• はい - 「はい」を選択すると、通常期間と調整期間が含まれます。調整期間が存在しな
い場合は、通常期間のみが処理されます。

• はい(調整のみ) - 「はい(調整のみ)」を選択すると、調整期間のみが処理されます。た
だし、調整期間が存在しない場合は、かわりに通常期間が取得されます。

18.「保存」をクリックします。

統合の実行
統合を実行して、ソース・システムからデータを抽出し、結果を表示して検証します。データ
が正しく変換された場合は、データをターゲット・システムにプッシュできます。
統合の実行ページは、「オプション」と「フィルタ」の 2つのタブで構成されています。
「オプション」タブでは、変換ステージにおける選択した統合に関する全般オプションとターゲ
ット・オプションを選択できます。このページの期間選択は、ターゲット・システムに依存し
ます。
「フィルタ」タブでは、統合定義を毎回変更するのではなく、実行時にフィルタをすばやく追加
または変更し、それらを実行できます。フィルタは、データ・ソースからデータを問い合せる
ために使用します。フィルタに対する変更は保存されず、その実行のみに使用されます。
統合を実行するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合を選択し、 をクリックします。
2. 「オプション」タブを選択します。
3. 「ソースからインポート」を選択して、ソース・システムからデータをインポートし、デー
タのインポート、マップおよび検証など、必要な変換を実行します。
このオプションは次の場合にのみ選択します:

• 統合を初めて実行する。
• ソース・システムのデータが変更された。たとえば、エクスポート後にワークベンチ
でデータをレビューし、ソース・システムのデータを変更する必要があった場合など
です。

ソースからデータを初めてインポートした後では、ソース・システムのデータは変更され
ない場合がほとんどです。このとき、データが変更されなかった場合は、データをインポ
ートし続ける必要はありません。

4. 「再計算」を選択して、データのインポートをスキップし、更新されたマッピングを使用し
てデータを再処理します。

5. 「インポート・モード」から、データをインポートする方法を選択します。
使用可能なインポート・モード:
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• 追加 - POVの既存の行は変更されず、新しい行が POVに追加されます。たとえば、最
初のロードに 100行、次のロードに 50行が含まれるとします。この場合、50行が追
加されます。このロードの後で、POVの行の合計は 150です。

• 置換 - ターゲットのすべての POVデータをクリアしてから、ソースまたはファイルか
らロードします。たとえば、最初のロードに 100行、次のロードに 70行が含まれると
します。この場合、100行が削除され、70行が TDATASSEGにロードされます。この
ロードの後、行の総数は 70です。
Planningアプリケーションの場合、置換でロードする年、期間、シナリオ、バージョ
ンおよびエンティティのデータをクリアし、ソースまたはファイルからデータをロー
ドします。Planningアプリケーションに 1年分のデータがある場合に 1か月分のみを
ロードするとき、このオプションを使用すると、1年分すべてがクリアされてからロー
ドが実行されることに注意してください。

ノート:

ASOキューブに対して置換モードで統合を実行する際に、シナリオ・メンバ
ーが共有メンバーである場合、数値データ・ロードのみが実行されます。階
層が完全に含まれた完全修飾名でメンバー名を指定してください。シナリ
オ・メンバーが共有メンバーである場合、すべてのデータ型のロード方法は
機能しません。

ノート:

置換モードは、ロード方法「ライン・アイテムの自動増分を含むすべてのデ
ータ型」ではサポートされていません。

• マージ - (Account Reconciliationのみ)。変更された残高を同じロケーションの既存の
データとマージします。
マージ・モードにより、データが Account Reconciliationに最後にロードされたとき以
降に変更された残高が少数である場合に、データ・ファイル全体をロードする必要が
なくなります。2つのロード間でマッピングが変更された場合、お客様は完全なデー
タ・セットをリロードする必要があります。
たとえば、あるお客様では、1つの番号の勘定科目 IDに対して 100行の既存の残高が
あり、それぞれの金額は$100.00です。このお客様がマージ・モードで統合を実行し、
ソースには 1つの勘定科目 IDに対する金額が$80の 1行がある場合、統合の実行後
は、100行の残高があり、そのうちの 99それぞれの残高は$100.00、1つの残高
は$80.00です。

• インポートしない - データのインポートを全部スキップします。
• マップして検証 - データのインポートをスキップし、更新されたマッピングを使用して
データを再処理します。

6. 「エクスポート・モード」から、データをターゲット・アプリケーションにエクスポートす
る方法を選択します。
使用可能なオプション:

• マージ - 既存の日付をロード・ファイルからの新しいデータで上書きします。(デフォ
ルトでは、すべてのデータ・ロードが「マージ」モードで処理されます。)データが存在
しない場合は、新しいデータを作成します。
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• 置換 - ターゲットのすべての POVデータをクリアしてから、ソースまたはファイルか
らロードします。たとえば、最初のロードに 100行、次のロードに 70行が含まれると
します。この場合、100行が削除され、70行がステージング表にロードされます。こ
のロードの後、行の総数は 70です。
Planningアプリケーションの場合、置換でロードする年、期間、シナリオ、バージョ
ンおよびエンティティのデータをクリアし、ソースまたはファイルからデータをロー
ドします。Planningアプリケーションに 1年分のデータがある場合に 1か月分のみを
ロードするとき、このオプションを使用すると、特定の月がクリアされてからロード
が実行されることに注意してください。

• 累計 - アプリケーション内のデータをロード・ファイル内のデータで累計します。デー
タ・ファイルの一意の視点ごとに、ロード・ファイルの値がアプリケーションの値に
加算されます。

• 減算 - ソースまたはファイルの値を、ターゲット・アプリケーションの値から引きま
す。たとえば、ターゲットに 300があり、ソースに 100がある場合、結果は 200にな
ります。

• ドライ・ラン - (Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingのみ)ターゲッ
ト・アプリケーションにデータをロードせずに、データ・ロード・ファイルで無効な
レコードをスキャンします。データ・ロード・ファイルが検証され、無効なレコード
がログにリストされます(ログには 100個以下のエラーがリストされます)。エラーご
とに、エラーのある各レコードが対応するエラー・メッセージとともにログに示され
ます。ログの詳細は、「プロセスの詳細」で入手できます。

• エクスポートしない - データのエクスポートを全部スキップします。
• 確認 - データをターゲット・システムにエクスポートした後、現在の POVの確認レポ
ートを表示します。確認レポート・データが現在の POVに対して存在しない場合は、
空白のページが表示されます。

7. 「開始期間」から、データをロードする最初の期間を選択します。
フィルタする文字を入力すると、期間をフィルタできます。たとえば、Jと入力すると、J
で始まる月(June、Julyなど)がフィルタされます。また、ドロップダウンをクリックして、
追加の結果があるため、さらにフィルタしてください。の下に表示される編集ボックスに
追加のフィルタ条件を指定できます。
この期間名は、期間マッピングに定義されている必要があります。

8. 「終了期間」から、データをロードする最後の期間を選択します。
この期間名は、期間マッピングに定義されている必要があります。
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ノート:

ホーム・ページで POV期間が選択されている場合は、選択された期間がここで
デフォルト設定されます。POV期間が選択されていない場合は、ブラウザのキャ
ッシュに基づき、最後に使用された期間にデフォルト設定されます。
別の期間の横にロック解除アイコン
(

)が表示されている場合、その期間を選択できます。
データ管理のシステム設定でグローバル POVモードが有効になっている場合、
その期間はグローバル POV期間にデフォルト設定され、お客様は別の期間を選
択できません。この場合、「期間」ドロップダウンの横にロック・アイコン
(

)が表示されます。

9. 「ターゲットにエクスポート」を選択して、データをターゲット・アプリケーションにエク
スポートします。

10.「確認の実行」を選択してデータを生成し、「確認レポート」を実行します。
11. (オプション): 「フィルタ」をクリックします
12. 実行時に実行するフィルタを追加または変更します。
フィルタは、データ・ソースからデータを問い合せるために使用します。統合の実行ペー
ジで指定したフィルタは保存されず、その実行のみに使用されます。

13.「実行」をクリックします。
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Oracle ERP Cloudへのライトバック
ライトバックでは、予算と実績を Oracle General Ledgerにライトバックできます。
たとえば、Oracle General Ledgerから予算対実績をレポートすることが必要になる場合があり
ます。

Oracle General Ledgerへの実績のライトバック
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーションの実績情報がす
べてそろったら、Cloud EPMアプリケーションをソースとして定義し、Oracle ERP Cloudの
Oracle General Ledgerターゲット・アプリケーションにデータをライトバックできます。
必要なフィルタを指定したら、実績値を Cloud EPMから抽出し、Oracle General Ledgerに書
き込むことができます。「統合の実行」ステップで、データがフラット・ファイルに書き込ま
れ、それがファイル・リポジトリにコピーされます。データがライトバックされると、Oracle
General Ledgerで仕訳が作成されます。
Oracle ERP Cloud側で ERPシステムを構成するときは、「一般会計残高キューブの作成」を使
用して Oracle Fusion ERP Essbaseキューブが作成されていることを確認してください。ま
た、「シナリオ・ディメンション・メンバーの作成」ジョブを使用して Oracle Fusion ERP
Essbaseキューブでシナリオがすでに設定されている必要があります。
Oracle ERP Cloud /Cloud EPM統合には、権限またはユーザー役割および統合されるすべての
ERP元帳を操作するためのデータ・アクセス権が必要です。
Oracle ERP Cloudにライトバックするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、Cloud EPMソース・アプリケーションの右側にある を
クリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

3. 「オプション」タブを選択します。
4. 「残高タイプ」ドロップダウンから、「実績」を選択します。
5. 「仕訳ソース」で、Oracle ERP Cloudで定義された仕訳ソースと一致する仕訳ソースの説
明を入力します。

6. 「仕訳カテゴリ」で、Oracle ERP Cloudの仕訳カテゴリと一致する仕訳カテゴリの説明を
入力します。

7. 「保存」をクリックします。
8. 「データ統合」ホーム・ページから、 をクリックし、統合の作成ページで、ソース・デ
ータとターゲットの間の統合を作成して、「保存して続行」をクリックします。
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a. 「名前」および「説明」に、新しい統合の名前および説明を入力します。
b. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択
して、データのロード先を指定します。

c. 「ソース」( )ドロップダウンで、ドロップダウンから Cloud EPMアプリケーショ
ンの名前を選択します。

d. 「ターゲット」( )から、Oracle ERP Cloudアプリケーションを選択します。
e. 「キューブ」から、ターゲット・システムのプラン・タイプを選択します。
f. 「カテゴリ」で、ソース・システムのデータを分類し、ターゲット・シナリオ・ディメ
ンション・メンバーにマップするためのカテゴリ・マッピングを選択します。
リストされているカテゴリは、設定時に作成したカテゴリ(「実績」など)です。詳細は、
カテゴリ・マッピングの管理を参照してください。

g. オプション: 統合に適したロケーション属性を選択します。詳細は、ロケーションの属
性の選択を参照してください。

h. 「保存して続行」をクリックします。
9. ディメンションのマッピング・ページで、Oracle ERP Cloudソース・アプリケーションの
ディメンションを Cloud EPMアプリケーションのディメンションにマップします。
新しいディメンションを追加する場合、または既存のディメンションを編集する場合は、
次のことを行います:

• 「列」で、ファイルからインポートするフィールド番号を指定します。
• 「ソース・ディメンションの選択」で、ターゲット・アプリケーションに割り当てるソ
ース・ディメンションの名前を指定します。
同じディメンションの複数のソース列をターゲット・ディメンションにマッピングで
きます。たとえば、4つの"Account"ソース列をマッピングできます。

• ソースまたはターゲットの式を追加します。ソースまたはターゲットから直接値を操
作する式を割り当てます。
ソース式の使用およびターゲット式の使用を参照してください。

必ず、ターゲット・ディメンション「元帳」のソースをマップしてください。
エンティティなどのディメンションを元帳にマップし、必要なデータ・ロード・マッピン
グを定義して Oracle General Ledgerの名前に変換します。単一元帳にライトバックする
場合、式列に元帳の名前を入力します。
オプション: 各仕訳に対して追加の参照データ/属性データを入力する場合は、属性列を使
用して列をマップします。
属性列、属性 1から属性 10は、REFERENCE1から REFERENCE10用に予約されていま
す。この場合、REFERENCE列をディメンションとして追加し、ターゲット・アプリケー
ションの ATTR列にマップする必要もあります。たとえば、REFERENCE3に入力するに
は、ディメンションの詳細を挿入して適切な名前を付け、属性タイプを割り当てて、デー
タ列 ATTR3を割り当てます。(ATTR11から ATTR30は、ATTRIBUTE1から
ATTRIBUTE20用に予約されています。Attribute1は ATTR11に、Attribute2は ATTR12に、
というように格納されます。)
詳細は、ディメンションのマッピングを参照してください。

10. マップ・メンバー・ページで、ソースからターゲットにメンバーをマップします。
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すべてのメンバーを変更せずにそのまま Oracle ERP Cloudにマップするには、「マッピン
グ・タイプ」で「すべて」を選択し、「追加」をクリックして、マップ・メンバーの追加ペ
ージで、「ソース」に*を入力し、「ターゲット」に*を入力します。
詳細は、メンバーのマッピングを参照してください。

11.「保存して続行」をクリックします。
12.「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「期間マッピング」を選択
します。
期間マッピングは、転送のために期間を Oracle General Ledgerの会計カレンダ期間に変換
する場合に使用されます。

13.「アプリケーション・マッピング」タブを選択します。
14. アプリケーション・マッピング・ページの「ターゲット・アプリケーション」から、デー
タをライトバックする、Oracle ERP Cloudの Oracle General Ledgerアプリケーションを
選択します。

15. をクリックして、実績金額を受け取る期間ごとに別個の行を追加し、次のことを行いま
す。

ノート:

期間を指定する場合は、開始および終了期間が単一会計年度内にある必要があり
ます。会計年度をまたがるデータ範囲を指定すると、データが重複します。

16.「期間キー」、「ターゲット期間の月」および「ターゲット期間の年」を定義します。
• 期間キー—ターゲット・システムからマップする月の最終日を指定します。
ロケールのロケール設定に基づいた日付形式を使用します。たとえば、米国の場合、
MM/DD/YYという形式を使用して日付を入力します。

• ターゲット期間の月 - このフィールドの値は、転送された金額を受け取る Oracle
General Ledgerの元帳の会計カレンダと一致する必要があります。

• ターゲット期間の年 - (「ターゲット期間の月」列で定義されている)会計期間に対応す
る値を使用します。

値を選択すると、期間キー、前期間キー、期間名およびターゲット期間の月に関する情報
が自動的に移入されます。

17.「データ統合」ホーム・ページから、ファイルベースの統合の右側にある をクリック
し、「オプション」を選択します。

18. 次の内容を完了します。
a. 「ファイル名」で、データのロード元のデータ・ファイル名を選択します。データ・ソ
ース・アプリケーションの作成元ファイルと同じファイルにすることも、データと適
切なヘッダーを含む別のファイルにすることもできます。
ファイル名しか指定しない場合、ルールの実行ウィンドウで単一の期間に対してデー
タを入力する必要があります。
複数の期間をロードするには、各期間用のファイルを作成し、期間名または期間キー
をファイル名に追加します。ルールを複数の期間で実行する場合、各期間のファイル
名が作成され、適切な POVにアップロードされます。

b. 「ディレクトリ」で、ファイルが割り当てられているディレクトリを指定します。
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データ統合ディレクトリ内のファイルに移動するには、「選択」をクリックし、選択ペ
ージでファイルを選択します。選択ページで「アップロード」を選択し、アップロー
ドするファイルの選択ページでファイルに移動することもできます。
ファイル名を指定しない場合、ルールを実行すると、データ統合によってファイル名
の入力を求められます。

c. データを複数の期間にロードするには、「ファイル名の接尾辞タイプ」ドロップダウン
で、「期間名」または「期間キー」を選択します。
ファイル名に接尾辞が付けられ、データ統合は接尾辞の追加後にファイル拡張子を追
加します。ファイル名を空白にすると、接尾辞付きのファイルが検索されます。ファ
イル名の接尾辞タイプを指定すると、ファイル名はオプションになり、ルールの実行
ウィンドウでは必要ありません。
ファイル名の接尾辞タイプが期間キーの場合、接尾辞インジケータと期間の日付フォ
ーマットがファイル名で(接尾辞セットとして)必要となり、有効な日付フォーマットと
して検証される必要があります。この場合、ルールを実行するときに、1_.txtを「ファ
イル名」フィールドに入力し、接尾辞インジケータとして「期間名」を選択します。
次に、1月から 3月の期間についてルールを実行します。
たとえば、次のように指定します:

i. 1_Jan-2019.txt

ii. 1_Feb-2019.txt

iii. 1_Mar-2019.txt

d. 「期間キーの日付フォーマット」で、ファイル名に追加する期間キーの日付フォーマッ
トを JAVA日付フォーマットで指定します。(SimpleDateFormat)。

e. 「保存」をクリックします。
19.「保存」をクリックします。
20. 統合を実行します。
「統合の実行」ステップで、データがフラット・ファイルに書き込まれ、それがファイル・
リポジトリにコピーされます。データがライトバックされると、Oracle ERP Cloudの
Oracle General Ledgerで仕訳が作成されます。
詳細は、統合の実行を参照してください。

Oracle General Ledgerへの予算のライトバック
Oracle General Ledgerから予算対実績をレポートする場合は、予算を Oracle General Ledger
にライトバックする必要があります。支出をオンラインで検証する場合は、予算を Budgetary
Controlにライトバックする必要があります。
この手順を使用して、Planning機能を使用して策定した元の予算および改訂済予算を Oracle
General Ledgerにライトバックします。
この手順は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementの予算改訂機能(別の
手順を介して一般会計と Budgetary Controlの EPMタイプ予算管理の両方で予算を自動的に
更新します)を使用して策定した予算改訂をライトバックするためのものではありません。
Oracle General Ledgerへのライトバックは、EPMタイプ予算管理について予算を Budgetary
Controlにライトバックするときにも自動的に実行されますが、Budgetary Controlにライトバ
ックする企業全体の予算の一部についてのみです。
詳細は、公共部門のための財務の使用を参照してください。
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Planningユーザーの場合、Oracle General Ledgerへの Cloud EPM予算のライトバックについ
て学習するには、このチュートリアル・ビデオを視聴してください。
チュートリアル・ビデオ
Planningモジュール・ユーザーの場合は、チュートリアル・ビデオを参照してください。
Oracle General Ledgerにライトバックするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、Cloud EPMソース・アプリケーションの右側にある を
クリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

3. 「オプション」タブを選択します。
4. 「残高タイプ」ドロップダウンから、「予算」を選択します。
5. 「仕訳ソース」で、Oracle ERP Cloudで定義された仕訳ソースと一致する仕訳ソースの説
明を入力します。

6. 「仕訳カテゴリ」で、Oracle ERP Cloudの仕訳カテゴリと一致する仕訳カテゴリの説明を
入力します。

7. 「データ統合」ホーム・ページから、 をクリックし、統合の作成ページで、ソース・デ
ータとターゲットの間の統合を作成して、「保存して続行」をクリックします。
a. 「名前」および「説明」に、新しい統合の名前および説明を入力します。
b. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択
して、データのロード先を指定します。

c. 「ソース」( )ドロップダウンから、データのライトバック元の Cloud EPMアプリ
ケーションの名前を選択します。

d. 「ターゲット」( )ドロップダウンから、Oracle ERP Cloudアプリケーションを選
択します。

e. 「カテゴリ」で、ソース・システムのデータを分類し、ターゲット・シナリオ・ディメ
ンション・メンバーにマップするためのカテゴリ・マッピングを選択します。
リストされているカテゴリは、設定時に作成したカテゴリ(「実績」など)です。詳細は、
カテゴリ・マッピングの管理を参照してください。

f. オプション: 統合に適したロケーション属性を選択します。詳細は、ロケーションの属
性の選択を参照してください。

g. 「保存して続行」をクリックします。
8. ディメンションのマッピング・ページで、Oracle ERP Cloudソース・アプリケーションの
ディメンションを Cloud EPMアプリケーションのディメンションにマップします。
新しいディメンションを追加する場合、または既存のディメンションを編集する場合は、
次のことを行います:

• 「列」で、ファイルからインポートするフィールド番号を指定します。
• 「ソース・ディメンションの選択」で、ターゲット・アプリケーションに割り当てるソ
ース・ディメンションの名前を指定します。
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同じディメンションの複数のソース列をターゲット・ディメンションにマッピングで
きます。たとえば、4つの"Account"ソース列をマッピングできます。

• ソースまたはターゲットの式を追加します。ソースまたはターゲットから直接値を操
作する式を割り当てます。
ソース式の使用およびターゲット式の使用を参照してください。

必ず、ターゲット・ディメンション「元帳」のソースをマップしてください。
エンティティなどのディメンションを元帳にマップし、必要なデータ・ロード・マッピン
グを定義して Oracle General Ledgerの名前に変換します。単一元帳にライトバックする
場合、式列に元帳の名前を入力します。
オプション: 各仕訳に対して追加の参照データ/属性データを入力する場合は、属性列を使
用して列をマップします。
属性列、属性 1から属性 10は、REFERENCE1から REFERENCE10用に予約されていま
す。この場合、REFERENCE列をディメンションとして追加し、ターゲット・アプリケー
ションの ATTR列にマップする必要もあります。たとえば、REFERENCE3に入力する場
合は、ディメンションの詳細を挿入して適切な名前を付け、属性タイプを割り当てて、デ
ータ列 ATTR3を割り当てます。(ATTR11から ATTR30は、ATTRIBUTE1から
ATTRIBUTE20用に予約されています。Attribute1は ATTR11に、Attribute2は ATTR12に、
というように格納されます。)
詳細は、ディメンションのマッピングを参照してください。

9. マップ・メンバー・ページで、ソースからターゲットにメンバーをマップします。
すべてのメンバーを変更せずにそのまま Oracle ERP Cloudにマップするには、「マッピン
グ・タイプ」で「すべて」を選択し、「追加」をクリックして、マップ・メンバーの追加ペ
ージで、「ソース」に*を入力し、「ターゲット」に*を入力します。
詳細は、メンバーのマッピングを参照してください。

10.「保存して続行」をクリックします。
11.「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「期間マッピング」を選択
します。
期間マッピングは、転送のために期間を Oracle General Ledgerの会計カレンダ期間に変換
する場合に使用されます。

12.「アプリケーション・マッピング」タブを選択します。
13. アプリケーション・マッピング・ページの「ターゲット・アプリケーション」から、デー
タをライトバックする、Oracle ERP Cloudの Oracle General Ledgerアプリケーションを
選択します。

14. をクリックして、実績金額を受け取る期間ごとに別個の行を追加し、次のことを行いま
す。

ノート:

期間を指定する場合は、開始および終了期間が単一会計年度内にある必要があり
ます。会計年度をまたがるデータ範囲を指定すると、データが重複します。

15.「期間キー」、「ターゲット期間の月」および「ターゲット期間の年」を定義します。
• 期間キー—ターゲット・システムからマップする月の最終日を指定します。
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ロケールのロケール設定に基づいた日付形式を使用します。たとえば、米国の場合、
MM/DD/YYという形式を使用して日付を入力します。

• ターゲット期間の月 - このフィールドの値は、転送された金額を受け取る Oracle
General Ledgerの元帳の会計カレンダと一致する必要があります。

• ターゲット期間の年 - (「ターゲット期間の月」列で定義されている)会計期間に対応す
る値を使用します。

値を選択すると、期間キー、前期間キー、期間名およびターゲット期間の月に関する情報
が自動的に移入されます。

16.「保存」をクリックします。
17. 統合を実行します。
詳細は、統合の実行を参照してください。

Oracle ERP Cloudからのメタデータの統合
データ統合を使用して、Oracle ERP Cloudの Oracle General Ledgerメタデータを Oracle
Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーションにロードできます。こ
の機能を使用すると、Oracle General Ledger階層の最上位ノード、セグメント値、説明、親、
子、勘定科目タイプなどをロードできます。
メタデータをロードするには、Oracle ERP Cloud (勘定体系)ソース・アダプタを使用して必要
なソース元帳を Oracle ERP Cloudから選択し、いくつかの単純なマッピングを設定し、ボタ
ンを押してデータを Cloud EPMアプリケーションに取り込みます。
次に、ワークベンチで Oracle General Ledgerがターゲットにどのようにロードされるかを示
します。

メタデータのロード・プロセスの説明
次に、ファイルから Planningアプリケーションにメタデータをロードする手順をおおまかに示
します。
1. ロードする各ディメンションのメタデータ・ロード・ファイルを生成します。
メタデータをロードできるのは、Planningプラットフォーム上で構築されたアプリケーシ
ョンに対してのみです。
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メタデータ・ロード・ファイルの作成方法の詳細は、メタデータ・ロード・ファイルの考
慮事項を参照してください。

2. 「アプリケーション」で、ディメンション・クラスまたはディメンション・タイプのターゲ
ット・アプリケーションを登録します。
データ統合によって 6つのディメンション・アプリケーション(勘定科目、エンティティ、
カスタム、シナリオ、バージョンおよびスマートリスト)が自動的に作成されます。
 

 

ディメンション・クラスまたはディメンション・タイプをターゲット・アプリケーション
として追加する方法の詳細は、ディメンション・クラスまたはディメンション・タイプの
ターゲット・アプリケーションの登録を参照してください。

3. 「アプリケーション詳細」で、各ディメンション・プロパティのレコードが作成されます。
メンバー名と親のみが必須フィールドです。
 

 

他のプロパティを有効にするには、ディメンション・メタデータ・アプリケーションに行
を追加します。行の名前は、Planningアプリケーションで使用されているプロパティ名ま
たは属性名です。

4. オプション: カスタム・ディメンション(Planningアプリケーションで「汎用」に指定され
ているディメンション)を追加するには、ターゲット・アプリケーションで、プロパティ名
を選択して「プロパティの選択」フィールドを有効にし、「データ表列名」の値にマップし
ます。次に、汎用ディメンションごとに別々のインポート・フォーマットを作成します。
次に、ディメンションのデータ・ルールで、データ・ルールのターゲット・オプションの
「ディメンション名」にディメンション名(「製品」、「増減」など)を指定します。

5. 「統合の作成」で、メタデータ・ファイルとターゲット・アプリケーションの間の統合を作
成します。
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詳細は、を参照してください ファイルベース統合の作成
6. 「ディメンションのマッピング」で、メタデータ・ロード・ファイルのデータを Oracle

Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーションのディメンションの
プロパティにマップします。
これにより、すべてのファイル・フォーマットからディメンション・メンバーをインポー
トできます。(ファイルのファイル・タイプは「区切り - すべてのデータ型」にする必要が
あります。)
プロパティは、ディメンション・アプリケーションのディメンションとして追加されます。
たとえば、エンティティの 2パス計算プロパティはディメンションとして追加され、ロー
ド時にフラット・ファイルによって"yes"または"no"プロパティが追加されます。
 

 

ノート:

ディメンション・アプリケーション内で選択されているディメンションは、ロー
ドされたディメンションです。これらをマップしないと、ロードは失敗します。
マッピングがない場合のデフォルト設定はありません。別名などのフィールドが
ロードされないようにするには、ターゲット・アプリケーションでチェック・ボ
ックスを選択解除します。ロードされたすべての行に 1つの値を指定するには、
「式」フィールドに値を指定して、そのディメンションに対して*to*をマップしま
す。

詳細は、ディメンション・マップの作成を参照してください。
7. 統合の実行ページの「エクスポート・モード」で、「マージ」を選択してから他のすべての
必須パラメータを選択します。
統合は 1つ以上の期間で実行できます。データのインポートと変換が正常に完了したこと
を確認してから、データをターゲット・アプリケーションにエクスポートします。
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統合の実行.

8. パイプラインを使用してメタデータをインポートおよびエクスポートすることもできま
す。詳細は、「メタデータのインポート」ジョブ・タイプの使用および「メタデータのエク
スポート」ジョブ・タイプの使用を参照してください。

Oracle ERP Cloudデータの統合
Oracle Fusion Financialsソースに直接接続せずに、統合メカニズムとしてデータ統合を使用し
て、Oracle ERP Cloudからデータのサブセットを抽出できます。この機能を使用すると、
Oracle Financials Cloudまたはサプライ・チェーンのデータ・ソースからインポートできます。
これを行うには、データ・ソースとして Oracle Business Intelligence Publisherレポートのデ
ータを問い合せるデータ・ソース・アダプタベースのフレームワークを使用します。BI
Publisherによって、Oracle ERP Cloudデータは Fusion Financialsデータベース表から直接抽
出されます。Oracle ERP Cloudにおけるどの種類のレコードでも、問合せに含めたり、その基
盤とみなすことができます。データがデータ統合に取り込まれると、データおよびメタデータ
を後でマップして Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementにロードできま
す。
事前にパッケージ化された問合せまたはカスタマイズされた BI Publisherレポートを使用し
て、Oracle ERP Cloudからデータを抽出するための独自のレポート・パラメータを定義できま
す。
データ統合を使用した Oracle ERP Cloudと Cloud EPMの統合の詳細は、概要: Oracle Cloud
ERPの Oracle Cloud EPMとの統合を参照してください。

事前パッケージ化済問合せを使用した Oracle ERP Cloudデータ
の統合プロセスの説明

データ統合には事前パッケージ化済問合せが付属しており、これは Oracle ERP Cloudをデー
タ・ソースとして提供するシード済データ抽出を使用します。
Oracle Business Intelligence Publisherの詳細は、Oracle Business Intelligence Publisher
12.2.1.3.0を参照してください
データ統合に付属している事前パッケージ化済問合せを使用して、Oracle ERP Cloudからデー
タをロードするステップは、次のとおりです。
1. Oracle ERP Cloud統合には、権限またはユーザー役割および Oracle ERP Cloudへのデー
タ・アクセス権が必要です。詳細は、Oracle ERP Cloud統合のセキュリティ役割の要件を
参照してください。

2. ソース・システム・タイプ Oracle ERP Cloudのソース・システムを登録し、ユーザー資
格証明を指定します。
このステップには、接続の詳細の指定および接続のテストが含まれます。
詳細は、Oracle ERP Cloud接続の構成を参照してください。

3. アプリケーションを Oracle ERP Cloudデータ・ソース・アプリケーション・タイプとして
登録し、保存します。
ソース列は、アップロードされたファイル抽出から自動的に移入されます。
Oracle ERP Cloudアプリケーションの登録を参照してください。

4. 「アプリケーション・フィルタ」で、統合オプションに入力値を指定します。
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ノート:

BI Publisher抽出によって返されるデータの量を制限するために必要なフィルタ
を定義します。フィルタによって最適なロード・パフォーマンスが保証されます。
ソース・フィルタで元帳に完全修飾名を使用することをお薦めします。

5. インポート・フォーマットを作成することにより、Oracle ERP Cloudデータ・ソースとタ
ーゲット・アプリケーション間の統合マッピングを設定します。
ディメンションのマッピングを参照してください。

6. インポート・フォーマットの関連付けに使用するロケーションを定義します。
7. ソースとターゲット間でディメンションをマップします。
ディメンションのマッピングを参照してください。

8. メンバーをソースからターゲットにマップします。
メンバーのマッピングを参照してください。

9. ソースおよびターゲットのオプションを選択します。
データ統合オプションの設定を参照してください。

10. 統合を実行します。
統合の実行を参照してください。

Oracle ERP Cloud接続の構成
Oracle ERP Cloudソース接続を使用して、次のデータ・ソースを登録および管理できます:

• Oracle ERP Cloud

• Oracle ERP Cloud (売掛/未収金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (試算表平均)

• Oracle ERP Cloud (カスタム)

• Oracle ERP Cloud (買掛/未払金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (試算表)

• プロジェクト管理
• Budgetary Controlの契約、債務、支出およびデータ・ソースのライトバック。予算レビュ
ーのデータ・ソース

Oracle ERP Cloud接続を作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (接続の構成アイコン)をクリックします。
3. 接続ページで、 (「追加」ドロップダウン・アイコン)ドロップダウンをクリックし、Oracle

ERP Cloudを選択します。
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4. 「名前」に、ソース・システム名を入力します。
5. 「説明」に、ソース・システムの説明を入力します。
6. サービス URLに、Webサービスのサービス情報を入力します。
7. 「ユーザー名」に、Oracle ERP Cloudのユーザー名を入力します。

Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementと Oracle ERP Cloudの間で情
報を送信するためのプロセス要求を開始する Oracle ERP Cloudユーザーの名前を入力し
ます。このユーザーには、"Financial Analyst"、"General Accountant"、"General Accounting
Manager"などの Oracle General Ledgerのジョブ役割が割り当てられている必要がありま
す。

8. 「パスワード」に、Oracle ERP Cloudのパスワードを入力します。
このパスワードは、Oracle ERP Cloudのパスワードを変更するたびに更新する必要があり
ます。

9. 「接続のテスト」をクリックします。
接続が正しくテストされると、[ソース・システム名]の接続に成功しましたという情報メッ
セージが表示されます。

10.「OK」をクリックします。

Oracle ERP Cloudアプリケーションの登録
Oracle ERP Cloudデータ・ソースから一般会計以外のデータを抽出して、Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementにロードできます。このようなタイプのデータ・ソース
を使用すると、データ統合で参照される Oracle Business Intelligence Publisherレポート抽出
を定義して、Oracle ERP Cloudソースから、買掛/未払金、売掛/未収金、固定資産、サプライ・
チェーンなどのデータを直接抽出できます。
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データ統合には、次のように、Oracle ERP Cloudソースに対する事前パッケージ化済問合せが
用意されています:

• Oracle ERP Cloud (買掛/未払金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (売掛/未収金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (試算表 - 平均)

• Oracle ERP Cloud (試算表)

また、BI Publisherデータ抽出に対するカスタム問合せを作成して実行できます。この場合、
データ統合で Oracle ERP Cloud (カスタム)データ・ソース・アダプタを使用して、BI Publisher
からソース CSVファイルをインポートし、使用するレポート・パラメータを設定します。

ノート:

Oracle ERP Cloudとの統合には、権限またはユーザー役割およびすべての ERP元帳
へのデータ・アクセス権が必要です。詳細は、Oracle ERP Cloud統合のセキュリテ
ィ役割の要件を参照してください。
システム・タイプ「Oracle ERP Cloud」を使用してデータ統合データ・ソースのソ
ース・システムを登録し、ユーザー資格証明を指定する必要があります。このステッ
プには、接続の詳細の指定および接続のテストが含まれます。詳細は、Oracle ERP
Cloud接続の構成を参照してください。

Oracle ERP Cloudアプリケーションを登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
4. 「タイプ」から、Oracle ERP Cloudの事前パッケージ化済問合せのタイプを選択します。
使用可能な Oracle ERP Cloudタイプは次のとおりです:

• Oracle ERP Cloud (買掛/未払金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (売掛/未収金トランザクション)

• Oracle ERP Cloud (試算表 - 平均)

• Oracle ERP Cloud (試算表)

「アプリケーション」に表示される事前パッケージ化済アプリケーションの名前は、このフ
ィールドで選択した Oracle ERP Cloudの事前パッケージ化済問合せのタイプによって異
なります。
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5. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

6. 「OK」をクリックします。

Oracle ERP Cloudデータ・ソースへのアプリケーション・フィル
タの適用

Oracle ERP Cloudソースに対する事前パッケージ化済問合せを選択するとき、すべてのアプリ
ケーション・フィルタは事前定義されています。ただし、統合オプションに入力値を指定でき
ます。
統合の実行またはアプリケーション・レベルで実際のパラメータ値を定義する必要がある場合
は、Oracle ERP Cloudデータ・ソースからレポート・パラメータとして定義する動的フィルタ
を選択できます。
「通貨タイプ」は動的フィルタの一例で、「入力済」、「統計」または「合計」のいずれかを選択
できます。
フィルタ条件は 1つのみでも、複数でも指定でき、さらに戻す値も厳密に指定できます。
レポート・パラメータ・リストの静的パラメータ値は、$$表記内に囲まれたパラメータ値に置
換して変更できる場合があります。このタイプのフィルタは、「元帳 ID」および「期間」パラ
メータに適用されます。
たとえば、静的パラメータ値 argument1 = $LEDGER_NAME$をレポート・パラメータ・リストに
パラメータとして追加できます。
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オプションの編集ページでは、パラメータの表示名が入力されています。これは、オプション・
ページに表示される名前です:

パラメータが統合定義の「オプション」タブでどのように表示されるかを次に示します:

事前定義された 2つのパラメータ$START_PERIODKEY$および$END_PERIODKEY$は、POV
から日付書式を使用して特定の期間を選択するのに使用できます。これら 2つのパラメータの
使用については、Oracle ERP Cloudからの期間レポート・パラメータの選択を参照してくださ
い。
Oracle ERP Cloudデータ・ソースのフィルタを追加するには。

1. アプリケーション・ページで、Oracle ERP Cloudデータ・ソースの右側にある をクリ
ックし、「オプションの編集」を選択します。

2. オプションの編集ページで、「追加」( )をクリックします。
空白のエントリ行が表示されます。

3. 次のことを実行して、渡すパラメータを選択します:

a. 「名前」フィールドで、パラメータの名前を指定します。
b. 「表示プロンプト」に、データ管理の「ソース・オプション」タブまたはデータ統合の
「統合の編集」ページでのフィルタの表示プロンプトの名前を入力します。

c. 「表示順」で、「ソース・オプション」または「統合の編集」ページでのフィルタの表
示順を指定します。
たとえば、フィルタ・リストの 99番目にフィルタを表示するには 99と入力します。
表示順は低い順にリストされます。
このフィールドが空白の場合、カスタム・フィルタを表示できず、デフォルト値がフ
ィルタ値として使用されます。

d. 「プロパティ・レベル」ドロップダウンで、フィルタが表示されるレベルを示すため
に、パラメータ(アプリケーション、統合、またはアプリケーションと統合の両方)の表
示レベルを選択します。

e. 参照タイプを使用してリストされる値のドロップダウンを提供するには、「検証タイ
プ」で次のいずれかを選択します
• なし
• 数値
• 参照の検証
• 参照の検証なし
• はい/いいえ
• 日付
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• 問合せ
• 選択リスト - 「検証オブジェクト」フィールドに値リストを入力できます。それぞ
れの値を新しい行に入力します。オプション・ページの値リスト(LOV)には、値が
リストとして表示されます。

たとえば、「取消済請求書のみ」オプションを「いいえ」に設定するには、「取消済請
求書のみ」のパラメータ・フィールドで「いいえ」を選択します。

f. 「検証オブジェクト」に、タイプによって検証される参照オブジェクトのリストを入力
します。

前の手順で選択リスト検証タイプを選択した場合に値リストを入力するには、 を
クリックし、検証オブジェクト・ページで値リストを入力して、「OK」をクリックし
ます。

4. 「条件リスト」で、次のいずれかまたはすべてに基づいて条件リストを提供します:

• EQ (等しい)

• IN

• 類似
条件値としては「等しい」、「類似」または「含む」が可能です。条件値はドロップダウン・リ
ストとして CONDITION_LISTフィールドに格納されます。値が EQ,INの場合、「条件」ド
ロップダウンには Equalと Inのみが表示されます。値が EQ LIKEの場合、ドロップダウン
には Equal、Likeのみが表示されます。EQ、IN、LIKEの任意の組合せがフィールドに格納
されます。1つのみの値が条件リストで提供される場合、条件は変更できません。デフォ
ルト値は EQです。複数の条件を指定する場合は、条件の前にカンマを付けてください。た
とえば、IN条件と LIKE条件を使用するには、,IN,LIKEを入力します

5. オプション 「保存」をクリックします。
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Oracle ERP Cloudからの期間レポート・パラメータの選択
Oracle ERP Cloudからデータをインポートするとき、$START_PERIODKEY$およ
び$END_PERIODKEY$表記に日付(日付固有フォーマットを使用)を指定して、データを抽出す
る期間を選択できます。
日付フォーマットの有効値は次のとおりです:

• dd: 日
• MMまたは MMM: 月
• yyまたは yyyy: 年
「入力日: 自」および「入力日: 至」を yyyy-MM-ddのフォーマットで指定します。2021年 1月
1日から 2021年 1月 31日までのデータをインポートするには、「入力日: 自」フィールドにレ
ポート・パラメータとして 2021-01-01と入力し、「入力日: 至」フィールドにレポート・パラ
メータとして 2021-01-31と入力します。
単一期間ロードを指定する場合は、$START_PERIODKEY$表記を選択して、データ・ロード・
ルールが実行される期間キーを示します。データは、$START_PERIODKEY$表記に指定され
た期間についてインポートされます。単一期間ロードの場合、ソース期間マッピングは必要あ
りません。
$START_PERIODKEY[MM-yy]$フォーマットを使用して実際の期間を選択することにより、
「会計期間名」を変更することもできます。
複数期間ロードを実行する場合は、範囲内のデータがインポートされ、START_PERIODKEY
および END_PERIODKEYパラメータ・リストに指定する必要があります。システムで正しい
期間にデータをロードするには、ソース期間マッピングがデータ抽出の「年」および「期間」
列に完全に一致する必要があります。
レポートで期間を範囲として受け入れる場合は、複数期間のインポートを使用できます。レポ
ートが期間名(START_PERIODKEYパラメータ)のみを受け入れる場合は、複数期間のインポー
トを使用できません。

カスタム問合せを使用した Oracle ERP Cloudデータの統合プロ
セスの説明

カスタム問合せを使用して Oracle ERP Cloudからデータをフェッチして、Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Managementにロードできます。カスタム問合せは、CSVフォ
ーマット済データ・ファイルを作成する Oracle Business Intelligence Publisherのレポートに
対して実行され、そのデータが Cloud EPMにロードされます。この場合、データ統合ではレポ
ートを実行してデータを抽出し、そのデータを Cloud EPMにロードします。
カスタム問合せを使用し、BI Publisherレポート抽出を使用して Oracle ERP Cloudから Cloud
EPMにデータをロードするステップは、次のとおりです。

ノート:

Cloud EPMとのカスタム Oracle ERP Cloud統合定義を作成し、それを ESSジョブ
として登録するには、Oracle Enterprise Scheduler (ESS)ジョブとしての BI Publisher
レポートの登録を参照してください。
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1. Oracle ERP Cloud統合には、権限またはユーザー役割および統合されるすべての ERP元
帳へのデータ・アクセス権が必要です。詳細は、Oracle ERP Cloudのセキュリティ役割の
要件を参照してください。Oracle ERP Cloudでの ERPの保護を参照してください。

2. Oracle ERP Cloudにナビゲートし、「新規プロセスのスケジュール」をクリックして、BI
Publisherレポートを実行します。

3. 「検索して選択」ページの「名前」で、レポートまたは抽出を選択し、「OK」をクリックし
ます。
BI Publisherレポートで CSVフォーマット・ファイルで出力ファイルが作成されている場
合は、任意のレポートを選択できます。Fusionでは必ずしもすべてのレポートで CSVフ
ォーマット・ファイルが作成されるわけではありません。

たとえば、「試算」と入力して試算表レポートを検索します。
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4. 「プロセスの詳細」から、抽出またはレポートのパラメータを選択し、「送信」をクリック
します。
次の例では、「元帳」が Vision Operations、「金額タイプ」が YTDまたは PTDです。
「会計期間」を必ず指定してください。「会計期間」は、レポートを再利用できるようにデ
ータ統合で設定されるパラメータです。

ノート:

Oracle ERP Cloud側で選択した抽出に、Cloud EPMから渡される 1つ以上のバ
インド・パラメータがない場合、Oracle ERP Cloudと Cloud EPMの統合は失敗
します。バインド・パラメータは、SQL文の実際の値のプレースホルダです。バ
インド・パラメータは、チルダ文字(~~)で囲まれる必要があります。たとえば、
"Period"をバインド・パラメータとして使用するには、~PERIOD~と指定します。
名前は、SQL問合せで指定した名前と完全に一致する必要があります。
そのためには、データ・モデル問合せで参照されないレポートに、バインド・パ
ラメータを直接作成します。データ統合のレポート・パラメータ・リストで、レ
ポート定義で作成したバインド・パラメータに渡されるランダム文字(ABCなど)
を指定します。
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レポートが生成されると、「出力」セクションに送信の結果が表示されます。

5. 再発行をクリックし、レポート出力ページから「csv」をクリックします。
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6. CSV出力ファイルを選択して右クリックし、「開く」を選択します。

7. ファイル・システムにレポートをローカルに保存します。
ダウンロードされた出力ファイルの名前を Appname.csv (Appnamは、データ統合の「デー
タ・ソース」アプリケーションの対象アプリケーション名)に変更します。これは、BI
Publisherレポート抽出を表します。

8. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
9. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
10.「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
11.「タイプ」から、Oracle ERP Cloud (カスタム)を選択します。
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12.「ファイル」から、 をクリックして CSVファイルを保存したフォルダに移動し、その
ファイルを選択して「OK」をクリックします。

レポートがターゲット・アプリケーションとして保存され、「アプリケーション名」は自動
的に移入されます。

13.「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はファイル名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。たとえば、
アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞としてイ
ニシャルを割り当てることができます。

14.「OK」をクリックします。
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15.「保存」をクリックします。
データ統合でアプリケーションが登録され、「ディメンションの詳細」のすべての列が返さ
れます。

16. アプリケーション・ページで、データ・ソース・アプリケーションの横にある をクリ
ックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

17.「接続名」で、ソース・システムの名前を指定します。
たとえば、ソース・システムの名前が「ERP Cloud」の場合は「ERP Cloud」と指定しま
す。
Oracle ERP Cloudまたは GLソース・システム名を使用するか、新しい名前を定義するこ
ともできます。

18. 実行方法 - ジョブを実行するための方法を指定します。
有効なオプション:

• BIPレポート - BI Publisherレポートを同期モードで実行します。これには、Oracle
ERP Cloudインスタンス内で約 5分のタイムアウト制限があります。この方法は、小
規模なデータ・セットまたは短時間で実行される問合せに適しています。

• ESSジョブ - BI Publisherレポートを非同期モードで実行します。実行時間の制限は
ありません。

19. レポート名 - レポートの名前を入力し、実行方法が「BIPレポート」の場合はレポートの
パスを入力します。たとえば、/Custom/MyReport.xdoと入力します。実行方法が「ESSジ
ョブ」の場合は、このフィールドは空白のままにします。
Oracle ERP Cloudでレポートの名前を見つける必要がある場合は、次のステップを実行し
ます:

a. Oracle ERP Cloudに移動してレポートを検索し、「レポートおよび分析」を選択して
パラメータ情報を取得します。

b. 「カタログの参照」をクリックします。
c. 抽出またはレポートを検索して選択します。
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d. 「詳細」、「プロパティ」の順にクリックします。
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e. 「カスタム・プロパティ」セクションで、「パス」フィールドまで下にスクロールしま
す。

f. データ統合にターゲット・アプリケーションを登録するとき、パス(および名前)をコピ
ーして「レポート名」フィールドに貼り付けます。

20. データ統合に戻り、レポート・パラメータ・リストで、カスタム問合せのレポート・パラ
メータを指定します。
レポート・パラメータを識別する必要がある場合は、次のことを実行します:

a. Oracle ERP Cloudに移動し、「概要」ページからレポートを選択して、再送信をクリ
ックします。
このステップにより、BI Publisherの抽出またはレポートで定義したレポート・パラメ
ータを表示して取得できます。

レポート・パラメータのリストが生成されます。

b. 「警告」ウィンドウに表示されるレポート・パラメータをコピーします。
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ノート:

#NULL (null)パラメータが BI Publisherパラメータとして Oracle ERP Cloud
から Cloud EPMに渡される場合、#NULLパラメータによって ERPアダプタ
ベースのフレームワークは失敗します。
この問題を修正するには、パラメータのリストで#NULLの値を持つパラメー
タを削除し、値を空のままにして、空白を削除します。
次に例を示します:

現在のパラメータが次のような場合:

argument1=30029384;argument2=#NULL;argument3=01-JAN-2022
argument2=#NULLを次のように変更します:

argument1=30029384;argument2=;argument3=01-JAN-2022

c. データ統合に移動し、「警告」ウィンドウからカスタム問合せのレポート・パラメー
タ・リスト・フィールドにレポート・パラメータ・リストを貼り付けます。
レポート・パラメータ・リストで、レポート定義で作成したバインド・パラメータに
渡されるランダム文字(ABCなど)を指定していることを確認します。Cloud EPMから
渡されるバインド・パラメータがない問合せを使用してレポートを作成すると、Cloud
EPM側でプロセスが失敗します。

21. データ統合で、インポート・フォーマットを作成することにより、Oracle ERP Cloudデー
タ・ソースとターゲット・アプリケーション間の統合マッピングを設定します。
ディメンションのマッピングを参照してください。

22. インポート・フォーマットの関連付けに使用するロケーションを定義します。
23. メンバーをソースからターゲットにマップします。
メンバーのマッピングを参照してください。

24. ソースおよびターゲットのオプションを選択します。
データ統合オプションの設定を参照してください。

25. 統合を実行します。
統合の実行を参照してください。

Oracle Enterprise Scheduler (ESS)ジョブとしての BI Publisherレポー
トの登録

Oracle Business Intelligence Publisherレポート抽出を Oracle ERP Cloudとの Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Management統合定義の基礎として作成すると、実行時間の制
限なく統合を実行できます。これを行うには、統合定義において、BI Publisherレポートを
Oracle Enterprise Scheduler (ESS)ジョブとして登録します。

ESSジョブの登録プロセスの説明
Oracle Business Intelligence Publisherレポート抽出を ESSジョブとして登録する方法の概要
を次に示します。
1. データ抽出 SQLを定義します。
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BI Publisherレポートのソースはデータ・モデルであり、これによりソース問合せおよびパ
ラメータ定義が定義されます。抽出を定義する前に、ソース抽出 SQLを定義する必要があ
ります。
詳細は、データ抽出プロセスの定義を参照してください。

2. BI Publisherレポート抽出のデータ・モデルを作成します。
詳細は、BI Publisherレポート抽出のデータ・モデルの作成を参照してください。

3. BI Publisherレポート抽出を作成します。
詳細は、BI Publisherレポート抽出の作成を参照してください。

4. 非同期モードで実行される Oracle Enterprise Scheduler (ESS)ジョブを作成します。
このステップは、抽出を非同期モードで実行する場合にのみ必要です。抽出レポート用の
カスタム ESSジョブを作成します。
詳細は、を参照してください Oracle Enterprise Scheduler (ESS)ジョブの作成

5. BI Publisherレポート抽出をソースとして使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementで統合を作成します。
詳細は、次を参照してください Cloud EPMと BI Publisherレポート抽出間の統合定義の作
成

データ抽出プロセスの定義
Oracle Business Intelligence Publisherレポートのソースはデータ・モデルであり、これにより
ソース問合せおよび問合せで使用するパラメータが定義されます。抽出を定義する前に、ソー
ス抽出 SQLを定義する必要があります。
次の例は、GL_BALANCES表から特定の期間および元帳の取引残高を抽出するサンプル問合せ
を示しています。ソース内の任意の表を指定できますが、明確で使いやすいように、ここでは
GL残高の例を示します。
データ抽出プロセスを定義するには:

1. SQLツールを使用して問合せを作成します。
この例では、BI Publisherで使用する前に結果のデバッグを容易にするために、SQLツー
ルを使用して問合せを作成します。このステップを実行するためのツールがない場合は、
BI Publisherで問合せを入力できます。これは基本問合せであり、抽出プロセスの一部とし
て期間および元帳名が Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementから渡
されるように、追加のバインド変数が含まれています。

第 17章
Oracle ERP Cloudデータの統合

17-46



2. 問合せの実行時に問合せとともに渡すバインド・パラメータ値を追加します。
Oracle ERP Cloud側で選択した抽出に、Cloud EPMから渡される 1つ以上のバインド・
パラメータがない場合、Oracle ERP Cloudとの統合は失敗します。
ここでは、2つのバインド・パラメータが問合せに追加されています:

次に、「Vision Services (USA)」という名前の元帳および期間「Jul-20」の場合の問合せか
らの出力サンプルを示します:
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BI Publisherレポート抽出のデータ・モデルの作成
このステップでは、Oracle Business Intelligence Publisherレポート抽出のデータ・モデルを作
成します。
データ・モデルは、レポート用のデータを取得して構造化するための BI Publisherの一連の指
示を含んだオブジェクトです。データ・モデルは、カタログ内に個別のオブジェクトとして存
在します。簡単に言うと、データ・モデルは単一データ・ソースから取得された 1つのデータ・
セット(たとえば、従業員表の列から返されたデータ)です。データ・モデルは、パラメータ、
トリガー、バースト定義、さらに複数のデータ・セットが含まれて複雑になることもあります。
データ・モデルを構築するには:

1. Oracle ERP Cloudの「ツール」で、「レポートおよび分析」に移動します。

2. BI Publisherが開いたら、「カタログのブラウズ」をクリックします。
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新しいタブが開き、新しいデータ・モデルを作成できます。これは、すべての BI Publisher
抽出に必要であり、BI Publisherレポートのソースです。

3. 「データ・モデル」をクリックします。

4. データ・モデル・ページから「SQL問合せ」を選択します。
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5. 問合せの名前を指定し、「SQLのタイプ」ドロップダウンで「標準 SQL」を選択します。
6. 「SQL問合せ」で、前の項で定義した SQLを貼り付けて「OK」をクリックします。
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7. パラメータの追加ページから、含めるバインド・パラメータを選択して「OK」をクリック
します。
バインド・パラメータは自動的に検出されます。
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8. データ・モデル・ページの「プロパティ」の「データ・セット」から、問合せを選択しま
す。
問合せ列が表示されます。
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9. 「プロパティ」を選択して必要に応じてグループ名を編集し、「OK」をクリックします。

10. データ・モデル・ページから、「データ」タブをクリックし、バインド・パラメータのサン
プル値を入力して問合せのサンプル・データを表示します。
データは、ツリー形式と表形式の両方で表示できます。
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11.「サンプル・データとして保存」をクリックします。
サンプル・データは、レポート・レイアウトを作成し、レポート定義をプレビューするた
めに必要です。

12.「データ・モデル」メニューから、「パラメータ」に移動し、行配置順序を選択します。
順序は重要であり、同じ順序をレポート定義で定義する必要があります。

13. 行を確認し、「保存」をクリックします。

14. データ・モデルを保存するロケーションを選択するよう求められます。
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15. 保存後は、BIカタログでデータ・モデルを表示して編集します。
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データ・モデルが保存された後は、それを BI Publisher抽出の基礎として使用できます。

BI Publisherレポート抽出の作成
このステップでは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementとの統合のデー
タ・ソースとして使用される Oracle Business Intelligence Publisherレポート抽出を作成しま
す。
BI Publisherレポート抽出を作成するには:

1. BI Publisherで、「新規」を選択し、「公開レポート」の下の「レポート」メニュー・オプシ
ョンを選択して新しいレポートを作成します。
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2. レポートの作成ページで、既存のデータ・モデルを使用するために「データ・モデルの使
用」をクリックし、次に「既存のデータ・モデルを使用してレポートを作成します」から、
データ・モデルを選択して「次」をクリックします。

3. 次のページでは、デフォルト値のままにします。
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4. 次のページで、ページの下部にある「総計行の表示」フィールドの選択を解除します。
5. 同じページで、左ペインの「データソース」から右ページのレイアウト領域に列をドラッ
グ・アンド・ドロップして、抽出対象のすべての列を含めます。
表示されるサンプル・データは、データ・モデルを作成したときに生成されたサンプル・
データに基づきます。
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6. 「終了」をクリックします。

7. レポートを必要なロケーションに保存します。
この例では、レポート定義は/Custom/EPMReport.xdoに保存されます。
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8. レポートの保存後、レポートを実行してデータが正しく表示されることを確認します。次
に、必要に応じてバインド・パラメータのサンプル値を入力します。

9. 行配置順序を確認し、レポートを編集して、順序がデータ・モデルと同じであることを確
認します。

第 17章
Oracle ERP Cloudデータの統合

17-60



10. レポートの編集中、CSVがレポートのデフォルト出力フォーマットとして含まれるように
します。

Note:

抽出を同期モードで実行する場合、実行は CSVをパラメータとして呼び出され
るため、デフォルト出力フォーマットを CSVに設定する必要はありません。た
だし、非同期モードで実行する場合、カスタム ESSジョブには CSVに設定され
たデフォルト・フォーマットが必要です。

11. デフォルト出力フォーマットとして CSVを選択するには、「リストで表示」をクリックし
ます。

12.「出力フォーマット」から、「データ(csv)」を選択します。
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Oracle Enterprise Scheduler (ESS)ジョブの作成
Oracle Business Intelligence Publisherレポートを Oracle Enterprise Scheduler (ESS)ジョブ
として登録し、統合を非同期モードで実行します。このモードでは、タイムアウト制限の対象
ではない特定の間隔で実行されるようにジョブをスケジュールできます。
ESSジョブを作成して抽出を非同期モードで実行するには:

1. BI Publisherで、「自分の企業」に移動し、「設定および保守」を選択します。

2. 「サブジェクト領域」ドロップダウンから、「財務」を選択します。

3. 「検索」をクリックします。
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4. エンタープライズ・スケジューラの管理を検索して「財務、サプライ・チェーン管理およ
び関連アプリケーション用のエンタープライズ・スケジューラ・ジョブ定義およびジョブ・
セットの管理」を選択します。

5. ジョブ定義の管理ページで、 をクリックして新しい ESSジョブを追加または作成し
ます。

6. 財務、サプライ・チェーン管理および関連アプリケーション用のエンタープライズ・スケ
ジューラ・ジョブ定義およびジョブ・セットの管理ページで、次のフィールドに入力しま
す:

a. 表示名 - 抽出のユーザー定義名を入力します。この名前は「スケジュール済プロセス」
に表示されます。

b. 名前 - スペースおよび特殊文字を使用せずに英数字の名前を指定します。
この名前は、データ統合アプリケーション・オプションの ESSジョブ名に使用されま
す。

c. パス - ESSジョブを保存するパスを指定します。
このパスは、/oracle/apps/ess/customのサブフォルダとして作成されます。たとえ
ば、epmを指定した場合、ESSジョブ・パスは/oracle/apps/ess/custom/epmです。
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ここで入力したパスは、 データ統合アプリケーション・オプションの ESSジョブ・パ
ス・フィールドに移入されます。

d. ジョブ・アプリケーション名 - FscmEssを選択します。
e. ジョブ・タイプ - BIPJobTypeを選択します。
データ統合ではタイプが BIPJobTypeの ESSジョブのみをトリガーできるため、これ
は必須パラメータです。

f. デフォルト出力フォーマット - 「XML」を選択します。
XML出力フォーマット・パラメータは、CSVフォーマットに加えた出力ですが、CSV
フォーマットを変更せず、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
にストリームされません。

g. レポート ID - BI Publisherレポート抽出の作成ステップで定義されたカスタム・レポー
トのレポート・パスを指定します。
たとえば、/Custom/MyReport.xdoと指定します

h. スケジュール済プロセスからの送信使用可能 - 選択して有効にします。
このオプションによって、ジョブを手動で起動でき、データ不一致の場合にジョブを
トラブルシューティングできます。

7. 「データ・モデル」コンポーネント・ペインの「パラメータ」で、パラメータの作成ページ
をクリックします。

8. BI Publisherで定義されたカスタム・レポート・パラメータそれぞれのパラメータを、レポ
ートに対して作成されたのと同じ順序で作成します。
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9. パラメータ・ページで、必要に応じて、上/下矢印を使用してパラメータの順序を変更しま
す。

10. Oracle ERP Cloudで、「新規プロセスのスケジュール」を選択して、BI Publisherジョブを
表示または送信します。
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Cloud EPMと BI Publisherレポート抽出間の統合定義の作成
Oracle Business Intelligence Publisherレポートを作成して ESSジョブとして登録した後、
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementと BI Publisherレポート抽出間の
統合定義を定義します。
統合定義を作成するには:

1. BI Publisherで、BI Publisherレポート抽出を実行し、それを CSVファイル・フォーマッ
トでファイル・システムにローカルにエクスポートします(初めて登録する場合)。
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ダウンロードされた CSV出力ファイルの名前を<Appname>.csv (<Appname>はデータ統
合のデータ・ソース・アプリケーションの対象アプリケーションの名前)に変更する場合が
あります。これは、BI Publisherレポートを表します。
CSVファイルをデータ統合の受信ボックス・フォルダにコピー(アップロード)する必要が
あります。ファイルのアップロードの詳細は、ファイル・ブラウザの使用を参照してくだ
さい。

2. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
3. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
4. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
5. 「タイプ」から、Oracle ERP Cloud (カスタム)を選択します。
6. 「ファイル」から、BI Publisherレポート抽出 CSVファイルの名前を指定するか、 をク
リックして BI Publisherレポート抽出 CSVファイルを保存したフォルダに移動し、そのフ
ァイルを選択して「OK」をクリックします。

7. 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

8. 「OK」をクリックします。
9. 「保存」をクリックします。

アプリケーションが登録されると、「アプリケーションは正常に登録されました」というメ
ッセージが返され、次に示すようにアプリケーションはアプリケーション・ページで使用
可能になります:
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データ統合でアプリケーションが登録され、「ディメンションの詳細」のすべての列が返さ
れます。

10. アプリケーション・ページで、データ・ソース・アプリケーションの横にある をクリ
ックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

11. アプリケーション詳細ページで、「オプション」タブをクリックします。
12. 次のフィールドに入力して「保存」をクリックします。

a. 接続名 - ソース・システム名を指定します。
b. 実行方法 - ジョブを実行するための方法を指定します。
有効なオプション:

• BIPレポート - BI Publisherレポートを同期モードで実行します。これには、
Oracle ERP Cloudインスタンス内で約 5分のタイムアウト制限があります。この
方法は、小規模なデータ・セットまたは短時間で実行される問合せに適していま
す。

• ESSジョブ - BI Publisherレポートを非同期モードで実行します。実行時間の制
限はありません。

Note:

BI Publisherレポートで ESS機能を使用しているときにデータ統合でタ
イムアウトが発生した場合は、データ管理のバッチ・タイムアウトを増
やします。これを行うには、バッチ定義の「タイムアウト」フィールド
でジョブの最大実行時間を指定します。詳細は、Oracle Enterprise
Performance Management Cloudデータ管理の管理のバッチ定義の操作
を参照してください。

c. レポート名 - レポートの名前を入力し、実行方法が「BIPレポート」の場合はレポート
のパスを入力します。たとえば、/Custom/MyReport.xdoと入力します。実行方法が
「ESSジョブ」の場合は、このフィールドはそのままにします。

d. ESSジョブ・パス - ESSジョブ定義が含まれているフォルダのパスを入力します。カ
スタム ESSジョブの場合、パスは/oracle/apps/ess/custom/で始まります。

e. ESSジョブ名 - ESSジョブ名を入力します。
f. レポート・パラメータ・リスト - カスタム問合せのレポート・パラメータを指定しま
す。
レポート・パラメータ・リストで、レポート定義で作成したバインド・パラメータに
渡されるランダム文字(ABCなど)を指定していることを確認します。Cloud EPMから
渡されるバインド・パラメータがない問合せを使用してレポートを作成すると、Oracle
ERP Cloud側でプロセスが失敗します。
レポート・パラメータを識別する必要がある場合は、次のことを実行します:
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i. Oracle ERP Cloudに移動し、「概要」ページからレポートを選択して、再送信を
クリックします。

レポート・パラメータのリストが生成されます。

ii. 「警告」ウィンドウに表示されるレポート・パラメータをコピーします。
iii. データ統合に移動し、「警告」ウィンドウからカスタム問合せのレポート・パラメ
ータ・リスト・フィールドにレポート・パラメータ・リストを貼り付けます。
レポート・パラメータ・リストで、レポート定義で作成したバインド・パラメータ
に渡されるランダム文字(ABCなど)を指定していることを確認します。Cloud
EPMから渡されるバインド・パラメータがない問合せを使用してレポートを作成
すると、Cloud EPM側でプロセスが失敗します。

13. 新しい統合を作成し、ソースとしてのデータ・ソース・アプリケーションおよびターゲッ
ト・アプリケーションを選択します。次に、残りのステップを作成して統合を作成します。
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a. インポート・フォーマット、ロケーションおよびディメンション・マッピングを作成
することにより、Oracle ERP Cloudデータ・ソースとターゲット・アプリケーション
間の統合マッピングを設定します。
ディメンションのマッピングを参照してください。

b. メンバーをソースからターゲットにマップします。
メンバーのマッピングを参照してください。

c. ソースおよびターゲットのオプションを選択します。
データ統合オプションの設定を参照してください。

d. 統合を実行します。
統合の実行を参照してください。

Cloud EPMへの Oracle ERP Cloudの為替(FX)レートのロード
データ統合では、ERP Cloudの FXレート・アダプタを使用して、Oracle ERP Cloudから為替
レート(FXレート)を抽出できます。アダプタは、データ統合のデータ・ソースとして使用され
ます。アダプタを使用すると、お客様は、外貨、日付および換算レート・タイプからなる特定
の組合せの日次換算レートを選択できます。この機能は、標準ロード方法にのみ使用できます。
ERP FXレート・アダプタでは、FXレートの期間マッピング要件をサポートしています。
Oracle ERP Cloudからのデータ・ソースは、換算日で提供されます。Oracle Fusion Cloud EPM
アプリケーションに簡単にマッピングおよびロードできるように、日付ベースの FXレート・
データが EPM期間に変換されます。

Note:

Oracle ERP Cloudから為替レートを抽出するには、ERP FXレート・アダプタを使用
する Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのお客様が Oracle
Fusion Financials Update24B以降を使用している必要があります。

外国為替(FX)レートの説明のロード・プロセスの説明
Oracle ERP Cloudから Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementビジネス・
プロセスに外国為替レート(FXレート)をロードするステップは、次のとおりです。
為替レートをロードするには:
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1. Oracle Fusion Financials Update24B以降を使用していることを確認します。
詳細は、Update 24Bを参照してください。

2. Oracle ERP Cloud統合には、権限またはユーザー役割および Oracle ERP Cloudへのデー
タ・アクセス権が必要です。
詳細は、Oracle ERP Cloud統合のセキュリティ役割の要件を参照してください。

3. Oracle ERP Cloudのソース・システムを登録し、ユーザー資格証明を指定します。
このステップには、接続の詳細の指定および接続のテストが含まれます。
Oracle ERP Cloudから為替レートを抽出するには、ERP FXレート・アダプタを使用する
Cloud EPMのお客様が Fusion Financials Update24B以降を使用している必要がありま
す。
詳細は、Oracle ERP Cloud接続の構成を参照してください。

4. 為替レート・アプリケーションを Oracle ERP Cloudデータ・ソース・アプリケーション・
タイプとして登録し、保存します。
a. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
b. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
c. 「タイプ」から、「Oracle ERP Cloud (為替レート)」を選択します。
「アプリケーション」では為替レート・アプリケーションが事前選択されています。

d. 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はファイル名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。たとえ
ば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

e. 「OK」をクリックします。
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5. アプリケーション・ページで、為替レート・アプリケーションの右側にある をクリッ
クし、「アプリケーション詳細」を選択します。

6. 「ディメンション」タブを選択し、為替レートの BI Publisherレポートから渡されたディメ
ンションを確認します。

7. 「オプション」タブの「接続名」で、Oracle ERP Cloudに対して使用する接続を指定しま
す。

Note:

アプリケーション・レベルでは、接続名のみを指定します。
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8. 為替レート・ソース・アプリケーションと Cloud EPMビジネス・プロセスの間の統合を作
成します。
統合の作成の詳細は、直接統合の作成を参照してください。

Note:

Account Reconciliationのお客様は、データ・エクスポート・アプリケーションを
ターゲットとして使用することで、レートをファイルに抽出できます。抽出レー
トをロードする場合、お客様はカスタム・インポート・スクリプトを使用して、
それを Account Reconciliationにロードできます。詳細は、次を参照してくださ
い データ・エクスポート・ファイル・アプリケーションの登録

9. 為替レート・ソース・アプリケーションと Cloud EPMアプリケーションの間で次のディメ
ンションをマップします。
マップするディメンション:

• CONVERSION_TYPEは「勘定科目」ディメンションにマップされます。
• CONVERSION_RATEは「金額」ディメンションにマップされます。
• FROM_CURRENCYは「通貨(元)」ディメンションにマップされます。
• VIEWは「表示」ディメンションにマップされます。
• TO_CURRENCYは「通貨」ディメンションにマップされます。
• CONVERSION_DATEは「期間」ディメンションにマップされます。
次に、ソース為替レートが Financial Consolidation and Closeのディメンションにマップさ
れる方法の例を示します:

ディメンションのマッピングの詳細は、ディメンションのマッピングを参照してください。
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10.「マップ・メンバー」で、「金額」列をターゲット・アプリケーションの任意またはすべて
のメンバーにマップします。
詳細は、次を参照してください メンバーのマッピング

11.「オプション」で、「換算タイプ」、開始日(dd-MM-yyyy)および終了日(dd-MM-yyyy)など、
為替レートのソースおよびターゲット・システムに固有のパラメータを統合レベルで指定
します。

Note:

次の「換算タイプ」、開始日(dd-MM-yyyy)、終了日(dd-MM-yyyy)、「通貨(元)」お
よび「通貨(先)」パラメータに複数の値を指定するには、各値の間でセミコロン
(;)を使用して複数の値を区切ります。たとえば、換算タイプに「社内」および「ス
ポット」を指定するには、「社内;スポット」と入力します。

換算タイプ—換算タイプを指定して、外貨仕訳金額を同等の機能通貨に変換するときに自
動的にレートを割り当てます。
Oracle General Ledgerには、次の事前定義済の日次換算レート・タイプが用意されていま
す:

• スポット: 特定の日付のレートに基づく換算を示す為替レート・タイプ。通貨の即時受
渡しに適用されます。

• 社内: 為替レートは会社の標準レートを識別します。一般に、このレートは、組織全体
で使用するために上級財務管理者によって決定される標準市場レートです。

• ユーザー: 為替レートは、外貨仕訳がいつ入力されたかを識別します。
• EMU固定|EMU Fixed: ユーロとの固定関係を持つ外貨を使用して(EMU有効開始日よ
り後に)仕訳が入力されたときに、General Ledgerによって自動的に提供される為替レ
ート。

換算レート・タイプの詳細は、換算レート・タイプの作成に関するガイドラインを参照し
てください。

12. 開始日(dd-MM-yyyy)には、為替レートをロードする開始日を dd-MM-yyyyフォーマットで
指定します。

13. 終了日(dd-MM-yyyy)には、為替レートをロードする終了日を dd-MM-yyyyフォーマットで
指定します。

14. (オプション): 「通貨(元)」には、為替レートの元となるソース通貨値を指定します。
たとえば、米国ドルの場合は「USD」にできます。
"元"となるすべての通貨を含めるには、このフィールドを空白のままにします。

15. (オプション): 「通貨(先)」には、ターゲット通貨値を指定します
たとえば、EUROの場合は「EUR」を指定できます。
"先"となるすべての通貨を含めるには、このフィールドを空白のままにします。

16.「保存」をクリックします。
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17. 為替レート・アプリケーションと Cloud EPMアプリケーションの間の統合を実行します。
統合の実行の詳細は、統合の実行を参照してください。
次のワークベンチは、為替レート・データ統合の結果を示しています:

Oracle ERP Cloud統合のセキュリティ役割の要件
Oracle ERP Cloudの Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementとの統合の
Oracle General Ledgerセキュリティ役割の要件には次のものが含まれます:

• 統合ユーザーの権限
• 統合ユーザーの事前定義済役割
• 統合ユーザーのカスタム役割
• 許可リスト

統合ユーザーの権限
Oracle General Ledgerと Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementの統合に
使用される、Oracle ERP Cloudで必要な統合ユーザーの権限は、次のとおりです:

権限 説明
GL_RUN_TRIAL_BALANCE_REPORT_PRIV Oracle General Ledgerからデータを Cloud EPM

にインポートします。
GL_ENTER_BUDGET_AMOUNTS_FOR_FINANCI
AL_REPORTING_PRIV

Cloud EPMからデータを Oracle General Ledger
にライトバックします。
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権限 説明
FUN_FSCM_REST_SERVICE_ACCESS_INTEGRATI
ON_PRIV

統合の実行に使用される REST APIを実行します

統合ユーザーの事前定義済役割
データをインポートする際に、次の事前定義済役割のいずれかを統合ユーザーに割り当てるこ
とができます:

• 一般会計担当
• 仕訳管理職務
• 期間クローズ管理職務
データをインポートおよびライトバックする際に、「一般会計担当」事前定義済役割を統合ユー
ザーに割り当てることができます。

統合ユーザーのカスタム役割
カスタム役割を統合用途に使用して、次の権限を割り当てることができます:
データをインポートする際に、次のカスタム役割のいずれかを統合ユーザーに割り当てること
ができます:

権限 説明
GL_RUN_TRIAL_BALANCE_REPORT_PRIV Oracle General Ledgerからデータを Oracle

Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementにインポートします。

FUN_FSCM_REST_SERVICE_ACCESS_INTEGRATI
ON_PRIV

統合の実行に使用される REST APIを実行します

データをインポートする際に、次のカスタム役割のいずれかを統合ユーザーに割り当てること
ができます

権限 説明
GL_RUN_TRIAL_BALANCE_REPORT_PRIV Oracle General Ledgerからデータを Cloud EPM

にインポートします。
GL_ENTER_BUDGET_AMOUNTS_FOR_FINANCI
AL_REPORTING_PRIV

Cloud EPMからデータを Oracle General Ledger
にライトバックします。

FUN_FSCM_REST_SERVICE_ACCESS_INTEGRATI
ON_PRIV

統合の実行に使用される REST APIを実行します

許可リスト
Oracle ERP Cloudで IP許可リストを有効にしている場合は、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementの IPアドレスをリストに追加します。
詳細は、Oracle Cloudアプリケーションによって開始されるWebサービス・コールの IP許可
リスト(文書 ID 1903739.1)を参照してください。
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EPM Planningプロジェクトと Oracle Fusion Cloud Project
Management (プロジェクト管理)の統合

この項では、EPM Planningプロジェクト・モジュール(プロジェクト)と Oracle Fusion Cloud
Project Management (プロジェクト管理)を統合して、組織のプランニングおよび予算作成を行
い、プロジェクトを実行する方法を説明します。

EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合について
EPM Planningプロジェクト・モジュール(プロジェクト)と Oracle Fusion Cloud Project
Management (プロジェクト管理)を統合して、組織のプランニングおよび予算作成を行い、プ
ロジェクトを実行できます。EPM Planningプロジェクトを使用して戦略的企業プランおよび
予算を開発し、プロジェクト管理を使用して承認済プロジェクトの実行およびコストの収集を
行います。実績コストは、EPM Planningプロジェクトを使用して、予算分析、予測および再
プランニングに含められます。
この相互的な統合を利用して、EPM Planningプロジェクトで新規プロジェクトを開発し、プ
ロジェクト予算を作成して、プロジェクト・プランニング全体を実行します。続いて、プロジ
ェクト管理を使用して実績を取得します。実績を EPM Planningプロジェクトに取り込んで、
予算の差異分析を行います。
この統合により、同期の頻度に応じて EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の両方
に同じ間接および資本プロジェクトが表示されるようになります。次の機能があります:

• EPM Planningプロジェクトで作成したプロジェクトおよび予算をプロジェクト管理に転
送します。リソース・クラス・レベルのベースライン予算として、プロジェクト管理で戦
略的予算が作成されます。

• 予算承認検証を使用して、プロジェクト・マネージャが作成した詳細予算と、EPM Planning
プロジェクトで作成された戦略的予算を比較検証します(オプション)。

• プロジェクト管理から EPM Planningプロジェクトにリソース・クラス・レベルで実績コ
スト金額を転送します。

• EPM Planningプロジェクトからプロジェクト管理に、再プランニングされた予算をリソー
ス・クラス・レベルで転送します。

データ管理およびデータ統合を使用して、EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の
間のデータ統合を推進します。データ管理およびデータ統合で提供される即時利用可能なソリ
ューションによって、EPM Planningプロジェクトのお客様はプロジェクト管理データ・モデ
ルからターゲット・ディメンションへの事前定義されたマッピングを適用できます。また、他
のマッピングを必要に応じてビジネス要件に合うように適用するなどして、これらの統合をカ
スタマイズおよび拡張することもできます。
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合の詳細は、統合されたプランニングお
よび予算作成の実行とプロジェクトの分析のホワイト・ペーパー(文書 ID 2739200.1)を参照し
てください。

EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合のプロセ
スの説明

データ統合で提供される即時利用可能なソリューションによって、お客様は EPM Planningプ
ロジェクトとプロジェクト管理間の双方向統合の事前定義されたマッピングを適用できます。
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お客様は、たとえば、プライマリ元帳カレンダとは異なるデフォルトのプロジェクト会計カレ
ンダ以外のカレンダを事業部門に使用する必要がある場合など、これらの統合をカスタマイズ
および拡張できます。
次のほとんどのタスクを実行するには、サービス管理者の役割を割り当てられている必要があ
ります。EPM役割の詳細は、事前定義済役割の理解を参照してください。
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理を統合するおおまかなステップは次のとおり
です:

1. EPM Planningを有効にし、EPM Planningプロジェクトの設定および構成要件を完了しま
す。
統合の設定および実行の詳細なステップは、EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管
理の統合を参照してください。
EPM Planningとプロジェクト管理のデータ統合の設定も参照してください

2. この機能を使用するために必要なセキュリティ権限およびジョブ役割を割り当てます。
このステップでは、BI Publisherの権限と、プロジェクトおよび予算ファイルベース・デー
タ・インポート・プロセスのセキュリティ役割が割り当てられている必要があります。
詳細は、Cloud EPMとプロジェクト管理統合のセキュリティ役割の要件を参照してくださ
い。

3. データ管理で、「ソース・システム」を選択し、次を実行します:

a. プロジェクト管理をソース・システムとして追加し、アプリケーション・タイプとし
て「Oracle ERP Cloud」を指定します。

b. ソース接続を構成し、テストします。
このステップでは、ユーザー名、パスワード、サービス URLなどの Oracle ERP Cloud
への接続情報を指定する必要があります。
ユーザーにプロジェクト管理役割のみが割り当てられているが、GL統合役割が付与さ
れていない場合、このステップの接続テスト部分は失敗します。ただし、統合はプロ
ジェクト管理役割のみで実行されます。
GL統合役割の詳細は、Oracle ERP Cloud統合のセキュリティ役割の要件を参照して
ください。

4. プライマリ EPM Planningプロジェクト・アプリケーションを OEP_PFP入力キューブま
たはすべての入力キューブを指定して登録します。
詳細は、EPM Planningプロジェクト・アプリケーションの登録を参照してください。

5. プライマリ EPM Planningプロジェクト・アプリケーションの「アプリケーション詳細」
で、プロジェクト、プロジェクト要素およびリソース・クラス・ディメンションが適切な
ディメンション分類に分類されていることを確認します。
詳細は、EPM Planningプロジェクト・アプリケーションのプロジェクト・ディメンション
の分類を参照してください。

6. レポート・プラン・タイプ・アプリケーションをアプリケーションとして PFP_REPキュ
ーブを指定して登録します。
詳細は、レポート・タイプ・アプリケーションの登録を参照してください。

7. ディメンション・アプリケーションを登録します。
エンティティおよびカスタム・ディメンションのみが必須です。勘定科目、シナリオ、バ
ージョンなどの他のディメンション・タイプは、登録後に必要に応じて削除できます。
詳細は、ディメンション・アプリケーションの登録を参照してください。
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8. アプリケーション・ページで、アプリケーションのリストに次が含まれていることを確認
します:

a. プライマリ EPM Planningプロジェクト
b. レポート・タイプ
c. ディメンション
上のアプリケーションのいずれかが登録されていない場合、統合の初期化は失敗します。

9. アプリケーション・ページで、EPM Planningプロジェクト・アプリケーションの右側にあ
る をクリックし、「統合の初期化」を選択します。

10. 統合の初期化ページで、「Project Portfolio Management (PPM)」初期化タイプ、Oracle
ERP Cloudへの接続、および統合の繰返しを指定するために使用する接頭辞を指定します。
詳細は、統合の初期化を参照してください。
このプロセスでは、次のような、EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理を統合す
るために必要な即時利用可能な統合定義が作成されます:

• プロジェクト予算のエクスポート
• プロジェクトのエクスポート
• エクスポートされたプロジェクト・ステータス同期
• プロジェクト実績のインポート
• プロジェクト予算のインポート
• プロジェクト組織のインポート
• プロジェクトのインポート
• インポートされたプロジェクト・ステータスの同期
初期化後に作成された統合定義の説明は、統合定義の参照を参照してください。

11. アプリケーションに複数の統合定義がある場合は、次の統合定義に対して必要なマッピン
グを定義します:

• エクスポートされたプロジェクト・ステータス同期
• プロジェクト予算のエクスポート
• 実績のインポート
• 予算のインポート
• プロジェクト・プロパティのインポート
詳細は、: 初期化マッピングの転記を参照してください

12. アプリケーションに追加のカスタム・ディメンションがある場合は、データ統合のディメ
ンションのマッピング・ページでこれらのディメンションに対して必要なマッピングを定
義します。
詳細は、カスタム・ディメンションのマッピングを参照してください。

13. 期間マッピングを追加して、統合中に EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理間
の期間および年の関係を定義します。
デフォルトでは、EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理間の期間マッピングは、
アプリケーションの作成時に自動的に設定されます。統合では、EPM Planningプロジェク
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トとプロジェクト管理の両方が、データ管理で定義されている期間マッピングで設定され
たデフォルト・カレンダを使用します。
期間マッピングを追加または変更する必要がある場合は、データ管理で定義されている「ア
プリケーション・マッピング」および「ソース・マッピング」オプションを使用して、期
間マッピングをカスタマイズできます。期間マッピングは次の 2つのレベルで定義できま
す:

• アプリケーション期間マッピングは、プロジェクト管理への予算のエクスポートで使
用される特別な期間マッピングを定義するために使用されます。詳細は、アプリケー
ション・マッピングの定義を参照してください。

• ソース・マッピングは、EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理で実績および
予算のカレンダ期間マッピングを作成するために必要です。詳細は、ソース・マッピ
ングの適用を参照してください。

Cloud EPMとプロジェクト管理統合のセキュリティ役割の要件
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementと統合するためのプロジェクト管
理のセキュリティ役割の要件には、次のものがあります:

• BI Publisherのセキュリティ
• プロジェクトおよび予算ファイルベース・データ・インポート・プロセスのセキュリティ

BI Publisherのセキュリティ
この統合で使用される Oracle Business Intelligence Publisherレポートを実行するには、次の
役割が必要です:

役割名 役割コード
サードパーティ・ソフトウェアへのプロジェクト・
データのインポート

PJF_IMPORT_PROJECT_INTO_THIRD_PARTY_SO
FTWARE_PRIV_OBI

プロジェクト設定の取得 PJF_GET_PROJECT_SETUPS_PRIV_OBI

プロジェクトおよび予算ファイルベース・データ・インポート・プロ
セスのセキュリティ

この機能で使用されるプロジェクトおよび予算ファイルベース・データ・インポート(FBDI)プ
ロセスを実行するには、次の権限が必要です:

プロジェクトおよび予算 FBDIプロセスの役割は次のとおりです:

権限名 権限コード
プロジェクトのインポート・プロセスの実行 PJF_RUN_IMPORT_PROJECT_PROCESS_PRIV

プロジェクト予算のインポート・プロセスの実行 PJO_RUN_IMPORT_PROJECT_BUDGET_PROCESS
_PRIV

役割の名前およびコードは次のとおりです:
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役割名 役割コード
プロジェクトのインポート・プロセスの実行 PJF_RUN_IMPORT_PROJECT_PROCESS_PRIV_OB

I

プロジェクト予算のインポート・プロセスの実行 PJO_RUN_IMPORT_PROJECT_BUDGET_PROCESS
_PRIV_OBI

職務の名前およびコードは次のとおりです:

職務名 職務コード
FSCMインタフェースのロード管理 ORA_FUN_FSCM_LOAD_INTERFACE_ADMIN_DU

TY

プロジェクト管理ソースの登録
プロジェクト管理からソースを統合する場合、まずソース・システムを作成して登録し、次に
アプリケーション・タイプ「Oracle ERP Cloud」を指定します。
プロジェクト管理をソースとして追加するには:

1. データ管理を起動します。
2. 「設定」タブの「登録」で、「ソース・システム」を選択します。
3. 「ソース・システム」で、「追加」をクリックします。
4. ソース・システム詳細を入力します:

a. 「ソース・システム名」で、ソース・システム名を入力します。
プロジェクト管理など、プロジェクト管理ソースに使用する名前を入力します。

b. 「ソース・システムの説明」に、ソース・システムの説明を入力します。
c. 「ソース・システム・タイプ」で、Oracle ERP Cloudを選択します。

d. 「Fusion Budgetary Control」の選択は解除したままにします。
e. ドリル・スルー URLは、空白のままにしておきます。
f. 「アプリケーション・フィルタ」は、空白のままにしておきます。

5. 「ソース接続の構成」をクリックします。
ソース接続の構成には、Oracle ERP Cloudのユーザー名とパスワード、およびサービス
URLが保管されます。
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6. 「ユーザー名」に、Oracle ERP Cloudのユーザー名を入力します。
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の間で情報を送信するためのプロセス要
求を開始する Oracle ERP Cloudユーザーの名前を入力します。

ノート:

Webサービスでは、シングル・サインオンのユーザー名とパスワードではなく、
ネイティブのユーザー名とパスワードを使用する必要があります。

7. 「パスワード」に、Oracle ERP Cloudのパスワードを入力します。
このパスワードは、Oracle ERP Cloudのパスワードを変更するたびに更新する必要があり
ます。

8. サービス URLに、Fusion Webサービスのサーバー情報を入力します。たとえば、https://
serverと入力します。

9. 「接続のテスト」をクリックします。
ユーザーにプロジェクト管理役割のみが割り当てられている場合、テスト接続ステップは
失敗します。さらに、ユーザーには GL統合役割が付与される必要があります。ただし、
統合はプロジェクト管理役割のみで実行されます。
GL統合役割の詳細は、Oracle ERP Cloud統合のセキュリティ役割の要件を参照してくだ
さい。

10.「構成」をクリックします。
ソース・システム[ソース・システム名]構成が正常に完了しましたという確認メッセージが
表示されます。

11.「保存」をクリックします。

統合の定義
関連リンク:

• EPM Planningプロジェクト・アプリケーションの登録
• EPM Planningプロジェクト・アプリケーションのプロジェクト・ディメンションの分類
• レポート・タイプ・アプリケーションの登録
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• ディメンション・アプリケーションの登録

EPM Planningプロジェクト・アプリケーションの登録
統合を定義する最初のステップは、プライマリ EPM Planningプロジェクト・アプリケーショ
ンを登録し、EPM Planningプロジェクト・モジュールから入力キューブを選択することです。
EPMローカル・アプリケーションを登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「EPMローカル」を選択します。
4. 「アプリケーション」から、プライマリ Planningプロジェクト・アプリケーションを選択
します。

5. 「キューブ」から、入力キューブ - OEP_PFPを選択します。
OEP_PFP入力キューブには、Project Financial Planning (PFP)に適用できる唯一のディメ
ンションがあります。入力キューブ全体のすべてのディメンションを表示するには、すべ
ての入力キューブを選択します。

6. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
即時利用可能な統合のためにアプリケーションを登録する場合、接頭辞を指定する必要は
ありません。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。
通常は、アプリケーション名を選択した統合に関連付ける場合、アプリケーション名に接
頭辞を付けます。様々なビジネス要件に対応する複数の統合定義を作成できます。たとえ
ば、プロジェクト管理のデフォルトのカレンダ期間を参照する統合と、代替カレンダのカ
スタム・マッピングを持つ統合を作成できます。即時利用可能な統合を初期化する場合、
接頭辞を指定する必要はありません。
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7. 「OK」をクリックします。

EPM Planningプロジェクト・アプリケーションのプロジェクト・ディメ
ンションの分類

統合定義を定義する 2番目のステップは、EPM Planningプロジェクト・アプリケーションで
プロジェクト、プロジェクト要素およびリソース・クラス・ディメンションを再分類すること
です。これは、ディメンションの名前が Planningのデフォルト名から変更された場合に必要と
なります。データ統合で正しいディメンションを識別するには、ディメンションを「プロジェ
クト」、「プロジェクト要素」および「リソース・クラス」として分類し、プロジェクト管理の
同じディメンションに対応するようにします。
プロジェクト、プロジェクト要素およびリソース・クラス・ディメンションを分類するには:

1. アプリケーション・ページで、EPM Planningプロジェクト・アプリケーションの右側にあ
る をクリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

2. ディメンション名の行から「プロジェクト」を選択し、「ディメンションの分類」ドロップ
ダウンから「プロジェクト」を選択します。

3. ディメンション名の行から「プロジェクト要素」を選択し、「ディメンションの分類」ドロ
ップダウンから「プロジェクト要素」を選択します。

4. ディメンション名の行から「リソース・クラス」を選択し、「ディメンションの分類」ドロ
ップダウンから「リソース・クラス」を選択します。

5. 「保存」をクリックします。
統合定義の残りのアプリケーション・ディメンションは、再分類する必要はありません。
統合定義に必要なディメンション分類を次に示します:
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レポート・タイプ・アプリケーションの登録
統合定義を定義する 3番目のステップは、レポート・タイプ(プロジェクト・レポート・キュー
ブ(PFP_REP))アプリケーションを登録することです。
レポート・タイプ・アプリケーションを登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「EPMローカル」を選択します。
4. 「アプリケーション」から、プライマリ EPM Planningプロジェクト・アプリケーションを
選択します。

5. 「キューブ」から、レポート・キューブ - PFP_REP入力キューブを選択します。
6. オプション: 「接頭辞」で、OEP_PFP入力キューブ・アプリケーションに選択したものと
同じ接頭辞を指定します。
即時利用可能な統合のためにアプリケーションを登録する場合、接頭辞を指定する必要は
ありません。
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7. 「OK」をクリックします。

ディメンション・アプリケーションの登録
統合定義を定義する 4番目のステップは、ディメンション・アプリケーションの登録です。こ
れには次が含まれます:

• カスタム・ディメンション
• 必要に応じて、エンティティ、プロジェクト、ジョブ、従業員、材料などの既存のカスタ
ム・メンバー

• いずれかのカスタム・アプリケーションでメンバーを作成するために使用されるプロジェ
クト・ディメンションのメタデータ情報

ディメンション・アプリケーションを登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「ディメンション」を選択します。
4. 「アプリケーション」から、プライマリ EPM Planningプロジェクト・アプリケーションを
選択します。

5. オプション: 「接頭辞」で、OEP_PFP入力キューブ・アプリケーションに選択したものと
同じ接頭辞を指定します。
即時利用可能な統合のためにアプリケーションを登録する場合、接頭辞を指定する必要は
ありません。
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6. 「OK」をクリックします。

統合の初期化
統合を初期化すると、EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理を統合するために必要
な即時利用可能な統合定義が作成されます。
統合を初期化する前に、次のアプリケーションがデータ統合に登録されていることを確認しま
す:

1. プライマリ EPM Planningプロジェクト
2. レポート・タイプ
3. ディメンション
次の例で、EPBCSはプライマリ Planningプロジェクトアプリケーション、EPBCS-PFP_REP
はレポート・タイプ・アプリケーション、EPBCS - Customはディメンション・アプリケーシ
ョンです。

統合を初期化するには:

1. アプリケーション・ページで、EPM Planningプロジェクト・アプリケーションの右側にあ
る をクリックし、「統合の初期化」を選択します。

2. 統合の初期化ページで、「タイプ」ドロップダウンから「Project Portfolio Management
(PPM)」を選択します。
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3. 「接続」から、EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理統合のソース・システム接
続名の設定を選択します。
この接続は、ソース・システム登録で設定されています。詳細は、プロジェクト管理ソー
スの登録を参照してください。

4. オプション: 複数の統合定義を使用する場合は、「接頭辞」に統合定義の接頭辞を指定しま
す。
統合定義に接頭辞を追加して、他の統合定義と区別します。様々なビジネス要件に対応す
る複数の統合定義を作成できます。たとえば、プロジェクト管理のデフォルトのカレンダ
期間を参照する統合と、代替カレンダのカスタム・マッピングを持つ統合を作成できます。
即時利用可能な統合を初期化する場合、接頭辞を指定する必要はありません。

5. 「OK」をクリックします。
即時利用可能なデータ・ソース・アプリケーションがアプリケーション・ページにロード
されます。
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初期化後に作成された統合定義の説明は、統合定義の参照を参照してください。

統合定義の参照
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の統合の初期化が正常に完了すると、データ
統合は次の即時利用可能な統合定義をアプリケーション・ページにロードします。

統合定義 説明
プロジェクト予算のエクスポート 承認済プロジェクトの予算を EPM Planningプロ

ジェクトからプロジェクト管理にエクスポートし
ます。

プロジェクトのエクスポート 承認済プロジェクトを EPM Planningプロジェク
トからプロジェクト管理にエクスポートします。

エクスポートされたプロジェクト・ステータス同期 予算がプロジェクト管理にエクスポートされたプ
ロジェクトの EPM Planningプロジェクトの統合
ステータスを更新します。
プロジェクト予算のエクスポートが完了すると、自
動的に起動します。

プロジェクト実績のインポート EPM Planningプロジェクトに存在するプロジェ
クトの実績をプロジェクト管理からインポートし
ます。

プロジェクト予算のインポート EPM Planningプロジェクトに存在するプロジェ
クトの予算をプロジェクト管理からインポートし
ます。

プロジェクト組織のインポート エンティティ階層をプロジェクト管理から EPM
Planningプロジェクトにインポートします。

プロジェクト・プロパティのインポート プロジェクトがプロジェクト管理からインポート
されるときに、開始日や終了日などのプロジェク
ト・プロパティをプロジェクト管理からインポート
します。
プロジェクトのインポートが完了すると、自動的に
起動します。

プロジェクトのインポート EPM Planningプロジェクトでまだ利用可能でな
いプロジェクトをプロジェクト管理からインポー
トします。
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統合定義 説明
インポートされたプロジェクト・ステータスの同期 プロジェクトがプロジェクト管理から EPM

Planningプロジェクトに正常にインポートされる
と、ステータスは EPM Planningプロジェクトで統
合済とマークされます。
プロジェクト予算のインポートが完了すると、自動
的に起動します。

初期化マッピングの転記
複数の統合定義を使用すると、複数の通貨、会計期間および組織の境界を越えてプロジェクト
統合を管理できます。統合定義を別の名前で開始してから、それを一意のカレンダに関連付け
ることにより、複数の統合定義を作成できます。この場合、事業部門、通貨、カレンダなど、
統合に固有の一意の値を識別するために、各統合定義の設定をさらに定義する必要もあります。
たとえば、輸出事業と国内販売事業を、「輸出」と「国内販売」という 2つの別個の事業部門と
して設定したとします。輸出事業部門は、国内販売用に選択された会計期間とは異なる会計期
間を使用する場合があります。この場合、管理者は、統合定義に使用されるエンティティまた
は事業部門を明示的に定義する必要があります。
マッピングを追加または編集するには、統合ページの統合プロジェクト定義ファイルの横にあ
る をクリックし、「オプション」を選択します。次に、統合の編集ページで「オプション」
または「フィルタ」タブを選択します。
次の表では、統合定義に応じて特定の設定を定義する必要があるプロジェクト統合定義ファイ
ルについて説明します。

プロジェクト統合定義名 マッピング要件
プロジェクトのエクスポート 「フィルタ」タブで、「値」フィールドの「エンティ

ティ」値を、特定の統合定義に関連付けられた事業
部門に置き換えます。

プロジェクト予算のエクスポート 「フィルタ」タブで、事前定義済の組織フィルタ条
件で使用される「エンティティ」値を、特定の統合
定義に関連付けられた事業部門に置き換えます。
たとえば、フィルタ条件が
@ILvl0Descendants("OEP_Total Entity")を示し、
事業部門が統合定義の Domestic Salesである場
合、("OEP_Total Entity")を("OEP_Domestic
Sales")に置き換えます。

プロジェクト実績のエクスポート 「オプション」タブで、「期間マッピング・タイプ」
から「明示」を選択します。次に、「カレンダ」ド
ロップダウンから、プロジェクト実績のエクスポー
トに使用されるソース期間マッピング・カレンダの
名前を選択します。
「カレンダ」フィールドが空の場合、EPM Planning
プロジェクトとプロジェクト管理の間にマッピン
グが存在する場合は、すべての実績がエクスポート
されます。
詳細は、ソース・マッピングの適用を参照してくだ
さい。
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プロジェクト統合定義名 マッピング要件
プロジェクトのインポート 「フィルタ」タブで、特定の統合定義に使用される

事業部門値を「値」フィールドに指定します。
過去のプロジェクトの最大経過時間(日数)に、アク
ティブ・プロジェクトとクローズ済プロジェクトの
両方を統合定義に含める日数を指定します。
たとえば、10の値を入力すると、過去 10日間に終
了したプロジェクトが含まれます。ただし、365を
入力した場合は、1年前のプロジェクトも移行され
ますが、それよりも古いものは移行されません。

プロジェクト予算のインポート 「フィルタ」タブで、特定の統合定義に使用される
事業部門値を「値」フィールドに指定します。
過去のプロジェクトの最大経過時間(日数)に、複数
の通貨がある場合、アクティブなステータスにある
過去のプロジェクトを含めるオプションがありま
す。これを行うには、含める過去の日数を指定しま
す。デフォルトでは、値は 0とみなされます。終了
日が今日以降の(それ以前ではない)プロジェクトの
みがインポート時に考慮されます。将来に終了す
るすべてのアクティブなプロジェクトは常にイン
ポートされます。

プロジェクト実績のインポート 「フィルタ」タブで、「値」フィールドに会計カレン
ダ名を指定します。
「オプション」タブで、「期間マッピング・タイプ」
から「明示」を選択します。次に、「カレンダ」ド
ロップダウンから、プロジェクト実績のエクスポー
トに使用されるソース期間マッピング・カレンダの
名前を選択します。
「カレンダ」フィールドが空の場合、EPM Planning
プロジェクトとプロジェクト管理の間にマッピン
グが存在する場合は、すべての実績がロードされま
す。
詳細は、ソース・マッピングの適用を参照してくだ
さい。

プロジェクト・プロパティのインポート 「フィルタ」タブで、特定の統合定義に使用される
事業部門値を「値」フィールドに指定します。
過去のプロジェクトの最大経過時間(日数)に、複数
の通貨がある場合、アクティブなステータスにある
過去のプロジェクトを含めるオプションがありま
す。これを行うには、含める過去の日数を指定しま
す。デフォルトでは、値は 0とみなされます。終了
日が今日以降の(それ以前ではない)プロジェクトの
みがインポート時に考慮されます。将来に終了す
るすべてのアクティブなプロジェクトは常にイン
ポートされます。
たとえば、10の値を入力すると、過去 10日間に終
了したプロジェクトが含まれます。ただし、365を
入力した場合は、1年前のプロジェクトも移行され
ますが、それよりも古いものは移行されません。

カスタム・ディメンションのマッピング
EPM Planningプロジェクトまたはプロジェクト管理アプリケーションにカスタム・ディメン
ションがある場合は、統合定義でソース・ディメンションからターゲット・ディメンションへ
の必要なマッピングを定義する必要があります。たとえば、事業部門の元帳通貨以外の通貨を
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使用するプロジェクト関連の事業部門に対応するためにプロジェクト実績のインポート統合定
義が作成された場合、データ統合のディメンションのマッピング・ページでカスタム通貨ディ
メンションをマップします。
カスタム・ディメンションをマップするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

2. 左側の列の「ソース・ディメンションの選択」列で、ドロップダウンからソース・ディメ
ンションの名前を選択して、右側の列のターゲット・ディメンションに割り当てます。

3. 「保存」をクリックします。

期間マッピングの定義
期間マッピングでは、プロジェクト管理カレンダと EPM Planningプロジェクト・アプリケー
ションの年または期間の間のマッピングを定義します。次の 2つの方法で期間マッピングを定
義できます:

• デフォルトの期間処理
• 明示期間処理
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理で一貫した期間定義および期間命名を使用す
る場合は、デフォルトの期間処理を使用します。たとえば、両方のシステムで月次カレンダ使
用され、Jan-20のような期間の名前が両方のシステムで一致する場合、統合ではデフォルトの
期間マッピング・タイプを使用します。追加のマッピングは必要ありません。
EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理で期間定義または期間命名規則が異なる場合
は、明示期間処理を使用します。この場合、アプリケーション期間とソース期間のマッピング
を定義する必要があります。
• アプリケーション・マッピングを使用して、プロジェクト管理で使用される期間名を定義
します。詳細は、アプリケーション・マッピングの定義を参照してください。

• ソース期間マッピングを使用して、EPM Planningプロジェクトとプロジェクト管理の期間
の間のマッピングを定義します。詳細は、ソース・マッピングの適用を参照してください。
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アプリケーション・マッピングの定義
アプリケーション・マッピングを使用して、プロジェクト管理予算エクスポート・ターゲット・
アプリケーションのアプリケーション期間マッピングを指定します。ここで作成するマッピン
グは、個々のプロジェクト管理エクスポート・ターゲット・アプリケーションにのみ適用され
ます。エクスポート・ターゲット・アプリケーションにアプリケーション・マッピングが選択
されていない場合は、グローバル・マッピングで期間に対して定義されたグローバル・マッピ
ングが使用されます。

ノート:

プロジェクト管理では、月次、4-4-5、5-4-4および 4-5-4を含む 12期間の会計カレ
ンダがサポートされています。4-4-4会計カレンダはサポートされません。

アプリケーションに対して期間マッピングを作成するには:

1. データ管理を起動します。
2. 「設定」タブの「統合設定」で、「期間マッピング」を選択します。
3. 「アプリケーション・マッピング」タブを選択します。
4. 「ターゲット・アプリケーション」で、アプリケーション期間マッピングを追加または変更
するターゲット・アプリケーション・プロジェクト予算エクスポート・ターゲット・アプ
リケーションを選択します。
たとえば、複数の統合ジョブを使用する場合、複数のカレンダを使用する場合は、初期化
で作成されたプロジェクト予算エクスポート・ターゲット・アプリケーションの名前を選
択してから、期間マッピングを指定する必要があります。たとえば、45_Project Budgets
Export統合に対して一意のカレンダを設定した場合は、次に示すように、「ターゲット・ア
プリケーション」ドロップダウンからこの名前を選択します。

5. 「追加」をクリックします。
検索して選択: 期間キー・ページが表示されます。このページには、プロジェクト予算エク
スポート・ターゲット・アプリケーションのアプリケーション・マッピングで使用されな
いすべてのグローバル・マッピング期間がリストされます。
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6. 追加するプロジェクト管理期間を選択し、「OK」をクリックします。
たとえば、「Jan-20」を選択します。

7. 「アプリケーション」タブで、ステップ 6で選択した期間の「期間キー」を選択します。
8. グローバル・マッピングで期間に対して定義された期間名を上書きする場合は、「期間名」
にプロジェクト管理期間に対応する期間名を入力します。それ以外の場合は、グローバル・
マッピングで期間に対して定義された期間名が使用されます。
たとえば、データ管理で期間名が「Jan-20」と表示される場合、プロジェクト管理で
「January-20」と定義されているのであれば、この期間名に変更できます。

9. 「ターゲット期間の月」にターゲット期間の月を入力します。
ターゲット期間の月は、すべてのデータ管理アプリケーション・マッピングに必須のエン
トリですが、プロジェクト管理へのエクスポートで使用される期間名には影響しません。

10.「保存」をクリックします。

ソース・マッピングの適用
実績と予算の間の期間マッピングを作成するには、ソース・マッピングが必要です。プロジェ
クト管理で複数の会計カレンダに対応するために個別の統合を初期化した場合は、統合定義ご
とにソース期間マッピングを定義する必要があります。
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「ソース・マッピング」タブは、2つの領域で構成されています:

• マスター - ソース・システムおよびマッピング・タイプを選択します。
• グリッド - 期間マッピングを定義します。マッピングは、グローバル・マッピングで定義
された期間に対してのみ定義できます。新規のデータ管理期間は、このタブでは作成でき
ません。

ノート:

統合を実行する前に、デフォルト期間マッピングまたは明示期間マッピングを選択で
きます。ソース期間マッピングを選択した場合、ソース期間は期間キーおよび前期間
に基づいてマップされます。

ソース・マッピングを作成するには:

1. データ管理を起動します。
2. 「設定」タブの「統合設定」で、「期間マッピング」を選択します。
3. 「ソース・マッピング」タブを選択します。

4. 「ソース・システム」で、実績および予算を作成するときにプロジェクト管理ソースに「デ
ータ・ソース」を選択します。

5. 「マッピング・タイプ」で、「明示」を選択します。
6. 「追加」をクリックします。
検索して選択: 期間キー・ページが表示されます。このページには、ソース・アプリケーシ
ョンのソース・マッピングで使用されないすべてのグローバル・マッピング期間がリスト
されます。
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7. 追加する期間を選択し、「OK」をクリックします。
たとえば、「Jan-20」を選択します。

8. 「ソース・マッピング」タブで、ソース・システムの「期間名」を入力し、「OK」をクリッ
クします。

9. EPM Planningプロジェクト期間を識別するソース・システムの「期間キー」を入力しま
す。

10. マッピングを識別するソース・システムの「カレンダ」名を入力します。
11.「GL期間」に、プロジェクト管理名を入力します。
12. オプション:マッピングの説明を入力します。
13.「保存」をクリックします。
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ヒント:

マッピングを削除するには、マッピングを選択し、「削除」をクリックします。

Budgetary Controlの統合
予算は Planningで策定できます。予算策定を簡単にするため、実績または同等の金額を
Oracle General Ledgerまたは Budgetary Controlから Planningにロードできます。予算対実
績レポートの場合、予算を Planningおよび Budgetary Controlから Oracle General Ledgerに
ロードできます。予算に対する消費のオンライン検証の場合、予算を Planningおよび
Budgetary Controlからロードする必要があります。
予算改訂、今後の予算策定およびレポート目的で使用するために、 Budgetary Controlから
Planningおよびプランニング予算改訂モジュールに契約、債務、その他の見込支出および支出
をインポートできます。
また、Planningおよびプランニング予算改訂モジュールで包括的な予算を作成し、データ移行
のライトバック機能を使用して Budgetary Controlに予算を転送し、予算管理を検証できます。

ノート:

このリリースでは、Budgetary Controlを統合できるのは、Planningモジュールのみ
です。

Budgetary Controlでの予算改訂の詳細は、予算改訂の Budgetary Controlとの統合を参照して
ください。

Budgetary Controlの予算消費残高を Planningにロード
Budgetary Controlから、Planningアプリケーションで使用する契約、債務、支出およびその他
の見込支出をロードできます。

Budgetary Controlの予算消費残高を Planningにロードするプロセスの説
明

Budgetary Controlから、Planningアプリケーションで使用する契約、債務およびその他の見込
支出をロードする方法について説明します。
Budgetary Controlから、Planningアプリケーションで使用する契約、債務、支出およびその他
の見込支出をロードできます。
次に、Budgetary Controlから Planningに契約、債務およびその他の見込支出をロードするス
テップをおおまかに示します。
1. 「接続」で、Budgetary Controlへのソース接続を登録、構成および初期化します。
詳細は、Budgetary Controlソースへの接続の構成を参照してください。

2. アプリケーションで、データ・ソースとしてタイプ「Oracle ERP Cloud」を登録し、接続
を指定し、適用可能なフィルタを選択し、「予算管理」オプションを有効にします。
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「アプリケーションのインポート」ボタンによって、Budgetary Controlの残高 Essbaseキ
ューブをデータ統合に Budgetary Controlアプリケーションとして取り込みます。各
Budgetary Controlターゲット・アプリケーション内の予算管理ディメンション・メンバー
は、Oracle Fusion Cloud EPMとの間でデータをロードおよびライトバックするために使
用される Budgetary Controlの予算管理を表しています。
詳細は、次を参照してください。

ノート:

このリリースでは、Budgetary Controlと Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementの統合で、ドリル・スルーがサポートされていませ
ん。

3. Planningで承認された予算からの Planningアプリケーションを Budgetary Controlに統合
します。
詳細は、Planning と Budgetary Controlの消費残高の統合を参照してください。

4. 「ディメンションのマッピング」で、Budgetary Control (予算勘定体系)セグメントとディメ
ンションの間の統合マッピングを設定するためのインポート・フォーマットを指定します。
ソースとターゲットを選択すると、データ統合によってソースとターゲットの列に自動的
に移入されます。

5. 「マップ・メンバー」で、Budgetary Controlアプリケーションと Planningアプリケーショ
ンの間でメンバーをマップします。
詳細は、Budgetary Controlと Planningの間のディメンションのマッピングを参照してくだ
さい。

6. 「オプション」で、結果を制限するためにフィルタを指定します。
統合の作成時、データ統合でフィルタが自動的に作成されます。必要に応じてフィルタを
変更できますが、削除はできません。(フィルタが削除されると、データ統合でデフォルト
値が再作成されます。)
詳細は、フィルタの追加を参照してください。

7. ロードを実行し、Budgetary Controlアプリケーションから Planningアプリケーションに契
約、債務および支出金額を転送するための統合を実行します。
詳細は、統合の実行を参照してください。

Budgetary Controlソースへの接続の構成
ここでは、Budgetary Controlソースを構成する手順について説明します。
Budgetary Control残高キューブとその基礎となる予算管理は、Budgetary Controlの予算管理
が次の条件に該当する場合、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementと統合
できます:

• Planningのソース予算タイプがある。
• 予算セグメントとしてのプロジェクト・ポートフォリオ管理キーがない
• Budgetary Control残高キューブに関連付けられている
Budgetary Controlと Cloud EPMとの統合を開始するには、ソース・システム・タイプが Oracle
ERP Cloudのソース・システムを作成して登録します。
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ソース・システムと接続情報を指定したら、ソース・システムを初期化し、多くの Oracle
Essbaseターゲット・アプリケーションの 1つである Cloud EPMに Budgetary Controlの情報
をコピーします。
Budgetary Controlソース・システムを追加するには:

Budgetary Controlソース・システムを追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (接続の構成アイコン)をクリックします。
3. 接続ページで、 (「追加」ドロップダウン・アイコン)ドロップダウンから「Oracle ERP

Cloud」を選択します。

4. 「名前」に、ソース・システム名を入力します。
5. 「説明」に、ソース・システムの説明を入力します。
6. サービス URLに、Webサービスのサービス情報を入力します。
7. 「ユーザー名」に、Oracle ERP Cloudのユーザー名を入力します。

Cloud EPMと Oracle ERP Cloudの間で情報を送信するためのプロセス要求を開始する
Oracle ERP Cloudユーザーの名前を入力します。このユーザーには、"Financial Analyst"、
"General Accountant"、"General Accounting Manager"などの Oracle General Ledgerのジ
ョブ役割が割り当てられている必要があります。

8. 「パスワード」に、Oracle ERP Cloudのパスワードを入力します。
このパスワードは、Oracle ERP Cloudのパスワードを変更するたびに更新する必要があり
ます。

9. 「接続のテスト」をクリックします。
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接続が正しくテストされると、[ソース・システム名]の接続に成功しましたという情報メッ
セージが表示されます。

Budgetary Controlのデータ・ソースとしての登録および Budgetary Controlアプリケー
ションのインポート

Planningモジュールを Budgetary Controlと統合するとき、Budgetary Controlをデータ・ソー
スとして登録し、Budgetary Controlアプリケーションをインポートする必要があります。
「アプリケーションのインポート」ボタンによって、Budgetary Controlの残高 Essbaseキュー
ブをデータ統合に Budgetary Controlアプリケーションとして取り込みます。各 Budgetary
Controlアプリケーション内の予算管理ディメンション・メンバーは、Planningとの間でデー
タをロードおよびライトバックするために使用される Budgetary Controlの予算管理を表して
います
Budgetary Controlをインポートおよび登録するには:

1. 「アクション」ドロップダウンから、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。

Note:

ホーム・ページではなく、アプリケーション・ページで をクリックしてくださ
い。

3. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
4. 「タイプ」から、Oracle ERP Cloudを選択します。
5. 「接続」から、Oracle ERP Cloudへの接続に使用する接続名を選択します。
6. Budgetary Controlを有効にします。
7. 「アプリケーションのインポート」をクリックします。
「アプリケーションのインポート」ボタンによって、Budgetary Controlの残高 Essbaseキ
ューブをデータ統合に Budgetary Controlターゲット・アプリケーションとして取り込みま
す。各 Budgetary Controlターゲット・アプリケーション内の予算管理ディメンション・メ
ンバーは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementとの間でデータをロ
ードおよびライトバックするために使用される Budgetary Controlの予算管理を表してい
ます。
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Tip:

予算管理ディメンションが変更された場合、または新しい予算管理を追加した場
合は、「アプリケーションのインポート」を再実行する必要があります。
予算管理残高は、Oracle Essbaseキューブに保管されます。予算管理のキューブ
名を取得するには、管理予算の管理ページで予算管理名の上にマウスを置きます。
予算管理キューブの名前は、ターゲット・マッピングとして使用されます。

8. 「OK」をクリックします。
Planning と Budgetary Controlの消費残高の統合

Planningで承認された予算からの Planningアプリケーションを Budgetary Controlに統合し
ます。統合により、Planningアプリケーションを選択してターゲットの Budget Controlアプリ
ケーションを指定するだけで、アプリケーション間のマッピングを設定できます。
統合を作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、 をクリックします。
「統合の作成」ビューに、「全般」ページが表示されます。
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2. 「名前」および「説明」に、転送を開始したときに統合を識別する名前および説明を入力し
ます。

3. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択し
て、データのロード先を指定します。

4.

 (ソースの選択)をクリックします。
5. ソースの選択ページから、Budget Controlアプリケーションを選択します。

Budget Controlソース・システムは、データ統合で登録され、ソースの選択ページに表示
されます。
Budgetary Controlアプリケーションには、たとえば、XCC_VCityAbsoluteのように、接
頭辞"XCC_"が付きます。

6.  (ターゲットの選択)をクリックします。
これは、前のステップで作成されたターゲットです。

7. ターゲットの選択ページから、Planning Budgetary Controlアプリケーションを選択しま
す。

8. 「ロケーション属性」の「機能通貨」で、予算改訂に使用する通貨を選択します。
たとえば、米ドルを指定するには、「USD」を選択します。

9. 「カテゴリ」で、事前定義されたシナリオ・メンバーを指定します
カテゴリの詳細は、カテゴリ・マッピングの定義を参照してください。

10.「保存して続行」をクリックします。
次のステップでは、ディメンションをマップします。

カテゴリ・マッピングの定義
Budgetary Control残高がロードされる Planningおよびプランニング予算改訂アプリケーショ
ンのシナリオ・ディメンション・メンバーに対するカテゴリ・マッピングを作成します。
予算改訂での照会用に Budgetary Control予算消費残高をロードする場合、事前定義された
OEP_Consumedシナリオ・メンバーにロードします。
カテゴリ・マッピングを定義するには:

1. データ統合ホーム・ページの「アクション」メニューから、「カテゴリ」を選択します。
2. 「グローバル・マッピング」を選択します。
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3. 「追加」をクリックします。
空白のエントリ行が表示されます。

4. 「カテゴリ」に、予算消費金額のロード先となる Planningおよびプランニング予算改訂ア
プリケーションのシナリオ・ディメンション・メンバーに対応する名前を入力します。
たとえば、Budgetary Controlの契約、債務、その他の見込支出および支出の合計を Planning
アプリケーションの 1つのシナリオ・ディメンション・メンバーにロードする場合は、1
つのカテゴリ・マッピング・エントリが必要です。
予算改訂機能を使用する場合、この使用方法でのシステム生成のシナリオ・ディメンショ
ン・メンバーは OEP_Consumedです。
予算改訂を使用しないが、一般会計残高の予算引当残高のかわりに、Planningアプリケー
ションに Budgetary Control残高をロードする場合、カスタム・シナリオ・ディメンショ
ン・メンバーを作成できます。
どちらにしても、カテゴリ・マッピング・エントリを作成し、このシナリオ・ディメンシ
ョン・メンバー名をターゲット・カテゴリとして入力します。それに対応するカテゴリは、
便利なように同じ名前にするか、任意の名前(Budgetary Control消費や単に消費済など)に
することができます。

5. 「保存」をクリックします。
Budgetary Controlと Planningの間のディメンションのマッピング

「ディメンションのマッピング」で、Budgetary Control (予算勘定体系)セグメントとディメンシ
ョンの間の統合マッピングを設定するためのインポート・フォーマットを指定します。
ソースとターゲットを選択すると、データ統合によってソースとターゲットの列に自動的に移
入されます。
Budgetary Controlベースのソースのディメンションをマップするには :

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

2. インポート・フォーマット・マッピング・セクションに移動します。
ターゲット・ディメンションが自動的に移入されます。

3. 「ソース列」から、ターゲット Planningアプリケーションのディメンションに対応するソ
ース Budgetary Controlアプリケーションのソース・ディメンションをマップします。
インポート・フォーマットがすでに定義されている場合、ソース列とターゲット列が自動
的にマッピングされます。
新規のインポート・フォーマットを追加する場合や、既存のインポート・フォーマットを
編集する場合は、次の手順を実行します:

• 「ソース列」ドロップダウンで、ターゲット・アプリケーションに割り当てるソース・
ディメンションの名前を選択します。
同じディメンションの複数のソース列をターゲット・ディメンションにマッピングで
きます。たとえば、4つの"Account"ソース列をマッピングできます。

• ソースまたはターゲットの式を追加します。ソースまたはターゲットから直接値を操
作する式を割り当てます。
ソース式の使用およびターゲット式の使用を参照してください。

第 17章
Budgetary Controlの統合

17-103



ノート:

Planningアプリケーションのバージョンおよびプラン要素ディメンションなど、
Budgetary Controlディメンションからマップできない Planningディメンション
は、マップしないままにします。これらのマップされない Planningディメンショ
ンについては、後から単一メンバーを指定できます。

4. 「保存」をクリックします。
Budgetary Controlと Planningの間のメンバーのマッピング

Budgetary Controlの予算を Planningにロードする際は、Budgetary Controlのソース・メンバ
ーを Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementのターゲット・メンバーにマ
ップします。
インポート・フォーマットでマップされる Planningディメンションのメンバーのマッピングに
加え、データがロードされる Planningディメンション・メンバー(OEP_Workingバージョンや
OEP_Loadプラン要素など)を指定して、マップされていない Planningディメンションのメン
バーもマップします。
マッピングをマップするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. 別の統合からマップを共有する場合は、「ロケーション参照」を選択します。
現在の統合のマップを定義する場合にロケーション参照を指定する必要があります。

3. 「ディメンション」ドロップダウンから、マップするソース・ディメンションを選択しま
す。
ターゲットの Planningディメンションごとにマッピングを指定する必要があります。
インポート・フォーマットでマップされないディメンションについては、特定のターゲッ
ト・メンバーにマップする必要があります(たとえば、Planningアプリケーションのマップ
されていないバージョン・ディメンションの OEP_Workingやマップされていないプラン
要素ディメンションの OEP_Loadなど)。
インポート・フォーマットでマップされるディメンションについては、ロード前に Planning
ディメンション値が更新されていない場合でも、現状のマッピングを作成する必要があり
ます。

4. 「類似」タブを選択します。
5. 「ソース値」に、ターゲット・ディメンション・メンバーにマップするソース・ディメンシ
ョン・メンバーを指定します。
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すべての Budgetary Control勘定科目を Planningに変更なしにそのままマップするには、
「ソース値」に*と入力し、「ターゲット値」に*と入力します。

6. 「ターゲット値」で、ソース・メンバーがマップされているメンバー名を選択します。
「検索」をクリックしてメンバー・セレクタを表示し、メンバー・リストからメンバー名を
選択することも可能です。

7. 「ルール名」に、Budgetary Controlへの予算額の転送に使用するデータ・ロード・ルール
の名前を入力します。

ノート:

ルールは、ルール名のアルファベット順に評価されます。明示的ルールには、ル
ール名がありません。評価の階層は、明示、(含む/範囲/複数)、類似の順です。

8. 「説明」にマッピングの説明を入力します。
たとえば、「元帳へのマッピング」などの説明を入力します。

9. オプション: 「ルールに適用」で、マッピングがロケーション内の特定のデータ・ルールの
みに適用されるよう選択します。

10.「保存」をクリックします。
フィルタの追加

フィルタを使用して、Oracle ERP Cloudソースからの結果を制限します。
統合の作成時、データ統合でフィルタが自動的に作成されます。必要に応じてフィルタを変更
できますが、削除はできません。(フィルタが削除されると、データ統合でデフォルト値が再作
成されます。)
Oracle ERP Cloud一般会計残高フィルタ:

Oracle General Ledgerディメンション フィルタ
シナリオ 実績
残高 期末残高
金額タイプ YTD
通貨タイプ 合計
その他のすべてのディメンション '@ILvl0Descendants("All '||

TARGET_DIMENSION_NAME||' Values")'

ノート:

ドリル・スルーがサポートされるのは、Oracle General Ledgerの勘定体系セグメン
トのリーフ・レベル・データをロードする場合のみです。サマリー・レベルのデータ
をロードした場合、ドリル・スルーは機能しません。
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ノート:

Oracle General Ledgerから予算引当を取り込んで、それを Planningで実績と組み合
せる場合は、実績のみでなく予算引当も含まれるようにデータ・ロード・ルールのデ
フォルトのディメンション・フィルタを変更します。

統合にフィルタを割り当てるには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、Planning統合の右側にある をクリックし、「オプ
ション」を選択します。

2. 「フィルタ」タブをクリックします。
3. をクリックします。
4. 「ディメンション名」ドロップダウンから、フィルタの追加先のディメンションの名前を選
択します。
オプションで、フィルタにすでに割り当てられている別のディメンションを選択し、「ディ
メンション名」ドロップダウンから別のディメンションを割り当てるか、フィルタ条件を
変更します。

5. 「フィルタ条件」をクリックし、フィルタ条件を指定します。
をクリックし、メンバー選択を使用してメンバーの選択ページからメンバーを選択する
こともできます。
メンバーの選択の詳細は、Smart View for Officeユーザーズ・ガイド 25.100のメンバー・
セレクタからのメンバーの選択を参照してください。

6. 「OK」をクリックします。

Cloud EPMの予算残高を Budgetary Controlにライトバック
一般会計から予算対実績をレポートする場合は、予算を Oracle General Ledgerにライトバッ
クする必要があります。支出をオンラインで検証する場合は、予算を Budgetary Controlにライ
トバックする必要があります。
この手順を使用して、Planning機能を使用して策定した元の予算および改訂済予算を Oracle
General Ledgerにライトバックします。
この手順は、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementの予算改訂機能(他の
手順を介して一般会計と Budgetary Controlの EPMタイプ予算管理の両方で予算を自動的に
更新します)を使用して策定した予算改訂をライトバックするためのものではありません。詳
細は、予算改訂および予算管理との統合の設定を参照してください。
この手順では、Budgetary Controlの Planningタイプ予算管理にライトバックされた予算を
Oracle General Ledgerの予算と同期して、Budgetary Controlにライトバックする企業全体の
予算の一部について、Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ管理の管理手
順の Oracle ERP Cloudへの予算のライトバックをスキップできるようにします。
詳細は、公共部門のための財務の使用を参照してください。
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Cloud EPMの予算残高を Budgetary Controlにライトバックするプロセス
の説明

次に、Planningの予算を Budgetary Controlにライトバックするステップをおおまかに示しま
す。
1. Budgetary Controlへのソース接続を登録、構成および初期化します。

ノート:

「Budgetary Controlを Oracle Fusion Cloud EPMにロードするプロセスの説明」
のトピックで、Budgetary Controlアプリケーションに接続するソース・システム
をすでに登録している場合は(Budgetary Controlの予算消費残高を Planningに
ロードするプロセスの説明を参照)、それと同じソース・システムを再利用する必
要があります。

ノート:

このリリースでは、ドリル・スルーはサポートされていません。
2. アプリケーションで、Planningソース・アプリケーションのソース予算タイプとして「EPM

Financialsモジュール」を選択します。
詳細は、Budgetary Controlアプリケーションのターゲット・オプションの定義を参照して
ください。

3. Planningソース・システムから予算をライトバックする Budgetary Controlターゲット・ア
プリケーションとの間の統合を作成します。
詳細は、Budgetary Control消費および Planning残高のライトバック統合定義の作成を参照
してください。

4. インポート・フォーマットを作成して、Planningアプリケーションと Budgetary Controlタ
ーゲット・アプリケーション間でディメンションをマップします。
ルールにより、Budgetary Controlアプリケーションにライトバックするとき、「ターゲッ
ト・アプリケーション」画面では、ディメンション詳細の変更、追加または削除を実行で
きません。
詳細は、Planningと Budgetary Controlの間のディメンションのマッピングを参照してくだ
さい。

5. メンバー・マッピングを予算管理に割り当てるために、メンバーをマップします。
たとえば、ソース予算メンバーのマッピングは、マップする必要のあるディメンションの
1つです。
詳細は、次を参照してください Planningと Budgetary Controlの間のメンバーのマッピン
グ

6. 「オプション」で、統合のソースおよびターゲットのオプションを選択します。
詳細は、を参照してください ライトバックの統合オプションの追加

7. 結果を制限するフィルタを指定します。
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統合の作成時、データ統合でフィルタが自動的に作成されます。必要に応じてフィルタを
変更できますが、削除はできません。(フィルタが削除されると、
詳細は、を参照してくださいライトバック統合のフィルタの追加

8. ロードを実行して Planningから Budgetary Controlアプリケーションに契約、債務および
支出金額アプリケーションを転送するために、統合を実行します。
詳細は、統合の実行を参照してください。

ノート:

統合を実行するときは、Budgetary Controlへのライトバックの「インポート・モ
ード」として、常に「置換」を選択します。

9. Budgetary Controlにロードされた Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementの予算を表示します。
Budgetary Controlにロードされた Cloud EPMの予算の表示も参照してください。

10. オプションで、データ・エクスポート・オプションを使用して、予算データを Planningか
らデータ・ファイルに書き出すことができます。この出力ファイルは、他のアプリケーシ
ョンにデータをロードするために使用できます。
詳細は、次を参照してください: データ・エクスポート・ファイル統合の作成

Budgetary Control消費および Planning残高のライトバック統合定義の作成
ライトバック統合定義を作成し、Budgetary Controlアプリケーションおよび Planning消費残
高がライトバックされる場所を指定します。
統合は、作成されるのは 1回ですが、転送のたびに使用されます。
統合を作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、 をクリックします。
「統合の作成」ビューに、「全般」ページが表示されます。

2. 「名前」および「説明」に、転送を開始したときに統合を識別する名前および説明を入力し
ます。

3. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択し
て、データのロード先を指定します。

4.

 (ソースの選択)をクリックします。
5. ソースの選択ページで、Planningソース・システムから予算をライトバックする Budgetary

Controlターゲット・アプリケーションを選択します。
Budgetary Controlアプリケーションには、たとえば、XCC_VCityAbsoluteのように、接
頭辞"XCC_"が付きます。

6.  (ターゲットの選択)をクリックします。
7. ターゲットの選択ページから、Planning Budgetary Controlアプリケーションを選択しま
す。
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8. 「ロケーション属性」の「機能通貨」で、予算改訂に使用する通貨を選択します。たとえ
ば、米ドルを指定するには、「USD」を選択します。

9. 「カテゴリ」では、デフォルトのカテゴリ値を受け入れます。
リストされているカテゴリは、データ統合の設定時に作成したカテゴリです。

10.「保存」をクリックします。
カテゴリ・マッピングの定義

Planningのシナリオ・ディメンション・メンバーのカテゴリ・マッピングを作成します。予算
はここからライト
バックされます。

ノート:

Budgetary Controlには、シナリオ・ディメンションがありません。

Budgetary Controlに予算をライトバックする、Planningアプリケーションのシナリオ・ディメ
ンション・メンバーに対するカテゴリ・マッピングを作成するには:

1. データ統合ホーム・ページの「アクション」メニューから、「カテゴリ」を選択します。
2. 「グローバル・マッピング」を選択します。
3. 「追加」をクリックします。
空白のエントリ行が表示されます。

4. 「カテゴリ」に、予算をライトバックする Planningアプリケーションのシナリオ・ディメ
ンション・メンバーに対応する名前を入力します。
たとえば、Planningアプリケーションの「プラン」シナリオ・ディメンション・メンバー
から予算をライトバックする場合は、そのカテゴリにシナリオ・ディメンション・メンバ
ーと同じ名前の「プラン」という名前を指定できます。予算をライトバックするシナリオ・
ディメンション・メンバーが、既存のシステム生成のカテゴリ・マッピングにターゲット・
カテゴリとしてすでに存在している場合は、独自のマッピングを作成する必要はありませ
ん。

5. 「ターゲット・カテゴリ」に、予算をライトバックする Planningのシナリオ・ディメンシ
ョン・メンバーの名前を入力します。

6. 「保存」をクリックします。
Planningと Budgetary Controlの間のディメンションのマッピング

「ディメンションのマッピング」で、Budgetary Control (予算勘定体系)セグメントと Planning
ディメンションの間の統合マッピングを設定するためのインポート・フォーマットを指定しま
す。
ソースとターゲットを選択すると、データ統合によってソースとターゲットの列に自動的に移
入されます。
Budgetary Controlベースのソースのディメンションをマップするには :

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。
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2. インポート・フォーマット・マッピング・セクションに移動します。
ターゲット・ディメンションが自動的に移入されます。

3. 「ソース列」から、ターゲット Planningアプリケーションのディメンションに対応するソ
ース Budgetary Controlアプリケーションのソース・ディメンションをマップします。
インポート・フォーマットがすでに定義されている場合、ソース列とターゲット列が自動
的にマッピングされます。
新規のインポート・フォーマットを追加する場合や、既存のインポート・フォーマットを
編集する場合は、次の手順を実行します:

• 「ソース列」ドロップダウンで、ターゲット・アプリケーションに割り当てるソース・
ディメンションの名前を選択します。
同じディメンションの複数のソース列をターゲット・ディメンションにマッピングで
きます。たとえば、4つの"Account"ソース列をマッピングできます。

• ソースまたはターゲットの式を追加します。ソースまたはターゲットから直接値を操
作する式を割り当てます。
ソース式の使用およびターゲット式の使用を参照してください。

ノート:

Planningアプリケーションのバージョンおよびプラン要素ディメンションなど、
Budgetary Controlディメンションからマップできない Planningディメンション
は、マップしないままにします。これらのマップされない Planningディメンショ
ンについては、後から単一メンバーを指定できます。

4. 「保存」をクリックします。
Planningと Budgetary Controlの間のメンバーのマッピング

Budgetary Controlに予算をライトバックする際は、予算管理にメンバー・マッピングを割り当
てます。たとえば、ソース予算メンバーのマッピングは、マップする必要のあるディメンショ
ンの 1つです。メンバー・マッピングでは、転送中に、Planningのディメンション・メンバー
のデータを Budgetary Controlに変換します。

ノート:

任意で、「予算管理」Budgetary Controlディメンションを「勘定科目」Planningディ
メンションにマップします。予算管理にマップしないと、インポート・プロセスが失
敗します。
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ノート:

「ソース列」から、ターゲット Budgetary Controlアプリケーションのディメンション
に対応するソース Planningのディメンションを指定します。
「ソース列」ドロップダウンに、Budgetary Controlアプリケーションで使用可能な
Planningソース・システム・セグメントがすべて表示されます。

マップ・マッピングを定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

2. 別の統合からマップを共有する場合は、「ロケーション参照」を選択します。
現在の統合のマップを定義する場合にロケーション参照を指定する必要があります。

3. 「ディメンション」ドロップダウンから、マップするソース・ディメンションを選択しま
す。
ターゲットの Planningディメンションごとにマッピングを指定する必要があります。
インポート・フォーマットでマップされないディメンションについては、特定のターゲッ
ト・メンバーにマップする必要があります(たとえば、Planningアプリケーションのマップ
されていないバージョン・ディメンションの OEP_Workingやマップされていないプラン
要素ディメンションの OEP_Loadなど)。
インポート・フォーマットでマップされるディメンションについては、ロード前に Planning
ディメンション値が更新されていない場合でも、現状のマッピングを作成する必要があり
ます。

4. 「類似」タブを選択します。
5. 「ソース値」に、ターゲット・ディメンション・メンバーにマップするソース・ディメンシ
ョン・メンバーを指定します。
すべての Budgetary Control勘定科目を Planningに変更なしにそのままマップするには、
「ソース値」に*と入力し、「ターゲット値」に*と入力します。

6. 「ターゲット値」で、予算がロードされる Budgetary Controlの予算管理名を選択します。
「検索」をクリックしてメンバー・セレクタを表示し、メンバー・リストから予算管理名を
選択することも可能です。

7. 「ルール名」に、Budgetary Controlへの予算額の転送に使用するデータ・ロード・ルール
の名前を入力します。

ノート:

ルールは、ルール名のアルファベット順に評価されます。明示的ルールには、ル
ール名がありません。評価の階層は、明示、(含む/範囲/複数)、類似の順です

8. 「説明」にマッピングの説明を入力します。
たとえば、「元帳へのマッピング」などの説明を入力します。

9. オプション: 「ルールに適用」で、マッピングがロケーション内の特定のデータ・ルールの
みに適用されるよう選択します。
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10.「保存」をクリックします。
11.「ディメンション」ドロップダウンから、その他の予算セグメント(「資金」、「部門」、「勘定
科目」などの予算ディメンション)を選択します。

12. すべての Budgetary Control予算セグメント値を変更せずに現状のままで対応する
Planningディメンション・メンバーからマップするには、「ソース値」および「ターゲット
値」に*を入力して「ルール名」を指定し、「類似」マッピングを使用します。

13.「保存」をクリックします。
ライトバックの統合オプションの追加

ロケーションのメンバー・マッピングを定義したら、ソース・システムの予算ユニットに対す
るオプションを選択し、ソース Planningアプリケーションからデータを抽出して Budgetary
Controlにプッシュします。
統合は、作成されるのは 1回ですが、転送のたびに使用できます。
ソース・システムの予算ユニットに対するオプションを選択するには

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「オプション」
を選択します。

2. 「全般オプション」の「カテゴリ」から、カテゴリを選択します。
リストされているカテゴリは、データ統合の設定時に作成したカテゴリ(実績など)です。カ
テゴリ・マッピングの管理を参照してください。

3. 「キューブ」から、ターゲット・システムのプラン・タイプを選択します。
データ統合でキューブが割り当てられます。カスタム・キューブを個別のアプリケーショ
ンとして登録でき、登録できるカスタム・キューブ・アプリケーションの数に制限はあり
ません。

4. 「期間マッピング・タイプ」で、データ・ルールごとに期間マッピング・タイプを選択しま
す。
有効なオプション:

• デフォルト—データ統合で定義されている期間キーおよび前期間キーを使用して、デ
ータ・ルール実行に含まれる各データ統合期間にマップされたソース一般会計期間を
判断します。
通常、Budgetary Controlへのライトバックではデフォルトの期間マッピング・タイプ
を選択します。

• 明示—データ・ルールでは、データ統合で定義されている明示期間マッピングを使用
して、統合の実行時に含まれる各データ統合期間にマップされたソース一般会計期間
を判断します。明示期間マッピングにより、期間が開始日および終了日で定義されて
いない追加の General Ledgerデータ・ソースをサポートできます。

5. 「ソース・プラン・タイプ」で、ライトバック元の Planningソースのプラン・タイプを選
択します。

6. 「保存」をクリックします。
ライトバック統合のフィルタの追加

Planningアプリケーションから Budgetary Controlに予算をライトバックするために使用する
データ・ルールでは、フィルタを使用して結果を制限します。
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ルールの作成時、データ管理でフィルタが自動的に作成されます。必要に応じてフィルタを変
更できますが、削除はできません。(フィルタが削除されると、データ管理でデフォルト値が再
作成されます。)
Planningから Budgetary Controlへの予算のライトバックでフィルタを使用する際には、次の
ことに注意してください。
• 「勘定科目」など、予算管理セグメントに対応する Budgetary Controlディメンションにマ
ップされた Planningディメンションの場合、ライトバックする特定の予算管理について
Budgetary Controlで定義された予算管理レベルと同等またはそれ以下の予算セグメント
値に対応するメンバーを指定します。使いやすさを考慮して、これらの Planningディメン
ションのレベル 0子孫からメンバーを選択し、ライトバック・プロセス中に Budgetary
Controlで適切な予算レベルのセグメント値にロールアップすることをお薦めします。複
数のレベルからメンバーを指定しないでください。

• 「バージョン」や「シナリオ」など、Budgetary Controlディメンションにマップされない
Planningディメンションの場合は、「最終」バージョンや「プラン」シナリオなどのように
単一のメンバーを指定します。

ライトバック統合にフィルタを割り当てるには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、Planning統合の右側にある をクリックし、「オプ
ション」を選択します。

2. 「フィルタ」タブをクリックします。
3. をクリックします。
4. 「ディメンション名」ドロップダウンから、フィルタの追加先のディメンションの名前を選
択します。
オプションで、フィルタにすでに割り当てられている別のディメンションを選択し、「ディ
メンション名」ドロップダウンから別のディメンションを割り当てるか、フィルタ条件を
変更します。

5. 「フィルタ条件」をクリックし、フィルタ条件を指定します。
をクリックし、メンバー・セレクタを使用してメンバーの選択ページからメンバーを選
択することもできます。
メンバーの選択の詳細は、Smart View for Officeユーザーズ・ガイド 25.100のメンバー・
セレクタからのメンバーの選択を参照してください。

6. 「OK」をクリックします。

Budgetary Controlにロードされた Cloud EPMの予算の表示
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementから Budgetary Controlに予算を正
常にライトバックしたら、転送された予算の詳細を表示できます。
Budgetary Controlに転送された予算情報を表示するには:

1. Oracle Applications Cloudにサインインします。
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2. ユーザー IDとパスワードを入力します。
3. Oracle ERP Cloudナビゲーション・メニューから、「予算管理」で、「予算管理」を選択し
ます。

4. 「予算管理」ワークスペースから、「タスク」アイコンをクリックします。
5. タスク・ページから、「予算管理残高のレビュー」を選択します。

 

 

6. 予算管理残高のレビュー・ページで、「管理予算」を選択し、レビューする予算の検索パラ
メータを選択します。
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7. 「検索」をクリックします。
検索結果が、結果ページに表示されます。

8. オプション: 「EPM Financialsモジュール」として分類されたソース予算タイプの予算管理
にライトバックする場合、ロードされた予算は Oracle General Ledgerと同期され、Oracle
ERP Cloudへの予算のライトバックのトピックのステップを実行する必要はありません。
次のことを実行して、Oracle General Ledgerで更新済の予算を確認できます:

9. Oracle ERP Cloudの「一般会計」から、「期間クローズ」を選択します。
 

 

10.「期間クローズ」ワークスペースから、「タスク」を選択します。
11.「タスク」ドロップダウンから、「詳細残高の照会」を選択します。

 

 

12. 詳細残高の照会ページで、まだ行っていない場合はデータ・アクセス・セット・コンテキ
ストを選択し、レビューする予算の検索パラメータを指定します。
現在、EPM Financialsモジュール・タイプの予算管理によって自動同期された予算のシナ
リオは、そのソース予算名と同じ名前で呼ばれます。
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予算改訂の Budgetary Controlとの統合
一般会計から予算対実績をレポートする場合は、予算を Oracle General Ledgerにライトバッ
クする必要があります。支出をオンラインで検証する場合は、予算を Budgetary Controlにライ
トバックする必要があります。
この項の手順を使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementの予算改
訂機能(一般会計と Budgetary Controlの EPMタイプ予算管理の両方で予算を自動的に更新し
ます)を使用して策定した予算改訂を Budgetary Controlにライトバックします。
この手順は、Planningおよび予測機能を使用して策定した元の予算および改訂済予算を Oracle
General Ledgerおよび Budgetary Controlにライトバックするためのものではありません。

プロセスの説明
EPM Planning財務から Budgetary Controlに予算改訂をロードする準備をするためにデータ
統合で実行するおおまかなステップは次のとおりです:

1. Planning、プランニング予算改訂、Budgetary Control間の統合設定ステップを実行します。
詳細は、https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/planning-budgeting-cloud/epbca/
fin_budget_adjustment_setup_102x2f7be273.htmlを参照してください。

2. OEP_FSを入力キューブとしてアプリケーションを登録します。
このステップでは、予算に対して行われた準備または改訂が格納され、Budgetary Control
にロードされるプランニング予算改訂アプリケーションを登録できます。このアプリケー
ションの名前は、PRCVisionCityControlB_BARのように、名前に BARが付加されます

3. Budgetary Controlをデータ・ソースとして登録し、使用する接続を指定して、Budgetary
Controlの残高 Essbaseキューブをデータ統合にインポートします。
「アプリケーションのインポート」ボタンによって、Budgetary Controlの残高 Essbaseキ
ューブをデータ統合に Budgetary Controlターゲット・アプリケーションとして取り込みま
す。各 Budgetary Controlターゲット・アプリケーション内の予算管理ディメンション・メ
ンバーは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementとの間でデータをロ
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ードおよびライトバックするために使用される Budgetary Controlの予算管理を表してい
ます。
Budgetary Controlのデータ・ソースとしての登録およびアプリケーションのインポートを
参照してください。

4. 「データ・エクスポート」カテゴリを選択して予算調整改訂を登録し、予算調整改訂タイプ
を選択して、アプリケーションの Budgetary Control Essbaseキューブを選択します。
このタイプのアプリケーションは、PRCVisionCityControlB_BARのように、アプリケーシ
ョン名に BARが付加されます。
予算調整要求の登録を参照してください。

5. プランニング予算改訂をデータ・ソースとして登録します。これは、予算に対して行われ
た策定または改訂を格納し、その後 Budgetary Controlにロードされます。
プランニング予算改訂の登録を参照してください。

6. オプション: 別の環境からの移行を使用してアプリケーションを移行する場合は、ソースか
ら予算管理情報をインポートする必要があります。この場合は、Budgetary Control
Essbaseアプリケーションを選択し、アクション・メニューから「メンバーのリフレッシ
ュ」オプションを選択します。

7. 全般ページで、プランニング予算改訂ソース・アプリケーションと予算調整要求の間の統
合を作成します。
プランニング予算改訂と予算調整要求の統合を参照してください。

8. ディメンションのマッピング・ページで、プランニング予算改訂ソース・アプリケーショ
ンから予算調整要求にディメンションをマップしてインポート・フォーマットを作成しま
す。
このステップでは、プランニング予算改訂ディメンションを予算調整要求ディメンション
にマップします。
プランニング予算改訂および予算調整要求ディメンションのマッピングを参照してくださ
い。

9. オプション: 選択した EPM Planning財務ソースから値をインポートできる追加の属性列
をマップします。
詳細は、カスタム予算改訂属性のマッピングを参照してください。

10. オプション・ページで、期間マッピングを選択します。
期間マッピングでは、EPM Planning財務と Budgetary Control間のマッピングを定義しま
す。次の 2つの方法で期間マッピングを定義できます:

• デフォルトの期間処理
• 明示期間処理
EPM Planning財務と Budgetary Controlで一貫した期間定義および期間命名を使用する場
合は、デフォルトの期間処理を使用します。たとえば、両方のシステムで月次カレンダ使
用され、Jan-20のような期間の名前が両方のシステムで一致する場合、統合ではデフォル
トの期間マッピング・タイプを使用します。追加のマッピングは必要ありません。
EPM Planning財務と Budgetary Controlで期間定義または期間命名規則が異なる場合は、
明示期間処理を使用します。この場合、明示ソース期間マッピングに関連付けられている
カレンダを選択する必要があります。
予算調整オプションの定義を参照してください。
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EPM Planning財務の予算改訂と Budgetary Controlの統合については、次の点に注意してくだ
さい:

• EPM Planning財務から Budgetary Controlへのメンバー・マッピングを使用することはで
きません。インポート式を使用して接頭辞を追加したり追加ディメンションに定数値を割
り当てることのみが可能です。

• データ統合の統合の実行ページから EPM Planning財務と Budgetary Controlの統合を実
行することはできません。統合の実行ステップは、資金チェックまたは資金予約アクショ
ンの実行時に EPM Planning財務からのみ呼び出されます。

• EPM Planning財務と Budgetary Controlの統合の結果をワークベンチで表示することはで
きません。

OEP_FSを入力キューブとする Planningアプリケーションの登
録

OEP_FSを入力キューブとして Planningアプリケーションを登録するには。
1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「EPMローカル」を選択します。
4. 「アプリケーション」から、OEP_FSキューブに関連付けられる Planningアプリケーショ
ンを選択します。

5. 「キューブ」から、入力キューブ - OEP_FSを選択します。
6. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

7. 「OK」をクリックします。

Oracle ERP Cloudソース・システムの登録
プランニング予算改訂と予算調整要求を統合するには、まずタイプが Oracle ERP Cloudのソ
ース・システムを作成し、次に接続情報を指定します。
Oracle ERP Cloudをソース・システム・タイプとして追加するには:

1. ホーム・ページで、 (「アプリケーション」クラスタ)をクリックします。

2.  (「データ交換」アイコン)をクリックし、「データ統合」タブを選択します。
オプションで、 をクリックして「データ統合」を起動し、「アプリケーション」から

 を選択できます。
3. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
4. アプリケーション・ページで、 (接続の構成アイコン)をクリックします。
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5. (「追加」ドロップダウン・アイコン)ドロップダウンをクリックし、Oracle ERP Cloud
を選択します。

6. 「名前」に、ソース・システム名を入力します。
7. 「説明」に、ソース・システムの説明を入力します。
8. サービス URLに、Webサービスのサービス情報を入力します。
たとえば、https://serverと入力します。

9. 「ユーザー名」に、Budgetary Controlのユーザー名を入力します。
Oracle Enterprise Performance Management Cloudと Oracle ERP Cloudの間で情報を送
信するためのプロセス要求を開始する Oracle ERP Cloudユーザーの名前を入力します。
このユーザーには、「予算マネージャ」ジョブ役割が割り当てられている必要があります。

10.「パスワード」に、Oracle ERP Cloudのパスワードを入力します。
このパスワードは、Oracle ERP Cloudのパスワードを変更するたびに更新する必要があり
ます。

11.「接続のテスト」をクリックします。
接続が正しくテストされると、[ソース・システム名]の接続に成功しましたという情報メッ
セージが表示されます。

12.「OK」をクリックします。
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Budgetary Controlのデータ・ソースとしての登録およびアプリケ
ーションのインポート

このステップでは、Budgetary Controlをデータ・ソースとして登録する方法および Budgetary
Controlアプリケーションをインポートする方法を示します。
Budgetary Controlをデータ・ソースとして登録し、Budgetary Controlの残高 Essbaseキュー
ブをデータ統合にインポートするには:

1. ホーム・ページで、 (「アプリケーション」クラスタ)をクリックします。

2.  (「データ交換」アイコン)をクリックし、「データ統合」タブを選択します。
3. 「アクション」ドロップダウンから、「アプリケーション」を選択します。
4. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。

ノート:

ホーム・ページではなく、アプリケーション・ページで をクリックしてくださ
い。

5. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」.を選択します
6. 「タイプ」から、Oracle ERP Cloudを選択します。
7. 「接続」から、Oracle ERP Cloudへの接続に使用する接続名を選択します。
8. Budgetary Controlを有効にします。
9. 「アプリケーションのインポート」をクリックします。
「アプリケーションのインポート」ボタンによって、Budgetary Controlの残高 Essbaseキ
ューブをデータ統合に Budgetary Controlターゲット・アプリケーションとして取り込みま
す。各 Budgetary Controlターゲット・アプリケーション内の予算管理ディメンション・メ
ンバーは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementとの間でデータをロ
ードおよびライトバックするために使用される Budgetary Controlの予算管理を表してい
ます。
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ヒント:

予算管理ディメンションが変更された場合、または新しい予算管理を追加した場
合は、「アプリケーションのインポート」を再実行する必要があります。
予算管理残高は、Oracle Essbaseキューブに保管されます。予算管理のキューブ
名を取得するには、管理予算の管理ページで予算管理名の上にマウスを置きます。
予算管理キューブの名前は、ターゲット・マッピングとして使用されます。

10.「OK」をクリックします。

プランニング予算改訂の登録
このステップにより、EPM Planning財務からプランニング予算改訂を登録できます。
プランニング予算改訂アプリケーションを登録するには:

1. ホーム・ページで、 (「アプリケーション」クラスタ)をクリックします。

2.  (「データ交換」アイコン)をクリックし、「データ統合」タブを選択します。
3. データ統合ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
4. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。

ノート:

ホーム・ページではなく、アプリケーション・ページで をクリックしてくださ
い。

5. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
6. 「タイプ」から、プランニング予算改訂を選択します。
7. 「アプリケーション」から、OEP_FSの接尾辞が付いた Planning入力キューブを選択しま
す。

8. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。
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9. 「OK」をクリックします。

予算調整要求の登録
このステップにより、承認されたプランニング予算改訂からの改訂がロードされる予算調整要
求機能を登録できます。
予算調整要求を登録するには:

1. ホーム・ページで、 (「アプリケーション」クラスタ)をクリックします。

2.  (「データ交換」アイコン)をクリックし、「データ統合」タブを選択します。
3. データ統合ホーム・ページから、「アクション」をクリックし、「アプリケーション」を選
択します。

4. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
5. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「データ・エクスポート」を選択しま
す。

6. 「タイプ」から、予算調整要求を選択します。
7. 「アプリケーション」から、Budgetary Controlキューブの名前を選択します。
8. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。
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9. 「OK」をクリックします。

プランニング予算改訂と予算調整要求の統合
EPM Planning財務で承認された予算からのプランニング予算改訂を予算調整要求に統合しま
す。統合により、プランニング予算改訂アプリケーションを選択してターゲットの予算調整要
求を指定するだけで、アプリケーション間のマッピングを設定できます。
統合を作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、 をクリックします。
「統合の作成」ビューに、「全般」ページが表示されます。

2. 「名前」および「説明」に、予算改訂の統合の名前および説明を入力します。
次の「値」パラメータに示されているように、統合の名前は、接続で EPM Planning財務
のパラメータとして使用されます。
複数の予算管理が同じキューブを共有する場合、同じマッピングを使用して、予算管理名
とともにその他のパラメータを追加できます
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詳細は、EPM Planning財務と Budgetary Control間の統合の設定を参照してください
3. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択し
て、データのロード先を指定します。

4.

 (ソースの選択)をクリックします。
5. ソースの選択ページから、プランニング予算改訂アプリケーションを選択します。
プランニング予算改訂アプリケーションの名前は、OEP_FS_BARのように、アプリケー
ション名に_BARという接尾辞が付いています。
プランニング予算改訂ソース・システムは、データ統合で登録され、ソースの選択ページ
に表示されます。

6.  (ターゲットの選択)をクリックします。
これは、前のステップで作成されたターゲットです。

7. ターゲットの選択ページから、Budgetary Controlキューブ・アプリケーションを選択しま
す。
ターゲットの選択ページにターゲット・アプリケーションが表示されます。
Budgetary Controlには BARという接尾辞が付いています。
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8. 「ロケーション属性」の「機能通貨」で、予算改訂に使用する通貨を選択します。
たとえば、米ドルを指定するには、「USD」を選択します。

9. 「保存して続行」をクリックします。
次のステップでは、ディメンションをマップします。

プランニング予算改訂および予算調整要求ディメンションの
マッピング

プランニング予算改訂と予算調整要求の統合の一環として、EPM Planning財務ディメンショ
ンを Budgetary Controlターゲット・ディメンションにマップします。必要に応じてビジネス要
件に合うように式を適用するなどして、これらの統合をカスタマイズおよび拡張することもで
きます。
ディメンションをマッピングするには:

1. データ統合ホーム・ページで、プランニング予算改訂と予算調整要求の統合の右側にある
をクリックし、「ディメンションのマッピング」を選択します。

2. 「インポート・フォーマット」から、統合で使用するインポート・フォーマットの名前を選
択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

3. 「タイプ」から、「区切り - すべてのデータ型」を選択し、「保存」をクリックして行をリフ
レッシュします。

4. 次を実行して、マッピング・グリッドで、ソース・データロード・ファイルのソース列を
ターゲット・アプリケーションのディメンションにマッピングします :

a. 「ソース・ディメンションの選択」で、予算調整要求ターゲット・ディメンションに割
り当てるプランニング予算改訂ソース・ディメンションの名前を指定します。

b. プラン要素をプラン要素に、期間をプラン期間に、年をプラン年にマップします。
c. Budgetary Controlディメンションごとにターゲット・ディメンション式を追加します。
最も一般的な使用事例の典型的な式は次のとおりです:

• Copysource—EPM Planning財務の同じメンバー名を Budgetary Controlで使用し
ます。

• LTrim—EPM Planning、財務で使用されている接頭辞を削除します。
• 定数—Budgetary Controlの追加のディメンションに定数値を割り当てます。

これは必須の手順です - ソースをターゲットにマップし、ターゲット式を追加する必要が
あります。
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5. 「保存」をクリックします。

カスタム予算改訂属性のマッピング
選択した EPM Planning財務ソースから値をインポートできる追加の属性列をマップできま
す。式フィールドに属性の値を入力することにより、処理中に値を追加できます。
カスタム予算調整改訂属性をマップするには:

1. ホーム・ページで、 (「アプリケーション」クラスタ)をクリックします。

2.  (「データ交換」アイコン)をクリックし、「データ統合」タブを選択します。
3. 「アクション」ドロップダウンから、「アプリケーション」を選択します。
4. アプリケーション・ページで、予算調整改訂アプリケーションの右側にある をクリッ
クし、「アプリケーション詳細」を選択します。
予算調整改訂アプリケーションは「データ・エクスポート」カテゴリに関連付けられてい
ます。

5. 属性文字 1 -属性文字 10に追加の属性をマップし、「保存」をクリックします。
次の例では、「Header Number」が属性文字 1の値に追加されています。

予算調整オプションの定義
オプションを使用して、プランニング予算改訂と予算調整要求の統合で使用される期間マッピ
ングのタイプを定義します。デフォルト期間マッピングまたは明示期間マッピングのいずれか
を使用できます。オプションでは期間マッピング・タイプのみを選択できることに注意してく
ださい。他のすべてのオプションは事前選択されており、変更できません。

ヒント:

日付マッピングが予算管理期間および会計年度と一致していることを確認してくだ
さい。自動的に作成されたマッピングを変更する必要がある場合があります

オプションを指定するには:
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1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「オプション」
を選択します。

2. 「期間マッピング・タイプ」から、期間のマッピング・タイプを選択します。
使用可能なオプション:

• デフォルト - 統合では、データ管理で定義されている期間キーおよび前期間キーを使用
して、統合の実行時、各データ管理期間にマップされたソース一般会計期間を判断し
ます。
プランニング予算改訂と予算調整要求間のデフォルトの期間マッピングは、アプリケ
ーションの作成中に自動的に設定されます。

• 明示 - EPM Planning財務期間と Budgetary Control期間が同じタイプでない場合に明
示期間マッピングを使用できる場合、統合では、データ管理で定義されている明示期
間マッピングが使用されます。たとえば、EPM Planning財務が月次で、Budgetary
Controlが四半期ごとの場合です。
明示マッピングは、ソース・システム・オプションのカレンダ期間を使用して設定さ
れます。「カレンダ」ドロップダウンから、統合に使用する実際のカレンダを選択しま
す。詳細は、ソース・マッピングの適用を参照してください。

3. 「カレンダ」から、プランニング予算改訂と予算調整要求の間のデータ統合に使用するソー
ス期間マッピング・カレンダの名前を選択します。

4. 「保存」をクリックします。

Oracle NetSuiteの統合
データ統合は、データを Oracle NetSuiteからロードしようとしている Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementのお客様のための統合メカニズムとして使用できます。
この統合では、新規ユーザーに EPM Connectorおよび既存ユーザーに NSPB Syncを使用して
Oracle NetSuiteからデータをロードします。
これまで、NSPB Syncを使用して Oracle NetSuiteから Cloud EPMのアプリケーションにデ
ータをロードしていたお客様は、引き続き NSPB Syncを使用してデータをロードしてくださ
い。NSPB Sync以外のお客様(既存の Oracle NetSuite Account Reconciliation (NSAR)のお客
様を含む)は、Oracle NetSuiteに接続する場合、Oracle EPM Connectorを使用してください。
このコネクタは、Oracle NetSuiteと Cloud EPMのアプリケーションとの間の接続を容易に行
えるようにします。
Oracle EPM Connector SuiteAppの詳細は、Oracle EPM Connector SuiteAppを参照してくだ
さい。
NSPB Sync SuiteAppの詳細は、NSPB Sync SuiteAppを参照してください。
Account Reconciliation Sync SuiteAppの詳細は、Account Reconciliation Sync SuiteAppを参照
してください。

Oracle NetSuiteを統合するプロセスの説明
Oracle NetSuiteを Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementでデータ・ソー
スとして使用する場合、データ統合では NSPB Syncまたは EPM Connectorと保存された検索
またはデータ・セットを使用して、Oracle NetSuiteのデータを問い合せます。
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ノート:

保存された検索から生成されたデータは、データのインポートでのみ使用され、ライ
トバックでは使用されません。
Oracle NetSuiteをライトバックするには、予算データのインポートのための
Planning and Budgetingの設定のリンクで、Planningから Oracle NetSuiteへのデー
タのプッシュ・バックを構成する方法を確認します。Account Reconciliation Syncを
使用すると、データを Oracle NetSuiteにロードして戻すことができます。

次に、Oracle NetSuiteデータ・ソースからデータをロードするステップをおおまかに示しま
す。
1. SuiteAppをインストールするには、管理者はまず、「EPM Connector Foundation」バンド
ルをインストールする必要があります。NSARのお客様には、EPM Connector Foundation
バンドルが自動的にプロビジョニングされます。
その他のお客様は、アカウント・マネージャと協力して、バンドルのプロビジョニング・
リクエストを送信して承認を受ける必要があります。承認されたら、「EPM Connector
Foundation」バンドルをインストールできます。

2. Oracle NetSuiteのサービス管理者は、Oracle NetSuiteでインストールおよび設定タスクを
実行して、NSPB Sync SuiteApp、EPM Connector SuiteApp、Planning and Budgeting
Financials Sync SuiteAppまたは Account Reconciliation Sync SuiteAppをインストールし
ます。
SuiteAppのインストールおよび設定の詳細は、次の表を参照してください:

表 17-1 Netsuite SuiteAppのインストールおよび設定についての参照先

SuiteApp 参照先
Oracle EPM Connector Oracle EPM Connectorのインストールと設定
NSPB Sync NSPB Sync設定ガイド
Planning and Budgeting Financials 統合ガイドライン
Account Reconciliation Sync Account Reconciliation Sync SuiteAppのインス

トールおよび設定
3. 「アプリケーション」で、Oracle NetSuiteをデータ・ソースとして登録し、「アプリケーシ
ョンのインポート」オプションを選択して、すべての保存された検索の定義をインポート
します。
このオプションを選択すると、データ統合によって、ユーザーが所有するすべての保存さ
れた検索の定義、または Oracle NetSuiteからロードするように構成されているデータセッ
トがインポートされます。保存されたすべての検索定義をインポートしない場合、ターゲ
ット・アプリケーションに移動して、保存された検索の定義を個別に 1つずつ選択します。
ソース・システムを初めて初期化した場合、増分の保存された検索の定義もターゲット・
アプリケーションに追加できます。
詳細は、Oracle NetSuiteデータ・ソースの作成および Oracle NetSuiteアプリケーション
の登録を参照してください。
Oracle NetSuiteアプリケーションの更新の詳細は、Oracle NetSuiteアプリケーションの更
新を参照してください。

4. オプション: 保存された検索内の列をディメンションにマップします。
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5. Cloud EPMアプリケーションをターゲット・アプリケーションとして定義します。
詳細は、次を参照してください: Cloud EPMアプリケーションの登録

6. 保存された検索の列をターゲット Cloud EPMアプリケーション・ディメンションのディメ
ンションにマップするために、インポート・フォーマットを定義します。
詳細は、次を参照してください: ディメンションのマッピング

7. Oracle NetSuiteを指定するドリル URLを定義します。
詳細は、次を参照してください: Oracle NetSuiteへのドリル・スルー

8. 初期化プロセスの完了後は、ターゲット・アプリケーションを追加するときに、保存され
た検索を選択できます。Oracle NetSuiteまたはデータセットをデータ・ソースとして選択
すると、選択した Oracle NetSuiteソースからの保存された検索のリストが表示されます。
「アプリケーション・フィルタ」タブでソース・フィルタ基準を提供することもできます。
これらのソース・フィルタは、Oracle NetSuiteの「基準」と同じであり、Oracle NetSuite
の保存された検索からのデータをフィルタします。

9. カレンダ・マッピングのセクションで、Oracle NetSuite期間を Cloud EPM期間にマップ
するためのソース・マッピング・エントリを定義します。

10. 統合を作成し、Oracle NetSuiteのデータ・ソースをソース・アプリケーションとして、
Cloud EPMアプリケーションをターゲット・アプリケーションとして指定します。
詳細は、次を参照してください: 直接統合の作成

11. 期間マッピングを定義します。使用可能なオプションは、明示期間マッピングとデフォル
ト期間マッピングです
Oracle NetSuite統合で使用可能な期間マッピングの詳細は、Oracle NetSuiteでの期間の管
理を参照してください。

12. Oracle NetSuiteのデータ・ソースと Cloud EPMターゲット・アプリケーションの間のメ
ンバー・マッピングをマップします。

13. Oracle NetSuiteのフィルタおよびオプションを適用します。
詳細は、次を参照してください: Oracle NetSuiteアプリケーション・フィルタの適用

14. Oracle NetSuiteのデータ・ソースと Cloud EPMターゲット・アプリケーションの間の統
合を実行します。
これにより、データが Oracle NetSuiteインスタンスからデータ統合に取得され、データが
マップされ、結果がワークベンチに表示されます。マッピングがエラーなしで成功すると、
データはターゲット・アプリケーションにロードされます。
詳細は、次を参照してください: 統合の実行

Oracle NetSuiteデータ・ソースの作成
ターゲット・アプリケーションにより、統合できるソース・アプリケーションとターゲット・
アプリケーションの構造をデータ統合に格納できます。この方法で、ソース・アプリケーショ
ンとターゲット・アプリケーションをマップし、インポート基準を指定できます。
Oracle NetSuiteの保存された検索結果は、アプリケーション・タイプ「データ・ソース」に登
録されます。初期化中に、Oracle NetSuiteソース・システムで登録されたユーザー名のもとで
使用可能な保存された検索の結果に基づき、データ・ソースが自動的に作成されます。ターゲ
ット・アプリケーションのオプションで、追加の保存された検索を Oracle NetSuiteで作成で
き、次にアプリケーション・ページでカスタムの保存された検索を登録できます。
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ノート:

アプリケーション・ページの「アクション」メニューで「アプリケーションの更新」
をクリックして、ソース・システムをデータ統合で初期化した後で Oracle NetSuite
で作成されたすべての保存された検索を更新できます。

ノート:

Oracle NetSuiteデータ・ソースを作成するときには、ディメンションの詳細が自動
的に移入され、ターゲット・ディメンション・クラス「汎用」に直接マップされま
す。ルールにより、Oracle NetSuiteデータ・ソースからデータをロードするとき、
ディメンション詳細の変更、追加または削除を実行できません。

Oracle NetSuiteデータ・ソースの作成の詳細は、Oracle NetSuiteアプリケーションの登録を
参照してください。

保存された検索内の列のディメンションへのマップ
Oracle NetSuiteアプリケーションに関連付けられるディメンションを管理できます。ディメ
ンションは、ユーザーが業務上の質問に回答できるようにするためにデータを分類する構造で
す。通常、それぞれのディメンションには関連するメンバーをグループ化した階層が含まれま
す。よく使用されるディメンションは、顧客、製品および時間です。
保存された検索内の列をマップするには:

1. アプリケーション・ページで、Oracle NetSuiteアプリケーションの右側にある をクリ
ックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

2. 「ディメンション」タブを選択します。
3. 「ディメンション名」から、ディメンションの分類先の列のディメンション名を選択しま
す。

4. 列タイプに基づいて、対応する「ディメンションの分類」ドロップダウンから、列の分類
を選択します。

5. 「保存」をクリックします。
保存された検索の更新および SuiteAnswersの使用の詳細は、https://www.netsuite.com/
portal/landing/suiteanswers.shtmlを参照してください

Oracle NetSuiteデータ・ソースのターゲット・ディメンションの追加
Oracle NetSuiteの保存された検索はデータ・ソースとして格納され、インポート・フォーマッ
トを使用して、そのデータ・ソースと Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementのターゲット・アプリケーションのディメンションとの間の統合マッピングを設
定できます。
データ・ソース・アプリケーションによって生成されたファイルは、単一列数値や複数列デー
タなど、サポートされるフォーマットのどれでも可能です。
Oracle NetSuiteデータ・ソースを選択すると、データ統合によってソースとターゲットの列に
自動的に移入されます。
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インポート・ファイルにある Oracle NetSuiteの保存された検索データ・ソース列またはフィー
ルドを、Cloud EPMアプリケーションのディメンションにマップします。
ターゲット・ディメンションを追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

2. ディメンションのマッピング・ページで、「インポート・フォーマット」から、統合で使用
するインポート・フォーマットの名前を選択します。

3. 「ファイル・タイプ」で、インポートするファイルのフォーマットを選択します。
使用可能なファイル・フォーマット:

• 区切り - 数値データ
• 複数列 - 数値データ
• 区切り - すべてのデータ型
• 複数列 - すべてのデータ型

4. 「ドリル・スルー URL」で、ドリル・スルーに使用する検索タイプ条件を入力します。
5. ディメンションのマッピング・セクションで、ソース列を選択し、次にターゲット・ディ
メンションのドロップダウンからターゲット・ディメンションを選択することによって、
ソース列をターゲット・ディメンションにマップします。

6. その他のディメンションをマップするには、「マッピング」セクションで をクリック
し、次に「ディメンション行の追加」ドロップダウンから、追加するディメンション行を
選択します。

7. オプション: 「式」で任意のインポート式を追加します。
データ統合 には、ほとんどすべてのファイルをデータ統合データベースに読み込んで解析
できる、一連の強力なインポート式が用意されています。フィールドの「式」列に高度な
式を入力します。インポート式は、インポート・ファイルから読み込まれた値を演算しま
す。

8. 「保存」をクリックします。

Oracle NetSuiteアプリケーションのオプションの定義
特定の Oracle NetSuiteアプリケーション・プロパティのオプションを定義できます。
アプリケーション・プロパティを指定するには:

1. アプリケーション・ページで、Oracle NetSuiteアプリケーションの右側にある をクリ
ックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

2. 「プロパティ名」で、追加または変更する値を「プロパティ値」ドロップダウンから選択し
ます。
使用可能なプロパティ:

• Postingperiod - データをロードする転記期間を選択します。
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Note:

特定の期間(特定の月など)に基づいてデータをロードする必要がある場合、期
間 IDを含む転記期間フィルタを使用します。期間 IDは転記期間フィルタ内
に作成され、データのフィルタ処理に使用される保存された検索によって戻
されます。
Oracle NetSuiteでは、いくつかのタイプのデータ・フィルタが用意されてい
ます。名前付き期間(前会計年度など)、特定の開始日と終了日で定義されたカ
スタム日付範囲、および数日前、数週間前、数か月前、数四半期前、数年前
または現在から数日後、数週間後、数か月前、数四半期後または数年後まで
として定義された相対的な日付範囲です。フィルタの設定の詳細は、
NetSuiteの検索ガイドを参照してください。

• Mainline - トランザクションのタブで入力されるライン・アイテム・データではなく、
トランザクションの「主要情報」フィールド・グループをロードするには、Trueを選
択します。それ以外の場合は、Falseを選択します。

• Posting

3. 「保存」をクリックします。

Oracle NetSuiteアプリケーション・フィルタの適用
Oracle NetSuiteの保存された検索で定義される検索基準は、アプリケーション・フィルタとし
て自動的に登録されます。必要に応じてフィルタを編集できます。たとえば、プロパティ・レ
ベルを設定することで、デフォルト値を割り当てたり、エンド・ユーザーに対してフィルタを
非表示にすることができます。
選択した条件を満たすレコードのみがデータ統合に戻るように、Oracle NetSuiteの保存された
検索結果にフィルタ条件を適用できます。フィルタ条件は 1つのみでも、複数でも指定でき、
さらに戻す値も厳密に指定できます。
Oracle NetSuiteフィルタ条件を適用するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、Oracle NetSuite統合の右側にある をクリックし、
「オプション」を選択します。

2. 「フィルタ」タブをクリックします。
3. フィルタ条件の名前を選択します。
4. 「条件」ドロップダウンから、適用可能な条件を選択します。
フィルタによる適用可能条件は、Oracle NetSuiteの保存された検索から導出されます。

5. 「値」ドロップダウンから、フィルタを適用する値を選択します。
6. 「保存」をクリックします。

インポート・フォーマットのドリル URLへのフィルタの追加
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementからデータ統合へのドリル・スルー
を実行し、続いて Oracle NetSuiteの保存された検索へのドリル・スルーを実行すると、場合に
よっては返されるレコードが多すぎることがあります。ガイドラインとして、ドリル・スルー
で全レコードの金額を追加する場合は、Cloud EPMでドリル・スルーを開始した時点のデー
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タ・セル上に数値が合計される必要があります。この問題を解決するには、インポート・フォ
ーマットのドリル・スルー URLにフィルタを追加します。
フィルタを追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

2. ディメンションのマッピング・ページで、「インポート・フォーマット」から、統合で使用
するインポート・フォーマットの名前を選択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

3. 「マッピング」セクションで、フィルタとして使用するソース・ディメンション列を選択
し、ターゲット「属性」列にマップします
たとえば、「Subsidiary ID」ソース列を「Attribute 4」行にマップできます。

4. 「ドリル・スルー URL」で をクリックし、ドリル・スルーに使用する検索タイプ条件
を入力します。
ドリル・スルーのフォーマットは次のとおりです:

searchtype=Transaction&searchid=customsearch_nspbcs_all_transactions_s_5&Trans
action_TYPE&detailname=$ATTR3$&Transaction_ACCOUNT=$ATTR1$&Transaction_POSTING
PERIOD=$ATTR2$&Transaction_POSTING=T&Transaction_MAINLINE=F&
子会社 IDなど、その他のフィルタを追加する場合は、パラメータのリストに
&Transaction_SUBSIDIARY=$ATTR4$と入力します。
この場合、次のようにドリル・スルー URL定義全体を指定します:

Searchtype=Transaction&searchid=customsearch_nspbcs_trial_balance&Transaction_
ACCOUNT=$ATTR1$&Transaction_POSTINGPERIOD=$ATTR2$&Transaction_SUBSIDIARY=$ATTR
4$&Transaction_POSTING=T&

5. 「保存」をクリックします。

Oracle NetSuiteでの期間の管理
Oracle NetSuiteから期間をロードする場合、次の 2つのオプションがあります:

• 「デフォルト」期間マッピング - データ・ロード・ルールに基づいて POVから単一の期間
をロードする場合は、このオプションを使用します。この場合、インポート・フォーマッ
トで期間列をマップしたり、期間マッピングでソース期間マッピングを定義することはあ
りません。データ・ルール内に、「現在の期間」や最後の期間といったソース・フィルタを
設定できます。たとえば、2018年 2月の期間をロードする場合、これを最後の期間として
設定します。データ・ルールを実行すると、期間はチェックされず、Oracle NetSuiteから
抽出するすべてのデータが、選択した POVにインポートされます。

• 「明示」期間マッピング - 「明示」期間マッピングでは、Oracle NetSuiteと Planningの期
間が一致したときに一般会計データのロードが可能になります。複数の期間をロードする
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場合や、ユーザーが POVから期間を選択できないようにする場合は、このオプションを使
用します。
明示期間マッピングを使用するには、インポート・フォーマットで期間列をマップし、ソ
ース期間マッピングを定義します。一般会計期間の列が Oracle NetSuite期間と正確に一
致している必要があります。次に、統合で、期間マッピングからカレンダを選択します。
データ・ルールを実行する場合、ロードする開始から終了までの期間を指定します。デー
タ・ルール内に、特定の期間データを抽出するためのフィルタ条件を設定できます(現行会
計年度から現行会計四半期期間など)。データ統合によって、検索結果の期間列が期間マッ
ピング内の期間と照合され、データが適切な期間にロードされます。

Oracle NetSuiteデータ・ソースのターゲット・ディメンションの追加
Oracle NetSuiteの保存された検索はデータ・ソースとして格納され、インポート・フォーマッ
トを使用して、そのデータ・ソースと Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementのターゲット・アプリケーションのディメンションとの間の統合マッピングを設
定できます。
データ・ソース・アプリケーションによって生成されたファイルは、単一列数値や複数列デー
タなど、サポートされるフォーマットのどれでも可能です。
Oracle NetSuiteデータ・ソースを選択すると、データ統合によってソースとターゲットの列に
自動的に移入されます。インポート・ファイルにある Oracle NetSuiteの保存された検索デー
タ・ソース列またはフィールドを、Cloud EPMアプリケーションのディメンションにマップし
ます。
インポート・フォーマットを Oracle NetSuiteソースに追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

2. ディメンションのマッピング・ページで、「インポート・フォーマット」から、統合で使用
するインポート・フォーマットの名前を選択します。

3. 「ファイル・タイプ」で、インポートするファイルのフォーマットを選択します。
使用可能なファイル・フォーマット:

• 区切り - 数値データ
• 複数列 - 数値データ
• 区切り - すべてのデータ型
• 複数列 - すべてのデータ型

4. 「ドリル・スルー URL」で、ドリル・スルーに使用する検索タイプ条件を入力します。
5. ディメンションのマッピング・セクションで、ソース列を選択し、次にターゲット・ディ
メンションのドロップダウンからターゲット・ディメンションを選択することによって、
ソース列をターゲット・ディメンションにマップします。

6. その他のディメンションをマップするには、「マッピング」セクションで をクリック
し、次に「ディメンション行の追加」ドロップダウンから、追加するディメンション行を
選択します。

7. オプション: 「式」で任意のインポート式を追加します。
データ統合 には、ほとんどすべてのファイルをデータ統合データベースに読み込んで解析
できる、一連の強力なインポート式が用意されています。フィールドの「式」列に高度な
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式を入力します。インポート式は、インポート・ファイルから読み込まれた値を演算しま
す。
詳細は、次を参照してください。

8. 「保存」をクリックします。

インポート・フォーマットのドリル URLへのフィルタの追加
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementからデータ統合へのドリル・スルー
を実行し、続いて Oracle NetSuiteの保存された検索へのドリル・スルーを実行すると、場合に
よっては返されるレコードが多すぎることがあります。ガイドラインとして、ドリル・スルー
で全レコードの金額を追加する場合は、Cloud EPMでドリル・スルーを開始した時点のデー
タ・セル上に数値が合計される必要があります。この問題を解決するには、インポート・フォ
ーマットのドリル・スルー URLにフィルタを追加します。
フィルタを追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

2. ディメンションのマッピング・ページで、「インポート・フォーマット」から、統合で使用
するインポート・フォーマットの名前を選択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

3. 「マッピング」セクションで、フィルタとして使用するソース・ディメンション列を選択
し、ターゲット「属性」列にマップします
たとえば、「Subsidiary ID」ソース列を「Attribute 4」行にマップできます。

4. 「ドリル・スルー URL」で をクリックし、ドリル・スルーに使用する検索タイプ条件
を入力します。
ドリル・スルーのフォーマットは次のとおりです:

searchtype=Transaction&searchid=customsearch_nspbcs_all_transactions_s_5&Trans
action_TYPE&detailname=$ATTR3$&Transaction_ACCOUNT=$ATTR1$&Transaction_POSTING
PERIOD=$ATTR2$&Transaction_POSTING=T&Transaction_MAINLINE=F&
子会社 IDなど、その他のフィルタを追加する場合は、パラメータのリストに
&Transaction_SUBSIDIARY=$ATTR4$と入力します。
この場合、次のようにドリル・スルー URL定義全体を指定します:

Searchtype=Transaction&searchid=customsearch_nspbcs_trial_balance&Transaction_
ACCOUNT=$ATTR1$&Transaction_POSTINGPERIOD=$ATTR2$&Transaction_SUBSIDIARY=$ATTR
4$&Transaction_POSTING=T&

5. 「保存」をクリックします。
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Oracle NetSuiteへのドリル・スルー
データ統合によって、データ統合内で指定する、外部で使用可能な URLを使用して、Oracle
NetSuiteにドリル・スルーできます。
Oracle NetSuiteにドリル・バックする場合、データ統合から格納された値をドリル URLのパ
ラメータとして渡すことで、ドリル URLが構築されます。
Oracle NetSuiteへのドリル・スルー URLは手動で構成する必要があります。

Oracle NetSuiteへのドリル・スルー・パラメータの定義
Oracle NetSuiteにドリル・バックするために必要なパラメータについて、次に説明します。
Oracle NetSuiteにドリルするためのサーバー URLでは、https://<NetSuite Domain>/app/
common/search/searchresults.nl?というドリル URLアドレス・フォーマットが採用されま
す。
詳細側(検索タイプ・コンポーネントを指定する場所)では、Oracle NetSuiteへのドリル URLで
次のパラメータが必要です。
• "検索タイプ"

• "検索 ID"

• オプションとして、追加パラメータを指定して、勘定科目および期間に基づいてドリルを
フィルタできます。

検索タイプ
ドリル・スルー・パラメータ・リストには、「トランザクション」の検索タイプが含まれます。
ドリル・スルー URLで次のように指定されます。
Searchtype=Transaction&searchid=customsearch_nspbcs_trial_balance&Transaction_ACC
OUNT=$ATTR1$&Transaction_POSTINGPERIOD=$ATTR2$&Transaction_DEPARTMENT=$ATTR5$&Tra
nsaction_CLASS=$ATTR4$&Transaction_INTERNALID=$ATTR3$&Transaction_POSTING=T&

「トランザクション」検索タイプには次のものがあります。
• Transaction_POSTINGPERIOD

• Transaction_DEPARTMENT

• Transaction_SUBSIDIARY

• Transaction_CLASS

• Transaction_LOCATION

• Transaction_INTERNALID

• Transaction_POSTING=T

検索 ID

ドリル・スルー・リストには検索 IDも含まれます。検索文字列 IDを使用して、パラメータを
指定します。
Oracle NetSuiteの検索定義で値が見つかります。
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https://<NetSuite Domain>/app/common/search/searchresults.nl?
searchtype=Transaction&searchid=customsearch_nspbcs_all_transactions_det。
追加パラメータ
追加パラメータを指定して、勘定科目および期間に基づいてドリルをフィルタできます。一般
的に使用されるパラメータをいくつか次に示します。
表 17-2 追加のフィルタ・パラメータ

ラベル パラメータ 値 例
勘定科目 Transaction_ACCOUNT 勘定科目の内部 ID &Transaction_ACCOUN

T=54
メイン行 Transaction_MAINLIN

E
Tまたは F &Transaction_MAINLI

NE=T
期間 Transaction_POSTINGP

ERIOD
事前定義された期間の期
間 IDまたはキー

&Transaction_POSTIN
GPERIOD=21 or
&Transaction_POSTIN
GPERIOD=LP

転記中 Transaction_POSTING Tまたは F &Transaction_POSTIN
G=T

子会社 Transaction_SUBSIDIA
RY

子会社の内部 ID &Transaction_SUBSID
IARY=1

ドリル・スルーでの保存された検索の要件
コンテキスト依存のドリル・スルーを使用するには、保存された検索の検索出力には勘定科目
フィールドと期間フィールドの内部 IDを含める必要があります。Oracle NetSuiteで保存され
た検索の結果セクションにこれらのフィールドがない場合は、追加できます。

内部 IDの詳細は、Oracle NetSuiteヘルプ・センターを参照してください:

ドリル・スルー URLの追加
ドリル・スルー URLを追加するには:
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1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

2. ディメンションのマッピング・ページで、「インポート・フォーマット」から、統合で使用
するインポート・フォーマットの名前を選択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

3. 「インポート・フォーマットのサマリー」セクションから、インポート・フォーマットを選
択します。

4. インポート・フォーマットの詳細セクションで、次に示すように、勘定科目、期間および
トランザクション・タイプの内部 IDを属性列にマップします。
たとえば、保存された検索のドリル URLフォーマットは次のとおりです。
searchtype=Transaction&searchid=<NAME OF SAVED
SEARCH>&Transaction_TYPE&detailname=$<ATTR COLUMN FOR TRANSACTION
TYPE>$&Transaction_ACCOUNT=$<ATTR COLUMN FOR ACCOUNT 
ID>$&Transaction_POSTINGPERIOD=$=$<ATTR COLUMN FOR PERIOD
ID>$&Transaction_POSTING=T&Transaction_MAINLINE=F&

5. インポート・フォーマットの詳細セクションの「ドリル URL」で、 をクリックしま
す。

6. 「ドリル・スルー URL」編集ウィンドウで、ドリル・スルーの属性を指定します。
ドリル URLを次のように指定します:
searchtype=Transaction&searchid=customsearch_nspbcs_all_transactions_sum&Trans
action_TYPE&detailname=$ATTR3$&Transaction_ACCOUNT=$ATTR1$&Transaction_POSTING
PERIOD=$ATTR2$&Transaction_POSTING=T&Transaction_MAINLINE=F&

7. 「保存」をクリックします。

インポート・フォーマットのドリル URLへのフィルタの追加
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementからデータ統合へのドリル・スルー
を実行し、続いて Oracle NetSuiteの保存された検索へのドリル・スルーを実行すると、場合に
よっては返されるレコードが多すぎることがあります。ガイドラインとして、ドリル・スルー
で全レコードの金額を追加する場合は、Cloud EPMでドリル・スルーを開始した時点のデー
タ・セル上に数値が合計される必要があります。この問題を解決するには、インポート・フォ
ーマットのドリル・スルー URLにフィルタを追加します。
フィルタを追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

2. ディメンションのマッピング・ページで、「インポート・フォーマット」から、統合で使用
するインポート・フォーマットの名前を選択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

3. 「マッピング」セクションで、フィルタとして使用するソース・ディメンション列を選択
し、ターゲット「属性」列にマップします
たとえば、「Subsidiary ID」ソース列を「Attribute 4」行にマップできます。
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4. 「ドリル・スルー URL」で をクリックし、ドリル・スルーに使用する検索タイプ条件
を入力します。
ドリル・スルーのフォーマットは次のとおりです:

searchtype=Transaction&searchid=customsearch_nspbcs_all_transactions_s_5&Trans
action_TYPE&detailname=$ATTR3$&Transaction_ACCOUNT=$ATTR1$&Transaction_POSTING
PERIOD=$ATTR2$&Transaction_POSTING=T&Transaction_MAINLINE=F&
子会社 IDなど、その他のフィルタを追加する場合は、パラメータのリストに
&Transaction_SUBSIDIARY=$ATTR4$と入力します。
この場合、次のようにドリル・スルー URL定義全体を指定します:

Searchtype=Transaction&searchid=customsearch_nspbcs_trial_balance&Transaction_
ACCOUNT=$ATTR1$&Transaction_POSTINGPERIOD=$ATTR2$&Transaction_SUBSIDIARY=$ATTR
4$&Transaction_POSTING=T&

5. 「保存」をクリックします。

Oracle HCM Cloudとの統合
人事データを Oracle Human Capital Management Cloudからロードして、Planningモジュール
の Oracle Workforce Planningビジネス・プロセスまたは Strategic Workforce Planningで使用
できます。
データ統合を使用して、Oracle HCM Cloudと要員プランニングまたは Strategic Workforce
Planningの間でデータの統合を推進します。データ統合で提供される即時利用可能なソリュ
ーションによって、Workforce Planningカスタマは Oracle HCM Cloudデータ・モデルからタ
ーゲット・ディメンションへの事前定義されたマッピングを適用できます。他のマッピングを
必要に応じてビジネス要件に合うように適用するなどして、これらの統合をカスタマイズおよ
び拡張もできます。
データ統合を使用して Oracle HCM Cloudと要員プランニングの間でデータを統合する方法を
学習するには、このビデオを視聴してください。Oracle HCM Cloudアプリケーションから選
択したデータを統合すると、プランの基礎として Oracle HCM Cloudから直接データを使用し
て要員プランを準備できます。
Oracle HCM Cloudと要員プランニングの統合.

Oracle HCM Cloudからのデータを統合するプロセスの説明
データ統合で提供される即時利用可能なソリューションによって、お客様は Oracle Human
Capital Management Cloudデータ・モデルから要員または Strategic Workforce Planningのタ
ーゲット・ディメンションへの事前定義されたマッピングを適用できます。
Oracle HCM Cloudとともにデータ統合では、データを抽出するためにユーザーが Oracle HCM
Cloudインスタンスにロードする必要のあるテンプレートが提供されます。
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Oracle HCM Cloud抽出を使用して、大量のデータが Oracle HCM Cloudから抽出されます。
Oracle HCM Cloudの事前定義された抽出はそれぞれ、データ統合でデータ・ソースとして定
義されます。
データ統合で統合のデータ抽出部分が実行されるとき、事前定義された各 Oracle HCM Cloud
抽出がデータ・ソース・エンティティとして指定されます。次に、これらのデータ・ソースが
Planningモジュールの要員または Strategic Workforce Planningのデータ・モデルに直接マッ
プされます。
"EPBCS Initialize.xml"という名前のテンプレートがあります。これは、抽出テンプレートでは
なく、データ統合側でのテスト接続プロセスおよび初期化プロセスで使用されます。データ統
合で提供されるテンプレートをすべてアップロードしない場合でも、"EPBCS Initialize.xml"は
アップロードする必要があります。そうすると、データ統合で Oracle HCM Cloudシステムか
らのコンテンツが正常に初期化され、テスト接続ステップを実行できます。
この統合の一部として提供されるメタデータ・テンプレートの説明を次に示します。
• エンティティ・データ(組織コード、組織名、使用可能な組織体系など)

• 従業員データ(個人番号、フル・ネーム、使用可能な統計情報など)

• ジョブ・データ(ジョブ・コード、ジョブ名、使用可能なジョブ体系など)

• ポジション・データ(ポジション・コード、ポジション名、使用可能なポジション体系な
ど)

• コンポーネント・データ(等級コード、等級名など)

• 組合コード・データ(交渉団体コード、交渉団体名など)

抽出テンプレートを介して提供されるデータの説明を次に示します:

• FTE

• 給与基準
• 定義済ベースの給与レート
• 組合コード
職階の開始日を取得して、データ統合で要員アプリケーションへのロードの開始月に変換する
こともできます。また、他のマッピングを必要に応じてビジネス要件に合うように適用するな
どして、これらの統合をカスタマイズおよび拡張することもできます。

ノート:

ドリル・スルーとライトバックは Oracle HCM Cloudではサポートされません。

Oracle HCM Cloud抽出データ・ソースからデータをロードするためのステップを大まかに示
します。
1. 人材管理統合スペシャリストのジョブ役割を割り当てられていることを確認します
人材管理の抽出を管理するには、人材管理統合スペシャリストのジョブ役割が必要です。
人材管理統合スペシャリスト(ジョブ役割)は、人材管理情報システムの統合に関連するすべ
てのアクティビティを計画、調整および監督する責任を負う個人です。
詳細は、人材管理統合スペシャリスト(ジョブ役割)を参照してください。
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2. データ統合で、「アプリケーション」オプションから要員アプリケーションに対応するアプ
リケーションを選択し、次に「ディメンションの詳細」タブで、Planningモジュールでの
シード済ディメンションの分類を割り当てます。
シード済ディメンションの分類には、「従業員」、「ジョブ」、「プロパティ」および「組合」
ディメンションが含まれています。

3. 「アプリケーション」オプションで、「アクション」オプションから「抽出のダウンロード」
をクリックして、Oracle HCM Cloud抽出をダウンロードします。
詳細は、Oracle HCM Cloud抽出のダウンロードを参照してください。
zipに含まれている抽出:

次の Oracle HCM Cloud抽出定義を含む EPBCS HCM Extract.zipファイルが作成されま
す。これらのファイルは、要員アプリケーションに抽出およびロードできるデータのサブ
セットです。
• EPBCS Assignment_<Release>.xdoz

ノート:

EPBCS Assignment_<Release>.xdozは、Oracle HCM Cloudではなく、BI
Publisherの/Customフォルダにインポートする必要があります。

ノート:

英語以外の文字が必要な場合は、EPBCS HCM Extract.zipファイルをダウン
ロードして zipを解凍します。次に、BI Publisherドキュメント・リポジトリ
に移動して、EPBCS Assignment.xdozファイルをインポートします。

• EPBCS Entity Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Employee Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Position Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Location Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Job Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Initialize.xml

ノート:

いずれの場合も、必ず EPBCS Initialize.xmlを Oracle HCM Cloudにインポー
トする必要があります。

ノート:

すべての抽出は、国別仕様グループなしでインポートする必要があります。
つまり、国別仕様グループを空白にする必要があります。
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• EPBCS Component Salary Metadata.xml

• EPBCS Assignment Data.xml

• EPBCS Account Merit Metadata.xml

データ統合からは、抽出に必要なテンプレートが、Oracle HCM Cloudアプリケーションに
アップロードされるコンテンツとして出荷されます。このコンテンツは Oracle HCM
Cloudでシードされないので、データ統合から提供されます。

4. zipを一時フォルダに保存します。
5. 一時フォルダに保存された Oracle HCM Cloud抽出定義を Oracle HCM Cloudにインポー
トします。
詳細は、Oracle HCM Cloud抽出定義のインポートを参照してください。

6. 「共有」/「顧客」フォルダ内の BI Publisher eTextテンプレートをインポートします。
このテンプレートによって、目的のフォーマットにデータが変換されます。
詳細は、BI Publisher eTextテンプレートのインポートを参照してください。

7. Oracle HCM抽出を検証して送信します。
統合を送信する前に、抽出を検証して送信する必要があります。統合では、送信されたこ
の抽出を使用して、実行中にデータがフェッチされます。
詳細は、次を参照してください Oracle HCM Cloud抽出定義の検証と送信

8. 「アプリケーション」オプションから、「接続」オプションを選択し、Oracle HCM Cloudへ
の接続を構成します。
詳細は、Oracle HCM Cloud接続の構成 を参照してください。

9. データ統合の「アプリケーション」オプションで、統合で使用する個々の Oracle HCM Cloud
抽出(ソース・エンティティ )をデータ・ソース・カテゴリおよび Oracle HCM Cloudタイプ
で登録します。
このステップが完了すると、データ統合で次のものが作成されます:

• Oracle HCM Cloud列を Planningモジュールのディメンションにマップするためのデ
ィメンション(インポート・フォーマット)。

• ロケーション。
• データを正しい Oracle Workforce Planning勘定科目にインポートするためのマッピン
グ。

詳細は、Oracle HCM Cloudアプリケーションの登録を参照してください。
10. Oracle HCM Cloudソース・アプリケーションとターゲット Oracle Fusion Cloud

Enterprise Performance Managementアプリケーションの間の統合を作成します。

ノート:

インポートされた各 Oracle HCM Cloud抽出は自動的にターゲット・データ・ソ
ース・アプリケーションとして登録されます。

11. 必要に応じて、ディメンション詳細を変更します。
Oracle HCM Cloud抽出のすべての列は、タイプ「汎用」の EPMターゲット・ディメンシ
ョン・クラスにマップされます。
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詳細は、ディメンションのマッピングを参照してください。

ノート:

ルールにより、Oracle HCM Cloudデータ・ソースからデータをロードするとき、
ディメンションのマッピング・ページでは、ディメンション詳細の変更、追加ま
たは削除を実行できません。

12. メンバー・マッピングは、Oracle HCM Cloud抽出がアプリケーションとして登録されると
きに事前定義されます。
また、Oracle HCM Cloud抽出では、データ・ディメンション列で Oracle HCM Cloudから
インポートされた実際のデータの変換がサポートされます。
たとえば、Oracle HCM Cloudでは従業員タイプは「F」(常勤従業員タイプ)や「T」(臨時
従業員タイプ)が可能ですが、Planningモジュールでは同じ指定が「FULLTIME」や
「TEMP」として表示されます。

13. Oracle HCM Cloudデータ・ソースに関連付けられるアプリケーション・フィルタは、アプ
リケーションが登録されるときに事前定義されます。
「ソース・フィルタ」タブで特定の基準をどれでも選択して、ロードされる結果をフィルタ
できます。
フィルタの詳細は、直接統合オプションの定義を参照してください。

14. 統合を実行します。
詳細は、統合の実行を参照してください。

Oracle HCM Cloud抽出のダウンロード
Oracle Human Capital Management Cloudとの即時利用可能な統合では、Oracle HCM Cloud
抽出をダウンロードします。
データ統合により、アプリケーション・ページで抽出定義がロードされます。これらのファイ
ルは、抽出して Planningモジュールの要員ビジネス・プロセス・アプリケーションまたは
Strategic Workforce Planningにロードできるデータのサブセットです。
Oracle HCM Cloud抽出をダウンロードするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. 「アクション」メニューから、「HCM抽出のダウンロード」を選択します。
3. 次の Oracle HCM Cloud抽出定義を含む EPBCS HCM Extract.zipファイルが作成されま
す。これらのファイルは、Planningモジュール・アプリケーションに抽出およびロードで
きるデータのサブセットです。
• EPBCS Assignment_<Release>.xdoz

Note:

EPBCS Assignment_<Release>.xdozは、Oracle HCM Cloudではなく、BI
Publisherの/Customフォルダにインポートする必要があります。
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Note:

英語以外の文字が必要な場合は、EPBCS HCM Extract.zipファイルをダウン
ロードして zipを解凍します。次に、BI Publisherドキュメント・リポジトリ
に移動して、EPBCS Assignment.xdozファイルをインポートします。

• EPBCS Entity Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Employee Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Position Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Location Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Job Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Initialize.xml

Note:

いずれの場合も、必ず EPBCS Initialize.xmlを Oracle HCM Cloudにインポー
トする必要があります。

Note:

すべての抽出は、国別仕様グループなしでインポートする必要があります。
つまり、国別仕様グループを空白にする必要があります。

• EPBCS Component Salary Metadata.xml

• EPBCS Assignment Data.xml

• EPBCS Account Merit Metadata.xml

データ統合からは、抽出に必要なテンプレートが、Oracle HCM Cloudアプリケーションに
アップロードされるコンテンツとして出荷されます。このコンテンツは Oracle HCM
Cloudでシードされないので、データ統合から提供されます。

4. zipを一時フォルダに保存します。

Oracle HCM Cloud抽出定義の Oracle HCM Cloudへのインポート
Oracle Human Capital Management Cloudアプリケーションで抽出定義のシードを開始する
には、Oracle HCM Cloud抽出定義の XMLファイルと BI Publisher電子テキスト・テンプレー
トの XDOZファイルをインポートします。ここで抽出出力はカンマ区切り値(CSV)ファイルに
保存されます。CSVファイルのフォーマットは BI Publisherレポートとして定義され、このレ
ポート・テンプレートは Oracle HCM Cloudアプリケーションで抽出定義の一部として指定さ
れます。

Oracle HCM Cloud抽出定義のインポート
データ統合からエクスポートされた Oracle Human Capital Management Cloud抽出定義をイ
ンポートするには:
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1. Oracle HCM Cloudアプリケーションにログオンします。
2. Fusionナビゲーション・メニューの「自分のクライアント・グループ」から、「データ交
換」アプリケーションを選択します。

3. タスク・ページの「HCM抽出」から、「抽出定義」を選択します。

4. 抽出定義ページで、 (「インポート」)をクリックして、事前定義された Oracle HCM
Cloud抽出定義の XMLファイルをインポートします。

ノート:

「検索」フィールドに抽出名を入力して、抽出定義名を検索できます:

5. 抽出定義のインポート・ページで、次のことを実行して、「更新」をクリックし、(抽出の
インポートが完了したことがスロバーに示されたら)「OK」をクリックします:

• 抽出名—インポートする Oracle HCM Cloud抽出の名前を指定します。
抽出定義をインポートするとき、抽出名はファイル名の最初の名前と同じである必要
があります。たとえば、"EPBCS Assignment Data_2002.xml"をインポートするとき、
抽出名は"EPBCS Assignment Data_2002"と指定する必要があります。
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• 国別仕様データ・グループ—空白のままにします。
• 変更のみ—増分変更のみを取得する抽出を作成し、完全な抽出を作成しないようにす
るには、このオプションを選択します。

抽出定義が正常にインポートされると、確認メッセージが表示されます。確認ページから
インポートのログ・ファイルをダウンロードすることもできます。

6. 事前定義されたすべての Oracle HCM Cloud抽出定義をインポートします:

• EPBCS勘定科目功績メタデータ - EPBCS Account Merit Metadata_<Release>.xml

• EPBCS割当てデータ - EPBCS Assignment Data_<Release>.xml

• EPBCSコンポーネント給与メタデータ - EPBCS Component Salary
Metadata_<Release>.xml

• EPBCS従業員メタデータ - EPBCS Employee Metadata_<Release>.xml

• EPBCSエンティティ・メタデータ - EPBCS Entity Metadata_<Release>.xml

• EPBCSジョブ・メタデータ - EPBCS Job Metadata_<Release>.xml

• EPBCSロケーション・メタデータ - EPBCS Location Metadata_<Release>.xml

• EPBCS職階メタデータ - EPBCS Position Metadata_<Release>.xml

インポートできるのは、Oracle HCM Cloudからロードする抽出定義か、すべての抽出(全
部を使用していない場合も含む)です。ロードされた XMLファイルはすべて、すべてのフ
ァイルのロード後に検証する必要があります。

7. インポートされたそれぞれの抽出について、抽出属性ページで、「コンシューマ」から「レ
ポート」を選択して、その抽出がレポート目的で使用され、データが外部アプリケーショ
ンとインタフェースされないことを指定します。それ以外の場合は、未定義を選択します。
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8. 必要に応じて、他の属性を変更します。

Oracle HCM Cloud抽出の詳細は、HCM抽出を参照してください。
9. 「OK」をクリックします。
アプリケーションによって抽出定義が保存され、抽出のタイプに基づいてパラメータが自
動的に生成されます。パラメータによって、抽出の出力が制御されます。

BI Publisher eTextテンプレートのインポート
BI Publisherの電子テキスト・テンプレートをインポートするには:

1. https://serverというアドレスをブラウザに指定して「BI Publisher Enterprise」にログ
オンします。

2. 「カタログ・フォルダ」をクリックします。
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3. 「カタログ」画面の「共有フォルダ」で、「カスタム」を選択します。

4. 「カスタム」フォルダを展開します。

5. 事前定義されたテンプレート・ファイルを参照して選択し、「アップロード」をクリックし
ます。
たとえば、EPBCS Assignment_<Release>.xdozテンプレート・ファイルをアップロード
します。
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Oracle HCM Cloud抽出定義の検証と送信
抽出定義によって、抽出と同じ名前の抽出プロセス(給与フロー)が自動的に作成されます。抽
出プロセスを使用すると、複数のタスクの実行順序(タスクの前、後など)を定義できます。HCM
抽出の調整タスクを使用して、抽出プロセスの送信パラメータを必要に応じて確認および変更
できます。
抽出を検証すると、アプリケーションによって抽出設計に対する検証が実行されて、次のこと
が確認されます:

• ルート・データ・グループが定義されている。
• すべての非ルート・データ・グループがルート・データ・グループに直接的または間接的
に(たとえば、ルート・データ・グループにリンクされている別の非ルート・データ・グル
ープを介して)リンクされている。

• 一連のデータ・グループが定義されている場合、次のデータ・グループも処理のために定
義されている。

• 抽出で使用されるすべての FastFormulaが存在し、コンパイルされているか、有効である。
• BI Publisherの検証中に検出された問題がない。
検証が成功すると、アプリケーションによって抽出が有効としてマークされます。一方、検証
が失敗した場合は、アプリケーションによって抽出が無効としてマークされ、抽出の送信はエ
ラーとなります。
HCMプロセスの送信オプションを使用して、フロー・パターンを直接実行できます。
抽出を検証して送信するには:

1. 抽出定義ページで、Oracle Human Capital Management Cloud抽出定義をダブルクリック
します。

2. 抽出属性ページで、「検証」をクリックします。
3. 抽出実行ツリー・ページで、「検証」をクリックします。
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4. FastFormulaをコンパイルする必要がある場合は、FastFormulaがコンパイルのために送信
されたというメッセージが表示されます。必要に応じて、すべての FastFormulaがコンパ
イルされて、「ステータス」列に緑のチェックマークが表示されるまで「リフレッシュ」を
クリックします。

5. 検証メッセージ・ページで、「OK」をクリックします。
6. 検証が正常に完了した場合、メッセージは、<extract_name>抽出のデータ・グループ階層
構造が有効であることを示します。

7. 「完了」をクリックします。
8. インポートされた事前定義済の Oracle HCM Cloud抽出定義すべてについてステップ 1-7
を繰り返します:

9. 「タスク」メニューの HCM抽出で、抽出の送信をクリックします。
10.「検索」テキスト・ボックスに定義名の数文字を入力し、使用可能な定義のリストをインポ
ートされた 1つの定義に絞り込みます。

11. 抽出定義をダブルクリックし、「次」をクリックします。
12. 抽出インスタンスの送信ページで、「抽出インスタンス名」に抽出名を入力し、「有効日」
に抽出の有効日を入力します。

13.「送信」をクリックして、抽出を送信します。
14.「完了」をクリックします。

Oracle HCM Cloud接続の構成
Oracle Human Capital Management Cloudと Planningモジュールの要員ビジネス・プロセスま
たは Strategic Workforce Planningとの統合を開始するには、最初にソース・システムを「Oracle
HCM Cloud」タイプで作成して登録します。
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ソース・システムと接続情報を指定した後、ソース・システムを初期化します。このプロセス
で、各 Oracle HCM Cloud抽出に対するターゲット・アプリケーションが作成されます。
Oracle HCM Cloud接続を構成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (接続の構成アイコン)をクリックします。
3. 接続ページで、 (「追加」ドロップダウン・アイコン)ドロップダウンから「Oracle HCM

Cloud」を選択します。

4. 「名前」に、ソース・システム名を入力します。
5. 「説明」に、ソース・システムの説明を入力します。
6. サービス URLに、Webサービスのサービス情報を入力します。
7. 「ユーザー名」に、Oracle HCM Cloudのユーザー名を入力します。
8. 「パスワード」に、Oracle HCM Cloudのパスワードを入力します。
このパスワードは、Oracle HCM Cloudのパスワードを変更するたびに更新する必要があり
ます。

9. 「接続のテスト」をクリックします。
接続が正しくテストされると、[ソース・システム名]の接続に成功しましたという情報メッ
セージが表示されます。

10.「OK」をクリックします。
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Oracle HCM Cloudアプリケーションの登録
Oracle Human Capital Management Cloudの人事データを Oracle Workforce Planningのビジ
ネス・プロセスと統合する場合、Oracle HCM Cloud抽出をデータ・ソース・アプリケーショ
ン・タイプとして登録します。
データ統合で提供される即時利用可能なソリューションによって、お客様は Oracle HCM
Cloudデータ・モデルからの事前定義されたマッピングを適用できます。
データ統合と Oracle HCM Cloudでは、データを抽出するためにユーザーが Oracle HCM Cloud
インスタンスにロードする必要があるテンプレートが提供されます。
Oracle HCM Cloud抽出を使用して、大量のデータが Oracle HCM Cloudから抽出されます。
Oracle HCM Cloudの事前定義された抽出はそれぞれ、データ統合でデータ・ソースとして定
義されます。
データ統合で統合のデータ抽出部分が実行されるとき、事前定義された各 Oracle HCM Cloud
抽出がデータ・ソース・エンティティとして指定されます。次に、これらのデータ・ソースは
要員プランニングのデータ・モデルに直接マップされます。

ノート:

人材管理の抽出を管理するには、人材管理統合スペシャリストのジョブ役割が必要で
す。人材管理統合スペシャリスト(ジョブ役割)は、人材管理情報システムの統合に関
連するすべてのアクティビティを計画、調整および監督する責任を負う個人です。
詳細は、人材管理統合スペシャリスト(ジョブ役割)を参照してください。

Oracle HCM Cloudアプリケーションを登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. 「アプリケーションの作成」の「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
4. 「タイプ」から、「Oracle HCM Cloud」を選択します。
5. 「接続」から、Oracle HCM Cloudタイプへの接続の名前を選択します。

Oracle HCM Cloudソース・システムを設定し、接続の構成オプションで接続情報を指定し
ます。Oracle HCM Cloud接続の構成を参照してください。

6. 「ファイル」で、データ・ソースとして登録するソース・エンティティのファイル名(XML
フォーマット)を指定します。
ファイルは、受信ボックスに事前にアップロードされた Oracle HCM Cloud抽出アプリケ
ーション名/定義です。

7. 「OK」をクリックします。
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ノート:

次のステップは、カスタム抽出を登録する場合にのみ必要です。即時利用可能な統合
では、単純に前述のステップ 1-7を実行します。

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、Workforce Planningアプリケーションの右側にある を
クリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

3. アプリケーション詳細ページで、Planningのシード済ディメンションの分類を割り当てま
す。
シード済ディメンションの分類には、「従業員」、「ジョブ」、「プロパティ」および「組合」
が含まれます。
詳細は、アプリケーションのディメンションの詳細の定義を参照してください。

4. 「保存」をクリックした後、「戻る」をクリックします。

既存の Oracle HCM Cloud抽出の更新
Oracle Human Capital Management Cloud抽出が更新されると、新しい機能や定義が提供さ
れ、新しいファイルが作成されて、EPBCS HCM Extract.zipで提供されます。この機能を使用
すると、新しい抽出定義が使用可能になり出荷された際に最新更新を取得できます。
抽出が更新されたら、データ統合の抽出定義に基づいて選択済またはすべてのターゲット・ア
プリケーションの既存のマッピングや定義をすべて保持できます。
新しいファイルは、ファイル名にリリース番号が示されます。たとえば、抽出がリリース 19.02
で更新された場合、抽出ファイルと名前は次のようになります。
• ファイル名 - EPBCS Assignment Data_1902.xml

• 抽出名 - EPBCS Assignment Data_1902

• XMLタグ名 - EPBCS Assignment Data(リリース番号は追加されません)

ノート:

即時利用可能なアプリケーションの新しいバージョンが Oracleから提供されると、
アプリケーションを更新するために「アプリケーションの更新」ステップが提供され
ます。「アプリケーションの更新」を選択すると、即時利用可能な状態で配信される
最新バージョンの XMLがインポートされます。
カスタマイズや新しい属性の追加を行うには、Oracle HCM Cloudに抽出をコピーし、
Oracle HCM Cloudで新しい抽出定義を作成してから編集します。次に、XMLをエク
スポートし、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに新規アプ
リケーションを作成します。カスタム・アプリケーション定義の更新には「アプリケ
ーションの更新」を使用しないでください。
カスタム・アプリケーション定義の更新に「アプリケーションの更新」を使用するこ
とはできません。
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Oracle HCM Cloud 抽出の更新されたバージョンを選択するには:

ノート:

次のステップでは、ソース・システムが構成され、ソース接続が定義されて EPBCS
HCM Extract.zipがダウンロードされているものとします。これらのプロセスの詳細
は、Oracle HCM Cloud抽出のダウンロードを参照してください。

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、Oracle HCM Cloudアプリケーションの右側にある をク
リックし、「アプリケーションの更新」を選択します。

3. 「HCM Cloudアプリケーションの更新」で、「選択した HCM抽出のみまたはすべての HCM
抽出を更新しますか。」というメッセージが表示された場合、「すべて」をクリックすると
すべての抽出が更新され、「選択済」をクリックするとその抽出のみが更新されます。

Oracle HCM Cloudメタデータの統合
Oracle Human Capital Management Cloudメタデータを統合して、Planningモジュールの要員
ビジネス・プロセスまたは Strategic Workforce Planningで使用できます。
データ統合は、統合メカニズムとして、次のメタデータを Oracle HCM Cloudから Planningモ
ジュールのターゲット・アプリケーションおよびビジネス・プロセスに調整して移動できます:

• 勘定科目功績
• コンポーネント給与メタデータ
• 従業員メタデータ
• エンティティ・メタデータ
• ジョブ・メタデータ
• ロケーション・メタデータ
• 職階階層
Oracle HCM Cloudソース・システムの初期化中、データ統合によって各メタデータ・ソース
にアプリケーションが作成されます。各アプリケーションをメタデータ・アプリケーションに
マップしてから、ロードを実行できます。マッピングは自動的には作成されないことに注意し
てください。
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ノート:

事前定義された各抽出定義に属する Oracle HCM Cloudフィールドの詳細は、Oracle
HCM Cloud抽出定義フィールドの参照を参照してください。

Oracle HCM Cloudメタデータのロード
ノート:

ドリル・スルーおよびライトバックは、 Oracle Human Capital Management Cloud
との統合ではサポートされていません。

Oracle HCM Cloud抽出データ・ソースからデータをロードするためのステップを大まかに示
します。
1. 人材管理統合スペシャリストのジョブ役割を割り当てられていることを確認します
人材管理の抽出を管理するには、人材管理統合スペシャリストのジョブ役割が必要です。
人材管理統合スペシャリスト(ジョブ役割)は、人材管理情報システムの統合に関連するすべ
てのアクティビティを計画、調整および監督する責任を負う個人です。
詳細は、人材管理統合スペシャリスト(ジョブ役割)を参照してください。

2. データ統合で、「アプリケーション」オプションから要員アプリケーションに対応するアプ
リケーションを選択し、次に「ディメンションの詳細」タブで、Planningモジュールでの
シード済ディメンションの分類を割り当てます。
シード済ディメンションの分類には、「従業員」、「ジョブ」、「プロパティ」および「組合」
ディメンションが含まれています。

3. アプリケーション・ページで、「アクション」メニューから「HCM抽出のダウンロード」
をクリックして Oracle HCM Cloud抽出をダウンロードします。
詳細は、Oracle HCM Cloud抽出のダウンロードを参照してください。
次の Oracle HCM Cloud抽出定義を含む EPBCS HCM Extract.zipファイルがダウンロー
ドされます。これらのファイルは、要員アプリケーションに抽出およびロードできるデー
タのサブセットです。
• EPBCS Assignment_<Release>.xdoz

ノート:

EPBCS Assignment_<Release>.xdozは、Oracle HCM Cloudではなく、BI
Publisherの/Customフォルダにインポートする必要があります。
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ノート:

英語以外の文字が必要な場合は、EPBCS HCM Extract.zipファイルをダウン
ロードして解凍します。次に、BI Publisherドキュメント・リポジトリに移
動して、EPBCS Assignment.xdozファイルをインポートします。

• EPBCS Entity Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Employee Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Position Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Location Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Job Metadata_<Release>.xml

• EPBCS Initialize.xml

ノート:

いずれの場合も、常に EPBCS Initialize.xmlを Oracle HCM Cloudにインポー
トする必要があります。

ノート:

すべての抽出は、国別仕様グループなしでインポートする必要があります。
つまり、国別仕様グループを空白にする必要があります。

• EPBCS Component Salary Metadata.xml

• EPBCS Assignment Data.xml

• EPBCS Account Merit Metadata.xml

データ統合からは、抽出に必要なテンプレートが、Oracle HCM Cloudアプリケーションに
アップロードされるコンテンツとして出荷されます。このコンテンツは Oracle HCM
Cloudでシードされないので、データ統合から提供されます。

4. zipを一時フォルダに保存します。
5. 一時フォルダに保存された Oracle HCM Cloud抽出定義を Oracle HCM Cloudにインポー
トします。
詳細は、Oracle HCM Cloud抽出定義のインポートを参照してください。

6. 「共有」/「顧客」フォルダ内の BI Publisher eTextテンプレートをインポートします。
このテンプレートによって、目的のフォーマットにデータが変換されます。
詳細は、BI Publisher eTextテンプレートのインポートを参照してください。

7. Oracle HCM Cloud抽出を検証して送信します。
統合を送信する前に、抽出を検証して送信する必要があります。統合では、送信されたこ
の抽出を使用して、実行中にデータがフェッチされます。
詳細は、次を参照してください Oracle HCM Cloud抽出定義の検証と送信
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8. アプリケーション・ページから、「接続」オプションを選択し、Oracle HCM Cloudへの接
続を構成します。
詳細は、次を参照してください Oracle HCM Cloud接続の構成

9. データ統合のアプリケーション・ページから、統合で使用する個々の Oracle HCM Cloud
抽出(ソース・エンティティ )をデータ・ソース・カテゴリおよび Oracle HCM Cloudタイプ
で登録します。
このステップが完了すると、データ統合は:

• Oracle HCM Cloud列を Planningモジュールのディメンションにマップするためのデ
ィメンション(インポート・フォーマット)を作成します。

• ロケーションを作成します。
• データを正しい Oracle Workforce Planning勘定科目にインポートするためのマッピン
グを作成します。

詳細は、Oracle HCM Cloudアプリケーションの登録を参照してください。
10. アプリケーション・ページで、Oracle HCM Cloudアプリケーションの右側にある をク
リックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

11.「オプション」タブを選択します。
12. 該当するアプリケーション詳細オプションを選択し、「保存」をクリックします。
次のオプションがあります:

データ・ソースに関連付けられるソース・フィルタはいずれも、統合中に自動的に作成さ
れます。「ソース・フィルタ」タブで特定の基準をどれでも選択して、ロードされる結果を
フィルタできます。
Oracle HCM Cloudメタデータ・カテゴリに応じて、次のソース・フィルタが適用されま
す:

• 発効日 - ツリーを有効にする日付を選択します。
• 法規制データ・グループ - 法規制データ・グループは、給与および関連データをパーテ
ィション化する手段の 1つです。企業が営業する国ごとに、少なくとも 1つの法規制
データ・グループが必要です。各法規制データ・グループには、1つ以上の給与法定単
位が関連付けられます。

• ツリー・コード—Oracle HCM Cloud内の階層のツリー・コード(組織や職階のように
階層を持つオブジェクトの場合)

• ツリー・バージョン - Oracle HCM Cloud内の階層のツリー・バージョン
• 変更のみ - 抽出モードを制御します。有効なオプションは、「N」または「Y」です。
次の表に、各種の抽出モードとその参照値、および説明を示します:

モード 参照値 説明
N すべての属性 抽出にはすべての値が含めら

れます。完全な抽出が実行さ
れ、その時点での完全なデータ
出力が生成されます。アーカ
イブされたデータは、ベースラ
インとして利用されます。
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モード 参照値 説明
Y 変更された属性 この抽出実行が以前の抽出実

行と比較され、ベースラインと
比較(それにより増分データを
特定)することにより、変更さ
れたデータのみが表示されま
す。

ノート:

「オプション」の「フィルタ」タブで前述のオプションを選択することもでき
ます。

13. Oracle HCM Cloudソース・アプリケーションとターゲット Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementアプリケーションの間の統合を作成します。

ノート:

インポートされた各 Oracle HCM Cloud抽出は自動的にターゲット・データ・ソ
ース・アプリケーションとして登録されます。

14. 必要に応じて、ディメンション詳細を変更します。
Oracle HCM Cloud抽出のすべての列は、タイプ「汎用」の EPMターゲット・ディメンシ
ョン・クラスにマップされます。
詳細は、ディメンションのマッピングを参照してください。

ノート:

ルールにより、Oracle HCM Cloudデータ・ソースからデータをロードするとき、
ディメンションのマッピング・ページでは、ディメンション詳細の変更、追加ま
たは削除を実行できません。

15. メンバー・マッピングは、Oracle HCM Cloud抽出がアプリケーションとして登録されると
きに事前定義されます。
また、Oracle HCM Cloud抽出では、データ・ディメンション列で Oracle HCM Cloudから
インポートされた実際のデータの変換がサポートされます。
たとえば、Oracle HCM Cloudでは従業員タイプは「F」(常勤従業員タイプ)や「T」(臨時
従業員タイプ)が可能ですが、Planningモジュールでは同じ指定が「FULLTIME」や
「TEMP」として表示されます。

16. Oracle HCM Cloudデータ・ソースに関連付けられるアプリケーション・フィルタは、アプ
リケーションが登録されるときに事前定義されます。
「ソース・フィルタ」タブで特定の基準をどれでも選択して、ロードされる結果をフィルタ
できます。
フィルタの詳細は、直接統合オプションの定義を参照してください。

17. 統合を実行します。
詳細は、統合の実行を参照してください。
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Oracle HCM Cloud抽出定義フィールドの参照
この項の各表では、事前定義された各抽出定義に属する Oracle Human Capital Management
Cloudフィールドを示します。これらのフィールドは、各抽出定義から Oracle Workforce
Planningまたは Strategic Workforce Planningアプリケーションに抽出およびロードできるデ
ータのサブセットです。
• 勘定科目功績抽出定義フィールド
• アサイメント抽出定義フィールド
• コンポーネント抽出定義フィールド
• 従業員抽出定義フィールド
• エンティティ抽出定義フィールド
• ジョブ抽出定義フィールド
• ロケーション抽出定義フィールド
• ポジション抽出定義フィールド

勘定科目功績抽出定義フィールド
次の表に、抽出定義から要員または Strategic Workforce Planningアプリケーションに抽出およ
びロードできる勘定科目功績抽出定義フィールドを示します。

勘定科目功績抽出定義フィールド
抽出パフォーマンス評価の簡単な説明
抽出パフォーマンス評価の説明

アサイメント抽出定義フィールド
次の表に、抽出定義から要員または Strategic Workforce Planningアプリケーションに抽出およ
びロードできるアサイメント抽出定義フィールドを示します。

アサイメント抽出定義フィールド
アサイメント交渉団体コード
アサイメント交渉団体コード名
アサイメント常勤換算値
アサイメント・フル/パートタイム
アサイメント・タイプ
アサイメント給与額
アサイメント給与ベース・コード
アサイメント給与通貨コード
アサイメント組織コード
アサイメント組織名
抽出アサイメント組織分類
個人番号
個人開始日
個人生年月日
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アサイメント抽出定義フィールド
個人性別
個人最終学歴
アサイメント・ジョブ・コード
ジョブ・ファミリ名
アサイメント等級コード
アサイメント・ポジション・コード
アサイメント番号
アサイメント・ポジション・タイプ
アサイメント・ジョブ機能コード
個人氏名
アサイメント等級名
アサイメント・ジョブ名
アサイメント事業所コード
アサイメント事業所名
アサイメント従業員カテゴリ
アサイメント雇用カテゴリ
アサイメント名
アサイメント・ポジション名
抽出アサイメント有効開始日
個人性別の意味
個人最終学歴の意味
アサイメント等級タイプ
アサイメント・ビジネス・ユニット名
アサイメント雇用主名
アサイメント国別仕様コード
アサイメント国別仕様名
アサイメント GLコード組合せセグメント 1
アサイメント GLコード組合せセグメント 2
アサイメント GLコード組合せセグメント 2
アサイメント GLコード組合せセグメント 3
アサイメント GLコード組合せセグメント 4
アサイメント GLコード組合せセグメント 5
アサイメント GLコード組合せセグメント 6
組織 GLコスト・センター - 会社
組織 GLコスト・センター - コスト・センター
抽出パフォーマンス評価の簡単な説明
抽出パフォーマンス評価の説明
福利厚生額
福利厚生タイプ
プラン - 名前
プラン・タイプ - 名前
年間レート値
単位
オプション名
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コンポーネント抽出定義フィールド
次の表に、抽出定義から要員または Strategic Workforce Planningアプリケーションに抽出およ
びロードできるコンポーネント抽出定義フィールドを示します。

コンポーネント抽出定義フィールド
抽出等級コード
等級名
抽出等級タイプ

従業員抽出定義フィールド
次の表に、抽出定義から要員または Strategic Workforce Planningアプリケーションに抽出およ
びロードできる従業員抽出定義フィールドを示します。

従業員抽出定義フィールド
抽出従業員個人番号
個人氏名
個人生年月日
個人企業採用日
個人性別
個人性別の意味
個人最終学歴
個人最終学歴の意味
アサイメント従業員カテゴリ
アサイメント従業員カテゴリの意味
アサイメント交渉団体コード
アサイメント交渉団体コード名
個人名
個人姓
アサイメント雇用カテゴリ
アサイメント雇用カテゴリの意味
事業所コード

エンティティ抽出定義フィールド
次の表に、抽出定義から要員または Strategic Workforce Planningアプリケーションに抽出およ
びロードできるエンティティ抽出定義フィールドを示します。

エンティティ抽出定義フィールド
抽出組織ツリー・コード
抽出組織ツリー・バージョン名
抽出組織ツリー距離
抽出組織ツリーの深さ
抽出組織ツリーはリーフ
抽出組織ツリー・コード
抽出組織ツリー名
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ジョブ抽出定義フィールド
次の表に、抽出定義から要員または Strategic Workforce Planningアプリケーションに抽出およ
びロードできるジョブ抽出定義フィールドを示します。

ジョブ抽出定義フィールド
抽出ジョブ・コード
ジョブ名
ジョブ・ファミリ名
抽出ジョブ機能コード
抽出ジョブ機能コードの意味

ロケーション抽出定義フィールド
次の表に、抽出定義から要員または Strategic Workforce Planningアプリケーションに抽出およ
びロードできるジョブ抽出定義フィールドを示します。

ロケーション抽出定義フィールド
抽出事業所コード
抽出事業所名
抽出事業所国
抽出事業所市区町村
抽出事業所リージョン 1
抽出事業所リージョン 2
抽出事業所リージョン 3

ポジション抽出定義フィールド
次の表に、抽出定義から要員または Strategic Workforce Planningアプリケーションに抽出およ
びロードできるポジション抽出定義フィールドを示します。

ポジション抽出定義フィールド
抽出ポジション・ツリー・コード
抽出ポジション・ツリー・バージョン名
抽出ポジション・ツリーの深さ
抽出ポジション・ツリー距離
抽出ポジション・ツリーはリーフ
抽出ポジション・コード
ポジション名

SAPの統合
Oracle Fusion Cloud EPMを使用すると、SAPソース・システムと統合して、選択したビジネ
ス・プロセスに必要なデータをロードするのが簡単になります。
次の方法を使用して、SAPから Cloud EPMにデータを統合できます:

• SAPシステムからデータをファイルにエクスポートし、Cloud EPMにインポートします。
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• ソース SAPデータベースに直接接続するか、エージェントのスクリプト機能を使用して必
要な SAP Business Application Programing Interface (BAPI)を呼び出すように EPM統合
エージェントを構成します。

• EPM統合エージェントと JDBCドライバを使用して、SAPの表に直接アクセスします。
(直接アクセスの詳細は、SAPの契約を確認してください)。

• Oracle Integration Cloud (OIC)で使用可能な SAPアダプタを使用して統合を定義し、SAP
からデータを抽出し、EPM REST APIを呼び出してデータを Cloud EPMインスタンスに
ロードします。詳細は、Oracle Integration世代 2での SAPアダプタの使用ガイドの SAP
アダプタの機能を参照してください。

• SAP Open Data Protocol (Odata)へのエージェント・スクリプトの呼出し
ABAPへの REST呼出しに対する JSONまたは XMLでのデータ戻しの許可

これらの統合方法は、ECC、S/4 HANAオンプレミス、S/4 HANAクラウドまたは SAP Business
by Designなどの SAPの任意のバージョンで使用できます。

JD Edwardsとの統合
次のいずれかの方法を使用して、選択したビジネス・プロセスの JD Edwardsソース・システ
ム・データを簡単にロードできます:

• フラット・ファイル
– JD Edwardsチームによりデータ抽出が提供されます。
– Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementで使用するためにステージ
ングされています。

– EPMAutomateまたは REST APIを使用して編成します
• EPM統合エージェント

– エージェントとデータ・アクセス・ドライバ(DAD)を使用します。
– 統合例を提供する学習パスは、Oracle Cloud Enterprise Performance Managementと

JD Edwards EnterpriseOneの統合を参照してください
• Oracle Integration Cloud

– JD Edwardアダプタのドキュメントは、Oracle JD Edwards EnterpriseOneアダプタの
理解を参照してください

– OIC RESTアダプタを使用して Cloud EPMに接続します。

Account Reconciliationデータの統合
この項では、Account Reconciliationデータを統合する方法について説明します。

照合コンプライアンス残高のロード
ソース・システムのビジネス・プロセスと照合コンプライアンス残高ターゲット・アプリケー
ションの間の統合メカニズムとして、データ統合を使用します。勘定科目残高を照合に割り当
てるマッピング・ルールを設定し、残高がインポートされると、このルールに基づいて正しい
照合に表示されるようにすることができます。
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照合コンプライアンス残高のロード・プロセスの説明
次に、データ統合を使用して残高を Account Reconciliationにロードする方法をおおまかに示
します。
データ統合で照合コンプライアンス残高のロードを設定するには:

1. データ統合の「期間マッピング」でグローバル・マッピングとアプリケーション・マッピ
ングを設定します。
照合コンプライアンス残高アプリケーションとのグローバル・マッピングとアプリケーシ
ョン・マッピングの両方が必要です。
詳細は、グローバル・マッピングおよびアプリケーション・マッピングを参照してくださ
い。

2. ソース・システムまたはファイルとターゲットの照合コンプライアンス残高アプリケーシ
ョンの間の統合を作成します。
統合を作成するときに、ロケーション情報も指定します。
照合コンプライアンス残高統合の作成を参照してください。

3. ソース・ファイルと照合コンプライアンス残高のディメンションの間でディメンションを
マップします。

4. 統合をテストします。
照合コンプライアンス残高統合の実行を参照してください。

5. 「アプリケーション」、「期間」の順に選択して、残高を Account Reconciliationにインポー
トします。

チュートリアル
チュートリアルには、トピックを学習するのに役立つ一連のビデオおよびドキュメントを使用
した説明が用意されています。

目的 方法の学習
データ統合で残高をインポートし、Account
Reconciliationにロードします。

Account Reconciliation残高ロードの管理

照合コンプライアンス残高統合の作成
統合を作成して、ソース・システムおよびサブ・システム・データ・ソースとしてインポート
された残高を照合コンプライアンス残高ターゲット・アプリケーションにロードできます。
1. 「データ統合」ホーム・ページで、 をクリックし、「統合」を選択します。
「統合の作成」ビューに、全般ページが表示されます。

2. 「名前」および「説明」に、照合コンプライアンス残高統合の名前および説明を入力しま
す。

3. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択し
て、データのロード先を指定します。

4.  (ソースの選択)をクリックします。
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5. ソースの選択ページで、統合に使用するソース・システムを選択します。ファイル。
ソースとして、ERP、オンプレミス・データベース、ファイルまたは任意のソース・シス
テムを選択できます。

6. (オプション): ステップ 5のソース・システムがファイルベースである場合、「ファイル・
ブラウザ」で、照合コンプライアンス残高アプリケーションにデータをロードする元のト
ランザクション・ファイルを選択し、「OK」をクリックします。
「受信ボックス」または「送信ボックス」フォルダ、あるいは他の任意のフォルダをダブル
クリックすると、フォルダ内のファイルのリストが表示されます。
また、「アップロード」をクリックし、ファイルに移動してアップロードすることもできま
す。
オプションで、ファイルベース・ロードを作成し、実行時にロードされるファイルを指定
することもできます。ただし、列番号と列名は、ディメンションをマッピングするときに
のみ指定します。ディメンションのマッピングを参照してください。
次のファイル・タイプを選択できます。
• カンマ区切りファイル(CSV)

• タブ区切りファイル(TXT)

• カスタム区切りファイル
7.  (ターゲットの選択)をクリックします。
8. ターゲットの選択ページで、照合コンプライアンス残高ターゲット・アプリケーションを
選択します。

9. 「カテゴリ」から、通貨バケットを選択します。
次のオプションがあります:

• 入力済
• 機能
• レポート

10.「保存」をクリックします。

関連項目: データ統合を使用したファイルからの GL残高および補助元帳残高
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照合コンプライアンス残高アプリケーションのディメンションのマッ
ピング

デフォルトでは、「プロファイル」は「勘定科目」(照合勘定科目 ID)ターゲット・ディメンショ
ン・クラスにマップされ、「期間」は「期間」ターゲット・ディメンション・クラスにマップさ
れています。
照合コンプライアンス残高アプリケーションのディメンションの詳細を定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページで、照合コンプライアンス残高統合の右側にある をクリ
ックし、「ディメンションのマッピング」を選択します。

2. 「インポート・フォーマット」から、統合で使用するインポート・フォーマットの名前を選
択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

3. 「タイプ」から、「区切り」を選択します。
「区切り」を使用すると、区切りファイル・フォーマットから数値データをロードできま
す。

4. 「区切り文字」から、出力ファイルの列の区切りに使用する文字を選択します。
区切りファイルには 1つ以上のレコードが含まれ、指定した区切り文字で各レコードの間
隔が設定されます。
使用可能なオプション:

• カンマ(,)

• パイプ(|)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• タブ
• チルダ(~)

5. マッピング・グリッドで、ソース・データロード・ファイルのソース列を適切な照合コン
プライアンス残高のディメンションにマッピングします。
ファイルに対してインポート・フォーマットがすでに定義されている場合、ソース列とタ
ーゲット列が自動的にマッピングされます。

6. 通貨コードをマッピングする「通貨」ディメンションを追加します。
7. オプション:「プロファイル」ディメンションをさらに追加して、「プロファイル」ディメ
ンションのプロファイル・セグメントを連結します。

8. 「金額」列のソース式を編集し、「NZP」式タイプを追加してゼロの残高をロードします。
ソース式の詳細は、ソース式の使用を参照してください。

9. 「保存」をクリックします。
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Account Reconciliationマージ残高ディメンションの追加
データをロードするときに、Account Reconciliationのお客様は、変更された残高のみをマージ
し、同じロケーションの既存のデータを保持できます。このオプションにより、データが
Account Reconciliationに最後にロードされたとき以降に変更された残高が少数である場合に、
データ・ファイル全体のロードを実行する必要がなくなります。このプロセスでは、お客様は、
ターゲット・アプリケーションにロードされる新しい残高ごとにマージ IDディメンションを設
定する必要があります。プロファイル・セグメントを構成する個別のディメンションすべてを
通貨とともにマージ IDにマップする必要があります。

ノート:

Account Reconciliationからデータ統合への正しいドリル・バック結果を確保するに
は、ロードする新しい残高ごとに新しいマージ IDを追加する必要があります。

マージ残高ディメンションをマップするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にあり、マージ残高を追加するための
をクリックし、「ディメンションのマッピング」を選択します。

2. 「ディメンションのマッピング」から、統合に関連付けられるインポート・フォーマットの
名前を選択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

3. をクリックし、「マージ IDの追加」をクリックします。
空白のソース・ディメンション行がソース・タイプ「マージ ID」で追加されます。

ノート:

マージ IDを使用する場合、ファイルベース・ソースおよび Fusion ERP GLにつ
いてはソースへのドリル・バックはサポートされていません。Account
Reconciliationからデータ統合へのみドリルできます。
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4. 「ソース・ディメンションの選択」ドロップダウンから、プロファイル・セグメントを構成
する個別のディメンションすべてを通貨とともにマージ IDにマップします。
たとえば、勘定科目と会社がプロファイル・セグメントを構成する場合、マージ ID行を 3
回追加し、合計 3行(勘定科目、会社、さらに通貨用)のマージ IDをマップします。

5. 「保存」をクリックします。
6. 「データ統合」ホーム・ページから、統合を選択し、 をクリックします。
7. 統合の実行ページで、「オプション」タブを選択します。
8. 「インポート・モード」ドロップダウンから、「マージ」を選択します。
9. 「エクスポート・モード」ドロップダウンから、「エクスポートしない」を選択します。
10. 必要に応じて期間を選択します。
11.「実行」をクリックします。

照合コンプライアンス残高のメンバーのマッピング
照合コンプライアンス残高のメンバーをマップするには、メンバー・マッピングの追加を参照
してください。

照合コンプライアンス残高統合の実行
照合コンプライアンス残高ターゲット・アプリケーションを含む統合をデータ統合で実行する
と、データ統合によってソースからデータがインポートされ、ステージングされます。
その後、Account Reconciliationによってデータ統合からデータがプルされ、そのデータが処理
されて、選択した期間の適切な照合にロードされます。
照合コンプライアンス残高ターゲット・アプリケーションとの統合をテストするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページで、照合コンプライアンス残高統合を選択し、 をクリック
します。

2. 「インポート・モード」から、データをインポートする方法を選択します。
使用可能なインポート・モード:
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• 追加 - POVの既存の行は変更されず、新しい行が POVに追加されます。たとえば、最
初のロードに 100行、次のロードに 50行が含まれるとします。この場合、50行が追
加されます。このロードの後で、POVの行の合計は 150です。

• 置換 - ターゲットのすべての POVデータをクリアしてから、ソースまたはファイルか
らロードします。たとえば、最初のロードに 100行、次のロードに 70行が含まれると
します。この場合、100行が削除され、70行が TDATASSEGにロードされます。この
ロードの後、行の総数は 70です。

• マージ - (Account Reconciliationのみ)。変更された残高を同じロケーションの既存の
データとマージします。
マージ・モードにより、データが Account Reconciliationに最後にロードされたとき以
降に変更された残高が少数である場合に、データ・ファイル全体をロードする必要が
なくなります。2つのロード間でマッピングが変更された場合、お客様は完全なデー
タ・セットをリロードする必要があります。
たとえば、あるお客様では、1つの番号の勘定科目 IDに対して 100行の既存の残高が
あり、それぞれの金額は$100.00です。このお客様がマージ・モードで統合を実行し、
ソースには 1つの勘定科目 IDに対する金額が$80の 1行がある場合、統合の実行後
は、100行の残高があり、そのうちの 99それぞれの残高は$100.00、1つの残高
は$80.00です。

Note:

Account Reconciliationの「マージ」モードは次のものに適用可能です:

a. ファイル・ベースのソースのみ
b. 照合コンプライアンス残高ターゲット・アプリケーションのみ。

• インポートしない - データのインポートを全部スキップします。
• マップして検証 - データのインポートをスキップし、更新されたマッピングを使用して
データを再処理します。

3. ソース・システムがファイル・ベースの場合は、「ファイル名」で、ロード対象のデータが
含まれるデータ・ファイル名を選択します。
ファイル名を指定した場合、「ルールの実行」ウィンドウで単一の期間に対してデータを入
力する必要があります。
ファイルに移動するには、 をクリックします。

4. 「開始期間」および「終了期間」から、照合コンプライアンス残高について定義されている
期間を選択します。
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5. 「実行」をクリックします。

6. 残高を Account Reconciliationにインポートするには、次のことを完了します:

a. 「アプリケーション」、「構成」の順にクリックし、「データ・ロード」を選択します。
b. データ・ロード定義を作成します。
c. 「アプリケーション」を選択し、「期間」を選択して、残高をインポートします。
d. 「アクション」メニューから、「データのインポート」をクリックします。
e. をクリックし、「新規データ・ロードの実行」から、「保存済データ・ロードを使用
します。」を選択して、前のステップで作成したデータ・ロードを選択します。

f. 「OK」をクリックして残高をインポートします。
詳細は、Oracle Account Reconciliationの管理のデータ・ロード定義の定義と保存を参
照してください。

BAI、SWIFT MT940および CAMT.053フォーマットの銀行ファイ
ル残高の統合

銀行残高をロードする際には、銀行ファイル・ソース・システムと関連付けられたデータ・ソ
ースを作成します。データ統合では、BAI、SWIFT MT940および CAMT.053ファイル・フォー
マットから各口座の日末残高を取得して、Account Reconciliationでサブシステム残高としてロ
ードできるようにします。
BAIフォーマットの銀行ファイル残高ファイルのソース・アプリケーションには、あらかじめ
定義された次の定数列およびヘッダーがあります。
• 期末残高
• 通貨
• トランザクション・タイプ
• 通貨
• 取引明細書日付
• 勘定科目
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Swift MT940フォーマットの銀行ファイル残高ファイルのソース・アプリケーションには、あ
らかじめ定義された次の定数列およびヘッダーがあります。
• 期末残高
• 通貨
• トランザクション・タイプ
• 通貨
• 取引明細書日付
• 勘定科目
CAMT.053フォーマットの銀行ファイル残高ファイルのソース・アプリケーションには、あら
かじめ定義された次の定数列およびヘッダーがあります。
• 勘定科目
• 期末残高
• 通貨
• 現日付
• CdtDbtInd (貸方借方インジケータ)

BAIフォーマットの銀行ファイル、SWIFT MT940または CAMT.053フォーマットの銀行ファ
イル残高ソース・システムを追加するには:

1. ターゲット・アプリケーションを登録するときに、ファイル・ブラウザを使用して BAI、
SWIFT MT940または camt.053銀行取引明細書ファイルをアップロードします。
次に、BAIフォーマットの銀行ファイル取引明細書ファイルを示します:

次に、SWIFT MT940フォーマットの銀行ファイル取引明細書ファイルの構造を示します:
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2. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
3. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
4. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
5. 「タイプ」で、銀行ファイルを選択します。
6. 「アプリケーション」で、値のリストからアプリケーション名を選択します。
使用可能なアプリケーション・タイプは次のとおりです:

• BAIフォーマットの銀行ファイル残高
• SWIFT MT940フォーマットの銀行ファイル残高
• CAMT.053フォーマットの銀行ファイル残高
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BAIフォーマットの銀行ファイル残高の場合、BAIフォーマットの銀行ファイル残高を選
択します。
SWIFT MT940ファイルの場合、 SWIFT MT940フォーマットの銀行ファイル残高を選択
します。
CAMT.053ファイルの場合、CAMT.053フォーマットの銀行ファイル残高を選択します。

7. 「接頭辞」で、ソース・システム名を一意にする接頭辞を指定します。
追加するソース・システム名が既存のソース・システム名に基づいているときは、接頭辞
を使用してください。その接頭辞が既存の名前に結合されます。たとえば、銀行ファイル・
アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞としてイ
ニシャルを割り当てます。

8. 「OK」をクリックします。
9. アプリケーション・ページで、アプリケーションの右側にある をクリックし、「アプリ
ケーション詳細」を選択します。

10.「ディメンション」タブを選択します。
11. BAIフォーマットの銀行ファイル残高ファイル・ソース・システムのディメンションを表
示するには、「ディメンションの詳細」タブを選択します。
BAIフォーマットの銀行ファイル残高ファイル・アプリケーションのディメンション詳細
を次に示します:
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SWIFT MT940フォーマットの銀行ファイル残高アプリケーションのディメンション詳細
を次に示します:

CAMT.053フォーマットの銀行ファイル残高アプリケーションのディメンション詳細を次
に示します:

12. インポート・フォーマットを作成することにより、BAIフォーマットの銀行ファイル残高
ソース・システムと照合コンプライアンス残高ターゲット・アプリケーションの間の統合
マッピングを設定します:

a. 統合の作成ページで、「名前」および「説明」に、新しい統合の名前および説明を入力
します。

b. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択
して、データのロード先を指定します。

c. 「ソース」( )ドロップダウンから、銀行ファイル・ソース・アプリケーションを選
択します。

d. 「ターゲット」( )ドロップダウンで、ターゲットの照合コンプライアンス残高アプ
リケーションを選択します。

e. 「カテゴリ」から、通貨バケットを選択します。
f. オプション: 統合に適したロケーション属性を選択します。詳細は、ロケーションの属
性の選択を参照してください。
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13.「データ統合」ホーム・ページから、 をクリックして「ディメンションのマッピング」
を選択します。

14. ディメンションのマッピング・ページで、インポート・フォーマットを作成することによ
り、BAIフォーマットの銀行ファイル残高ソース・システムと照合コンプライアンス残高
ターゲット・アプリケーションの間の統合マッピングを設定します。
a. 「インポート・フォーマット」で、統合に使用するインポート・フォーマットの名前を
選択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

b. マッピング・グリッドで、ソースのソース列を照合コンプライアンス残高プロファイ
ルのディメンションにマッピングします。

ノート:

すべての銀行ファイルでは、プロファイル・ディメンションが Account
Reconciliationの対応するプロファイルにマップされている必要があります。

ターゲット・アプリケーションのディメンションが自動的に移入されます。
統合に対してインポート・フォーマットがすでに定義されている場合、ソース列とタ
ーゲット列が自動的にマッピングされます。
BAIフォーマットの銀行ファイル残高アプリケーションのインポート・フォーマットの
例を次に示します:
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SWIFT MT940フォーマットの銀行ファイル残高アプリケーションのインポート・フォーマ
ットの例を次に示します:

CAMT .053フォーマットの銀行ファイル残高アプリケーションのインポート・フォーマッ
トの例を次に示します:

15.「データ統合」ホーム・ページから、 をクリックして「マップ・メンバー」を選択しま
す。

16. マップ・メンバー・ページで、ファイル内の勘定科目番号を適切な照合名にマップします。

ノート:

すべての銀行ファイルでは、プロファイル・ディメンションが Account
Reconciliationの対応するプロファイルにマップされている必要があります。

17.「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「オプション」
を選択します。
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18.「フィルタ」タブを選択します。
19. ソース・タイプ・ディメンション Source type *をハードコードされた"source system"ま
たは"sub-system"ターゲット値にマップし、「保存」をクリックします。

ノート:

銀行ファイルは通常、サブシステムとして構成されます。

20.「オプション」タブをクリックし、「カテゴリ」で必要なカテゴリを指定します。
デフォルトのカテゴリには次のものがあります:

• レポート
• 機能
• 入力済
通常は、銀行残高は「入力済」にロードされますが、要件によっては、「機能」または「レ
ポート」を選択できます。

21.「期間マッピング・タイプ」で、「デフォルト」を選択します
「デフォルト」が選択されている場合、期間マッピングは、期間キーに基づくアプリケーシ
ョンまたはグローバル期間マッピングを使用した、ソース・アプリケーション期間のリス
トにデフォルト設定されています。ソース期間のリストは、年および期間フィルタとして
追加されます。

22.「保存」をクリックします。
23. Account Reconciliationのホーム・ページに移動します。
24.「アプリケーション」、「構成」、「データ・ロード」の順にクリックします。
25. データ・ロード定義を作成します。
詳細は、Oracle Account Reconciliationの管理のデータ・ロード定義の定義と保存を参照し
てください。

26.「アプリケーション」を選択し、「期間」を選択して、残高をインポートします。
27. をクリックしてアクション・メニューに移動してから、「データのインポート」を
クリックします。
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28. +をクリックし、「新規データ・ロードの実行」から、「保存済データ・ロードを使用しま
す。」を選択して、前の手順で作成したデータ・ロードを選択します。

29.「OK」をクリックして、銀行ファイルから残高をインポートします。
銀行残高は通常、サブシステム残高としてロードされますが、必要に応じてソース残高と
してロードすることもできます。

トランザクション照合ターゲット・アプリケーションの追加
銀行ファイルを含む任意のファイルを、トランザクション照合ターゲット・アプリケーション
に簡単にエクスポートできます。この場合、アプリケーション・タイプとしてトランザクショ
ン照合データ・ソースを使用するデータ・エクスポート・アプリケーションを作成してから、
アプリケーション名を選択します。
トランザクション照合ターゲット・アプリケーションを追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. 「カテゴリ」から、「データ・エクスポート」を選択します。
4. 「タイプ」から、トランザクション照合データ・ソースを選択します。
5. 「アプリケーション」から、トランザクション照合データ・ソースのアプリケーション名を
選択します。

6. 「OK」をクリックします。
 

 

7. トランザクション照合ターゲット・アプリケーションのディメンションを表示するには、
「ディメンションの詳細」タブを選択します。
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トランザクション照合ターゲット・アプリケーションを追加すると、「ディメンションの詳
細」タブにそのアプリケーションのディメンションの詳細が自動的に入力されます。
それぞれのディメンション・クラスには(「照合 ID」を除く)、「属性」ディメンション・ク
ラスが割り当てられています。「属性」ディメンションはパススルーであるため、マッピン
グは必要ありません。変換を適用する必要がある場合は、「ディメンションの分類」を「汎
用」に切り替え、「データ表列名」から UDまたは「ユーザー定義」を選択します。
ディメンション・クラスは、ディメンション・タイプによって定義されるプロパティです。
 

 

8. 「保存」をクリックします。
9. インポート・フォーマットを作成することにより、ソース・システムとトランザクション
照合ターゲット・アプリケーション間のソースおよびターゲットのマッピングを設定しま
す。
a. 統合の作成ページで、「名前」および「説明」に、新しい統合の名前および説明を入力
します。

b. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択
して、データのロード先を指定します。

c. 「ソース」( )ドロップダウンから、ソース・アプリケーションを選択します。

d. 「ターゲット」( )ドロップダウンから、トランザクション照合ターゲット・アプリ
ケーションを選択します。

e. 「カテゴリ」から、通貨バケットを選択します。

Note:

トランザクション照合ターゲットへのデータのロード中に「カテゴリ・マッ
ピング」を適用することはできません。ただし、ベスト・プラクティスとし
て、プロファイルで有効になっている最下位の通貨バケットと一致する通貨
バケットを選択してください。

Account Reconciliationの通貨バケットの詳細は、Account Reconciliationの設定と構成
の通貨の定義を参照してください。

f. オプション: 統合に適したロケーション属性を選択します。詳細は、ロケーションの属
性の選択を参照してください。
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10.「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

11. ディメンションのマッピング・ページで、次の手順を実行します:

a. 「インポート・フォーマット」で、統合に使用するインポート・フォーマットの名前を
選択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

b. マッピング・グリッドで、ソースのソース列をターゲット・アプリケーションのディ
メンションにマッピングします。

Note:

すべてのトランザクション照合ファイルには、対応するトランザクション照
合プロファイルにマップする照合 IDディメンションが必要です。

ターゲット・アプリケーションのディメンションが自動的に移入されます。
統合に対してインポート・フォーマットがすでに定義されている場合、ソース列とタ
ーゲット列が自動的にマッピングされます。

12.「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します

13. マップ・メンバー・ページで、ソースからターゲットにメンバーをマップするためのメン
バー・マッピングを定義します。

Note:

すべてのトランザクション照合ファイルには、対応するトランザクション照合プ
ロファイルにマップする照合 IDディメンションが必要です。

14.「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ワークベンチ」
を選択します。

15.「ワークベンチ」で、統合を実行してデータのテストおよび検証を行い、ロードが適切に実
行されていることおよびデータが正しいことを確認します。データ統合でデータを変換
し、Account Reconciliationで使用できるようステージングします。

トランザクション照合データの集約
データ統合によって、ユーザーはトランザクション照合のためにトランザクションを集約でき
ます。たとえば、この集約オプションを使用して、詳細なクレジット・カード・スワイプ・レ
ベルでトランザクションをロードし、それらを照合のために 1日当たりのロケーションごとの
サマリー合計にロールアップできます。
集約オプションを設定するには:

1. トランザクション照合ターゲット・アプリケーションを追加します。
トランザクション照合ターゲット・アプリケーションの追加の詳細は、トランザクション
照合ターゲット・アプリケーションの追加を参照してください。
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2. 「ディメンションの詳細」タブを選択します。
トランザクション照合ターゲット・アプリケーションを選択すると、「ディメンションの詳
細」タブにそのアプリケーションのディメンションの詳細が自動的に入力されます。

3. 「ディメンション・クラス」を選択するか、 をクリックして、ターゲット・ディメンシ
ョン・クラスを選択します。
ディメンション・クラスは、ディメンション・タイプによって定義されるプロパティです。
ディメンションをマップする際には、集約対象のディメンションのみを含めます。たとえ
ば、業者番号、銀行参照、クレジット・カード・タイプまたはトランザクション日のみを
ロールアップする場合は、これらの対応するディメンションのみをマッピングに含めます。

4. 「保存」をクリックします。
5. データ統合ホーム・ページから、集約するトランザクション照合データとの統合の右側に
ある をクリックし、統合の編集ページから「オプション」タブを選択します。

6. 「集約」から、「Y」を選択してインポートされたトランザクションを集約します。
インポートされたトランザクションを集約しない場合は、「N」を選択します。
デフォルトの集約設定は「N」です。

「アプリケーション詳細」を選択し、「オプション」の「集約」で、「プロパティ値」から
「Y」(はい)を選択して、集約オプションを有効にすることもできます。
ステップ 6において「オプション」タブで選択した集約オプションは、「アプリケーション
詳細」で選択したオプションよりも優先されます。

7. 「保存」をクリックします。
8. ワークベンチで、データ・ロード・ルールを実行してデータのテストおよび検証を行い、
データ・ロード・ルールが適切に実行されていることおよびデータが正しいことを確認し
ます。データ統合でデータを変換し、Account Reconciliationで使用できるようステージン
グします。
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9. 集約されたインポート済データとのトランザクション照合を表示するには、「Account
Reconciliation」 ホーム・ページから、「照合」をクリックします。

10. ソース勘定科目がマップされた「勘定科目 ID」をクリックします。
11.「未照合のトランザクション」アイコン( )をクリックします
この例では、集約が有効な場合、ここで 10個のトランザクションがロードされます:

集約オプションが無効な場合、合計 13個のトランザクションがロードされます:

BAI、SWIFT MT940および CAMT.053フォーマットの銀行ファイ
ル・トランザクションの統合

銀行ファイル・データをロードする際には、銀行ファイル・ソース・システムと関連付けられ
たデータ・ソースを作成します。データ統合で、トランザクション照合にロードするために、
BAI、SWIFT MT940または CAMT.053ファイル・フォーマットが CSVフォーマットに変換さ
れます。CSVロード・ファイルは、トランザクション照合ジョブの結果で表示できます。
BAIフォーマットの銀行ファイル・トランザクションのソース・アプリケーションには、あら
かじめ定義された次の定数列およびヘッダーがあります。
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• 勘定科目
• 金額
• トランザクション・タイプ
• 通貨
• トランザクション日
• 銀行照会
• 顧客照会
• 銀行テキスト
Swift MT940フォーマットの銀行ファイル・トランザクションのソース・アプリケーションに
は、あらかじめ定義された次の定数フィールドがあります。
表 17-3 Swift MT940のフィールドおよび説明

フィールド 説明
トランザクション参照番
号
StatementIdentificatio
n

口座明細書を明確に識別するための一意の ID。
CreateDate 取引明細書が作成された日付。
StatementFromDate 口座明細書が発行される期間の開始日。
StatementToDate 口座明細書が発行される期間の終了日。
勘定科目 貸方エントリと借方エントリが作成される勘定科目の明確な識別。
金額 現金入力の金額。
通貨 現金入力が行われた通貨の通貨コード。
期末残高
通貨
トランザクション日
トランザクション・タイ
プ
通貨
取引明細書日付
明細番号
金額
顧客照会
銀行照会
銀行テキスト
追加情報 1
追加情報 2
追加情報 3

CAMT.053フォーマットの銀行ファイル・トランザクション・ファイルのソース・アプリケー
ションには、あらかじめ定義された次の定数列およびヘッダーがあります。

第 17章
Account Reconciliationデータの統合

17-183



表 17-4 CAMT.053フォーマットの銀行トランザクションのフィールドの説明

フィールド 説明(ISO定義に基づく) CAMT.053のタグ
StatementIdentification 口座明細書を明確に識別するため

の一意の ID。
<Stmt> <Id>

CreateDate 取引明細書が作成された日付。 <Stmt> <CreDtTm>
StatementFromDate 口座明細書が発行される期間の開

始日。
<Stmt> <FrToDt> <FrDtTm>

StatementToDate 口座明細書が発行される期間の終
了日。

<Stmt> <FrToDt> <ToDtTm>

勘定科目 貸方エントリと借方エントリが作
成される勘定科目の明確な識別。

<Stmt> <Acct> <Id> <Othr> <Id>
または<Stmt> <Acct> <Id>
<IBAN>

AccountOwner 口座を法的に所有するパーティ <Stmt> <Acct> <Ownr>
金額 現金入力の金額。 <Stmt> <Acct> <Ntry>

<NtryDtls> <TxDtls> <Amt
Ccy="ISO Currency Code">また
は<Stmt> <Acct> <Ntry> <Amt
Ccy="ISO Currency Code">

通貨 現金入力が行われた通貨の通貨コ
ード。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <Amt
Ccy="ISO Currency Code">また
は<Stmt> <Acct> <Ntry> <Amt
Ccy="ISO Currency Code">

CdtDbtInd 貸方借方インジケータ <Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <NtryDtls>
<TxDtls> <CdtDbtInd>または
<Stmt> <Acct> <Ntry>
<CdtDbtInd>
バッチ記帳を除き、<TxDtls>タグ
は必須です。データの機密性によ
り、バッチ記帳については詳細な
トランザクション情報を銀行取引
明細書に含めることはできませ
ん。

BookingDate 口座サービス機関の帳簿で仕訳が
勘定科目に転記された日時。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<BookgDt> <Dt>

ValueDate 貸方エントリの場合は口座所有者
が資産を使用できるようになった
日時、または借方エントリの場合
は口座所有者が資産を使用できな
くなった日時。

<Stmt> <Acct> <Ntry> <ValDt>
<Dt>

EntryRef エントリの一意の参照 <Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryRef>

AccountServicerReference 口座サービス機関によってエント
リを明確に識別するために割り当
てられた一意の参照

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<AcctSvcrRef>または<Stmt>
<Acct> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <Refs> <AcctSvcrRef>

DomainCode 銀行取引コードの一部。基になる
トランザクションの事業領域を示
します。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <BkTxCd>
<Domn> <Cd>または<Stmt>
<Acct> <Ntry> <BkTxCd>
<Domn> <Cd>
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表 17-4 (続き) CAMT.053フォーマットの銀行トランザクションのフィールドの説明

フィールド 説明(ISO定義に基づく) CAMT.053のタグ
FamilyCode ドメイン内のファミリを示しま

す。
<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <BkTxCd>
<Domn> <Fmly> <Cd>または
<Stmt> <Acct> <Ntry>
<BkTxCd> <Domn> <Fmly>
<Cd>

SubFamilyCode 特定のファミリ内のサブ製品ファ
ミリを示します。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <BkTxCd>
<Domn> <Fmly> <SubFmlyCd>
または<Stmt> <Acct> <Ntry>
<BkTxCd> <Domn> <Fmly>
<SubFmlyCd>

Proprietary 発行者が定義する、独自の形式の
銀行取引コード。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <BkTxCd>
<Prtry> <cd>または<Stmt>
<Acct> <Ntry> <BkTxCd>
<Prtry> <cd>

ReversalIndicator エントリが逆仕訳の結果であるか
どうかを示します。この要素は、
エントリが逆仕訳の結果である場
合にのみ存在する必要がありま
す。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<RvslInd>

BankTransactionIdentification 銀行間レベルでのトランザクショ
ンに関連するタスクの照合、トラ
ッキングまたはリンクに使用でき
る一意の ID。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <Refs>
<TxId>

EndToEndIdentification トランザクションを明確に識別す
るために、開始パーティによって
割り当てられる一意の ID。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <Refs>
<EndToEndId>

ChequeNumber エージェントによって割り当てら
れる小切手の一意で明確な識別
子。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <Refs>
<ChqNb>

InstructionIdentification 個別の指示を参照するために、指
示するパーティと指示されるパー
ティとの間で使用できるポイン
ト・ツー・ポイントの参照である、
一意の ID。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <Refs>
<InstrId>

PaymentInformationIdentificat
ion

メッセージ内で支払い情報グルー
プを明確に識別するために、送信
側パーティによって割り当てられ
る一意の ID。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <Refs>
<PmtInfId>

MandateIdentification 委任を明確に識別するために、債
権者によって割り当てられる一意
の ID。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <Refs>
<MndtId>

ClearingSystemReference 指示を明確に識別するために決済
システムによって割り当てられる
一意の参照。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <Refs>
<ClrSysRef>
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表 17-4 (続き) CAMT.053フォーマットの銀行トランザクションのフィールドの説明

フィールド 説明(ISO定義に基づく) CAMT.053のタグ
SourceCurrency 通貨換算で金額が換算される元の

通貨。
<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <AmtDtls>
<TxAmt> <CcyXchg> <SrcCcy>
または<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <AmtDtls>
<InstdAmt> <CcyXchg>
<SrcCcy>

TargetCurrency 通貨換算で金額が換算された後の
通貨。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <AmtDtls>
<TxAmt> <CcyXchg> <TrgtCcy>
または<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <AmtDtls>
<InstdAmt> <CcyXchg>
<TrgtCcy>

UnitCurrency 通貨換算で為替レートが示される
通貨。この例では、1GBP =
xxxCUR、ユニット通貨は GBPで
す。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <AmtDtls>
<TxAmt> <CcyXchg> <UnitCcy>
または<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <AmtDtls>
<InstdAmt> <CcyXchg>
<UnitCcy>

ExchangeRate ある通貨から別の通貨へ金額を換
算するために使用される係数。こ
れは、ある通貨が別の通貨で購入
されたときの価格を表します。使
用方法: ExchangeRateは、
UnitCurrencyと
QuotedCurrencyの間の比率を
表します(ExchangeRate =
UnitCurrency/
QuotedCurrency)。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <AmtDtls>
<TxAmt> <CcyXchg>
<XchgRate>または<Stmt>
<Acct> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <AmtDtls>
<InstdAmt> <CcyXchg>
<XchgRate>

ContractIdentification 外国為替契約を明確に識別するた
めの一意の ID

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <AmtDtls>
<TxAmt> <CcyXchg> <CtrctId>
または<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <AmtDtls>
<InstdAmt> <CcyXchg>
<CtrctId>

QuotationDate 換算レートの見積日時。 <Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <AmtDtls>
<TxAmt> <CcyXchg> <QtnDt>ま
たは<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <AmtDtls>
<InstdAmt> <CcyXchg>
<QtnDt>

ReturnReasonCode SWIFT外部コードに従って、返品
の理由を示します。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <RtrInf>
<Rsn> <Code>

ReturnReasonProprietary 独自の形式で、返品の理由を示し
ます。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <RtrInf>
<Rsn> <Prtry>

Originator 返品を発行したパーティの名前。 <Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <RtrInf>
<Orgtr> <Nm>
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表 17-4 (続き) CAMT.053フォーマットの銀行トランザクションのフィールドの説明

フィールド 説明(ISO定義に基づく) CAMT.053のタグ
OrgnlBkTxCdDomain 当初銀行取引コードの一部。基に

なるトランザクションの事業領域
を示します。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <RtrInf>
<OrgnlBkTxCd> <Domn> <Cd>

OrgnlBkTxCdFamily 当初銀行取引コードのドメイン内
のファミリを示します。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <RtrInf>
<OrgnlBkTxCd> <Domn>
<Fmly> <Cd>

OrgnlBkTxCdSubFamily 当初銀行取引コードの特定のファ
ミリ内のサブ製品ファミリを示し
ます。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <RtrInf>
<OrgnlBkTxCd> <Domn>
<Fmly> <SubFmlyCd>

OrgnlBkTxCdProprietary 発行者が定義する、独自の形式で
の当初銀行取引コード

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <RtrInf>
<OrgnlBkTxCd> <Prtry> <Cd>

InitiatingParty エントリで報告された支払を開始
したパーティ。

<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RltdPties> <InitgPty>
<Pty> <Nm>

Creditor 金額の支払を受ける権利があるパ
ーティ

<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RltdPties> <Cdtr>
<Pty> <Nm>

CreditorAccount 支払トランザクションの結果とし
て貸方エントリが転記された債権
者の勘定科目の明確な識別

<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RltdPties>
<CdtrAcct> <Id> <IBAN>または
<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RltdPties>
<CdtrAcct> <Id> <Othr> <Id>

UltimateCreditor 金額の支払を受ける権利がある最
終パーティ

<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RltdPties>
<UltmtCdtr> <Pty> <Nm>

Debtor (最終)債権者に金額を支払う義務
があるパーティ。

<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RltdPties> <Dbtr>
<Pty> <Nm>

DebtorAccount 債務者の勘定科目の明確な識別 <Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RltdPties>
<DbtrAcct> <Id> <IBAN>または
<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RltdPties>
<DbtrAcct> <Id> <Othr> <id>

UltimateDebtor (最終)債権者に金額を支払う義務
がある最終パーティ

<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RltdPties>
<UltmtDbtr> <Pty> <Nm>

TradingParty 投資者の資産の投資を作成または
清算するトランザクション、ある
いは投資者の資産をある投資から
別の投資へ移動するトランザクシ
ョンを計画および実行するうえで
積極的な役割を果たすパーティ。

<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RltdPties>
<TradgPty> <Pty> <Nm>

RemittanceInformation 売掛/未収金システムのコマーシ
ャル・インボイスなど、支払が決
済される品目とエントリを照合で
きるようにするために提供され
る、非構造化形式の情報。

<Stmt> <Acct> <Ntry>
<NtryDtls> <TxDtls> <RmtInf>
<Ustrd>
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表 17-4 (続き) CAMT.053フォーマットの銀行トランザクションのフィールドの説明

フィールド 説明(ISO定義に基づく) CAMT.053のタグ
AdditionalRemittanceInformati
on

構造化された送金情報を補足する
ための自由テキスト形式の追加情
報

<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RmtInf> <Strd>
<AddtlRmtInf>

CreditorReferenceInformation 基礎となるドキュメントを識別で
きるようにするために債権者によ
って提供される参照情報。

<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RmtInf> <Strd>
<CdtrRefInf> <Ref>

CreditorReferenceInformation
Code

コード化された形式の債権者参照
タイプ

<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RmtInf> <Strd>
<CdtrRefInf> <Tp> <CdOrPrtry>
<Cd>

CreditorReferenceInformation
Prtry

独自の形式の債権者参照タイプ <Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RmtInf> <Strd>
<CdtrRefInf> <Tp> <CdOrPrtry>
<Prtry>

Invoicee 債務者または最終債務者とは異な
る場合の、請求書の発行先パーテ
ィの識別

<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RmtInf> <Strd>
<Invcee> <Nm>

Invoicer 債権者または最終債権者とは異な
る場合の、請求書を発行する組織
の識別

<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RmtInf> <Strd>
<Invcr> <Nm>

ReferredDocumentInformation 参照されるドキュメントの識別お
よび内容を提供します

<Stmt> <Ntry> <NtryDtls>
<TxDtls> <RmtInf> <Strd>
<RfrdDocInf> <Nb>

BAI、SWIFT MT940または CAMT.053フォーマットの銀行ファイル・トランザクション・アプ
リケーションを追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 をクリックします。
3. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
4. 「タイプ」で、銀行ファイルを選択します。
5. 「アプリケーション」で、値のリストからアプリケーション名を選択します。
使用可能なアプリケーション・タイプは次のとおりです:

• BAIフォーマットの銀行ファイル・トランザクション
• SWIFT MT940フォーマットの銀行ファイル・トランザクション
• CAMT.053フォーマットの銀行ファイル・トランザクション

第 17章
Account Reconciliationデータの統合

17-188



ノート:

BAI、SWIFT MT940、camt.053ソース・ファイルへのデータ統合接続は、次の状
況で失敗します:

• トランザクション照合で照合タイプが変更されます。
• データ・ソース IDが変わります。
• データ・ソース属性 IDが変わるか、または追加および削除されます。
この場合、データ統合でアプリケーション(ターゲット・アプリケーション全体、
インポート・フォーマット、ロケーション、マッピングを含む)を再作成する必要
があります。

BAIファイルの場合、BAIフォーマットの銀行ファイル・トランザクションを選択します。
SWIFT MT940ファイルの場合、SWIFT MT940フォーマットの銀行ファイル・トランザク
ションを選択します。
CAMT.053ファイルの場合、CAMT.053フォーマットの銀行ファイル・トランザクション
を選択します。

6. 「接頭辞」で、ソース・システム名を一意にする接頭辞を指定します。
追加するソース・システム名が既存のソース・システム名に基づいているときは、接頭辞
を使用してください。その接頭辞が既存の名前に結合されます。たとえば、銀行ファイル・
アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞としてイ
ニシャルを割り当てます。

7. 「OK」をクリックします。
8. アプリケーション・ページで、アプリケーションの右側にある をクリックし、「アプリ
ケーション詳細」を選択します。

9. 「ディメンション」タブを選択します。
10. 銀行ファイル・ソース・システムのディメンションを表示するには、「ディメンションの詳
細」タブを選択します。
BAIフォーマットの銀行ファイル・トランザクション・アプリケーションのディメンショ
ン詳細を次に示します:

SWIFT MT940銀行ファイル・トランザクション・アプリケーションのディメンション詳細
の例を次に示します:
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CAMT.053銀行ファイル・トランザクション・アプリケーションのディメンション詳細の
例を次に示します:

11. 銀行ファイル・ソース・システムと Account Reconciliationターゲット・アプリケーション
間の統合マッピングを設定します。
a. 「データ統合」ホーム・ページから、 をクリックして新規統合を追加します。
b. 統合の作成ページで、「名前」および「説明」に、新しい統合の名前および説明を入力
します。

c. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、データのロード先である既
存のロケーションを選択します。

d. 「ソース」( )ドロップダウンから「Account Reconciliation」ソース・アプリケーシ
ョンを選択します。

e. 「ターゲット」( )ドロップダウンから、ターゲットのトランザクション照合デー
タ・ソース・アプリケーションを選択します。

f. 「カテゴリ」から、適切な通貨バケットを選択します。通常は、プロファイルで有効に
なっている最下位の通貨バケットです。
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ノート:

カテゴリ・マッピングはトランザクション照合トランザクションに関連して
いませんが、双方ともデータ統合には必要です。

g. オプション: 統合に適したロケーション属性を選択します。詳細は、ロケーションの属
性の選択を参照してください。

12.「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ディメンショ
ンのマッピング」を選択します。

13. ディメンションのマッピング・ページで、次の手順を実行します:

a. 「インポート・フォーマット」で、統合に使用するインポート・フォーマットの名前を
選択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

b. マッピング・グリッドで、ソースのソース列をターゲット・アプリケーションのディ
メンションにマッピングします。

ノート:

すべてのトランザクション照合ファイルには、対応するトランザクション照
合プロファイルにマップする照合 IDディメンションが必要です。

ターゲット・アプリケーションのディメンションが自動的に移入されます。
統合に対してインポート・フォーマットがすでに定義されている場合、ソース列とタ
ーゲット列が自動的にマッピングされます。

14.「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します。

15. マップ・メンバー・ページで、ソースからターゲットにメンバーをマップするためのメン
バー・マッピングを定義します。
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/

ノート:

BAIコード 100-399は銀行貸方(正数)用、400-699は銀行借方(負数)用です。
699よりも大きい銀行固有の BAIコードは、データ統合ではデフォルトで銀行貸
方(正数)として扱われます。この範囲の特定のコードを銀行借方(負数)として扱
う必要がある場合は、SQLマッピング(SQLを参照)を使用して、次の例にあるよ
うに、金額を負数として更新します。

AMOUNTX=
CASE
    WHEN UD7 = '868' THEN AMOUNT*-1
     ELSE AMOUNT
END

ノート:

すべてのトランザクション照合ファイルには、対応するトランザクション照合プ
ロファイルにマップする照合 IDディメンションが必要です。

16.「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「ワークベンチ」
を選択します。

17.「ワークベンチ」で、統合を実行してデータのテストおよび検証を行い、ロードが適切に実
行されていることおよびデータが正しいことを確認します。データ統合でデータを変換
し、Account Reconciliationで使用できるようステージングします。
ワークベンチの使用の詳細は、統合の実行。を参照してください

BAI銀行取引明細書残高の検証
Account Reconciliationのお客様は、データ統合の銀行取引明細書検証機能を使用して、正しい
銀行取引明細書がロードされることを検証できます。有効にすると、現在の期間の予想期末残
高が、ロードされる BAIファイルに示されている期末残高と比較されます。
現在の期間の予想期末残高を計算するために、勘定科目 IDについて現在日のトランザクション
の正味合計が前期間の期末残高に加算されます。差異が検出されるか、エラーが発生した場合、

第 17章
Account Reconciliationデータの統合

17-192

https://docs.oracle.com/en/cloud/saas/enterprise-performance-management-common/diepm/integrations_run_104x80e42d74_106x80e435c7.html#GUID-1458B667-AA7A-4813-AABF-F0EC76DF3540


トランザクションはワークベンチに残りますが、トランザクション照合にはエクスポートされ
ません。
銀行取引明細書検証を使用すると、次のものを特定できます:

• 重複するトランザクションおよび重複するデータ・ロード
• 欠如している残高またはトランザクション
• 間違った順序(つまり時系列とは異なる順序)でロードされた取引明細書
• 正しくない通貨コード

Note:

銀行取引明細書検証は、基本カレンダで日次期間が構成されている場合にのみ機能し
ます。また、比較のために前期間の期末残高が取得されるときには常に、勘定科目 ID
について使用可能な最新の前期間残高が使用されます。

BAI銀行取引明細書残高の検証に関する考慮事項
この機能を使用する際には、次の考慮事項に注意してください:

• この機能は、基本カレンダで構成されている日次期間にのみ適用可能です。
• この機能を有効にするには、新しい BAIフォーマットの銀行ファイル・トランザクション・
アプリケーションを作成してから、新しい統合を作成します。

• 口座が開設されたばかりで、今日が最初の日である場合、最初のロードについては銀行取
引明細書検証設定を無効にし、それ以降のロードについて有効にします。

• 銀行取引明細書検証が有効になっているときには、インポート、検証およびエクスポート
について単一のプロセス ID/ロード IDが生成されるように、BAIファイル・ロードを同時
にインポートおよびエクスポートする必要があります。

• ワークベンチへのインポートとトランザクション照合へのエクスポートを同時に行う必要
があります。

• 銀行取引明細書検証エラーが発生した場合、INFOログに次のエラーが表示されることがあ
ります:

1. 計算された期末残高と実際の期末残高が異なる場合、ログには次のように表示されま
す:

2. 残高がロードされたが、同じ通貨のものではない場合、次のエラー・メッセージが表
示されます: 「No previous ending balance has been found for Account ID
<Account ID and Currency Code>.」
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この場合、ログには次のように表示されます:

3. 勘定科目 IDについて前の期末残高がロードされていない場合、前の残高はゼロとみな
されます。
ログには次のメッセージが表示されます:

INFO [AIF] No previous ending balance available (INR): 0.00
4. 現在の期間の残高が使用可能でない場合、ログには次のように表示されます:

Note:

銀行トランザクションをロードする前に、現在の期間の銀行残高をロードし
てください。

5. 1つ以上の"02"レコードにわたって複数の現日付がある BAI銀行取引明細書をロード
しようとすると、次のエラー・メッセージが返されます: 「The file filename contains
more than one unique As-of-Date.In order to use statement balancing, there must be
only one unique As-of-Date in the file.Please adjust the file and reload.」

6. 使用可能な期間の終了日と現日付が一致しない場合、ログには次のように表示されま
す:

7. 入力済通貨バケットのデフォルト通貨が変更されたが、トランザクション照合トラン
ザクションが異なる入力済通貨で示されている場合、ログには次のように表示されま
す:

取引明細書残高の検証オプションの有効化
アプリケーションレベルでの取引明細書残高の検証オプションの有効化

Note:

この機能を有効にするには、新しい BAIフォーマットの銀行ファイル・トランザクシ
ョン・アプリケーションを作成してから、新しい統合を作成します。
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アプリケーションレベルで取引明細書残高の検証オプションを有効にするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページから、BAIフォーマットの銀行ファイル・トランザクション・
アプリケーションの右側にある をクリックし、「アプリケーション詳細」を選択しま
す。

3. 「オプション」タブを選択します。
4. 取引明細書残高の検証フィールドの「値」で、「はい」を選択します。
5. 「保存」をクリックします。
統合レベルでの取引明細書残高の検証オプションの有効化
統合レベルで取引明細書残高の検証オプションを有効にするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、BAIフォーマットの銀行ファイル・トランザクション
統合の右側で「オプション」を選択します。

2. 「オプション」タブを選択します。
3. 取引明細書残高の検証フィールドの「値」で、「はい」を選択します。
4. 「保存」をクリックします。

照合コンプライアンス・トランザクションのロード
「データ統合」の統合メカニズムにより、Account Reconciliationのお客様は、照合コンプライ
アンス・トランザクションを照合コンプライアンス・トランザクション・ターゲット・アプリ
ケーションにロードできます。次の照合コンプライアンス・トランザクションをロードできま
す:

• 残高の説明
• ソース・システムの調整
• サブシステムの調整
• 差異の説明

照合コンプライアンス・トランザクションのロード・プロセスの説明
次に、データ統合を使用して照合コンプライアンス・トランザクションを Account
Reconciliationにロードする方法をおおまかに示します。
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Note:

データ統合を使用してトランザクションをロードするときのベスト・プラクティスと
して、Account Reconciliationで総勘定元帳や補助元帳を複製しないことをお薦めし
ます。ERPからのロード・アクティビティは、期末照合のベスト・プラクティスで
はありません。100件を超えるトランザクションをロードする必要がある場合、実装
担当者は、お客様の要件について理解を深めるために、より多く質問する必要があり
ます。レビュー担当者にとって、期末照合のために多数のトランザクションをレビュ
ーすることは困難です。トランザクションがより多い使用事例では、照合コンプライ
アンスではなく、トランザクション照合が適しています。

データ統合で照合コンプライアンス・トランザクションのロードを設定するには:

1. 照合コンプライアンス・トランザクション・アプリケーションを作成します。
照合コンプライアンス・トランザクション・アプリケーションの登録を参照してください。

2. ソースおよび照合コンプライアンス・トランザクション・ファイルとターゲット照合コン
プライアンス・トランザクション・アプリケーション間の統合を作成します。
統合を作成するときに、ロケーション情報も指定します。
照合コンプライアンス・トランザクション統合の作成を参照してください。

3. インポート・フォーマットを作成することにより、ソース・ファイルと照合コンプライア
ンス・トランザクション・アプリケーションのディメンション間でディメンションをマッ
プします。
ディメンションのマッピングを参照してください。
ディメンションをマップするときには、「データ」ディメンションが必要です。「数値デー
タ」ではなく「すべてのデータ型」を指定する必要があります(たとえば、「区切り - 数値デ
ータ」)。

4. 「データ」および「プロファイル」ディメンションをマップして、ロード中にソースからタ
ーゲットへのデータの交差のペアを作成するためのマッピングをシステムが作成できるよ
うにします。
他のディメンションについては、ほとんどの属性が ATTRターゲット・ディメンション・
クラスにマップされている場合、メンバーのマッピングは必要ありません。ただし、UDに
マップされている場合は必要です。
照合コンプライアンス・トランザクションのデータ・メンバーのマッピングを参照してく
ださい。

5. 統合を実行します。
照合コンプライアンス・トランザクション統合の実行を参照してください。

照合コンプライアンス・トランザクション・アプリケーションの登録
「データ・エクスポート」カテゴリとアプリケーション・タイプとして照合コンプライアンス・
トランザクションを選択して照合コンプライアンス・トランザクション・アプリケーションを
登録し、アプリケーション名を選択します。
照合コンプライアンス・トランザクション・ターゲット・アプリケーションを追加するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
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2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「データ・エクスポート」を選択しま
す。

4. 「タイプ」で、照合コンプライアンス・トランザクションを選択します。
5. 「アプリケーション」で、照合コンプライアンス・トランザクション・アプリケーション・
トランザクション・タイプを選択します。
「アプリケーション名」は、次のトランザクション・タイプを含むドロップダウン・リスト
です:

• 残高の説明
• ソース・システムの調整
• サブシステムの調整
• 差異の説明

6. 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します(オプション)。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

7. 「OK」をクリックします。

照合コンプライアンス・トランザクション統合の作成
統合を作成して、ファイルから照合コンプライアンス・トランザクション・アプリケーション
に照合コンプライアンス・トランザクションをロードできます。
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1. 「データ統合」ホーム・ページで、 をクリックし、「統合」を選択します。
「統合の作成」ビューに、全般ページが表示されます。

2. 「名前」および「説明」に、照合コンプライアンス・トランザクション統合の名前および説
明を入力します。

3. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択し
て、データのロード先を指定します。

4.  (ソースの選択)をクリックします。
5. 「ソースの選択」ページから、「ファイル」をクリックします。
6. 「ファイル・ブラウザ」で、照合コンプライアンス・トランザクション・アプリケーション
にロードする元のトランザクション・ファイルを選択し、「OK」をクリックします。
「受信ボックス」または「送信ボックス」フォルダ、あるいは他の任意のフォルダをダブル
クリックすると、フォルダ内のファイルのリストが表示されます。
また、「アップロード」をクリックし、ファイルに移動してアップロードすることもできま
す。
オプションで、ファイルベース・ロードを作成し、実行時にロードされるファイルを指定
することもできます。ただし、列番号と列名は、ディメンションをマッピングするときに
のみ指定します。ディメンションのマッピングを参照してください。
次のファイル・タイプを選択できます。
• カンマ区切りファイル(CSV)

• タブ区切りファイル(TXT)

• カスタム区切りファイル
7.  (ターゲットの選択)をクリックします。
8. ターゲットの選択ページで、照合コンプライアンス・トランザクション・ターゲット・ア
プリケーションを選択します。

9. 「カテゴリ」から、通貨バケットを選択します。

Note:

「照合コンプライアンス」トランザクションのターゲットへのトランザクション・
データのロード中に「カテゴリ・マッピング」を適用することはできません。た
だし、ベスト・プラクティスとして、プロファイルで有効になっている最下位の
通貨バケットと一致する通貨バケットを選択してください。

10.「保存」をクリックします。
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ディメンションへの照合コンプライアンス・トランザクションの属性
のマッピング

照合コンプライアンス・トランザクション・ターゲット・アプリケーションをマップすると、
そのアプリケーションのディメンションの詳細がディメンションのマッピング・ページに自動
的に移入されます
ディメンション名は、Account Reconciliationの属性名と正確に一致している必要があります。
ディメンションが標準属性およびカスタム属性のものである場合、その名前はここで指定した
とおりである必要があるため、変更しないでください。
デフォルトでは、「プロファイル」は「勘定科目」(照合勘定科目 ID)ターゲット・ディメンショ
ン・クラスにマップされ、「期間」は「期間」ターゲット・ディメンション・クラスにマップさ
れています。
次のディメンションは「属性」ターゲット・ディメンション・クラスに割り当てられており、
ATTR1から ATTR4列にそれぞれマップされています。これらのディメンションにマッピン
グ・ルールが必要な場合は、それらを参照ディメンション・タイプに変更し、UD (ユーザー定
義)列にマップしてください。属性ディメンションにはマッピング・ルールがなくてもかまいま
せん。
Table 17-5    ディメンションのデフォルト・リスト

ディメンション名 ターゲット・ディメンション・ク
ラス

DB表の列

概略 属性 ATTR1
長い説明 属性 ATTR2
トランザクション日 属性 ATTR3
クローズ日 属性 ATTR4

参照ディメンションの詳細は、参照ディメンションの追加を参照してください。
次のものは標準ディメンションであり、これらの名前は変更しないでください。使用されてい
ない通貨バケットのディメンションは、削除できます。
Table 17-6    標準ディメンションの詳細

ディメンション名 ターゲット・ディメンション・ク
ラス

DB表の列

金額(入力) 属性 ATTR5
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Table 17-6    (Cont.) 標準ディメンションの詳細

ディメンション名 ターゲット・ディメンション・ク
ラス

DB表の列

通貨(入力) 属性 ATTR6
金額(機能) 属性 ATTR7
通貨(機能) 属性 ATTR8
金額(レポート) 属性 ATTR9
通貨(レポート) 属性 ATTR10

その他の標準ディメンションを下に示します。これらは、参照ディメンションにすることも、
属性ディメンションにすることもできます。照合コンプライアンス・トランザクションでは、
トランザクション自体とそのアクション・プランに同じカスタム属性を割り当てることができ
るため、システムによって、トランザクションのカスタム属性とアクション・プランのカスタ
ム属性が区別されます。この場合、システムによって、アクション・プラン属性のディメンシ
ョン名の先頭にアクション・プランが追加されます。
Table 17-7    その他の標準ディメンション

ディメンション名 ターゲット・ディメンション・ク
ラス

DB表の列

子勘定科目 ID - サマリー照合の
子トランザクションの子勘定科
目 ID。

参照または属性 任意の UD列または ATTR列を
選択します。

<sub-segment name> — グルー
プ照合のトランザクションのサ
ブセグメント。ディメンション
名は、Account Reconciliationの
サブセグメント名(「保管」、「エン
ティティ」など)と一致している必
要があります。

参照または属性 任意の UD列または ATTR列を
選択します。

償却 参照または属性 任意の UD列または ATTR列を
選択します。

償却方法 参照または属性 任意の UD列または ATTR列を
選択します。

償却半月簡便法 参照または属性 任意の UD列または ATTR列を
選択します。

償却期間 参照または属性 任意の UD列または ATTR列を
選択します。

償却開始期間 参照または属性 任意の UD列または ATTR列を
選択します。

償却終了日 参照または属性 任意の UD列または ATTR列を
選択します。

償却元の金額<index> 参照または属性 任意の UD列または ATTR列を
選択します。

アクション・プラン 参照または属性 任意の UD列または ATTR列を
選択します。

アクション・プラン・クローズ済 参照または属性 任意の UD列または ATTR列を
選択します。

アクション・プラン・クローズ日 参照または属性 任意の UD列または ATTR列を
選択します。
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照合コンプライアンス・トランザクション・アプリケーションのディメンションの詳細を定義
するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページで、照合コンプライアンス・トランザクション・ターゲット
統合の右側にある をクリックし、「ディメンションのマッピング」を選択します。

2. 「インポート・フォーマット」から、統合で使用するインポート・フォーマットの名前を選
択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

3. 「タイプ」で、「区切り - すべてのデータ型」を選択します。
「区切り - すべてのデータ型」は、区切りファイル・フォーマットからすべてのデータ型を
ロードします。

4. 「区切り文字」から、出力ファイルの列の区切りに使用する文字を選択します。
区切りファイルには 1つ以上のレコードが含まれ、指定した区切り文字で各レコードの間
隔が設定されます。
使用可能なオプション:

• カンマ(,)

• パイプ(|)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• タブ
• チルダ(~)

5. マッピング・グリッドで、ソース・データロード・ファイルのソース列をターゲット・ア
プリケーションのディメンションにマッピングします。
照合コンプライアンス・トランザクション・ターゲット・アプリケーションからディメン
ションが自動的に移入されます。
ファイルに対してインポート・フォーマットがすでに定義されている場合、ソース列とタ
ーゲット列が自動的にマッピングされます。

6. 「保存」をクリックします。

照合コンプライアンス・トランザクションのデータ・メンバーのマッ
ピング

データ統合での要件として、「データ」および「プロファイル」ディメンションをマップして、
ロード中にソースからターゲットへのデータの交差のペアを作成するためのマッピングをシス
テムが作成できるようにします。
他のディメンションについては、ほとんどの属性が ATTRターゲット・ディメンション・クラ
スにマップされている場合、メンバーのマッピングは必要ありません。ただし、UDにマップ
されている場合は必要です。
「データ」および「プロファイル」ディメンションをマップして、ロード中にソースからターゲ
ットへのデータの交差のペアを作成するためのマッピングをシステムが作成できるようにしま
す。
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他のディメンションについては、ほとんどの属性が ATTRターゲット・ディメンション・クラ
スにマップされている場合、メンバーのマッピングは必要ありません。ただし、UDにマップ
されている場合は必要です。
システムがターゲット値を作成できるようにするために、「データ」ディメンションにはメンバ
ー・マッピングが必要です。
「データ」ディメンションのメンバー・マッピングを作成するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページで、照合コンプライアンス・トランザクション統合の右側に
ある をクリックし、「マップ・メンバー」を選択します。

2. マップ・メンバー・ページの「ディメンション」ドロップダウンで、「データ」を選択しま
す。

3. 「マップ・タイプ」ドロップダウンで、「明示」を選択します。
4. をクリックします。
5. メンバー・マッピングの追加ページの「ソース値」に、* (アスタリスク)を入力します。
アスタリスク(*)は、ソース値を表します。

6. 「ターゲット値」に、トランザクション・タイプのタイプへの参照を入力します。
たとえば、マッピングを「残高の説明」として識別するには、BEXと入力できます。

7. 「保存」をクリックします。

照合コンプライアンス・トランザクションの期間の定義
Account Reconciliationトランザクションは、1つの期間にロードする必要があります。そのた
めには、グローバル・マッピングを使用して、様々な期間を 1つの期間にマップします。
照合コンプライアンス・トランザクションのグローバル・マッピング期間を定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「期間マッピング」を選択
します。
MM/dd/yyyy形式で日付を指定します。

2. 「グローバル・マッピング」タブを選択します。
3.
をクリックします。

4. 「期間キー」で、ソースからマップする、現在の会計年度の月の最終日を指定します。これ
は、試算表ロード・プロセス中にデータベースに格納され、試算表レコードのセットを識
別するキーの一部となる日付値です。
MM/dd/yyyy形式で日付を指定します。
照合コンプライアンス・トランザクションのロードでは、データ統合で定義されている期
間キーおよび前期間キーを使用して、統合の実行時に、各データ統合期間にマップされた
ソース一般会計期間を判断します。

5. 「前期間キー」を選択し、エクスポート中に使用される前会計期間キーを指定します。
前期間キーは、現在の期間キーのちょうど 1か月前です。
前期間キーは、現在の期間キーのちょうど 1か月前です。

6. 次の内容を完了します。
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a. 期間名; 2018年 7月など
b. ターゲット期間の月; 8月など
c. ターゲット期間の年
d. ターゲット期間の日
e. ターゲット年度

7. 「保存」をクリックします。

照合コンプライアンス・トランザクション統合の実行
照合コンプライアンス・トランザクション・ターゲット・アプリケーションを含む統合をデー
タ統合で実行すると、データ統合によってソースからデータがインポートされ、ステージング
されます。続いて、データ統合によって、Account Reconciliationの事前マップ済トランザクシ
ョン・インポート・ファイルと同じフォーマットの.CSVファイルが生成され、インポートす
るジョブが Account Reconciliationに送信されることにより、データが Account Reconciliation
にエクスポートされます。以前にデータ統合からロードされていたトランザクションは、上書
きされます。
照合コンプライアンス・トランザクション・ターゲット・アプリケーションにデータをロード
するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページで、照合コンプライアンス・トランザクション統合を選択
し、 をクリックします。

2. 「インポート・モード」から、データをインポートする方法を選択します。
使用可能なインポート・モード:

• 追加 - POVの既存の行は変更されず、新しい行が POVに追加されます。たとえば、最
初のロードに 100行、次のロードに 50行が含まれるとします。この場合、50行が追
加されます。このロードの後で、POVの行の合計は 150です。

• 置換 - ターゲットのすべての POVデータをクリアしてから、ソースまたはファイルか
らロードします。たとえば、最初のロードに 100行、次のロードに 70行が含まれると
します。この場合、100行が削除され、70行が TDATASSEGにロードされます。この
ロードの後、行の総数は 70です。

• マージ—使用できません。
• インポートしない - データのインポートを全部スキップします。
• マップして検証 - データのインポートをスキップし、更新されたマッピングを使用して
データを再処理します。

3. 「エクスポート・モード」から、データをターゲット・アプリケーションにエクスポートす
る方法を選択します。
使用可能なエクスポート・モード・オプション:

• 置換—データ統合、「事前マップ済トランザクションのインポート」または Smart View
を使用して以前にインポートされたトランザクションは、ワークベンチでステージン
グされたトランザクションに置き換えられます。「照合」ダイアログを使用して追加さ
れたトランザクションまたは前期間から繰り越されたトランザクションは影響を受け
ません。

• エクスポートしない - データのエクスポートを全部スキップします。
4. ソース・システムがファイル・ベースの場合は、「ファイル名」で、ロード対象のデータが
含まれるデータ・ファイル名を選択します。
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ファイル名を指定した場合、「ルールの実行」ウィンドウで単一の期間に対してデータを入
力する必要があります。
ファイルに移動するには、 をクリックします。

5. 「開始期間」および「終了期間」から、照合コンプライアンス・トランザクションについて
定義されている期間を選択します。

6. 「実行」をクリックします。

7. Account Reconciliationで、照合の準備をします。

エクスポートされた仕訳のロード
「トランザクション照合」では、調整またはトランザクションを、二面性を持つ仕訳としてエク
スポートし、その後、ERPシステムまたはデータ・エクスポート・ファイルにインポートでき
ます。データ統合を使用すると、Accounts Reconciliation Journal Adjustmentsソース・システ
ムに関連付けられたデータ・ソースを作成して、その仕訳をデータ・エクスポート・アプリケ
ーションにロードできます。統合で仕訳がエクスポートされるときは、ステータスがオープン
で、適用されるフィルタ条件と一致するすべての調整およびトランザクションがエクスポート
されます。
エクスポートされた仕訳をロードするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」メニューから、「アプリケーション」を選
択します。

2. ソース Account Reconciliation Journal Adjustmentsアプリケーションを作成します。
次の内容を完了します。
a. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択し
ます。

b. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
c. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「データ・ソース」を選択しま
す。

d. 「タイプ」で、Account Reconciliation Journal Adjustmentsを選択します。
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e. 「アプリケーション」で、Account Reconciliation Journal Adjustmentsアプリケーショ
ンを選択します。

f. 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します(オプション)。
接頭辞では最大 10文字までサポートされます。

g. 「OK」をクリックします。

3. ターゲット・アプリケーションを作成します。

ノート:

ファイルではなく Oracle ERP Cloudにライトバックする場合は、Oracle General
Ledgerへの実績のライトバックを参照してください。

a. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択し
ます。

b. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
c. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「データ・エクスポート」を選択
します。

d. 「タイプ」で、ファイルへのデータ・エクスポートを選択します。
e. 「アプリケーション」で、調整をエクスポートするターゲット・アプリケーションを選
択します。

f. 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します(オプション)。
接頭辞では最大 10文字までサポートされます。

g. 「OK」をクリックします。

第 17章
Account Reconciliationデータの統合

17-205



4. アプリケーション・ページで、アプリケーションの右側にある をクリックし、「アプリ
ケーション詳細」を選択します。

5. 「ディメンション」タブを選択します。
6. 「アプリケーション詳細」セクションの「名前」フィールドで、カスタム・アプリケーショ
ンの名前を指定します。

7. 「ディメンションの詳細」タブを選択します。
8. 「追加」をクリックします。
9. 「ディメンション名」で勘定科目ディメンションの名前を入力してから、「ターゲット・デ
ィメンション・クラス」および「データ表列名」の各フィールドに「勘定科目」を指定し
ます。
「ターゲット・ディメンション・クラス」に「勘定科目」を指定すると、その値「勘定科
目」が「データ表列名」フィールドに自動的に事前入力されます。
このステップを使用すると、ターゲット・アプリケーションに定義されていないディメン
ションを作成できます。「勘定科目」ディメンション名を作成し、その名前を、ディメンシ
ョン・タイプによって定義されるプロパティの「勘定科目」ターゲット・ディメンション・
クラスに関連付ける必要があります。その名前は、ステージング表内の列の表列名を識別
する「勘定科目」データ表列名にも関連付けます。これらの定義はデータ統合で必要です。
「金額」ディメンションは、ディメンションのマッピング・ページでデフォルト設定される
ため作成不要です。
必要に応じて、UD1から UD20までや「エンティティ」などの他のディメンション名を作
成できます。

10. Account Reconciliation Journal Adjustmentsソース・アプリケーションとファイルへのデー
タ・エクスポート・アプリケーションまたは ERPアプリケーション間の統合を作成しま
す。
次の手順を実行します
a. 「データ統合」ホーム・ページで、 をクリックし、「統合」を選択します。
「統合の作成」ビューに、全般ページが表示されます。

b. 「名前」および「説明」に、Account Reconciliation Journal Adjustmentsトランザクシ
ョン統合の名前および説明を入力します。

c. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択
して、データのロード先を指定します。

d.  (ソースの選択)をクリックします。
e. ソースの選択ページで、Account Reconciliation Journal Adjustmentsソース・アプ
リケーションをクリックします。

f.  (ターゲットの選択)をクリックします。
g. ターゲットの選択ページで、データ・エクスポート・ファイル・アプリケーションま
たは Oracle ERP Cloudアプリケーションを選択します。

h. 「保存」をクリックします。
11.「ディメンションのマッピング」を選択します。

Account Reconciliation Journal Adjustmentデータ・ソースを追加すると、アプリケーショ
ン内のディメンションが「ディメンションの詳細」タブに自動的に移入されます。
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12.「インポート・フォーマット」から、統合で使用するインポート・フォーマットの名前を選
択します。
ユーザー定義のインポート・フォーマット名を追加することもできます。

13.「ディメンションの詳細」タブを選択します。
14.「ディメンション名」列にあるすべてのディメンション名を「ターゲット・ディメンショ
ン・クラス」列にある値「汎用」とともにマップし、「保存」をクリックします。

15.「データ統合」ホーム・ページから、統合の右側にある をクリックし、「マップ・メン
バー」を選択します

16. マップ・メンバー・ページで、Accounts Reconciliation Journal Adjustmentのソース列およ
びカスタム・ターゲット・アプリケーションの列間でメンバーをマップします。
「データ」ディメンションの場合はマッピングを追加しないでください。

17.「データ統合」ホーム・ページで、Account Reconciliation Journal Adjustment/トランザクシ
ョン・マッピング統合の右側にある をクリックし、「オプション」を選択します。

18.「フィルタ」タブをクリックします。
19. をクリックします。
20.「フィルタ」タブで、トランザクション照合タイプに基づいてすべてのパラメータを入力し
ます。
使用可能なパラメータ:

• タイプ — 照合のタイプを指定します。
使用可能なタイプ:

– トランザクション
– 調整

• 照合タイプ—「決済」のような照合タイプ IDを指定します。
照合タイプによって、トランザクション照合プロセスでその照合タイプを使用して勘
定科目がどのように処理されるかが決定されます。照合されるデータの構造、および
照合に使用されるルールが決まります。また、照合タイプは、調整をテキスト・ファ
イルの仕訳としてエクスポートして ERPシステムに戻すために使用します。

• データ・ソース — トランザクションの照合トランザクション・タイプが「トランザク
ション」の場合のデータ・ソースを指定します。
トランザクションの照合トランザクション・タイプが「調整」の場合、このフィール
ドは空白のままにします。
データ統合に表示されるデータ・ソースの名前は、実際にはトランザクション照合デ
ータ・ソースから導出されます。ドロップダウンで使用される規則は、「照合タイプ名: データ・ソース名」です。
たとえば、アプリケーションの選択肢は次のようになります:

– InterCo3:AR

– InterCo3:AP1 3

– Bank BAI:BAI_Bank_File

– Bank BAI:GL

– INTERCO2:AR
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– INTERCO2:AP

– INTERCO:AR 8

– INTERCO:AP 9

– CLEARING:CLEARING

• フィルタ - 「タイプ」をトランザクションとして選択した場合は、トランザクションの
フィルタ名を指定します。
フィルタは、次に示すように Account Reconciliationのデータ・ソース構成で定義され
ます:

「タイプ」を調整として選択した場合は、JSON形式のフィルタ値を指定します。
調整の仕訳のエクスポート時に、特定のトランザクション・タイプまたは会計日付(あるい
はその両方)を選択できます
調整のフィルタを指定するには、「フィルタ」フィールドを使用して次を選択します:

• (調整)タイプ - 前のステップで選択した照合タイプで使用できる調整タイプを指定し
ます。1つ以上の値を指定できます。値を選択しない場合、使用されるデフォルトは
「すべて」です。

• 調整日付 - オペランドおよび日付値を指定します(日付ピッカーを使用して日付を選択
します)。フィルタ処理に使用できるオペランドは、EQUALS、BEFORE、BETWEEN
および AFTERです。
日付フォーマットは YYYY-MM-DDである必要があります。EQUALS、BEFOREおよ
び AFTERオペランドを使用する場合は、JSON形式 accountingDateを使用し、次に
会計日付を指定します。BETWEENオペランドを選択した場合は、次の JSON形式を
使用します:

– fromAccountingDate (開始会計日付の場合)

– toAccountingDate (終了会計日付の場合)

JSON形式のサンプルを次に示します:

{"adjustmentTypes" : ["Invoice Dispute","Coding Error"],"operator" : 
"BETWEEN", "fromAccountingDate" : "2022-02-01", "toAccountingDate" : 
"2022-02-10"}

{"adjustmentTypes" : ["Invoice Dispute","Coding Error"],"operator" : 
"EQUALS", "accountingDate" : "2022-02-01"}

{"operator" : "AFTER", "accountingDate" : "2022-02-01"}

{"adjustmentTypes" : ["Invoice Dispute","Coding Error"]}

21.「データ統合」ホーム・ページで、Account Reconciliation Journal Adjustment/トランザクシ
ョン・マッピング統合を選択し、Account Reconciliation Journal Adjustmentデータ・ソー
ス統合の右側にある をクリックして、「ワークベンチ」を選択します。

22.「ワークベンチ」で、統合を実行してデータのテストおよび検証を行い、データが適切にロ
ードされていることおよびデータが正しいことを確認します。データ統合によってデータ
が変換され、Oracle ERP Cloudに転記するためにステージングされます。
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統合の実行の詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloud EPM自動化の操
作の EPMAUTOMATEの runIntegrationを参照してください。
さらに、Oracle ERP Cloudに仕訳を転記するには、『Oracle Enterprise Performance
Management Cloudデータ管理の管理』の Oracle ERP Cloud - Oracle General Ledgerへの
実績のライトバックを参照してください。

メタデータの統合
データ統合では、ファイルで指定された順序での、フラット・ファイルからのメタデータのロ
ードがサポートされます。この機能を使用すると、任意のソースから任意の書式でメタデー
タ・ロード・ファイルを作成し、メタデータを Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Management環境にロードできます。この手法を使用すれば、ロードまたはマッピング処理時
にプロパティのデフォルト値を設定できます。
たとえば、要員のお客様は、従業員、ジョブ、組織、その他のワーク・ストラクチャ、および
報酬関連アイテムを Oracle Human Capital Management Cloudから Planningにロードできま
す。
標準(勘定科目やエンティティなど )、カスタム(製品など)およびスマートリストのディメンショ
ンのみがサポートされ、次のサービスのみを対象としています:

• Planningモジュール
• Planning

• Financial Consolidation and Close

• Tax Reporting

ノート:

メタデータのロードは、アプリケーション・タイプ Planningのアプリケーションに
対してのみ可能です。アプリケーション・タイプが Oracle Essbaseの場合は、
Planningのアウトライン・ロード・ユーティリティを使用してメタデータをロードし
ます。

ノート:

Profitability and Cost Managementでは、データ統合を使用した、ファイルを介する
メタデータのロードはサポートされていません。

メタデータ・ロード・ファイルの考慮事項
メタデータ・ロード・ファイルで作業するときに次の点を考慮します:

• アプリケーションの各ディメンションについて、ディメンション・プロパティに対応する
フィールドを持つロード・ファイルを作成します。各ロード・ファイルは 1つのディメン
ションのみに対しメンバーを含むことができます。各ディメンションについて複数のメン
バーを定義できます。
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• 入力が必須のフィールドはロードされている各ディメンションについて異なります。各
Planningメンバーで使用できるプロパティの詳細は、Planningの管理ガイドのディメンシ
ョン・プロパティに関する項を参照してください。

• メンバー名と親名はロード・ファイルのフィールドとして含める必要があります。メンバ
ー・プロパティ値が指定されていない場合、新規メンバーはその親からプロパティ値を継
承します。

• 新規メンバーを追加するとき、未指定の値は必要に応じて親メンバーのプロパティ値から
継承されます。メンバーが存在して値が指定されていない場合は、そのままにしておいて
ください。

• (たとえば、プロパティを変更するために) Planningアプリケーションにすでに存在してい
るメンバーをロードする場合、親がロード・ファイル内で指定されていないと、そのメン
バーは既存の親の下に残ります。新しい親が指定されている場合、メンバーは新しい親の
下に移動されます。

• ロード・ファイルごとにロードできるディメンションは 1つのみです。
• レコードは 1つずつロードされます。レコードのロードに失敗した場合、その関連付けら
れた例外が例外ファイルに書き込まれ、ロード・プロセスは次のレコードで再開します。

• メタデータは、ファイルで指定された順序でロードされます。
• カッコで囲まれたメンバー名は関数として扱われます。
• 統合を使用してメタデータを Planningアプリケーションにロードする場合は、エクスポー
ト・モード・パラメータを「マージ」に設定する必要があります。

メタデータのロード・プロセスの説明
次に、ファイルから Planningアプリケーションにメタデータをロードする手順をおおまかに示
します。
1. ロードする各ディメンションのメタデータ・ロード・ファイルを生成します。
メタデータをロードできるのは、Planningプラットフォーム上で構築されたアプリケーシ
ョンに対してのみです。
メタデータ・ロード・ファイルの作成方法の詳細は、メタデータ・ロード・ファイルの考
慮事項を参照してください。

2. 「アプリケーション」で、ディメンション・クラスまたはディメンション・タイプのターゲ
ット・アプリケーションを登録します。
データ統合によって 6つのディメンション・アプリケーション(勘定科目、エンティティ、
カスタム、シナリオ、バージョンおよびスマートリスト)が自動的に作成されます。
 

 

ディメンション・クラスまたはディメンション・タイプをターゲット・アプリケーション
として追加する方法の詳細は、ディメンション・クラスまたはディメンション・タイプの
ターゲット・アプリケーションの登録を参照してください。

3. 「アプリケーション詳細」で、各ディメンション・プロパティのレコードが作成されます。
メンバー名と親のみが必須フィールドです。
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他のプロパティを有効にするには、ディメンション・メタデータ・アプリケーションに行
を追加します。行の名前は、Planningアプリケーションで使用されているプロパティ名ま
たは属性名です。

4. オプション: カスタム・ディメンション(Planningアプリケーションで「汎用」に指定され
ているディメンション)を追加するには、ターゲット・アプリケーションで、プロパティ名
を選択して「プロパティの選択」フィールドを有効にし、「データ表列名」の値にマップし
ます。次に、汎用ディメンションごとに別々のインポート・フォーマットを作成します。
次に、ディメンションのデータ・ルールで、データ・ルールのターゲット・オプションの
「ディメンション名」にディメンション名(「製品」、「増減」など)を指定します。

5. 「統合の作成」で、メタデータ・ファイルとターゲット・アプリケーションの間の統合を作
成します。
 

 

詳細は、を参照してください ファイルベース統合の作成
6. 「ディメンションのマッピング」で、メタデータ・ロード・ファイルのデータを Oracle

Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリケーションのディメンションの
プロパティにマップします。
これにより、すべてのファイル・フォーマットからディメンション・メンバーをインポー
トできます。(ファイルのファイル・タイプは「区切り - すべてのデータ型」にする必要が
あります。)
プロパティは、ディメンション・アプリケーションのディメンションとして追加されます。
たとえば、エンティティの 2パス計算プロパティはディメンションとして追加され、ロー
ド時にフラット・ファイルによって"yes"または"no"プロパティが追加されます。
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ノート:

ディメンション・アプリケーション内で選択されているディメンションは、ロー
ドされたディメンションです。これらをマップしないと、ロードは失敗します。
マッピングがない場合のデフォルト設定はありません。別名などのフィールドが
ロードされないようにするには、ターゲット・アプリケーションでチェック・ボ
ックスを選択解除します。ロードされたすべての行に 1つの値を指定するには、
「式」フィールドに値を指定して、そのディメンションに対して*to*をマップしま
す。

詳細は、ディメンション・マップの作成を参照してください。
7. 統合の実行ページの「エクスポート・モード」で、「マージ」を選択してから他のすべての
必須パラメータを選択します。
統合は 1つ以上の期間で実行できます。データのインポートと変換が正常に完了したこと
を確認してから、データをターゲット・アプリケーションにエクスポートします。
統合の実行.

8. パイプラインを使用してメタデータをインポートおよびエクスポートすることもできま
す。詳細は、「メタデータのインポート」ジョブ・タイプの使用および「メタデータのエク
スポート」ジョブ・タイプの使用を参照してください。

ディメンション・クラスまたはディメンション・タイプのター
ゲット・アプリケーションの登録

「アプリケーション」オプションで、ディメンション・クラスまたはディメンション・タイプの
新しいターゲット・アプリケーションを追加します。このアプリケーションは、メタデータの
ロード用のターゲット・アプリケーションとして使用します。ディメンションを追加すると、
データ統合によって 6つのディメンション・アプリケーション(勘定科目、エンティティ、カス
タム、シナリオ、バージョンおよびスマートリスト)が自動的に作成されます。
ディメンション・クラスまたはディメンション・タイプのアプリケーションを登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「ディメンション」を選択します。
4. 「アプリケーション」から、ターゲット・アプリケーションを選択します。
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5. 各ターゲット・アプリケーションで使用する接頭辞名を指定するには、「接頭辞」で一意の
名前を指定します。
 

 

6. 「OK」をクリックします。
データ統合によって、"アプリケーション名 - ディメンション・タイプ"の形式でディメンシ
ョン・アプリケーション名が作成されます。
ディメンションは複数回追加できます。データ統合で、ディメンション・アプリケーショ
ンが存在するかどうかを確認します。ディメンションが存在する場合はスキップし、存在
しない場合は作成されます。これにより、必要に応じてアプリケーションを削除し、再作
成できます。

増分ファイル・アダプタを使用したデータのロード
増分ファイル・アダプタ機能を使用すると、ソース・データ・ファイルを前のバージョンのソ
ース・データ・ファイルと比較して、新しいレコードや変更されたレコードを特定し、そのデ
ータ・セットのみをロードできます。比較前に初期ソース・データ・ファイルをソートしたり、
パフォーマンスを改善するために事前ソートしたファイルを提供できます。
この機能を使用するには、初期ソース・データ・ファイルを増分ファイル・アダプタとして登
録します。この初期ソース・データ・ファイルは、テンプレートとして使用されます。実際の
データ・ロードは、統合で指定されたファイルから実行され、初期ソース・データ・ファイル
と後続のファイルの間でファイル比較が実行されます。それ以降は、1回、2回または何回で
もロードできます。最後に実行されたファイルが、後続のロードの評価基準となります。この
アダプタでは差異のみがロードされるため、ファイル・インポート中のロードが高速になりま
す。残りのデータ・インポート・プロセスは、ファイルの標準データ・ロードの場合と同じで
す。
考慮事項:

• ソース・データ・ファイルは、区切りデータ・ファイルである必要があります。
• 使用されるデータ・ファイルには、区切り列を説明する 1行のヘッダーが含まれる必要が
あります。

第 17章
増分ファイル・アダプタを使用したデータのロード

17-213



• 数値データと数値以外のデータの両方を統合できます。
• 2つのファイル間に削除されたレコードがあれば、すべて無視されます。この場合、削除
されたレコードは手動で処理する必要があります。

• ファイルが存在しない場合(または、最後の IDを存在しない実行に変更した場合)、ロード
はエラーで完了します。

• この機能の使用時のパフォーマンスのレベルは、ソート・オプションによって決まります。
ソートを行うと、処理時間が長くなります。ファイルを事前ソートすると、処理が高速に
なります。

• 増分ロードでは、単一期間データ・ロードのみがサポートされています。複数期間ロード
はサポートされていません。

• 増分ロードでは、増分ファイルは置換モードでロードされ、ステージング表に残るのは最
終バージョンのファイル比較のみなので、ドリルダウンはサポートされていません。
この対処方法として、完全データ・ロード方法を使用して同じデータ・ファイルを別のロ
ケーションにロードできます。この場合は、データをターゲット・アプリケーションにエ
クスポートせずに、データのインポートのみを行う必要があります。

• ソース・データ・ファイルのコピーは、将来比較できるようにアーカイブされます。最後
の 5つのバージョンのみが保持されます。ファイルは最大 60日間保持されます。増分ロ
ードが実行されずに 60日が経過した場合は、最後のプロセス IDを 0に設定して、ロード
を実行してください。

増分ファイル・アダプタの設定
増分ファイル・データ・ソースを登録するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」から「データ・ソース」を選択します。
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4. 「タイプ」から、増分ファイルを選択します。
5. 「ファイル」で、テンプレートとして使用する初期ソース・データ・ファイルを指定しま
す。
をクリックして、ファイル・ブラウザ・ページからファイルを検索します。

ファイルを選択するときには、次のことに注意してください:

• ソース・データ・ファイルは、区切りデータ・ファイルである必要があります。
• 使用されるデータ・ファイルには、区切り列を説明する 1行のヘッダーが含まれる必
要があります。

• 数値データと数値以外のデータの両方をロードできます。
6. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

7. 「OK」をクリックします。
8. 「データ統合」ホーム・ページで、  (作成)をクリックし、「統合」を選択します。
「統合の作成」ビューに、全般ページが表示されます。

9. ソース・アプリケーションとターゲット・アプリケーションの間の統合を作成し、「保存し
て続行」をクリックします。
a. 「名前」および「説明」に、新しい統合の名前および説明を入力します。
b. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択
して、データのロード先を指定します。
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c. 「ソース」( )ドロップダウンから、「ファイル」を選択します。
d. 「ファイル・ブラウザ」から、増分ファイルに移動して選択し、「OK」をクリックしま
す。
増分ファイルを選択したら、「ファイル・オプション」をクリックして、ファイルのイ
ンポート・ページで内容のフォーマットをプレビューおよび管理します。

e. 「ターゲット」( )から、増分データをロードするターゲット・アプリケーションを
選択します。

f. 「キューブ」から、ターゲット・システムのプラン・タイプを選択します。
g. 「カテゴリ」で、ソース・システムのデータを分類し、ターゲット・シナリオ・ディメ
ンション・メンバーにマップするためのカテゴリ・マッピングを選択します。
リストされているカテゴリは、設定時に作成したカテゴリ(「実績」など)です。詳細は、
次を参照してください カテゴリ・マッピングの管理

h. オプション: 統合に適したロケーション属性を選択します。詳細は、次を参照してくだ
さい ロケーションの属性の選択

i. 「保存して続行」をクリックします。
10. ディメンションのマッピング・ページで、ソースとターゲットの間でディメンションをマ
ップします(インポート・フォーマットを作成します)。
ディメンションのマッピングを参照してください。
a. 「タイプ」から、区切りファイル・タイプを選択します。
たとえば、ファイルのフォーマットとして「区切り - 数値データ」を選択します。

b. 「ファイル区切り文字」ドロップダウンで区切り文字のタイプを選択します。
使用可能な区切り文字:

• カンマ(,)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• 縦線(|)

• タブ
• チルダ(~)

c. マッピング・グリッドで、ソース・データロード・ファイルのソース列をターゲット・
アプリケーションのディメンションにマッピングします。
ターゲット・アプリケーションのディメンションが自動的に移入されます。
ファイルに対してインポート・フォーマットがすでに定義されている場合、ソース列
とターゲット列が自動的にマッピングされます。
新規のインポート・フォーマットを追加する場合や、既存のインポート・フォーマッ
トを編集する場合は、次の手順を実行します:

• 「列」で、ファイルからインポートするフィールド番号を指定します。
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• 「ソース・ディメンションの選択」で、ターゲット・アプリケーションに割り当て
るソース・ディメンションの名前を指定します。
同じディメンションの複数のソース列をターゲット・ディメンションにマッピング
できます。たとえば、4つの"Account"ソース列をマッピングできます。

• ソースまたはターゲットの式を追加します。ソースまたはターゲットから直接値
を操作する式を割り当てます。
ソース式の使用およびターゲット式の使用を参照してください。

d. オプション: カンマ区切りファイルの場合、行の右側にある をクリックし、追加す
る行をドロップダウンから選択することにより、インポート・フォーマットにマッピ
ングする追加行を選択します。
使用可能な行:

• ソース期間
– 年
– 期間
– 期間番号

• 通貨
• 属性
• 説明
• ディメンション行

– 勘定科目
– バージョン
– エンティティ
– 表示

行をスキップすることもできます。
詳細は、次を参照してください ディメンション・マップの作成

e. 「保存して続行」をクリックします。
11. マップ・メンバー・ページで、ソースからターゲットにメンバーをマップします。
詳細は、次を参照してください メンバーのマッピング

12. オプション・ページで、「フィルタ」タブをクリックします。

ノート:

統合の実行ページの「フィルタ」タブで「ソース・ファイル」、増分処理オプショ
ンおよび最後のプロセス IDのオプションを選択することもできます。

13.「ソース・ファイル」から、ロード対象のデータが含まれるデータ・ファイル名を選択しま
す。データ・ソース・アプリケーションの作成元ファイルと同じファイルにすることも、
データと適切なヘッダーを含む別のファイルにすることもできます。
前のように、データを含むファイルを選択します。元のファイルと同じ名前にすることも、
新しい名前を付けることもできます。ロードされた 2つのファイルの間の差異が、ファイ
ル(つまり、増分ロード・ファイル)内に自動的に作成されます。ファイル A.txtに 100行、
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ファイル B.txtに 300行が含まれ、最初の 100行が同じであるとすると、IDが 0の場合、
最初のロードでファイル A.txtが選択されます。2回目のロードはファイル B.txtに対して
行われます。IDは、Aに割り当てられたロード IDを自動的に指します。

14. 増分処理オプションから、ソース・ファイル内のデータをソートする方法を選択します。
使用可能なオプション:

• ソース・ファイルをソートしない - ソース・ファイルは提供されたままの状態で比較さ
れます。このオプションでは、ソース・ファイルが毎回同じ順序で生成されることを
想定しています。この場合、ファイル比較が実行された後、新しいレコードと変更さ
れたレコードが抽出されます。このオプションを選択すると、増分ファイル・ロード
の実行が高速になります。

• ソース・ファイルをソート - 変更を調べるファイル比較が実行される前に、ソース・フ
ァイルがソートされます。このオプションでは、ソース・ファイルが最初にソートさ
れます。ソートされたファイルは、前にソートされたバージョンのこのファイルと比
較されます。大きいファイルをソートすると、多くのシステム・リソースが消費され、
実行速度が遅くなります。

ノート:

ソートしないオプションを使用する統合があったが、後で「ソース・ファイルの
ソート」オプションに切り替えた場合、ファイルの順序が異なるために、最初の
ロードの結果が無効になります。それ以降の実行では、データが正常にロードさ
れます。

15. 最後のプロセス IDに、元のソース・データ・ファイルの最後の実行 IDが表示されます。
ロードが元のデータ・ファイルに対する最初の実行である場合、最後のプロセス IDに 0の
値が表示されます。
ロードが再度実行されると、最後のプロセス IDに最後のロードの実行番号が表示されま
す。
新しく作成されたファイル比較バージョンおよび元のデータ・ファイルに差異がない場合、
またはファイルが見つからない場合、最後のプロセス IDの値が、正常に実行された最後の
ロード IDに割り当てられます。
すべてのデータをリロードするには、最後のプロセス IDを 0に戻し、新しいソース・ファ
イルを選択してベースラインをリセットします。

16.「保存」をクリックします。
17.「データ統合」ホーム・ページから、統合を選択し、 をクリックします。
18. 統合の実行ページで、「オプション」タブを選択します
19. 次のオプションを設定し、「実行」をクリックします。

• インポート・モード
• エクスポート・モード
• 開始期間
• 終了期間
統合の実行の詳細は、統合の実行を参照してください。
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要員新規採用データの一括ロード
新規採用の一括データを要員に統合できます。新規採用の一括データをロードしたり、複数の
新規採用の新規採用要請データを一度に変更できます。
新規採用の一括データは、増分ファイル・アダプタを使用してロードされます。このタイプの
統合では、ソース・データ・ファイルが前のバージョンのソース・データ・ファイルと比較さ
れ、新しいレコードや変更されたレコードが特定されて、そのデータ・セットのみがロードさ
れます。
「採用要請の追加」を手動で使用して要請を一度に 1つずつ追加しなくても、新規採用を一括ロ
ードできます。詳細は、Planningモジュールの操作の採用要請の追加を参照してください。

一括ロード・プロセスの説明
新規採用データを要員に一括ロードするには:

1. データ統合で新規採用データをロードする前に、要員の「新規採用の処理」一括更新フォ
ームについて使用可能な空の要請がシステムにあるかどうかを確認します。すでにシステ
ム内にある要請についてデータをロードすると、既存の要請データは、データ統合を通じ
てロードされた新しいレコードに置き換えられます。

2. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
3. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
4. アプリケーションの作成ページで、「カテゴリ」ドロップダウンから「データ・ソース」を
選択します。

5. 「タイプ」から、増分ファイルを選択します。
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6. 「ファイル」で、テンプレートとして使用する新規採用の一括ソース・データ・ファイルを
指定します。
をクリックして、ファイル・ブラウザ・ページからファイルを検索します。

ファイルを選択するときには、次のことに注意してください:

• ソース・データ・ファイルは、区切りデータ・ファイルである必要があります。
• 使用されるデータ・ファイルには、区切り列を説明する 1行のヘッダーが含まれる必
要があります。

• 数値データと数値以外のデータの両方をロードできます。
新規採用の一括ファイルを次に示します:

7. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

8. 「OK」をクリックします。
9. 「データ統合」ホーム・ページで、  (作成)をクリックし、「統合」を選択します。
「統合の作成」ビューに、全般ページが表示されます。

10. ソース・アプリケーションとターゲット・アプリケーションの間の統合を作成し、「保存し
て続行」をクリックします。
a. 「名前」および「説明」に、新しい統合の名前および説明を入力します。
b. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択
して、データのロード先を指定します。

c. 「ソース」( )ドロップダウンから、「ファイル」を選択します。
d. 「ファイル・ブラウザ」から、新規採用の一括ファイルに移動して選択し、「OK」をク
リックします。
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新規採用の一括ファイルを選択したら、「ファイル・オプション」をクリックして、フ
ァイルのインポート・ページで内容のフォーマットをプレビューおよび管理します。

e. 「ターゲット」( )から、新規採用の一括データのロード先となる要員アプリケーシ
ョンを選択します。

f. 「キューブ」から、ターゲット・システムのプラン・タイプを選択します。
g. 「カテゴリ」で、ソース・システムのデータを分類し、ターゲット・シナリオ・ディメ
ンション・メンバーにマップするためのカテゴリ・マッピングを選択します。
リストされているカテゴリは、設定時に作成したカテゴリ(「実績」など)です。詳細は、
カテゴリ・マッピングの管理を参照してください。

h. オプション: 統合に適したロケーション属性を選択します。詳細は、ロケーションの属
性の選択を参照してください。

i. 「保存して続行」をクリックします。
11. ディメンションのマッピング・ページで、ソースとターゲットの間でディメンションをマ
ップします(インポート・フォーマットを作成します)。
a. 「タイプ」から、「区切り - すべてのデータ型」を選択します。
b. 「ファイル区切り文字」ドロップダウンで区切り文字のタイプを選択します。
使用可能な区切り文字:

• カンマ(,)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• 縦線(|)

• タブ
• チルダ(~)

c. マッピング・グリッドで、ソース・データロード・ファイルのソース列をターゲット・
アプリケーションのディメンションにマッピングします。
ターゲット・アプリケーションのディメンションが自動的に移入されます。
ファイルに対してインポート・フォーマットがすでに定義されている場合、ソース列
とターゲット列が自動的にマッピングされます。
新規のインポート・フォーマットを追加する場合や、既存のインポート・フォーマッ
トを編集する場合は、次の手順を実行します:

• 「列」で、ファイルからインポートするフィールド番号を指定します。
• 「ソース・ディメンションの選択」で、ターゲット・アプリケーションに割り当て
るソース・ディメンションの名前を指定します。
同じディメンションの複数のソース列をターゲット・ディメンションにマッピング
できます。たとえば、4つの"Account"ソース列をマッピングできます。

• ソースまたはターゲットの式を追加します。ソースまたはターゲットから直接値
を操作する式を割り当てます。
ソース式の使用およびターゲット式の使用を参照してください。
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d. オプション: カンマ区切りファイルの場合、行の右側にある をクリックし、追加す
る行をドロップダウンから選択することにより、インポート・フォーマットにマッピ
ングする追加行を選択します。
使用可能な行:

• ソース期間
– 年
– 期間
– 期間番号

• 通貨
• 属性
• 説明
• ディメンション行

– 勘定科目
– バージョン
– エンティティ
– 表示

行をスキップすることもできます。
詳細は、ディメンション・マップの作成を参照してください。

e. 「保存して続行」をクリックします。
12. マップ・メンバー・ページで、ソースからターゲットにメンバーをマップします。
すべてのメンバーを変更せずにそのまま要員にマップするには、「マッピング・タイプ」で
「すべて」を選択し、「追加」をクリックして、マップ・メンバーの追加ページで、「ソー
ス」に*を入力し、「ターゲット」に*を入力します。
詳細は、メンバーのマッピングを参照してください。

13. オプション・ページで、「フィルタ」タブをクリックします。
a. 「ソース・ファイル」から、ロード対象のデータが含まれるデータ・ファイル名を選択
します。データ・ソース・アプリケーションの作成元ファイルと同じファイルにする
ことも、データと適切なヘッダーを含む別のファイルにすることもできます。
前のように、データを含むファイルを選択します。元のファイルと同じ名前にするこ
とも、新しい名前を付けることもできます。ロードされた 2つのファイルの間の差異
が、ファイル(つまり、増分ロード・ファイル)内に自動的に作成されます。ファイル
A.txtに 100行、ファイル B.txtに 300行が含まれ、最初の 100行が同じであるとする
と、IDが 0の場合、最初のロードでファイル A.txtが選択されます。2回目のロードは
ファイル B.txtに対して行われます。IDは、Aに割り当てられたロード IDを自動的に
指します。

b. 増分処理オプションから、ソース・ファイル内のデータをソートする方法を選択しま
す。
使用可能なオプション:

• ソース・ファイルをソートしない - ソース・ファイルは提供されたままの状態で比
較されます。このオプションでは、ソース・ファイルが毎回同じ順序で生成される
ことを想定しています。この場合、ファイル比較が実行された後、新しいレコード
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と変更されたレコードが抽出されます。このオプションを選択すると、増分ファイ
ル・ロードの実行が高速になります。

• ソース・ファイルをソート - 変更を調べるファイル比較が実行される前に、ソー
ス・ファイルがソートされます。このオプションでは、ソース・ファイルが最初に
ソートされます。ソートされたファイルは、前にソートされたバージョンのこのフ
ァイルと比較されます。大きいファイルをソートすると、多くのシステム・リソー
スが消費され、実行速度が遅くなります。

Note:

ソートしないオプションを使用する統合があったが、後で「ソース・フ
ァイルのソート」オプションに切り替えた場合、ファイルの順序が異な
るために、最初のロードの結果が無効になります。それ以降の実行では、
データが正常にロードされます。

c. 最後のプロセス IDに、元のソース・データ・ファイルの最後の実行 IDが表示されま
す。
ロードが元のデータ・ファイルに対する最初の実行である場合、最後のプロセス IDに
0の値が表示されます。
ロードが再度実行されると、最後のプロセス IDに最後のロードの実行番号が表示され
ます。
新しく作成されたファイル比較バージョンおよび元のデータ・ファイルに差異がない
場合、またはファイルが見つからない場合、最後のプロセス IDの値が、正常に実行さ
れた最後のロード IDに割り当てられます。
すべてのデータをリロードするには、最後のプロセス IDを 0に戻し、新しいソース・
ファイルを選択してベースラインをリセットします。

Note:

統合の実行ページの「フィルタ」タブで「ソース・ファイル」、増分処理オプショ
ンおよび最後のプロセス IDのオプションを選択することもできます。

14.「保存」をクリックします。
15.「オプション」タブを選択し、必要に応じて次のことを行います:

a. 「カテゴリ」で、ソース・システムのデータを分類し、ターゲット・シナリオ・ディメ
ンション・メンバーにマップするためのカテゴリ・マッピングを選択します。
増分データ・ロードについて別のソース・ファイルを選択した場合は、カテゴリの変
更が必要になることがあります。

b. 「プラン・タイプ」から、プラン・タイプを選択します。
c. 「ロード方法」から、「セキュリティ保護されたすべてのデータ型」を選択します。

16.「OWP_Incremental Process Data with Synchronize Defaults」または
「OWP_Incremental Process Data With Strategic Workforce」ビジネス・ルールを埋込
みモードで登録します。
埋込みモードは、データ・ロード・プロセスの後に実行されるビジネス・ルールを登録す
るために使用します。このモードはデータ・ロード・プロセスの一部として組み込まれ、
ロードされたデータ交差へのアクセスを提供します。このモードは、すべてのデータ型ロ
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ード方法を使用している場合にのみ使用できます。埋込みルールはイベントによってトリ
ガーされず、ランタイム・パラメータをサポートしていません。
「OWP_Incremental Process Data with Synchronize Defaults」または
「OWP_Incremental Process Data With Strategic Workforce」ビジネス・ルールを登録
するには:

a. 特定の統合のビジネス・ルールを登録するには、全般ページで、統合の右側にある
をクリックして「オプション」を選択し、統合の編集ページで「ビジネス・ルール」
タブを選択します。

b. ビジネス・ルール・ページで、「埋込み」モードをクリックします。
c. をクリックします。
d. Nameから、「OWP_Incremental Process Data with Synchronize Defaults」または
「OWP_Incremental Process Data With Strategic Workforce」ビジネス・ルールを選
択します。
「名前」から、実行するビジネス・ルールを指定します。
「OWP_Incremental Process Data with Synchronize Defaults」ビジネス・ルールを
使用すると、次のことを実行できます:

• 追加の所得、福利厚生および税金にエンティティのデフォルトを適用し、福利厚生
と税金ウィザードに設定されているコンポーネント定義およびレートに基づいて
報酬を計算します。

• 変更したデータ(従業員/ジョブ・プロパティまたは給与の変更)を年範囲内の将来の
期間にコピーします。

「OWP_Incremental Process Data with Synchronize Defaults」ビジネス・ルールは、
Calculation Managerで事前作成され、Planningターゲット・アプリケーションにデー
タをロードするときにデータ統合で使用できるようになります。
Planningでビジネス・ルール名が変更された場合、ビジネス・ルールを検証しないデ
ータ統合では、新しいビジネス・ルール名が自動的に変更されることはありません。
「OWP_Incremental Process Data With Strategic Workforce」ビジネス・ルールを使
用すると、データをロードするときの処理時間が向上します。
データ統合で使用可能な「OWP_Incremental Process Data With Strategic
Workforce」ビジネス・ルールは、Strategic Workforce Planningで定義されます。特
定の統合に対してビジネス・ルールを実行する場合、統合オプション・ページでビジ
ネス・ルールを登録します。データをアプリケーションにロードしているすべての統
合に対してビジネス・ルールを実行する場合は、アプリケーション・ページでビジネ
ス・ルールを登録します。特定のイベントに統合およびアプリケーションの両方のレ
ベルで登録されたビジネス・ルールがある場合、統合オプション・ページで登録され
たビジネス・ルールのみが実行されます。

e. 「保存」をクリックします。
17.「データ統合」ホーム・ページから、統合を選択し、 をクリックします。
18. 統合の実行ページで、「オプション」タブを選択します。
19. 次のオプションを設定し、「実行」をクリックします。

• インポート・モード
• エクスポート・モード
• 開始期間
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• 終了期間

Note:

「開始日」として前年の日付を入力すると、「開始日」の日付は、新規採用のプラ
ンの「開始年」、「開始月」および「開始日」にリセットされます。

詳細は、統合の実行を参照してください

増分ファイル・アダプタ・オプションの定義
増分ファイル・アダプタ・オプションを指定し、ソース・データ・ファイルを前のバージョン
のソース・データ・ファイルと比較して、新しいレコードや変更されたレコードを特定し、そ
のデータ・セットのみをロードするために使用される増分ファイル・アダプタ・パラメータを
定義または変更します。
増分ファイル・アダプタ・オプションを定義するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
アプリケーション・ページで、Oracle ERP Cloudデータ・ソース・アプリケーションの右
側にある をクリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。
アプリケーション詳細ページから、「オプション」タブをクリックします。

2. 「ソース・ファイル」に、ロード対象のデータが含まれるデータ・ファイル名が表示されま
す。読取り専用です。

3. 増分処理オプションから、ソース・ファイル内のデータをソートする方法を選択します。
比較前に初期ソース・データ・ファイルをソートしたり、パフォーマンスを改善するため
に事前ソートしたファイルを提供できます。
使用可能なオプション:

• ソース・ファイルをソートしない - ソース・ファイルは提供されたままの状態で比較さ
れます。このオプションでは、ソース・ファイルが毎回同じ順序で生成されることを
想定しています。この場合、ファイル比較が実行された後、新しいレコードと変更さ
れたレコードが抽出されます。このオプションを選択すると、増分ファイル・ロード
の実行が高速になります。

• ソース・ファイルをソート - 変更を調べるファイル比較が実行される前に、ソース・フ
ァイルがソートされます。このオプションでは、ソース・ファイルが最初にソートさ
れます。ソートされたファイルは、前にソートされたバージョンのこのファイルと比
較されます。大きいファイルをソートすると、多くのシステム・リソースが消費され、
実行速度が遅くなります。

Note:

ソートしないオプションを使用する統合があったが、後で「ソース・ファイ
ルのソート」オプションに切り替えた場合、ファイルの順序が異なるために、
最初のロードの結果が無効になります。それ以降の実行では、データが正常
にロードされます。

4. 最後のプロセス IDに、元のソース・データ・ファイルの最後の実行 IDが表示されます。

第 17章
増分ファイル・アダプタを使用したデータのロード

17-225



ロードが元のデータ・ファイルに対する最初の実行である場合、最後のプロセス IDに 0の
値が表示されます。
ロードが再度実行されると、最後のプロセス IDに最後のロードの実行番号が表示されま
す。
新しく作成されたファイル比較バージョンおよび元のデータ・ファイルに差異がない場合、
またはファイルが見つからない場合、最後のプロセス IDの値が、正常に実行された最後の
ロード IDに割り当てられます。
すべてのデータをリロードするには、最後のプロセス IDを 0に戻し、新しいソース・ファ
イルを選択してベースラインをリセットします。

5. 「保存」をクリックします。

Note:

統合の実行ページの「フィルタ」タブで「ソース・ファイル」、増分処理オプション
および最後のプロセス IDのオプションを選択することもできます。
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18
EPM統合エージェント

EPM統合エージェントを使用して、オンプレミス・データ・ソースからデータおよびメタデー
タを抽出し、そのデータを Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに直接
ロードできます。EPM統合エージェントでは、オンプレミス・リレーショナル・データベース
に対して問合せを実行し、データまたはメタデータを Cloud EPMにロードします。EPM統合
エージェントは統合のデータ・ソースとして定義されます。EPM統合エージェントは、スクリ
プトを使用して拡張することもでき、サード・パーティの REST API、リレーショナル以外の
ソース、または Jython、Groovyや Javaを使用してアクセス可能なシステムを含む、その他の
データ・ソースにアクセスできます。

EPM統合エージェントは、同期および非同期の 2つのモードでデプロイできます。モードによ
り、オンプレミス・データと Cloud EPM間の通信を開く方法が決まります。統合が同期モード
で実行されると、Cloud EPMでは、クラスタ割当てに基づいて Cloud EPMから適切なエージ
ェントへの直接呼出しが開始されます。統合が非同期モードで実行されると、Cloud EPMで
は、実行する統合ジョブをキューに入れます。エージェントは、待機中のジョブを周期的にポ
ーリングして実行します。
クラスタ割当てを定義することにより、統合ジョブを複数のクラスタに割り当てることができ
ます。クラスタを使用すると、統合ジョブの分散を管理できます。統合ジョブが開始されると、
システムでは、ジョブが割り当てられた場所をチェックし、クラスタを判別して、ジョブをそ
のクラスタに割り当てます。ジョブを実行する優先順位は、クラスタによって決まります。
この章は、2つの項に分かれています。EPM統合エージェントのインストールと構成の項で
は、企業で EPM統合エージェントを構成してデプロイするのに必要なステップを説明します。
EPM統合エージェントを使用した Cloud EPMとオンプレミス間の接続の項では、EPM統合エ
ージェントをオンプレミス・データ・アダプタとともに使用して、オンプレミス・データ・ソ
ースに接続してデータを取得する方法を説明します。また、同期および非同期モードでクラス
タおよび割当てを使用して、統合ジョブを分散する方法も説明します。
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目的 視聴するビデオ
EPM統合エージェントを使用してソース・データ
を統合する方法の学習

EPM統合エージェントを使用したソース・システ
ム・データの活用

EPM統合エージェントを使用してデータを管理す
る方法の学習

EPM統合エージェントを使用したデータの管理

EPM統合エージェントのインストールと構成
この項では、EPM統合エージェントを Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementにデプロイするために完了する必要がある設定および構成タスクについて説明
します。
クイック参照:

• EPM統合エージェントの構成と開始プロセスの説明
• EPMAgent ZIPのダウンロード
• アプリケーション・フォルダの作成
• Cloud EPMユーザー・パスワードの暗号化
• EPM統合エージェントの開始パラメータの構成
• EPM統合エージェントのWindowsサービスとしての実行
• EPM統合エージェントの開始
• EPM統合エージェントでのライトバック
• 同期モードの構成
• EPM統合エージェントを使用した Cloud EPMとオンプレミス間の接続

EPM統合エージェントの構成と開始プロセスの説明
次のステップは、EPM統合エージェントを構成する方法の概要を説明しています。構成のステ
ップ、および EPM統合エージェントを開始するステップが含まれます。
1. JAVA_HOME環境変数を設定します。
詳細は、JAVA_HOMEの設定を参照してください。

ノート:

EPM統合エージェントは、Java 8、11およびそれ以降がインストールされた
Windowsおよび Linuxで稼働します。現在のバージョンは Java 19です。Java
8の詳細は、https://www.oracle.com/java/technologies/java8.htmlを参照してくだ
さい。
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ノート:

EPM統合エージェントは、Oracle Javaによってのみ認証されています。EPM統
合エージェントは、Open JDKでは認証されていません。

2. 「データ統合」ホーム・ページから、EPMAgent ZIPファイルをダウンロードします。
詳細は、: EPMAgent ZIPのダウンロードを参照してください。

3. EPMAgent.zipを抽出します。
4. ジョブが実行のためにキューに配置されたときに、ジョブの抽出方法を指示するのに使用
されるクラスタを作成します。
詳細は、エージェント・クラスタの理解およびクラスタの追加を参照してください。
デフォルトのクラスタ名は EPMCLUSTERです。

5. デフォルトでは、EPM統合エージェントには Oracleの JDBCドライバが含まれます。
SQL Server用の Microsoft JDBCドライバが必要な場合は、EPM統合エージェントでの
SQL Server用の Microsoft JDBCドライバの構成を参照してください。
その他のソース用の JDBCドライバが必要な場合は、そのドライバをダウンロードしてイ
ンストールします。

6. アプリケーション・フォルダを作成します。
詳細は、アプリケーション・フォルダの作成を参照してください。

7. EPMエージェント・ユーティリティを使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementユーザー・パスワードを暗号化します。
暗号化されたパスワードをコピーして保存します。(次のステップでパラメータとして追
加します。)
詳細は、Cloud EPMユーザー・パスワードの暗号化を参照してください。

8. EPM統合エージェントの開始パラメータを構成します。
詳細は、EPM統合エージェントの開始パラメータの構成を参照してください。

9. EPM統合エージェントをWindowsサービスとして実行します。
詳細は、EPM統合エージェントのWindowsサービスとしての実行を参照してください。
エージェントを開始するのにWindowsサービスを使用しない場合は、かわりに、次のステ
ップで説明する batファイルを使用します。

10. EPM統合エージェントを開始します。
詳細は、EPM統合エージェントの開始を参照してください。

11. 同期モードを構成します。
詳細は、同期モードの構成を参照してください。

12. 統合フローを選択します。
統合フローは、同期モードまたは非同期モードのいずれかです。モードにより、エージェ
ントが Cloud EPMを操作する方法を定義します。Cloud EPMから EPM統合エージェン
トへの直接呼出しによる操作か、または、EPM統合エージェントでのポーリングによって
データの Cloud EPM要求が送信された時期を判断する操作のいずれかです。
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EPM統合エージェントのアップグレード
エージェントの初期インストールを実行するとき、統合エージェントのホームの場所の下では
ない場所にアプリケーション・フォルダを作成することをお薦めします。また、最新バージョ
ンのエージェントに更新する前に、既存のエージェント・インストール・フォルダをコピーす
ることをお薦めします。
EPM統合エージェントをアップグレードするには:

1. ホーム・ページから、「アプリケーション」( )をクリックします。

2. 「データ交換」( )をクリックし、「データ統合」タブを選択します。
3. オプションで、「ナビゲータ」( )をクリックし、「アプリケーション」から「データ交
換」( )を選択して、データ統合を起動できます。

4. 「データ統合」ホーム・ページから、「アクション」をクリックし、「エージェントのダウン
ロード」を選択します。

5. ファイル・マネージャ・ページから、既存のエージェントの場所または別の場所に
EPMAgent.zipファイルを抽出します。
別の場所に抽出する場合、前に使用していた iniファイルを更新する必要があります。

JAVA_HOMEの設定
JAVA_HOME環境変数は、コンピュータ上で Java Runtime Environment (JRE)がインストールさ
れているディレクトリを指します。
次のタスクは、Windowsまたは UNIXシステムに JAVA_HOMEを設定するのに必要です。
Windowsシステムに JAVA_HOMEを設定するには:

1. 「マイ コンピュータ」を右クリックして、「プロパティ」を選択します。
2. 「詳細」タブで「環境変数」を選択し、Java Runtime Environment (JRE)のロケーションを
指すように JAVA_HOMEを編集します。
たとえば、次のように指定できます: C:\Program Files\Java\jdk1.8\jre
JREは Java Development Kit (JDK)の一部ですが、個別にダウンロードできます。

UNIXシステムに JAVA_HOMEを設定するには:

Kornおよび bashシェルの場合は、次のように指定します:

export JAVA_HOME=jdk-install-dir
export PATH=$JAVA_HOME/bin:$PATH

Bourneシェルの場合は、次のように指定します:

JAVA_HOME=jdk-install-dir
export JAVA_HOME
PATH=$JAVA_HOME/bin:$PATH
export PATH
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Cシェルの場合は、次のように指定します:

setenv JAVA_HOME jdk-install-dir
export JAVA_HOME
PATH=$JAVA_HOME/bin:$PATH
export PATH
setenv PATH $JAVA_HOME/bin:$PATH
export PATH=$JAVA_HOME/bin:$PATH

Java Runtime Environmentおよび EPM自動化
Windowsへの EPM自動化のインストールでは、必要な Java Runtime Environment (JRE)がイ
ンストールされます。しかし、Linux、Unixおよび macOS Xインストーラに JREは含まれて
いません。EPM自動化を使用するには、JREインストール(バージョン 8からバージョン 11)
にアクセスできる必要があります。
お客様には Oracle Java Standard Edition (SE)を EPM自動化とともに使用する権利があり、
Java SEサブスクリプションを別途購入する必要はありません。EPM自動化での Oracle JDK
ライセンスの詳細は、Oracleサポート・ドキュメント 1557737.1: 『Support Entitlement for
Java SE When Used As Part of Another Oracle Product』を参照してください。

EPMAgent ZIPのダウンロード
EMPAgent ZIPファイルをダウンロードするには:

1. ホーム・ページから、「アプリケーション」( )をクリックします。

2. 「データ交換」( )をクリックし、「データ統合」タブを選択します。
3. オプションで、「ナビゲータ」( )をクリックし、「アプリケーション」から「データ交
換」( )を選択して、データ統合を起動できます。

4. 「データ統合」ホーム・ページから、「アクション」をクリックし、「エージェントのダウン
ロード」を選択します。

5. ファイル・マネージャ・ページから、EPMAgent ZIPを宛先フォルダに抽出します。
宛先フォルダは AGENT_HOMEです。

アプリケーション・フォルダの作成
EPMAgent.zipを Agent Homeディレクトリにダウンロードして抽出した後に、
createAppFolder.batを使用して、データ・ログおよび構成ファイルを格納するためのアプリ
ケーション・フォルダ構造を作成します。構成ファイルには、すべての初期化パラメータが含
まれます。
次のイメージは、config、data、logsおよび scriptsという名前のフォルダを含むアプリケーシ
ョン・フォルダを示します。
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アプリケーション・フォルダ構造を作成するには:

1. コマンド・プロンプトで、cd AGENT HOME/bin directoryと入力して作業ディレクトリを
変更します。
AGENT HOMEは、EPMAgent.zipを抽出したディレクトリです。

2. コマンド・プロンプトで、createAppFolder.bat C:\EPMAgentDataと入力します。
createAppFolder.batの実行が完了すると、アプリケーション・フォルダの作成スクリプ
トが完了しましたというメッセージが表示されます。
createappfolder.batを実行すると、スクリプトにより、移入された EPM_AGENT_HOMEお
よび EPM_APP_DATA_HOMEパラメータを含む INIファイルが作成されます。

Secure Sockets Layer (SSL)証明書
ノート:

リリース 22.07更新以降、EPM統合エージェントをインストールするときに、Secure
Sockets (SSL)証明書が含まれた certフォルダはダウンロードされなくなりました。
証明書は、環境変数で識別される JAVA_HOMEに自動的に含まれています。空の cert
サブ・フォルダは、エージェントのダウンロード時に引き続きインストールされま
す。
古いバージョンのエージェント(22.07更新よりも前)を使用する場合は、certフォル
ダ内に既存の証明書を保持します。これは、カスタム証明書を使用する場合にも適用
されます。

EPM統合エージェントでの SQL Server用の Microsoft JDBCドラ
イバの構成

Microsoft Java Database Connectivity (JDBC)ドライバを使用して EPM統合エージェントで
SQL Serverに接続する場合、この項では、ドライバをダウンロードして構成する方法を説明し
ます。
SQL Server用の Microsoft JDBCドライバを構成するには:

1. 次のWebサイトから SQLサーバー jarをダウンロードして解凍します: SQL Server用の
Microsoft JDBCドライバのダウンロード
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ドライバは、JRE8と互換性のあるドライバであることが必要です。
2. jarファイル mssql-jdbc-6.4.0.jre8.jarを EPM_AGENT_HOME/libディレクトリにコピー
します。
たとえば、jarファイルを C:\EPMAgent\libディレクトリにコピーします。

3. agentparams.iniファイルに CUSTOM_CLASS_PATHパラメータを設定して、EPM統合
エージェントの mssql-jdbc-6.4.0.jre8.jarのロケーションを指定します。
たとえば、CUSTOM_CLASS_PATH=C:\EPMAgent\lib\mssql-jdbc-6.4.0.jre8.jarと指定しま
す
agentparams.iniファイルへのパラメータの設定の詳細は、EPM統合エージェントの開始
パラメータの構成を参照してください。

4. データ・ソース・アプリケーション・フィルタに JDBC_URLを指定します。
JDBC_URLは次のフォーマットである必要があります:

jdbc:sqlserver://server:port;DatabaseName=dbname
5. アプリケーション・フィルタに JDBC_URLを指定します。

JDBC_URLは次のフォーマットである必要があります:

jdbc:sqlserver://server:port;DatabaseName=dbname

Oracleデータベースへの SSL接続の構成
EPM統合エージェントでは、Oracleデータベースへの SSL (Secure Sockets Layer)接続がサポ
ートされています。SSLプロトコルによって、ネットワークレベルの認証、データの暗号化お
よびデータの整合性が提供されます。
Oracleデータベースへの SSL接続を使用するには、アプリケーション・オプションで JDBC
URLを設定し、EPMエージェントの INIファイルでカスタム JAVAプロパティを定義する必要
があります。

Note:

SSL接続は、Oracleデータベースについてのみサポートされています。

「アプリケーション」で JDBC URLを設定するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. 「アプリケーション」で、Oracleデータベース・データ・ソース・アプリケーションの横に
ある をクリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

3. アプリケーション詳細ページで、「オプション」タブをクリックします。
4. JDBC URLで、Oracleデータベースへの SSL接続の JDBCドライバ URL接続文字列のフ
ォーマットを指定します。
Oracle Thin JDBCドライバの場合、サービスの JDBCドライバ URLは、次のフォーマッ
トを使用して Oracleデータベースに接続されます:

jdbc:oracle:thin:@(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCPS)(HOST=<hostname>)
(PORT=<portnumber>))(CONNECT_DATA =(SERVICE_NAME=<servicename>)))

第 18章
EPM統合エージェントのインストールと構成

18-7



SID (セキュリティ識別子)の JDBCドライバ URLは、次のフォーマットを使用して Oracle
データベースに接続されます:

jdbc:oracle:thin:@(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCPS)(HOST=<hostname>)
(PORT=<portnumber>))(CONNECT_DATA =(SID=<sid>)))

5. 「保存」をクリックします。
カスタム Javaオプションを設定するには:

1. C:\EPMAgentData\configディレクトリに移動します。
2. agentparams.iniファイルをダブルクリックし、テキスト・エディタ(Notepadなど)を使用
して開きます。

3. CUSTOM_JAVA_OPTIONS=フィールドで、次のように指定します:

Djdbc.keyStore=<keystore jks file location> -Djdbc.keyStorePassword=<encrypted
key store password> -Djdbc.keyStoreType=JKS -Djdbc.trustStore=<trust store jks
file location> -Djdbc.trustStorePassword=<encrypted trust store password> -
Djdbc.trustStoreType=JKS

Note:

パスワードは、エージェントの encryptpasswordユーティリティを使用して暗号
化する必要があります。詳細は、Cloud EPMユーザー・パスワードの暗号化を参
照してください。

4. agentparams.iniファイルを保存します。

EPM統合エージェントでの SQLデータ・ソース用のカスタム
JDBCドライバの構成

EPM統合エージェントを使用する場合、タイプ 3およびタイプ 4に準拠した JDBCドライバ
を使用して、データ・ソースへの接続を確立し、問合せを実行して、結果を抽出できるように
なりました。システムでは JDBCドライバを使用するためのフレームワークのみが提供され、
個々のドライバは保証されません。ドライバに特別な要件がある場合も、カスタム・スクリプ
トを作成する必要があります。
SQL Server用のタイプ 3またはタイプ 4準拠の JDBCドライバを構成するには:

1. タイプ 3またはタイプ 4の JDBCドライバをダウンロードします。
2. jarファイルを EPM_AGENT_HOME/libディレクトリにコピーします。
たとえば、mysql-connector-java-8.0.22.jarをコピーして C:\EPMAgent\libディレクト
リに貼り付けます。

3. agentparams.iniファイルに CUSTOM_CLASS_PATHパラメータを設定して、EPM統合
エージェントの jarファイルのロケーションを指定します。
たとえば、次のように指定します: CUSTOM_CLASS_PATH=../lib/mysql-connector-
java-8.0.22.jar
agentparams.iniファイルへのパラメータの設定の詳細は、EPM統合エージェントの開始
パラメータの構成を参照してください。

4. アプリケーション詳細で JDBC_URLを指定します。
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JDBC_URLは次のフォーマットである必要があります:

jdbc:sqlserver://server:port;DatabaseName=dbname
次の例は、JDBC Driverおよび JDBC URLを入力する方法を示しています:

EPM統合エージェントの開始パラメータの構成
EPM統合エージェントの Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management URLお
よび Cloud EPMドメインの開始パラメータは、agentparams.iniファイルに定義されます。

ノート:

EPM統合エージェントの開始パラメータを定義する前に、移入された
EPM_AGENT_HOMEおよび EPM_APP_DATA_HOMEパラメータを含む INIファイルを作成す
る、createAppFolder.batを実行します。詳細は、アプリケーション・フォルダの作
成を参照してください。
Cloud EPMユーザーが使用するパスワードを暗号化するには、ecryptpassword.bat
を実行する必要があります。詳細は、Cloud EPMユーザー・パスワードの暗号化を
参照してください。

EPM統合エージェントで使用する開始パラメータを構成するには:

1. C:\EPMAgentData\configディレクトリに移動します。
2. テキスト・エディタ(Notepadなど)を使用して、agentparams.iniファイルをダブルクリッ
クして開きます。
テキスト・ファイルに agentparams.iniファイルが開きます:
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3. EPM_AGENT_HOMEはエージェントのホーム・ディレクトリの名前です。このフォルダには、
binおよび libフォルダが含まれます。
createappfolder.batを実行すると、スクリプトにより、移入された EPM_AGENT_HOMEパ
ラメータが自動的に作成されます。
フォルダの名前を変更すると、エージェントは新しいロケーションから実行され、ファイ
ルは新しい EPM_APP_DATA_HOMEフォルダに作成されます。

4. EPM_APP_DATA_HOMEはアプリケーション・データ・フォルダの名前で、config、logおよび
scriptフォルダが含まれます。また、configフォルダには空の証明書フォルダも含まれてお
り、これは現時点では使用されていません。
createappfolder.batを実行すると、スクリプトにより、移入された EPM_APP_DATA_HOME
パラメータを含む INIファイルが作成されます。

5. AGENT_NAMEで、EPM統合エージェントの一意の名前を指定します。
名前には文字と数字のみ使用できます。AGENT_NAMEに記号または空白を含めることはで
きません。

6. CLUSTERで、エージェントが属するクラスタの名前を指定します。
名前には英数字のみ使用できます。記号(@)やアンパサンド(&)などの特殊記号は使用しな
いでください。クラスタの作成後は、名前を変更できません。
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デフォルトのクラスタ名は EPMCLUSTERです。

ノート:

クラスタの名前は、ここで参照される前に、データ統合ですでに定義されている
必要があります。詳細は、クラスタの追加を参照してください。

このパラメータは必須です。
7. PORTで、EPM統合エージェントが実行されるポート番号を指定します。
このパラメータは必須です。

8. CLOUD_URLで、エージェントを認証して開始するのに使用される Cloud EPM URLを指
定します。
これは、次の例に示すように、エージェントに関連付けられた EPMインスタンスの URL
です:

https://example-pbcs.us1.oraclecloud.com

ノート:

Cloud_URLの最後に、"epmcloud"または"HyperionPlanning"を含めないでくださ
い。

このパラメータは必須です。
9. CLOUD_DOMAINで、Cloud EPM URLの一意の名前を指定します。
アイデンティティ・ドメインは、サービス・インスタンスへのアクセスを必要とするユー
ザーのアカウントを制御します。また、権限を持つユーザーがアクセスできる機能を制御
します。サービス・インスタンスはアイデンティティ・ドメインに属します。
管理者はユーザーに表示されるドメイン名を更新できますが、データ管理は、お客様がサ
ービスの契約をした際に指定された元のドメイン名を必要とします。データ管理から
Cloud EPM接続を設定している場合は、ドメイン別名は使用できません。

ノート:

Gen 2データ・センター以外は、CLOUD_DOMAINパラメータが必要です。Gen
2データ・センターで EPM統合エージェントを使用している場合、CLOUD_DOMAIN
フィールドのドメインを削除することにより、エラーを解決できます。

10. CLOUD_USER_NAMEで、Cloud EPM環境に存在する管理者ユーザー名を指定します。
ユーザー名は、SSOユーザー名ではなく、ネイティブ・ユーザーである必要があります。
このパラメータは必須です。

11. CLOUD_PASSWORDで、管理者ユーザー用の暗号化されたパスワード文字列を指定しま
す。
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encryptpassword.bat (Windowsの場合)または ecryptpassword.sh (Linuxの場合)を実行
して、Cloud EPMユーザー用のパスワードを暗号化し、暗号化されたパスワード文字列を
取得できます。詳細は、Cloud EPMユーザー・パスワードの暗号化を参照してください。
このパラメータは必須です。

12. LOG_LEVELで、ローカル EPM統合エージェントのログ・レベルを指定します。
有効なログ・レベルは次のとおりです:

• すべて  — 最も詳細なレベルを表示し、すべてのログ文を印刷します。
• 情報 — 選択された重要なログを印刷します。
• エラー — 最小ロギングを実行し、致命的エラーのみ印刷されます。
すべてのログは、APPDATA_HOME\logsフォルダ内のファイルに書き込まれます。
このパラメータはオプションです。「すべて」がデフォルトのログ・レベルです。

13. POLL_INTERVALで、非同期モードで待機してポーリングする時間間隔を指定します。
時間間隔は秒で指定されます。デフォルトの時間間隔は 120秒です。

14. REGISTER_WITH_IPで、ホスト名を持つエージェントを登録するには Nを指定します。
IPアドレスを持つエージェントを登録するには Yを指定します。
このパラメータはオプションです。

15. EXECUTION_POOL_SIZEで、並列で実行できるジョブの数を指定します。
デフォルトの実行プール・サイズは 2です。
このパラメータはオプションです。

16. JYTHON_HOMEで、Jythonがインストールされている最上位レベルのディレクトリを指
定します。
これは、Jythonをスクリプト言語として使用している場合のみ必要です。

17. GROOVY_HOMEで、Groovyがインストールされている最上位レベルのディレクトリを指
定します。
これは、Groovyをスクリプト言語として使用している場合のみ必要です。

18. CUSTOM_MEM_ARGSで、カスタム・メモリー引数を使用して Javaに渡す標準メモリー
引数を上書きするための変数を指定します。
たとえば、パラメータ CUSTOM_MEM_ARGS=-Xms128m -Xmx4096mでは、128 MBが当初の最小
メモリー・サイズで、4096 MBが最大メモリー・サイズです。
このパラメータはオプションです。

19. CUSTOM_JAVA_OPTIONSで、追加の Javaランタイム・パラメータを指定します。
CUSTOM_JAVA_OPTIONS設定は、EPM統合エージェントがプロキシ認証メソッドを使
用するように構成することもできます。
システムでは次の認証メソッドがサポートされています:

• 単純
• 基本
• ダイジェスト
• NTLM
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プロキシ認証メソッドを使用する場合は、プロキシ認証メソッドに基づいて、プロキシ・
ホスト名、プロキシ・ポート、プロキシ・ユーザー名および暗号化パスワードをこのフィ
ールドに指定します。
プロキシで Basic認証を使用する場合は、CUSTOM_JAVA_OPTIONSを次のように設定し
ます:

-Djdk.http.auth.tunneling.disabledSchemes=""

ノート:

jdk.http.auth.tunneling.disabledSchemesネットワーキング・プロパティに
Basicを追加したときに、Oracle Java Runtimeでは Basic認証スキームがデフォ
ルトで非アクティブ化されています。その結果、HTTPSのトンネルを設定する
ときに Basic認証を必要とするプロキシは、デフォルトでは成功しません。必要
な場合は、jdk.http.auth.tunneling.disabledSchemesネットワーキング・プロパテ
ィからこの認証スキームを削除することにより、それを再アクティブ化できます。

単純プロキシ認証メソッド:

単純プロキシ認証を有効にするには、上部の「NTLM_PROXY_AUTH」フィールドを「N」
に設定し、「CUSTOM_JAVA_OPTIONS」に次のパラメータを含めます:

HTTPの場合は、-Dhttp.proxyHost=proxy.example.com -Dhttp.proxyPort=80と指定し
ます
HTTPSの場合は、-Dhttps.proxyHost=proxy.example.com -Dhttps.proxyPort=443と指
定します
基本またはダイジェスト・プロキシ認証メソッド:

基本またはダイジェスト・プロキシ認証を有効にするには、上部の
「NTLM_PROXY_AUTH」フィールドを「N」に設定し、「CUSTOM_JAVA_OPTIONS」に
次のパラメータを含めます:

-DproxyHost=proxy.example.com -DproxyPort=8080 -DproxyUser=username -
DproxyPassword=encryptedpassword

NTLMプロキシ認証メソッド:

NTMLプロキシ認証を有効にするには、「NTLM_PROXY_AUTH」フィールドを「Y」に設
定し、「CUSTOM_JAVA_OPTIONS」のパラメータに次を含めます:

-DproxyHost=proxy.example.com -DproxyPort=8080 -DproxyUser=username -
DproxyPassword=encryptedpassword -DproxyDomain=domain

20. CUSTOM_INTERFACE_CLASS_NAMEで、EpmAgentInterfaceを実装する custom.jar
のクラスの完全修飾クラス名を指定します。
たとえば、com.mycompany.agent.implementation.MyImplementationと指定します。
このパラメータはオプションです。

21. CUSTOM_CLASS_PATHで、jarのフルパスおよび名前を指定します(例:
C:\AgentDeployment\agenthome\myJarFolder\custom.jar)

このパラメータはオプションです。
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Microsoft Java Database Connectivity (JDBC)ドライバを使用して EPM統合エージェント
で SQL Serverに接続する場合は、EPM統合エージェントでの SQL Server用の Microsoft
JDBCドライバの構成を参照してください。

22. NTLMプロキシ認証メソッドを使用するには、NTLM_PROXY_AUTHで Yを指定します。
NTLMプロキシ認証を使用する場合は、CUSTOM_JAVA_OPTIONSでさらにプロキシ・パ
ラメータを指定する必要があります。
基本またはダイジェスト・プロキシ認証を使用する場合、またはプロキシ認証を使用しな
い場合は、Nを指定します。

ノート:

スクリプトに Jythonまたは Groovyを使用する場合は、JYTHON_HOMEまたは
GROOVY_HOMEを設定します。
拡張機能にカスタム Javaを使用する場合は、CUSTOM_JAVA_OPTIONS、
CUSTOM_INTERFACE_CLASSを設定します。

23. AMW_IDLE_TIMEで、自動化されたメンテナンス・ウィンドウ(AMW)のダウンタイム中ま
たは未スケジュールのメンテナンス中に非同期モードで実行するエージェントのアイドル
時間値を指定します。
AMW_IDLE_TIMEパラメータ値は分単位で設定され、デフォルト設定は 15分です。より
長いアイドル時間を定義することが可能ですが、15分よりも短いアイドル時間の値は指定
できません。AMWダウンタイムは連続した時間間隔で、この間にビジネス・プロセスの自
動化されたメンテナンス・タスクが実行されます。

24. Client_IDに、アイデンティティ・ドメイン管理者がモバイル・アプリケーションを OAuth
用に構成するときに生成されるクライアント IDを入力します。これは、アプリケーション
の「構成」タブの「全般情報」の下に表示されます。詳細は、EPM統合エージェントでの
OAUTHオプションの有効化を参照してください。
クライアント IDは、アイデンティティ・ドメイン管理者がモバイル・アプリケーションを
OAuth用に構成するときに生成されます。これは、アプリケーションの「構成」タブの「全
般情報」の下に表示されます。

25. ENABLE_AUTO_COMMITで、自動コミット設定を指定します。
ENABLE_AUTO_COMMITパラメータは、すべてのデータベース操作が実行時にコミット
されるトランザクションであるかどうかを決定します。この設定は、デフォルトで自動コ
ミットを実行する、あるバージョンの JDBCドライバ(たとえば、IBM DB2)でのエージェ
ント処理中に発生する可能性があるエラーに対処します。
自動コミットを有効にするには、Yを指定します。
自動コミットを無効にするには、Nを指定します。
自動コミット動作をサポートしない JDBCドライバを使用している場合は、Iを指定して自
動コミット設定を無視します。
デフォルト設定は Nです

26. RETRY_INTERVALで、指定された秒数後の再試行ロジック期間を指定します。
デフォルトは 10 (秒)です。

27. FILE_UPLOAD_SIZEで、繰返しでのファイル・アップロードのサイズを選択したメガバ
イト(MB)値で指定します。
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デフォルトでは、ファイル・アップロード・サイズは 50 (MB)です。
28. agentparams.iniファイルへの変更を保存します。
開始パラメータを定義した場合は、エージェントを開始できない場合に EPM統合エージェ
ントの開始パラメータまたはネットワーク接続の問題を特定できる診断モードで、EPM統
合エージェントを実行できます。詳細は、診断モードでの EPM統合エージェントの実行を
参照してください。

Cloud EPMユーザー・パスワードの暗号化
encryptpassword.batを使用して、INIファイルで参照される Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementユーザー・パスワードを暗号化できます。
Cloud EPMユーザー・パスワードを暗号化するには:

1. コマンド・プロンプトで次のように入力します:

Agent Home\EPMAgent\bin\encryptpassword.bat

ノート:

Linuxユーザーは次のように入力します:

Agent Home\EPMAgent\bin\encryptpassword.sh

EPMパスワード・ユーティリティが起動したら、クラウド・パスワードの入力にパスワー
ドを入力し、[Enter]を押します。
エージェントのパスワード・エンコーダによって、文字の置換に基づく不明瞭化アルゴリ
ズムが使用されます。エンコーダでは、次の文字のみがサポートされます:

• A

• B

• C

• D

• E

• F

• G

• H

• I

• J

• K

• L

• M

• N

• O

• P
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• Q

• R

• S

• T

• U

• V

• X

• Y

• Z

• a

• b

• c

• d

• e

• f

• g

• h

• i

• j

• k

• l

• m

• n

• o

• p

• q

• r

• s

• t

• u

• v

• w

• x

• y

• z

• 0

• 1

• 2
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• 3

• 4

• 5

• 6

• 7

• 8

• 9

• ~

• !

• @

• #

• $

• ?

• *

• (

• )

• _

• +

• ,

• /

• <

2. 暗号化パスワード:の後に表示される暗号化パスワードをコピーします。

EPM統合エージェントの開始に使用される INIの CLOUD_PASSWORDパラメータに、暗号化
パスワードを貼り付けます。

OCI (Gen2)環境での OAuth 2.0承認プロトコルの使用
EPM統合エージェントは、OAuth 2.0認証プロトコルを使用して OCI (Gen 2) Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Management環境にアクセスできます。OAuthは、ユーザー・
セキュリティ情報(ユーザー名、パスワードなど)がなくても、サービスが別のサービスを使用
できるようにするオープン標準の承認プロトコルです。

OAuth 2.0承認の使用のプロセスの説明
次のステップは、EPM統合エージェントの OAuth 2.0認証を設定する方法をおおまかに示して
います。
OAuth 2.0を設定するには:
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1. パブリック・クライアントとしてのアプリケーションの登録 - アイデンティティ・ドメイ
ン管理者が、アプリケーションを Oracle Cloud Identity Servicesのパブリック・クライア
ントとして登録します。ドメイン管理者は、クライアントを登録して適切な登録情報をク
ライアントのユーザーに提供することで、この認可を提供します。OAuth2はアプリケーシ
ョンに適用されます。サブスクリプション全体ではありません。
詳細は、Oracle Cloud Identity Servicesのパブリック・クライアントとしてのアプリケーシ
ョンの登録を参照してください。

2. EPM統合エージェントの agentparams.iniの構成 - EPM統合エージェントの OAuth認
証を有効にし、アイデンティティ・ドメイン管理者がモバイル・アプリケーションを OAuth
用に構成するときに生成されるクライアント IDを指定し、クラウド URLおよび
EPM_APP_DATA_HOMEを指定します。
詳細は、EPM統合エージェントでの OAUTHオプションの有効化を参照してください。

3. トークンの再生成 - createoauthtoken.batファイル(Windowsの場合)または
createoauthtoken.sh (Linuxの場合)を実行して、アクセス・トークンおよびリフレッシ
ュ・トークンが自動的に再生成されるようにします。
詳細は、createoauthtoken.batまたは createoauthtoken.shファイルの実行によるトークン
の生成を参照してください。

Oracle Cloud Identity Servicesのパブリック・クライアントとしてのアプリ
ケーションの登録

Oracle Cloud Infrastructure (OCI) / Gen 2アーキテクチャ上の Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Management環境では、環境でのパスワードの使用を回避するという要件を満た
すために、Cloud EPMで OAuth 2アクセス・トークンを使用して REST APIを発行できます。
OAuth 2を使用した認証の設定
EPM統合エージェントが OCI (Gen 2) Oracle Enterprise Performance Management Cloud環
境にアクセスするために、Cloud EPMサービス管理者はドメイン管理者に、OAuth 2クライア
ントを設定し、Identity Domain Cloud Service (IDCS) URL、アプリケーション・スコープおよ
びクライアント IDを提供するよう要求する必要があります。
クライアントの登録
最初のステップは、クライアント・アプリケーションからのリクエストを認可するようにサー
ビス・プロバイダ構成を更新することです。セキュリティ対策として、Oracle Cloudリソース
にアクセスするクライアント・アプリケーションはそうすることを認可される必要があります。
ドメイン管理者は、クライアントを登録して適切な登録情報をクライアントのユーザーに提供
することで、この認可を提供します。
クライアントは、パブリック(データ・センター外)または機密にすることができます。パブリ
ック・クライアントには client_idが割り当てられます。機密クライアントは、client_idに加え
てクライアント・シークレットも持ちます。クライアントは、特定のスコープにアクセスする
ことも認可されます。選択するアプリケーションのタイプによって、アクセス・トークンのリ
クエストに使用できる、許可される権限付与タイプが決まります。
クライアント・アプリケーションは、サーバー・リソースにアクセスするためにアクセス・ト
ークンを必要とします。アクセス・トークンを取得するために、クライアントは IDCSでサポ
ートされるアクセス権限付与タイプの 1つを実装します。リフレッシュ・トークン権限付与タ
イプを参照してください。
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Identity Cloud Serviceドメイン管理者は、このトピックのステップに従って、リクエストされ
たクライアントの Identity Cloud Service管理者コンソールでパブリック・クライアントを作成
します。次に、ドメイン管理者は、Identity Cloud Serviceアプリケーション URLおよびクライ
アント IDを Cloud EPMサービス管理者と共有します。
クライアントを登録するための Identity Cloud Service管理者のタスク:

1. Identity Cloud Service管理者コンソールにドメイン管理者としてログインします。

2. 保護される OAuth 2 APIのトークン・プロパティを構成します:

a. 「ダッシュボード」ドロワーから、「Oracle Cloud Services」をクリックし、クラウ
ド・サービスを選択します。

b. 「構成」タブの「リソース」で、「リフレッシュ・トークンの許可」チェック・ボック
スを選択します。

c. オプション: 「アクセス・トークンの有効期限」および「リフレッシュ・トークンの有
効期限」を変更します。「アクセス・トークンの有効期限」の値として 3600 (1時間)、
「リフレッシュ・トークンの有効期限」の値として 604,800 (7日間)をお薦めします。

d. 「保存」をクリックします。
3. 「アプリケーション」ドロワーから、「追加」をクリックします。
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4. アプリケーションの追加ページから、「モバイル・アプリケーション」を選択します。

モバイル・アプリケーションの追加の詳細は、モバイル・アプリケーションの追加を参照
してください。

5. 「アプリケーション詳細」セクションの「名前」に、RESTクライアントの名前を入力しま
す。
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6. オプション: 必要に応じてその他の詳細を追加します。
7. 「次」をクリックします。
8. 「認可」セクションの「許可される権限付与タイプ」で、「リフレッシュ・トークン」およ
び「デバイス・コード」チェック・ボックスを選択します。

9. 「次」をクリックし、「終了」をクリックします。
アプリケーションが追加されましたページに、生成されたクライアント IDが表示されま
す。

このクライアント IDは、アプリケーションの「構成」タブの「詳細」セクションにも表示
されます。
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10. この IDをエージェントの agentparams.iniの Client_IDフィールドにコピーします。
EPM統合エージェントでの OAUTHオプションの有効化を参照してください。

11. アプリケーションが追加されましたページで、「閉じる」をクリックします。
12.「アクティブ化」をクリックしてクライアントをアクティブ化し、「OK」をクリックしま
す。

メッセージアプリケーション名がアクティブ化されましたが表示されます。

EPM統合エージェントでの OAUTHオプションの有効化
EPM統合エージェントに OAuth 2.0を使用して環境にアクセスするサービス管理者には、
agentparamas.iniファイル内に、これらの詳細が必要です。
EPM統合エージェントで OAUTHオプションを有効にするには:
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1. C:\EPMAgentData\configディレクトリに移動します。
2. agentparams.iniファイルをテキスト・エディタで開きます。

3. Cloud_URLで、エージェントを認証して開始するのに使用される Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Management URLを指定します。
これは、エージェントに関連付けられた Cloud EPMインスタンスの URLであり、たとえ
ば http://epmcloudserverです。

4. OAUTH_ENABLEDパラメータに、Yと入力します。
このフィールドに Nと入力した場合、OAuth認証ではなくパスワード認証が使用されま
す。

5. Client_IDに、アイデンティティ・ドメイン管理者がモバイル・アプリケーションを OAuth
用に構成するときに生成されるクライアント IDを入力します。これは、アプリケーション
の「構成」タブの「全般情報」の下に表示されます。詳細は、EPM統合エージェントでの
OAUTHオプションの有効化を参照してください。
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クライアント IDは、アイデンティティ・ドメイン管理者がモバイル・アプリケーションを
OAuth用に構成するときに生成されます。これは、アプリケーションの「構成」タブの「全
般情報」の下に表示されます。

6. agentparams.iniファイルを保存します。

createoauthtoken.batまたは createoauthtoken.shファイルの実行によるト
ークンの生成

ドメイン管理者がクライアントを登録し、IDCS URLおよびクライアント IDを提供した後、
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management管理者は createoauthtoken.bat
(Windowsの場合)または createoauthtoken.sh (Linuxの場合)を実行して、アクセス・トーク
ンおよびリフレッシュ・トークンを自動的に再生成できます。
スクリプトによってアクセス・トークンおよびリフレッシュ・トークンが生成され、情報は
oauth.propertiesファイルに安全に保管されます。
アクセス・トークンは Cloud EPM情報にアクセスするために使用され、アクセス・トークンの
期限が切れると、新しいアクセス・トークンを生成するためにリフレッシュ・トークンが使用
されます。

Note:

エージェントを停止し、リフレッシュ・トークンの有効期間を超えて開始しない場合
は、createauthtoken.batスクリプトを再実行して新しいトークンのセットを生成す
る必要があります。
リフレッシュ・トークンの有効期限は、Cloud EPM環境ごとにドメイン管理者が
Identity Cloud Serviceで構成できます。デフォルトの有効期間は 604800秒(7日)で
す。

createoauthtoken.bat (Windows)または createoauthtoken.sh (Linux)の実行
createoauthtoken.batまたは createoauthtoken.shを実行するには:

1. コマンド・プロンプトで、次に示すように createoauthtoken.batまたは
createoauthtoken.shを実行し、agent_parameters.iniファイルのパスを指定します。
たとえば、次のように指定します:

createoauthtoken.bat path to the agent_parameters.ini file.

または
createoauthtoken.bat "C:\my apphome\config\agentparams.ini"

2. createauthtoken.bat C:\EPMAgent\apphome\config\agentparams.iniを実行すると、コ
マンド・プロンプト・ウィンドウに次のメッセージが表示されます。
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verification_urlをWebブラウザで開き、前述のページに示されているステップに従って
user_codeを確認します。user_codeがブラウザで確認されたら、コマンド・プロンプト
で[Enter]を押してプロセスを完了します。
a. 資格証明を求められたら、Cloud EPMユーザーの資格証明を入力します。
b. コードを求められたら、user_codeを入力します。
c. 成功メッセージが表示されたら、ブラウザ・ウィンドウまたはタブを閉じます。
d. 前述の手順に従い、5分以内にステップ bの確認を完了した後で[Enter]キーを押しま
す。その後、コマンド・プロンプトに次のメッセージが表示されます: 「Updating access
token and refresh token in EPM Agent (EPMエージェントでのアクセス・トークンおよ
びリフレッシュ・トークンの更新)」。

EPM統合エージェントの Windowsサービスとしての実行
EPM統合エージェントはWindowsサービスとしてインストールできるため、ユーザーはエー
ジェントを独自のWindowsセッションで実行できます。このサービスは、コンピュータの起動
時に自動的に開始でき、一時停止や再起動も可能で、ユーザー・インタフェースは表示されま
せん。Linuxコンピュータでは、EPM統合エージェントはバックグラウンド・プロセスとして
開始されます。
次の点に注意してください。
• インストールされると、Windowsサービス・コンソールからサービスをWindowsサービ
スとして開始および停止できます。

• 異なるサービス名、エージェント名およびポートを持つ複数のエージェント・サービスを
作成して、同時に実行できます。

• 実行時、サービス・ログは、<serviceName>_<agent_name>_Service_<date>.logという名
前で、エージェントの EPM_APP_DATA_HOME\logsフォルダにあります。このログには、エ
ージェントのすべてのコンソール出力が含まれます。

• ヘルプを表示するには、オプション EPMAgentService.exe -helpを使用するか、Windows
エクスプローラーで EPMAgentService.exeをダブルクリックします。

• サービスの開始後は、常にログ・ファイルをチェックしてください。
• エージェント名は params.iniファイルに指定される必要があります。Installコマンドに
パラメータとして渡すことはできません。

エージェントをWindowsサービスとしてインストールするには、コマンド・プロンプトから次
のコマンドを発行して、binフォルダにある EPMAgentService.exeインストーラを実行しま
す:
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EPMAgentService.exe -install service_name path_to_agent_startup_parameter_file

• service_name: エージェントのWindowサービスの一意の名前を指定します。文字および
数字を使用できます。スペースおよび特殊文字は使用できません。

• path_to_agent_startup_parameter_file: 開始時に使用される agentparams.iniファイ
ルが格納されているディレクトリのフルパスを指定します。

たとえば、次のように指定できます: C:\EPMAgentData\config\agentparams.ini

Windowsサービスとしてのエージェントをアンインストールするには、コマンド・プロンプト
から次のコマンドを実行します:

EPMAgentService.exe -uninstall service_name

EPM統合エージェントの開始
EPM統合エージェントは、コマンドラインから、EPM統合エージェントの名前とファイル名、
および開始時に使用される INIファイルのフルパスを指定して開始できます。
開始時に、エージェントでは、選択した Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Management URLへの認証呼出しを実行して、ユーザーの資格証明を認証します。認証に成功
すると、EPM統合エージェントは、エージェントのホストとポートを Cloud EPM環境のデー
タベースに格納することによって、Cloud EPM環境に登録されます。

ノート:

Windowsサービスを使用してエージェントを開始する場合は、Windowsサービス・
コンソールを使用します。詳細は、EPM統合エージェントのWindowsサービスとし
ての実行を参照してください。エージェントを開始するのにWindowsサービスを使
用しない場合は、かわりに、次のステップで説明する batファイルを使用します。

EPM統合エージェントを開始するには:

1. 「スタート」メニュー(Windows 10およびWindows 7)または「スタート」画面(Windows
8.1)から、コマンド・プロンプトを起動します。
管理者としてコマンド・プロンプトを実行するには、ショートカットを右クリックまたは
タップしたままサブメニューを開き、「管理者として実行」をクリックまたはタップしま
す。

2. 2つのパラメータがある次のコマンドを入力します:

epmagent.bat Agent Name ini Parameter file name
• Agent Name: エージェントの一意の名前を指定します。文字および数字を使用できま
す。スペースおよび特殊文字は使用できません。
Agent Nameパラメータは、agentparams.iniファイルに指定されている場合は無視で
きます。

• ini Parameter file name: 開始時に使用される agentparams.iniファイルのフルパ
スを使用したファイル名。

たとえば、エージェント名が agentparams.iniに指定されている場合は、次のように入力
します:
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epmagent.bat C:\EPMAgentData\config\agentparams.ini
エージェント名が agentparams.iniに指定されていない場合は、次のように入力します:

epmagent.bat myagentname C:\EPMAgentData\config\agentparams.ini

診断モードでの EPM統合エージェントの実行
EPM統合エージェントを診断モードで実行すると、EPM統合エージェントを開始できないと
き、エージェントの開始パラメータやネットワーク接続に関する問題を識別する方法が提供さ
れます。診断モードを使用すると、システムでエージェントの開始ファイル内のパラメータに
対して一連の検証を実行できます。エラーや無効なパラメータが検出されると、そのパラメー
タに関連するエラーが表示されます。
たとえば、クラウド・パスワードが暗号化されていない場合、メッセージ「Invalid
CLOUD_PASSWORD.Please use the encryptpassword utility to generate the
CLOUD_PASSWORD」が次のように表示されます:

Note:

診断モードでは、エージェントは Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementに登録されませんが、元の開始ファイルは一時ディレクトリにバックア
ップされます。

検証には次のチェックが含まれます:

• インターネットへのエージェント接続。エージェントから oracle.comへのテスト呼出し
を含みます。

• エージェント内での Cloud EPM URLへのエージェント接続。
• お客様の環境でプロキシが有効になっている場合、プロキシ・タイプ(基本、ダイジェスト
または NTML)
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• Linux/Mac OSの開始パラメータ・ファイル・エントリで二重引用符が使用されているこ
と。二重引用符を使用すると、シェルでドル記号($)、バッククォート(`)、バックスラッシ
ュ(\)および感嘆符(!)を解釈できます

• エージェントのパラメータ・ファイルでパスワードが暗号化されていること。
• パラメータの前または後ろの空白。空白が検出された場合、それらは削除され、パラメー
タ・ファイルが更新されます。

• ファイルで指定されているコメント。コメント行が検出された場合、診断モードの実行後
に削除されます。

EPM統合エージェントを診断モードで実行するには:

1. 「スタート」メニュー(Windows 10およびWindows 7)または「スタート」画面(Windows
8.1)から、コマンド実行ダイアログのプロンプトを起動します。

2. コマンド実行プロンプトで、EPM統合エージェントを開始します。
たとえば、C:\EPMagent\bin\epmagent.batと入力します。

3. コマンド実行プロンプトで、-d <path to startup parameters>と入力して、エージ
ェントを診断モードで実行します
たとえば、-d C:\EPMAgentData\yol\config\agentparams.iniと入力します

同期モードの構成
同期モードで、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementからのインバウンド
通信を有効にするゲートウェイとしてWebサーバーを構成します。
一般的なデプロイメント・モデルは次に示します:
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ノート:

同期モードの詳細は、EPM統合エージェントの理解およびエージェント・クラスタ
の理解を参照してください。

Webサーバーを同期モードのゲートウェイとして構成するには:

1. CAからの信頼できる証明書を使用する HTTPS Webサーバーを構成します。
2. context/epmagentの要求をエージェント URLにルーティングするために、Webサーバー
構成にリバース・プロキシを定義します。
たとえば、Apacheサーバーを使用している場合は、次のエントリを httpd.confファイルに
追加します:

VirtualHost *:443
      ProxyPreserveHost On
      ProxyPass /epmagent http://Agent Server:9090/epmagent
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      ProxyPassReverse /epmagent http://Agent Server:9090/epmagent
/VirtualHost

ノート:

SSLポートとして 443、および他のポートを使用します。他のポートは、セキュ
リティ上の理由からブロックされます。

3. 「データ統合」ホーム・ページから、「アクション」をクリックし、「エージェント」を選択
します。

4. 「エージェント・クラスタ」画面から、エージェントの名前を選択します。
5. 「エージェント」タブの「Web URL」で、次のようにWeb URLを定義します:

https://WebServer URL
次のイメージは、「エージェント」タブの「Web URL」フィールドを示します。

6. エージェントが複数ある場合は、次のようにプロキシ設定を定義します:

agent1/epmagent  http://Agent Server:9090/epmagent
agent2/epmagent  http://Agent Server2:9090/epmagent

「エージェント」タブで、次のようにWeb URLを定義します:

https://WebServer URL/agent1
https://WebServer URL/agent2

ノート:

使用しているネットワークおよびWebサーバー管理を操作して、Webサーバーおよ
びプロキシ構成を構成することをお薦めします。

EPM統合エージェントを使用した Cloud EPMとオンプ
レミス間の接続

この項では、EPM統合エージェントを使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementアプリケーションとオンプレミス・データ・ソース間の接続を拡張する方法を説
明します。
クイック参照:

• オンプレミス・データ・ソースからのデータの抽出
• 事前パッケージ化済オンプレミス・アダプタの使用

第 18章
EPM統合エージェントを使用した Cloud EPMとオンプレミス間の接続

18-30



• EPM統合エージェントのドリルダウンの作成
• EPM統合エージェントの理解
• エージェント・クラスタの理解
• EPM統合エージェントでのライトバック
• EPM統合エージェント・スクリプト

ノート:

EPM統合エージェントのインストールおよび構成の詳細は、EPM統合エージェント
のインストールと構成を参照してください。

EPM統合エージェントの使用
EPM統合エージェントは、オンプレミスまたは任意のシステム(サード・パーティのクラウド
など)からデータやメタデータを抽出して変換し、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementに提供する完全に統合されたソリューションです。
カスタム SQL問合せまたは事前パッケージ化済問合せを使用して、接続してオンプレミス・デ
ータ・ソースからデータをロードし、EBSおよび PeopleSoft General Ledgerからデータをイ
ンポートできます。
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EPM統合エージェントの理解
EPM統合エージェントは、同期および非同期の 2つのモードでデプロイできます。
同期モードで統合が実行されると、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
では、クラスタ割当てに基づいてクラウドから適切な EPM統合エージェントへの直接呼出し
が開始されます。EPM統合エージェントでは、データ抽出プロセスを実行し、データをクラウ
ドに転送します。データが Cloud EPMに転送されると、そのデータはターゲット・アプリケー
ションにインポート、マップおよびロードされます。このモードでは、Cloud EPMが EPM統
合エージェントと直接通信するため、Cloud EPMからのインバウンド通信を受信するようにオ
ンプレミス環境を構成します。
非同期モードで統合が実行されると、Cloud EPMでは、Cloud EPMで実行する統合ジョブを
キューに入れます。EPM統合エージェントでは、指定された間隔でジョブ・キューを絶えずポ
ーリングします。ジョブが検出されると、データ抽出ステップが実行され、データが Cloud
EPMに転送されます。データが Cloud EPMに転送されると、そのデータはターゲット・アプ
リケーションにインポート、マップおよびロードされます。このモードでは、Cloud EPMと
EPM統合エージェント間のすべての通信が常に EPM統合エージェントから開始されるため、
インバウンド通信の構成は必要ありません。ただし、ポーリング頻度によっては実行に遅延が
発生する場合があります。

EPM統合エージェント・プロセスの説明
次のステップは、EPM統合エージェントを使用して、オンプレミス・データ・ソースからデー
タまたはメタデータのサブセットをインポートして Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementに直接ロードする方法の概要を説明しています。
1. データ統合で、SQL問合せを記述し、ソース・システムからデータを抽出します。
詳細は、SQL問合せの作成を参照してください。

2. SQLを使用して、ヘッダー・レコードを持つサンプル・データ・ファイルを生成します。
ヘッダー・レコード内の列名は、SQLの列名または列別名と完全に一致する必要がありま
す。名前の大文字と小文字は区別されます。

3. 「アプリケーション」で、オンプレミス・データベース・データ・ソース・アプリケーショ
ンを作成し、サンプル・データ・ファイルを選択します。

4. ソース列をマップして、ターゲット・ディメンショナリティへのソース・ディメンショナ
リティの変換方法を指定します。

5. 統合を別のクラスタに割り当てます。クラスタは、独立した EPM統合エージェントのグル
ープです。クラスタにより、統合のグループ全体で受信ジョブ・トラフィックを分散しま
す。

6. 統合を実行します。

オンプレミス・データ・ソースからのデータの抽出
EPM統合エージェントを使用して、オンプレミス・データ・ソースからデータを抽出し、その
データを Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに直接ロードできます。
EPM統合エージェントでは、オンプレミス・リレーショナル・データベースに対して問合せを
実行し、データを Cloud EPMにロードします。
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EPM統合エージェントは、統合用のデータ・ソースとして定義され、実行されると、後でマッ
プして選択したターゲット・アプリケーションにロードされるデータを提供します。
EPM統合エージェントは、スクリプトを使用して拡張することもでき、サード・パーティのク
ラウド・アプリケーション、リレーショナル以外のソース、またはスクリプト、レポートや API
を使用してアクセス可能なシステムを含む、その他のデータ・ソースにアクセスできます。
この機能を使用して抽出用に作成されたアプリケーションを登録するには、サンプル・データ
および 1つのヘッダー・レコードのみが含まれたファイルを作成する必要があります。ファイ
ルには、アプリケーション名や SQL問合せなどは含まれません。ファイル名はアプリケーショ
ン名である必要があります。このタイプのデータ・ソースは、"オンプレミス・データベース"
タイプのアプリケーションで、アダプタ・ベースのフレームワークを使用します。
オンプレミス・データベース・アダプタを作成するには:

1. データ統合で、問合せ定義を作成し、SQL問合せを保存します。
これを行うには、SQL問合せの作成を参照してください。
データ統合に SQL問合せをすでに登録している場合は、このステップをスキップします。

2. オンプレミス・データベースから 1つのヘッダー行を含むファイルを作成します。
ヘッダー行は、ターゲット・ディメンションのディメンション名と完全に一致する必要が
あります。ディメンション名への SQL問合せに列名の別名を使用できます。

3. ファイルを、ヘッダー行を持つ CSVフォーマット・ファイルとして保存します。
ターゲット・アプリケーションを登録するとき、ファイル・ブラウザを使用してファイル
をアップロードします。

4. オンプレミス・データベース・データ・ソースを作成します:

a. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択し
ます。

b. アプリケーション・ページで、 をクリックします。
c. アプリケーションの作成の「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
d. 「タイプ」から、オンプレミス・データベースを選択します。
e. 「ファイル」から、ステップ 1で作成したファイルを選択します。

第 18章
EPM統合エージェントを使用した Cloud EPMとオンプレミス間の接続

18-33



をクリックし、ファイル・ブラウザ・ページでファイルを参照します。
5. 要求されたら、ステップ 1で作成したファイルを選択します。

6. 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

7. 「OK」をクリックし、「保存」をクリックします。

第 18章
EPM統合エージェントを使用した Cloud EPMとオンプレミス間の接続

18-34



8. 「アプリケーション」で、ステップ 3-7で作成したオンプレミス・データ・ソース・アプリ
ケーションの横にある をクリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

9. アプリケーション詳細ページで、「オプション」タブをクリックします。
10. データ抽出問合せで、ファイルに対して実行する SQL問合せの名前を指定します。
11.「区切り文字」で、ファイルで使用する区切り文字のタイプを選択します。
使用可能な区切り記号は次のとおりです:

• カンマ(,)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• 垂直棒(|)

12. 資格証明ストアで、EPM統合エージェントで使用する資格証明ストアのタイプを指定しま
す。
資格証明ストアの使用可能なタイプは次のとおりです:

• クラウド
• ファイル
「クラウド」資格証明ストア・タイプの場合は、アプリケーションにユーザー名/パスワー
ド/接続文字列を格納します。
「ファイル」資格証明ストア・タイプの場合は、JDBC URL、ユーザー名およびパスワード
を格納するためにオンプレミス環境にファイルを作成します。ファイル名は
appname.credという名前で、configディレクトリに格納する必要があります。
ファイルには、次の行が含まれる必要があります:

driver=oracle.jdbc.driver.OracleDriver
jdbcurl=jdbc:oracle:thin:@host:port/service
username=apps
password=w+Sz+WjKpL8[

ノート:

両方の資格証明ストア・タイプで使用するパスワードは暗号化されている必要が
あります。
タイプが「クラウド」ストアの場合は、ユーザー・インタフェースにパスワード
を通常の方法で入力します。システムによってパスワードが暗号化され格納され
ます。
タイプが「ファイル」ストアの場合は、encryptpasswordユーティリティを使用
してパスワードを暗号化し、ファイルにパスワードを格納する必要があります。
パスワードの暗号化の詳細は、Cloud EPMユーザー・パスワードの暗号化を参照
してください。

13.「JDBCドライバ」で、データベース管理システム(DBMS)への接続時に使用する JDBCド
ライバのタイプを選択します。
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JDBCドライバの使用可能なタイプは次のとおりです:

• Microsoft SQL Server

• Oracle

14. JDBC URLで、JDBCドライバ URL接続文字列を指定します。
JDBCドライバ URL接続文字列により、Javaを使用してリレーショナル・データベースに
接続できます。
Oracle Thin JDBCドライバの場合、JDBCドライバ URLには次が含まれます:

jdbc:oracle:thin:@host:port:sid
jdbc:oracle:thin:@host:port/service
MS SQL Serverの場合、JDBCドライバ URLには次が含まれます:

jdbc:sqlserver://server:port;DatabaseName=dbname
15.「ユーザー名」で、オンプレミス・データベースのユーザー名を指定します。
16.「パスワード」で、オンプレミス・データベースのパスワードを指定します。
17.「フェッチ・サイズ」で、問合せに対する各データベースのラウンド・トリップでフェッチ
される(ドライバで処理される)行数を指定します。

18.「保存」をクリックします。
次のイメージは、アプリケーション・フィルタを示します:

アプリケーション・オプションの編集
オンプレミス・データベース・ソースを使用するとき、追加のアプリケーションを指定して、
選択した条件を満たすレコードのみを返すようにできます。フィルタ条件は 1つのみでも、複
数でも指定でき、戻す値も厳密に指定できます。
オンプレミス・データ・ソースに追加のアプリケーション・オプションを適用するには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、オンプレミス・データ・ソース・アプリケーションの横に
ある をクリックします

3. オンプレミス・データ・ソースを選択し、「オプションの編集」をクリックします。
4. オプションの編集ページで、「追加」をクリックします。
空白のエントリ・フィールドが表示されます。
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5. 「名前」に、フィルタの名前を入力します。
たとえば、「ロケーション」または「期間」と入力します。
入力した名前はバインド・パラメータ、つまり SQL文の実際の値のプレースホルダです。
バインド変数は~~文字で囲まれる必要があります。たとえば、"Period"をバインド変数と
して使用するには、~PERIOD~と指定します。名前は、SQL問合せで指定した名前と完全に
一致する必要があります。

6. 「表示プロンプト」で、データ統合の「統合の編集」ページでのフィルタの表示プロンプト
の名前を指定します。

7. 「表示順」で、「統合の編集」ページでのフィルタの表示順を指定します。
このフィールドが空白の場合、カスタム・フィルタを表示できず、デフォルト値がフィル
タ値として使用されます。
たとえば、フィルタ・リストの 99番目にフィルタを表示するには 99と入力します。表示
順は低い順にリストされます。

8. 「表示レベル」で、フィルタが表示されるレベルを示すための「ルール」を選択します。
9. 「検証タイプ」で、「なし」を選択します。
10.「OK」をクリックします。
次のグラフィックは、データ管理で「期間」および「ロケーション」アプリケーション・
フィルタを設定する方法を示します:

次のページは、データ統合の「統合の編集」ページに「期間」および「ロケーション」フ
ィルタを表示する方法を示します。

SQL問合せの作成
「問合せ」オプションを使用すると、SQLデータ・ソースの作成時に SQL問合せ定義を保存で
きます。このタイプのデータ・ソースはオンプレミス・データベース・アダプタに関連付けら
れ、これにより、EPM統合エージェントを使用して、オンプレミス・データベースからデータ
を抽出して Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementにロードできます。
1. 「データ統合」ホーム・ページから、「アクション」、「問合せ」の順にクリックします。
2. 「問合せ」画面で、「追加」( )をクリックします。

第 18章
EPM統合エージェントを使用した Cloud EPMとオンプレミス間の接続

18-37



3. 「問合せの作成」画面の「問合せ名」で、SQL問合せ名を指定します。
問合せ名は、SQLデータ・ソースをターゲット・アプリケーションに登録する際にデータ
抽出問合せを識別するために、データ管理の「アプリケーション・フィルタ」ページでも
使用されます。

4. 「問合せ文字列」で、ファイルのヘッダー行に基づいてデータを抽出するのに使用する SQL
文を指定します。
ディメンション名への SQL問合せに列名の別名を使用できます。
ヘッダー行の文字列を指定するとき、文字列が大/小文字混在の場合は、文字列を二重引用
符で囲みます。大/小文字混在の文字列が二重引用符で囲まれていない場合は、大文字とし
て解決されます。
たとえば、ヘッダー行で別名 Acct、Prod、Ent、Amt、Loc、Datを使用する場合、次のよ
うに値を入力できます:

SELECT ENTITYX AS "Ent" ,ACCOUNTX AS "Acct",UD3X AS "Prod",AMOUNTX AS "Amt",
L.PARTNAME "Loc", P.PERIODDESC AS "Dat"FROM TDATASEG T, TPOVPARTITION L,
TPOVPERIOD P WHERE T.PARTITIONKEY = L.PARTITIONKEY AND T.PERIODKEY =
P.PERIODKEY AND L.PARTNAME = ~LOCATION~ AND P.PERIODDESC = ~PERIOD~

5. 「保存」をクリックします。
SQL問合せでの条件の使用

WHERE句に続けて、SELECT文によって返される行の検索条件を指定できます。検索条件
は、条件が特定の行について trueに評価されたときに値を返します。
有効な条件は次のとおりです:

• 等しい
• 範囲
• 類似
• が次の範囲にない
• 含む
次の点に注意してください。
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• SQL問合せで選択した条件によって返されるパラメータは、データ管理のターゲット・ア
プリケーション・フィルタ・ページで指定します。

• 複雑な問合せに含まれる= (等しい)記号は、$パラメータより前に置く必要があります。
• ターゲット・アプリケーション・パラメータには、IN,BETWEEN,NOT INのように、カン
マで区切った値を含めることができます。

• システムによってバインド・パラメータのデータ型が割り当てられます。数値および日付
値は、整数および日付として処理されます。他の値はすべて、文字列として扱われます。

• 条件が設定されたフィルタは、データ統合の統合の実行ページの「フィルタ」タブで使用
できます。

次の表では、SQL問合せで使用できる条件について説明します。

条件 説明
EQUAL 2つの式が等しいかどうかをチェックします。式が

等しい場合、条件は trueであり、一致したレコー
ドを返します。
次の SQL文が EQUAL条件について実行されると、
顧客 IDが Smithと等しいレコードが返されます:
SELECT * FROM Customers
WHERE CustomerID=1

BETWEEN 特定の範囲の間の値をチェックし、一致した値を返
します。
BETWEEN条件は、両端の値を含みます。開始値と
終了値が含まれます。
BETWEEN構文:
SELECT column_name(s)
FROM table_name
WHERE column_name BETWEEN value1 AND
value2;

LIKE SELECT文のWHERE句でワイルドカードを使用
してパターン照合を実行し、一致したものを返しま
す。
次の 2つのワイルドカードが LIKE演算子と組み
合せて使用されます:
• %: パーセント記号は、0個、1個または複数の
文字を表します

• _: アンダースコアは 1文字を表します
LIKE構文:
SELECT column1, column2, ...
FROM table_name
WHERE column LIKE pattern

IN 値リスト内のいずれかの値と同じです。
IN構文:
SELECT column_name1, column_name2, etc
FROM table_name
WHERE column_name1 IN (value1, value2,
etc);
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条件 説明
NOT IN 2つの式が等しいかどうかをチェックします。式が

等しくない場合、条件は trueであり、一致しない
レコードを返します。
NOT IN構文:
SELECT column_name1, column_name2, etc
FROM table_name
WHERE column_name1 NOT IN (value1,
value2, etc);

SQL問合せでの In/Between条件を使用する数値型フィルタの表示
次の手順では、EPM統合エージェントによって実行される SQL問合せで Inおよび Between
条件を使用する数値型フィルタを表示する方法を説明します。
In/Between条件を使用する数値型フィルタを表示するには:

1. データ統合で、SQLデータ・ソースに関連付けられた SQL問合せを作成します。
問合せ名は、SQLデータ・ソースをターゲット・アプリケーションに登録する際にデータ
抽出問合せを識別するために、アプリケーション詳細ページで使用されます。
詳細は、SQL問合せの作成を参照してください。

2. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
3. アプリケーション・ページで、データ・ターゲット・アプリケーションの右側にある
をクリックして、「オプションの編集」を選択します。

4.  (「追加」)をクリックします。
この例では、フィルタの名前は COL1_CONDであり、「表示プロンプト」の名前は
CONDITIONCOLIです。この名前は、データ統合のターゲット・オプションとしてオプシ
ョン・ページに表示されます。

5. 「追加」をクリックし、EXTRACT_QUERYのフィルタを追加して、EXTRACT_QUERYパ
ラメータの値を指定して、「OK」をクリックします。
フィルタを追加した結果を次に示します:
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EXTRACT_QUERYの値は TDATA2であり、CONDITIONALCOLIでは値の範囲が 1 -
1999の Between条件が使用されています。

6. データ統合で、手順 1の SQL問合せを選択します。
7. ファイルのヘッダー行およびフィルタに基づいてデータを抽出するために使用する SQL
文を指定します。
次の SQLにはフィルタの構文が含まれており、これによりユーザーは Betweenを使用し
た範囲内の柔軟な勘定科目値から選択できます。等号はないことに注意してください。こ
れはアプリケーション・フィルタの「条件リスト」によって提供されます。

8. データ管理で、データ・ルールを更新してフィルタを追加します。
オプションで、実行時に統合の実行ページでの選択によって「フィルタ」タブを更新でき
ます。
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事前パッケージ化済オンプレミス・アダプタの使用
事前パッケージ化済オンプレミス・アダプタを使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementからオンプレミス・データ・ソースへの直接接続が可能です。これ
らのアダプタを使用すると、次からデータをインポートできます:

• EBS GL残高
• Peoplesoft GL残高

ノート:

事前シード済の EBS GL残高問合せの詳細は、E-Business Suite一般会計の事前シー
ド済の問合せリファレンスを参照してください。
事前シード済の Peoplesoft GL残高問合せの詳細は、Peoplesoft General Ledgerの事
前シード済問合せリファレンスを参照してください。

事前パッケージ化済オンプレミス・アダプタを使用してデータをロードするには:

1. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
2. アプリケーション・ページで、 をクリックします。
3. アプリケーションの作成ページの「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
事前パッケージ化済アダプタのアプリケーション名は、「アプリケーション名」に移入され
ます。

4. 「タイプ」から、EBS GL残高または Peoplesoft GL残高のいずれかを選択します。

第 18章
EPM統合エージェントを使用した Cloud EPMとオンプレミス間の接続

18-42



5. 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。た
とえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

6. 「OK」をクリックし、「保存」をクリックします。
7. アプリケーション・ページで、 をクリックします。
8. アプリケーション詳細ページで、「オプション」タブをクリックします。
9. 「区切り文字」で、ファイルで使用する区切り文字のタイプを選択します。
使用可能な区切り記号:

• カンマ(,)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• 垂直棒(|)

10. 資格証明ストアで、EPM統合エージェントで使用する資格証明ストアのタイプを指定しま
す。
資格証明ストアの使用可能なタイプ:

• クラウド
• ファイル
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「クラウド」資格証明ストア・タイプの場合は、アプリケーションにユーザー名/パスワー
ド/接続文字列を格納します。
「ファイル」資格証明ストア・タイプの場合は、JDBC URL、ユーザー名およびパスワード
を格納するためにオンプレミス環境にファイルを作成します。ファイル名は
appname.credという名前で、configディレクトリに格納する必要があります。
ファイルには、次の行が含まれる必要があります:

driver=oracle.jdbc.driver.OracleDriver
jdbcurl=jdbc:oracle:thin:@host:port/service
username=apps
password=w+Sz+WjKpL8[

ノート:

両方の資格証明ストア・タイプで使用するパスワードは暗号化されている必要が
あります。
タイプが「クラウド」ストアの場合は、ユーザー・インタフェースにパスワード
を通常の方法で入力します。システムによってパスワードが暗号化され格納され
ます。
タイプが「ファイル」ストアの場合は、encryptpasswordユーティリティを使用
してパスワードを暗号化し、ファイルにパスワードを格納する必要があります。
パスワードの暗号化の詳細は、Cloud EPMユーザー・パスワードの暗号化を参照
してください。

11. Peoplesoftのみ: 「JDBCドライバ」で、データベース管理システム(DBMS)への接続時に
使用する JDBCドライバのタイプを選択します。
JDBCドライバの使用可能なタイプは次のとおりです:

• Microsoft SQL Server

• Oracle

JDBCドライバは、Javaアプリケーションとデータベースの通信を可能にするソフトウェ
アです。JDBCドライバは、データベースへの接続情報を通信し、クライアントとデータ
ベース間で問合せや結果を転送するのに使用されるプロトコルを送信します。

12. JDBC URLで、JDBCドライバ URL接続文字列を指定します。
JDBCドライバ URL接続文字列により、Javaを使用してリレーショナル・データベースに
接続できます。
Oracle Thin JDBCドライバの場合、JDBCドライバ URLには次が含まれます:

jdbc:oracle:thin:@host:port:sid
jdbc:oracle:thin:@host:port/service
SQL Serverの場合、JDBCドライバ URLには次が含まれます:

jdbc:sqlserver://server:port;DatabaseName=dbname
13.「ユーザー名」で、オンプレミス・データベースのユーザー名を指定します。
14.「パスワード」で、オンプレミス・データベースのパスワードを指定します。
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15.「フェッチ・サイズ」で、問合せに対する各データベースのラウンド・トリップでフェッチ
される(ドライバで処理される)行数を指定します。

16.「保存」をクリックします。

E-Business Suite一般会計の事前シード済の問合せリファレンス
EPM統合エージェントを使用すると、事前シード済の問合せを使用して Oracle E-Business
Suiteソースから一般会計残高をインポートし、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementターゲット・アプリケーションにロードできるアプリケーションを作成して登録
できます。

Note:

元帳および期間は、E-Business Suiteの事前シード済の問合せを使用するための必須
パラメータです。

次に、EPM統合エージェントに付随する事前作成済の E-Business Suiteの問合せを示します。
この問合せを開始ポイントとして使用して、カスタム問合せを作成できます。
SELECT
 gcc.SEGMENT1            as "Segment1", 
 gcc.SEGMENT2            as "Segment2",
 gcc.SEGMENT3            as "Segment3",
 gcc.SEGMENT4            as "Segment4",
 gcc.SEGMENT5            as "Segment5",
 gcc.SEGMENT6            as "Segment6",
 gcc.SEGMENT7            as "Segment7",
 gcc.SEGMENT8            as "Segment8",
 gcc.SEGMENT9            as "Segment9",
 gcc.SEGMENT10           as "Segment10",
 gcc.SEGMENT11           as "Segment11",
 gcc.SEGMENT12           as "Segment12",
 gcc.SEGMENT13           as "Segment13",
 gcc.SEGMENT14           as "Segment14",
 gcc.SEGMENT15           as "Segment15",
 gcc.SEGMENT16           as "Segment16",
 gcc.SEGMENT17           as "Segment17",
 gcc.SEGMENT18           as "Segment18",
 gcc.SEGMENT19           as "Segment19",
 gcc.SEGMENT20           as "Segment20",
 gcc.SEGMENT21           as "Segment21",
 gcc.SEGMENT22           as "Segment22",
 gcc.SEGMENT23           as "Segment23",
 gcc.SEGMENT24           as "Segment24",
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 gcc.SEGMENT25           as "Segment25",
 gcc.SEGMENT26           as "Segment26",
 gcc.SEGMENT27           as "Segment27",
 gcc.SEGMENT28           as "Segment28",
 gcc.SEGMENT29           as "Segment29",
 gcc.SEGMENT30           as "Segment30",
 gb.BEGIN_BALANCE_DR     as "Beg Balance DR",
 gb.BEGIN_BALANCE_CR     as "Beg Balance CR",
 gb.PERIOD_NET_DR        as "Period Net DR",
 gb.PERIOD_NET_CR        as "Period Net CR",
(gb.BEGIN_BALANCE_DR - gb.BEGIN_BALANCE_CR) + (gb.PERIOD_NET_DR-
gb.PERIOD_NET_CR) as "YTD Balance",
(gb.PERIOD_NET_DR-gb.PERIOD_NET_CR) as "Periodic Balance",
CASE
  WHEN ACCOUNT_TYPE IN (''A'',''L'',''O'') THEN ((gb.BEGIN_BALANCE_DR-
gb.BEGIN_BALANCE_CR) + (gb.PERIOD_NET_DR-gb.PERIOD_NET_CR))
  WHEN ACCOUNT_TYPE IN (''R'', ''E'') THEN (gb.PERIOD_NET_DR-gb.PERIOD_NET_CR)
  ELSE (gb.PERIOD_NET_DR-gb.PERIOD_NET_CR)
END as "Balance by Acct Type",
gb.BEGIN_BALANCE_DR_BEQ as "Func Eq Beg Bal DR",
gb.BEGIN_BALANCE_CR_BEQ as "Func Eq Beg Bal CR",
gb.PERIOD_NET_DR_BEQ    as "Func Eq Period Net DR",
gb.PERIOD_NET_CR_BEQ    as "Func Eq Period Net CR",
(gb.BEGIN_BALANCE_DR_BEQ - gb.BEGIN_BALANCE_CR_BEQ) + (gb.PERIOD_NET_DR_BEQ-
gb.PERIOD_NET_CR_BEQ) as "Func Eq YTD Balance ",
(gb.PERIOD_NET_DR_BEQ-gb.PERIOD_NET_CR_BEQ) as "Func Eq Periodic Balance",
CASE
  WHEN ACCOUNT_TYPE IN (''A'',''L'',''Q'') THEN ((gb.BEGIN_BALANCE_DR-
gb.BEGIN_BALANCE_CR) + (gb.PERIOD_NET_DR-gb.PERIOD_NET_CR))
  WHEN ACCOUNT_TYPE IN (''R'', ''E'') THEN (gb.PERIOD_NET_DR-gb.PERIOD_NET_CR)
  ELSE (gb.PERIOD_NET_DR-gb.PERIOD_NET_CR)
END as "Func Eq Balance by Acct Type",
gld.LEDGER_ID           as "Ledger ID",
gld.NAME                as "Ledger Name",
gb.PERIOD_YEAR          as "Period Year",
gb.PERIOD_NAME          as "Period Name",
gb.PERIOD_NUM           as "Perion Number",
gcc.ACCOUNT_TYPE        as "Acoount Type",
gb.CODE_COMBINATION_ID  as "Code Combination ID",
gb.CURRENCY_CODE        as "Currecy Code",
gb.ACTUAL_FLAG          as "Balance Type",
 gb.BUDGET_VERSION_ID    as "Budget Version ID",
gb.ENCUMBRANCE_TYPE_ID  as "Encumbrance Type ID",
gb.TRANSLATED_FLAG      as "Translated",
gb.PERIOD_TYPE          as "Period Type",
 gcc.ENABLED_FLAG        as "Enabled",
gcc.SUMMARY_FLAG        as "Summary Account"
FROM GL_BALANCES gb
,GL_CODE_COMBINATIONS gcc
,GL_LEDGERS gld
WHERE (1=1)
AND gcc.CODE_COMBINATION_ID = gb.CODE_COMBINATION_ID
AND gb.ACTUAL_FLAG = ''A''
AND gb.TEMPLATE_ID IS NULL
AND gld.LEDGER_ID  = gb.LEDGER_ID
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AND gld.NAME       = ~LEDGER~
AND gb.PERIOD_NAME = ~PERIOD~

Peoplesoft General Ledgerの事前シード済問合せリファレンス
EPM統合エージェントを使用すると、事前シード済の問合せを使用して Peoplesoftソースか
ら一般会計残高をインポートし、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementタ
ーゲット・アプリケーションにロードできるアプリケーションを作成して登録できます。
次に、EPM統合エージェントに付随する事前作成済の Peoplesoftの問合せを示します:

SELECT   
    PL.BUSINESS_UNIT           as  "Business Unit",
    PL.LEDGER                  as  "Ledger",
    PL.ACCOUNT                 as  "Account",
    PL.ALTACCT                 as  "Alt Account",
    PL.DEPTID                  as  "Department",
    PL.OPERATING_UNIT          as  "Operating Unit",
    PL.PRODUCT                 as  "Product",
    PL.FUND_CODE               as  "Fund Code",
    PL.CLASS_FLD               as  "Class",
    PL.PROGRAM_CODE            as  "Program",
    PL.BUDGET_REF              as  "Budget Reference",
    PL.AFFILIATE               as  "Affiliate",
    PL.AFFILIATE_INTRA1        as  "Affiliate Intra1",
    PL.AFFILIATE_INTRA2        as  "Affiliate Intra2",
    PL.CHARTFIELD1             as  "Chartfield1",
    PL.CHARTFIELD2             as  "Chartfield2",
    PL.CHARTFIELD3             as  "Chartfield3",
    PL.PROJECT_ID              as  "Project",
    PL.BOOK_CODE               as  "Book Code",
    PL.GL_ADJUST_TYPE          as  "GL Adjust Type",
    PGA.STATISTICS_ACCOUNT     as  "Stat Account",
    PGA.ACCOUNT_TYPE           as  "Account Type",
    PGA.DESCR                  as  "Account Description",
    PL.CURRENCY_CD             as  "Currency",
    PL.STATISTICS_CODE         as  "Stat Code",
    PL.FISCAL_YEAR             as  "Fiscal Year",
    PL.ACCOUNTING_PERIOD       as  "Accounting Period",
    PL.POSTED_TOTAL_AMT        as  "Posted Total Amount",
    PL.POSTED_BASE_AMT         as  "Posted Base Amount",
    PL.POSTED_TRAN_AMT         as  "Posted Tran Amount",
    PL.BASE_CURRENCY           as  "Base Currency",
    PL.PROCESS_INSTANCE        as  "Process Instance"
FROM PS_LEDGER   PL,
      PS_GL_ACCOUNT_TBL   PGA
WHERE ( 1=1 )
  AND ( PL.BUSINESS_UNIT = ~BU~
  AND PL.LEDGER = ~LEDGER~
  AND PL.FISCAL_YEAR = ~YEAR~
  AND PL.ACCOUNTING_PERIOD = ~PERIOD~
  AND ( PGA.SETID = ( SELECT SETID
                      FROM   PS_SET_CNTRL_REC
                      WHERE  SETCNTRLVALUE    =  ~BU~
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                      AND    RECNAME          = ''GL_ACCOUNT_TBL'' )
  AND PGA.EFFDT = ( SELECT MAX(B.EFFDT)
                    FROM PS_GL_ACCOUNT_TBL B
                                                                              
  WHERE PGA.SETID = B.SETID AND PGA.ACCOUNT = B.ACCOUNT )
  )
  AND ( PL.ACCOUNT=PGA.ACCOUNT )
  )

EPM統合エージェント受信ボックス内のファイルからのデー
タのインポート

ローカルの EPM統合エージェント inboxフォルダにあるファイルからデータをインポート
し、エージェントがそのファイルをアップロードおよび処理するようにできます。

Note:

この機能を使用すると、EPM統合エージェント受信ボックス内のファイルを使用で
き、EPM自動化コマンドを使用して最初にファイルをインポートする必要がありま
せん。

ファイルを EPM統合エージェント受信ボックスにステージングするには:

1. <EPMAgentData>アプリケーション・フォルダの下に、ファイルをコピーする受信ボック
ス・フォルダを作成します。

2. エージェントの開始パラメータ・ファイルの EPM_AGENT_INBOXパラメータ・フィール
ドで、受信ボックスのロケーションを指定します。
a. <EPMAgentDevData\config>ディレクトリに移動します。
b. テキスト・エディタ(Notepadなど)を使用して、agentparams.iniファイルをダブルク
リックして開きます。

c. EPM_AGENT_INBOXパラメータで EPM統合エージェント受信ボックスの完全なデ
ィレクトリを指定し、ファイルを保存します。
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3. データ統合ホーム・ページで、ファイルベースの統合の右側にある をクリックし、「オ
プション」を選択します。

4. 「オプション」タブを選択します。
5. 「ディレクトリ」に#agentinboxと入力し、「保存」をクリックします。
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6. ステップ 1で作成した受信ボックスにファイルをステージングします。

エージェント・ファイル・アダプタの使用
エージェント・ファイル・アダプタを使用すると、オンプレミス・ファイル・データ・ソース
から Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに非常に大きいファイルをロ
ードできます。これにより、クイック・モード方法が拡張され、ステージングおよび処理、パ
フォーマンス・ボトルネックの除去、およびロード・プロセスのパフォーマンスとスケーラビ
リティの向上のために、Cloud EPMデータベースがバイパスされます。エージェント・ファイ
ル・アダプタには、接続パラメータも問合せパラメータも含まれません。必要なパラメータは、
ファイルの名前のみです。ロードには、ヘッダー・レコード付き区切りファイルが必要です。
エージェント・ファイル・アダプタによるクイック・モード方法を使用するには:

1. オンプレミス・ファイル・アダプタを作成します。
a. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択し
ます。

b. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
c. 「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
d. 「タイプ」からオンプレミス・ファイルを選択します。
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e. 「ファイル」で、テンプレートとして使用するソース・データ・ファイルを指定しま
す。
をクリックして、ファイル・ブラウザ・ページからファイルを検索します。

ファイルを選択するときには、次のことに注意してください:

• ソース・データ・ファイルは、区切りデータ・ファイルである必要があります。
• 使用されるデータ・ファイルには、区切り列を説明する 1行のヘッダーが含まれる
必要があります。

• 数値データと数値以外のデータの両方をロードできます。
f. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。
たとえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、
接頭辞としてイニシャルを割り当てることができます。

g. 「OK」をクリックします。
2. オンプレミス・データ・ソースと Cloud EPMの間の統合ジョブを作成します:

a. 「データ統合」ホーム・ページから、 (「追加」アイコン)をクリックします。
b. 統合の作成ページの「名前」および「説明」に、統合ジョブの名前および説明を入力
します。

c. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択
して、データのロード先を指定します。

d. 「クイック・モード」スライダをタップしてオンにします。
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統合ジョブをクイック・モード方法に関連付けてからジョブを保存した場合、クイッ
ク・モードの関連付けを元に戻すことはできません。ただし、統合ジョブを削除する
ことは可能です。

e.  (ソースの選択)をクリックします。
f. ソースの選択ページで、オンプレミス・ファイル・データ・ソース・アプリケーショ
ンの横にある をクリックします。

g.  (ターゲットの選択)をクリックします。
h. ターゲットの選択ページから、ターゲットの Cloud EPMアプリケーションを選択しま
す。

i. 「保存して続行」をクリックします。

3. オンプレミス・ファイル・データ・ソースと Cloud EPMアプリケーションの間でディメン
ションをマップします:

a. ディメンションのマッピング・ページの「タイプ」から、データ・ロード方法のタイ
プを選択します。
使用可能なオプション:

• 区切り - 数値データ: 数値データ型のみサポートされます。
• 区切り-すべてのデータ型: 次のデータ型が Planningに対してサポートされます

– 数値
– テキスト
– スマートリスト
– データ

b. 次を実行して、マッピング・グリッドで、オンプレミス・データ・ソース・アプリケ
ーションのソース列を Cloud EPMアプリケーションのディメンションにマップしま
す:

i. 「ソース・ディメンションの選択」で、Cloud EPMディメンションにマップするソ
ース・ディメンションの名前を選択します。

ii. オプション: Cloud EPMディメンションごとにターゲット式を追加します。
ターゲット式の使用の詳細は、ターゲット式の使用を参照してください。
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Note:

クイック・モード方法で SQLターゲット式タイプを使用することはでき
ません。
ソース式タイプは、クイック・モード方法では使用できません。

c. 「保存して続行」をクリックします。
4. 統合を実行します:

a. 「データ統合」ホーム・ページから、クイック・モード方法に関連する統合ジョブを選
択し、 をクリックします。

b. 統合の実行ページの「モード」ドロップダウンから、統合のエクスポート・モードと
して「置換」を選択します。

c. 「期間」ドロップダウンから、データのロード元のソース・ファイルの単一期間を選択
します。
統合のディメンションのマッピング・ページで期間ディメンションをマップし、期間
のターゲット式を指定している場合、「期間」ドロップダウンは選択に使用できませ
ん。期間がマッピングから導出されるためです。

d. 「実行」をクリックします。

EPM統合エージェントを使用したクイック・モード・ロードの
実行

クイック・モード方法を使用し、EPM統合エージェントを使用してオンプレミス・データ・ソ
ースから Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementにデータをロードしま
す。EPM統合エージェントを使用してオンプレミス・データ・ソースを Cloud EPMターゲッ
トと統合すると、オンプレミス・リレーショナル・データベース内のソース・データに対する
SQL問合せの実行、処理のオフロード、ソース・レベルでのデータの抽出と変換、およびデー
タ・エクスポート・オンプレミス・データベース・ファイルへのデータの直接ロードが実行さ
れます。このようにして、ステージングおよび処理、パフォーマンス・ボトルネックの除去、
およびロード・プロセスのパフォーマンスとスケーラビリティの向上のために、Cloud EPMデ
ータベースがバイパスされます。
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Note:

データをそのままロードするためのクイック・モード方法の使用については、データ
をエクスポートするためのクイック・モードを参照してください。

Note:

クイック・モード方法は、Planningおよび Planningモジュールでのみ使用できます。

考慮事項:

EPM統合エージェントを使用したクイック・モード方法に関連する次の点について検討しま
す:

1. クイック・モード・ロード統合ジョブを作成して保存した場合、それを後で標準統合ジョ
ブに変更することはできません。ただし、データ・ロード統合ジョブを削除することは可
能です。

2. ディメンションのマッピング時に、ターゲット式タイプはサポートされます。ターゲット
式を使用すると、ソースから読み取ったソース値を、ターゲット・アプリケーションにロ
ードされるターゲット・ディメンション値に変換できます。
期間ディメンションで使用できるターゲット式には、substring()、split()、map()、toPeriod()
および toYear()があります。
SQLターゲット式タイプを除いて、残りのすべてのターゲット式がサポートされます。

3. ディメンションのマッピング時に、ソース式タイプはサポートされません。
4. メンバーのマッピングはサポートされません。
5. レベル 0データ抽出方法を選択した場合、データ抽出を実行するために、「DM BRデータ・
エクスポート」ビジネス・ルールが作成されます。

6. 実行時に単一の期間を指定でき、この場合、すべてのデータが単一の期間にロードされま
す。もう 1つの選択肢として、toPeriodおよび toYearターゲット式を使用して、ソース・
システムの期間名を基に期間ディメンションを導出します。

7. クイック・モード・ロードの実行中は、置換エクスポート・モードのみサポートされます。
インポート・モードは使用できません

8. クイック・モード方法を使用してデータがロードされる場合、ソースへの直接ドリル・ス
ルーが必要です。詳細は、直接ドリルの使用を参照してください。

9. EPM自動化では、runIntegrationコマンドを使用してクイック・モード・ロード統合を
実行する必要があります。

クイック・モード・プロセスの説明
ここでは、クイック・モード方法を使用して、オンプレミス・データ・ソースからデータを抽
出し、そのデータを EPM統合エージェントを使用してオンプレミス・データベース・ファイ
ルに直接ロードする方法について説明します。EPM統合エージェントでは、オンプレミス・リ
レーショナル・データベースに対して問合せを実行し、データをデータ・エクスポート・ファ
イルにロードします。
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クイック・モード方法を使用するには:

1. SQL問合せを作成します:

a. 「データ統合」ホーム・ページから、「アクション」をクリックし、「問合せ」を選択し
ます。

b. 「問合せ」画面で、「追加」( )をクリックします。
c. 「問合せの作成」画面の「問合せ名」で、SQL問合せ名を指定します。
問合せ名は、統合用の SQLデータ・ソースを登録する際にデータ抽出問合せを識別す
るために、アプリケーション詳細の「オプション」タブで使用されます。

d. 問合せ定義を作成し、SQL問合せを保存します。

詳細は、SQL問合せの作成 を参照してください。
2. オンプレミス・データベース・ファイルを作成します:

a. オンプレミス・データベースから 1つのヘッダー行を含むファイルを作成します。
ヘッダー行は、ターゲット・ディメンションのディメンション名と完全に一致する必
要があります。ディメンション名への SQL問合せに列名の別名を使用できます。

b. ファイルを、ヘッダー行を持つ CSVフォーマット・ファイルとして保存します。

c. オンプレミス・データベース・アプリケーションを登録するとき、ファイル・ブラウ
ザを使用してファイルをロードします。

3. オンプレミス・データベース・ファイル・アプリケーションを登録します:
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a. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択し
ます。

b. アプリケーション・ページで、 をクリックします。
c. 「アプリケーションの作成」の「カテゴリ」で、「データ・エクスポート」を選択しま
す。

d. 「タイプ」から、オンプレミス・データベースへのデータ・エクスポートを選択しま
す。

e. 「ファイル」から、ステップ 2で作成したファイルを選択します。
をクリックし、ファイル・ブラウザ・ページでファイルを参照します。

f. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はファイル名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。たとえ
ば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞
としてイニシャルを割り当てることができます。

g. 「OK」をクリックします。

4. オンプレミス・データベース・ファイル・アプリケーションのアプリケーション詳細を定
義します:

a. アプリケーション・ページでオンプレミス・データベース・アプリケーションを選択
し、「アクション」メニューから「アプリケーション詳細」タブを選択します。

b. 「オプション」タブを選択します。
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c. データ抽出問合せで、ファイルに対して実行する SQL問合せの名前を指定します。
d. 「区切り文字」で、ファイルで使用する区切り文字のタイプを選択します:

• カンマ(,)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)

• コロン(:)

• 垂直棒(|)

e. 資格証明ストアで、EPM統合エージェントで使用する資格証明ストアのタイプを指定
します。
資格証明ストアの使用可能なタイプは次のとおりです:

• クラウド
• ファイル
「クラウド」資格証明ストア・タイプの場合は、アプリケーションにユーザー名/パスワ
ード/接続文字列を格納します。
「ファイル」資格証明ストア・タイプの場合は、JDBC URL、ユーザー名およびパスワ
ードを格納するためにオンプレミス環境にファイルを作成します。ファイル名は
appname.credという名前で、configディレクトリに格納する必要があります。
ファイルには、次の行が含まれる必要があります:

driver=oracle.jdbc.driver.OracleDriver
jdbcurl=jdbc:oracle:thin:@host:port/service
username=apps
password=w+Sz+WjKpL8[
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Note:

両方の資格証明ストア・タイプで使用するパスワードは暗号化されている必
要があります。
タイプが「クラウド」ストアの場合は、ユーザー・インタフェースにパスワ
ードを通常の方法で入力します。システムによってパスワードが暗号化され
格納されます。
タイプが「ファイル」ストアの場合は、encryptpasswordユーティリティを
使用してパスワードを暗号化し、ファイルにパスワードを格納する必要があ
ります。パスワードの暗号化の詳細は、Cloud EPMユーザー・パスワードの
暗号化を参照してください。

f. JDBC URLで、JDBCドライバ URL接続文字列を指定します。
JDBCドライバ URL接続文字列により、Javaを使用してリレーショナル・データベー
スに接続できます。
Oracle Thin JDBCドライバの場合、JDBCドライバ URLには次が含まれます:

jdbc:oracle:thin:@host:port:sid
jdbc:oracle:thin:@host:port/service
MS SQL Serverの場合、JDBCドライバ URLには次が含まれます:

jdbc:sqlserver://server:port;DatabaseName=dbname
g. 「ユーザー名」で、オンプレミス・データベースのユーザー名を指定します。
h. 「パスワード」で、オンプレミス・データベースのパスワードを指定します。
i. 「フェッチ・サイズ」で、問合せに対する各データベースのラウンド・トリップでフェ
ッチされる(ドライバで処理される)行数を指定します。

j. 「保存」をクリックします。
5. オンプレミス・データ・ソースと Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance

Management間の統合ジョブを作成します:

a. 「データ統合」ホーム・ページから、 (「追加」アイコン)をクリックします。
b. 統合の作成ページの「名前」および「説明」に、統合ジョブの名前および説明を入力
します。

c. 「ロケーション」に、新しいロケーション名を入力するか、既存のロケーションを選択
して、データのロード先を指定します。

d. 「クイック・モード」スライダをタップしてオンにします。
統合ジョブをクイック・モード方法に関連付けてからジョブを保存した場合、クイッ
ク・モードの関連付けを元に戻すことはできません。ただし、統合ジョブを削除する
ことは可能です。

e.  (ソースの選択)をクリックします。

f. 「ソースの選択」ドロップダウン( )から、オンプレミス・データベース・データ・
ソース・アプリケーションを選択します。
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g. 「ターゲットの選択」ドロップダウン( )から、オンプレミス・データ・エクスポー
ト・ファイル・アプリケーションを選択します。

h. 「保存して続行」をクリックします。
6. オンプレミス・データベース・データ・ソースとオンプレミス・データベース・ファイル・
アプリケーションの間でディメンションをマップします:

a. ディメンションのマッピング・ページの「タイプ」から、データ・ロード方法のタイ
プを選択します。
使用可能なオプション:

• 区切り - 数値データ: 数値データ型のみサポートされます。
• 「区切り-すべてのデータ型」では、次のデータ型が Planningに対してサポートさ
れます:

– 数値
– テキスト
– スマートリスト
– データ

b. 次を実行して、マッピング・グリッドで、オンプレミス・データ・ソース・アプリケ
ーションのソース列を Cloud EPMアプリケーションのディメンションにマップしま
す:

i. 「ソース・ディメンションの選択」で、ディメンションにマップするソース・ディ
メンションの名前を選択します。

ii. オプション: Cloud EPMディメンションごとにターゲット式を追加します。
ターゲット式の使用の詳細は、ターゲット式の使用を参照してください。

Note:

クイック・モード方法で SQLターゲット式タイプを使用することはでき
ません。
ソース式タイプは、クイック・モード方法では使用できません。

c. 「保存して続行」をクリックします。
7. 「データ統合」ホーム・ページから、直接統合の右側にある をクリックし、「オプショ
ン」を選択します

8. 「オプション」タブをクリックします。
9. 「カテゴリ」で、シナリオ・ディメンションの明示的なソース・フィルタを指定します。
カテゴリは処理用の POVの必須コンポーネントであるため、統合を定義するときはカテゴ
リを指定する必要があります。カテゴリはクイック・モード処理のシナリオを決定するた
めには使用されません。

10.「データの抽出オプション」で、データを抽出するための方法を選択します:

使用可能なオプション:
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• すべてのデータ  - 保管されている値と、密ディメンションと疎ディメンションの両方に
ついて動的に計算された値が抽出されます。
「すべてのデータ」データの抽出オプションでは、データを抽出するために MDX問合
せエクスポート方法が使用されます。

• 保管された動的算出データ - 疎ディメンションは除き、密ディメンションについての
み、保管されているメンバーおよび動的に計算されたメンバーついて抽出されます。
「保管された動的算出データ」オプションでは、データを抽出するために DATAEXPORT
コマンド方法が使用されます。

• 保管済データのみ - 保管されているデータのみを抽出します。動的に計算された値は、
このタイプの抽出には含まれません。「保管されたデータのみ」オプションでは、デー
タを抽出するために DATAEXPORTコマンド方法が使用されます。

• レベル 0データ - ディメンションの最下部のメンバー全体(データベースに格納されて
いる RAWデータ)が抽出され、フィルタを適用して出力ファイルに含める列を選択で
きます。この抽出オプションでは、数値以外のデータをエクスポートすることもでき
ます。「レベル 0データ」オプションでは、データを抽出するために MAXLエクスポー
ト方法が使用されます。この方法は、サービス管理者のみが使用できます。抽出ステ
ップの実行中は、アプリケーションは読取り専用です。
クイック・モード方法を選択した場合、次のターゲット・オプションは使用できませ
ん:

– 属性列のエクスポート
– データの累計
– データのソート
– ディメンションのピボット

11.「保存」をクリックします。
12. 統合を実行します:
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a. 「データ統合」ホーム・ページから、クイック・モード・ロードに関連する統合ジョブ
を選択し、 をクリックします。

b. 統合の実行ページで、「モード」のデフォルト値は「置換」です。
c. 期間なしがオプション・ページでの選択だった場合、「期間」ドロップダウンから、デ
ータのロード元のソース・ファイルの単一期間を選択します。
統合のディメンションのマッピング・ページで期間ディメンションをマップし、期間
のターゲット式を指定している場合、「期間」ドロップダウンは選択に使用できませ
ん。期間がマッピングから導出されるためです。

d. 統合に対してフィルタが定義されている場合、「フィルタ」タブをクリックして、必要
に応じて変更します。

e. 「実行」をクリックします。

次の例は、エンティティおよび期間でフィルタされたデータ・エクスポートの結果を示し
ています。
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クイック・モード方法で使用される期間の定義
クイック・モード方法で使用する期間を定義する場合、実行時に単一の期間を選択することも、
データ・ソース内の期間列をマップすることもできます。Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementの期間は、この列から導出されます。
詳細は、次を参照してください:

• クイック・モード方法の単一期間の選択
• ソース列から導出されるクイック・モード方法の期間の選択

クイック・モード方法の単一期間の選択
クイック・モード方法に使用する期間を決定する場合、データのロード先にする単一の期間を
選択します。この場合は、次に示すように統合の実行ページで単に期間を選択します。
 

 

Note:

統合のディメンションのマッピング・ページで期間ディメンションをマップし、期間
のターゲット式を指定している場合、「期間」ドロップダウンは選択に使用できませ
ん。期間がマッピングから導出されるためです。
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ソース列から導出されるクイック・モード方法の期間の選択
ソース・データにデータ・ソース内の期間列が含まれている場合、Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementの期間をこの列から導出できます。
ソース・データには、次のような様々な形式の期間が含まれている可能性があります:

• Jan-20

• January-20

• 01-20

• 01/31/20

• 01-Jan-20

ターゲット式を使用してターゲットの年および期間の値を導出したり、日付フィールドと関連
する形式を使用して年および期間を導出することもできます。ターゲット式の使用の詳細は、
ターゲット式の使用を参照してください。
ターゲットの年および期間の値を導出するには、次のターゲット式を使用します。
• substring() - 文字位置(開始位置)と部分文字列長(抽出する文字数)に基づいて、文字列か
ら文字を抽出して返します。
詳細は、部分文字列を参照してください。

• split() - 区切り文字に基づいてソースの値を分割し、値を分割した後の n値を返します。
この式タイプは、文字列を区切って分割する場合に便利です
詳細は、分割を参照してください。

日付フィールドと関連する形式を使用して年および期間を導出するには、次のターゲット式を
使用します。
• toPeriod() - 構文 toPeriod(field, "<DATE FORMAT>", Mon)を使用して、ソース・システ
ム期間名を基に期間ディメンション・メンバーを導出します
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• toYear() - 構文 toYear(field, "<DATE FORMAT>", "FY+YY")を使用して、ソース・システ
ム期間名を基に年ディメンション・メンバーを導出します
 

 

<DATEFORMAT>は単純な Java日付形式です。単純な Java日付形式の詳細は、https://
docs.oracle.com/javase/8/docs/api/java/text/SimpleDateFormat.htmlを参照してください。
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Mapは別のターゲット式で、入力フィールド、または substr、splitなどの式および一連のキー
値のペアを含むフィールドを、マッピングのために構文 map(substr(field,1,2),P1:Jan|
P2:Feb|P3:Mar|…)を使用して受け入れることができます

Note:

mapターゲット式は任意の式で使用できます。

EPM統合エージェントでのライトバック
EPM統合エージェントでは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプ
リケーションからオンプレミス・データベースへのデータの移動を可能にすることによって、
ライトバックがサポートされます。この機能を使用するには、オンプレミス・データベースに
データをエクスポートするデータ・エクスポート・アプリケーションを登録します。
• 単純な方法—アプリケーションを登録し、表名を指定し、表のすべての列をアプリケーシ
ョンに含めます。INSERT文が自動的に生成され、データがロードされます。
この方法を使用するには、エクスポートする列のリストを含む CSVファイルを作成しま
す。列の名前は、表の列名と完全に一致している必要があります。ファイルの名前は、ア
プリケーションの名前である必要があります。

• 高度な方法—問合せ定義ページで INSERT文を指定します。INSERT文には、値の表およ
び列とアプリケーションのディメンション名を含めます。この方法を使用すると、わかり
やすいディメンション名を付けることができ、TO_DATE、TO_NUMBERなどの SQL関数
およびデータ型変換などの文字列演算を実行するその他の関数を使用することもできま
す。
この方法を使用するには、エクスポートする列のリストを含む CSVファイルを作成しま
す。列のリストは、INSERT文で使用する列名と完全に一致している必要があります。フ
ァイルの名前は、アプリケーションの名前である必要があります。

また、エージェントは、BefExportと AftExportという 2つのイベント・スクリプトをライト
バックの実行中に実行できます。BefExportイベントを使用すると、表にデータを挿入する前
にアクションを実行するか、またはデフォルトの挿入処理を上書きできます。AftExportイベ
ントを使用すると、表にデータを挿入した後で、処理後のクリーンアップを実行できます。
ライトバック機能は、SYNCモードと ASYNCモードの両方で実行されているエージェントに
対してサポートされています。

EPM統合エージェント・ライトバックのプロセスの説明
EPM統合エージェントを使用してオンプレミス・データベースにライトバックするには:

1. EPMAgent ZIPをダウンロードします。
これが EPM統合の最初のインストールである場合は、EPM統合エージェントのインスト
ールと構成を参照してください。
EPM統合エージェントの既存のインストールがある場合は、EPMAgent.ZIPをダウンロー
ドして解凍します。iniファイルまたは証明書を更新する必要はありません。

2. オプション: ライトバックの実行中に、BefExportと AftExportという 2つのイベント・ス
クリプトを実行できます。
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BefExportイベントを使用すると、表にデータを挿入する前にアクションを実行するか、ま
たはデフォルトの挿入処理を上書きできます。AftExportイベントを使用すると、表にデー
タを挿入した後で、処理後のクリーンアップを実行できます。

3. オンプレミスへのデータ・エクスポート・アプリケーションを登録します。
詳細は、オンプレミスへのデータ・エクスポート・アプリケーションの登録を参照してく
ださい。

4. データ・エクスポート・アプリケーションのアプリケーション詳細の「ディメンション」
タブに移動し、ヘッダー・レコードの列名がデータのロード先の表の列名または列別名と
完全に一致することを確認します。
名前の大文字と小文字は区別されます。
詳細は、ライトバックのアプリケーション詳細ディメンションの設定を参照してください。

5. 「ターゲット・ディメンション・クラス」で「金額」列を指定し、データ列名列をクリアし
ます。

6. オンプレミスへのデータ・エクスポート・アプリケーションのアプリケーション詳細の「オ
プション」タブに移動し、データのロードの処理方法を指定します。表名を指定し、INSERT
文を自動的に生成できます。問合せ定義ページで INSERT問合せを記述し、文をデータを
ロードするためのメソッドとして使用することもできます。
オンプレミス・データベースの資格証明、JDBC接続情報、ユーザー名およびパスワード
を指定する必要もあります。
詳細は、データ・エクスポート・アプリケーションのアプリケーション詳細の定義を参照
してください。

7. 次のタスクを完了して、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプリ
ケーションをデータ・エクスポート・ファイルと統合します。

タスク 説明 詳細情報
全般 ファイルベース統合および直接

統合のソースの統合を追加また
は編集します。

データ統合の定義

ディメンションのマッピング データ・ソースの列をターゲッ
ト・アプリケーションのディメ
ンションにマッピングします。

ディメンションのマッピング

メンバーのマッピング ディメンションをマッピングし
て、ソース・フィールドの値を
ターゲット・ディメンション・
メンバーに変換する方法を指定
します。

メンバーのマッピング

オプション データをインポートおよびエク
スポートするためのオプション
を定義します。また、ソース・
フィルタを定義します。

データ統合オプションの設定

8. 統合を実行します。
統合の実行の詳細は、統合の実行を参照してください。
統合が実行されると、EPM統合エージェントによってエクスポート・プロセスが Cloud
EPMで開始されます。エージェントによってエクスポート・データがダウンロードされま
す。また、選択した方法に基づいて、エージェントによって適切な INSERT文が作成され、
データがターゲット表にロードされます。
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出力ファイルを「プロセスの詳細」からダウンロードして、エクスポートされたデータを
確認できます。ライトバックのデータベース列名は、次に示すように、生成されたファイ
ル内で列ヘッダーとして指定されています。

次に示すように、ジョブのログ・ファイルを「プロセスの詳細」から開いて、ライトバッ
クの実行の詳細を表示できます:

オンプレミスへのデータ・エクスポート・アプリケーションの登録
オンプレミスへのデータ・エクスポート・アプリケーションを登録し、データのエクスポート
先の列に関連付けるファイルを指定します。
データ・エクスポート・アプリケーションを登録するには
1. エクスポートする列のリストを含む CSVファイルを作成します。

CSVファイルの名前は、アプリケーションの名前である必要があります。単純な方法を使
用する場合、列の名前は表の列の名前である必要があります。INSERT問合せの場合、列
の名前は任意ですが、INSERT文内の名前と一致している必要があります。
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2. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択します。
3. アプリケーション・ページで、 (「追加」アイコン)をクリックします。
4. 「カテゴリ」から、「データ・エクスポート」を選択します。
5. 「タイプ」から、オンプレミスへのデータ・エクスポートを選択します。
6. 「ファイル名」から、手順 1のファイルの名前を選択します。

をクリックして移動し、ファイル・ブラウザ・ページからファイルを選択できます。
7. オプション: 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はファイル名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。たとえば、
アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、接頭辞としてイ
ニシャルを割り当てることができます。

8. 「OK」をクリックします。

ライトバックのアプリケーション詳細ディメンションの設定
オンプレミス・データベースにライトバックするプロセスの一部として、ヘッダー・レコード
の列名が完全に一致することを確認する必要があります。
「ターゲット・ディメンション・クラス」が「金額」の「金額」ディメンションを指定し、デー
タ列名列の値をクリアする必要もあります。
アプリケーション詳細で「金額」列を指定するには:

1. アプリケーション・ページから、オンプレミスへのデータ・エクスポート・アプリケーシ
ョンの右側にある をクリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。
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2. アプリケーション詳細ページから、「ディメンション」タブをクリックします。
3. 「ディメンション名」列から、「金額」ディメンションを選択します。
4. 分類を「金額」に変更し、データ列名を削除します。
5. 「保存」をクリックします。

データ・エクスポート・アプリケーションのアプリケーション詳細の
定義

アプリケーション詳細を使用して、EPM統合エージェントによるデータのライトバックの処理
方法を指定します。また、オンプレミス・データベースの資格証明および JDBC接続情報を指
定する必要もあります。
オンプレミスへのデータ・エクスポート・アプリケーションのアプリケーション詳細を定義す
るには:

1. アプリケーション・ページから、オンプレミスへのデータ・エクスポート・アプリケーシ
ョンの右側にある をクリックし、「アプリケーション詳細」を選択します。

2. アプリケーション詳細ページから、「オプション」タブをクリックします。
3. 「表名」で、データのロード先の表名を指定します。
オンプレミスへのデータ・エクスポート・アプリケーションのディメンションの名前は、
表の列の名前と一致している必要があります。データをロードする INSERT文が自動的に
生成され、すべてのフィールドのテキストが挿入されます。
このフィールドで表名を指定する場合は、挿入問合せフィールドで INSERT文を指定しな
いでください。

4. 挿入問合せで、問合せ定義ページで作成されるカスタム INSERT文に関連付ける SQL問合
せの名前を指定します。
INSERT問合せには、値の表および列とアプリケーションのディメンション名が含まれて
いる必要があります。この方法を使用すると、わかりやすいディメンション名を付けるこ
とができ、TO_DATE、TO_NUMBERなどの SQL関数およびデータ型変換などの文字列演
算を実行するその他の関数を使用することもできます。詳細は、カスタム INSERT問合せ
でのライトバックを参照してください。
INSERT問合せを指定する場合は、「表名」フィールドで表名を指定しないでください。
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5. 資格証明ストアで、EPM統合エージェントで使用する資格証明ストアのタイプを指定しま
す。
資格証明ストアの使用可能なタイプは次のとおりです:

• クラウド
• ファイル
「クラウド」資格証明ストア・タイプの場合は、アプリケーションにユーザー名/パスワー
ド/接続文字列を格納します。
「ファイル」資格証明ストア・タイプの場合は、JDBC URL、ユーザー名およびパスワード
を格納するためにオンプレミス環境にファイルを作成します。ファイル名は
appname.credという名前で、configディレクトリに格納する必要があります。
ファイルには、次の行が含まれる必要があります:

driver=oracle.jdbc.driver.OracleDriver
jdbcurl=jdbc:oracle:thin:@slc04aye.us.oracle.com:1523:fzer1213
username=apps
password=w+Sz+WjKpL8[

ノート:

両方の資格証明ストア・タイプで使用するパスワードは暗号化されている必要が
あります。
タイプが「クラウド」ストアの場合は、ユーザー・インタフェースにパスワード
を通常の方法で入力します。システムによってパスワードが暗号化され格納され
ます。
タイプが「ファイル」ストアの場合は、encryptpasswordユーティリティを使用
してパスワードを暗号化し、ファイルにパスワードを格納する必要があります。
パスワードの暗号化の詳細は、Cloud EPMユーザー・パスワードの暗号化を参照
してください。

6. 「JDBCドライバ」で、データベース管理システム(DBMS)への接続時に使用する JDBCド
ライバのタイプを選択します。
JDBCドライバの使用可能なタイプは次のとおりです:

• Microsoft SQL Server

• Oracle
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7. 「ユーザー名」で、オンプレミス・データベースのユーザー名を指定します。
8. 「パスワード」で、オンプレミス・データベースのパスワードを指定します。
9. 「保存」をクリックします。

カスタム INSERT問合せでのライトバック
EPM統合エージェントを使用してデータをライトバックする際に、カスタム INSERT問合せ
を記述し、この問合せ文をデータのロード時にメソッドとして使用できます。この機能により、
わかりやすいディメンション名を付けることができ、TO_DATE、TO_NUMBERなどの SQL関
数およびデータ型変換などの文字列演算を実行するその他の関数を使用することもできます。
オンプレミス・データベースにライトバックする際に使用する INSERT問合せを指定するに
は:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、「アクション」、「問合せ」の順にクリックします。
2. 問合せページで、「追加」( )をクリックします。
3. 問合せの作成ページの「問合せ名」で、INSERT問合せ名を指定します。
問合せ名は、アプリケーション詳細の「オプション」タブの挿入問合せフィールドで使用
されます。詳細は、データ・エクスポート・アプリケーションのアプリケーション詳細の
定義を参照してください。

4. 「問合せ文字列」で、ファイルのヘッダー行に基づいてデータをライトバックするために使
用する INSERT文を指定します。
表名および列名を含む INSERT文を記述します。
VALUESでは、アプリケーションのディメンション名を~~で囲んで指定します。これら
は、エクスポートされたデータ・ファイルの実際の値で置き換えられます。
この例では、ACCT、COMP、PROD、PRDDATE、BAL_AMTはWBTESTDT表にありま
す。Account、Company、Product、AsofDateおよび Balance Amountは、アプリケーショ
ンのディメンションの名前です。
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5. 「保存」をクリックします。

EPM統合エージェントにライトバックするための実践的なテクニック
このトピックでは、EPM統合エージェントを使用して、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementアプリケーションからオンプレミス・データ・ウェアハウスにデー
タをロードするために必要なステップについて説明します。データをロードするには、異なる
2つの方法を使用できます:

1. 「アプリケーション」オプションの表名と「アプリケーション・ディメンション」の表の列
でそれぞれデータをロードします。(EPM統合エージェントで Insert問合せが自動的に生
成されます)。

2. カスタム SQL Insert問合せを使用して、表名と列でデータをロードします。
EPM統合エージェントを使用して、Cloud EPMアプリケーションからオンプレミス・データ・
ウェアハウスにデータをロードするには:

1. データがエクスポートされる RDBMS表を作成します。
この例では、VISION_DATAという名前の表に、Visionアプリケーションのすべてのディメ
ンションと、BATCH_IDおよび DATA_AMOUNTという 2つの追加の列があります。
BATCH_ID列を使用して、Cloud EPMからデータ統合のプロセス IDを移入します。
DATA_AMOUNT列を使用して、「金額」列を移入します。

2. 列名のヘッダー・レコードを含めることで、表の内容をアプリケーション登録用の CSVフ
ァイルにエクスポートします。
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CSV出力ファイルは次のようになります:

これらの列がターゲット表の列を正確に表すものとして処理されます。列名に基づいて
SQL insert文が生成されます。

3. 「データ交換」、「データ統合」タブ、「アクション」メニューの順に移動して、「アプリケー
ション」を選択します。

4. アプリケーション・ページで次の手順を実行し、ライトバック・プロセス用の「データ・
エクスポート」アプリケーションを登録します:

a. 「カテゴリ」で、「データ・エクスポート」を選択します。
b. 「タイプ」で、オンプレミス・データベースへのデータ・エクスポートを選択します。
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c. ステップ 2で作成したファイルをアップロードして選択します。

データ・エクスポート・アプリケーションが作成され、アプリケーションの名前は、アプ
リケーションの登録に使用したファイル名と一致します。

5. アプリケーション・ページで、アプリケーションの右側にある をクリックし、「アプリ
ケーション詳細」を選択します。

6. 「ディメンション」タブを選択します。
アプリケーション登録プロセスで、CSVファイルのすべての列のディメンション分類とし
て「汎用」が自動的に割り当てられ、それに応じて「データ表列名」も割り当てられます。

7. 「勘定科目」、「金額」、「期間」および「年」列を適切に分類します:

• 列がインポート・フォーマットでソース列にマップされ、ソース・フィールドに常に
値がある場合、その列は「勘定科目」として分類されます。次の例では、「ACCOUNT」
列が「勘定科目」に分類されています。このディメンションの「データ表列名」は
「ACCOUNT」として分類されています。

• DATA_AMOUNTを「金額」として分類し、「データ表列名」は空白のままにします。
• YEARを「年」として分類し、「データ表列名」は空白のままにします。
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• PERIODを「期間」として分類し、「データ表列名」は空白のままにします。

8. アプリケーション・ページで、アプリケーションの右側にある をクリックし、「アプリ
ケーション詳細」を選択します。

9. 「オプション」タブを選択します。
10.「表名」、「JDBC URL」およびデータベース資格証明を指定します。
「問合せの挿入」フィールドは空白のままにします。「問合せの挿入」を指定していない場
合は、アプリケーション・ディメンションがターゲット・データベース列と同一の名前を
示しているとみなされます。アプリケーション・ディメンションには、ライトバック・プ
ロセスで移入する必要があるターゲット表の各列が含まれている必要があります。そうで
ない場合、統合は失敗します。

11. ソース・アプリケーションとターゲットの Cloud EPMアプリケーションの間の統合を作成
します。
次の例は、ソース Vision Planningアプリケーションと ORACLE_DWHというターゲット・
データ・エクスポート・アプリケーションを示しています。

12. すべての列をマップし、「金額」と「BATCH_ID」を除くすべてのディメンションのターゲ
ット式として copysource()を使用します。
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式はメンバー・マッピングで BATCH_IDに適用されます。「金額」ディメンションにはタ
ーゲット式がありません。

13.「マップ・メンバー」から、TDATASEG_T表の LOADID列を使用して、BATCH_IDの#SQL
マッピングを作成します。

14.「オプション」の「フィルタ」で、必要に応じてソース・プランニング・アプリケーション
のフィルタを指定します。
次の例では、Visionアプリケーションからすべてのデータ (期間の開始から終了の範囲)がタ
ーゲット・アプリケーションにインポートおよびエクスポートされるため、フィルタは選
択されていません。
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15.「オプション」の「ソース・キューブ」で、ソース・キューブ(プラン・タイプ)を指定しま
す。次に「期間マッピング・タイプ」で、「デフォルト」を指定します。その後、次に示す
ように「保存」をクリックします。

16. ターゲット・データベースにアクセスできるオンプレミス・ホストで EPM統合エージェン
トを起動します。

17.「データ統合」で、指定された期間範囲で統合を実行します。
次の例では Jan-16から Dec-16が選択されています:

18. オンプレミス・エージェントが Cloud EPMからジョブの詳細をフェッチしていることを確
認し、プロセスが完了するまで待ちます。
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19.「プロセスの詳細」で、ログ・ファイルを開き、エクスポートされたデータ・レコードの合
計数と Insert問合せ文を書き留めます:

20. レコードがターゲット・データベースに正常にエクスポートされたことを確認します。
クラウドのプロセス IDがデータベースの BATCH_ID列に正常にマップされていることに
注意してください。
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21. Cloud EPMの Insert問合せを使用して、同じデータを VISION_DATA_2という別の表にエ
クスポートします。
INSERT問合せにより、複雑な SQL式を使用してデータベースの列をマッピングできま
す。SQL式は、クラウド・データベース(Oracle)ではなく、ターゲット・データベースで
実行されます。これにより、MS SQLサーバー、MYSQなど、データベースのタイプに固
有の SQL式を柔軟に使用できるようになります。また、別の表のサブ問合せを使用して列
の値を導出することもできます。
次の例では:

• BATCH_IDの名前が BATCH_NUMBERに変更されました。
• ENTITYの名前が ORGANIZATIONに変更されました。
• YEAR列と PERIOD列が削除され、同じ列に年と期間の両方を移入する

PERIOD_NAME列が作成されました。
• DATA_AMOUNTのスケールは、小数点以下 2桁のみを格納するように縮小されまし
た。

別の一連の列名でアプリケーションがすでに登録されているため、アプリケーションを登
録する CSVファイルは必要ありません。SQL Insert問合せを使用する利点は、SQL Insert
問合せを使用して実際の列名をマップする際に、登録されたアプリケーションの列名を使
用できる点です。したがって、アプリケーションには、ターゲット・データベースの実際
の列名とはまったく異なるディメンションが含まれている可能性があります。アプリケー
ションのディメンションは、ターゲット・データベース表に移入されている実際の列のサ
ブセットのみを示すこともできます。
詳細は、次を参照してください: カスタム INSERT問合せでのライトバック
INSERT問合せの値は、ターゲット・ディメンション名を~~ (チルダ)で囲むことで示され
ます。たとえば、データ・エクスポート・アプリケーションの ABCというディメンション
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をデータベースの DEF列にマップする必要がある場合は、DEF列の値を~ABC~と指定し
ます。

22. 次の値で新しい問合せを作成します:

a. BATCH_IDを BATCH_NUMBERに再マップします。
b. 接頭辞「Acc」を使用します(例: ACCOUNT)。
c. 接頭辞「Org」を使用します(例: ORGANISATION)。
d. 期間と年を連結して PERIOD_NAMEにします。
e. 接頭辞「Prd」を使用します(例: PRODUCT)。
f. DATA_AMOUNTを小数点第 2位に丸め処理します。

23.「アプリケーション詳細」で、登録されたデータ・エクスポート・アプリケーションの問合
せ名を指定し、「表名」は空白のままにします。

24. 期間範囲について統合プロセスを再度実行し、プロセスが正常に完了するまで待ちます。
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25. 宛先表が正しく移入されていることを確認します。

EPM統合エージェント・ライトバックのイベント・スクリプト
EPM統合エージェントによって、ライトバックの実行中に BefExportと AftExportという 2
つのイベントが実行されます。これらのイベントを使用して、カスタム・コードを実行し、標
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準処理をバイパスし、カスタム・データ・セットを生成します。このデータ・セットは、オン
プレミス・データベースで使用できるようになっているデータ・ファイルに含まれます。
BefExportおよび AftExportイベントで渡されるカスタム APIパラメータ。

名前 説明
JOBID ライトバック実行のジョブ ID

JOBTYPE ジョブWRITEBACKのタイプ
EXPORT_DATA_FILE エクスポート・データ・ファイルの名前(フル・パ

ス)

BefExportイベントの使用
EPM統合エージェントを使用してライトバックする際に、BefExportイベントを使用して、表
にデータを挿入する前にアクションを実行するか、またはデフォルトの挿入処理を上書きでき
ます。
次のスクリプト例は、ライトバック前に実行される外部 APIを呼び出す方法を示しています。
この例の BefExportイベント:

• agentContextParamsマップの内容を出力します
• データの挿入先の表名をフェッチして出力します。
• 挿入問合せをフェッチして出力します
• エージェント・プロセス・ログに情報メッセージを出力します。このエントリは、

EPM_APP_DATA_HOME\logsおよび epmagent.logのプロセス・ログに記録されます。
EPM統合エージェントのコンテキスト関数の詳細は、EPM統合エージェントのコンテキスト
関数を参照してください。
このスクリプトは例としてのみ提供されており、障害に対する保証はされず、ユーザーはこの
スクリプトに関連する質問や問題について Oracleサポートにサービス・リクエストを提出でき
ません。
import sys
import java

'''
Before export custom script. This script will be called before the writeback 
begins execution.
'''
#print Begin: BefExport.py

#print 'Event Type is: ' + event

'''
Print the contents of the agentContextParams map which is an unmodifiable 
map. 
'''
#print 'JOBTYPE: ' + agentContext["JOBTYPE"]
#print 'EPM_APP_DATA_HOME: ' + agentContext["EPM_APP_DATA_HOME"]
#print 'WRITEBACK_DATA_FILE: ' + agentContext["WRITEBACK_DATA_FILE"]
#print 'JOBID: ' + str(agentContext["JOBID"])
#print 'INTEGRATION: ' + agentContext["INTEGRATION"]
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#print 'LOCATION: ' + agentContext["LOCATION"]
#print 'SOURCE_APPLICATION: ' + agentContext["SOURCE_APPLICATION"]
#print 'TARGET_APPLICATION: ' + agentContext["TARGET_APPLICATION"]

'''
getTable() Method to fetch the table name into which the data will be 
inserted. This is 
passed from cloud to the agent during the writeback execution call.
'''
#print "Printing Table Name: " + agentAPI.getTable()

'''
getInsertQuery() Method to fetch the insert query. This is the query which is
passed from cloud to the agent during the writeback execution call.
'''
#print "Printing Query: " + agentAPI.getInsertQuery()

'''
Log an info message to the agent process log. This entry will be logged only 
to the process log in EPM_APP_DATA_HOME\logs
folder and not to epmagent.log. The log entry will be created at INFO log 
level.
'''
#agentAPI.logInfo("SAMPLE: INFO log message from script")

'''
Log an severe message to the agent process log. This entry will be logged 
into the process log in EPM_APP_DATA_HOME\logs
folder and also into epmagent.log. The log entry will be created at SEVERE 
log level.
'''
#agentAPI.logError("SAMPLE: SEVERE log message from script")

'''
Uncomment to skip the export data execution. The writeback execution can be 
skipped only during the
BEFORE_EXPORT event. This will skip the execution of the insert statements. 
The cloud process will be marked as failed in the Export data step. 
'''
#agentAPI.skipAction('true')

'''
Return false in case of error, which will throw an exception in the agent.
'''

#print "End: BefExport.py"
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AftExportイベントの使用
EPM統合エージェントを使用してライトバックする際に、AftExportを使用して、表にデータ
を挿入した後で処理後のクリーンアップを実行します。
次のスクリプト例は、ライトバック後に実行される外部 APIを呼び出す方法を示しています。
この例の AftExportイベント:

• agentContextParamsマップの内容を出力します
• エージェント・プロセス・ログに情報メッセージを出力します。このエントリは、

EPM_APP_DATA_HOME\logsのプロセス・ログに記録されます。
• エージェント・プロセス・ログに、すべての重大エラー・メッセージを出力します。この
エントリは、EPM_APP_DATA_HOME\logsのプロセス・ログに記録されます。

EPM統合エージェントのコンテキスト関数の詳細は、EPM統合エージェントのコンテキスト
関数を参照してください。
このスクリプトは例としてのみ提供されており、障害に対する保証はされず、ユーザーはこの
スクリプトに関連する質問や問題について Oracleサポートにサービス・リクエストを提出でき
ません。
import sys

'''
After export custom script. This script will be called after the writeback 
finishes execution.
'''
#print "Begin: AftExport.py"

#print 'Event Type is: ' + event

'''
Print the contents of the agentContextParams map which is an unmodifiable 
map. 
'''
#print 'JOBTYPE: ' + agentContext["JOBTYPE"]
#print 'EPM_APP_DATA_HOME: ' + agentContext["EPM_APP_DATA_HOME"]
#print 'WRITEBACK_DATA_FILE: ' + agentContext["WRITEBACK_DATA_FILE"]
#print 'JOBID: ' + str(agentContext["JOBID"])
#print 'INTEGRATION: ' + agentContext["INTEGRATION"]
#print 'LOCATION: ' + agentContext["LOCATION"]
#print 'SOURCE_APPLICATION: ' + agentContext["SOURCE_APPLICATION"]
#print 'TARGET_APPLICATION: ' + agentContext["TARGET_APPLICATION"]

'''
Log an info message to the agent process log. This entry will be logged only 
to the process log in EPM_APP_DATA_HOME\logs
folder and not to epmagent.log. The log entry will be created at INFO log 
level.
'''
#agentAPI.logInfo("SAMPLE: INFO log message from script")
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'''
Log an severe message to the agent process log. This entry will be logged 
into the process log in EPM_APP_DATA_HOME\logs
folder and also into epmagent.log. The log entry will be created at SEVERE 
log level.
'''
#agentAPI.logError("SAMPLE: SEVERE log message from script")

'''
Return false in case of error, which will throw an exception in the agent.
'''
returnValue = 'true'

#print "End: AftExport.py"

エージェント・クラスタの理解
クラスタを使用して、統合ジョブを分散できます。
次に、複数のクラスタを定義するビジネス・シナリオの例をいくつか示します:

• ソース・システムは地理的に分散されています。ネットワーク遅延を避けるために、各デ
ータ・センター・ロケーションに 1つ以上のエージェントをデプロイできます。

• 組織内の様々な事業部門は、ジョブを独立して保護および管理します。
• 組織では、様々なタイプのソース・システムを使用します。たとえば、E-Business Suite

(EBS)および Peoplesoftが異なるデータ・センターに配置されます。セキュリティおよび
データ量は異なり、データ抽出プロセスを独立して管理します。

• 各種ソースのデータ・ロード頻度は異なります。レポート作成およびドリルダウンのソー
スとして、データ・ウェアハウス・ステージング・システムを使用できます。データは対
話型モードで毎日ロードされ、ドリルダウンがサポートされます。月末の連結プロセスの
みのソースとして別の ERPシステムを使用でき、すべてのデータ・ロードはバッチ処理さ
れます。これらのデータ・ソースごとに異なるクラスタを定義できます。

クラスタ割当てを定義することにより、統合を複数のクラスタに割り当てることができます。
次のエンティティ・タイプ別に、統合を適切なクラスタに割り当てることができます:

• 統合(データ・ルール)

• ロケーション
• ターゲット・アプリケーション
統合ジョブが開始されると、システムでは、ジョブが割り当てられた場所をチェックし、クラ
スタを判別して、ジョブをそのクラスタに割り当てます。ジョブを実行する優先順位は、エン
ティティ・タイプによって決まります。統合はロケーションより優先され、ロケーションはタ
ーゲット・アプリケーションより優先されます。
各クラスタ内で複数のエージェントを使用して、ロード・バランシングおよび高可用性を向上
できます。エージェント構成 INIファイルで、エージェントをクラスタに関連付けます。EPM
統合エージェントを開始すると、エージェントがクラスタに自動的に関連付けられ、クラスタ
に割り当てられたジョブが実行されます。クラスタ内のロード・バランシングの手順は、実行
モードが同期か非同期かによって決まります。
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同期モードでは、ラウンド・ロビン・プロセスが使用され、クラスタに属するエージェントに
ジョブが割り当てられます。詳細は、同期モードの構成を参照してください。
非同期モードでは、エージェントが異なる時間に開始するように設定して、高可用性を実現し
ます。たとえば、間隔を 10分に設定し、別のエージェントを 1時間 5分後に開始すると、別
のエージェントは 1時間 10分後に開始されます。その結果、エージェントは 5分ごとにチェ
ックされます。

ノート:

選択したエンティティ (ロケーション、アプリケーションまたは統合)が別のクラスタ
に再割当てされると、前のクラスタ割当ては削除され、新しい割当てに自動的に置換
されます。
統合ジョブを抽出しても、ジョブのインポートおよび検証ステータスに影響しませ
ん。次に示すように、抽出が正常に実行されても、インポートおよび検証は失敗しま
す:

クラスタの追加
クラスタを追加するには:

1. ホーム・ページから、「アプリケーション」( )をクリックします。

2. 「データ交換」( )をクリックし、「データ統合」タブを選択します。
3. オプションで、「ナビゲータ」( )をクリックし、「アプリケーション」から「データ交
換」( )を選択して、データ統合を起動できます。

4. 「データ統合」ホーム・ページから、「アクション」をクリックし、「エージェント」を選択
します。

5. 「エージェント・クラスタ」ページから、「追加」をクリックします。
6. エージェント・クラスタの作成ページで、「クラスタ名」フィールドにクラスタ名を指定し
ます。
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名前には英数字のみ使用できます。記号(@)やアンパサンド(&)などの特殊記号は使用しな
いでください。クラスタの作成後は、名前を変更できません。

7. クラスタ・モードで、統合フローを選択します。
使用可能なモードは次のとおりです:

• 同期
• 非同期

8. 「説明」で、クラスタに関する追加情報を指定します。
9. 「保存」をクリックします。

統合ジョブの割当て
抽出を実行するエージェントによってクラスタ内で統合ジョブが抽出されるとき、割当てを使
用して優先順位付けができます。エンティティ (ロケーション、アプリケーションまたは統合)
を割り当て、選択したクラスタに関連付けて、抽出の順序を設定できます。
統合ジョブを割り当てるには:

1. 「データ統合」ホーム・ページから、「アクション」をクリックし、「エージェント」を選択
します。

2. 「エージェント・クラスタ」ページから、統合ジョブを追加するクラスタの名前を選択しま
す。

3. 「エージェント」タブをクリックし、クラスタから割当てで使用するエージェントの名前を
選択します。
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次の点に注意してください。
• 名前 — クラスタに割り当てられたエージェントの名前。
• 物理 URL — Web URLがリバース・プロキシを介して要求をリダイレクトする IPアド
レスとポートを表します。

• Web URL — Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementが要求を送信
するWebアドレスを表します。
「Web URL」フィールドは変更できます。

• 前回の Ping — システムでホストが使用可能であることを最後にチェックした日時。
4. 「割当」タブをクリックし、「タイプ」ドロップダウンからエンティティのタイプを選択し
ます。
有効なエンティティ・タイプは次のとおりです:

• アプリケーション
• 統合
• ロケーション

5. 「エンティティ」ドロップダウンから、エンティティを選択します。
6. オプション: 「追加/削除」ボタン( )をクリックして、新規割当てを追加したり、既存の
割当てを削除します。

EPM統合エージェント・スクリプト
EPM統合エージェントでは標準機能に対する拡張機能が用意されており、ユーザーは、Java
または Jython/Groovyスクリプトを使用して任意のデータ・ソースに接続したり、ビジネス要
件に基づき定義済問合せを条件付きで変更できます。EPM統合エージェントでの標準 SQL処
理により、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementにアップロードされるデ
ータ・セットが作成され、スクリプトを使用すると、標準処理をバイパスしてカスタム・デー
タ・セットを作成でき、このデータ・セットは EPM統合エージェント処理の一部として Cloud
EPMにアップロードされます。

イベント
EPM統合エージェントで実行されるステップは次のとおりです:

1. Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに指定された EPM統合エージ
ェントのデータ・ソースで定義された SQLを処理します。

2. SQL結果セットを準備して、定義済データ・ソースから Cloud EPMに転送します。
これらのステップは、"抽出"および"アップロード"ステップと呼ばれます。EPM統合エージェ
ントのスクリプトは、カスタム・スクリプトを定義できるこれら 2つのプロセス・ステップに
関連して、4つのイベントをサポートしています。イベントは次のとおりです:
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イベント スクリプト名 説明
Before Extract BefExtract.py

BefExtract.groovy
エージェント抽出処理の前に実行されるスクリプ
ト。SQL処理の前に任意の処理を実行する場合は、
そのコードをこのスクリプトに含める必要があり
ます。

After Extract AftExtract.py
AftExtract.groovy

エージェント抽出処理の後に実行されるスクリプ
ト。抽出後に、agent/MyData/dataローカル・フ
ォルダ内の dat接尾辞を持つジョブ IDを含むファ
イルが準備されます

Before Upload BefUpload.py
BefUpload.groovy

データ・ファイルが Cloud EPMにアップロードさ
れる前に実行されるスクリプト。Cloud EPMにア
ップロードされるファイルは、agent/MyData/
dataフォルダにある<jobID>.datファイルです。

After Upload AftUpload.py
AftUpload.groovy

データ・ファイルが Cloud EPMにアップロードさ
れた後に実行されるスクリプト。

ノート:

ライトバックの実行中に使用される EPM統合エージェントの BefExportおよび
AftExportイベントの詳細は、EPM統合エージェント・ライトバックのイベント・
スクリプトを参照してください。

サンプル・スクリプトは、エージェントがインストールされたローカル・マシン上の agent/
Sample/jythonおよび agent/Sample/groovyフォルダから使用できます。スクリプトが
agent/MyData/scriptsフォルダに配置されている場合、システムではスクリプトのインスタ
ンスを実行します。たとえば、 BefExtractスクリプトのみを実行する場合は、このスクリプ
トのみを agent/MyData/scriptsフォルダに保存します。
前述の 4つのカスタム・メソッドを実装する Javaクラスの独自の実装を作成することもでき
ます。Agent/Sampleフォルダに例が用意されていますが、このアプローチを選択する場合は次
の点を考慮してください:

• 統合ロジックを Javaで直接実装する場合、スクリプトを agent/MyData/scriptsフォルダ
に保存する必要はありません。Java実装では常に 4つのイベントが実行され、それらのイ
ベントのスクリプト・ファイルが存在しない場合は、カスタマ/パートナが定義した Java
ロジックのみが処理されます。

• Javaクラス・ファイル CustomEvent.javaを作成でき、このファイルは、agent-
interface.jarに存在するインタフェース EPMAgentInterfaceを実装します(たとえば、
public class CustomEventは EPMAgentInterface{)を実装します。

• CustomEvent.classは、agent-interface.jar内に
oracle.epm.aif.agent.agentinterface.CustomEvent.classとしてパッケージ化できま
す。agent-interface.jar以外の別の jarにパッケージ化する場合、この jarは
CUSTOM_CLASS_PATHエージェント開始パラメータに含まれる必要があります。

• oracle.epm.aif.agent.agentinterface.CustomEvent.classとは異なるクラス名を使用
する場合は、完全修飾された Javaクラス名を使用して開始パラメータ
CUSTOM_INTERFACE_CLASS_NAMEを設定する必要があります。
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• 定期的な Cloud EPMリリース・サイクルで、開発によって固定または新規のバージョンが
提供されるたびに agent-interface.jarが更新されることに注意してください。カスタ
ム・イベント・クラスは開発およびテスト目的で使用できますが、本番デプロイメントの
場合は、カスタマイズが上書きされないように別の jarを保持することをお薦めします。

EPM統合エージェントの APIメソッド
EPM統合エージェントには、ログ・ファイルのテキストの指定、バインド変数や問合せの更新
などのアクション、および特別な問合せまたは SQL以外のデータ・ソースが使用されている場
合に、SQL処理ステップをスキップするように EPM統合エージェントに指示するアクション
を実行するために、スクリプトで使用できる多数のメソッドが用意されています。
EPM統合エージェントの APIメソッドは次のとおりです:

APIメソッド 説明 例
logInfo() エージェント・プロセス・ログに情報メッセ

ージを記録します。このエントリは、
EPM_APP_DATA_HOME\logsフォルダのプロ
セス・ログ、Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementのジョブ・ログ
に記録されますが、ローカルの epmagent.log
には記録されません。ログ・エントリは、INFO
ログ・レベルで作成されます。

agentAPI.logInfo("SAMPLE:
INFO log message from
script")

logError() エージェント・プロセス・ログにエラー・メ
ッセージを記録します。このエントリは、
EPM_APP_DATA_HOME\logsフォルダのプロ
セス・ログ、Cloud EPMのジョブ・ログ、お
よび epmagent.logにも記録されます。ロ
グ・エントリは、SEVERログ・レベルで作成
されます。

agentAPI.logError("SAMPLE:
SEVER log message from
script")

setBindVariable
s()

setBindVariables()メソッドを使用して、
抽出問合せのバインド変数を更新します。こ
れは、befExtractスクリプトにのみ適用さ
れます。
バインド変数は、キーとして変数 NAMEおよび
VALUEを含む、各変数の Javaマップ・エント
リとして渡される必要があります。

newBindVar =
dict({'PERIOD':'Feb-05',
'LEDGER':'Vision Operations
(USA)'})
jmap = java.util.HashMap()
(キーの場
合)newBindVar.keys():
jmap[key] = newBindVar[key]
agentAPI.setBindVariables(j
map)

getBindVariable
s()

getBindVariables()メソッドを使用して、
抽出問合せのバインド変数をフェッチしま
す。各バインド変数はマップに格納され、キ
ー NAMEおよび VALUEを使用してバインド変
数を定義します。

bindVariables =
agentAPI.getBindVariables()
(エントリの場
合)bindVariables.entrySet():
print entry.key,
entry.value

updateQuery() updateQuery()メソッドを使用して、抽出問
合せを更新します。これは、befExtractス
クリプトにのみ適用されます。

agentAPI.updateQuery("SELEC
T * FROM TDATASEG")

getQuery() getQuery()メソッドを使用して、抽出実行呼
出し中に Cloud EPMから EPM統合エージェ
ントに渡される問合せをフェッチします。

print "Printing Query: " +
agentAPI.getQuery()
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APIメソッド 説明 例
skipAction() skipAction()メソッドを使用して、カスタム

抽出ルーチンが EPM統合エージェントで使
用されている場合にデータの抽出ステップを
スキップします。
抽出実行は befExtractスクリプトでのみス
キップできることに注意してください。
保存された問合せを実行するのではなく、
Cloud EPMにアップロードするデータ・ファ
イルを提供する場合は、Cloud EPMへのアッ
プロード時に、<process ID>.datという名
前のファイルが MyData/dataフォルダに保
存されている必要があります。つまり、
befExtract、aftExtractまたは
befUploadスクリプトで、ファイルがこのフ
ォルダに保存されている必要があります。

agentAPI.skipAction('true')

getConnectionDe
tails()

getConnectionDetails()メソッドを使用
して、抽出実行呼出し中に Cloud EPMから
EPM統合エージェントに渡される、接続の資
格証明データ・オブジェクトをクラウドから
フェッチします。

cred = 
agentAPI.getConnectionDet
ails()
url = cred.getJDBCUrl()
user = cred.getUserName()
password = 
cred.getPassword()
agentAPI.logInfo 
("Connection Details: ")
agentAPI.logInfo("URL: " 
+ url)
agentAPI.logInfo('User: 
' + user)

setCustomConnec
tion(conn)

setCustomConnection(conn)メソッドを使
用して、抽出実行呼出し中に EPM統合エージ
ェントへのカスタム作成接続を設定します。
エージェントは、この接続を使用して実行し
ます。connオブジェクトは、タイプ 4 JDBC
接続であるとともに java.sql.Connection
インタフェースの実装である必要がありま
す。
これは、befExtractおよび befExportスク
リプトにのみ適用されます。使用方法の詳細
は、サンプル・スクリプト BefExtract.py
と、Java CustomEventSampleおよび
CustomWribackEventを参照してください。

Oracleデータベースへのカスタム
接続を作成するには:

java.lang.Class.forName("
oracle.jdbc.driver.Oracle
Driver")
conn = 
java.sql.DriverManager.ge
tConnection('jdbc:oracle:
thin:@<host>:<port>:<sid>
', '<user/schema name>', 
'<password>')
agentAPI.setCustomConnect
ion(conn)
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EPM統合エージェントを使用した Oracle Autonomous Databaseデータの
統合

EPM統合エージェントを使用して、Oracle Autonomous Databaseと Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementの間で、データを直接統合できます。このタイプの統合
では、Oracle Autonomous Databaseで実行されているステージング・アプリケーションまた
はその他のアプリケーションからソース・データを抽出できます。Cloud EPMから、Oracle
Autonomous Databaseの選択したレポート用データ・ウェアハウスにデータをエクスポートす
ることもできます。
Oracle Autonomous Databaseは、ハイエンドの Oracleハードウェア・システムで最適化され
た完全自動データ・ウェアハウスおよびトランザクション処理のワークロードを備えた包括的
なクラウド・エクスペリエンスです。Oracle Autonomous Databaseでは、弾力的にスケーリ
ングされる使いやすい完全自律型データベースが提供され、高速な問合せパフォーマンスが実
現します。
サービスである Oracle Autonomous Databaseには、データベース管理は不要です。ハードウ
ェアを構成または管理する必要も、ソフトウェアをインストールする必要もありません。
Oracle Autonomous Databaseでは、データベースのプロビジョニング、データベースのバッ
クアップ、データベースのパッチ適用とアップグレード、およびデータベースの拡張または縮
小が処理されます。Oracle Autonomous Databaseの詳細は、Autonomous Databaseの FAQ。
を参照してください
Oracle Autonomous Databaseに対してデータをロードまたはライトバックする場合、Oracle
Autonomous Databaseと Cloud EPMの間に接続を確立するために、EPM統合エージェントが
使用されます。お客様はローカル・ネットワークにエージェントをインストール(オンプレミス
のデータ・ソースからデータを抽出するためにお客様が現在エージェントを使用している方法
と同様)するか、Oracle Cloud Infrastructure (OCI)コンピュート・インスタンスにエージェント
をインストールして、データベース接続を構成できます。コンピュート・インスタンスは、ホ
ストする仮想サーバーに処理能力とメモリー容量を提供します。この手法は、お客様にソリュ
ーションのスケーラビリティと柔軟性をもたらします。
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Cloud EPMと Oracle Autonomous Cloudの統合により、お客様は、データをドリルダウンし
て、クイック・モード方法を使用したロードを実行することもできます。

Oracle Autonomous Databaseへの接続プロセスの説明
EPM統合エージェントには、お客様が Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementと Oracle Autonomous Databaseの間の双方向統合を実行できる即時利用可能な
ソリューションが用意されています。
Cloud EPMと Oracle Autonomous Databaseの間のデータを統合する大まかなステップは次
のとおりです:

1. Oracle Cloud Infrastructure Autonomous Databaseに接続します。
2. ローカル・ネットワークのサーバーまたは Oracle Cloud Infrastructureコンピュート・イン
スタンスに EPM統合エージェントをインストールします。

3. Oracle Cloud Infrastructureからウォレットをダウンロードします。
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4. ウォレットをエージェント・サーバーにコピーして解凍します。
5. Oracle Autonomous Databaseデータ・ソース・アプリケーションまたはデータ・エクスポ
ート・アプリケーション(あるいはその両方)を構成します。

6. 統合を設定します。
7. 統合を実行します。

Oracle Cloud Infrastructureへの接続
次のステップでは、作成された自律型データベース・インスタンスに接続しているものとしま
す。自律型データベース・インスタンスの作成の詳細は、開始および Autonomous Transaction
Processingのプロビジョニングを参照してください。
Oracle Autonomous Databaseに接続するには:

1. https://cloud.oracle.comからサインインします。
2. 「Cloud Account Name」にクラウド・アカウント名を入力して、「Next」をクリックしま
す。

3. Oracle Cloudアカウント・サインイン・ページで、「User Name」にユーザー名、
「Password」にパスワードを入力し、「Sign In」をクリックします。

第 18章
EPM統合エージェントを使用した Cloud EPMとオンプレミス間の接続

18-95

https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/autonomous-data-warehouse-cloud/tutorial-getting-started-autonomous-db/index.html
https://docs.oracle.com/en/cloud/paas/autonomous-data-warehouse-cloud/tutorial-getting-started-autonomous-db/index.html


4. 開始ページの左上のナビゲータ( )をクリックして、上位レベルのナビゲーションの選択
肢を表示します。

5. ホーム・ページをクリックして、「注目」で「Autonomous Database」をクリックしま
す。
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Autonomous Dataページが開き、現在のリージョンおよびコンパートメントのデータベー
スのリストが表示されます。

6. Autonomous Databaseページの「表示名」で、接続する自律型データベースを選択しま
す。

7. 「DB接続」をクリックします。

8. データ接続ページで、ウォレット・タイプを選択して、データベースに接続するためのク
ライアント資格証明および接続情報を指定します。
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ウォレットは、秘密キー、証明書および信頼できる証明書(これらはすべて、厳密認証のた
めに SSLによって使用されます)を含む、認証および署名資格証明を格納する、パスワード
で保護されたコンテナです。
使用可能なウォレット・タイプは次のとおりです:

• インスタンス・ウォレット: 単一データベース専用のウォレット。これは、データベー
ス固有のウォレットを提供します。

• リージョナル・ウォレット: 特定のテナントおよびリージョンのすべての Autonomous
Database用のウォレット(これには、クラウド・アカウントが所有するすべてのサービ
ス・インスタンスが含まれます)。

Note:

「インスタンス・ウォレット」を使用してデータベース固有のウォレットをエン
ド・ユーザーに提供し、可能な場合な常にアプリケーションで使用されるように
することをお薦めします。リージョナル・ウォレットは、リージョン内のすべて
の Autonomous Databaseへの潜在的なアクセスが必要な管理目的のみで使用さ
れる必要があります。

9. 「ウォレットのダウンロード」をクリックします。
10.「ウォレットのダウンロード」ダイアログで、「パスワード」フィールドにウォレットのパ
スワードを入力して、「パスワードの確認」フィールドでパスワードを確認します。
ウォレット内のキーを暗号化するパスワードを指定するよう求められます。パスワードは
8文字以上で、1つ以上の文字と 1つ以上の数字または特殊文字を含める必要があります。
このパスワードによって、ダウンロードされたクライアント資格証明ウォレットが保護さ
れます。
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11.「ダウンロード」をクリックして、クライアントのセキュリティ資格証明の zipファイルを
保存します。
デフォルトでは、ファイル名は Wallet_databasename.zipです。このファイルは、任意
のファイル名で任意のローカル・フォルダに保存できます。

12.「閉じる」をクリックします。

Note:

SQL Developerを使用して Oracle Autonomous Databaseに接続する場合は、
SQL Developerの Autonomous Transaction Processingへの接続を参照してくだ
さい。

Oracle Autonomous Databaseに接続するための EPM統合エージェントの構成
この項では、Oracle Autonomous Databaseに接続するために EPM統合エージェントを構成す
る方法について説明します。次の構成ステップについて説明します:

• ローカル・ネットワーク上での EPM統合エージェントの構成
• コンピュート・インスタンス上での EPM統合エージェントの構成

ローカル・ネットワーク上での EPM統合エージェントの構成
Oracle Autonomous Databaseに対してデータをロードまたはライトバックする際には、組織
のネットワーク内のローカル・コンピュータにエージェントをインストールします。
ローカル・ネットワーク内で EPM統合エージェントを構成するには:

1. データ統合で、最新の EPMAgent ZIPをダウンロードします。

a. 「データ交換」( )をクリックし、「データ統合」タブを選択します。
オプションで、「ナビゲータ」( )をクリックし、「アプリケーション」から「データ
交換」( )を選択して、データ統合を起動できます。
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b. 「データ統合」ホーム・ページから、「アクション」をクリックし、「エージェントのダ
ウンロード」を選択します。

c. ファイル・マネージャ・ページから、EPMAgent ZIPを宛先フォルダに抽出します。
宛先フォルダは AGENT_HOMEです。

2. Oracle Autonomous Databaseへの接続を作成した場合は、ウォレットをダウンロードした
フォルダに移動します。
デフォルトでは、zipのファイル名は Wallet_databasename.zipです。
ウォレットの作成の詳細は、Oracle Cloud Infrastructureへの接続を参照してください。

3. ウォレットを<EPMAgentDevData\config>などの構成ディレクトリにコピーするか、
EPM_APP_DATA_HOMEの下にウォレット・ディレクトリを作成します。

4. ウォレットを選択して解凍します。

5. テキスト・エディタで tnsnames.oraファイルを開き、次の例で示すようにプロキシ・サー
ビスとプロキシ・ポートを置換して、サービスの記述にプロキシのエントリを追加します:

myadb_high = (description= (retry_count=20)(retry_delay=3)
(address=(https_proxy=myproxy.sample.com)(https_proxy_port=80)
tnsnames.oraファイルは、ローカル・ネーミング・メソッドの接続記述子にマップされた
ネットワーク・サービス名またはリスナーのプロトコル・アドレスにマップされたネット・
サービス名を含む構成ファイルです。このプロキシ情報は、そのネットワーク内でエージ
ェントを実行するために必要です。

6. tnsnames.oraファイルを保存します。
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Cloud Infrastructure (OCI)コンピュート・インスタンスへの EPM統合エージェントのデプロ
イ

Oracle Autonomous Databaseに対してデータをロードまたはライトバックする場合、Oracle
Cloud Infrastructure (OCI)コンピュート・インスタンスに EPM統合エージェントを配置できま
す。
コンピュート・ホストをプロビジョニングして管理できるように、Oracle Cloud Infrastructure
でコンピュート・インスタンスが提供されます。ホストする仮想サーバーに処理能力とメモリ
ー容量を提供するなど、コンピュートとアプリケーションの要件を満たすように、必要に応じ
てインスタンスを作成できます。インスタンスを作成した後は、コンピュータから安全にアク
セスして、再起動し、ボリュームをアタッチおよびデタッチして、完了したら終了できます。
終了すると、インスタンスのローカル・ドライブに加えた変更は失われます。
Oracle Cloud Infrastructureコンピュート・インスタンスに EPMエージェントをデプロイする
ことには、次のメリットがあります:

• 単純なインストール
• ファイアウォールやオンプレミス環境でポートを開くなどの特殊なネットワーク構成は必
要ありません。

• すべてのデータ・トラフィックはクラウド内で行われ、オンプレミス環境へのデータ転送
は発生しません。

コンピュート・インスタンスが使用されると、エージェントによって Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementと Oracle Autonomous Databaseの間の接続が確立され
ます。この手法は、お客様にソリューションのスケーラビリティと柔軟性をもたらします。引
き続き、データ統合内で Oracle Autonomous Databaseアダプタ、SQL問合せ、マッピングな
どの統合定義を作成する必要があります。

コンピュート・インスタンスの作成
EPM統合エージェントをインストールする Oracle Cloud Infrastructureコンピュート・インス
タンスを作成して、Oracle Autonomous Databaseに対してデータをロードおよびライトバッ
クします。さらに、ホスト・システムのその他のツール、ユーティリティおよびその他のリソ
ースへのローカル・アクセス権限を取得します。この実装では、セキュアな接続を確立して opc
ユーザーとしてログインするためのセキュア・シェル(SSH)クライアント・ソフトウェアを使
用します。
コンピュート・インスタンスの作成を開始する前に、次が必要になります:

• 特定のコンパートメントでコンピュート・インスタンスを管理するアクセス権、特定の
VCNおよびサブネットを使用するアクセス権および接続する専用データベースに関する
情報を表示するアクセス権を持つ Oracle Cloudユーザー・アカウント。

• Oracle Cloudコンピュート・インスタンスの作成時に使用するコンパートメント名、VCN
およびサブネット。この情報は自律型データベース管理者またはテナンシ管理者に問い合
せてください。

コンピュート・インスタンスを作成するには:

1. https://cloud.oracle.comからサインインします。
2. 「Cloud Account Name」にクラウド・アカウント名を入力して、「Next」をクリックしま
す。

3. 「User Name」にユーザー名、「Password」にパスワードを入力し、「Sign In」をクリッ
クします。
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4. Oracle Cloud Infrastructureページの左上のナビゲーション・メニューをクリックして、
上位レベルのナビゲーションの選択肢を表示します。

5. 「コンピュート」をクリックして、「コンピュート」で「インスタンス」をクリックします。
6. インスタンス・ページで、「インスタンスの作成」をクリックします。

7. コンピュート・インスタンスの作成ページで、「SSHキーの追加」ペインに移動して、「キ
ー・ペアを自動で生成」をクリックします。
SSHは、2台のコンピュータ間にセキュアな通信を提供するための、2つのキー(公開キー
および秘密キー)を使用する暗号ネットワーク・プロトコルです。SSHでは、デフォルトで
ポート 22を使用します。
秘密キーはユーザーが保持し(そのユーザー以外には公開されません)、公開キーは、通常
ssh-copy-idユーティリティを使用してサーバーに送信されます。サーバーに公開キーが
格納(および認可済としてマーク)されます。サーバーで、対応する秘密キーを持つことを証
明できるすべてのユーザーに対して、アクセスが許可されるようになります。秘密キーは
ユーザーが保持し(そのユーザー以外には公開されません)、公開キーはサーバーに送信され
ます。

8. 「秘密キーの保存」と「公開キーの保存」のオプションを選択して、後で参照可能なディレ
クトリに両方のキーを保存します。

9. 「作成」をクリックします。
10. インスタンス・ページで、インスタンスの名前をクリックして、インスタンスの詳細を表
示します。

11.「インスタンス・アクセス」の「パブリック IPアドレス」で、IPアドレスをコピーして保
存します。
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リモート・ホストに接続する場合は、パブリック IPアドレスを指定する必要があります。

WSCPを使用したコンピュート・インスタンスへの接続
セキュア・シェル(SSH)またはリモート・デスクトップ接続を使用すると、実行中のインスタ
ンスに接続できます。ほとんどの UNIX形式のシステムには、デフォルトで SSHクライアント
が含まれています。Windows 10とWindows Server 2019のシステムには、Oracle Cloud
Infrastructureで生成された SSHキーを使用してインスタンスを作成した場合に必要な
OpenSSHクライアントが含まれています。その他のWindowsバージョンでは、http://
www.putty.org。から取得可能な PuTTYと呼ばれる無料の SSHクライアントを使用して、コマ
ンド・ラインに接続できます
開始する前に、インスタンスに接続するための次の情報が必要です:

• インスタンスのパブリック IPアドレス。コンソールのインスタンス詳細ページからアド
レスを取得できます。ナビゲーション・メニューを開き、「コンピュート」をクリックしま
す。「コンピュート」で、「インスタンス」をクリックします。次に、インスタンスを選択
します。または、コア・サービス APIの ListVnicAttachmentsと GetVnicの操作を使用でき
ます。

• インスタンスのデフォルトのユーザー名。Linux、CentOSまたはWindowsのプラットフォ
ーム・イメージを使用してインスタンスを起動した場合、ユーザー名は opcです。Ubuntu
のプラットフォーム・イメージを使用してインスタンスを起動した場合、ユーザー名は
ubuntuです。

• Linuxインスタンスの場合: インスタンスの起動時に使用した SSHキー・ペアの秘密キー部
分のフルパス。キー・ペアの詳細は、Linuxインスタンスでのキー・ペアの管理を参照して
ください。

• Windowsインスタンスの場合: 初めてインスタンスに接続する場合は、インスタンスの初
期パスワードが必要です。コンソールのインスタンス詳細ページからパスワードを取得で
きます。

コンピュート・インスタンスに接続するには:

1. WinSCPを起動します。
2. WinSCPページで、「Session」、「New Session」の順に選択します。
3. Loginページの「Host Name」に、コピーして保存したパブリック IPアドレスを入力しま
す。

4. 「Port」番号では、デフォルト値の 22のままにします。
5. 「User name」に、opcと入力します。

opcユーザーは、バックアップやパッチ適用などの、コンピュート・ノードへのルート・
アクセスが必要な操作を実行できます。このユーザーは、sudoコマンドを使用して、コン
ピュート・インスタンスへのルート・アクセス権を取得できます。
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6. 「Advanced」ドロップダウンから、「Advanced」を選択します。
7. Advanced Site Settingsページで、「Connection」、「Proxy」の順に選択します。
8. 「Proxy Type」ドロップダウンから、「HTTP」を選択します。
9. 「User name」に、お客様のプロキシ・サーバーを入力します。
10.「Port」番号では、80のポート番号を維持します。
11.「SSH」、「Key exchange」、「Authentication」の順にクリックします。
12.「Private key file」で、 をクリックして、保存した秘密キーに移動します。
13.「OK」をクリックします。
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14. Loginページで、「Login」をクリックします。
opcのログイン情報を認証しているメッセージが表示されます。

Puttyを使用したコンピュート・インスタンスへの接続
セキュア・シェル(SSH)またはリモート・デスクトップ接続を使用すると、実行中のインスタ
ンスに接続できます。ほとんどの UNIX形式のシステムには、デフォルトで SSHクライアント
が含まれています。Windows 10とWindows Server 2019のシステムには、Oracle Cloud
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Infrastructureで生成された SSHキーを使用してインスタンスを作成した場合に必要な
OpenSSHクライアントが含まれています。その他のWindowsバージョンでは、http://
www.putty.org。から取得可能な PuTTYと呼ばれる無料の SSHクライアントを使用して、コマ
ンド・ラインに接続できます
開始する前に、インスタンスに接続するための次の情報が必要です:

• インスタンスのパブリック IPアドレス。コンソールのインスタンス詳細ページからアド
レスを取得できます。ナビゲーション・メニューを開き、「コンピュート」をクリックしま
す。「コンピュート」で、「インスタンス」をクリックします。次に、インスタンスを選択
します。または、コア・サービス APIの ListVnicAttachmentsと GetVnicの操作を使用でき
ます。

• インスタンスのデフォルトのユーザー名。Linux、CentOSまたはWindowsのプラットフォ
ーム・イメージを使用してインスタンスを起動した場合、ユーザー名は opcです。Ubuntu
のプラットフォーム・イメージを使用してインスタンスを起動した場合、ユーザー名は
ubuntuです。

• Linuxインスタンスの場合: インスタンスの起動時に使用した SSHキー・ペアの秘密キー部
分のフルパス。キー・ペアの詳細は、Linuxインスタンスでのキー・ペアの管理を参照して
ください。

• Windowsインスタンスの場合: 初めてインスタンスに接続する場合は、インスタンスの初
期パスワードが必要です。コンソールのインスタンス詳細ページからパスワードを取得で
きます。

コンピュート・インスタンスに接続するには:

1. PuTTYを起動します。
2. Basicページの「Host Name」に、コンピュート・インスタンスの作成時にコピーして保
存したパブリック IPアドレスを入力します。

3. 「Port」番号では、デフォルト値の 22のままにします。
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4. 「Connection」の「Data」の「Auto-login user name」に、opcと入力します。
opcユーザーは、バックアップやパッチ適用などの、コンピュート・ノードへのルート・
アクセスが必要な操作を実行できます。このユーザーは、sudoコマンドを使用して、コン
ピュート・インスタンスへのルート・アクセス権を取得できます。
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5. 「Connection」の「Proxy」の「Proxy Type」で、「HTTP」を選択します。
6. 「Proxy hostname」に、お客様のプロキシ・サーバーのアドレスを入力します。
7. 「Port」番号では、80のポート番号を維持します。
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8. 「Connection」の「+SSH」を展開して「Auth」を選択します。
9. 「Private key file for authentication」に、コンピュート・インスタンスの作成時に受け取
った秘密キーを入力します。

をクリックして、保存した秘密キーに移動することもできます。
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10.「Open」をクリックして、コンピュート・インスタンスを起動します。
次の例では、エージェントがすでに「Compute」インスタンスにインストールされて、開
始されています。
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コンピュート・インスタンス上での EPM統合エージェントの構成
Oracle Cloudコンピュート・インスタンスを作成したら、それに接続して、EPM統合エージェ
ントおよびその他の関連コンポーネントを転送してインストールする必要があります。

Note:

この実装では、セキュアな接続を確立して opcユーザーとしてログインするためのセ
キュア・シェル(SSH)クライアント・ソフトウェアを使用します。

コンピュート・インスタンス・システムの作成を開始する前に、次が必要になります:

• 特定のコンパートメントでコンピュート・インスタンスを管理するアクセス権、特定の
VCNおよびサブネットを使用するアクセス権および接続する専用データベースに関する
情報を表示するアクセス権を持つ Oracle Cloudユーザー・アカウント。

• Oracle Cloudコンピュート・インスタンスの作成時に使用するコンパートメント名、VCN
およびサブネット。この情報は自律型データベース管理者またはテナンシ管理者に問い合
せてください。

• コンピュート・インスタンスで EPM統合エージェントをインストールして構成する場合
は、次のファイルが必要です:

– EPMAgent.zip

– ウォレット
– Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementで使用する SSL証明書

• ファイルを転送するためのWinSCP。WinSCPは、https://winscp.net/eng/index.phpから入
手できる無料ダウンロードです

コンピュート・インスタンスで EPM統合エージェントを構成するには:
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1. ホスト名、ユーザー名、パスワードおよび SSHキーを使用してコンピュート・インスタン
スに接続します。
コンピュート・インスタンスへの接続の詳細は、Puttyを使用したコンピュート・インスタ
ンスへの接続またはWSCPを使用したコンピュート・インスタンスへの接続を参照してく
ださい。
その他の接続情報はインスタンスへの接続に記載されています。

2. OCI yumサービスから利用可能な RPMを使用して、OCIコンピュート・シェイプで実行
されている Oracle Linuxに Oracle Javaをインストールします。
Oracle Javaのインストールの詳細は、Oracle Cloud Infrastructureへの Oracle Javaのイン
ストール方法。を参照してください

3. ホスト名、ユーザー名およびパスワードを指定し、「ログイン」をクリックして、WinSCP
にログインします。
WinSCPが開き、Windowsファイル・エクスプローラに似たディレクトリ構造が表示され
ます。

4. 次のファイルを、ソース・ディレクトリからコンピュート・インスタンスのディレクトリ
にドラッグ・アンド・ドロップして転送します:

• EPMAgent.zip。
最新の EMPAgent.zipは、データ統合でローカル・ネットワークからダウンロードでき
ます。詳細は、EPMAgent ZIPのダウンロードを参照してください。

• ウォレット—ウォレット・ファイルには、Autonomous Databaseサービス・コンソー
ルからのクライアント資格証明が格納されます。
ウォレットの詳細は、Oracle Cloud Infrastructureへの接続を参照してください。

• SSL証明書—Cloud EPMで使用される証明書。
証明書は、Cloud EPMと EPM統合エージェント間の暗号化された接続を使用可能に
するのに必要です。
オプションで、scpコマンド・ライン・ユーティリティを使用して、ローカル・システ
ムからリモート・システムにファイルおよびディレクトリを安全にコピーすることも
できます。SCPコマンド構文のフォーマットは次のとおりです: scp [OPTION]
[user@]SRC_HOST:]file1 [user@]DEST_HOST:]file2
Linuxおよび Macで、この構成に必要な EPM統合エージェント・コンポーネントを転
送する際に使用できるサンプルの scpコマンドを次に示します。
scp -i /Users/Oracle/Documents/oci/ssh-key-private.key epmagent.jar
opc@<OCI INSTANCE PUBLIC IP ADDRESS>:/home/opc/epmagent.jar
scp -i /Users/Oracle/Documents/oci/compute/ssh-key- private.key epm.cer
opc@<OCI INSTANCE PUBLIC IP ADDRESS>:/home/opc/epm.cer
scp -i /Users/Oracle/Documents/oci/compute/ssh-key- private.key Wallet-
epm.zip opc@<OCI INSTANCE PUBLIC IP ADDRESS>:/home/opc/Wallet-epm.zip

5. 宛先フォルダに EPMAgent.zipを抽出します。
通常、宛先フォルダは<AGENT_HOME>です。

6. ウォレットを構成ディレクトリにコピーするか、<EPMAgentDevData\config>または
<EPM_APP_DATA_HOME>にウォレット・ディレクトリを作成して、解凍します。

7. 証明書を<EPM_AGENT_HOME/cert>ディレクトリにコピーします。
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8. コンピュート・インスタンスでエージェントを開始します。
詳細は、EPM統合エージェントの開始を参照してください。

Oracle Autonomous Databaseから Cloud EPMへのデータのロード
Oracle Autonomous Databaseでデータベースに対してリレーショナル・データベース SQL問
合せを実行して Oracle Autonomous Databaseからデータを抽出し、ローカル・ネットワーク
の EPM統合エージェントを使用して Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementにデータまたはメタデータをロードできます。
EPM統合エージェントは、統合用のデータ・ソースとして定義され、実行されると、後でマッ
プして選択したターゲット・アプリケーションにロードされるデータを提供します。
データをロードする前提条件として、Oracle Autonomous Databaseに接続する必要がありま
す。また、Oracleウォレットをすでにダウンロードしている必要があります。ウォレットによ
り、複数のドメインにまたがるデータベース資格証明を管理するためのシンプルで簡単な方法
が提供されます。
Oracle Autonomous Databaseから Cloud EPMにデータをロードするには:

1. データ統合で、問合せ定義を作成し、SQL問合せを保存します。
これを行うには、SQL問合せの作成を参照してください。
データ統合に SQL問合せをすでに登録している場合は、このステップをスキップします。

2. ソース・データから 1つのヘッダー行を含むファイルを作成します。
ヘッダー行は、ターゲット・ディメンションのディメンション名と完全に一致する必要が
あります。ディメンション名への SQL問合せに列名の別名を使用できます。

3. ファイルを、ヘッダー行を持つ CSVフォーマット・ファイルとして保存します。
アプリケーションを登録するとき、ファイル・ブラウザを使用してファイルをアップロー
ドします。

4. Oracle Autonomousデータ・ソース・アプリケーションを登録します:

a. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択し
ます。
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b. アプリケーション・ページで、 をクリックします。
c. アプリケーションの作成の「カテゴリ」から、「データ・ソース」を選択します。
d. 「タイプ」から「Oracle Autonomous Database」を選択します。
e. 「ファイル」から、ステップ 8で作成したファイルを選択します。

をクリックし、ファイル・ブラウザ・ページでファイルを参照します。
f. 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。
たとえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、
接頭辞としてイニシャルを割り当てることができます。

g. 「OK」をクリックし、「保存」をクリックします。

5. 「OK」をクリックし、「保存」をクリックします。
6. アプリケーション・ページで、Oracle Autonomousデータ・ソース・アプリケーションの
横にある をクリックして、「アプリケーション詳細」を選択します。

7. アプリケーション詳細ページで、「オプション」タブをクリックします。
8. データ抽出問合せで、ファイルに対して実行する SQL問合せの名前を指定します。
9. 「区切り文字」で、ファイルで使用する区切り文字のタイプを選択します。
使用可能な区切り記号は次のとおりです:

• カンマ(,)

• 感嘆符(!)

• セミコロン(;)
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• コロン(:)

• 垂直棒(|)

10. 資格証明ストアで、EPM統合エージェントで使用する資格証明ストアのタイプを指定しま
す。
資格証明ストアの使用可能なタイプは次のとおりです:

• クラウド
• ファイル
「クラウド」資格証明ストア・タイプの場合は、アプリケーションにユーザー名/パスワー
ド/接続文字列を格納します。
「ファイル」資格証明ストア・タイプの場合は、Oracle Autonomous Database接続用の
JDBC URL、ユーザー名およびパスワードを格納するファイルを作成します。URLフォー
マットには、JDBC URL、ウォレット・フォルダへのパス、ユーザー名およびパスワード
が含まれる必要があります。ファイル名は appname.credという名前で、configディレク
トリに格納する必要があります。
ファイルには、次の行が含まれる必要があります:

jdbcurl=jdbc:oracle:thin:@<tns_name>?TNS_ADMIN=<path_to_wallet_folder>

.credファイルのエントリの例は次のようになります:

jdbcurl=jdbc:oracle:thin:@epmdevdb0_low?TNS_ADMIN=C:\ATP 
Connection\epmdevdb0_wallet
username=apps
password=w+Sz+WjKpL8[

Note:

両方の資格証明ストア・タイプで使用するパスワードは暗号化されている必要が
あります。
タイプが「クラウド」ストアの場合は、ユーザー・インタフェースにパスワード
を通常の方法で入力します。システムによってパスワードが暗号化され格納され
ます。
タイプが「ファイル」ストアの場合は、encryptpasswordユーティリティを使用
してパスワードを暗号化し、ファイルにパスワードを格納する必要があります。
パスワードの暗号化の詳細は、Cloud EPMユーザー・パスワードの暗号化を参照
してください。

11.「ユーザー名」に、Oracle Autonomous Databaseに接続するために使用したユーザー名を
指定します。
SQL Developerを使用して Oracle Autonomous Databaseに接続する場合は、SQL
Developerのユーザー名とパスワードを指定します。

12.「パスワード」に、Oracle Autonomous Databaseに接続するために使用したパスワードを
指定します。

13. サービス名に、サービス名を指定します。
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tnsnames.oraファイルを開き、接続に関連するサービス名を選択して、サービス名を確認
できます。サービス名は、接続記述子に含まれるデータベース・ネットワーク・アドレス
にマップされた別名です。
データベースに接続する場合は、サービス名を選択する必要があります。Autonomous
Data Warehouse接続のサービス名のフォーマットは、次のとおりです:

• databasename_high

• databasename_medium

• databasename_low

これらのサービスは、LOW、MEDIUMおよび HIGHのコンシューマ・グループにマップされま
す。
たとえば、Data Warehouseのワークロード・タイプで Autonomous Databaseを作成し、
データベース名として DB2020を指定する場合、サービス名は次のとおりです:

• db2020_high

• db2020_medium

• db2020_low

db2020_lowサービスを使用して接続する場合、接続では LOWのコンシューマ・グループが
使用されます。
これらのコンシューマ・グループの基本特性は、次のとおりです:

• HIGH: 多くのリソース、最も低い同時実行性。問合せは並列で実行されます。
• MEDIUM: 比較的少ないリソース、比較的高い同時実行性。問合せは並列で実行されま
す。
MEDIUMのサービス同時実行性の制限を変更できます。詳細は、MEDIUMのサービス
同時実行性の制限の変更を参照してください。

• LOW: 最も少ないリソース、最も高い同時実行性。問合せは順次実行されます。
14.「フェッチ・サイズ」で、問合せに対する各データベースのラウンド・トリップでフェッチ
される(ドライバで処理される)行数を指定します。

15.「ウォレットの場所」に、EPM統合エージェント・サーバーの、ウォレットをダウンロー
ドして解凍したディレクトリのロケーションを指定します。

16.「保存」をクリックします。
17. 次を完了して、Oracle Autonomous Databaseデータ・ソースと Cloud EPMの統合を終了
します:
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タスク 説明 詳細情報
全般 ファイルベース統合および直接統合のソースの

統合を追加または編集します。

Note:

同じロケーションが使用されていて
も、ターゲット・アプリケーションが
オンプレミス・ソースから Oracle
Autonomous Databaseソースに変更
されている Oracle Autonomous
Database統合を編集すると、統合は
実行時に失敗します。

データ統合の定義

ディメンションの
マッピング

データ・ソースの列をターゲット・アプリケーシ
ョンのディメンションにマッピングします。

ディメンションのマッピン
グ

メンバーのマッピ
ング

ディメンションをマッピングして、ソース・フィ
ールドの値をターゲット・ディメンション・メン
バーに変換する方法を指定します。

メンバーのマッピング

オプション データをインポートおよびエクスポートするた
めのオプションを定義します。また、ソース・フ
ィルタを定義します。

データ統合オプションの設
定

統合の実行 統合が実行されると、EPM統合エージェントに
よってエクスポート・プロセスが Cloud EPMで
開始されます。エージェントによってエクスポ
ート・データがダウンロードされます。また、選
択した方法に基づいて、エージェントによって適
切な INSERT文が作成され、データがターゲット
表にロードされます。
出力ファイルを「プロセスの詳細」からダウンロ
ードして、エクスポートされたデータを確認でき
ます。ライトバックのデータベース列名は、次に
示すように、生成されたファイル内で列ヘッダー
として指定されています。

詳細は、統合の実行を参照し
てください

Cloud EPMから Oracle Autonomous Databaseへのデータのライトバック
EPM統合エージェントでは、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementアプ
リケーションからローカル・ネットワークの Oracle Autonomous Databaseへのデータの移動
を可能にすることによって、ライトバックがサポートされます。この機能を使用するには、
Oracle Autonomous Databaseの選択したレポート用データ・ウェアハウスにデータをエクス
ポートするデータ・エクスポート・アプリケーションを登録します。
また、エージェントは、BefExportと AftExportという 2つのイベント・スクリプトをライト
バックの実行中に実行できます。BefExportイベントを使用すると、表にデータを挿入する前
にアクションを実行するか、またはデフォルトの挿入処理を上書きできます。AftExportイベ
ントを使用すると、表にデータを挿入した後で、処理後のクリーンアップを実行できます。
ライトバック機能は、SYNCモードと ASYNCモードの両方で実行されているエージェントに
対してサポートされています。
Oracle Autonomous Databaseにデータをライトバックするには:

1. データ統合で、ライトバックするソース・データから 1つのヘッダー行を含むファイルを
作成します。
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ヘッダー行は、ターゲット・ディメンションのディメンション名と完全に一致する必要が
あります。ディメンション名への SQL問合せに列名の別名を使用できます。

2. ファイルを、ヘッダー行を持つ CSVフォーマット・ファイルとして保存します。
アプリケーションを登録するとき、ファイル・ブラウザを使用してファイルをアップロー
ドします。

3. Oracle Autonomous Databaseへのデータ・エクスポートのタイプを指定して、データ・
エクスポート・アプリケーションを登録します。
a. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」から、「アプリケーション」を選択し
ます。

b. アプリケーション・ページで、 をクリックします。
c. 「アプリケーションの作成」の「カテゴリ」で、「データ・エクスポート」を選択しま
す。

d. 「タイプ」から Oracle Autonomous Databaseへのデータ・エクスポートを選択しま
す。

e. 「ファイル」から、ステップ 2で作成したファイルを選択します。
をクリックし、ファイル・ブラウザ・ページでファイルを参照します。

f. 「接頭辞」で、アプリケーション名を一意にする接頭辞を指定します。
接頭辞はアプリケーション名と連結されて、一意のアプリケーション名を形成します。
たとえば、アプリケーションに既存のアプリケーションと同じ名前を付ける場合は、
接頭辞としてイニシャルを割り当てることができます。
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g. 「OK」をクリックし、「保存」をクリックします。
4. アプリケーション・ページで、Oracle Autonomous Databaseへのデータ・エクスポート・
ソース・アプリケーションの横にある をクリックして、「アプリケーション詳細」を選
択します。

5. Oracle Autonomous Databaseへのデータ・エクスポート・ソース・アプリケーションのア
プリケーション詳細の「ディメンション」タブに移動し、ヘッダー・レコードの列名がデ
ータのロード先の表の列名または列別名と完全に一致することを確認します。
名前の大文字と小文字は区別されます。
詳細は、ライトバックのアプリケーション詳細ディメンションの設定を参照してください。

6. アプリケーション詳細ページで、「オプション」タブをクリックします。
7. 「バッチ・サイズ」で、ファイルからメモリーに一度に読み込まれる行数を指定します。
このパラメータは主にパフォーマンスのために使用されます。データがロードされると
き、この設定により、キャッシュに格納されるレコード数が決まります。たとえば、1000
を指定すると、1,000件のレコードがキャッシュに格納されます。同様に、5000を指定す
ると、5,000件のレコードがキャッシュに格納されてコミットされます。
この設定をサーバー・メモリーによって決定し、必要に応じて調整します。

8. 「表名」で、データのロード先の表名を指定します。
オンプレミスへのデータ・エクスポート・アプリケーションのディメンションの名前は、
表の列の名前と一致している必要があります。データをロードする INSERT文が自動的に
生成され、すべてのフィールドのテキストが挿入されます。
このフィールドで表名を指定する場合は、挿入問合せフィールドで INSERT文を指定しな
いでください。

9. 挿入問合せで、問合せ定義ページで作成されるカスタム INSERT文に関連付ける SQL問合
せの名前を指定します。
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INSERT問合せには、値の表および列とアプリケーションのディメンション名が含まれて
いる必要があります。この方法を使用すると、わかりやすいディメンション名を付けるこ
とができ、TO_DATE、TO_NUMBERなどの SQL関数およびデータ型変換などの文字列演
算を実行するその他の関数を使用することもできます。詳細は、カスタム INSERT問合せ
でのライトバックを参照してください。
INSERT問合せを指定する場合は、「表名」フィールドで表名を指定しないでください。

10. 資格証明ストアで、EPM統合エージェントで使用する資格証明ストアのタイプを指定しま
す。
資格証明ストアの使用可能なタイプは次のとおりです:

• クラウド
• ファイル
「クラウド」資格証明ストア・タイプの場合は、アプリケーションにユーザー名/パスワー
ド/接続文字列を格納します。
「ファイル」資格証明ストア・タイプの場合は、Oracle Autonomous Database接続用の
JDBC URL、ユーザー名およびパスワードを格納するファイルを作成します。URLフォー
マットには、JDBC URL、ウォレット・フォルダへのパス、ユーザー名およびパスワード
が含まれる必要があります。ファイル名は appname.credという名前で、configディレク
トリに格納する必要があります。
ファイルには、次の行が含まれる必要があります:

jdbcurl=jdbc:oracle:thin:@<tns_name>?TNS_ADMIN=<path_to_wallet_folder>

.credファイルのエントリの例は次のようになります:

jdbcurl=jdbc:oracle:thin:@epmdevdb0_low?TNS_ADMIN=C:\ATP 
Connection\epmdevdb0_wallet
username=apps
password=w+Sz+WjKpL8[

ノート:

両方の資格証明ストア・タイプで使用するパスワードは暗号化されている必要が
あります。
タイプが「クラウド」ストアの場合は、ユーザー・インタフェースにパスワード
を通常の方法で入力します。システムによってパスワードが暗号化され格納され
ます。
タイプが「ファイル」ストアの場合は、encryptpasswordユーティリティを使用
してパスワードを暗号化し、ファイルにパスワードを格納する必要があります。
パスワードの暗号化の詳細は、Cloud EPMユーザー・パスワードの暗号化を参照
してください。

11.「ワークフロー・モード」で、データがどのようにロードされるかの方法を指定します。
デフォルトでは、データ管理のデータ・ロード・プロセスは、データ・ロード・プロセス
の完全監査を行い、ワークベンチでデータをドリルダウンして表示できる、適切に定義さ
れたプロセス・フローを使用して設計されています。ただし、完全データ・フローは、監
査目的でデータをアーカイブするため、処理時間が長くなる可能性があります。ワークフ

第 18章
EPM統合エージェントを使用した Cloud EPMとオンプレミス間の接続

18-120



ロー・モード・オプションによって、大量のデータを処理するとき、または監査が不要で、
パフォーマンスが重要な要件の場合に、柔軟な解決策を提供できます。
次の 3つのワークフロー・モード・オプションがあります。
• 完全
• 完全、アーカイブなし
• 単純
「完全」オプションは、データをロードする際のデフォルト・フローです。データはステー
ジング表間で標準的な方法でロードされ、データをワークベンチに表示でき、ドリルダウ
ンがサポートされています。
「完全、アーカイブなし」オプションの場合は、「完全」モードと同じ方法でデータがロー
ドされますが、データ・ロード・プロセスの最後にステージング表からデータが削除され
ます。インポート・ステップの後にのみ、データをワークベンチに表示できます。「完全、
アーカイブなし」モードでは、ドリルダウンは使用できません。この方法は、ロード・プ
ロセス時にデータを確認して検証するが、監査やドリルダウンは必要でない場合に便利で
す。
この方法を使用してもパフォーマンスは向上しませんが、データを今後の参照のために保
持しないため、使用領域が制限されます。
「単純」オプションの場合は、ステージング表間のデータの移動を制限します。ドリルダウ
ンは使用できず、データをワークベンチに表示できません。この方法を使用するとパフォ
ーマンスが向上し、監査やドリルダウンが必要でない場合に便利です。
「単純」オプションの場合は、ステージング表間のデータの移動を制限します。ドリルダウ
ンは使用できず、データをワークベンチに表示できません。この方法を使用するとパフォ
ーマンスが向上し、監査やドリルダウンが必要でない場合に便利です。

12.「ユーザー名」に、Oracle Autonomous Databaseに接続するために使用したユーザー名を
指定します。
SQL Developerを使用して Oracle Autonomous Databaseに接続する場合は、SQL
Developerのユーザー名とパスワードを指定します。

13.「パスワード」に、Oracle Autonomous Databaseに接続するために使用したパスワードを
指定します。

14. サービス名に、サービス名を指定します。
tnsnames.oraファイルを開き、接続に関連するサービス名を選択して、サービス名を確認
できます。サービス名は、接続記述子に含まれるデータベース・ネットワーク・アドレス
にマップされた別名です。
データベースに接続する場合は、サービス名を選択する必要があります。Autonomous
Data Warehouse接続のサービス名のフォーマットは、次のとおりです:

• databasename_high

• databasename_medium

• databasename_low

これらのサービスは、LOW、MEDIUMおよび HIGHのコンシューマ・グループにマップされま
す。
たとえば、Data Warehouseのワークロード・タイプで Autonomous Databaseを作成し、
データベース名として DB2020を指定する場合、サービス名は次のとおりです:

• db2020_high

• db2020_medium
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• db2020_low

db2020_lowサービスを使用して接続する場合、接続では LOWのコンシューマ・グループが
使用されます。
これらのコンシューマ・グループの基本特性は、次のとおりです:

• HIGH: 多くのリソース、最も低い同時実行性。問合せは並列で実行されます。
• MEDIUM: 比較的少ないリソース、比較的高い同時実行性。問合せは並列で実行されま
す。
MEDIUMのサービス同時実行性の制限を変更できます。詳細は、MEDIUMのサービス
同時実行性の制限の変更を参照してください。

• LOW: 最も少ないリソース、最も高い同時実行性。問合せは順次実行されます。
15.「ウォレットの場所」に、EPM統合エージェント・サーバーの、ウォレットをダウンロー
ドして解凍したディレクトリのロケーションを指定します。

16. 勘定科目データをエクスポート前に要約し、結果を 1つ以上の列にグループ化する場合は、
データの累計で、「はい」と入力します。
勘定科目データをエクスポート前に要約せず、結果を 1つ以上の列にグループ化しない場
合は、「いいえ」と入力します。

17.「保存」をクリックします。
18. 次のタスクを完了して、Cloud EPMアプリケーションを Oracle Autonomous Databaseへ
のデータ・エクスポート・アプリケーションと統合します。

タスク 説明 詳細情報
全般 ファイルベース統合および直接

統合のソースの統合を追加また
は編集します。

データ統合の定義

ディメンションのマッピング データ・ソースの列をターゲッ
ト・アプリケーションのディメ
ンションにマッピングします。

ディメンションのマッピング

メンバーのマッピング ディメンションをマッピングし
て、ソース・フィールドの値を
ターゲット・ディメンション・
メンバーに変換する方法を指定
します。

メンバーのマッピング

オプション データをインポートおよびエク
スポートするためのオプション
を定義します。また、ソース・
フィルタを定義します。

データ統合オプションの設定
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タスク 説明 詳細情報
統合の実行 統合が実行されると、EPM統合

エージェントによってエクスポ
ート・プロセスが Cloud EPMで
開始されます。エージェントに
よってエクスポート・データが
ダウンロードされます。また、
選択した方法に基づいて、エー
ジェントによって適切な
INSERT文が作成され、データが
ターゲット表にロードされま
す。
出力ファイルを「プロセスの詳
細」からダウンロードして、エ
クスポートされたデータを確認
できます。ライトバックのデー
タベース列名は、次に示すよう
に、生成されたファイル内で列
ヘッダーとして指定されていま
す。

統合の実行

EPM統合エージェントのコンテキスト関数
EPM統合エージェント APIのコンテキスト関数は、スクリプト・ライターの重要なコンテキス
ト情報を提供するのに使用できます。
コンテキスト関数は次のとおりです:

関数 説明
agentContext["JOBTYPE"] エージェントで実行されるジョブ・タイプを提供し

ます。現時点では、JOBTYPEプロセスは EXTRACT
および DRILLです。
ドリル・スルー操作を実行するとき、エージェント
は、カスタム問合せを実行するコードを使用するか
わりに、問合せを実行する必要があります。抽出を
実行するとき、スクリプトを使用して問合せを直接
実行し、出力ファイルを作成してから、最終的に
Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementにアップロードするためにエージェ
ントによって選択されるデータ・ディレクトリにそ
のファイルを保存できます。(これには、
skipAction() APIの使用も必要です。)
ドリル操作では、エージェントがデータ・ディレク
トリからファイルを選択するのではなく、定義済接
続を使用して問合せを実行する必要があります。
このため、別の問合せを使用する場合、
agentAPI.UpdateQuery()メソッドを使用して問
合せを更新し、必要に応じて
setCustomConnection() APIを使用してエージ
ェント接続情報を更新する必要があります。その
後、エージェントは問合せ出力をファイルではなく
JSONペイロードでクラウドに渡します。

agentContext["EPM_APP_DATA_HOME"] EPM統合エージェントの開始時に使用する INIフ
ァイルに指定されたデータ・ホームを提供します。

agentContext["DELIMITER"] Cloud EPMからデータ・ソース・エントリの一部
として指定したファイル区切り文字を提供します。
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関数 説明
agentContext["DATAFILENAME"] Cloud EPMにアップロードされるファイルのパス

と名前を提供します。ファイル名を手動で作成す
るかわりに、この関数を使用します。

agentContext["JOBID"] Cloud EPMに送信された統合からのジョブ IDを
提供します。

agentContext["INTEGRATION"] 実行される INTEGRATIONの名前を提供します。
agentContext["WRITEBACK_DATA_FILE"] Cloud EPMからダウンロードされるライトバッ

ク・データ・エクスポート・ファイルのパスおよび
名前を提供します。ファイル名を手動で作成する
かわりに、この関数を使用します。

agentContext["LOCATION"] Cloud EPMに送信された統合からのロケーション
を提供します。

agentContext["SOURCE_APPLICATION"] Cloud EPMに送信された統合からのソース・アプ
リケーションを提供します。

agentContext["TARGET_APPLICATION"] Cloud EPMに送信された統合からのターゲット・
アプリケーションを提供します。

EPM統合エージェント・スクリプト例
次のスクリプト例は、為替レートを提供し、Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance
Managementの「データ交換」セクションに定義された統合によって処理可能なフォーマット
でデータのアップロードを準備する外部 APIを呼び出す方法を示します。Cloud EPMの設定
ステップでは、エージェント・インスタンスを統合データ・ソースとして使用し、EPMアプリ
ケーションをターゲットとして使用します。このスクリプトは例としてのみ提供されており、
障害に対する保証はされず、ユーザーはこのスクリプトに関連する質問や問題について Oracle
サポートにサービス・リクエストを提出できません。
''' This jython script calls an external API to get exchange rates, and then 
generates a file which is picked up by the EPM Integration Agent '''

import json
import urllib2

''' Turn off SQL processing by AGENT '''

agentAPI.skipAction('true')

''' Set Proxy for HTTP call. Needed when connected via VPN ''' 

proxy = urllib2.ProxyHandler({'http': 'www-proxy.example.com:80' 'https': 
'www-proxy.example.com:80'})
opener = urllib2.build_opener(proxy) urllib2.install_opener(opener)

''' Set up URL for rates download.  Please see the URL for additional 
information in regards to options. ''' 

currency = 'USD'
ratesurl = 'https://api.exchangeratesapi.io/latest?base=' + currency
fxrates = urllib2.urlopen(ratesurl)
text = json.loads(fxrates.read())
allrates = text['rates']
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agentAPI.logInfo("Jython Script - RateExtract: URL - " + str(ratesurl))

''' Generate file for loading into the EPM Cloud '''

outfilename = agentContext["DATAFILENAME"]
outfile = open(outfilename, "w")

''' Generate header row '''

outfile.write("Account,Currency,Entity,From Currency,Scenario,View,Rate" + 
chr(10))

''' Generate a row for each rate '''

for toCur,toRate in allrates.iteritems():
    mystr = "Ending Rate" + "," + str(toCur) + "," + "FCCS_Global 
Assumptions" + "," + "FROM_" + str(currency) + "," + "Actual" + "," + 
"FCCS_Periodic" + "," + str(toRate) + chr(10)
    outfile.write(mystr)

outfile.close() 

agentAPI.logInfo("Jython Script - RateExtract: Output File Name - " + 
str(outfilename))
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A
データ統合でのパフォーマンス・チューニング

データ統合では、マルチステップのワークフローを使用してデータを変換し、Oracle Fusion
Cloud Enterprise Performance Managementビジネス・プロセスにロードします。ワークフロ
ーの各ステップはこのプロセスを制御および管理するために使用され、各ステップはプロセス
全体の全体的なパフォーマンスに貢献します。データ統合内では、顧客のパフォーマンス要件
を満たすようにワークフローと変換ステップを調整するためのユーザーが選択できるオプショ
ンが用意されています。
ワークフロー・プロセスの概要は次のとおりです:

プロセス全体を調整するには、各ステップを分析して、必要な詳細レベル、データ量、データ
変換およびドリル・スルー要件を決定する必要があります。これらの要因がデータ統合で選択
および構成されたオプションを推進し、目的の結果をもたらします。次のステップの例では、
ワークフロー・タイプとして「完全」ワークフロー・モードを使用し、「数値データのみ」のロ
ード方法を使用します。

ジョブ・ログの分析
チューニング作業の開始点はジョブ・ログです。統合が完了すると、実行ダイアログまたはプ
ロセスの詳細ページからジョブ・ログをダウンロードできます。ジョブ・ログを効果的に分析
するには、次のようなデータ統合プロセスの各ステップを理解することが重要です:

• ステップ 1: TDATASEG_T表へのファイルのステージングおよびロード
• ステップ 2: 以前のデータ・ロードのクリーンアップ
• ステップ 3: マッピング・ルールの処理
• ステップ 4: TDATASEGの以前の統合のクリーンアップ
• ステップ 5: TDATASEG_Tから TDATASEGへのマッピング結果のコピー
• ステップ 6: マッピング結果の検証
• ステップ 7: ファイルの生成とターゲットへのロード
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ジョブ・ログの追加情報は次を参照してください: ジョブ・ログに関するその他の考慮事項

ステップ 1: TDATASEG_T表へのファイルのステージングおよび
ロード

このステップを使用して、処理のためにシステムを初期化し、マッピングに使用される一時表
にソース・データをロードします。百万行のデータ・ファイルのサンプル・ログ・ファイルの
セクションを次に示します:

この例では、プロセスは 22:33:16,523としてログ・レベル 5で開始されました。チューニング
およびデバッグ時には、ログ・レベル 5を使用して処理実行の詳細全体を表示することをお薦
めします。次の図は、TDATASEG_T表へのロードの完了を示しています。

ログは、1,048,576行がロードされ、0行が拒否されたことを示しています。マッピング前のス
テージングとファイル・ロードのおおよその時間は 4分 16秒でした。ファイルベース・ロー
ドではこのステップに関して調整できるものはないため、これはプロセス全体の固定構成要素
です。ユーザーは、ロード・プロセス時に選択したイベント中に実行するビジネス・ルールを
指定できることに注意してください。ビジネス・ルールを含めた場合は、これらのパフォーマ
ンスも要求どおりであることを確認します。ビジネス・ルールのパフォーマンスはデータ統合
によって制御されないため、それらがパフォーマンスの問題の原因となっている場合は、ター
ゲット・アプリケーションで調整する必要があります。
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ステップ 2: 以前のデータ・ロードのクリーンアップ
このステップを使用して、次に示すように、TDATASEG_T表と AIF_PROCESS_PERIODS表
のデータをクリーンアップします:

TDATASEG_Tのデータは日次メンテナンス・ウィンドウ中にクリアされます。再起動後にプ
ロセスを実行している場合、このステップは非常に短時間で完了しますが、後続のロードは速
度が遅くなる可能性があります。「完全」ワークフロー・モードでは、TDATASEG_Tのデータ
は実行の最後に削除されます。「単純」ワークフローでは、実行の最後に削除されません。前回
の実行で百万行を超える行がある場合、バッチ削除が実行されますが、これは単独の削除より
も時間がかかります。

ステップ 3: マッピング・ルールの処理
マッピング・プロセスでは、チューニングによって結果を改善でき、ユーザーはプロセスの速
度を制御できます。ログ・ファイルには、処理されたマッピング・ルールとともに、マッピン
グ・ルールの処理に使用された SQLが表示されます。
これらの例では、ワイルドカード「*から*へ」マッピング・ルールが各ディメンションに使用
されており、これらはユーザーが実装できる最も時間のかかるルールです。「*から*へ」ルール
ごとにデータ・セットのフルパスが実行されるため、百万行のデータ・セットがあって 5つの
「*から*へ」マッピング・ルールがある場合、5百万行のデータベース読取りが行われます。行
数が増えると、マッピング時間が大幅に増加します。その他の考慮事項は 1回の実行で処理さ
れる期間数に関するものであり、データ・セット内の各期間に対してマッピング・プロセスが
実行されます。このことも、完全なデータ・セットを処理するのに必要な時間の増加につなが
ります。
この例では、最初のマッピング・ルールを次に示します(これは勘定科目ディメンションの「*
から*へ」ルールです):

このマッピング・ルールは約 33秒で完了し、プロセスの進行に従い、同様のルールはそれぞ
れ 35から 53秒で処理されます。この例からわかるように、同様のマッピング・ルールを追加
すると、マッピング中の処理時間が引き続き消費されます。
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ステップ 4: TDATASEGの以前の統合のクリーンアップ
マッピングが正常に完了すると、TDATASEG表から以前の実行が削除されます。(TDATASEG
表はワークベンチのデータが格納される場所です。)これが統合の最初の実行である場合、前期
間のデータがないため、このステップはすぐに完了します。以前のデータが大量にある場合、
このステップには長時間かかる可能性があります。
次に示すように、バッチ・サイズ・パラメータを使用して TDATASEG表からデータのチャン
クを削除し、削除プロセスが個々の SQL文の処理制限に達しないようにします。削除文の数を
制限するようにバッチ・サイズを調整することで、このステップを調整できます。この実行で
はバッチ・サイズは 1000に設定されていますが、より大きく設定することもできます。後続
の実行では、このステップは約百万レコードの以前のロードを削除するために 6分かかりまし
た。

Note:

データはバッチ・サイズに基づいて処理用にメモリーにロードされ、メモリーが不足
する可能性があるため、バッチ・サイズはあまり大きく設定しないでください。シス
テム・メモリーは Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementに共通
であり、インスタンスの他の領域に影響を与える場合があります。

ステップ 5: TDATASEG_Tから TDATASEGへのマッピング結果の
コピー

以前の結果が TDATASEG表から削除された後、マップされた新しいデータは、ワークベンチ
からアクセスできるように TDATASEG表に移動されます。これはデータ・ロード・プロセス
のもう 1つの時間のかかるステップであり、ここでもバッチ・サイズ・パラメータを使用して、
TDATASEG表へのマッピング結果の挿入をチャンク化し、単一の SQLの処理制限に達しない
ようにします。
この例では、バッチ・サイズが 1000に設定されており、データの移動に 1049バッチが必要で
す。TDATASEG_T表から TDATASEG表にデータを移動するのにかかった合計時間は 5分 26
秒でした。
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データが TDATASEGに移動された後、TDATASEG_T内のデータは削除されます。このプロセ
スもバッチ・サイズ・パラメータを使用しており、この例では、一時データを削除するプロセ
スに 5分 5秒かかりました。

ステップ 6: マッピング結果の検証
次のステップでは、欠落しているマッピングがないかマッピング結果を確認します。これは 1
ステップのプロセスであり、比較的短時間です。VALID_FLAG = "Y"の行がカウントされ、プロ
セス実行の TDATASEG表の合計行数と比較されます。数値が同じ場合は、マッピング・プロ
セスが成功したことを示します。無効な行は VALID_FLAG = "N"に更新されます。

ステップ 7: ファイルの生成とターゲットへのロード
最後のステップでは、ターゲット・ビジネス・プロセスにロードされるファイルを生成します。
このプロセスでは、ファイル、ドリル領域の生成および Oracle Fusion Cloud Enterprise
Performance Managementへのロードに 1分 45秒かかります。このステップには、ターゲッ
ト・アプリケーションのビジネス・ルールや他の計算も含まれる場合があり、ファイルがデー
タ統合から離れたら、ターゲット・アプリケーションでチューニングを行う必要があります。

ジョブ・ログに関するその他の考慮事項
選択したロード方法も、プロセスの最後のステップでデータがロードされるときのパフォーマ
ンスに影響することに注意してください。「数値データのみ」オプションでは、Oracle Essbase
に直接ロードされ、すべての検証チェックとセキュリティ・チェックはバイパスされます。
Planningを使用する場合、データをロードする最も速い方法です。
ユーザーが「セキュリティ保護されたすべてのデータ型」を選択した場合は、ユーザー役割に
応じてアウトライン・ロード・ユーティリティ (OLU)または importDataSlice APIが使用されま
す。OLUは、ユーザーが管理者であり、管理者のデータの検証設定が「いいえ」に設定されて
いる場合に使用されます。importDataSlice APIは、管理者以外のユーザーの場合、または管理
者がロードしていて、管理者のデータの検証が「はい」に設定されている場合に使用されます。
importDataSlice APIは、データの完全なチェックを実行し、すべての検証設定とセキュリティ
設定に従いますが、最も遅い方法です。
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チューニングに関する考慮事項
統合のチューニングに使用できる様々な戦略があり、次のものがあります:

• SQLマッピング
• 式
• 「単純」ワークフロー・モード
• クイック・モード
チューニング・パフォーマンスの追加情報は次を参照してください: その他の考慮事項

SQLマッピング
SQLマッピング機能は複雑なマッピング要件に使用でき、複数のワイルドカード「*から*へ」
マッピング・ルールをデータベースの単一パスに置き換えるために使用することもできます。
この例では、マッピングに約 3分かかりますが、単一の SQLマッピング・ルールを使用すると
約 30秒しかかかりません。単一の SQLマッピング・ルールを使用してすべての類似ルールを
置き換えることができ、次のようになります:

生成されて実行される実際の SQLは次のとおりです:

この場合、SQLマッピングは ACCOUNTディメンションで定義され、他の「*から*へ」マッピ
ング・ルールは削除されました。この 1つの SQLマッピング・ルールの合計時間は 29秒で、
他のマッピング・ルールは必要ありませんでした。
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ACCOUNTおよび ENTITYディメンションはそれらの名前で参照できますが、他のディメンシ
ョンは UDディメンションにマップされます。SQLマッピングに必要なディメンションのセ
ットを見つけるには、アプリケーション定義またはログ・ファイルを調べて、使用するディメ
ンションを確認する必要があります。この例では、Productと Scenarioが UD1と UD3にマッ
プされます。ソース・ディメンション・メンバーは Xのない列を使用し、マップされた値は接
尾辞として Xが付いた列にあります。ACCOUNTディメンションの場合、ソース・ファイルか
らの値は ACCOUNTという名前の列にあり、マップされた値は ACCOUNTX列に格納されま
す。SQLマッピングは各ディメンションの X列を設定するために使用されます。
この同じタイプのマッピングを Account Reconciliationで使用できますが、Profileディメンシ
ョンは ACCOUNTとして分類されるため、Profileディメンションの SQLマッピングは
ACCOUNTディメンションで指定する必要があることに注意してください。Account
Reconciliationの他のディメンションは、アプリケーション定義で定義されたマッピングに基づ
いて参照する必要があります。
マッピングのタイプごとにリソースの使用方法が異なり、マッピングのパフォーマンスは次の
順序となります。Explicitが最も速く、Multi-Dimが最も遅くなります:

1. EXPLICIT

2. IN

3. BETWEENおよび LIKE

4. MULTI-DIM

Multi-dimマッピングは最も遅いマッピングであり、EXPLICITと LIKEマッピングの組合せを
使用する必要がある複雑な使用事例では multi-dimのルールを制限しようとします。たとえば、
ENTITY = 100 AND ACCOUNT LIKE 4*などです。
追加のチューニング戦略として、ソース・ディメンションを組み合せることで、multi-dimマッ
ピングを explicitマッピングに置き換えることができる場合があります。たとえば、
ENTITY=100 AND ACCOUNT=4100の場合、ENTITYと ACCOUNTをソースとして連結し、
100-4000の EXPLICITマッピングを定義できます。

Note:

データ量が非常に多い(3百万行を超える)場合のパフォーマンスは似ていますが、
SQLマッピングはデータベース・ガバナーの制限により失敗することがあります。イ
ンポート式はデータのインポート時に処理され、SQL操作を伴わないため、インポー
トが失敗することはありません。このため、データ量が非常に多い場合は、SQLマッ
ピングのかわりにインポート式を使用することをお薦めします。

式
マッピング・ルールのかわりに式を使用することもでき、この手法はパフォーマンスの向上に
も役立ちます。「*から*へ」の"like"マッピング・ルールを置き換えるには、CopySource式を使
用でき、次のようになります:
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この式は「*から*へ」マッピングと同じことを行い、SQL文を使用した表のスキャンを介して
ではなく、インポート中に適用されます。式のパフォーマンスは単一の SQLマッピング・ルー
ルを使用する場合とほぼ同じですが、データベース・ガバナーの制限のためにマッピングが失
敗しないように、データ量が多い場合は式を使用することをお薦めします。(式はロード・プロ
セスのインポート・ステップ中に処理されます。)

「単純」ワークフロー・モード
「単純」ワークフロー・モードでは、TDATASEG表がバイパスされ、データはターゲットに直
接ロードされます。この手法により、TDATASEGへのデータのコピーと、TDATASEGからの
削除が不要になります。唯一の注意点は、データ統合ランディング・ページへのドリル・スル
ーが使用できないことです。(直接ドリルを使用したドリル・スルーは可能です。)

この「単純」ワークフロー・モードと式を使用して、ロード・プロセス全体で 5分 16秒かか
りました:
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クイック・モード
複雑な変換を必要としない大量のデータ・ロードには、クイック・モードを検討する必要があ
ります。クイック・モードは、ワークフロー・プロセスのほとんどのステップとデータベース
表をバイパスしますが、単純な変換の式をサポートします。ユーザーは、クイック・モードで
も直接ドリル機能を使用でき、ドリル時にデータ統合ランディング・ページをバイパスできま
す。

Note:

クイック・モードは Oracle Essbaseにロードする場合にのみ使用でき、Account
Reconciliationやトランザクション照合にロードする場合はサポートされません。

表のパーティション化
表パーティション化オプションは、大量のデータをロードする場合に使用できます。この機能
は、統合のパフォーマンスが突然低下した場合にまず使用されます。表パーティション化は、
大規模なデータ・ロードを、小さい、独立した、管理しやすい部分に分解できるようにするこ
とによって、TDATASEG_Tおよび TDATASEG表への大規模なデータ・ロードの拡張サポート
を提供します。各データ・ロードは、パラレル処理がサポートされる別々のパーティションで
実行されます。また、パーティションは TDATASEG_T表から削除するのではなく、切り捨て
ることができ、これによりパフォーマンスが向上します。
一般に、表パーティション化は、データベース管理者が顧客データセットのパフォーマンスの
管理に使用するテクニックです。Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Management
の場合、顧客はデータベースに直接アクセスできず、ユーザーがこの操作をデータベースに対
するダイレクト・ユーザー・コマンドとしてではなく直接実行できるように、この機能が Cloud
EPM内で有効になっています。この機能を使用すると、データをダウンストリーム・ビジネ
ス・プロセスにロードする前に変換するために多数のマッピング・ルールが使用される場合に、
データ・ロード・パフォーマンス全体が向上します。
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データ・ロード・プロセスが実行されていない場合のみ、「データ・ロード・ステージング表の
パーティション化」プロセスを実行してください。
表のパーティション化を有効にするには、データ・ロード・ステージング表のパーティション
化を参照してください。

その他の考慮事項
統合を定義する場合、ワークフロー・モードとロード方法は、特定のデータ量に基づいて、ロ
ードのパフォーマンスに直接影響を及ぼします。最大約 500,000ソース・レコード/行をロード
する場合、「数値データのみ」のロード方法を使用する場合は、任意のワークフロー・モードを
使用することをお薦めします
セキュリティ保護されたすべてのデータのロード方法を使用する場合、ユーザー定義のセキュ
リティに関して、ターゲット・アプリケーションに対して各行が検証されるため、データのロ
ードに時間がかかることが予想されます。
1,000,000行を超えるファイルをロードする場合、ターゲット・オプションの「バッチ・サイ
ズ」設定に基づいて、TDATASEG_T表と TDATASEG表からバッチ更新およびバッチ削除が実
行されます(ターゲット・オプションの定義を参照)。場合によっては、1,000,000行を超えるフ
ァイルが、それぞれが 1,000,000行未満のファイルに分割されることがあり、これにより通常、
パフォーマンスが向上します。ユーザーは、ファイルごとに 1つずつ、複数の統合を作成し、
これらの統合をバッチに結合してバッチをパラレル・モードで実行し、ファイルの分割によっ
て達成されたパフォーマンスを維持できます。これにより、分割ファイルの複数のルールを開
始する単一の実行ポイントが提供されます。
次の表に、ワークフロー・モード、ロード方法およびデータ量に関する推奨事項を示します。
Table A-1    推奨されるワークフロー・モード、ロード方法およびデータ量

ワークフロー・モード ロード方法 行数
「完全」ワークフロー 数値データのみ 最大約 3百万行
「単純」ワークフロー 数値データのみ 最大約 4-5百万行
「完全」ワークフロー 管理ユーザー

セキュリティ保護されたすべて
のデータ
管理者のデータの検証 = はい

500,000行未満

「完全」ワークフロー 管理ユーザー
セキュリティ保護されたすべて
のデータ
管理者のデータの検証 = いいえ
(これにより、アウトライン・ロー
ド・ユーティリティを使用してタ
ーゲットにロードされます)

最大約 3百万行

クイック・モード 数値データのみ 任意の行数
クイック・モード
管理者のデータの検証 = はいは
サポートされていません。

管理ユーザー
セキュリティ保護されたすべて
のデータ
管理者のデータの検証 = いいえ
(これにより、アウトライン・ロー
ド・ユーティリティを使用してタ
ーゲットにロードされます)

任意の行数
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Note:

統合のチューニングはやや専門的であり、すべての場合に同じ手法を適用できるわけ
ではありません。チューニングは通常、最終的なソリューションに到達するために複
数回の反復が必要であり、チューニングに対処するための時間をすべての実装に含め
る必要があります。
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B
データ統合スキーマに対するレポートの作成

データ統合でレポートを作成するお客様を支援するために、次の図にデータ統合の各処理表の
概要を示します。
データ統合の処理表
次の図は、データ統合の処理表とその相互の関係を示しています。

データ統合の表の定義
次のデータ統合の表について表の定義を示します:

• AIF_BALANCE_RULES表の定義リファレンス
• TDATASEG表の定義リファレンス
• TLOGPROCESS表の定義リファレンス
• TLOGPROCESSSTATES表の定義リファレンス
• TPOVCATEGORY表の定義リファレンス
• TPOVPARTITION表の定義リファレンス
• TPOVPERIOD表の定義リファレンス
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AIF_BALANCE_RULES表の定義リファレンス
Table B-1    AIF_BALANCE_RULESの定義

AIF_BALANCE_RULESの列 AIF_BALANCE_RULESの定義
RULE_ID NUMBER(15,0) NOT NULL ENABLE
RULE_NAME VARCHAR2(80 CHAR) NOT NULL ENABLE
PARTITIONKEY NUMBER(10,0)
CATKEY NUMBER(10,0)
APPLICATION_ID NUMBER(15,0) NOT NULL ENABLE
SOURCE_SYSTEM_ID NUMBER(15,0) NOT NULL ENABLE
SOURCE_LEDGER_ID NUMBER(15,0)
IMPGROUPKEY VARCHAR2(20 CHAR)
PLAN_TYPE VARCHAR2(30 CHAR)
SOURCE_APP_PLAN_TYPE VARCHAR2(30 CHAR)
MULTI_PERIOD_FILE_FLAG VARCHAR2(1 CHAR)
RULE_DESCRIPTION VARCHAR2(400 CHAR)
STATUS VARCHAR2(30 CHAR)
FILE_NAME_STATIC VARCHAR2(256 CHAR)
FILE_PATH VARCHAR2(256 CHAR)
FILE_NAME_DATE_FORMAT VARCHAR2(30 CHAR)
FILE_NAME_SUFFIX_TYPE VARCHAR2(30 CHAR)
PERIOD_MAPPING_TYPE VARCHAR2(30 CHAR)
CALENDAR_ID VARCHAR2(100 CHAR)
RULE_ATTR1 VARCHAR2(100 CHAR)
RULE_ATTR2 VARCHAR2(100 CHAR)
RULE_ATTR3 VARCHAR2(100 CHAR)
RULE_ATTR4 VARCHAR2(100 CHAR)
DIRECT_FILE_LOAD_FLAG VARCHAR2(1 CHAR)
LEDGER_GROUP VARCHAR2(10 CHAR)
INCL_ZERO_BALANCE_FLAG VARCHAR2(1 CHAR)
BALANCE_SELECTION VARCHAR2(30 CHAR)
AMOUNT_TYPE VARCHAR2(30 CHAR)
BALANCE_METHOD_CODE VARCHAR2(30 CHAR)
BALANCE_TYPE VARCHAR2(1 CHAR)
BAL_SEG_VALUE_OPTION_CODE VARCHAR2(30 CHAR)
EXCHANGE_RATE_OPTION_CODE VARCHAR2(30 CHAR)
EXCHANGE_BEGIN_RATE_TYPE VARCHAR2(30 CHAR)
EXCHANGE_END_RATE_TYPE VARCHAR2(30 CHAR)
EXCHANGE_AVERAGE_RATE_TYPE VARCHAR2(30 CHAR)
DATA_SYNC_OBJECT VARCHAR2(255 CHAR)
DATA_SYNC_OBJECT_ID VARCHAR2(50 CHAR)
INCLUDE_ADJ_PERIODS_FLAG VARCHAR2(1 CHAR)
BALANCE_AMOUNT_BS VARCHAR2(10 CHAR)
BALANCE_AMOUNT_IS VARCHAR2(10 CHAR)
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Table B-1    (Cont.) AIF_BALANCE_RULESの定義

AIF_BALANCE_RULESの列 AIF_BALANCE_RULESの定義
AS_OF_DATE DATE
BLANK_PERIODKEY DATE
BR_MEMBER_NAME VARCHAR2(80 CHAR)
BR_MEMBER_DISP_NAME VARCHAR2(80 CHAR)
CURRENCY_CODE VARCHAR2(10 CHAR)
DP_MEMBER_NAME VARCHAR2(80 CHAR)
LEDGER_GROUP_ID NUMBER(15,0)
VERSION VARCHAR2(80 CHAR)
SIGNAGE_METHOD VARCHAR2(30 CHAR)
LOAD_OPTIONS VARCHAR2(2000 CHAR)
ICP_LOAD VARCHAR2(1 CHAR)

TDATASEG表の定義リファレンス
Table B-2    TDATASEG表のリファレンス

TDATASEGの列名 TDATASEGの定義 TDATASEGの説明
DATAKEY NUMBER(31,0) NOT NULL ENABLE データの各行に対してシステムによって生成

される一意キー
PARTIONNKEY NUMBER(10,0) NOT NULL ENABLE ロケーション・キー。ロケーション情報を取

得するために TPOVPARTITIONと結合しま
す。

CATKEY NUMBER(10,0) NOT NULL ENABLE カテゴリ・キー。カテゴリ情報を取得するた
めに TPOVCATEGORYと結合します。

PERIODKEY DATE NOT NULL ENABLE 期間キー。データ管理と EPM期間のマッピ
ングの詳細を取得するために TPOVPERIOD
と結合します。

DATAVIEW VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT
'YTD' NOT NULL ENABLE

Enterprise Resource Planning (ERP)システ
ムからデータを取得する場合、ファイルの場
合は YTDにハード・コードされ、貸借対照表
の場合は YTD、損益計算書の場合は PTDに
設定されます。

CURKEY VARCHAR2(25 CHAR) DEFAULT データの通貨コード。
CALCACCTTYPE NUMBER(6,0) DEFAULT 9 NOT

NULL ENABLE
行がソースからインポートされたか、ロジッ
ク・グループによって計算されたかを示しま
す:
• 9=インポートされた
• 5=計算されエクスポートされた
• 1=計算されたがエクスポートされない

CHANGESIGN NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

インポートされた金額の符号を反転する必要
があるかどうかを指定します:
• 0=変更なし
• 1=符号を反転

JOURNALID VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT 仕訳の ID。ユーザー指定値
AMOUNT NUMBER(38,12) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
ソースからロードされる金額
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Table B-2    (Cont.) TDATASEG表のリファレンス

TDATASEGの列名 TDATASEGの定義 TDATASEGの説明
AMOUNTX NUMBER(38, 12) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
変換ルール適用後の金額。この値が、ターゲ
ット・アプリケーションにロードされます。

DESC1 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT 説明はファイルからインポートできます。
DESC2 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT 説明はファイルからインポートできます。
ACCOUNT VARCHAR2(300 CHAR) NOT NULL

ENABLE
ソースの勘定科目メンバー

ACCOUNTX VARCHAR2(2000 CHAR) DEFAULT マッピング・ルール処理後の勘定科目メンバ
ー

ACCOUNTR NUMBER(10,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

このディメンションで使用されるマッピング
のキー。TDATAMAPSEGの DATAKEYを参
照します。

ACCOUNTF NUMBER(6,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

マップ・タイプ:
• 1=例外
• 3=次の値の間
• 4=範囲

ENTITY VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースのエンティティ・メンバー
ENTITYX VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT マッピング・ルール処理後のエンティティ・

メンバー。この値はエクスポートされます。
ENTITYR NUMBER(10,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
このディメンションで使用されるマッピング
のキー。TDATAMAPSEGの DATAKEYを参
照します。

ENTITYF NUMBER(6,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

マップ・タイプ:
• 1=例外
• 3=次の値の間
• 4=範囲

ICP VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの ICP
ICPX VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT マッピング・ルール処理後の ICPこの値はエ

クスポートされます。
ICPR NUMBER(10,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
このディメンションで使用されるマッピング
のキー。TDATAMAPSEGの DATAKEYを参
照します。

ICPF NUMBER(6,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

マップ・タイプ:
• 1=例外
• 3=次の値の間
• 4=範囲

UD1 VARCHAR2(280 CHAR) DEFAULT ソースの UD1
UD1X VARCHAR2(280 CHAR) DEFAULT マッピング・ルール処理後の UD1。この値は

エクスポートされます。
UD1R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT このディメンションで使用されるマッピング

のキー。TDATAMAPSEGの DATAKEYを参
照します。

UD1F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0
NOT NULL ENABLE

マップ・タイプ:
• 1=例外
• 3=次の値の間
• 4=範囲

UD2 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD2
UD2X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD2X
UD2R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD2R
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Table B-2    (Cont.) TDATASEG表のリファレンス

TDATASEGの列名 TDATASEGの定義 TDATASEGの説明
UD2F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD2F

UD3 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD3
UD3X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD3X
UD3R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD3R
UD3F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD3F

UD4 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD4
UD4X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD4X
UD4R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD4R
UD4F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD4F

UD5 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD5
UD5X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD5X
UD5R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD5R
UD5F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD5F

UD6 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD6
UD6X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD6X
UD6R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD6R
UD6F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD6F

UD7 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD7
UD7X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD7X
UD7R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD7R
UD7F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD7F

UD8 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD8
UD8X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD8X
UD8R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD8R
UD8F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD8F

ARCHIVEID NUMBER(31,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

将来使用予定
HASMEMOITEM NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
将来使用予定

STATICDATAKEY NUMBER(31,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

将来使用予定
UD9 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD9
UD9X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD9X
UD9R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD9R
UD9F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD9F

UD10 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD10
UD10X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD10X
UD10R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD10R
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Table B-2    (Cont.) TDATASEG表のリファレンス

TDATASEGの列名 TDATASEGの定義 TDATASEGの説明
UD10F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD10F

UD11 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD11
UD11X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD11X
UD11R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD11R
UD11F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD11F

UD12 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD12
UD12X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD12X
UD12R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD12R
UD12F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD12F

UD13 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD13
UD13X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD13X
UD13R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD13R
UD13F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD13F

UD14 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD14
UD14X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD14X
UD14R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD14R
UD14F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD14F

UD15 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT ソースの UD15
UD15X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD15X
UD15R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD15R
UD15F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD15F

UD16 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD16
UD16X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD16X
UD16R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD16R
UD16F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD16F

UD17 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD17
UD17X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD1X
UD17R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD17R
UD17F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD17F

UD18 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD18
UD18X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD18X
UD18R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD18R
UD18F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD18F

UD19 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD19
UD19X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD19X
UD19R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD19R
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Table B-2    (Cont.) TDATASEG表のリファレンス

TDATASEGの列名 TDATASEGの定義 TDATASEGの説明
UD19F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD19F

UD20 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD20
UD20X VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ソースの UD20X
UD20R VARCHAR2(10, 0 CHAR) DEFAULT ソースの UD20R
UD20F VARCHAR2(6, 0 CHAR) DEFAULT 0

NOT NULL ENABLE
ソースの UD20F

ATTR1 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR2 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

Note:

Financial
Consolidation
and Closeから
データをイン
ポートすると
きは、属性列
ATTR2および
ATTR3を他の
ディメンショ
ン・マッピング
に使用しない
でください。

ATTR3 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

Note:

Financial
Consolidation
and Closeから
データをイン
ポートすると
きは、属性列
ATTR2および
ATTR3を他の
ディメンショ
ン・マッピング
に使用しない
でください。

ATTR4 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR5 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される
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Table B-2    (Cont.) TDATASEG表のリファレンス

TDATASEGの列名 TDATASEGの定義 TDATASEGの説明
ATTR6 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR7 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR8 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR9 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR10 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR11 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR12 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR13 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT 制限あり。ロジック・グループがロケーショ

ンに割り当てられる場合は、ロジック・アイ
テムの格納に使用されます。

ATTR14 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR15 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR16 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR17 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR18 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR19 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR20 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR21 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR22 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR23 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR24 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR25 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR26 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR27 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR28 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される

ATTR29 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング
またはドリル・スルーで使用される
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Table B-2    (Cont.) TDATASEG表のリファレンス

TDATASEGの列名 TDATASEGの定義 TDATASEGの説明
ATTR30 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR31 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR32 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR33 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR34 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR35 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR36 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR37 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR38 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR39 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
ATTR40 VARCHAR2(300 CHAR) ユーザー定義属性 - 必要に応じてマッピング

またはドリル・スルーで使用される
DATA VARCHAR2(2000 CHAR)
DATAX VARCHAR2(2000 CHAR)
DATAR NUMBER(10,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
DATAF NUMBER(6,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
CODE_COMBINATION_ID VARCHAR2(500 CHAR) Oracle E-Business Suiteとの統合に使用さ

れます。
AMOUNT_YTD NUMBER(29,12) YTD金額。E-Business Suite、Peoplesoft、

Fusionデータ・ソースに使用されます。
AMOUNT_PTD NUMBER(29,12) PTD金額。E-Business Suite、Peoplesoft、

Fusionデータ・ソースに使用されます。
LOADID NUMBER(15,0) この行を作成または更新したプロセス ID。
RULE_ID NUMBER(15,0) この行の作成に使用されたデータ・ルール

ID。詳細を取得するために
AIF_BALANCE_RULESと結合します。

STAT_BALANCE_FLAG VARCHAR2(1 CHAR) 残高が統計かどうかを示します:
• Y=統計
• N=残高

VALID_FLAG VARCHAR2(1 CHAR) 行に有効なマッピングがあるかどうかを示し
ます:
• Y=有効
• N=無効
• I=無視
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TLOGPROCESS表の定義リファレンス
Table B-3    TLOGPROCESS表の定義リファレンス

TLOGPROCESSの列 TLOGPROCESS定義 説明
PARTITIONKEY NUMBER(10,0) NOT NULL

ENABLE
ロケーション・キー。ロケーショ
ン情報を取得するために
TPOVPARTITIONと結合します。

CATKEY NUMBER(10,0) NOT NULL
ENABLE

カテゴリ・キー。カテゴリ情報を
取得するために
TPOVCATEGORYと結合します。

PERIODKEY DATE NOT NULL ENABLE 期間キー。FDMEEと EPM期間
のマッピングの詳細を取得する
ために TPOVPERIODと結合しま
す。

RULE_ID NUMBER(15,0) NOT NULL
ENABLE

データ・ルール ID。詳細を取得す
るために AIF_BALANCE_RULES
と結合します。

PROCESSIMP NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

インポート・ステップのステータ
ス:
• 0=未開始または失敗
• 1=成功

PROCESSIMPNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL,

検証ステータスに関するテキス
ト・ノート:
• インポート成功
• 再計算 OK
• インポート・エラー
• 再計算失敗
• マルチロード
• データ・ロードのバイパス
• ロジック計算エラー
• マップ計算エラー

PROCESSVAL NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

検証ステップのステータス:
• 0=未開始または失敗
• 1=成功

PROCESSVALNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL

検証ステップに関するテキスト・
ノート:
• 検証成功
• エラー= xレコード(X = マッ
プ・ルールのないメンバーの
数)

• データ・ロードのバイパス
PROCESSEXP NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
エクスポート・ステップのステー
タス:
• 0=未開始または失敗
• 1=成功
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Table B-3    (Cont.) TLOGPROCESS表の定義リファレンス

TLOGPROCESSの列 TLOGPROCESS定義 説明
PROCESSEXPNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT

NULL
エクスポート・ステップに関する
テキスト・ノート:
• 最後の成功エクスポート
• エクスポート-B成功
• エクスポートに成功
• データ・ロードのバイパス

PROCESSENTLOAD NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

ロード・ステップのステータス:
• 0=未開始または失敗
• 1=成功

PROCESSENTLOADNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL

ロード・ステータスに関するテキ
スト・ノート:
• 成功時の時間日付スタンプ
• ロード・エラー
• データ・ロードのバイパス

PROCESSENTVAL NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

確認ステップのステータス:
• 0=未開始または失敗
• 1=成功

PROCESSENTVALNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL

確認ステップに関するテキスト・
ノート:
• 確認成功
• 確認エラー
• データ・ロードのバイパス

PROCESSCERT NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

認証ステップのステータス:
• 0=未開始または未送信
• 1=送信済

PROCESSCERTNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL

ロード・ステータスに関するテキ
スト・ノート:
• 統制送信済
• 統制クリア済
• 未送信
• プロファイルの統制が未検
出

• 統制グループ割当てなし
• ステータス設定中のエラー

PROCESSASSES NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

アセスメント(プロセス・エクスプ
ローラ)ステップのステータス:
• 0=未開始または未送信
• 1=送信済

PROCESSASSESNOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT
NULL

ロード・ステータスに関するテキ
スト・ノート:
• 統制送信済
• 統制クリア済
• 未送信
• プロファイルの統制が未検
出

• 統制グループ割当てなし
• ステータス設定中のエラー
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Table B-3    (Cont.) TLOGPROCESS表の定義リファレンス

TLOGPROCESSの列 TLOGPROCESS定義 説明
PROCESSCHILDDONE NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT

NULL ENABLE
親ロケーション・ステップの認証
状態のステータス:
• 0=未始前またはすべての子
が未完了

• 1=すべての子が完了
PROCESSCHILDDONENOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT

NULL
親ロケーションの認証ステータ
スに関するテキスト・ノート:
• 子の送信済
• 子なし

PROCESSUD1 NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

未使用
PROCESSUD1NOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT

NULL
未使用

PROCESSUD2 NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

未使用
PROCESSUD2NOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT

NULL
未使用

PROCESSUD3 NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

未使用
PROCESSUD3NOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT

NULL
未使用

PROCESSUD4 NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

未使用
PROCESSUD4NOTE VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT

NULL
未使用

PROCESSENDTIME DATE DEFAULT
TO_DATE('01/01/1900', 'MM/DD/
YYYY') NOT NULL ENABLE

最終更新日時

BLNWCDIRTY NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

検証前にマップ(WC =
WildCard)の再計算の必要性を示
すために使用されるフラグ:
• 0=OK
• 1=ロケーションの再計算
データがインポートされてから
マップ・ルールが変更されまし
た。この場合、計算フラグが表示
されます。

BLNLOGICDIRTY NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

検証前に LOGICの再計算の必要
性を示すために使用されるフラ
グ:

BLNVALDIRTY NUMBER(1,0) DEFAULT 1 NOT
NULL ENABLE

検証ワークフローの再実行の必
要性を示すために使用されるフ
ラグ:
• 0=OK
• 1=検証の再処理
データがインポートされてから
マップ・ルールが変更されまし
た。この場合、計算フラグが表示
されます。
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Table B-3    (Cont.) TLOGPROCESS表の定義リファレンス

TLOGPROCESSの列 TLOGPROCESS定義 説明
INTLOCKSTATE NUMBER(6,0) DEFAULT 50 NOT

NULL ENABLE
ロケーション POVのロック・ス
テータス:
• 50=オープン
• 60=ロック済

PROCESSSTATUS NUMBER(10,0) DEFAULT 0 NOT
NULL ENABLE

ロケーション/カテゴリ/期間のワ
ークフローの現在の状態。
LogProcessStatesの有効なステ
ータス

LOADID NUMBER(15,0) ロード ID。

TLOGPROCESSSTATES表の定義リファレンス
Table B-4    TLOGPROCESSSTATES表のリファレンス

TLOGPROCESSSTATESの列 TLOGPROCESSSTATESの説明
PROCESSSTATUSKEY NUMBER(10,0) DEFAULT 0 NOT NULL ENABLE
PROCESSSTATUSDESC VARCHAR2(100 CHAR)
PROCESSSTATUSCODE VARCHAR2(10 CHAR)

TPOVCATEGORY表の定義リファレンス
Table B-5    TPOVCATEGORY表の定義リファレンス

TPOVCATEGORYの列 TPOVCATEGORYの定義
CATKEY NUMBER(10,0) NOT NULL ENABLE
CATNAME VARCHAR2(20 CHAR) NOT NULL ENABLE
CATDESC VARCHAR2(50 CHAR) DEFAULT NULL
CATTARGET VARCHAR2(75 CHAR) NOT NULL ENABLE
CATFREQ VARCHAR2(10 CHAR) DEFAULT 'M' NOT NULL

ENABLE

TPOVPARTITION表の定義リファレンス
Table B-6    TPOVPARTITION表の定義

TPOVPARTITIONの列 TPOVPARTITIONの定義
PARTITIONKEY NUMBER(10,0) NOT NULL ENABLE
PARTNAME VARCHAR2(20 CHAR) NOT NULL ENABLE
PARTDESC VARCHAR2(100 CHAR) DEFAULT NULL
PARTNOTES VARCHAR2(255 CHAR) DEFAULT NULL
PARTLASTIMPFILE VARCHAR2(250 CHAR) DEFAULT NULL
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Table B-6    (Cont.) TPOVPARTITION表の定義

TPOVPARTITIONの列 TPOVPARTITIONの定義
PARTLASTEXPFILE VARCHAR2(250 CHAR) DEFAULT NULL
PARTIMPGROUP VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT '[NONE]' NOT

NULL ENABLE
PARTLOGICGROUP VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT '[NONE]' NOT

NULL ENABLE
PARTVALGROUP VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT '[NONE]' NOT

NULL ENABLE
PARTVALENTGROUP VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT '[NONE]' NOT

NULL ENABLE
PARTCURRENCYKEY VARCHAR2(25 CHAR) DEFAULT '[NONE]' NOT

NULL ENABLE
PARTPARENT VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT NULL
PARTTYPE NUMBER(6,0) DEFAULT 2 NOT NULL ENABLE
PARTSEQMAP NUMBER(1,0) DEFAULT 0 NOT NULL ENABLE
PARTDATAVALUE VARCHAR2(100 CHAR) DEFAULT NULL,
PARTSEGMENTKEY NUMBER(6,0) DEFAULT 1 NOT NULL ENABLE,
PARTCONTROLSTYPE NUMBER(10,0) DEFAULT 1 NOT NULL ENABLE
PARTCONTROLSGROUP1 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT '[NONE]' NOT

NULL ENABLE
PARTCONTROLSGROUP2 VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT '[NONE]' NOT

NULL ENABLE
PARTCONTROLSAPPROVER VARCHAR2(255 CHAR) DEFAULT NULL
PARTCONTROLSAPPROVERPROXY VARCHAR2(255 CHAR) DEFAULT NULL
PARTCONTROLSREDFLAGLEVEL NUMBER(10,0) DEFAULT 6 NOT NULL ENABLE
PARTCLOGICGROUP VARCHAR2(20 CHAR) DEFAULT '[NONE]' NOT

NULL ENABLE
PARTINTGCONFIG1 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT NULL
PARTINTGCONFIG2 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT NULL
PARTINTGCONFIG3 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT NULL
PARTINTGCONFIG4 VARCHAR2(300 CHAR) DEFAULT NULL
PARTADAPTOR VARCHAR2(10 CHAR) DEFAULT '[NONE]' NOT

NULL ENABLE
PARTSOURCESYSTEMID NUMBER(15,0)
PARTSOURCELEDGERID NUMBER(15,0)
PARTTARGETAPPLICATIONID NUMBER(15,0)
PARTPARENTKEY NUMBER(10,0)
PARTSOURCEAPPLICATIONID NUMBER(15,0)
PARTTARGETSOURCESYSTEMID NUMBER(15,0)
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TPOVPERIOD表の定義リファレンス
Table B-7    TPOVPERIOD表の定義

TPOVPERIODの列 TPOVPERIODの定義
PERIODKEY DATE NOT NULL ENABLE
PRIORPERIODKEY DATE NOT NULL ENABLE
PERIODDESC VARCHAR2(20 CHAR) NOT NULL ENABLE
PERIODTARGETM VARCHAR2(80 CHAR) NOT NULL ENABLE
PERIODTARGETQ VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT NULL
PERIODTARGETY VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT NULL,
PERIODTARGETD VARCHAR2(80 CHAR) DEFAULT NULL
YEARTARGET VARCHAR2(80 CHAR) NOT NULL ENABLE
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C
データ統合の問題のトラブルシューティング

データ統合での問題のトラブルシューティングについては、オペレーション・ガイドの次のト
ピックを参照してください:

Table C-1    データ統合の問題のトラブルシューティング

データ統合での問題 ヒント
データ統合エラー Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドのデータ統合エラーの処理
データ統合での Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Management
の役割

Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドのデータのロードに必要な役割
データのインポートまたはエクスポート Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドのデータ管理およびデータ統合の問題のト

ラブルシューティング
問合せおよびサポート Oracle Enterprise Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの問合せ
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D
データ統合のベスト・プラクティス

この項のベスト・プラクティスを使用すると、データ統合を使用して統合プロセスを向上させ
るために役立ちます。

データ・フローの定義
データは、すべてのクラウドの Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementビ
ジネス・プロセスの基盤であり、必要なデータをロードできるようにするためのツールの選択
は重要な決定事項となります。多くの場合、統合ツールに関連する議論は必要なデータ・フロ
ーについての議論よりも先に行われますが、統合ツールの議論を促進するのは、これらのデー
タ・フローです。
統合のベスト・プラクティスは、ソース、変換およびターゲット・ビジネス・プロセスを決定
することにより、最初にデータ・フローを定義することです。ツールや統合機能についての議
論よりも先に、このことを完了する必要があります。たとえば、データ・フローで Fusion GL
をソースとして、Financial Consolidation and Closeをターゲットとして使用し、ソースの勘定
体系を Financial Consolidation and Close内のディメンションにマップするために変換を使用
できます。
 

 

データ・フローを特定したら、次に、それぞれのデータ・フローを可能にするツールを決定し
ます。新規クラウドの Cloud EPM実装については、EPMで使用可能な統合ツールを最初に確
認してから他のツールを検討することをお薦めします。(たとえば、それぞれの Cloud EPMビ
ジネス・プロセスで使用可能なデータ統合では、定義したデータ・フローのすべてではないに
しても、ほとんどをサポートできます。)
それ以外については、統合に使用する既存のツール、または IT標準である可能性があるツール
をお客様がお持ちの場合があります。このような場合は、Cloud EPMのツールおよび Cloud
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EPMの APIを既存の統合アーキテクチャまたはツールのセットに簡単に組み込むことができ
ます。
既存のツールがある場合でも、Cloud EPMの統合要件の出発点としてすべてのデータ・フロー
を定義することが重要です。
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データ・フローの定義
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E
ジョブのスケジュール

EPMプラットフォーム・ジョブ・スケジューラ・コンソールでは、データ管理/データ統合ジ
ョブの実行およびスケジュールがサポートされています。この機能では、Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementでの一貫したスケジュール機能が提供されます。
EPMプラットフォーム・ジョブ・スケジューラ・コンソールでスケジュールできるジョブは、
次のとおりです:

• データ・ロード・ルールおよび統合。ジョブ・スケジューラで実行するためのデータ・ル
ール、統合またはバッチ定義のスケジュールおよびジョブ・スケジューラで後で実行する
ためのデータ・ルールまたは統合定義のスケジュールを参照してください。

• バッチ。ジョブ・スケジューラで実行するためのデータ・ルール、統合またはバッチ定義
のスケジュールおよびジョブ・スケジューラで後で実行するためのデータ・ルールまたは
統合定義のスケジュールを参照してください。

• システム・メンテナンス・スクリプト。ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリ
プトのスケジュールを参照してください

ジョブ・スケジューラで実行するためのデータ・ルー
ル、統合またはバッチ定義のスケジュール

データ管理のデータ・ロード・ルールまたはバッチあるいはデータ統合の統合の実行時間をス
ケジュールできます。
データ・ロード・ルール、統合またはバッチをスケジュールするには:

1. 「アプリケーション」、「ジョブ」、「ジョブのスケジュール」の順にクリックします。
2. ジョブのスケジュール・ページの「このジョブのタイプ」で、「統合」を選択します。
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3. 「次」をクリックします。
4. 「ジョブ名」で、スケジュールするデータ・ルールまたは統合を選択し、 をクリックし
ます。

5. 「次」をクリックします。
6. 「インポート・モード」から、データをインポートする方法を選択します。
次のオプションがあります:

Appendix E
ジョブ・スケジューラで実行するためのデータ・ルール、統合またはバッチ定義のスケジュール

E-2



• 追加 - POVの既存の行は変更されず、新しい行が POVに追加されます。たとえば、最
初のロードに 100行、次のロードに 50行が含まれるとします。この場合、50行が追
加されます。このロードの後で、POVの行の合計は 150です。

• 置換 - ターゲットのすべての POVデータをクリアしてから、ソースまたはファイルか
らロードします。たとえば、最初のロードに 100行、次のロードに 70行が含まれると
します。この場合、100行が削除され、70行が TDATASSEGにロードされます。この
ロードの後、行の総数は 70です。
Planningアプリケーションの場合、置換でロードする年、期間、シナリオ、バージョ
ンおよびエンティティのデータをクリアし、ソースまたはファイルからデータをロー
ドします。Planningアプリケーションに 1年分のデータがある場合に 1か月分のみを
ロードするとき、このオプションを使用すると、1年分すべてがクリアされてからロー
ドが実行されることに注意してください。

Note:

ASOキューブに対して置換モードで統合を実行する際に、シナリオ・メンバ
ーが共有メンバーである場合、数値データ・ロードのみが実行されます。階
層が完全に含まれた完全修飾名でメンバー名を指定してください。シナリ
オ・メンバーが共有メンバーである場合、すべてのデータ型のロード方法は
機能しません。

Note:

置換モードは、ロード方法「ライン・アイテムの自動増分を含むすべてのデ
ータ型」ではサポートされていません。

• マージ - (Account Reconciliationのみ)。変更された残高を同じロケーションの既存の
データとマージします。
マージ・モードにより、データが Account Reconciliationに最後にロードされたとき以
降に変更された残高が少数である場合に、データ・ファイル全体をロードする必要が
なくなります。2つのロード間でマッピングが変更された場合、お客様は完全なデー
タ・セットをリロードする必要があります。
たとえば、あるお客様では、1つの番号の勘定科目 IDに対して 100行の既存の残高が
あり、それぞれの金額は$100.00です。このお客様がマージ・モードで統合を実行し、
ソースには 1つの勘定科目 IDに対する金額が$80の 1行がある場合、統合の実行後
は、100行の残高があり、そのうちの 99それぞれの残高は$100.00、1つの残高
は$80.00です。

• インポートしない - データのインポートを全部スキップします。
• マップして検証 - データのインポートをスキップし、更新されたマッピングを使用して
データを再処理します。

7. 「エクスポート・モード」から、データをターゲット・アプリケーションにエクスポートす
る方法を選択します。
次のオプションがあります:

• マージ - 既存の日付をロード・ファイルからの新しいデータで上書きします。(デフォ
ルトでは、すべてのデータ・ロードが「マージ」モードで処理されます。)データが存在
しない場合は、新しいデータを作成します。
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• 置換 - ターゲットのすべての POVデータをクリアしてから、ソースまたはファイルか
らロードします。たとえば、最初のロードに 100行、次のロードに 70行が含まれると
します。この場合、100行が削除され、70行がステージング表にロードされます。こ
のロードの後、行の総数は 70です。
Planningアプリケーションの場合、置換でロードする年、期間、シナリオ、バージョ
ンおよびエンティティのデータをクリアし、ソースまたはファイルからデータをロー
ドします。Planningアプリケーションに 1年分のデータがある場合に 1か月分のみを
ロードするとき、このオプションを使用すると、1年分すべてがクリアされてからロー
ドが実行されることに注意してください。

• 累計 - アプリケーション内のデータをロード・ファイル内のデータで累計します。デー
タ・ファイルの一意の視点ごとに、ロード・ファイルの値がアプリケーションの値に
加算されます。

• 減算 - ソースまたはファイルの値を、ターゲット・アプリケーションの値から引きま
す。たとえば、ターゲットに 300があり、ソースに 100がある場合、結果は 200にな
ります。

• ドライ・ラン - (Financial Consolidation and Closeおよび Tax Reportingのみ)ターゲッ
ト・アプリケーションにデータをロードせずに、データ・ロード・ファイルで無効な
レコードをスキャンします。データ・ロード・ファイルが検証され、無効なレコード
がログにリストされます(ログには 100個以下のエラーがリストされます)。エラーご
とに、エラーのある各レコードが対応するエラー・メッセージとともにログに示され
ます。ログの詳細は、「プロセスの詳細」で入手できます。

Note:

「ドライ・ラン」では「管理ユーザーに対してデータ・セキュリティを使用可
能にする」ターゲット・オプションは無視され、管理者ユーザーに対して常
に REST APIが使用されます。

• エクスポートしない - データのエクスポートを全部スキップします。
• 確認 - データをターゲット・システムにエクスポートした後、現在の POVの確認レポ
ートを表示します。確認レポート・データが現在の POVに対して存在しない場合は、
空白のページが表示されます。

8. 「開始期間」で、データをロードする最初の期間を選択します。フィルタする文字を入力す
ると、期間をフィルタできます。たとえば、Jと入力すると、Jで始まる月(June、Julyな
ど)がフィルタされます。また、ドロップダウンをクリックして、追加の結果があるため、
さらにフィルタしてください。の下に表示される編集ボックスに追加のフィルタ条件を指
定できますこの期間名は、期間マッピングに定義されている必要があります。
この期間名は、期間マッピングに定義されている必要があります。
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Note:

単一会計年度に属する開始期間と終了期間を使用します。期間範囲が会計年度を
またがる場合は、次の問題が発生します:

• データを置換モードでロードすると、両方の年度のデータがクリアされます
• データをエクスポートすると、重複したデータが取得されます
前述の内容は、標準モードおよびクイック・モードを含むすべてのデータ・ロー
ド・モードに適用されます。

9. 「終了期間」から、データをロードする最後の期間を選択します。この期間名は、期間マッ
ピングに定義されている必要があります。

10.「OK」をクリックします。

ジョブ・スケジューラで後で実行するためのデータ・
ルールまたは統合定義のスケジュール

Table E-1    ジョブのスケジュール・オプション

オプション 説明
スケジュール開始日 開始日時をタイム・ゾーンを含めて選択します。
名前 スケジュール済ジョブの名前を指定します(MyDailyCubeRefreshな

ど)。指定した名前が(次の画面で選択する)ジョブ名とともに表示されま
す(MyDailyCubeRefresh : データベースのリフレッシュなど)。
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Table E-1    (Cont.) ジョブのスケジュール・オプション

オプション 説明
繰返しパターン ジョブの実行頻度を指定します:

• 時間ごと: 時間ごとのジョブは、「スケジュール開始日」フィールド
と「時間」フィールドに設定した値に基づくタイムテーブルに従っ
て実行されます。「時間ごと」ジョブのスケジュールは毎日午前 0時
に再スタートし、繰返しジョブは「時間」フィールドで選択した値
に従い、午前 0時の 1時間後、2時間後、3時間後(というように最
大 12時間後)にスタートします。
たとえば、「時間」フィールドに値の「5」を指定すると、ジョブの
開始可能な時間は、毎日午前 12:00、午前 5:00、午前 10:00、午後
3:00、および午後 8:00となります。スケジュールされたジョブの開
始時間が午後 12:48で、「時間ごと」の繰返しを 5時間と指定した場
合、そのジョブは午後 3:48に開始されます。これは 5時間の繰返し
ジョブが開始される 12:48より後の最初のスケジュール時間です。
その後、ジョブは午後 8:48に、それから午前 12:48、午前 5:48、午
前 10:48に実行されます。
デフォルトの繰返しが 1時間の場合、ジョブは指定した開始時刻に
実行され、終了の日時まで 1時間ごとに実行され続けます。たとえ
ば、スケジュールの開始時刻が 12:48の場合、ジョブは 12:48、
1:48、2:48、3:48というように実行されます。

• 分単位: 「頻度」を 15分または 30分に設定します。ジョブは 15分
または 30分後に開始され、終了の日時まで指定した間隔で実行され
続けます。たとえば、15分ごとに実行するようジョブを設定し、開
始時刻が 3:15の場合、ジョブは 3:30に始まり、その次が 3:45とい
うように実行されます。ジョブの実行をスケジュールできる最小の
単位は 15分です。

• 1回実行: ジョブは開始日時に 1回実行されます。
• 年次: ジョブは開始日時に実行され、その後引き続き終了日まで毎年

実行されます。
• 月次: ジョブは開始日時に実行され、その後引き続き終了日まで毎月
実行されます。

• 週次: ジョブは開始日時に実行され、引き続き終了日まで毎週実行さ
れます。

• 毎日: ジョブは開始日時に実行され、引き続き終了日まで毎日実行さ
れます。

終了日 ジョブが繰り返される場合は、終了する日時を選択します。

時間ごとのジョブのスケジュール
時間ごとのジョブは、「スケジュール開始日」フィールドと「時間」フィールドに設定した値に
基づくタイムテーブルに従って実行されます。「時間ごと」ジョブのスケジュールは毎日午前 0
時に再スタートし、繰返しジョブは「時間」フィールドで選択した値に従い、午前 0時の 1時
間後、2時間後、3時間後(というように最大 12時間後)にスタートします。
 

Appendix E
時間ごとのジョブのスケジュール

E-6



 

たとえば、「時間」フィールドに値の「5」を指定すると、ジョブの実行時間は、毎日午前 12
時、午前 5時、午前 10時、午後 3時、および午後 8時となります。開始時間はスケジュール
に基づいたシステムの開始時分を示し、終了時間はシステムの停止時分を示します。そうする
と、開始時間が 11/18の午後 12:48の場合、その日(11/18)の午前 12:48、午前 5:48および午前
10:48時はすでに過ぎており、次に実行可能なタイムスロットは午後 3:48となり、この時間に
スケジュール済ジョブが最初に実行されます。その後は、11/18の午後 8:48に実行されます。
ただし、11/19には最初から再開され、午前 12:48、午前 5:48、午前 10:48のように、指定さ
れたシステムの終了時間(この場合は 11/19の午後 12:48)まで実行されます。

ノート:

ジョブが 2日にまたがる場合、そのジョブは次の日の午前 0時に実行され、繰返しパ
ターンが再セットされます。

表 E-2 時間ごとのジョブのタイムテーブル

時間ごとの繰返し タイムテーブル
1 (デフォルト) 午前: 12:00、1:00、2:00、3:00、4:00、5:00、6:00、7:00、8:00、9:00、

10:00、11:00
午後: 12:00、1:00、2:00、3:00、4:00、5:00、6:00、7:00、8:00、9:00、
10:00、11:00
たとえば、スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰
返しが 1時間に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行さ
れ、それから午後 1:48、午後 2:48、午後 3:48というように続きます。

2 午前: 12:00、2:00、4:00、6:00、8:00、10:00
午後: 12:00、2:00、4:00、6:00、8:00、10:00
たとえば、スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰
返しが 2時間に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行さ
れ、それから午後 2:48、午後 4:48、午後 6:48というように続きます。

3 午前: 12:00、3:00、6:00、9:00
午後: 12:00、3:00、6:00、9:00
たとえば、スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰
返しが 3時間に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行さ
れ、それから午後 3:48、午後 6:48、午後 9:48、午前 12:48、午前 3:48
というように続きます。
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表 E-2 (続き) 時間ごとのジョブのタイムテーブル

時間ごとの繰返し タイムテーブル
4 午前: 12:00、4:00、8:00

午後: 12:00、4:00、8:00
たとえば、スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰
返しが 4時間に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行さ
れ、それから午後 4:48、午後 8:48、午前 12:48、午前 4:48というよう
に続きます。

5 午前: 12:00、5:00、10:00
午後: 3:00、8:00
たとえば、スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰
返しが 5時間に設定されている場合、ジョブはまず午後 3:48に実行さ
れ、それから午後 8:48、午前 12:48、午前 5:48、午前 10:48というよう
に続きます。

6 午前: 12:00、6:00
午後: 12:00、6:00
たとえば、スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰
返しが 6時間に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行さ
れ、それから午後 6:48、午前 12:48、午前 6:48というように続きます。

7 午前: 12:00、7:00
午後: 2:00、9:00
たとえば、スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰
返しが 7時間に設定されている場合、ジョブはまず午後 2:48に実行さ
れ、それから午後 9:48、午前 12:48、午前 7:48というように続きます。

8 午前: 12:00、8:00
午後: 4:00
たとえば、スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰
返しが 8時間に設定されている場合、ジョブはまず午後 4:48に実行さ
れ、それから午前 12:48、午前 8:48というように続きます。

9 午前: 12:00、9:00
午後: 6:00
たとえば、スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰
返しが 9時間に設定されている場合、ジョブはまず午後 6:48に実行さ
れ、それから午前 12:48、午前 9:48、午後 6:48というように続きます。

10 午前: 12:00、10:00
午後: 8:00
たとえば、スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰
返しが 10時間に設定されている場合、ジョブはまず午後 8:48に実行さ
れ、それから午前 12:48、午前 10:48、午後 8:48というように続きます。

11 午前: 12:00、11:00
午後: 10:00
たとえば、スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰
返しが 11時間に設定されている場合、ジョブはまず午後 10:48に実行さ
れ、それから午前 12:48、午前 11:48、午後 10:48というように続きま
す。
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表 E-2 (続き) 時間ごとのジョブのタイムテーブル

時間ごとの繰返し タイムテーブル
12 午前: 12:00

午後: 12:00
たとえば、スケジュールされた開始時間が午後 12:48で、時間ごとの繰
返しが 12時間に設定されている場合、ジョブはまず午後 12:48に実行さ
れ、それから午前 12:48というように続きます。

ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプト
のスケジュール

ジョブ・スケジューラでデータ管理メンテナンス・スクリプトの実行時間をスケジュールでき
ます。
統合メンテナンス・スクリプトをスケジュールするには:

1. 「アプリケーション」、「ジョブ」、「ジョブのスケジュール」の順にクリックします。
2. ジョブのスケジュール・ページの「このジョブのタイプ」で、「統合メンテナンス・スクリ
プト」を選択します。

3. 統合メンテナンス・スクリプトを今すぐ実行するようにスケジュールするには、時間ごと
のジョブのスケジュールを参照してください。
統合メンテナンス・スクリプトを後で実行するようにスケジュールするには、ジョブ・ス
ケジューラで後で実行するためのデータ・ルールまたは統合定義のスケジュールを参照し
てください。

4. 「次」をクリックします。
5. 「ジョブ名」で、スケジュールする統合メンテナンス・スクリプトを選択し、 をクリッ
クします。
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6. 統合メンテナンス・スクリプトのパラメータを入力し、「OK」をクリックします。
次に示す統合メンテナンス・スクリプトの詳細は、次を参照してください:

• データ・ロード・ステージング表のパーティション化
• 統合の削除
• 設定表データのエクスポート
• 表の行数のリスト
• アプリケーション・フォルダの保守
• ロケーション別のデータ表の保守
• アプリケーションによるデータ表の保守
• プロセス表の保守
• 設定データの保守
• EPMプラットフォーム・ジョブ・スケジューラへのスケジュールの移行
• すべてのインポート済データのパージ
• カスタム・アプリケーションのアップグレード
• 表領域の再割当
• 環境のリセット

データ・ロード・ステージング表のパーティション化
大量のデータをロードする場合、「データ・ロード・ステージング表のパーティション化」スク
リプトを使用して、表パーティション化オプションを選択します。表パーティション化は、一
貫性がないデータ・ロード時間に対処し、表パーティション内の各データ・ロード・プロセス
を切り離す表パーティション化を有効にします。
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Note:

他のデータ・ロード・プロセスが実行されていない場合のみ、「データ・ロード・ス
テージング表のパーティション化」スクリプトを実行してください。

データ・ロード・ステージング表をパーティション化するには:

1. メンテナンス・スクリプトをスケジュールするためのステップを完了します。
詳細は、ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプトのスケジュールを参照して
ください。

2. ジョブのスケジュール・ページで「データ・ロード・ステージング表のパーティション化」
スクリプトを選択し、「次」をクリックします。

3. データ・ロード・ステージング表のパーティション化ページで、「モード」から表のパーテ
ィション化オプションを選択します。
使用可能なオプション:

• 有効化—Oracle Autonomous Databaseのクラウド・バージョンの表を"STAGING"とし
て分類し、パーティション化を有効にします。

• 元に戻す—表パーティション化をオフにします。
4. 「OK」をクリックします。

統合の削除
データ統合で作成された名前、インポート・フォーマット、ロケーション、マッピングおよび
データ・ルールを含む統合を削除できます。このオプションでは、統合全体が削除され、個々
のコンポーネントを削除する必要はありません。
「統合の削除」スクリプトをスケジュールするには:

1. メンテナンス・スクリプトをスケジュールするためのステップを完了します。
詳細は、ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプトのスケジュールを参照して
ください。

2. ジョブのスケジュール・ページで「統合の削除」スクリプトを選択し、「次」をクリックし
ます。

3. 統合の削除ページの「統合名」で、削除する統合の名前を指定し、「OK」をクリックしま
す。
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設定表データのエクスポート
「設定表データのエクスポート」オプションを使用して、次の表からデバッグ用にデータをエク
スポートします。
• AIF_BALANCE_RULES

• AIF_BAL_RULE_PARAMS

• AIF_LCM_ARTIFACTS_V

• AIF_SOURCE_SYSTEMS

• AIF_TARGET_APPLICATIONS

• AIF_TARGET_APPL_DIMENSIONS

• AIF_TARGET_APPL_PROPERTIES

• TPOVPARTITION

• TBHVIMPGROUP

• TBHVIMPITEMFILE

• TPOVPERIOD

• TPOVPERIODADAPTOR

• TPOVPERIODSOURCE

• TPOVCATEGORY

• TPOVCATEGORYADAPTOR

「設定表データのエクスポート」スクリプトをスケジュールするには:

1. メンテナンス・スクリプトをスケジュールするためのステップを完了します。
詳細は、ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプトのスケジュールを参照して
ください。

2. ジョブのスケジュール・ページで「設定表データのエクスポート」スクリプトを選択し、
「次」をクリックします。
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3. 「設定表データのエクスポート」スクリプトに関連するパラメータを確認し、「終了」をク
リックします。

表の行数のリスト
「リスト表行数」オプションを使用すると、データ表内の行の数が表示されます。
このオプションでは、次の表の行数がリストされます。
• TDATASEG

• TDATASEG_T

• TDATAMAP

• TDATAMAPSEG

• TLOGPROCESS

• TPOVPARTITION

「リスト表行数」スクリプトをスケジュールするには:

1. メンテナンス・スクリプトをスケジュールするためのステップを完了します。
詳細は、ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプトのスケジュールを参照して
ください。

2. ジョブのスケジュール・ページで「リスト表行数」スクリプトを選択します。
3. 「終了」をクリックします。

アプリケーション・フォルダの保守
アプリケーション・フォルダの保持プロセスでは、inbox、outboxおよび dataフォルダのディ
レクトリからファイルをパージします。データ管理では、フォルダごとに別々の保持日数パラ
メータを受け入れます。特定のフォルダに値を指定しないと、データ管理/データ統合はそのフ
ォルダをスキップします。
デフォルトでは、すべてのファイルが 60日後にパージされます。ログは 7日後にパージされ
ます。
また、データ管理では、それぞれのフォルダの下にある inboxおよび outboxサブディレクト
リを確認して、ファイルがある場合は削除します。dataサブディレクトリでは、scriptsディ
レクトリにはカスタマ・スクリプトが保持されているため、データ管理でこのディレクトリは
スキップされます。
「アプリケーション・フォルダの保持」スクリプトを実行するには:

1. メンテナンス・スクリプトをスケジュールするためのステップを完了します。
詳細は、ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプトのスケジュールを参照して
ください。

2. ジョブのスケジュール・ページで「アプリケーション・フォルダの保持」スクリプトを選
択します。

3. アプリケーション・フォルダの保持ページの「ターゲット・アプリケーション」ドロップ
ダウンから、ファイルをパージするターゲット・アプリケーションを選択します。

4. 「受信ボックス・ディレクトリを保持する日数」で、受信ボックス・ディレクトリにファイ
ルを保持する日数を指定します。
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5. 「送信ボックス・ディレクトリを保持する日数」で、送信ボックス・ディレクトリにファイ
ルを保持する日数を指定します

6. 「データ・ディレクトリを保持する日数」で、データ・ディレクトリにファイルを保持する
日数を指定します。

7. 「OK」をクリックします。

ロケーション別のデータ表の保守
ロケーション別のデータ表の保守を使用して、特定のロケーションのデータを期間またはカテ
ゴリによって削除します。

ノート:

アプリケーションのすべてのロケーションを削除するには、アプリケーションによる
データ表の保守オプションを使用します。このオプションでは、選択したターゲッ
ト・アプリケーションに関連付けられているすべてのロケーションのデータを削除で
きます。詳細は、アプリケーションによるデータ表の保守を参照してください。

「設定データの保持」では、モード・パラメータを使用して、無効なデータをプレビューした
り、削除できます。
パラメータは次のとおりです。
• ロケーション
• 開始期間
• 終了期間
• カテゴリ

ノート:

複数の期間マッピングを削除する必要があるが、どの統合に期間マッピングが含まれ
ているかわからない場合、すべての期間マッピングを削除するには、「ロケーション」
および「カテゴリ」を空白のままにします。

「ロケーション別のデータ表の保持」スクリプトを実行するには:

1. メンテナンス・スクリプトをスケジュールするためのステップを完了します。
詳細は、ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプトのスケジュールを参照して
ください。

2. ジョブのスケジュール・ページで「ロケーション別のデータ表の保持」スクリプトを選択
します。

3. ロケーション別のデータ表の保持ページの「ロケーション」ドロップダウンから、データ
を削除するロケーションを選択します。
すべてのロケーションのデータを削除するには、「ロケーション」フィールドを空白のまま
にします。

4. 「開始期間」から、データを削除する開始期間を選択します。
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5. 「終了期間」から、データを削除する終了期間を選択します。
6. 「カテゴリ」から、削除するカテゴリ・データを選択します。
すべてのカテゴリ・データを削除するには、空白のままにします。

7. 「OK」をクリックします。

アプリケーションによるデータ表の保守
データ管理のデータ表には、監査およびドリルダウンのためにエクスポートされたデータのア
ーカイブが格納されます。このような表は時間の経過とともに大きくなることがありますが、
必要に応じてパージできます。メンテナンス・プロセスでは、次の表が削除されます:

• TDATAMAPSEG

• TDATASEG

• TPROCESSLOG

パラメータは次のとおりです。
• ターゲット・アプリケーション
• カテゴリ
• 開始期間
• 終了期間
アプリケーションによるデータ表スクリプトを実行するには:

1. メンテナンス・スクリプトをスケジュールするためのステップを完了します。
詳細は、ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプトのスケジュールを参照して
ください

2. ジョブのスケジュール・ページでアプリケーションによるデータ表スクリプトを選択しま
す。

3. アプリケーション別のデータ表の保持ページの「ターゲット・アプリケーション」ドロッ
プダウンから、ファイルをパージするターゲット・アプリケーションを選択します。

4. 「開始期間」から、データを削除する開始期間を選択します。
5. 「終了期間」から、データを削除する終了期間を選択します。
6. 「カテゴリ」から、削除するカテゴリ・データを選択します。
すべてのカテゴリ・データを削除するには、空白のままにします。

7. 「OK」をクリックします。

プロセス表の保守
このプロセスでは、次の実行表を保守します。
• AIF_PROCESSES

• AIF_PROCESS_DETAILS

• AIF_PROCESS_LOGS

• AIF_PROCESS_PARAMETERS

• AIF_PROCESS_PERIODS
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• AIF_PROCESS_STEPS

• AIF_BAL_RULE_LOADS

• AIF_BAL_RULE_LOAD_PARAMS

• AIF_BATCH_JOBS

• AIF_BATCH_LOAD_AUDIT

• AIF_TEMP

「プロセス表の保持」スクリプトを実行するには:

1. メンテナンス・スクリプトをスケジュールするためのステップを完了します。
詳細は、ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプトのスケジュールを参照して
ください。

2. ジョブのスケジュール・ページで「プロセス表の保持」を選択します。
3. プロセス表の保持ページの「レコードを保持する日数」で、レコードを実行表に保持する
日数を指定します。

設定データの保守
「設定データの保持」を使用して孤立行やユーザー・インタフェースからアクセスしたり、削除
できない無効なデータを表示したり、削除します。このデータには、インポート・フォーマッ
ト、ロケーションまたはデータ・ロード・ルールの孤立行が含まれる場合があります。重複行、
またはローカル・ターゲット・アプリケーションに対して定義されたクラウド・ユーザー IDや
パスワードが含まれることもあります
「設定データの保持」では、モード・パラメータを使用して、無効なデータをプレビューした
り、削除できます。
「設定データの保持」スクリプトを実行するには:

1. メンテナンス・スクリプトをスケジュールするためのステップを完了します。
詳細は、ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプトのスケジュールを参照して
ください。

2. ジョブのスケジュール・ページで「設定データの保持」を選択します。
3. 設定データの保持ページの「モード」で、「プレビュー」または「削除」のいずれかを選択
します。
プレビュー・モードでは、削除対象のデータを出力できます。削除モードでは、データを
削除できます。

4. 「OK」をクリックします。

すべてのインポート済データのパージ
すべてのインポート済データのパージを使用して、データ表からすべてのインポート済データ
をクリアします。このオプションを使用してシステムからデータをクリアすると、データをロ
ードした時点からやり直すことができます。
すべてのインポート済データのパージを実行すると、次のものが削除されます。
• ロードに使用されたマッピング監査
• データ・ロードに関する監査情報
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• プロセス・ロード・ステータス
• プロセス・パラメータ

ノート:

パージされたデータを復元するためのバックアップはありません。このプロセスを
実行する前に、十分に注意することをお薦めします。

パージした後に、次の点に注意してください。
• すべての POVについてワークベンチでデータを表示できません。
• Oracle Fusion Cloud Enterprise Performance Managementからデータ管理にドリルダウ
ンできません。

ノート:

パージ・プロセス時にドリル領域は削除されません。ドリル領域を削除する必要
がある場合は、手動で削除します。

• 指定の POVのマップは復元できません。

ノート:

アプリケーション登録、インポート・フォーマット、マッピングなどの設定データは
すべて保持され、パージ・プロセスの影響は受けません。

すべてのインポート済データのパージ・スクリプトを実行するには:

1. メンテナンス・スクリプトをスケジュールするためのステップを完了します。
詳細は、ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプトのスケジュールを参照して
ください。

2. ジョブのスケジュール・ページですべてのインポート済データのパージを選択します。
3. すべてのインポート済データのパージ・ページの「すべてのインポート済データの削除を
確認」で、「Y」(はい)を選択すると、確認メッセージが表示されてからパージが実行され
ます。
それ以外の場合は、「N」(いいえ)と入力します。

4. 「理由」で、パージを実行する理由を指定します。
5. 「OK」をクリックします。
「カスタム・スクリプトの実行はプロセス ID: XXXで開始されました」というメッセージが
表示されます(XXXは、ジョブに対して生成されたプロセス ID番号)。ログには、「プロセ
スの詳細」ページからアクセスできます。
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表領域の再割当
表領域の再割当メンテナンス・スクリプトを使用して、表内の未使用の領域を解放します。表
領域を再割当てすると、特定の表について定義された領域割当て制限を超えないようにして、
データの保管に使用可能な領域を解放できます。

Note:

このスクリプトの実行時にはデータをロードしないでください。

表領域の再割当スクリプトを実行するには:

1. メンテナンス・スクリプトをスケジュールするためのステップを完了します。
詳細は、ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプトのスケジュールを参照して
ください。

2. ジョブのスケジュール・ページで環境のリセットを選択します。

環境のリセット
環境のリセット・スクリプトを使用すると、ビジネス・プロセス環境全体をリセットして、デ
ータ管理のすべての設定およびデータをクリアできます。その後、必要に応じて統合プロセス
を再構成できます。このプロセスでは、「はい」または「いいえ」の確認パラメータが受け入れ
られ、リセットの理由を指定することもできます。

Note:

環境のリセット・プロセスを実行したら、データを回復することはできません。

環境のリセット・スクリプトを実行するには:

1. メンテナンス・スクリプトをスケジュールするためのステップを完了します。
詳細は、ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプトのスケジュールを参照して
ください。

2. ジョブのスケジュール・ページで環境のリセットを選択します。
3. 環境のリセット・ページの「削除の確認」で、「Y」(はい)を選択して環境のリセットを確
定します。
それ以外の場合は、「N」(いいえ)と入力します。

4. 「削除の理由」で、環境をリセットする理由を指定します。
5. 「OK」をクリックします。

カスタム・アプリケーションのアップグレード
「カスタム・アプリケーションのアップグレード」オプションを使用して、既存のカスタム・タ
ーゲット・アプリケーションを、ファイルへのデータ・エクスポート・アプリケーションに移
行します。移行によって、既存のファイル形式はカスタム・ターゲット・アプリケーションか
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ら、ファイルへのデータ・エクスポート・オプションで使用するファイル形式に変換され、既
存の設定はすべて保持されます。カスタム・ターゲット・アプリケーションが変換されても、
同じデータ・ルールを以前と同様に実行できます。移行は、1つまたはすべてのアプリケーシ
ョンに対して実行できます。
このオプションを使用する前に、ファイル形式の差異を照合します。たとえば、ファイルへの
データ・エクスポートのヘッダー行に、UD1、UD2などではなくディメンションの名前が含ま
れます。
ファイルへのデータ・エクスポート・オプションの詳細は、データ・エクスポート・ファイル・
アプリケーションの登録を参照してください。
「カスタム・アプリケーションのアップグレード」スクリプトを実行するには:

1. メンテナンス・スクリプトをスケジュールするためのステップを完了します。
詳細は、ジョブ・スケジューラでのメンテナンス・スクリプトのスケジュールを参照して
ください

2. ジョブのスケジュール・ページで「カスタム・アプリケーションのアップグレード」を選
択します。

3. カスタム・アプリケーションのアップグレード・ページの「カスタム・アプリケーション」
ドロップダウンで、LOVから移行するカスタム・ターゲット・アプリケーションの名前を
選択します。
すべてのカスタム・アプリケーションを移行するには、すべてのカスタム・アプリケーシ
ョンを選択します。

4. 「OK」をクリックします。

EPMプラットフォーム・ジョブ・スケジューラへのス
ケジュールの移行

EPMプラットフォーム・ジョブ・スケジューラ・コンソールへのデータ管理の既存のスケジュ
ール済ジョブすべての移行をサポートするには、「スケジュールをプラットフォーム・ジョブ・
スケジューラに移行」オプションを使用します。

Note:

データ管理のユーザー・インタフェースからアクセスするスケジュール機能は非推奨
になりました。

EPMプラットフォーム・ジョブ・スケジューラへのスケジュー
ルの移行に関する重要な考慮事項

ジョブのスケジュールを移行する際の重要なアクションと考慮事項は、次のとおりです:

1. 「スケジュールをプラットフォーム・ジョブ・スケジューラに移行」タスクを実行する前
に、exportDataManagement EPMAutomateコマンドまたは『Oracle Enterprise
Performance Management Cloudデータ管理の管理』のシステム・メンテナンス・タスク
のスナップショット・エクスポート・ジョブの実行を使用して、バックアップまたはデー
タ管理スナップショットを作成してください。
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通常のライフサイクル(LCM)スナップショット・バックアップには、スケジュールは含ま
れません。古いスケジュールを削除する場合、データ管理スナップショットがなければ、
古いスケジュールを回復することはできません。

2. スケジュールは常に「マージ」モードで移行されます。スケジュールが移行されると、再
び更新されることはありません。ただし、スケジュールを削除して、再度移行することは
できます。移行プロセスを繰り返し実行できます。

3. スケジュールを移行するときに、データ管理から既存のスケジュールを削除するオプショ
ンがあります。
既存のスケジュールを削除しないことを選択した場合、新しいスケジュールと古いスケジ
ュールの両方が同時に実行され、データ破損の問題が生じることがあります。

4. スケジュールは、移行プロセスを実行しているユーザーのもとで EPMプラットフォーム・
ジョブ・スケジューラに作成されます。スケジュールを作成できるのはアプリケーション
管理者のみであるため、常に、Planning管理者または連結管理者の役割を持つユーザーを
使用して移行プロセスを実行してください。

5. スケジュールが移行されると、スケジュールを移行したユーザーのもとでジョブが実行さ
れます。ジョブは常に管理者として実行されます。パワー・ユーザーまたは「統合の実行」
の役割を持つユーザーによって元のスケジュールが作成された場合は、昇格された役割で
ジョブが実行されます。管理者以外のユーザーに適用可能なセキュリティや他の検証を適
用する要件がある場合、それらの検証は適用されません。オラクルは、今後のリリースで
需要があれば、スケジュール済ジョブを管理者以外のユーザーとして実行するためのサポ
ートを追加することを検討する予定です。

6. 実行時間が最終日または最終日 - 1として定義されたスケジュールは、EPMプラットフォ
ーム・ジョブ・スケジューラではサポートされていません。月の最終日にジョブを実行す
る要件がある場合は、月ごとに別個のジョブをスケジュールしてください。

スケジュールの移行のベスト・プラクティス
ジョブのスケジュールを移行する際のベスト・プラクティスは、次のとおりです:

1. ジョブのスケジュールの移行を「プレビュー」モードで実行します。プロセス・ログを確
認して、スケジュールがどのように移行されるかを理解します。

2. 「プレビュー」で実行した移行後のジョブのスケジュールの詳細に問題がなければ、設定デ
ータのみのデータ管理スナップショットを取得します。
詳細は、『Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ管理の管理』のスナッ
プショット・エクスポート・ジョブの実行を参照してください。

3. スケジュールの移行プロセスを実行し、「古いスケジュールの削除」を「いいえ」に設定し
ます。

4. 新しく作成されたスケジュールを確認します。
5. 新しく作成されたスケジュールに問題がある場合は、EPMプラットフォーム・ジョブ・ス
ケジューラ・コンソールで無効なスケジュールを削除します。
回復不能なエラーが発生した場合は、データ管理スナップショットを復元し、移行を再度
実行します。

6. 該当するソース・スケジュールを修正し、プロセスを再実行します。
7. すべてに問題がなければ、「古いスケジュールの削除」オプションを「はい」に設定して、
スケジュールの移行を実行します。
最初にスケジュールされたジョブが実行される前に「古いスケジュールの削除」オプショ
ンを実行してください。
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EPMプラットフォーム・ジョブ・スケジューラへのスケジュー
ルの移行プロセスの説明

ジョブのスケジュールを EPMプラットフォーム・ジョブ・スケジューラに移行するためのス
テップは、次のとおりです。移行を開始する前に、スケジュールの移行のベスト・プラクティ
スおよび EPMプラットフォーム・ジョブ・スケジューラへのスケジュールの移行に関する重
要な考慮事項の内容をよく理解してください。
ジョブ・スケジュールを移行するには:

1. 「アプリケーション」、「ジョブ」の順にクリックし、「ジョブのスケジュール」を選択しま
す。

2. ジョブのスケジュール・ページの「このジョブのタイプ」で、「統合メンテナンス・スクリ
プト」を選択します。

3. 「スケジュールをプラットフォーム・ジョブ・スケジューラに移行」を選択し、「次」をク
リックします。

4. 次のパラメータを選択します:

Table E-3    ジョブ・スケジュールの移行のパラメータ

パラメータ 値 説明
実行モード オプション:

• プレビュー
• 移行
デフォルト値は
「プレビュー」で
す。

「プレビュー」モードでは、移行されるすべて
のスケジュールの詳細が提供されますが、実
際の移行は実行されません。
「移行」モードでは、実際の移行が実行されま
す。

統合スケジュールの移行 オプション:
• はい
• いいえ
デフォルト値は
「はい」です。

既存の統合スケジュールを移行するには、「は
い」を選択します。

バッチ・スケジュールの移行 オプション:
• はい
• いいえ
デフォルト値は
「はい」です。

既存のバッチ・スケジュールを移行するには、
「はい」を選択します。

システム・メンテナンス・スケ
ジュールの移行

オプション:
• はい
• いいえ
デフォルト値は
「はい」です。

既存のシステム・メンテナンス・タスク・ス
ケジュールを移行するには、「はい」を選択し
ます。

古いスケジュールの削除 オプション:
• はい
• いいえ
デフォルト値は
「いいえ」です。

データ管理から既存のスケジュールを削除す
るには、「はい」を選択します。
スケジュールを削除しない場合、古いスケジ
ュールと新しいスケジュールの両方が実行さ
れます。
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5. 「OK」をクリックします。
6. 「データ統合」ホーム・ページの「アクション」ドロップダウンから、「プロセスの詳細」
を選択します。

7. 移行されたジョブのレポートを表示するには、「ワークフロー」タブの「モニター」で、「プ
ロセスの詳細」を選択します。

8. 移行されたジョブ・スケジュールの横にある「表示」をクリックします。
次のイメージは、「プロセスの詳細」の移行されたジョブ・スケジュールのレポート・リン
クを示します。

Note:

「プロセスの詳細」で、移行されたジョブ・スケジュール・レポートの詳細レベル
を変更するには、「ユーザー設定」の「ログ・レベル」設定を変更します。ログ・
レベルを 5に設定すると、最も詳細な情報がレポートに表示されます。詳細は、
システム設定を参照してください。
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F
データ統合に関するよくある質問(FAQ)

この FAQには、データ統合およびデータ管理の管理タスクに関するよくある質問のリソースへ
のリンクが用意されています。
よくある質問
• EPM統合エージェントが「401 Unauthorized」エラーで起動に失敗する場合の対処方法
• EPM統合エージェントによってデータが抽出されない場合の対処方法
• EPM統合エージェント - Teradata DB - ERROR [AIF]: Unexpected Error In ImportData:

EPM Agent Failed To Extract Data

• 「java.lang.RuntimeException」、EPMエージェントがデータの抽出に失敗した
• データ・ソース・ターゲット・アプリケーションでファイルに設定された資格証明ストア
を使用しているときに EPMエージェントがデータの抽出に失敗した

• クラウド環境との統合が REST接続エラーで失敗する
• データ管理で Fusion GLアプリケーションをソース・システムとして初期化しようとする
と、エラーで失敗する。

• Financial Consolidation and Closeにデータをエクスポートするときのドライバ・メンバー
のフェッチの失敗エラーを解決する方法

• Fusion ERP GLのデータ・ロードがエラー「Client Commands are Currently Not Being
Accepted」で失敗する

• データ管理でログ・レベルを 5に設定する方法
• データ管理で Oracle General Ledgerと統合するときのソース初期化エラーに対処する方
法

• データ管理で Fusion GLアプリケーションをソース・システムとして初期化しようとする
と、エラーで失敗する。

• データ管理のロードの問題に関するエラー「ERROR [AIF]: Server returned HTTP
response code: 401」

• データ・ロード・ルールを実行すると、データ管理で ERROR_INVALID_PERIODエラー
がスローされる

• Fusion Financialsからデータ管理にデータをインポートしようとしたときの不明なメンバ
ー

• データ管理を介したソースの Fusion ERPからの BI Publisherレポートの抽出がエラーで
失敗する

• E-Business Suite E-Business Suite一般会計 GLの事前シード済の問合せを変更する方法
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Note:

複数の Cloud EPMドキュメント・リソースに含まれている、Oracle Fusion Cloud
Enterprise Performance Managementに関連する様々なトピックを網羅する一連の
よくある質問(FAQ)とその回答については、『Oracle Enterprise Performance
Management Cloud管理者スタート・ガイド』のよくある質問を参照してください

EPM統合エージェントが「401 Unauthorized」エラーで起動に失敗する場合の対処方法
Gen 2データ・センター以外は、CLOUD_DOMAINパラメータが必要です。Gen 2データ・センタ
ーで EPM統合エージェントを使用している場合、CLOUD_DOMAINフィールドのドメインを削除
することにより、このエラーを解決できます。他のドメインについては、agentparams.iniファ
イルで CLOUD_DOMAINパラメータを指定する必要があります。詳細は、EPM統合エージェント
の開始パラメータの構成を参照してください。
EPM統合エージェントによってデータが抽出されない場合の対処方法
JDBC URLの入力が正しくないために、このことが発生する場合があります。オンプレミス・
データ・ソースからのデータの抽出で説明されているフォーマットで URLが入力されているこ
とを確認してください。
EPM統合エージェント - Teradata DB - ERROR [AIF]: Unexpected Error In ImportData:
EPM Agent Failed To Extract Data

Teradataデータベースに接続された EPM統合エージェントを使用してデータをインポートし
ようとすると、EPM統合エージェントがデータの抽出に失敗します。このエラーは、JDBC
URL構文が正しくないために発生しました。
Teradataデータベースには次の JDBC URLを使用します: jdbc:teradata://
database=<DB_Name>。その後、agentparams.iniファイルで次の行を更新します:
CUSTOM_CLASS_PATH=C:\Oracle\EPMAgent\lib\*

詳細は、EPM統合エージェントの開始パラメータの構成を参照してください。
「java.lang.RuntimeException」、EPMエージェントがデータの抽出に失敗した
ユーザーが Profitability and Cost Managementからデータベースにデータを抽出できません。
最初のステップであるインポートと検証は正しく機能しますが、エクスポート・フェーズで次
のエラーが生成されます:

ERROR [AIF]: Failed request or response. Request status:QUEUED
INFO [AIF]: Appending EPM agent log to process: BEGIN
DEBUG [AIF]: Updating Agent Processes: FAILED
INFO [AIF]: Appending EPM agent log to process:: END
ERROR [AIF]: Unexpected error in importData:EPM agent failed to extract data.
ERROR [AIF]: java.lang.RuntimeException: EPM agent failed to extract data.
ERROR [AIF]: The script has failed to execute:
FATAL [AIF]: Error in Comm.executeJythonScript

このエラーは、ファイル名(appname.cred)がデータ・ソース・アプリケーション名と完全に一
致しないために発生しました。
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この問題を修正するには:

1. ファイル名(appname.cred)をデータ・ソース・アプリケーション名と完全に一致させます。
2. JDBC URLを jdbcurl=jdbc:oracle:thin:@host:port/serviceというフォーマットにし
ます。

データ・ソース・ターゲット・アプリケーションでファイルに設定された資格証明ストアを使
用しているときに EPMエージェントがデータの抽出に失敗した
データ・ソース・ターゲット・アプリケーションでファイルに設定された資格証明ストアを使
用しているときに EPMエージェントがデータの抽出に失敗しました。次のエラー・メッセー
ジが返されます: Exception: java.lang.RuntimeException: EPM agent failed to extract
data.

この問題は、JDBC URLのフォーマットに起因します
この問題を修正するには:

1. ファイル名(appname.cred)をデータ・ソース・アプリケーション名と完全に一致させます。
2. JDBC URLを jdbcurl=jdbc:oracle:thin:@host:port/serviceというフォーマットにし
ます。

Financial Consolidation and Closeにデータをエクスポートするときのドライバ・メンバー
のフェッチの失敗エラーを解決する方法
このエラーは、メンバーが有効でないか、メンバーにマッピングがない場合に発生することが
あります。このエラーを解決するには、有効なメンバー名を定義してから、データ・ファイル
でデータ・ロード・マッピングを定義します。
Fusion ERP GLのデータ・ロードがエラー「Client Commands are Currently Not Being
Accepted」で失敗する
Fusion ERP General Ledgerからのデータ・ロード中に、次のエラーでロードが失敗します:

INFO [AIF]: isHarnessTest():: harness flag enable ? false
INFO [AIF]: getOlapserver() :: = fa.oracleoutsourcing.com:11448
INFO [AIF]: ExtractBalanceData:Error::Cannot open cube view. Essbase 
Error(1051544): message on contacting or from application:
INFO [AIF]: [Wed Mar 9 02:02:53 2022]Local////140107914331904/Error(1013204)
INFO [AIF]: Client Commands are Currently Not Being Accepted

または
INFO [AIF]: ExtractBalanceData:Error::Cannot perform cube view operation. 
Essbase Error(1024015): Request [MdxReport] from user 
[FUSION_APPS_GL_ESSBASE_APPID] was terminated by an admin user

このエラーは、「階層の公開」ジョブが同時に実行されるようにスケジュールされていたために
発生しました。「階層の公開」では、更新のためにキューブがロックされます。このことによ
り、残高抽出 ESSジョブで問題が発生します。
このエラーを修正するには、Fusion GLから Cloud EPMへのデータ・ロードと Fusionの「階
層の公開」ジョブが重ならないようにプロセスのタイミングを変更します。
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クラウド環境との統合が REST接続エラーで失敗する
クラウド間の統合が REST接続エラーで失敗します。プロセス・ログには次のように表示され
ます:

ERROR [AIF]: https://epmserver.us2.oraclecloud.com//interop/rest/11.1.2.3.600/
applicationsnapshots/MS_IND_2192.log/contents

または
Error encountered while downloading file from remote server、あるいはログでサーバー
名の後に二重スラッシュが含まれているエラー。
REST APIでは、URLの末尾のスラッシュが不要になりました。そのため、https://
epmserver.us2.oraclecloud.com/を指定するかわりに、https://epmserver.us2.oraclecloud.comを指
定してください。
データ管理でログ・レベルを 5に設定する方法
データ管理でログ・レベルを"5"に設定する(最も詳細な情報を表示する)には、「システム設定」
の「ログ・レベル」で「5」を指定します。データ管理でログ・レベルを設定するには、『Oracle
Enterprise Performance Management Cloudデータ管理の管理』のシステムレベルのプロファ
イルの設定を参照してください。データ統合でログ・レベルを設定するには、システム設定を
参照してください。
データ管理で Oracle General Ledgerと統合するときのソース初期化エラーに対処する方法
Oracle ERP Cloudで作成したアプリケーション(Oracle General Ledgerなど)を Cloud EPM
アプリケーションと統合するときにはまず、アプリケーション・タイプ Oracle ERP Cloudを
指定して、ソース・システムを作成および登録します。詳細は、『Oracle Enterprise Performance
Management Cloudデータ管理の管理』の Oracle ERP Cloudソース・システムの登録を参照
してください。
データ統合の管理にも追加の役立つ情報があります:

• アプリケーションの登録
• ソース接続の構成
データ管理で Fusion GLアプリケーションをソース・システムとして初期化しようとすると、
エラーで失敗する。
Oracle General Ledgerと Cloud EPMの統合に使用される、Oracle ERP Cloudで必要な"統合
ユーザー"の権限がありません。
GLと Cloud EPMの間で使用される"統合ユーザー"について Oracle ERP Cloudで必要とされ
る役割は、次のとおりです:

• GL_RUN_TRIAL_BALANCE_REPORT_PRIV – GLから EPMにデータをインポートする
ため

• GL_ENTER_BUDGET_AMOUNTS_FOR_FINANCIAL_REPORTING_PRIV – EPMから
GLにデータをライトバックするため

• FUN_FSCM_REST_SERVICE_ACCESS_INTEGRATION_PRIV – 統合の実行に使用され
る REST APIを実行するための権限
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Note:

カスタム役割、または次にリストされていない役割のいずれかを使用している場合、
統合が機能するためには、
FUN_FSCM_REST_SERVICE_ACCESS_INTEGRATION_PRIVをその役割に追加す
る必要があります。

次の事前定義済役割のいずれかを"統合ユーザー"に使用している場合、さらなるアクションは
必要はありません。
• データをインポートする場合
• 一般会計担当
• 仕訳管理職務
• 期間クローズ管理職務
• データをインポートおよびライトバックする場合
• 一般会計担当
• 財務アナリスト
詳細は、Oracle ERP Cloud統合のセキュリティ役割の要件を参照してください
データ管理のロードの問題に関するエラー「ERROR [AIF]: Server returned HTTP response
code: 401」
Financial Consolidation and Closeから EPBCSへの実際のデータのエクスポートが失敗しま
す。
このエラーは、データ管理またはデータ統合でターゲット・アプリケーションにおける変更を
考慮できない場合に発生します。
この問題を修正するには、ターゲット・アプリケーションのメンバーをリフレッシュします。
これを行うには、データ統合で、「アプリケーション」に移動し、ターゲット・アプリケーショ
ンを選択して、アプリケーションの右側にある をクリックし、「メンバーのリフレッシュ」
を選択します。その後、ロードを再度実行します。
詳細は、メンバーのリフレッシュを参照してください
データ・ロード・ルールを実行すると、データ管理で ERROR_INVALID_PERIODエラーがス
ローされる
Financials General Ledgerからデータ管理にデータをプルするときに、"変換"ステップが次の
エラーで失敗します: ERROR_INVALID_PERIOD.............. Invalid period specified in
the file.期間が正しくマップされ、データが前期間に正常にロードされていても、このエラ
ーが発生します。
このステップは、データの抽出元である Financials側で期間がオープンされていなかったため
に失敗しました。
この問題を修正するには:

1. Financials General Ledger/データ・ソースにログインします。
2. たとえば、次に示すように期間をオープンします:
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3. データ管理でデータ・ロード・ルールを再度実行します。
Fusion Financialsからデータ管理にデータをインポートしようとしたときの不明なメンバー
ユーザーが Fusion Financialsからデータ管理にデータをインポートできません。次のエラー
で失敗します:

getOlapserver() :: =
bi.oracleoutsourcing.com:10215
ExtractBalanceData:Error::Cannot perform cube view operation. Essbase
Error(1260046): Unknown Member [ACC].[XXX] used in query

このエラーは、Fusion GLからデータ管理に親子関係メンバーのデータをプルするために、デ
ータ・ロード・ルールの「ソース・フィルタ」オプションで完全修飾名(FQN)を入力しなかっ
た場合に発生します。
異なる階層で使用可能な同じ親または子メンバーが存在する場合は、完全修飾名(FQN)を使用
する必要があります。リーフ・レベル・メンバーを選択するには、Essbaseメンバー関数を使
用します。
データ管理のエクスポート・エラー、ExtractBalanceDataエラー: キューブ・ビュー操作を実
行できません。Essbaseエラー(1200766)

行数が 10,00,000を超えるデータ管理のエクスポート・プロセスでは、次のエラーが発生しま
す:

ExtractBalanceDataエラー: キューブ・ビュー操作を実行できません。Essbaseエラー(1200766): 問
合せ結果セルの数が QUERYRESULTLIMIT構成設定で設定された制限値[1000000]を超えています
データ管理を介したソースの Fusion ERPからの BI Publisherレポートの抽出がエラーで失
敗する
Oracle Business Intelligence Publisherレポートが ESSジョブとして作成および登録されてお
り、データ管理で統合を定義した場合、データ管理を介したソースの Fusion ERPからのレポ
ートの抽出が次のエラーで失敗します: 「Failure: Due to oracle.xdo.server.ReportException:
oracle.xdo.servlet.CreateException: java.lang.SecurityException: Security violation.」
このジョブは、お客様に適切な権限がないために失敗します。
この問題を修正するには:
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1. ソースの Fusion ERPアプリケーションにログインします。
2. ユーザーが持っているカスタム職務/役割に権限

GL_RUN_TRIAL_BALANCE_REPORT_PRIV_OBIを追加し、レポートを再実行します。
E-Business Suite E-Business Suite一般会計 GLの事前シード済の問合せを変更する方法
Oracle E-Business Suiteの事前シード済の問合せを変更することはできませんが、問合せをコ
ピーし、新しい問合せに基づいて新しいアプリケーションを作成できます。
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